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九
おわりに
一
はじめに
本稿は、 「大阪控訴院管内における陪審裁判──
実証的研究のための資料探究
──
大阪編」 、およ(1)
び「大阪控訴院管内における陪審裁判――
実証的研究のための資料探究
――
京都・奈良・大津・和(2)
歌山編」に続くものである。（注） 「大阪控訴院管内における陪審裁判」は、 『広島修道大学「明治期の法と裁判」研究会』が、 『修道法学』に発表を続けてきた「広
島控訴院管内における陪審裁判」 （広島・岡山・山口・松江・鳥取・松山）に関する資料集に続くものである。平成二三（二〇一一）年五月、大阪においても、広島控訴院管内と同
様に、陪審裁判を実証的に研究するための資料を調査・収集し
て紹介・研究する目的で、公益財団法人日弁連法務研究財団に対し「大阪における陪審裁判──実証的研究のため 資料探究──」と題する研究計画書を提出し、同年六月初旬、同財団の研究課題（
・
、研究主任増田修）として採用された。調査研究期間は、
No
94
平成二三（二〇一一）年八月一日から平成二四（二〇一二）年七月三一日である。そして、平成二四（二〇一 ）年六月初旬、この研究課題は、調査研究範囲を拡大し、 「大阪控訴院管内における陪審裁判──実証的研究のための資料探究──」と改題して、対象を大阪控訴院管内の京都・神戸・奈良・大津における陪審裁判の調査研究として、引き続き平成二四（ 〇一 ）年八月一日から平成二五（ 〇一三
）年七月三一日までの一年間、継続することが承認された。
更に、平成二五年（二〇一三）年六月下旬、残りの和歌山・徳島・高松・高知における陪審裁判の調査研究は、引続き平成二五（二〇一三）年八月一日から平成二六（二〇一四）年七月
三一日までの一年間、継続することが承認された。
このような経緯のもとに、本稿は、 「大阪控訴院管内における陪審裁判──実証的研究のための資料探究──」の第三回目となる
(３)
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神戸・徳島・高松・高知編として編集したものである。陪審裁判は、昭和三
（一九二八
）年一〇月一日陪審法が施行され、昭和一八
（一九四三）
年四月
一日施行を停止されるまで行われた。その間、本編の各地方裁判所においては、神戸九件、徳島一件、高松二件、高知三件、合計一五件 陪審裁判が開かれた。
陪審公判を復元する資料としては、 （１）陪審公判始末簿、刑事第 審公判始末簿 ２）
予審終結決定書 （３）陪審説示集・問書集、 （４）刑事判決書、 （５）新聞・雑誌報道などがある。
本資料紹介においては、神戸・徳島・ 、
高知の各地方裁判所が保管する陪審公判始
末簿・刑事第一審公判始末簿などは、神戸を除き 大部分が残存していた。刑事判決書も、徳島を除き、各地方検察庁において保存されていた
（ただし、高松①事件は現存しない）
。陪審説示は
神戸①②事件、問書は神戸①事件を収録した。なお、予審終結決定書は、残存していなった。
新聞報道は、 『大阪朝日
・地方版
』を初めとして、各地の主要新聞を中心に検索し、陪審公
判全件について記事を収録できた。
そのほかに、本資料集には、陪審公判を担当した判事・検事および弁護士の閲歴、なら
びに各地方裁判所検事正、陪審公判担当判 事、および各弁護士会所属弁護士などの陪審裁判についての感想を収録した。（注１）神戸弁護士会会史編纂委員会編『神戸弁護士会史』 （神戸弁護士会・一九七六年一二月）には、第三章第三節・六「陪審裁判と
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弁護士会」の項目があり、そこには神戸における陪審裁判は、第一回の陪審事件１件のみであると記述されている。
（注２）徳島弁護士会会誌編纂委員会編『徳島弁護士会誌』 （徳島弁護士会・一九八六年三月）は、陪審裁判については触れていない。（注３）香川県弁護士会会史編纂委員会編『香川県弁護士会百年史』 （香川県弁護士会・一九九〇年一〇月）も、陪審裁判については触
れていない。
（注４）高知弁護士会史は、刊行されてない。（注５）小幡尚「高知県における陪審法の運用」 （ 『高知市立自由民権記念会館紀要』第
号、二〇〇四年六月）は、 「第１章
陪審法施
12
行準備」 、 「第２章
陪審法に施行と県下初の陪審裁判」 「第３章
初陪審以降の状況」 、と高知県における陪審裁判とその状況につい
て記述し、今後の課題につ て触れているが、陪審公判始末簿・刑事判決書などについては調査していない。
二
陪審公判一覧表
陪審公判は、神戸九件、徳島一件、高松二件 高知三件、合計一五件、各地方裁判所に
おいて開かれた。その概要は、陪審公判一覧表の通りである 陪審公判一覧表は、陪審公判始末簿、刑事第一審公判始末簿、刑事 決書、新聞記事などにより作成した。
無罪は、神戸④事件の一件があるだけである。無罪率は 一五件中一件で六・六六％で
ある。しかし、縮小認定は、神戸➁
（放火→非現住建造物放火）
③
（強姦致傷→強姦）
⑤
（殺人未遂→傷害）
事件
であり、縮小認定率は、一五件中三件で二〇・〇〇％である。無罪率と縮小認定率を合計した被告人の主張容認率は、二六・六六％である。
求刑より低い刑期の判決は神戸①⑥⑦、徳島①
、高松②、高知①③事件の七件、求刑と
判決の量刑が同じ事件は神戸⑧⑨ 高松①、高知②事件の四件
- 6 -
無期は神戸⑨事件、高松①事件の二件で、死刑・更新はなく、執 猶予は神戸⑤、徳島
①、高知①事件の三件である。
１
神
戸
神戸地方裁判所における陪審公判一覧表
判決日
公訴罪名
判決（求刑）
被告人 （年齢）
裁判官
検察官
弁護士
①
昭和
放火
放火
ＯＹ政太郎
加藤健一
眞野歓三郎
熊谷康次郎
３・
・
懲役３年（懲役５年）
大工職 （
）
荻野益三郎
安藤眞一
12
12
34
江場盛次
②
昭和
放火
非現住建造物放火
ＴＧ政右衛門
加藤健一
遠藤常壽
豐住昌治
４・５・
懲役３年（懲役３年）
農業兼仲仕
荻野益三郎
10
未決勾留
日算入
（
）
江場盛次
60
32
③
昭和
強姦致傷
強姦
懲役３年
ＨＤ市藏
友眞碩太郎
遠藤常壽
石橋利之
４・
・
未決勾留
日算入
荷馬車挽 （
）
中島貢
稲垣正二
10
19
300
29
(懲役３年・相当未決日数
松本昌三
算入）
④
昭和
放火未遂
無罪
ＵＢ孝一
加藤健一
眞野歡三郎
澁谷又二
４・
・
木請負業
向井太郎
高山義三
10
19
（
）
山崎八十二
46
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⑤
昭和
殺人未遂
傷害
ＡＤ安太郎
加藤健一
遠藤常壽
淡路健治
４・
・
懲役４月（懲役４月）
仲仕（
）
向井太郎
12
23
55
執行猶予３年
山崎八十二
⑥
昭和
放火未遂
放火未遂
ＭＫ重太郎
加藤健一
眞野歡三郎
島田國丸
５・２・
懲役２年６月（ ）
酒醤油小売商
宮武能孝
28
未決勾留
日算入
（
）
鳴海一二三
50
33
⑦
昭和
殺人未遂
殺人未遂
懲役３年
ＹＹ孝義
友眞碩太郎
遠藤常壽
熊谷康次郎
５・
・
未決勾留
日算入
農業（
）
小泉敏次
11
11
120
22
（懲役５年）
松本昌三
⑧
昭和
放火
放火
Ｔ爲次郎
友眞碩太郎
眞野歡三郎
前田力
６・５・
懲役５年（懲役５年）
農業兼炭焼業
小泉敏次
澁谷又二
19
未決勾留
日算入
（
）
高橋猪久次
150
48
詐欺未遂
詐欺未遂
（通常公判）
懲役１年（懲役１年）
⑨
昭和
強盗殺人
強盗殺人
ＭＭ悦道
島津兼三郎
福尾彌太郎
前田力
・５・
無期懲役（無期懲役）
無職（
）
大塚俊勝
13
19
28
小田久藏
（注１）②事件は、上告（弁護人豐住昇治）したが、昭和４年
月４日上告棄却された。10
（注２）③事件は、予審において「強姦に対しては被害者の適法な告訴が無く、致傷の点は公判に附するに足る嫌疑無し」として、予審
免訴となったが、検事の抗告があり、大阪控訴院では免訴を取消したので、陪審公判となった。
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（注３）⑧事件は、放火詐欺未遂事件であるが 詐欺未遂事件は、放火事件の陪審公判後に、引続き通常手続で審理された。
２
徳
島
徳島地方裁判所における陪審公判一覧表
判決日
公訴罪名
判決（求刑）
被告人
裁判官
検察官
弁護士
①
昭和
殺人
殺人
ＫＭアイヱ
淺井延次郎
浦川忠蔵
谷原公
４・３・
懲役２年（懲役３年）
農業
(
)
坂本徹章
16
27
３年間執行猶予
佐々木二雄
３
高
松
高松地方裁判所における陪審公判一覧表
判決日
公訴罪名
判決（求刑）
被
告
人
裁判官
検察官
弁護士
①
昭和
殺人
殺人
ＴＧ留一
石井壽太郎
宮重左馬吉
中村皎久
５・４・９
無期懲役（無期懲役）
古物商 （
）
三好眞一
長濱懿
34
５・４・
28
非現住建造物放火
懲役２年
（
通常公判）
②
昭和
放火
放火
ＳＴ一夫
内藤諒太郎
小野謙三
中村皎久
７・７・
懲役２年６月（ ５ ）
足袋職 （
）
小林種吉
29
22
未決勾留
日算入
神戸敬太郎
40
（注１）①事件は、被告人が実兄を殺害し（
陪審公判） 、被害者所有の塩田釜屋に放火した（通常公判で審理）という事件である。
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（注２）②事件は、上告（弁護人長野國助、中村皎久）したが、昭和７年
月
日上告棄却。
11
14
４
高
知
高知地方裁判所における陪審公判一覧表
判決日
公訴罪名
判決（求刑）
被告人
裁判官
検察官
弁護士
①
昭和
殺人
殺人
ＭＭ貞次
多田常太郎
加藤治之丞
水野吉太郎
４・３・
懲役２年（懲役２年）
木炭製造業
川崎恒二
高石久壽喜
20
３年間執行猶予
（
）
山崎寅之助
40
②
昭和
殺人
殺人
ＴＨ銀松
岡崎善太
加藤治之丞
（弁護人不明）
６・５・
懲役４年（懲役４年）
樽屋（
）
小林種吉
29
41
未決勾留
日算入
山崎寅之助
40
③
昭和
放火未遂
放火未遂
ＳＭ政重
柴田貞輝
片寄秀
（弁護人不明）
９・７・７
懲役１年６月
(懲役２年６月）
炭焼業 （
）
佐藤智彦
28
平峯隆
三
陪審公判始末簿から見た陪審裁判
神戸地方裁判所には、陪審公判始末簿・刑事第一審公判始末簿は残存していないので、
刑事統計年表に基づいて、そして徳島・高松地方裁判所は保存されている陪審公判始末簿・刑事第一審公判始末簿および刑事統計年表、高知地方裁判所は陪審公判始末簿に基づい
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て、各年度別陪審事件処理状況一覧表を作成した。（注１） 『刑事統計 表』には、 「裁判所別
陪審事件刑法犯ノ件数、人員、科刑其他」と題する「一覧表」が掲載されてる。その「一覧
表」には、旧受理、新受理、自白、陪審公判、公訴棄却、未終局事件などの件数・人数が記載されている。なお、 『刑事統計年表』の昭和一六年以降分には、この「一覧表」は掲載されていない。
（注２） 『刑事統計年表』の「裁判所別
陪審事件刑法犯ノ件数、人員、科刑其他」と題する「一覧表」では、自白と辞退の各人員数は
掲載されているが、自白と辞退の各件数の内訳は出ていない。本表では、自白の件数と人数は同 と仮定して処理したので、自白と辞退の件数は実数とは多少異なることがある。
（注３） 「新受理」は、その年に受付けた事件数である。 「旧受理」は、前年以前に受付けた未済事件で、次の年に繰越された事件数であ
る。
（注４）受理された事件の処理は、次の通り表示した。 自白」欄は、自白事件が通常手続きで審理された回数である。 「辞退」欄は、陪
審公判を辞退した事件が通常手続きで審理された事件数である。 陪審公判」欄は、陪審法により陪審の評議に附された事件 である。「公訴棄却」欄は、被告人死亡 場合（刑訴法
条）に決定で公訴棄却された事件数である。なお、陪審公判で公訴棄却されるのは、365
放火で起訴されたが器物損壊（告訴取下）と認定された場合などである。括弧（
）内の数字は人数である。
（注５）司法書記官潮道佐「陪審所感」 （ 『法曹会雑誌』第７巻第
号、一九二九年一〇月）は、陪審法実施の一年間に於て色々感じた点10
の一つとして、 陪 事件が意外に尠ない。これは勿論法定陪審事件で 被告人 辞退し、請求陪審事件では請求を為さないからの事である。尤も辞退する者の大部分は同時 自白もして居る様である。 」という。１
神
戸
神戸地方裁判所には、陪審 判始末簿 刑 第一審公判始末簿は 現在は保存され い
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ないので、刑事統計年表に基づいて、陪審事件処理状況一覧表を作成した。
法定陪審事件の処理状況の特徴は、法定陪審事件の大部分が通常裁判で処理され、陪審
公判は昭和六年まで合計８件あるが、陪審公判が極めて少ないことである。そ て、昭和九年からは、昭和一三年自白１件・陪審公判１件、昭和一四年公訴棄却１件をみるのみで、あとは辞退だけとなる。
神戸地方裁判所における陪審事件処理状況一覧表
昭和（年）
３
４
５
６
７
８
９
10
旧
受
理
（
）
５（５）
３（３）
３（３）
１（１）
（
）
12
13
12
22
新
受
理
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
22
23
93
115
87
99
77
81
76
79
77
92
82
86
76
80
自
白
４（４）
５（５）
（
）
（
）
５（５）
13
13
25
25
辞
退
５（５）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
90
100
87
99
63
67
53
56
61
66
94
108
79
88
陪審公判
１（１）
４（４）
２（２）
１（１）
公訴棄却
１（１）
昭和（年）
11
12
13
14
15
16
17
18
旧
受
理
１（１）
２（２）
６（７）
７（７）
２（３）
新
受
理
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
80
89
97
99
81
83
72
78
50
50
自
白
１（１）
辞
退
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
79
88
93
94
78
81
76
81
52
53
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陪審公判
１（１）
公訴棄却
１（１）
（注）昭和４年「公訴棄却」欄「１
(１
)」は、請求陪審の取下１件を便宜掲載した。
２
徳
島
徳島地方裁判所には、陪審公判始末簿は、昭和一〇年～昭和一七年が現存する。刑事第
一審公判始末簿は、昭和三年～六年、昭和七年～昭和一〇年が現存する
（ただし、本庁分のみ）
。
昭和三年～昭和九年は、刑事統計年表から陪審公判記事を抽出して用いた。
法定陪審事件の処理状況の特徴は、法定陪審事件の大部分が通常裁判で処理され、陪審
公判は、昭和四年１件と極めて少ないことである。そして、自白は、昭和一一年までは昭四年に１件見られるのみであるが 昭和一二 以降は自白が増加する。
徳島地方裁判所における陪審事件処理状況一覧表
昭和（年）
３
４
５
６
７
８
９
10
旧
受
理
４（４）
４（５）
新
受
理
５（５）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
17
17
13
13
17
19
34
40
35
38
25
29
32
32
自
白
１（１）
辞
退
１（１）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
18
18
13
13
17
19
34
40
31
33
29
34
32
32
陪審公判
１（１）
公訴棄却
１（１）
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昭和（年）
11
12
13
14
15
16
17
18
旧
受
理
１（１）
１（１）
１（１）
１（１）
新
受
理
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
16
16
17
18
20
20
15
16
13
13
13
13
13
13
自
白
（
）
（
）
３（３）
９（９）
（
）
（
）
14
14
13
13
11
11
11
11
辞
退
（
）
４（５）
６（６）
（
）
４（４）
２（２）
２（２）
15
15
12
13
陪審公判公訴棄却３
高
松
高松地方裁判所には、陪審公判始末簿は、昭和四年～昭和八年および昭和九年が現存す
る。昭和三年、昭和昭和一〇年～昭和一五年は、刑事統計年表から陪審公判記事を抽出して用いた。刑事第一審公判始末簿は、 三年～五年、昭和六 ～昭和九年、昭和一〇・一一年、昭和一二～一六年が現存する（
ただし、本庁分のみ）
。
法定陪審事件の処理状況の特徴は、法定陪審事件の大部分が通常裁判で処理され、陪審
公判は、昭和五年１件、昭和七年１件と極めて少ないことである。そして、自白は昭和三年・四年 各１件 五年は２件みられるが、昭和六年以降 自白はなく辞退のみとなる。
高松地方裁判所における陪審事件処理状況一覧表
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昭和（年）
３
４
５
６
７
８
９
10
旧
受
理
１（１）
１（１）
新
受
理
５
(５
)
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
12
13
12
12
18
18
21
21
24
24
22
22
12
12
自
白
１
(１
)
１（１）
２（２）
辞
退
４
(４
)
（
）
８（８）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
11
12
19
19
20
20
24
24
21
21
13
13
陪審公判
１（１）
１（１）
公訴棄却昭和（年）
11
12
13
14
15
16
17
18
旧
受
理
１（１）
２（２）
２（２）
１（１）
新
受
理
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
12
12
22
23
13
13
18
20
13
14
自
白
辞
退
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
12
12
21
22
12
12
18
20
14
15
陪審公判公訴棄却４
高
知
高知地方裁判所には、陪審公判始末簿は、昭和三年～昭和一八年の全期間に亘って、刑
事第一審公判始末簿は、昭和三年～昭和一八年まで
（ただし、本庁分のみ）
現存している。
法定陪審事件の処理状況の特徴は、法定陪審事件の大部分が通常裁判で処理され、陪審
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公判は、昭和四年１件、昭和六年１件、昭和九年１件と極めて少ないことである。
高知地方裁判所における陪審事件処理状況一覧表
昭和（年）
３
４
５
６
７
８
９
10
旧
受
理
新
受
理
５（５）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
18
18
33
34
32
40
47
48
27
28
34
38
23
23
自
白
４（４）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
９（
）
（
）
14
14
19
20
19
26
20
21
12
12
12
12
12
辞
退
１（１）
４（４）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
14
14
12
13
27
27
15
16
24
25
11
11
陪審公判
１（１）
１（１）
１（１）
公訴棄却昭和（年）
11
12
13
14
15
16
17
18
旧
受
理
新
受
理
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
21）
（
）
５（７）
46
49
39
39
25
26
20
20
19
19
19
22
22
自
白
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
２（４）
23
24
28
28
16
17
18
18
10
10
10
12
18
18
辞
退
（
）
（
）
９（９）
２（２）
９（９）
９（９）
４（４）
２（２）
23
25
13
15
陪審公判公訴棄却
１（１）
（注１）高知地方裁判所の陪審公判始末簿は、受理された年度内の事件のみを年度別一覧表として作成されている。すなわち、刑事統計年表のように、受理された年度内に処理されず、事件が翌年に繰越されされて「旧受理」となるような取扱はされていない。
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（注２）昭和
「公訴棄却欄」の「１（１） 」は、昭和
年４月１日陪審法停止により通常公判となった事件を便宜掲載した。
18
18
四
陪審説示集・問書集による事件の紹介
陪審公判の問書は、最初、 『法曹会雑誌』
（第７巻第７号・一九二九年七月）
の「陪審問書集（一） 」
に東京一件・浦和一件・千葉一件・水戸二件・宇都宮一件、静岡一件・新潟一件、大阪二件
（①②事件）
、合計一〇件が集録された。次いで、 『法曹会雑誌』
（第７巻第
号・一九二九年一〇月）
の
10
「問書集」に四九件が集録された。そして、その四九件が、 『 審問書集』第一輯
（司法省刑事
局）
として出版された。説示は、 『法曹会雑誌』
（第７巻第
号・一九二九年一〇月）
の「説示例」に浦和一件・大阪一件
（⑪事
10
件）
・名古屋一件・鳥取一件・仙台一件・佐賀一件・旭川一件、合計七件が集録された。そ
して、 『陪審説示集』
（司法省刑事局編・一九二九年四月）
に、 「昭和三年十月より昭和四年九月に至る各
地方裁判所の 裁判に於ける若干の説示案又は公判調書説示部分を集録」して、単行本として刊行された。集録された説示は、五六件であるが、 「同一裁判所より数件送付ありたるものは適当に取捨し其の内二三を掲げた」という。
こゝでは、 「説示 問書」は『陪審説示集』から、 「問書・答申」は『陪審問書集』から
紹介した。（注１） 『陪審問書集』第一輯の出版年は、昭和四年であろう。巻頭に「本集は昭和三年十月より昭和四年二月末日迄に、本省へ到達し
たる全国地方裁判所長の陪審事件に関する報告書掲記の公訴事実の梗概、問及答申を集録したるものなり」と、昭和四年三月一五日
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付で、陪審係による説明が記載されている。
（注２） 『陪審説示集』には、 「本書中公判調書写と記載ある分は本省へ送付の原案に其の旨明記しありたるものに限る其の他は総て事実
の如何を問はす説示案とせり」と注記されている。
１
神
戸
（一）説示・問書①神戸地方裁判所放火被告事件昭和三年一二月一二日判決放火懲役三年（１）公訴事実の梗概被告人は兵庫県武庫郡□□町□□字□□番□番地ノ□所在のＮＭはる所有に係る木造二階建一棟四戸の西端の一戸に居住し居るものなる処昨年末以来借財を生し金銭に窮したるより予て居宅内の家財什器類に付ＮＨ動産火災保険株式会社と保険金額一千五百円の火災保険契約を締結し居れるを奇貨として右四戸の内なる自宅に隣接せるＫＪ光藏方東隣の空家に放火し之と共に自宅を焼燬し右動産を焼きて該保険金の支払を受け目下の窮境を脱するに如かすと決意し昭和三年八月二十一日午後十時半頃自宅より蝋燭を携へて前示空家の二階に至り燐寸を以て該蝋燭に点火し之を二階押入入口 鴨居に立てて放火し其天井板及梁等に延焼せしめ因て住家の一部たる同空家の天井一部を焼燬したるも火勢強大と為りたるに驚き之を消火したるものなり（２）説示案
陪審員諸君！諸君の評議を為さるゝに先立ちまして本件に於て問題と為った事実上の関係之に対する
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証拠の要領並法律上の論点は什麼 成って居るかと云ふ大体の説明を為 其上て諸君の評議すへき問を出すことに致します
本件の公訴事実即ち検事の主張事実は被告人ＯＹ政太郎は昭和三年八月二十一日午後十
時頃自宅より一軒経て東隣の兵庫県武庫郡□□町□□字□□番□番地□一地上に建って在るＮＭはる所有の木造瓦葺二階建一棟四戸の内空家一戸の内て家を焼く考へを以て蝋燭の火て二階の天井の一部を焼いたと云ふ てあります之に対する被告人ＯＹ政太郎の陳述は火を放けて其家を焼くと云ふ考へは更になくして其空家 曾て自分の情婦ＫＴミツルか住むて居た為め同人の所書を探す考へから其空家の二階 鴨居の上 か火 点けた蝋燭を置いて居た処不注意から其火か天井に移って天井の一部か焼けたと云ふのてあります
夫れて事実上の問題としては検事の主張の様に家を焼く考へて家に火を放けたものか夫
共被告人弁解の如く不注意て火か出たものか即ち放火か失火かと云ふ点か問題てあります法律上火を放け現に人の住むて居る家を焼いた場合 放火罪 問はれ過失 因り火か出て家か焼けた場合には失 罪に問はれ のてあります
法律に家を焼燬した即ち家を焼いたと言ふのは如何なる意味か夫れに付ては異説もあり
ますか裁判所の正当なりと信する所 は家か丸 とか半焼とかになって家の用を為さぬ程度まで焼け損することを言ふの はなく燐寸と 蝋燭等 火放けの材料媒介物て家 一部に火を放け家に火か移り其火の勢か燐寸蝋燭等の材料媒介物に依らす独立し 燃へる程度に達したときは之を法律 て家 焼 た即ち家を焼燬した 云ふ て犯罪は既遂となる訳てあります此域に達せぬときは放火罪の未遂てあります
本件に於て蝋燭の火か家の一部に燃移り蝋燭は燃えへて仕舞ひ家に燃移った火の勢は蝋
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燭に依らす独立して天井の一部か焼抜けたことは被告人に於て争はない所てありまして仮に被告人か放火したものとすれは家を焼いたことになり然かも本件の空家は一棟四戸の中一戸てありまして他三戸には現に人か住むて居りますからつまり現に人 住むて居る家屋を焼いたこと なるのてあります夫 てありますから其後に至り被告人か燃へつゝある火を消したとしても夫れは情状か軽くなる丈けてさう云ふ場合 は刑を言渡すとき法律上放火罪か重い刑に該って居りましても い所て
処分するとか更に軽減するとか云ふ事になり
まして唯犯情に関する訳て放火罪の中止未遂と為ることはないのてあります
本件の証拠を説明するに当りまして先つ本件の争点を見ますと被告人の方ても蝋燭から
火か出たこと其火か天井の一部を焼いたこと等焼燬の程度は認め ます故主として問題になるのは要するに家 く積もり あったか不注意から火か燃移った 即ち放火か失火かの点のみてあります
検事の主張に依れは被告人は昨年末以来借財か出来て暮向か苦しくなって居る処へ本年
八月被告人の母や妹か被告人方に厄介になって来ると云ふこと あったの 一層生活か困る様になる為め心配し 居った処八月二十一日脇の浜沖の船火事を見に行って帰りに予て自分の家 ある家財什器類に付ＮＨ動産火災保険株式会社 保険金千五百円 保険契約をして居 のを思出し其保険金を取る目的て火 放け本件一棟四戸建 内空家一戸 二階天井の一部を焼いたと云ふ てあります之に対し被告人並弁護人は てはない失火たと云って居ます而して夫れは被告人と曾て情交関係のあったＫＴミツルと云ふ船員の妻 本件の空家から恰度裏に当る借家へ引越してから か其女宛 手紙を出して置い 処其後其女か郷里へ帰った儘何時迄経っても其家へ帰って来ぬのて家主 者共か其家へ這入って
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探して見た処箪笥の様なものはあっても衣類や其他のものかな と 事てあっ と云ふ事を被告人か聴いて若し自分 女に出した
手紙か家主等の手に這入っては居ないかと心
配しまして女に対し其手紙の行衛を質さうと思ひまして曾 其女 住むて居た本件空 へ這入って蝋燭に火を点 て二階 鴨居 上
置いて女の所書を探して居る内被告人の不注
意から其蝋燭の火か天井に引火したと云ふのてあります一、其焼跡の状況に付 は予審に於ける検証調書に本件の家は一棟四戸 長屋 あ 四戸の内空家の二階の天井板か東西に長さ四尺幅三寸乃至五寸 燬し夫れと丁字形に近き形て南北に長さ約二尺幅三寸乃至五寸の間焼落ちて其周囲か炭化 居り鴨居 天井との間に在る欄間は約二尺の間焼燬 而して焼残って居 側面に点々と四ヶ所に蝋 流れか附着して居ると記載されてあります更に当裁判所 検証調書にも押入の上の欄間及之接する天井の一部か焼けて居るとあります又諸君か先刻御聴きの通り証人ＮＪ登記証人ＴＮふし証人ＯＳ貢証人ＯＹモトは各本件空家の二階の天井 一部か焼け 居たこ 後見て知って居ると陳述して居り証人ＳＴ伊三は本件損害 程度に付て先刻御聞の通り陳へて居るのてあります尚焼残りの下に在った 云ふ押収第一号の紙屑や襤褸屑かあります押収の燐寸は被告人の手から警察へ持って行っ ものて之は火事 現場 在ったも はありませぬ二、夫れから被告人ＯＹ政太郎か本年五月頃保険金千五百円の動産火災保険契約を為したと云ふことは被告人の当法廷に於て認むる所て其点に付 は証人ＯＹモトも証人ＴＮふしも左様なことのあったことを申して居ます其外押収第二号の火災保険証券同三号の保険料の領収書かあります 最初から放火し 保険金を詐取す 目的 保険契約をしたの
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てはないと申して居ます検事も左様なことは主張して居りませぬ又左様なことを云って居る証人もありませぬ三、夫れから被告人か検事主張の如く金に困り保険金を詐取する目的て本件空家に火 放けたか否かの点に付ては被告人は当法廷に於て左様なことはないと陳述して居りますか被告人の予審に於ける訊問調書第一、二回並強制処分て予審判事から取調を受けた際の調書には孰れも被告人は本件放火を為したることを認め 居 其要領 先刻被告人に読聞かせて諸君か御聴きに為った通りてあります又証人徳永豐次は警察署て取調へた き被告人は初めは放火を為したと云ふ事実を否認して居たか段々と取調へを進めて居る内保険金詐取の目的 放火したと陳述したと云っ 居 す其外被告人と同し拘置監に居た証人ＨＤ茂夫証人ＴＧ秀三証人ＩＴ惣太郞の中証人ＨＤ茂夫ははっきりとは云っ 居ませぬか証 ＴＧ秀三 ＩＴ惣太郞 被告人か当時監房に於てはっきりと保険金詐 の目的て放火したと語ったと申して居ます之等の証拠は被告人に不利益なものてある も言はれませう之等の証拠を信用すれは被告人か本件放火の事実を認めて居たと云ふ事 判りましょうか之等の証拠を信用すへきものてある 什うかは諸君か決め ことて諸君は他の証拠 照し合し考へねはなりませぬ四、次に被告人は本件空家て失火したのは本年八月十七、八日頃の午後八時頃た 云って居ますか証人ＫＪ光藏は慥本年八月二十一日午後十二時頃被告人か東隣の空家から突然出て来たのて吃驚したと云ひ証人ＫＪツネは左様な事を証人ＫＪ光藏から聴いたと云って居ります又証人ＴＮふじ 本年八月二十一日夜脇浜沖に船 事 あ 際被告人か其火 を見に行って同夜十二時過頃帰ったと申し 居ます
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五、被告人方の暮向に付 証人ＯＹモトは被告人の暮向は余り楽な方て ない財産も数百円に過きぬと云って居ります証人ＫＳ辰藏は先刻御聴きの通り被告人に度々金を貸して居り未た百余円残って居るそして滞らぬ様に家内をして日頃催促さ たと陳述して居ます又証人ＳＴ伊三は被告人は家賃四ヶ月分滞って居ると申し証人ＴＮ豐次は被告 方の借金は百七、八拾円位あ たと申して居ります
之等の証拠を若し信用するとせは看方により
或は被告人に不利益な状況を認められ せうし又左様に看れぬかも知れませぬ六、次に か認めて居ります蝋燭を二階の鴨 の上に立てた点てありま か当裁判所の検証調書 依れは天井は新聞紙か張 在っ 鴨居と 間 三、四寸しかないことになって居ます其処に二寸五分位の蝋燭に火を点けて立 押入内 物を探す 云ふ事か不合理てあるか什うか押入内の物を探す為めならそんな燃へる心配のある所 蝋燭 立て して床の辺りとか其他に燃ゆる危険のない所に蝋燭 立つへきもの はない 什うか 判断せねはなりませぬ若し床の上其他に蝋燭を立つへきものて其方か道理に合ふと云 事にますと鴨居の上に蝋燭を立てた事か不合理となる訳てあります被告人は鴨居の上の内側に蝋燭を立てた は光か外部へ漏れるのを怖れて てたのたと云っ 居 検証調書に依れは本件空家は相当古い家 二階の雨戸 所々隙かあるとあります故 点も考へ 遣らねはなりませぬ要 るに左様な所へ蝋燭を立てて物を探すのか適当 什うか又 の弁解は妥当てあるか不合理 あるかを克く考へ 判断せねはなりませ七、更に被告人 ＫＴミツル 所書を探すに同女か最近住むて居た家 行かすし 夫れより前に居た本件の空家に行っ 甚た不合理たと検 は主張し ます之に対し被告人並弁護人は某女か最近住むて居た家に 当時物かなくなった為め若し被告人か這入れは盗
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人たと云ふ疑を人々から受けるから行かなかったと云って居ます此弁解も一応考へて遣らねはなりませぬ然し夜本件の空家へ這入り込 ら同し裏の右ＫＴミツルか最近居た空家に夜這入れぬ筈はないと云ふ看方もありませう ら其処は陪審諸君の看方に依って違ふ訳てあります八、尚被告人 予審て本件空家へ這入ってか
らは直く二階へ昇ったと云ひ本日当法廷ては
最初階下を見次て二階へ行った って居ります若し被告人 二階へ直く昇ったとすれは菊地ミツルは其家に住むて居た頃二階は使はすして主と て階下丈使って居たと云ふ証人ＴＮふじの証言 信するならは被告人は第一階下を探 き筈てありますから直ちに二階に探しに行ったと云ふことは不合理の様にも考へられます然し被告人の予審に於ける陳述を信するか当法廷に於ける陳述を信するか 依って違って参 す九、当裁判所の検証調書に依れは尚押入の床板 幅八寸位の焼跡 あって其処に幅二寸五分位の円かあって其周囲五分幅に蝋の流 る所 あり押入の板戸二枚障子二枚 一部か焼けて居って其処に蝋か立て其火か燃へた様に認めらる形跡かあるとなって居ます而して押入の床の焼跡は天井の焼けた直下より三、四尺離れた床上にある てあります其通 なれは蝋燭は鴨 上と押入内部の戸を立掛けた戸の間との二個所に立 たことになり人の弁解と余違って居ます弁護 は押入内 上 焼焦けは天井から火か飛むて来た為め左様に為って居るも と思ふと云って居ます夫れも一つの看方てありませう然し 点 付ては他に何等証拠かありせぬから諸君 判断に俟つより外 りませぬ一〇、更に被告人 最近ＫＴミツルか住む 居た本件 空家より裏手の家に其女宛手紙を
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放り込むた処家主等か同家屋へ這入り様子を見たと云って居ます 被告人の言を信 れは夫れて宜しいか斯る事情を知って居るとして弁護人から申請された証人ＮＫせきはそんな事は知らぬ家主ＳＴと共に其女の留守宅へ行っ 見た事はない 云 居 して右被告人の供述以外には此点の証拠ありませぬ一一、終りに被告人か火を消し止めたか否か
に付ては検事、被告人弁護士は一様に被告人
に於て火を消し止めた事実を認めて居ます故諸君か夫 を信す は其事実を認められる訳てあります然し当裁判所の検証調書には焼けた天井板の端は皆炭化し て天井の表に張られ った新聞紙 半焼の為めべろ
く
と灰に為って其侭在り又障子紙も焼けた侭灰と
為ってべろ
く
に為って附着して居ると記載されてありまして別に火を消したとかこすっ
たと云ふ跡か見られぬ てあります而 て証
人ＯＳ貢は最初警察から行って焼跡を見分し
た処天井の焼跡は先へ行って細くなっ 消へ止むて居るから自然に消 た様思っ と陳述して居ます本件家屋 木造の相当古い建物てありますか先 申した程度に焼け火の勢を放って置くけはもっと焼けさうにも思はれ 然 何 の方法て消 たのかも知れませぬから其点は看方に依 違って参ります被告人は押収第六号の帯て消 止めたと申して居まして帯には御覧の通り点々と極く小さな穴かあります夫故看方 依れは其帯は被告人か夫れて火を消した為め帯か焼けて居ると看られませうし又火を放けた時焼け とも看られませう然 乍 先程本職か法律論として申しました通 被告人に於て火を消した事実かあるとするも若 被告か放火の意思て火を放 家を焼いた後て左様に消止め 場合は唯情状に関係かあるのみて放火の未遂にはならぬ 云ふ事を考えへねはならぬのてあります弁護人は左様に火を消す位なら最初 ら火を放ける意思は いと申して居ます成程看方
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依れは左様な考へも起りませうし又一旦火を放ける考へて火を放けたとしても火の勢に驚き恐れて直ちに火を消すと云ふ場合もないのてはありませぬから其点は冷静に他の証拠と照し合して充分考へねはなりませぬ
以上は公判に現れた証拠の要領てありまして此等の証拠に依って陪審員諸君は判断する
のてあります被告人の当法廷て云ふたことも又証拠とすることか出来ます訳て夫れを信すへきか否かは諸君の任意てあります沢山の証拠の中てとれを信するか信せぬかは諸君の多年の経験から常識に照 判断されることに依って分って来るのて す殊に其内ても被告人か予審判事や警察官や刑務所内の同監房者に対して為した放火したと云ふ自白か実際の事実として信用すへきか被告人の当法廷に於て陳へ 居る事実か実際の事実とし 信用すへきかに依っ 被告人か放火をしたこと
かあるかないかの判断か違って参る訳てあり
ます
只今申した当法廷に現れた証拠以外の材料例へは裁判所の外 人から聞いた噂、新聞紙
上て見た事等に依って判断してはな せぬ又証拠に依らすして自分の邪推なとて判断てはなりませぬ尚裁判の結果を考へ斯様に決ったら被告人か可愛想た か被告人に対する何かの原因から憎みの感情を以て事実を枉けて判断 なりませぬ何処迄も諸君の常識に依っ 冷静に公平なる判断 せねばなりませぬ
茲に法律に従ひまして諸君か評議せらるへき
問を主問と補問とに分ちて提出し諸君の評
議を求むることに致します
主問は被告人は昭和三年八月頃兵庫県武庫郡□□町□□字□□番□番地の□所在ＮＭは
る所有に係る空家（内一棟の他三戸には人か現在）に点火せる蝋燭を以 放火し其空家の
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天井の一部を焼燬したか什うかと云ふことてあり す補問は は点火せる蝋燭を立てたる際相当の注意を怠り る為め火を失し其二階の天井の一部を焼燬したか什う と云ふことてあります。つまり主問は放火 否か補問 失火か否かてあります
若し被告人に於て家を焼く積りて火を放けたものと認めるならは主問に対し然りと答へ
ねはなりませぬ而して右主問に対して然りと答えることに ったなら夫れて評議は終って宜しいのてあります反之不注意の結果火を失したものと認めるならは主問 対し 然らすと答へ補問に対して然りと答へねはならぬのてあります
右問を書いた問書一通を御渡し致しますか若し同一のものか欲しいと云ふ請求かあれは
謄本をも渡します問書に八月頃とあるのは八月十七、八日頃ても八月二十一日と為っても同一てありますから其様に記載したの あり す
諸君は是から之に対し評議室て慎重に評議を為し其結果を私に答申せられんこ を望み
ます
評議に付て 先つ陪審長を選はねはなりませぬ其方法は推薦に依るとか或は抽籤投票に
依るとか何れの方法 も宜しい投票に依って決める場合に 最多数の投票 得た者か陪審長とな 若し同点てあったなれは年長者を以て其任に当り同年ならは抽籤に依り決め云ふ方法も良いかと思ひます陪審長に選はれた方は議長と為って議事の整理をせねはなりませぬ而して陪審員諸君は問に対して必 各自 意見を陳へねはならぬ てあ ます其順序は先つ各自か意見を陳へ最後に陪審長か意見を陳へると云ふ訳て ります若し陪審員諸君の中多数の方か本職の説示の趣旨か什うも判らぬとか忘れ 仕舞ったとか云っ 評議か出来ぬと云ふことになりますれは其決議を多数 決めた上法廷 於 本職に対し其申立を
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せらるれは本職は更に此法廷て説示をすることも出来ることになって居ます
評議の顛末や各自の意見若くは其多少の数を世間に漏泄することは出来ませぬ若し之に
違反するときは千円以下の罰金に処せられます又右の事実を新聞紙其他出版物に掲けた時は其発行人編輯人又 著作者か二千円以下の罰金に処せられことに為って居るの 評議の顛末や諸君の意見か世間に漏れることはない筈てありますから諸君は其辺のことに懸念することなく自由に各自の意見を述へて充分
評議を尽されむことを望みます評議の結果陪
審員の意見か一致した場合には勿論其通の答申をする てありますか若し一致しない場合に然りと云ふ意見か過半数即ち七名又は夫れ以上てあれは然りと云ふ答申を為し然り 云ふ意見か過半数に達しないときは然らすと云ふ答申をするのてあ ま 然り 云ふ意見と然らすと云ふ意見とか同数即ち六名宛てあるやうな場合には然らすと云ふ答申をすることになるのてあります
答申は問書に記載し陪審長署名捺印して之を裁判長に差出すのてあります陪審員諸君。
諸君の任務の重大なるこ 並諸君 任務を行ふ 当って心得ねはならぬ事柄は本日公判開廷の劈頭 於て諸君 諭告した通りてあり
ますから諸君は責任の重大なることに深く思
を致されまして誠実公正に其任務を尽されんこと 希望します②神戸地方裁判所放火被告事件昭和四年五月一〇日判決第百九条第一項放火懲役三年（１）公訴事実 梗概被告人は昭和三年十月三日兵庫県兵庫郡□村西□□ＯＫ甚三郎方に於て同人等と共に飲酒し午後八時三十分頃同家を立出てゝ帰途同 □村 □□牛乳搾取業ＴＯ角太郎方附近に差蒐り過りて同家居宅裏に顚落した 際偶々同人方か嘗て被告人 親族ＹＦ末春に対し
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刈草の買入を拒絶せ ことを想起したるより憤慨し爰に同家 放火 以て報復せんことを決意し即時所持の燐寸を以て傍らに在りた 藁束に点火し之を同家居宅 其南方牛舎と間に堆積 在りたる多量の藁上に投下して之を燃焼せ め右角太郎方居宅に接着せる便所並牛舎一棟を焼燬し其 目的 遂けたるものなり（２）説示案陪審員諸君、諸君の評議を為さるゝ 先立ち本件に於て問題と為った事 上の関係之 対する証拠の要領並法律上の論点に付説明 為し其上て陪審の評議 かける問を出 ことに致します
検事主張の本件公訴事実は要するに被告人か昨年十月三日の夜ＴＯ角太郎の現に住むて
居る住宅を焼く意思て火を放け其住宅 便所と同人所有の牛舎一棟を焼燬したるもの あると云ふのてあります被告人は当公廷に於て放火したることは全然ないと云って居ります本件の事実上の問題は検事主張の右放火事実あ や否の点てあります刑法第百八条に火を放け現に人の住居に使用し又は人の現在する建造物汽車電車艦船若くは鉱坑を焼燬したる者は死刑又は無期若くは五年以上の懲役に処すとあり住宅放火罪は刑法第百八条に該 ます現に人か住居に使用せす又は人の現在せさる建造物を焼く考へて火を放け之 焼燬場合には同法第百九条第一項（火を放て現に の住居に使用せす又は人の現在せさ 建造物、艦船若く 鉱坑を焼燬したる者 二年以上 有期懲役 処す） 該当します
住宅放火は住宅を焼く考へて火を放て住宅を焼燬した場合に成立つのてありますそして
住宅放火罪の成立に 住宅を焼く考へ即ち住宅 火 意思か必要て ま 法律上住宅放火の意思ありと云ふには住宅 き度いと云ふ希望は必要ありませぬ
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例へは住宅の障子に火を放けたとか畳に石油を撒いて之に火を付けた場合に其人に別に
其家を焼き度いと云ふ希望かなくとも障子に火を付け又は畳の上に流れて居る石油に火を付けたならは住宅か焼けると云ふ結果を予期した場合は勿論住宅か焼けるかもしれぬ多分焼けるてあらうと思った場合ても法律上住宅放火の意思かあったも と云ふことか出来ます刑法第百九条第一項に付ても同様てあります
本件に付若し仮に被告人か本件住宅と牛舎との間に積むてあった藁に火を放けたものと
して其時被告人か住宅に燃移って住宅か焼けるかも知れぬ又多分焼けるてあらう 思って火を放けたものと仮定するならは法律上被告人に住宅放火の意思かあったと云ふことか出来ます若し住宅は ものとは思 す只牛舎丈か焼けるかも知れぬ多分焼けるてあらうと思って火を放けたものと仮定すれ 夫れは同法第百九条第一項 現に人の住居に使用せぬ人の現在せさる建物の放火意思 りと云ふことが出来ます
若し住宅を焼く考へなく又住宅か焼けるとは少しも思って居らす只住居 使用せす又人
の現在せさる建物丈か焼 るか 知れぬ多分焼けるたらうと思って放火した場合なりと仮定せは仮令住宅 一部の便所か焼けても同法第百九条第一項の人に住居に使用せす又人の現在せさる建造物の放火罪に該るのて同 八 の住宅放火罪に該りませぬと説明し
検事は被告人かＴＯ角太郎方の住宅を焼燬するの意思を以て其 一部たる便所等を
焼いたものてあると主張し被告人は左様な事実は全然無い右出火の当時ＯＫ甚三郎方に居ったと申して居る てあるか之に付 証拠の要領を説明すと述へ一
本件火災の状態並其結果に関し証人ＴＯソメの証言予審に於ける証人ＴＯ角太郎の訊
問調書検事予審及公判に於ける各検証調書並各図面 要領を解示し
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一
被告人か検挙せられたる事情に付て証人清水一郎の証言の要領を解示し
一
放火の原因なりと言はるゝ事情有無に付て証人ＹＦコヨネの証言の要領を解示し
一
火災当時に於ける被告人の行動に付て証人Ｎ
Ｇ吉太郎、ＫＢ權四郎、ＹＤヒサ、ＹＳ
卯之助の各証言の要領を解示し
一
被告人か検挙せられた以後の被告人の言動動作に付て証人ＹＧ熊吉、ＮＷ信一、中村
政吉の各証言 要領を解示し
一
尚被告人の当公廷に於ける陳述及被告人に対する司法警察官代理の被疑者としての訊
問調書中五〇丁乃至五三丁検事 第一回被疑者訊問調書中三問答四問答十二問答十八問答第三回被疑者訊問調書中一乃至九問答十七問答予審判事の被告人第一回訊問調書中九乃至十六問答並鑑定書、素行調書神戸測候所の電話回答書、神戸刑務所橘通支所長裁判所宛の各回答書の要領を解示し更に押収品第一、二、三、四号を示し以上各般の証拠は判断の資料と為し得へきに付之等の内何れを信するやは陪審員各自の
多年の経験常識から自由に判断すへきものなりと告け
主問として被告人は昭和三年十月 日夜火 放て兵庫県武庫郡□□村ＴＯ角太郎 現に
住居に使用する同人所有住宅の便所並同人所有の牛舎一棟（人の現在せさる建造物）を焼燬したるものなりや
補問として然らされは 同夜右牛舎
みを焼燬する意思を以て火を放て右角太郎
住宅の便所並牛舎一棟を焼燬したるものなりやの問を発し方式に従ひ問書 陪審員に交付し尚評議に関する注意事項を告け評議を為さし
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むる為め陪審員を評議室に退かしめたり（二）問書・答申①神戸地方裁判所放火被告事件判決昭和三年一二月一二日判決放火懲役三年（１）公訴事実の梗概被告人は兵庫県武庫郡□□町□□字十六番□番地ノ□所在のＮＭはる所有に係る木造二階建一棟四戸の西端の一戸に居住し居るものなる処昨年末以来借財を生し金銭に窮したるより予て居宅内の家財什器類に付ＮＨ動産火災保険株式会社と保険金額一千五百円の火災保険契約を締結し居れるを奇貨として右四戸の内なる自宅に隣接せるＫＪ光藏方東隣の空家に放火し之と共に自宅を焼燬し右動産を焼きて該保険金の支払を受け目下の窮境を脱するに如かすと決意し昭和三年八月 十一日午後十時半頃自宅より蝋燭 携へて前示空家の二階に至り燐寸を以て該蝋燭に点火し之を二階押入入口 鴨居に立てて放火し其天井板及梁等に延焼せしめ因て住家の一部たる同空家の天井一部を焼燬したるも火勢強大と為りたるに驚き之を消火したるものなり（２）問
主問
被告人は昭和三年八月頃兵庫県武庫郡□□町□□字□□番□番地ノ□所在のＮＭはる所有に係る木造瓦葺二階建一棟四戸（内一戸は空家他の三戸ＫＪ光藏一家ＴＮふじ一家被告人一家居住）の内なる空家 点火 る蝋燭を以 放火し其空家の天井の 部を焼燬したるものなりや
補問
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然らすとせは被告人は前示日前示空家の二階押入々口の鴨居の上に点火せる蝋燭を立てたる際相当の注意を怠りたるに因り火を失し其
二階天井の一部を焼燬したるものなりや
（３）答申
主問、然り
五
刑事判決書
神戸・高松・高知各地方裁判所で行われた陪審公判の判決書は、前記各地方検察庁に保
存されている。ただし、神戸の④無罪事件、徳島①事件、および高松の①事件は現存しない。
神戸では、②事件が上告されたが、昭和四年一〇月四日上告棄却され、高松では➁事件
が上告されたが、昭和七年一一月一四日上告棄却
（ 「法律新聞」昭和７・
・
13）
された。
12
１
神
戸
①神戸地方裁判所昭和三年一二月一二日判決昭和三年十二月十二日宣告裁判所書記仁科謙治印
判
決
本籍
兵庫県武庫郡□□町□□字□□番□番地ノ□
住居
同
所
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大工職
ＯＹ政太郎
明治二十八年□月□日生
右ノ者ニ対スル放火被告事件ニ付キ当裁判所ハ
検事眞野歡三郎関与審理シ陪審ノ評議ニ
付シテ事実ノ判断ヲ為シ判決スルコト左ノ如シ
主
文
被告人ヲ懲役参年 処陪審費用ヲ除キ爾余ノ訴訟費用ハ総テ ノ負担トス
理
由
被告人 兵庫県武庫郡□□町□□字□□番□番地ノ□所在ＮＭはる所有ニ係ル木造瓦葺
二階建一棟四戸ノ内西端ノ一戸ニ居住セル者ナルトコロ昭和二年末頃失職シ爾来借財生シ生計窮迫スルニ至リタル折柄偶予 自宅内ノ家財ニ付キＮＨ動産火災保険株式会社ト保険金額一千五百円ノ火災保険契約ヲ締結シアルニ想到シ右四戸ノ内ナル自宅ニ隣接スルＫＪ光藏居宅東隣ノ空家 放火シ自宅ニ延焼セ
メテ共ニ右家財ヲ焼失セシメ保険金ヲ領得シ
テ窮境ヲ脱スルニ如カスト思惟シ昭和三年八月頃ノ夜右空家二階ニ至リ点火セル蝋燭ヲ同二階押入入口ノ鴨居 立テ放 シ其天井ノ一部ヲ焼燬シ以テ現ニ前示人 住居ニ使用セル建造物ヲ焼燬シタルモノナリ
法ニ照スニ被告人ノ所為ハ刑法第百八条ニ該当スル 以テ其所定ノ有期懲役刑ヲ選択シ
其所犯情状憫諒スヘキモ アルヲ以 同法第六十六条第七十一条第六十八条第三号ニ則リ
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減軽ヲ為シタル刑期範囲内ニ於 被告人ヲ懲役参年ニ処シ陪審費用以外ノ訴訟費用ハ刑事訴訟法第二百三十七条第一項ニ則リ総テ被告人ノ負担タラシムヘキモノトシ陪審法第九十七条ニ則リ主文ノ如ク判決ス
昭和三年十二月十二日
神戸地方裁判所刑事第二部
裁判長判事
加藤
健一
印
判事
荻野益三郎
印
判事
江崎
盛次
印
②神戸地方裁判所放火被告事件昭和四年五月一〇日判決昭和四年五月十日宣告裁判所書記仁科謙治印
判
決
本籍
兵庫県武庫郡□村字□□□□□□□□番地
住居
同県同郡□□村□□□
農業兼仲仕
ＴＧ政右衛門
明治三十一年□月□日生
右ノ者ニ対スル放火被告事件ニ付当裁判所ハ検事遠藤常壽関与ノ上審理 遂ケ事実ノ判断ニ付キ陪審ノ評議ニ付シ左ノ如ク判決ヲ為ス
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主
文
被告人ヲ懲役参年ニ処ス未決勾留日数中六拾日ヲ右本刑ニ算入ス陪審費用ヲ除キ其他ノ訴訟費用ハ被告人ノ負担トス
理
由
被告人ハ昭和三年十月三日兵庫県武庫郡□村□開地ＯＫ甚三郎方ニ於テ同人等ト共ニ飲酒シ午後八時過頃同家ヲ立出テ同郡□□村□□牛乳搾取業ＴＯ角太 方附近ニ差蒐リ過リテ道路下ナル同家裏ニ顚落シタル際偶同人方カ嘗テ被告人ノ親族ＹＦ末春 対シ刈草ノ買入ヲ拒絶セシコトヲ想起シ遽ニ右角太郎所有ニ
係ル人ノ住居ニ使用セサル建造物ナル牛舎ヲ
焼燬シ報復スル所アラムコトヲ発意シ即時所
持ノ燐寸ヲ以テ同所ニ在リタル藁束ニ点火シ
之ヲ該牛舎ノ西横側庇内ニ堆積シアリ 多量ノ藁上ニ投入放火シ因テ同牛舎一棟及之ニ接近セル右角太郎居宅便所 焼燬 タルモノナリ弁護人ハ右犯行当時被告人カ心神耗弱者ナ シ旨主張スレトモ之ヲ確認スヘキ証憑ナキヲ以テ該主張ヲ容ルルニ由ナ法律ニ照スニ被告人ノ所為ハ刑法第百九条第一項 該当スルヲ以テ其刑期範囲内ニ於テ被告人ヲ懲役参年 処シ同法第二十一条ニ依リ
未決勾留日数ノ本刑算入ヲ為シ刑事訴訟法第
二百三十七条第一項ニ依リ陪審費用以外ノ訴訟費用全部ヲ被告人ノ負担タラシムヘキモノトシ陪審法第九十七条 則リ主文ノ如ク判決ス
昭和四年五月十日
神戸地方裁判所刑事第二部
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裁判長判事
加藤
健一
印
判事
荻野益三郎
印
判事
江崎
盛次
印
②大審院放火上告事件昭和四年一〇月四日判決昭和四年十月四日宣告裁判所書記根岸龜太郎
昭和四年（れ）第八四四号
判
決
書
本籍
兵庫県武庫郡□村字□□□□□□□□番地
住居
同県同郡□□村□□□
農業兼仲仕
ＴＧ政右衛門
明治三十一年□月□日生
右放火被告事件ニ付昭和四年五月十日神戸地方裁判所ニ於テ陪審ノ答申ヲ採択 事実ノ判断ヲ為シ言渡シタル判決ニ対シ被告人ハ上告ヲ為シタリ因テ判決スルコト左ノ如
本件上告ハ之ヲ棄却ス
理
由
弁護人豊住昇治上告趣意書第一点裁判長ノ説示法律ニ違反シタリ記録ニ記載セラレタル調書ハ実ニ整然ト記載セラレアルモ事実 カ公判廷ニ於テ為 ル説示ハ被告ニ不利ナ
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ル点ノミヲ最モ詳細ニ説示シ有利ナル点ハ殆ント述ヘサリシノミナラス罪責ノ有無ニ関シテハ意見ヲ述フルヲ得サルニ係ラス之ヲ述ヘタルハ全ク裁判所ハ有罪ノ予断ヲ以テ之ニ当リタル結果ニシテ法律ニ違反スト云フニアレトモ記録ヲ閲スルニ原審裁判長カ本件 陪審公判ニ於テ所論 如キ説示ヲ為シタル事跡ノ認ム キモノナキヲ以テ論旨ハ其ノ理由ナシ第二点審理手続法令ニ違反シタリ本件問書ハ主問ハ刑法第百八条ノ事実補問トシテ同第百九条ノ事実ヲ問ヒタルカ本件公判 付セラレタル事実中ニ 九 ハ当然包含ル処ニシテ本件 補問トシテ記載セラレタ 事項 陪審法第七十九条第三項ニ 謂公判ニ付セラレタルモノト異リ 犯罪構成事実ニ非サル事明ナリ従テ本件問書ハ陪審法第七十九条ニ違反スルモノト云フヘシ住宅ト牛小屋トノ間ニ約二百円程ニ価スル藁カ積ミア 家ト藁トノ間ハ一二尺ナル場合仮ニ其藁 火 放ツタトスレハ第 八条 該当スル事疑ノ余地ナシ然ル 問書不完全 リシ為メ陪審員 迷ハ メ不合理ナル折衷的事実ニ然リト答申セシメタルハ全ク問書ノ過 リ 若シ公判ニ付セラレサ 実ナリトスレハ之ニ対シ刑ヲ言渡シタルハ不告不理ノ原則 反ス
ル不当ノ裁判ナリト云フヘシト云フニアレト
モ記録中ノ問書ニ 主問トシテ被告人ハ昭和三年十月三日夜火 放テ兵庫県武庫郡□□村ＴＯ角太郎ノ現ニ住居ニ使用スル仝人所有住宅ノ便 並 仝人所有ノ牛舎一棟（人 現在セサル建造物）ヲ焼燬 タ モノナリヤ又補問 シ 然ラサレハ被告人ハ仝夜右牛舎ノミヲ焼燬ス 意思ヲ以テ火ヲ放テ右角太郎住宅 便所並ニ牛舎一棟 焼燬 ルモノ リヤトノ記載アリ之ヲ予審終結決定書所掲 公訴事実ト対照スルトキハ其ノ前者ハ公判 付セラレタル刑法第百八条ニ該当スル住宅放火事実ノ有無ニ関 又其ノ後者ハ之レト異同法第百九条第一項ニ該当スル建造物 火ノ事実ニ関ス ナ コト極メテ明白ニシテ
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判示牛舎焼燬ノ行為ハ公訴ニ係ル住宅焼燬ノ事実中 包含セラルヽモノナルカ故 原判決カ本件ニ付牛舎焼燬ノ事実ノミ 認定シ刑ノ言渡ヲ為シ レ トテ不告 理 原則ニ違背シタル不法アリト云フヘキニ非ス論旨理由ナシ第三点当 被告カ犯人ニ非ナル動カスヘカラサル証拠 略説ス ハ左 如 、本件被告白痴ニ近キＴＧ政右衛門ノ自白カ先入主トナリ裁判セラレタルモノナ カ其ノ自白ハ
事実ノ自白ニ非スシテ全然事実ニ附合セス今
日ニ至リ被告ノ述フル処ニ依レハ右自白ハ
(1)
西宮警察署ニ於テ清水刑事外一人ノ刑事カ夜一時頃 事室ノ隣室 連レ行キ刑事 顔ヲ立テヽ放火シタト云フ 呉レソウスレハ無罪ニシテ帰シテヤルカラト懇願 ラレテ為シタル自白ニシテ殆ント刑事ニ依リ作ラレタルモ ナリト申述ヘ居レリ而シテ被告 右申立カ真実ナル事ハ左ノ点ニ依リ明トナリタリ被告ＴＧ政右衛門ハ十月三日昼頃西宮市□□ノ活動写真ノ看板ヲ見物ニ行キタ ト云フモ被告並ニ其ノ村民ニ聴クニ被告ハ生来嘗ツテ活動並ニ看板ヲ見タル事ハ一回モ無シ其ノ理由ハ ノ眼ハ眼前四五尺ヲ隔ツ ハ人ノ顔モ見別ケ難ク甚敷眼病患者ニシテ活動ノ看板ハ見ヘサレハナリ況ンヤ当日 雨天ニシテ半里モアル西宮 出テ行ク理ナシ此ノ点ニ付医者 鑑定ニ依 ハ被告 目ハ眼前一、二米突ニテ指数ヲ数ヘ人ノ顔ハ一米突五即チ四尺五寸位男女ノ区別ハ二米突ニテ識別シ得ル ミトニ依リ活動看板ヲ見タル事ノ虚偽ナル事ハ明ナリ
仝夜九時頃他ノ者ヨリ三十分位先ニＯ(2)
Ｋ甚三郎方ヲ辞シテ帰ル途中過ツ 路傍 転落 タリト云フ自白ナ 火災 現場（被害者宅）ハＯＫ甚三郎方ヨリ被告ＴＧ方 帰 道程 三倍位モ遠キ全ク見当違 場所 シテ全然自白合致セサ モノナル事ハ現場ヲ一
スレハ瞭然タルモノナリ被告ノ自白ニ依レハ
路傍ニ転落シタル際其処ニ藁一束落チアリシ為之ニ ヲ点 軒下 積アリシ藁ノ上ニ置テ
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帰ツタト云フモ仝日ハ雨降リナリシ為メ若シ落チアリシ藁アリトスレハヌレテ点火セス且藁ハ軒ニ届ク迠積上アリテ其上ニ点火 タル藁ヲ置クヘキ余地ハナカリシ事ハ被害者ノ言ニ依リ明ニシテ全然自白ハ認メ難シ其ノ他仔細ニ検スレハ何レノ点モ自白ハ事実ニ合致セサルモノナルカ特ニ仝夜火事ノ報セノ鐘カ鳴ルヨリ三十分前ニＯＫ甚三郎ヲ辞 テ帰宅シタリト云フモ全然事実 反ス即チＯＫ甚三郎ＮＧ吉太郎ＫＢ権四郎ＭＭ繁光並ニＯＫノ妻ヲ取調フレハ一目 瞭ナリ右ノ者等 言ニ依レハ仝夜七時頃ヨリ会食シ居リタルカ九時三十分頃鐘カ鳴リ出シタノテ先ツ消防ニ関係ノ
アルＮＧ吉太郎ＭＭ繁光ノ二人ハ先ニ仝家ヲ
立出テ被告ハ其ノ後ニテ犬ノ骨ノ後始末ヲ為シ而カモ 骨ヲ塵箱ニ入 テ之ヲ御手洗川ノ屠牛橋ノ処迠持参シテ捨 置 而シテＯＫノ提灯ヲ借受ケテ火事ノ現場ニ行キタルモノナル事ハ全ク相違ナキナ 係ラス神戸検事局 証人トシテ出頭シタル際ハ此ノ陳述 聞入レス無理矢理ニ カ三十分前ニ出行キタル旨ヲ陳述セシメタルモノナリト云フノミナラス被告カＯＫ甚三郎方ニ最後迠居残 居タ
ルモノニシテ而カモ犬ノ骨ハ被告カ捨テタル
モノナル事ハ其ノ近隣ノＹＤヒサ□□マリエ□□キ 外五六名 者 確実ニ目撃シ確認居ル為メ該放火 被告ノ所為ニ非サル事 □村民 一般ニ認メ居タル処ニ テ無論公判ノ時ハ無罪ト リ帰リ来ルモ ト確信シ居タ 処図 モ有罪トナリタル為 村民一同承知セス不満運働ハ日々増大シ居ル様子ナリ
被告ノ自白ニ依レハ放火ハ被告ノ二タ従弟ニ当(3)
ルＹＦ末春カ昨年ノ夏 害者ＴＯ方ニ雑草ヲ売 ニイテ居タ テ断ラレタル恨ニ依ル復讐ナリト云フモ其ノ恨ミヲ生スルト云フ雑草 買入レヲ断リタルト云フ事実ハ全然無キ事明白ト タリ（被害者ノ妻玉置ソメニ依リ聴ケハ明白ト ）即チ一度 リタル事 モ其ノ後末春ノ母親カ再度依頼ニ来リタルニ依リ再度 約束シタルカ末春ハ其ノ後二
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三度売リニ来テ病気トナリタル為メ末春 方カ 中止シタ ノナル タ
右(4)
ノ如ク被告ＴＧ政右衛門カ該事件ノ犯人ニ非サル事ハ明白ナ ノミナラス尚他ニ放火犯人ノアル事ハ今日 至リ益々確実トナリタリ即チ火災 十五分カ二十分前 東側ヨリ被害者ＴＯ方 出火場所ニ来リ又同シ方面ニ走 去 タル怪シキ人物ノ足音ヲ被害者並ニ近隣中山某ハ確実ニ耳ニシタリト云ヒ而 モ其何人ナルカハ其 後近隣ＭＴ某 妻ノ言 依殆ント想像シ得 至レ 公判廷ニ於テ被告ニ有利ナ 陳述ヲ為シタ 者 内ＫＢ権四郎ハ其ノ後偽証罪トシテ起訴セラレ本月十六日カ其公判期日ナ カ其ノ事件ニ於テ 二一人ノ多数証人ヲ取調ヘ根本的ニ取調ヲセラレタル 全ク全証人 証言瞭然トシテ ニ有利ニシテＴＧハ無罪 判決タル事ハ疑フノ余地ナキヲ信ス右様ノ次第ナラハ 実ノ再審理懇願致候也ト云フニアレトモ論旨ハ畢竟原判決ノ認定シタ 事実ニ対シ誤認アルコトヲ主張スルモノニシテ陪審事件ニ リテ 其ノ主張ハ上告 理由トナラサ モ トス論旨理由ナシ右ノ理由ナルヲ以テ刑事訴訟法第四百四十六条 則リ主文ノ如ク判決ス検事三橋市太郎関与
昭和四年十月四日
大審院第四刑事部
裁判長判事
島田
鐵吉
判事
西郷
陽
判事
中尾
芳助
判事
斉藤
三郎
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判事
久保
久
右謄本也
昭和四年十一月一日
大審院第四刑事部
裁判所書記官
根岸
龜太郎
印
③神戸地方裁判所強姦致傷被告事件昭和四年一〇月一九日判決昭和四年十月十九日裁判所書記三明壽郎印
判
決
本籍
兵庫県揖保郡□□□村□□四□□□□番地
住居
大阪市□□区□□□□丁目□番地□□ＭＭ助方
荷馬車挽
ＨＤ
市藏
明治三十四年□月□日生
右者ニ対スル強姦致傷被告事件ニ付当裁判所
ハ検事遠藤常壽関与審理シ陪審ノ評議ニ付シ
テ事実ノ判断ヲ為シ判決スルコト左ノ如シ
主
文
被告人ヲ懲役三年ニ処ス但未決勾留日数中三百日ヲ右本刑ニ算入ス
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陪審費用ヲ除ク爾余ノ訴訟費用ハ被告人ノ負担トス
理
由
被告人ハ昭和三年十月十九日午前十時半頃ＴＮ春治内縁ノ妻ＩＢ キクカ其生家ナル兵庫県揖保郡□□□村□□字□□ノ秋祭ニ到リタル帰途被告人方前ヲ通リ蒐リタル姿ヲ見ルヤ俄カニ劣情ヲ催シ仝女ヲ強姦センコトヲ決意シ草刈鎌（証第二号）ヲ携帯シテ仝女ヲ追跡シ仝村鍋子峠ニ於テ仝女ノ袂ヲ捕ヘ且右草刈鎌ヲ示シ意ニ従ハサレハ殺シテ仕舞ウソト脅迫シタル上仝女ヲ附近山中ニ連込ミ仝女ヲ押倒シ其陰部ニ自己ノ陰茎ヲ挿入 以テ強姦目的ヲ遂ケタルモノナリ被告弁護人等ハ本件ハ親 罪ナル処告訴状ノ提出ハ勿論適法ナ 告訴調書ノ作成ナク訴訟条件ヲ缺クヲ以テ公訴ヲ棄却セラルヘキモノナル旨主張スレトモ司法警察官梶原景彬作成ＴＮコキク事ＩＢコキクニ対スル聴取書（昭和二年 月十九日付）ニ依レハコキクハ右十九日本件被害後直チニ司法警察官ニ対シ告訴ヲ為シタ コトヲ認ムヘク而 テ検事又ハ司法警察官カ親告罪ニ付口頭ノ告 受ケタル場合 之カ調書ヲ作成 ヘキコトハ刑事訴訟法第二百七十三条ノ規定スルトコロナリト雖右 必スシモ告訴調書ト題スル書面ノ作成ヲ要ストノ趣旨ニ非スト解スヘク該聴取書 以テ仝法ニ所謂調書 リト云フニ妨ナ 従ッ何等訴訟条件ニ欠缺ナキヲ以テ右弁疏 其理由ナシ法律ニ照 ニ被告人ノ所為ハ刑法第百七十七条前段 該当ス 以テ其所定刑期内ニ於被告人ヲ懲役三年ニ処スヘク尚仝法第二十一条ニ則リ未決勾留日数中 百日ヲ右本刑 算入シ陪審費用ヲ除ク爾余ノ訴訟費用ハ刑 訴
訟法第二百三十七条第一項ニ則リ被告人ヲシ
テ負担セシムヘキモノ ス
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仍テ主文ノ如ク判決ス
昭和四年十月十九日
神戸地方裁判所刑事第一部
裁判長判事
友眞碩太郎
印
判事
中島
貢
印
判事
松本
昌三
印
⑤神戸地方裁判所殺人未遂被告事件昭和四年一二月二三日判決昭和四年十二月二十三日裁判所書記仁科謙治印
判
決
本籍
兵庫県佐用郡□□村字□□△△△番地
住居
神戸市□□□町□丁目□□□□番屋敷ＮＴ其三郎方
仲仕
ＳＤ安太郎
明治八年□月□日生
右ノ者ニ対スル殺人未遂被告事件ニ付当裁判所ハ検事遠藤常壽関与審理ヲ遂ケ事実ノ判断ニ付キ陪審ノ評議ニ付シ左ノ如ク判決ス
主
文
被告人ヲ懲役四月ニ処ス
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但シ本判決確定ノ日ヨリ三年間右刑ノ執行ヲ猶予ス押収ニ係ル出刃庖丁一挺（証第一号）ハ之ヲ没収ス陪審費用ヲ除キ其他ノ訴訟費用ハ被告人ノ負担トス
理
由
被告人ハ神戸市□□□町□丁目□□□番屋敷ＮＴ其三郎方表階下ニ室ヲ借受ケ内縁ノ妻ＩＴウメ（当四十四才）ト同棲中ウメカ附近ナルＭＭ要助ト私通シ其関係ヲ断タサル為昭和四年九月二十五日ウメヲ離別シタルモ尚同人
ニ対シ未練アリ復縁ヲ求メ来ルヘシト予想シ
居タル処却テウメカ離縁状 得ルヤ直ニ要助ト右ＮＴ方二階 同棲スルニ至リシヨリ嫉妬ノ情ニ堪ヘサリシ折柄同年十月一日午後六時頃ウメカ前記ＮＴ方表道路上ノ塵箱ニ腰掛ケ居タル際実子ノ入籍ノコトニ関シ同人ト口論ノ末自己所有ニ係ル出刃庖丁（証第一号）以テ同人ニ斬付ケ因テウメノ背腰部外 ヶ所ニ治療約二週間ヲ要ス 創傷ヲ蒙ラ メタルモノナリ法律ニ照スニ被告人ノ判示所為ハ刑法第二百四条ニ該当スルヲ以テ同条所定刑中懲役刑ヲ選択シ其刑期範囲内 於テ被告人ヲ懲役 月ニ処シ尚諸般ノ情状ニ照シ其刑ノ執行ヲ猶予スルヲ相当ト認メ同法第二十五条ニ従ヒ三年間右刑ノ執行ヲ猶予スヘク主文掲 ノ物件ハ本件犯罪行為ノ用ニ供シ モ ニシ 以外ノ者ニ属セサルヲ以テ 法第十九条第一項第二号第二項ヲ適用シ之ヲ没収ス ク訴訟費用 刑事訴訟法第二百三十七条第一項ニ依リ被告人ヲシテ負担セシムヘキモノトス仍テ陪審法第九 七条ニ則リ主文ノ如 判決ス
昭和四年十二月二十二日
神戸地方裁判所刑事第二部
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裁判長判事
加藤
健一
印
判事
向井
友郎
印
判事
山崎八十二
印
⑥神戸地方裁判所放火未遂被告事件昭和五年二月二八日判決昭和五年二月二十八日裁判所書記仁科謙治印
判
決
本籍
香川県小豆郡□□町大字□□□□□□□番地
住居
神戸市□□町□丁目□□□番屋敷
酒醤油小売商
ＭＫ重太郎
明治三十一年□月□日生
右ノ者ニ対スル放火未遂被告事件ニ付当裁判所ハ検事眞野歡三郎関与ノ上事実ノ判断ニ付陪審ノ評議ニ付シ審理判決スルコト左ノ如シ
主
文
被告人ヲ懲役貮年六月ニ処ス但シ未決勾留日数中五十日ヲ右本刑ニ算入ス押収物件中石油在中ノ石油罐一個（証第一号）ハ之ヲ没収ス陪審費用ヲ除キタル其ノ余ノ訴訟費用ハ全部被告人ノ負担トス
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理
由
被告人ハ神戸市□□町□丁目□□□番屋敷ニ於テ□□ヨシヱ所有ノ木造平家建二戸一棟（内西寄一戸ハ□□三太郎一家居住）ノ内東寄一戸ヲ借受ケ酒醤油類ノ小売商ヲ営ミ居リタルモノナル処昭和四年八月上旬頃内縁ノ妻ＫＭコトト別レ其ノ後独身ナリシヨリ同年十一月中旬頃ＦＭ芳松ノ媒酌ニテ奈良県北葛城郡 □町ナルＳＧ鶴松ノ娘スヱ（当二十三年）ヲ娶ルコトト リ同月三十日其ノ結納金百三十円ヲ交付スル約定ヲ為セ モ当時諸所ニ約七百円余ノ負債アリテ到底右結納金ヲ調達スルコト能ハサリシヨリ同月二十八日予テ自宅ノ家財商品等ニ付ＴＫ動産火災保険株式会社ト保険金額壹千円ノ動産火災保険契約ヲ締結シ居リタルコトヲ想起シ寧ロ自宅ニ放火シテ前示 屋ト共ニ右家財商品等ヲ焼燬シテ該保険金ヲ詐取セン 決意シ同夜同市□□□町□丁目油商ＭＭ杉松方ニ於テ石油一斗入罐一個ヲ購入シ来リ在合ノ鋏ヲ以テ該罐ノ上部数ヶ所ニ孔ヲ穿チ置キ少睡ノ後翌二十九日午前三時頃自宅奥六畳間ノ西北隅ノ畳ノ上ニ右石油罐（証第 号）ヨリ石油二、三升 注出シ直ニ燐寸 以テ之ニ点火シタルモ火勢猛然トシテ立昇リタルニヨリ恐怖ノ余在合セタル座蒲団ヲ以テ消火シタル為未遂ニ終リタルモノナリ
法律ニ照スニ被告人ノ判示行為ハ刑法第百十二条第百八条ニ該当スルヲ以テ有期懲役刑
ヲ選択シタル上同法第四十三条但書第六十八条第三号ニ依リ未遂減軽ヲ為シタル刑期範囲内ニ於テ被告人 懲役貮年六月ニ処シ尚同法第二十一条 依リ未決勾留日数中五十日ヲ本刑ニ算入スヘク押収物件中石油在中ノ石油罐一個（証第一号） 本件犯罪行 ノ用ニ供シタルモノニシテ犯 以外ノ者ニ属セサルヲ以テ同法第 九 第一項第二号第二項 依之ヲ没収シ訴訟費用ニ付刑事訴訟法第二百三十七条第 項 適用シ陪審費用ヲ除キタル其
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ノ余ノ費用ヲ全部被告人ヲシテ負担セシムヘキモノトス仍テ主文ノ如ク判決ス
昭和五年二月二十八日
神戸地方裁判所刑事第二部
裁判長判事
加藤
健一
印
判事
宮武
能孝
印
判事
鳴海一二三
印
⑦神戸地方裁判所殺人未遂被告事件昭和五年一一月一一日判決昭和五年十一月十一日裁判所書記三明壽郎印
判
決
本籍
兵庫県三原郡□□村□□□五□□□□番地
住居
仝所
農業
ＹＹ
孝義
明治四十二年□月□日生
右ニ対スル殺人未遂被告事件ニ付当裁判所ハ検事遠藤常壽関与 上陪審ノ評議ニ付シテ事実ノ判断ヲ為シ審理判決スルコト左ノ如シ
主
文
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被告人ヲ懲役参年ニ処ス但シ未決勾留日数中百貮拾日ヲ本刑ニ算入ス陪審費用ヲ除キ其余ノ訴訟費用ハ被告人ノ負担トス
理
由
被告人ハ昭和四年八月頃ヨリ兵庫県三原郡□□村□□□村ＫＭ喜一ノ妻コユキ（当二十二年）ト醜関係アリ仝人ニ対スル恋慕ノ情深ク終ニ喜一ヲ殺害センコトヲ決意シ昭和五年三月一日午前一時頃右喜一方腰窓 仝家ニ忍入リ仝家中ノ間四畳室ニ熟睡シ居タル喜一ノ咽喉ヲ両手ヲ以テ強ク絞扼シタルモ仝人ニ於テ藻掻キテ其圧迫ヨリ免レ大声 発シ 為其目的ヲ遂ケスシテ逃走シタルモノナリ法律ニ照スニ被告人ノ所為中住居侵入 点ハ刑法第百 十条ニ殺人未遂ノ点ハ仝法第二百三條第百九十九条ニ各該当スルトコロ右住居侵入ト殺人未遂トハ互 手段結果ノ関係アルヲ以テ仝法第五 四 第一項後段第十条ニ則リ重キ後者ノ刑ニ従ヒ其所定刑期範囲内 於テ被告人ヲ懲役参年ニ処シ尚仝法第二十一条ニ則リ未決勾留日数中百貮拾日ヲ右本刑ニ算入シ陪審費用 除ク其余ノ訴訟費用ハ刑事訴
訟法第二百三十七条第一項ニ則リ被告人ヲシ
テ負担セシムヘキモノトス仍テ主文ノ如ク判決ス
昭和五年十一月十一日
神戸地方裁判所刑事第一部
裁判長判事
友眞磧太郎
印
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判事
小泉
敏次
印
判事
松本
昌三
印
⑧神戸地方裁判所放火被告事件昭和六年五月一九日判
決
昭和六年五月十九日裁判所書記三明壽郎印昭和五年検第四四七号
昭和六年五月二十日判決確定上訴権放棄
判
決
本籍
兵庫県美方郡□□村入江□□□字草持□□□番地
住居
同村同字番地不詳
農業兼炭焼業
Ｔ
爲次郎
明治十七年□月□日生
右者ニ対スル放火被告事件ニ付当裁判所ハ検
事眞野歡三郎関与陪審ノ評議ニ付シテ犯罪事
実ヲ認メ判決スルコト左ノ如シ
主
文
被告人ヲ懲役五年ニ処ス但未決勾留日数中百五十日ヲ右本刑ニ算入ス訴訟費用ハ陪審員ニ支給シタル分ヲ除キ之ヲ被告人ノ負担トス
理
由
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被告人ハ数年来ノ病気其他ニ因ル失費ニ加ヘ病弱ノ身ニシテ十分家業ニ努ムルヲ得ス其間借財生シ生計豊ナラス昭和五年七月頃ニ至リテハ右借財償還ノ期モ近ツキ居リシヨリ其金策ニ窮シ居リタルモノナル処同月二十日居村□□□大野谷ノ炭焼場ニ於テ炭焼作業中昭和四年九月二十五日自己ノ居住セル同郡同村入江□□□所在ＫＭ國松所有 木造茅葺二階建一棟外自己所有ノ二棟ノ建物ニ対シ自己所有
名義ノ下ニＯＳ海上火災保険株式会社ト保険
金一千五百円保険期間一ヶ年 火災保険契約ヲ締結シ居レルヲ想起シ此際失火ト認ラルヽ如キ方法ニヨリ該建物ニ放火シ之ヲ焼燬 テ右保険金ヲ領得セムト決意シ同所ニ置キアリタル古粉炭ヲ叺ニ入レ居宅ニ持帰 際当日炭焼竈ヨリ取出 タル発火ノ虞ア 粉炭ヲ之ニ混入シ仝日午後二時過頃其叺ヲ自宅ニ持帰リ午後八時頃之ヲ更ニ自宅二階板敷上ニ置キアリシ数束ノ積藁ニ寄掛テ置キ相当時間経過ノ
後之ヨリ発火シテ火災ト為リ得可キ装置ヲ施
シ遂ニ翌二十一 前 半 右装置ヨ 火災ヲ生セシメ前示建物中土藏ノ一部ヲ除キ其他ヲ全部焼燬スルニ至リタルモノナリ法律ニ照ス 被告人 右所為ハ刑法第百八条 該当スル 以テ所定刑中 期懲役刑ヲ選択シ其刑期範囲内 於テ被告人ヲ懲役 年ニ処シ尚同法第二十一条ニ則リ未決勾留日数中百五十日ヲ右本刑ニ算入シ訴訟費用中陪審員ニ支給シタル分ヲ除キタルモノハ刑事訴訟法第二百三十七条第一項ニ依リ之ヲ被告人ノ負担トス可キモノト仍テ主文ノ如ク判決ス
昭和六年五月十九日
神戸地方裁判所刑事第一部
裁判長判事
友眞碩太郎
印
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判事
小泉
敏次
印
判事
髙橋猪久次
印
⑧神戸地方裁判所詐欺被告事件昭和六年五月一九日判決昭和六年五月十九日裁判所書記三明壽郎印昭和五年検第四四七号
昭和六年五月二十日判決確定上訴権放棄
判
決
本籍
兵庫県美方郡□□村入江□□□字草持□□□番地
住居
同村同字番地不詳
農業兼炭焼業
Ｔ
爲次郎
明治十七年□月□日生
右者ニ対スル詐欺未遂被告事件ニ付当裁判所ハ検事眞野歡三郎関与審理判決スルコト左ノ如シ
主
文
被告人ヲ懲役壹年ニ処ス
理
由
被告人ハ数年来ノ病気其他ニ因ル失費ニ加ヘ病弱ノ身ニシテ十分家業ニ努ムルヲ得ス其間借財生シ生計豊ナラス昭和五年七月頃ニ至リテハ右借財償還ノ期モ近ツキ居リシヨリ其金
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策ニ窮シ居リタルモノナル処同月二十日居村□□□大野谷ノ炭焼場ニ於テ炭焼作業中昭和四年九月二十五日自己ノ居住セル同村所在ＫＭ國松所有ノ木造茅葺二階建一棟外自己 有ノ二棟ノ建物ニ対シ自己所有名義ノ下ニＯＳ海上火災保険株式会社ト保険金一千五百円保険期間一ヶ年ノ火災保険契約ヲ締結シ居レルヲ想起シ此際失火ト認メラルヽ如キ方法 依リ該建物ニ放火シ之ヲ焼燬シテ右保険金ヲ騙取セムコトヲ企テ同所ニ置キアリタル古粉炭ヲ叺ニ入レ居宅ニ持帰ル際当日炭焼竃ヨリ取出シタル発火ノ虞アル粉炭ヲ之 混入シ同日午後二時過頃其叺ヲ自宅 持帰リ午後八時頃之 更ニ自宅二階板敷上 置キアリシ数束ノ積藁ニ寄掛テ置キ相当時間経過ノ後之ヨリ発火シテ火災ト為リ得可キ装置ヲ施シ遂ニ翌二十一日 前 半 右装置ヨリ火災ヲ生セシメ前示建物中土藏ノ一部ヲ除キ其他ヲ全部焼燬シタル後数時間ヲ経テ現場ニ来リタル叙上保
険会社ＭＫ代理店事務員ＮＭ政吏ニ対シ右
火災カ失火ニ因ルモノナル旨虚偽ノ事実ヲ申述ヘ且前示 ニ関スル証書ヲ手交シ 該保険金受領ノ手続ヲ依頼シタルモ未タ其支払ヲ受ケス之カ騙取 目的ヲ遂ケサルモ ナリ右事実ハ被告人ニ対スル予審判事ノ強制処分ニ於ケ 被疑者トシテ 訊問調書ニ其旨ノ供述記載アルト同判事ノ第一乃至第三回被告人訊問調書ニ夫々被告人カ前ノ 調ノ際申述ヘタル通リニ相違ナキ旨供述セ コト 記載アルト 徴 認ムルニ足ル法律ニ照ス 被告人ノ右所為ハ刑法 百五十条第二百四十六条第一項ニ該当ス ヲ以テ其刑期範囲内 於テ被告人ヲ懲役壹年ニ処ス可キモノトス仍テ主文ノ如ク判決ス
昭和六年五月十九日
神戸地方裁判所刑事第一部
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裁判長判事
友眞碩太郎
印
判事
小泉
敏次
印
判事
髙橋猪久次
印
⑨神戸地方裁判所強盗殺人被告事件昭和一三年五月一九日判決昭和十三年五月十九日宣告裁判所書記泉芳夫印昭和十三年検第六二号
昭和十三年五月十九日裁判確定
判
決
本
籍
大阪市東淀川区□□□南通□丁目□□番地
住
居
不
定
無
職
ＭＭ
悦道
明治四十四年□月□日生
右ノ者ニ対スル強盗殺人被告事件ニ付当裁判所ハ検事福尾彌太郎関与審理ヲ遂ケ判決スルコト左ノ如シ
主
文
被告人ヲ無期懲役ニ処ス押収ニ係ルカウス釦一組（証第十号）並蟇口一個
（証第十一号）ハ之ヲ□□次三郎ニ還付ス
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訴訟費用ハ陪審費用ヲ除キ被告人ノ負担トス
理
由
被告人ハ□□□□□□□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 昭和十三年一月三日早朝其ノ雇ハレ先ナル兵庫県加古郡 村□□番屋敷ＳＪはる江方ニ於テ同人ト当時同人所有 田地ヲ小作セル者トノ間ニ於ケル争議ニ付はる江ヨリ「今度ノ争議ニハ全部小作
米ヲ取ツテ見セル自分ハ県下一ノ強イ地主タ
屹度皆納メサセテ見セルオ前什ウ思フカ」 訊ネラレタルニ対シ被告人ハ小作人側ニ同情シ昭和十二年九月ノ暴風雨ノ被害ヲモ考慮セス平年通リ小作米 取立テントス ハ苛酷ナル旨答ヘタルトコロはる江ハ立腹シテ即時退去ヲ求メタルヨリ被告人ハ数日間働キタル報酬ヲ要求シタルニはる江ヨリオ前 如キルンペンニ金ヲ与フ 要ナシ食ハスノミニテモ勿体無キ程ナル旨罵倒セラルルヤ被告人ハ痛ク之ヲ憤慨シ茲ニ同人ヲ殺害 テ金品 奪取ント決意シ即時同所ニ於テ有合 ノ三叉鍬及
唐鍬ヲ以テ右はる江ノ左顳顬部等ヲ強打シテ
同人ノ頭部其ノ他ニ大小 数ヶ所ノ創傷ヲ負 シメ同人カ血 塗レテ其ノ場ニ昏倒シタルニ乗シ同人所有ノ現金十二円余及黒ダイ カウス釦一組（証第十号）在中ノ蟇口一個（証第十一号）ヲ強取シテ逃走 其ノ後右はる江ヲシテ左顳顬部其ノ他ノ創傷ヨリスル出血基ク失血ニ因リ死亡スルニ至ラシメタルモノナリ右ノ事実ハ陪審ノ答申ヲ採択シテ之ヲ認ム法律ニ照スニ被告人 判示所為ハ刑法第二百四十条後段ニ該当スルヲ以テ其ノ所定ノ無期懲役刑ヲ選択シテ ヲ処断シ押収ニ係ルカウス釦一組（証第十号）並蟇口一個十一号）ハ押収シタル贓物ニシテ被害者 還付スヘキ理由明白ナルヲ以テ刑事訴訟法第三
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百七十三条第一項ニ依リ之ヲ被害者亡庄司はる江ノ遺産相続人□□次三郎ニ還付シ訴訟費用中陪審費用ヲ除キタルモノハ同法第二百三十七条第一項ニ則リ被告人ヲシテ之ヲ負担セシムヘキモノトス仍テ主文ノ如ク判決ス
昭和十三年五月十九日
神戸地方裁判所第一刑事部
裁判長判事
島津兼三郎
印
判事
大塚
俊勝
印
判事
小田
久藏
印
３
高
松
②高松地方裁判所放火被告事件昭和七年七月二九日判決
判
決
本籍
香川県丸亀市□□町□番地
住居
同所
ＳＴ半治方
足袋職
ＳＴ
一夫
明治四十三年十二月□日生
右者ニ対スル放火被告事件ニ付当裁判所ハ検
事小野謙三関与審理ヲ遂ケ判決スルコト左ノ
如シ
- 56 -
主
文
被告人ヲ懲役貳年六月ニ処ス但シ未決勾留日数中四十日ヲ本刑ニ算入ス公訴裁判費用（陪審費用ハ除ク）ハ被告人ノ負担トス
理
由
被告人ハ父半治ノ足袋製造販売業ヲ手伝ヒ居ル者ナルトコロ近時其営業不振ニ陥リ負債嵩ミタルヨリ自宅ニ放火シテ之ヲ焼燬シ以テ一面債権 ノ同情ヲ得テ債務支払ノ猶予ヲ受ケ他面半治ノ加入セル動産保険金ヲ入手シ併セ 親族ノ同情ニ依リ金銭ノ貸与ヲ受ケテ之ヲ資金ト為シ父半治ト協力シ家業ニ勉励シテ家運ヲ挽回セント企テ昭和七年四月二十二日午前一時頃丸亀市□□町□番地所在ノ被告人及父母弟妹ノ居住セル住宅ノ一部タル釜屋ノ竃ノ前ニ在リタル焚付入木箱内ノ反古紙布切等ヲ燐寸 以テ放火シ因テ右釜屋北側 棚、腰板、柱同シク西側ノ風呂場ノ囲板等ニ延焼セシメテ同家屋ヲ焼燬セシメタルモノナリ以上ノ事実ハ陪審ノ評議ニ付シテ之ヲ判断シタルモノナリ之ヲ法律ニ照ス 被告人ノ所為ハ刑法第百八條ニ該当スルヲ以テ有期懲役刑ヲ選択シ犯情憫諒スヘキモノアルヲ以テ同法第六十六條六十 第七十一條ニ依リ法定ノ減軽ヲ為シ其刑期範囲内ニ於テ主文ノ刑ヲ量定シ同法第二十一條 依リ未決勾留ノ一部 本刑 算入シ公訴裁判費用（陪審費用ヲ除ク）ハ刑事訴訟法第二 三十七條第 項 被告人ヲ テ負担セシムヘキモノトス仍テ主文ノ如ク判決ス
昭和七年七月二十九日
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高松地方裁判所刑事部
裁判長判事
内藤諒太郎
判事
小林
種吉
判事
神戸敬太郎
右謄本也
昭和十一年七月七日
高松地方裁判所検事局
角印
裁判所書記
中内
茂一
印
②大審院放火上告事件昭和七年一一月一四日判決昭和七年十一月十四日宣告裁判所書記橋本橋本清吉
昭和七年（れ）第一、三二二号
判
決
書
本籍並住居
香川県丸亀市□□町□番地ＳＴ半治
足袋職
ＳＴ
一夫
明治四十三年十二月□日生
右放火被告事件ニ付昭和七年七月二十九日高松地方裁判所ニ於テ陪審ノ答申ヲ採択シ事実
- 58 -
ノ判断ヲ為シテ言渡シタル判決ニ対シ被告人ハ上告ヲ為シタリ因テ判決スルコト左ノ如シ
本件上告ハ之ヲ棄却ス
理
由
弁護人長野國助、中村皎久上告趣意書第一点陪審ニ於ケル公 準備期日ニハ必ス弁護人ノ出頭ヲ要シ弁護人出頭スルニ非サレハ取調ヲ為スコトヲ得ス之レ陪審法第四十條第二項ニ依リ明定セラルル所トス然ルニ本件公判準備調書（記録第三八八丁） 査閲スルニ弁護人出頭シタル旨ノ記載ナシ然ラハ右公判準備期日ニ於テハ弁護人ノ出廷ナクシテ其ノ取調ヘヲ為シタル違法アルモノト謂ハサ 可ラス夫 陪審 於ケル公判準備期日ニ必ス弁護人ノ出頭 必要トシタル所以ハ被告人ノ防禦力ヲ原 官 検 ノ攻撃力ト拮抗セシメ以テ所謂当事者対等主義ヲ貫徹セ メントノ趣旨ニ 近世各国ノ刑事立法亦何レモ ヲ採用ス蓋シ被告人ハ原告官タル検事ニ比シ刑事訴訟法上ノ地位対等ナリ等トハ机上学者ノ空論ニシテ実際ハ決シテ左様ノ者ニアラス原告官タル検事ハ強大ナル 家ノ権力ヲ背景 シ豊富ナル法律智識ト練熟セル法律技能トヲ有 加フルニ警察的威力ト事実的圧力ヲ把持スル多数ノ補助機関ヲ縦横ニ駆使 其ノ目的 達ス カ為ニハ被告人ノ利害ノ如キハ必 シモ其ノ眼中ニ存スル所ニアラス反之刑事被告人ニ在リテハ普通身体ノ拘束ヲ受ケ身心ノ自由ヲ失ヒ其ノ生殺与奪ハ一 原告官タ 検 ノ手中 存スルカ如ク妄信 戦々兢々 状態在ルハ一般ノ事例ナ カ故ニ検事ノ攻撃力ニ
比シ被告人ノ防御力ノ微弱ナルコト到底日ヲ
同フシテ論ス可ラス茲ニ於テ近世ノ立法ハ被告人 配スルニ検事 同シク法律ニ堪能ナ弁護人ヲ以 シ専ラ被告人ノ権利利益 伸張ヲ図 実ニ ハ被告人ノ能力補充機関タルト同時ニ又唯一 利益代表機関タリ而シテ
此事タル単リ被告人ノ利益ノ為ニ必要 ノ
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ミナラス一国司法権ノ運用ヲ公正ナラシムル為メ必要ナルカ故ニ概ネ重罪犯人ニ対シテハ必ス弁護人ヲ附スルヲ要シ若シ被告人ノ為弁護人存セサルトキハ国家ハ之レカ為特 弁護人ヲ選任スル義務ヲ有ス特ニ陪審ノ制度ニ於テハ如何ナル事件ニ在リテモ常ニ弁護 ヲ必要トシ其ノ公判ニ於ケルト公判準備ノ手続ニ於ケルトニヨリ区別ア コトナシ陪審ニ於ケル公判準備ノ重要ナルコトハ今更叙説ヲ要セス全事件ノ運命ハ此取調 ヨ 略ホ定マルモノト言フヘク又特ニ注目 ル 要 ルハ此公判準備ノ取調ニヨリ被告人カ公訴事実ヲ認メタルトキハ事件ヲ陪審ノ討議ニ付 コトヲ得サルコト之レナリ（陪審法第七條）即チ被告人ハ公判ノ準備ニ於テ公訴事実 或 争フコト 得ヘク或ハ認ムルコトヲ得ヘシ然レトモ一度之ヲ認メタル キハ最早陪審ノ評議ニ浴スルコト 得サルカ故 此期日ハ被告人ニ取リ最モ重要ニシテ法律ガ弁護人 出頭 必要 シタ 洵ニ故アリト言フヘシ然 ニ原審カ弁護人ノ出廷ナクシテ上記取調ヲ為シタル 陪審法第四十條第二項ノ根本精神ニ背反シ従ツテ同法第百三條ニ依 刑事訴訟法第四百十條第十號 基キ当然上告ノ理由トナ到底破毀ヲ免レサルモノト信ス仍ホ該公判準備調書 ハ殆ント其 終末（記録四一八丁）ニ到リ弁護人ハ裁判長ノ許可ヲ受ケ云々ノ 載アルモ如何ナル弁護人カ出頭シタ ヤハ不明ナルノミナラス右調書ニハ普通記載スヘキ場所ニ弁護人出頭シタル旨 記載ナキカ故ニ仮リニ弁護人出頭シタリトス 果シテ何時
出廷シタルヤ不明ニシテ仮リニ若シ此時（即
チ弁護人発問シタリト ルトキ）ニ至リ弁護人出頭シタルモノトセハ此時ハ既 総テ 取調ヘ殆ント終了シタルモノナルカ故 結局重要ナル大部分ノ取調ヘハ弁護人ノ立会ナクシテ行ハレタルノ違法アルモノト謂ハサル可ラス 云ヒ第二点陪審法第四十五條ニ備調書ニハ出頭シタル弁護人ノ氏名ヲ記載スヘキ旨規定シアル 拘ラ 本件準備調書ニハ
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右記載ヲ缺クカ故ニ該調書ニ依リテハ果 テ本件公判準備ノ取調ヘカ適法ニ行ハレタルヤ否ヤ不明ナリト言ハサル可ラス抑モ本條カ公判準備調書ニ特ニ弁護 ノ氏名ヲ記載スルコトヲ要スルモノトナシタルハ同法第四十條第二項 精神ヲ承ケ公判ノ準備手続 於テ果テ弁護権ノ行使ア タルヤ否ヤ又被告ノ利益 為メノ主張アリ ヤ否ヤヲ明 ニセントセル趣旨ニ出テタルモノ コト勿論 シテ
而シテ右取調カ果シテ適法ニ行ハレタリヤ否
ヤハ該調書ヲ措キ 之ヲ立証スルコト法律上不能ナルカ故ニ結局右取調 違法 シテ且ツ該公判準備調書モ亦違法ナルカ故ニ結局本件ハ被告人ニ対スル関係ニ於テ 公 準備 取調ナカリシト同様ノ違法ア 論断ス ヲ正当ナリト信スト云フニアリ仍 記録ヲ査スルニ本件公判準備調書ニハ弁護人ノ氏名ヲ挙ケテ其 コトノ記載 シ 雖弁護人ハ裁判長ノ許可ヲ受ケ被告人ヲ訊問シ証人ノ喚問ヲ申請シタル旨ノ記載 （記録四一八丁）而シテ其 記載ハ弁護人カ其ノ訴訟行為 為シタル際ニ出頭シタ コト 特記ニアラサルヲ以テ一般公判調書ノ記載例ヨリ推ス キハ弁護人 開廷ノ始メヨリ出頭シタルモノナルコト 知リ得ヘキカ故ニ右調書ニ依 テ弁護人ノ氏名ヲ知ルヲ得サ ノ憾ト雖既 出頭シタルコトヲ認メ得ル以上ハ陪審法第四十條第二項ノ要件ヲ具備シタルモノト謂フヘク同法第四十五條ニハ ニハ出頭シタル弁護 氏名 記載スヘキコトヲ規定シアリト雖這ハ同法第四十條第二項
ノ手続ヲ遵守シタルコトヲ明記スヘク其ノ当
然ノ結果トシテ弁護人ノ氏名 揚クルヲ要ス ナシタルモノナ ヲ以テ右説明ノ如ク苟モ弁護人 出頭シタ コ ノ記載アル 上 同法第四十條第二項 手続 履践アリタルコトヲ知リ得ヘキカ故ニ公判準備調書記載ノ要件トシテ要求スル同 第四十五 ノ法意ヲ充シタルモノニシテ其ノ弁護人ノ氏名 記載ナシ スルモ其ノ瑕疵 未タ以テ同調書 無効
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惹起スルノ理由ト為スニ足ラサルカ故ニ論旨ハ孰レモ理由ナシ第三点本件被告人ハ終始一貫シテ犯罪事実ヲ否認シ居ルカ故ニ之カ審判ヲ為スヘキ地位ニアル者ハ須ク公平無私所謂白紙ヲ以 事ニ臨ムコトヲ要スルハ洵ニ当然ノ態度ナリト謂ハサル可ラス殊ニ陪審ニ於ケル裁判長ノ説示ハ原告官タル検事ト被告人トノ間ニ立チテ最モ公平ナル態度ヲ持スルヲ要シ苟クモ予断ヲ懐キ一方ニ偏スルカ如キ態度 出ツ可ラス然ルニ原審裁判長ハ本件陪審ニ対シ犯罪ノ構成ニ関シ法律上ノ論点及問題トナルヘキ事実並ニ証拠ノ要領ヲ説示シ犯罪構成事実ノ有無ヲ問フ 当リ ニ関シテモ放火罪ノ学説等ニ付必要ヲ超エタル論議ヲ試ミ居ルノミナラス特ニ太タシキハ犯罪構成事実ノ観察ニ付裁判長ハ所々ニ於テ「此ハ私ノ意見ヲ申上ケルノテハア マセンカ」 前提 斯々ノ証拠ニ依レハ斯々トナツテ被告人ノ犯シタルコトニ リ云々ト説示 多数且ツ詳細ナル有罪資料ヲ羅列シテ強調セラレ恰カモ被告人カ犯人ニ相違 キ予断ヲ懐ケル 如キ態度口吻ヲ以テ説示セラル反之被告人ノ利益ナル事実
並ニ証拠モ亦多数存スルニ拘ラス此等ノ資料
ニ就テノ引用及ヒ 明 甚タシク閑却セ レ有罪資料 説示 比シ著 ク当ヲ失シ陪審ニ対スル裁判長ノ説示トシテ頗ル偏頗不公平ニシテ 員ノ心理ヲ有罪ニ誘導セシム 危虞十分ナリト思料ス要之原審裁判長ハ其
説示ヲ為スニ当リ自己ノ意見ニアラスト称シナ
カラ本件ノ罪責被告人ニ存スルカ如キ意見 暗示シタルモノニシテ如此ハ法律カ定メタ説示ニ関スル根本方針ヲ無視シタ モノ シテ違法 リト信スト云フニアレ 記録 精査スルモ原審裁判長ノ説示ニ所論ノ如キ不当 点アリシトノコトハ到底之ヲ認ム ヲ得サルヲ以テ論旨ハ理由ナシ右ノ理由ナ ヲ以テ刑事訴訟法第四百四十六條ニ則リ主文ノ如ク判決
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検事岩松玄十関与
昭和七年十一月十四日
大審院第二刑事部
裁判長判事
西川
一男
判事
横村米太郎
判事
尾佐竹
猛
判事
織田
嘉七
判事
稲田
競
右謄本也
昭和七年十一月十五日
大審院第二刑事部
裁判所書記
橋本
清吉
印
４
高
知
①殺人被告事件昭和四年三月二〇日判決昭和四年五月二十日宣告裁判所書記津野達吉印
判
決
本籍
高知県香美郡□□□□□□□□□□□□□□□
住居
同所
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木炭製造業
ＭＭ
貞次
明治□□□年□月□□日生
右被告人貞次ニ対スル殺人被告事件ニ付当裁判所ハ検事加藤治之丞関与ノ上陪審ノ評議ニ付シ判決スルコト左ノ如シ
主
文
被告人貞次ヲ懲役貳年ニ処ス但参年間右刑ノ執行ヲ猶豫ス陪審費用ヲ除ク其余ノ訴訟費用ハ被告人貞次ノ負担トス
理
由
被告人貞次ノ実弟ＭＭ國重（当三十三年）ハ性粗暴ニシテ酒癖悪ク曩ニ窃盗罪ニヨリ二回処罰セラレタルコトアリ一家隣人ニ嫌忌セラレ居タルモノナル処昭和四年一月十日夜被告人貞次ノ実兄高知県香美郡□□□村□□ＭＭ伊勢次方ニ於テ同人ノ長男清兼ノ婚姻祝賀ノ宴開カレ其席上國重ハ酔餘客人ニ対 罵詈暴行ヲ加ヘ非礼甚シカリシヨリ被告人貞次ハ國重ヲ戒メ且之ヲ宥メントシタルニ同人ハ却テ反抗シ火箸ヲ以テ被告人貞次ノ頸部ヲ殴打シ遂ニ伊勢次方本家前庭ニ於テ格闘シタルモ宴席ニ列シ居タル巡査小笠原正豊等ノ制スル所トナリ同人等ニ於テ國重ヲ伊勢 方隠居家 連行シタリ然ルニ同人ノ暴行猶止マサ シヨリ小笠原巡査ハ國重ヲ懲戒 ンカ為メ細紐（押収第一号証）ヲ以テ同人ノ両手ヲ縛シタルモ被告人貞次ノ乞ニヨリ之ヲ解キタル処國重ハ被告人貞次 対 親兄弟ヲ殺害スヘ 其住家ヲ焼払フヘシト放言シ炉辺ニアリタル出刃庖丁ヲ振上ケタルヨ 被告人貞次ハ再ヒ國重
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ト格闘シ同人ニ於テ出刃庖丁ヲ床上ニ落シタルモ当時酩酊シ居 ハ寧ロ同人ヲ殺害シ一家隣 ノ禍根ヲ絶ツニ如カスト決意シ翌十一日午前一時頃右隠居 ニ於テ手近ニアリタル右細綱ヲ以テ國重ノ頸部ニ巻付ケ
同人ノ背部ヨリ強ク之ヲ絞付ケ窒息ニ因リ即
死セシメ其後間モナク該犯行発覚前□□□村□□巡査駐在所巡査小笠原正豊ニ対シ自首タルモノナ法律ニ照ス 被告人貞次ノ右所為ハ刑法第百九十九条 該当ス 以テ同条ヲ適用 所定ノ有期懲役刑ヲ選択シ処断スヘキ処所犯情状憫諒ス可キモノナルヲ以テ同法第六十六条第七十一条第六十八条第三号ニ則リ刑ノ減軽ヲ為シ 人貞次ヲ懲役二年 処スヘク尚右犯行ノ動機犯行当時被告人貞次カ酩酊 居タル
事実被害者國重ノ素行等ニ鑑ミ右刑ノ執行ヲ
猶予スヘキヲ相当ト認ムルヲ以テ同法第二十五条ニ則リ三年間之ヲ猶豫スヘク陪審費用ヲ除ク其余 訴訟費用ハ刑事訴訟法第二百三十七條第一項ニ則 被告人貞次 テ全部之ヲ負担スヘキモ トシ主文ノ如ク判決ス
昭和四年三月二十日
高知地方裁判所刑事部
裁判長判事
多田常太郎
印
判事
川崎
恒二
印
判事
山崎寅之助
印
②殺人被告事件昭和六年五月二九日判決昭和六年五月二十九日宣告
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裁判所書記北添清美印
判
決
本籍並住居
高知県幡多郡□□村字□□□□□□□□□
樽屋職
ＹＨ
銀松
明治□□□年□月□□日生
右ノ者ニ対スル殺人被告事件ニ付当裁判所ハ検事加藤治之丞関与ノ上事実ノ判断ニ付陪審ノ評議ニ付シ其答申ヲ採択シテ 決スルコト左ノ如シ
主
文
被告人ヲ懲役四年ニ處ス但シ未決勾留日数中四十日ヲ右本刑ニ算入ス押収ニ係ル庖丁一挺（証第一号）ハ之ヲ没収ス訴訟費用ハ ノ負担トス
理
由
被告人ハ其妻フキカ数年前肩書居村字□□□□ＯＭ熊江ナル者ト色情関係アリタル際同部落民□□義道等ノ仲裁アリシ為メ之ヲ許容シ右両名モ亦其関係ヲ絶ツニ至リタルモ昭和六年一月頃ヨリ亦復其関係ヲ結フニ至リ且被告人カ其妻ト共ニ 頃ヨリ約四十日間右熊江ニ雇ハレ同人ノ製炭事業ニ従事シタル賃金二十七八円ニ対シ再三 支払ノ請求ヲ為シ其都度却テ熊江 殴打 他ノ暴行ヲ受ケ心中甚ク同人ヲ恨ミ居タル折柄同年二月十五日
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妻フキカ被告人方ヲ家出逃走シ次テ熊江モ亦同月十七日ヨリ其行衛ヲ晦 ニ至リ部落民間ニ於テ右両名カ相倶ニ出奔シタルモ ナリトノ風評専ラナリシヨリ ハ憤怒ノ情 堪ベサリシトコロ同月二十二日午後二時 熊江カ同部落ニ立帰 タルコト 聞知 タルニ依リ同日更ニ熊江ニ対シ前記賃金ノ支払ヲ請求シ若シ之ヲ拒絶セラ ルニ於テハ寧ロ同人ヲ殺害シテ平素ノ恨ヲ霽サムト決意シ同日午後四時頃自宅ニ在リタル庖丁（証第一号）ヲ携ヘテ熊江ノ居宅 出向 タルモ同人不在ノ為メ自宅ニ引返ヘス途中同□□県道ナル俗ニンデント称スル県道上ニ於テ熊江ニ出会 タルニ依リ同人ニ対シ先ツ賃金ノ支払ヲ求メタルニ同人ノ為メ殴打セラレタルヲ以テ被告人ハ即時同所ニ於テ所携 前記庖丁ニテ熊江ノ右胸前面部四箇所ヲ突刺シ同人ヲシテ大動脈管ノ損傷 因ル多量出血ノ為メ急性貧血ヲ惹起セシメテ即死セシ 因 殺害 目的 遂ケタルモノナリ法律ニ照スニ被告 判示所為ハ刑法第百九十九条ニ該当スルヲ以テ其所定刑中有期懲役刑ヲ選択シ其刑期範囲内ニ於テ被告人ヲ懲役四年ニ処シ同法第二十 条ニ則 未決勾留日数中四十日ヲ右本 算入シ押収ニ係ル庖丁一挺（証第一号） 本件犯罪行為ノ用ニ供セラレタルモノニ テ被告人ノ所有ニ属スルモノナル 以テ同法第十九条ヲ適用シテ之ヲ没収シ尚訴訟費用ハ刑事訴訟法第二百三十七条第一項 従ヒ被告人ヲシテ其全部 負担セシムヘキモノトス被告辯護人ハ被告人ノ本件行為ハ正当防衛 程度ヲ超エタルモノナ ヲ以テ 刑ヲ減軽又ハ免除ス ナル旨主張スレトモ 裁判所ハ之 採用セス仍テ主文ノ如ク判決ス
昭和六年五月二十九日
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高知地方裁判所刑事部
裁判長判事
岡崎
善太
印
判事
小林
種吉
印
判事
山崎寅之助
印
昭和九年勅令第一九号減刑令ニ依リ懲役
三年三月二十三日
変更セラル
③放火未遂被告事件昭和 年七月七日判決昭和九年七月七日宣告裁判所書記北川豐太郎印
判
決
本籍
高知県幡多郡□□村字□□□□□□□□□□
住居
同県同郡□□□□□□□□□□□
炭
焼
業
ＳＭ
政重
明治□□年□月□□日生
右被告人政重ニ対スル放火未遂被告事件ニ付当裁判所は検事片寄秀関与ノ上事実ノ判断ニ付陪審ノ評議ニ付シ其ノ答申ヲ採択シテ判決スルコト左ノ如シ
主
文
被告人政重ヲ懲役一年六月ニ處ス
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未決勾留日数中三十日ヲ右懲役刑ニ算入ス陪審費用ヲ除キ其ノ余ノ訴訟費用ハ被告人政重ノ負担トス
理
由
被告人政重ハ数年前ヨリ肩書居村□□□□□□□ＴＺ吉次 長女小浪ト其ノ内縁ノ夫□□虎次ノ目ヲ忍ヒ情交関係ヲ結ヒ居リ昭和八年七月頃小浪カ虎次ト離別シタル後モ小浪ト情ヲ通シ居リタルカ相互ノ都合ニ依リ同人ト婚
姻スルヲ得サリシモノ
ナル処同年十一月頃小
浪カ被告人政重ト将来 絶ツヘキコトヲ話合ヒ同月十五六日頃□□兼馬等ノ斡旋ニ依リ同所ＳＨ市太郎ヲ事実上ノ婿 迎ヘ其ノ後ハ□□善雄ノ経営 係ル同所松煙小屋ニ於テ仲睦シク同棲シ居リテ被告人政重ヲ顧ス同人ニ対シ冷淡ナル態度ヲ示シタルヨリ被告人政重ハ痛ク之ヲ不快ト做シ他面嫉妬 情ニ堪エス屡小浪ニ対シ情交ヲ求メタ モ拒絶セラレタルヲ怨ミ寧ロ右松煙小屋 焼燬シテ其ノ恨ヲ霽サンコトヲ決意シ昭和九年二月一日夜所携ノ燐寸 以テ古手拭（証第一号）ノ切レ端 点火シ之ヲ右松煙小屋ノ扉ノ上方ヨリ屋内ニ落シ込ミ以テ右市太郎及小浪ノ現在セ
ル右小屋ニ放火シタルモ該火気カ松煙等ニ延
焼セスシテ自然ニ消エタル為其目的ヲ遂ケサリシモ ナリ法律ニ照 被告 ノ判示所為ハ刑法 百十二条第百八条 該当スル処未遂犯以テ所定刑中有期懲役刑ヲ選択シタル上同法第四十三条第六十 第三号ニ則リ其ノ刑ヲ減軽シ尚犯罪ノ情状憫諒ス可キモノアル 以テ同法第六十六条第七十一条第六十八条第三号ヲ適用 酌量減軽シタル刑期範囲内ニ於テ ヲ懲役一年六月 処 ク同法第二十一条ニ則リ被告人政重 対 ル未決勾留日数中三十日ヲ右刑ニ算入スヘキモノトス陪審費用ヲ除キ其ノ余ノ訴訟費用ニ付テハ刑事訴訟法第二百三十七条第 項ニ依リ被告人政
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重ヲシテ其ノ全部ヲ負担セシムヘキモノトス仍テ主文ノ如ク判決ス
昭和九年七月七日
高知地方裁判所刑事部
裁判長判事
柴田
貞輝
印
判事
佐藤
智彦
印
判事
平峯
隆
印
六
新聞報道に見る陪審公判
神戸は『神戸又新日報』 『神戸新聞』 『大阪朝日新聞・神戸版』 、徳島は『徳島毎日新聞』
『香川新報』 『大坂朝日新聞・徳島高知版』 、高松は『香川新報』 『四国民報』 『大阪朝日新聞・四国版・香川愛媛版・香川版』 、高知は『土陽新聞』 大阪朝日新聞・徳島高知版・高知版』を中心として、陪審公判に関する報道を収録した。
それに加えて、陪審法施行に先立って行われた司法省による陪審法の実施に関する宣伝
活動、陪審法の解説、陪審法廷の構造、陪審模擬裁判、昭和三
（一九二八）
年一〇月一日の司
法記念日に天皇が大審院 東京控訴院、東京地方裁判所に行幸した状況、司法 臣、大審院長、大阪地方裁判所長、同検事正などの陪審法施行に関する談話、司法記念日行事、ならびに陪審法施行後の陪審法実施状況に関する報道なども収録した。
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（注）本稿では、朝刊・夕刊の区別は表示しなかった。夕刊は、紙面上段欄外に表示された日付の前日に発行され、翌日の朝刊と一緒に
配送された。したがって、同一日付でも、夕刊の報道が朝刊よりも時間的に早い記事となっている。
なお、新聞記事は、人名を除き旧漢字は常用漢字に置換えたが、仮名遣いは原文通りとし、句読点を付加して読み易くした。
１
神
戸
（一）陪審法の実施に関する報道１「大阪朝日」昭和三年一月一日
われ
く
が裁判に関与できる時が来た
六十五坪の新築大法廷で
本年十月から
去る十二年公布されて以来、司法当局でパンフレットに、映画に劇に講演に宣伝これ努
める一方、関係司法官をして欧米諸先進国におけるそれを研鑚、考究させて来た陪審法＝＝専門の裁判官の外に素人であるところの一般民衆を裁判手続に参加させるといふ制度＝＝は、いよ
く
今年の秋十月から実施されることゝなったので、全国各地裁判所ではこれ
が準備に忙殺され、現に神戸地方裁判所でも、旧冬十一月、三百六十名の陪審員を抽籤で任命し、引続き畑工務店に請負はせて、現庁
舎東南隅の空地に三層楼鉄筋コンクリート、
延坪三百六十五坪、陪審法廷 あてるための新庁舎を建築中である。設計によると該新庁舎は、旧庁の一、二階から各渡り廊下でつなぎ、階下を供託局、公 控室、判検事、書記の各宿直室、弁護士室 同応接室、暖房室、倉庫などに、二階は 央に約六十坪の陪審法
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廷、その他に弁護士、合議、事務、評議、陪審員各室、三階を三つの陪審員の寝室、食堂、浴室、洗面室などに充てる計画で、工費十余万円、初夏の候までには落成させる予定で、折角工を急いでゐる。
この様に陪審法は、既に準備、研究期をはなれて実行期に入ってゐるに拘はらず、一般
にはなほその本質 内容が普く知れわたってをらぬために、往々こ 制度に対して誤解がある様だが、我が邦の制度は欧米のそ と異なり、その主とするところは立憲政治の本旨を全うする点、即ち従来国民 関与翼賛を経 立法 行政と国務以外、政府で単独でやって来た司法 も国民を関与させて、国の生命である正義 維持し、それによって国家の興隆、国力の伸張をはかるといふのが 該法の根本精神である。
なほ、陪審員は、日本の国民で年齢三十歳以
上、かつ二年以上同じ市町村内に住んで直
接国税三円以上を納め、読み書き 出来るも ゝうちから 各地方裁判所で抽籤により所要の候補者を選任し、事件のあるご に三十六人の陪審員 抽きだし、うち更に検事と被告人のともに信用する十二人を選んで法廷に列席させ
また、この陪審にかける裁判は、刑事事件に限られ、第一に法で定められたもの、即ち
地方裁判所に属する重罪のうち 被告が犯罪を自白した場合と選挙違反又は騒擾罪 軍機の秘密などの犯罪を除くすべ と、第二 被告人から特に請求したときは、例へ犯罪が窃盗、詐欺の様な区裁判所
（注、地方裁判所が正しい）
に属する軽いものでも、被告人からの求めによ
り、これをいはゆる請求陪審事件として審理す 定めとなって り、神戸地方裁判所管内では、すでに陪審員の人選も終へ、施行される日の勅令発布と法廷の建築落成をまつのみとなった。
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２「神戸又新」昭和三年三月一日
特別議会に陪審部設置費
司法省から提出する予定
優遇費は他省の振合を考慮
来る特別議会に提案すべき予算については、司法省は政府当局の意嚮及び他省との振合
を考慮してゐるが、目下の処では陪審準備及び陪審部設置に要する費用を、実施期まで来る十月一日に是非とも要求する必要あり、前者は臨時部三十七万円、経常部十二万三千七百円計五十九万三千七百円、後者は経常部のみで百〇一万六千円 要求す 筈である。
而して、原法相の理想案である、司法官と行政官の差遇をなくし、判検事書記並に職員
優遇費六十一万五千七百円、 （全部経常費、前回 閣議において承認された額）は、他省との振合を見て提案する意向であ と。３「神戸新聞」昭和三年三月一五日
陪審法裁判長の勅任は事実上駄目
議会解散の祟りで
当初の計画は台なし
陪審法の実施は、漸次近づいて来たが、これが実施に当って、全国五十一地方裁判所中
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東京、横浜、名古屋、京都、大阪、神戸等の六大都市にある各地方裁判所だけは、最も模範的に陪審法の精神を発揚せしめようとしてゐる。ところが、この陪審法も過般の議会解散の祟りで 予算が実行予算となったため、事実上障碍を来したわけで、当初の陪審法の裁判長は勅任級の判事をもってあて、検事は検事正か少く も次席検事をもってしたいといふ司法省の希望は全く望み薄いものとなり、前記の六大都市各地方裁判所は勿論、控訴院所在地の宮城、札幌 長崎 広島等の裁判所なども必然的に、従来画策し来った裁判長を勅任とするといふ計画も画餅に帰したわけである。
従って、東京地方裁判所では、最初の計画であった控訴院の遠藤裁判長（勅任）を転任
せしめること及び控訴院第三部長として令 ある沼 長を東京地方裁判所の陪審部第一部裁判長とすべく内定した であるが、暫らく沙汰止み らう。 （東京電話）４「神戸新聞」昭和三年四月一三日
司法官の大異動、陪審法の実施に備ふるため
有力な判検事を地方へ配置
人選準備に着手
司法省では、来る八月、全国各裁判所にわたって判検事の定期異動を行ふはずであるが、
本年は十月一日より陪審法が実施されることになってゐる で、陪審裁判に精通する判検事を各地方裁判所に配置する必要があり、殊に七月八日には二十二年間大審院判事として活動して来た刑事第一部代理部長平野猶太郎氏、十一月三日には刑事裁判にかけては横田
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前院長の片腕と称せられたほどの第三部長磯谷幸次郎氏が停年に達するので、その補填を行ふ必要があり、相当大規模の異動となるので、小原次官、清水人事課長 手許において、既にそれ
ぐ
人選準備に着手した。この大異動の結果は、司法省内部及び東京地方裁判所
判検事中から、相当有力な人が地方の各地方裁判所へ配置されることとな であらうといはれてゐる。 （東京電話）５「神戸新聞」昭和三年四月二〇日
陪審法の話（一）
素人の裁判参与
神戸地方裁判所長
東
龜五郎
普選が布かれて「明るい政治」が謳歌される、陪審法はまた「明るい裁判」 なければ
ならぬ、日本の陪審法も愈本年十月から実施されることに った。陪審員の資格者や候補者はもとより、全民衆は陪審法の如何なるものであるかを心得なければならぬ、今回神戸地方裁判所長東龜五郎氏を煩はして陪審法の講話を請ひ、 れを続載することにした。
国民の自覚
日本の陪審法は、大正十二年に帝国議会 協賛を経て発布になったのであります。それ
は、丁度五年間の猶予を得て、大正十七年即ち昭和三年度から実施する 云ふことに相成ったので、これは日本の法制からいへば非常に重大なる変革で、これをよく行ふか、或は悪く行ふかといふことは、我国臣民にとって 問題であるのであります。で
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これを良く行ふといふのには、国民が一般に自覚をする、即ち国民をして陪審法が如何なるものであるといふことを知らしめることが、何うしても実施準備をする上において第一の手段であって、また最後の事業であります。
裁判に参与
陪審制度といへば、何れの国においても行はれる制度で、素人が裁判に関係するといふ
ことに外ならぬの ります。これまで 裁判は、総て裁判官といふ官吏が独断で専行来ったのであるが、それに法律や裁判に経験 ない人をして参加せしめるといふのが、先づ陪審制度 根本であります。英国のジュリーの といふのは、これをいふのであります。この思想は、即ち国民をして裁判に参与せしめると ふ思想で、これは何れの国においてもあったので、支那 はやはりその思想が以前にあった様に はれる。孟子の梁 恵王章句の中にも、 「左右皆殺す可 、聴くこと勿 、諸大夫皆曰く殺 可しと、聴く事勿れ、国人皆曰く殺す可しと、然して後に之 察し殺す可きを見て、然して後に之を殺す可 」とあります、即ちこれは国民を 裁判せしめるといふ主旨であったの が併し支那ではそれは実際 は行はれてゐ かったので 。
陪審の起源
外国の歴史によると、ギリシャやローマの昔においても、多数の国民が集まって裁判を
したといふ歴史がある。現にアテネにおいては、重大な 事件が 、三十歳以上の男子が、沢山白と黒の貝殻を 手 手に持って 若 調べた上で有罪なれば黒い石を投ずるし、無罪なれば の石を投ずると う様なことで、丁度今日の議会で投票する時の様な方法で、有罪無罪を決するといふことが行はれた。ローマの国民議会 重大な裁判をさ
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ういふ風な筆法でやったといふ歴史がある であ 。これが、今日 やはり国民 裁判に参与すると云ふ起源になったのである。併 、今日の陪審制度が形 現れた は、イギリスが始めてゞ、今より八百年前（十二世紀）に行はれ、それ 十八世紀即ち今よ 二百年前にフランス大革命の後にフランスが陪審制度を採用した である。次 、ドイツ イタリー、その他のヨーロッパ諸国 伝はり、米
国では建国の最初から陪審の制度を採用して
ゐる、それはイギリスの元植民地 あ からであります。６「神戸新聞」昭和三年四月二二日
陪審法の話（二）
我国における起源と槙村事件
神戸地方裁判所長
東
龜五郎
我国に於ては、古来裁判に人民が参与したと云ふ歴史上においては余り徴すべきものが
ないのである。陪審と云ふ思想と言葉の現れた は、明治の初年 岩倉大使がヨーロッパ諸国を巡遊した時の記録、即ち特命全権大使欧米回覧実記と云ふ記録において、ジュリーと云ふ陪審員が参加して裁判したと云ふことが書いてあります。然る 、これが遇我国に陪審を試みると云ふ動機となったのである、それは明治六年の頃で、京都に有名な槙村事件と云ふのがあった、丁度それに現れ のであります。この当時の日本には、ジュリー即ち陪審 ことの思想は、相当に世人に知られてをったも と見えて、かう云ふ俗歌が花柳界一般に流行したさうである、 「恋の裁きがジュ をつけて、粋な裁判して欲しい」
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これによると明治初年には、ジュリーと云ふことが相当に世人に知られてをったものと見えます。今申した槙村事件と云ふのは、何うい とであったかと云ふと、当時即ち明治の初年維新の大業に従事した人達が、皆明治時代の官吏になったが、その中でも薩長の人達が、陸海軍または行政府と云ふ様な方面に勢力を張って、殆どその藩閥以外の者が驥足を延ばすと云ふことが出来なかっ 。あたかも、明治四年に司法省が出来 而して裁判と云ふもの 明治五年に設定されたのである。
そこで、所謂藩閥以外の秀才と云ふのが、そ
の裁判の方に入って仕事をした。主として、薩長に対して土肥の人達が司法部 関係 たのである。だが、何れも明治初年において、所謂国家の枢機に当ってその大業に従事した人達でも、こ 司法とか裁判とか云ふ方面に対 ては非常に暗く、また非常にこれをうるさがったも である。その結果は、司法裁判に暗い薩長の行政部と 司法官と 間に各所で軋轢 起ったの 当時京都の裁判所長であった人で、北畠治房と云ふ人があったが、この人は天誅組に関係して人格高潔な士であった。また一方に 京都府の知事 か参事とか云ふ行政部 人達が、今日の知事なんか 違って専擅な遣方をしてをったのであるから、自然 ゝでも司法部と行政部と 確執と云ふものが絶え かったのである。然るに、丁度その時に 京都の小野組（主人は小野善右衛門）と 、今日で へば御用商人といった様な富豪があって、この人は京都から遷都 際に 十万円も寄付し といふ位な人であったのであるが、その富豪が京都にをっては仕事において非常に不便がある ことを感じて、東京へ転籍しようと府庁へ願書 提出 た、転籍の理由は、表 は左の様な理由、即ち請負なん をするとい といちいち本籍の証明を取らんければならぬ関係があるので、既に東京へ遷都して各官庁とも東京にある で、仕事を る には京都 をっ は
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と云ふのであった。併し実際は、さうでなくして御用商 であるから 府庁 方で時々昔の御用商人と云った様な負担を命じ が、什うも困ると云ふ が根 の理由であったのである。７「神戸新聞」昭和三年四月二三日
陪審法の話（三）
我国に於る起源と槙村事件
神戸地方裁判所長
東
龜五郎
以上の都合で、小野組では何れにしても、東京その他へ転籍をしようとかゝったところ
が、府庁では本人を呼び出して、それをやめろと云った様なことを厳命して 却々転籍願ひを聞きとゞけて呉れなかった。ところが、その頃は現在の様に行政官の不当処分に対し、裁判する行政裁判所が ので、それで司法省達第十六号と云ふ布達によって「地方官及びその戸長等が人民からの願書或は届書等についてこれを壅閉した時には その人民からその地方裁判所へ訴へること苦しからず」と云ふ布達が のであります。そこで、小野善右衛門から、府庁が転籍願を聞届けないと云ふのは人民の願ひ出を壅閉するものであると云ふ で、司法省 出たのである。丁度今日の行政裁判所へ対して行政訴訟をするのと同じである。所が前申した通り、司法部と行政部との軋轢があ だから、司法省では直にこの当時の知事長谷信篤といふ人と参事の槙村正直両氏を 呼て裁判をした結果、小野組 転籍 直ぐ聞き届けて取扱へといふ裁判をしたのである。然
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るに、知事や参事は、裁判所が我々を裁判すると云ふのは怪しからぬ云って、その裁判に対して一向に請書を出さぬ。その当時は、裁判を受けると請書を出さなければならなかった、不服なれば上告すると云ふ具合であったのであ 、不服で上告もせず、請書も出さぬと云ふので、今度は裁判所の方からは、この両氏に対して違式令と云ふ廉で愈刑事上の裁判をやると云ふことになったのである つまり、そ に抗拒すると云ふ点からして、今度は違式令によって懲役を命ず ことになった でありま 。然るに、この知事や参は、勅任や奏任であるため 、その頃に それを拘留したりまた懲役を言ひ渡すには勅裁を仰がなければならぬのである。取敢 、その旨を太政官に進達して、かう云ふ事件によって両名を拘留して裁判したいからと云ふ承認を求めたの る。ところが これに対して太政官で 困って了ったのであ 。僅 ことで、知事や参事を拘留すると云ふ様なこは困る、さうかと云 司法省の言ひ出した法律上 理屈を枉げる訳 行かぬ それで色々交渉した結果、兎に角槙村を拘留すべく又 に対して呼出状を渡 、若しその呼出に応じなかっ 場合には、拘留をしようといふことに肚 決めておいた結果、漸くにて裁判が開かれ までになったが、何うも司法省と行政官庁と 軋轢があ て結果が面白くなささうなので、若し何ん 裁判をするか 知れぬ いった虞れからして、官庁と官庁間との争ひと云ふものについてはこの際 外国の陪審の制度を加味したらよ うと云ふことに意見が一致して、こゝに明治六年九月に太政官達し 「京都府知事 参事の裁判件は陪審相設け候条此度相達し候事」と、急ごしらへ 制度を案出し る。８「神戸新聞」昭和三年四月二四日
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陪審法の話（四）
参座制と広澤参議殺し
神戸地方裁判所長
東
龜五郎
その年の十月になって、また太政官告示で詮議の末に参座と改め、 「別紙の通り規則を相
定め候」といって、参座の規則を発表したのである。その参座規則 主たる点は、内閣及び各省から六人の参座を裁判につけるといふことになった である。即ち、裁判に他の行政官六人を、今日の陪審員の様にしてつけるといふ規則 のである。その当時参座として出た人々は、その後有名な人が沢山あるが、その参座に依て裁判をした結果、結局知事参事を懲役百日及贖罪金として知事が四十円
参事が卅円の刑を言渡した。当時官吏が懲役
を言ひ渡されても 金を出す それで済むことになってゐ 。槙村事件は、右申した様な結果で落着し が、その翌年（明治八年）に
なって、参議廣澤兵助直臣を暗殺した（明治
四年）嫌疑者の裁判が行はれたのである。こ 廣澤参議は、明治四年 何者かに暗殺され、その当時天皇に於かれては、非常に御軫念あらせられて、是非早く犯人を挙げよとの御言葉があったために、政府の が皆躍起となって犯 探し をった所、何うも右参議の妾であったかね子と同家の家令であった起田正一 が相通じてゐた関係上、参議 殺したは「かね」であらうと云ふことになって嫌疑 かけられ、警視庁では両人を取押へ長い間取調べをしたのである、さうしてそ 当時のことであるから、今日とは違 て実に惨虐極まる拷問に け 結果、到頭妾のかねは正一と通じて殺したといふことを自白す に至った、所が裁判所の方 見るところ は、 は全く苛酷な拷問 為自白した者で、夫は真
- 81 -
実でないと云ふ心証を得たので取調べた所、果して両人とも裁判所へ来てからは、全然否認しつゞけ、自分達でないと云ふのであった、何うも裁判の成行が無罪にでもなりさうになって来た、そこで警視庁ではこれを無罪にされたら困ると思ったのであらう、この事件について参座を置 てくれと、つまり陪審によ て裁判を 呉れ 云ふこと なったのである。当時、やはり槙村事件と同様に、内閣
及び大蔵省あたりから
行政官が六、七人も
参座をして、その裁判を行ったのであるが、裁判の結果は矢張無罪といふことになった、被告の両名 は証拠がないと ふことに って了ったのである。今まで申した様に、結局明治六年に参座制を設けて八年までの間に、放火事件等も数件そ によって をしたのであるが、結局それもその後廃止にな 、 （丁度西南戦争「明治十年」 ）の起る ろであって、さうしたゴタゴタからであらうか） 。以上の如く 我が国には、もう既に明治 初年におい 今日の陪審制度に似た制度が行はれて さき程申した際にジュリーをつけ判をして欲しいといった様な俗歌ま 流行したのであるが、其後は段々忘れら て了っ 、裁判に陪審をつける等と云ふ ことは全然 かった である（尤も此当時 陪審員 なった人は皆各省の官吏であっ が、私が今日お話せんとする陪審法は国民一般より陪審員を取る制度であります） 。然るに、吾々 記憶するところによ ば 明治廿九年頃 東京の弁護士会から、当時陪審博士と云はれ 江木衷氏が中堅とな て、裁判 陪審を設けて呉れと云ふ建議をしたのである、その当時は たゞ建議だ で余り世人から顧みられなかったのであるが、遂に機熟して大正十二年四月十八日法律第五十号 以 発布されたのである。
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９「神戸新聞」昭和三年四月二五日
陪審法の話（五）
我国に陪審法を採用した理由
神戸地方裁判所長
東
龜五郎
次ぎに、如何なる理由で我国に陪審法を採用するに至ったかといふことについて申して
見たい。或人は、今日の裁判官は悪いから陪審
員を加へて裁判を良くしようといふ風に議
論をする人もある、或はまた今日の裁判には人権蹂躙といふことをする、これは官吏だけが裁判 からさういふことになるから、
人民から裁判員を出せばその弊を除くことが
出来、つまり悪 裁判を改良し、その人権蹂躙を防ぐ趣旨からして陪審法 布くと云ふ人もあるのである。併し乍ら、これ 皆間違った考へであるので、実際の所我国では裁判が悪いから陪審を布くと云ふ訳で なく また するからこれを防ぐために設けると云ふのではないのであ 、つまり比較的の議論な で、今日の裁判をより良くしようと云ふのが根本主旨で、所謂錦上さ に花を添へようと云ふ点 於て 布 たのである。殊に、我々司法官及裁判官が外国のそれ べて非常 悪いとは思へぬので、世人はそれ程司法部を見くびってゐるとは思へぬ また
人権蹂躙といったところで、裁判は公開で所
謂衆人環視の前で行はれるも 、その裁判に人権蹂躙が行なはれると云ふことは殆ど想像もつかないことである。 あ から 今 様な理由で陪審 布かれたのではない ある。
陪審を採用した真の理由は、曾てその発布当時の司法大臣岡野博士が国会において
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法提案の理由として述べられたことは、簡単ではあるがその要をつくしてゐると思ふ、即ち「政府が陪審の制度を立てゝ司法制度の完備を計ることは、今日の事情において最も必要であると認めてこゝに陪審法案を提出した 政府がこの制度の採用 必要とした理由を一言すれば、司法事務に関 或範囲内において 国民をして参与せしめることは、立憲政治の本旨に適ふ所以であると思ふ、殊に輓近人文 益々発達するに伴って、国民の国務に参与する範囲は漸次拡大する傾向あるの時 当って、ひとり司法事務 関 のみ依然として国民を無関係の地位に置き、常職裁判官の独断専行に委ねて顧みないのは、社会の変遷と人心の趨向とに鑑みて大いに考慮せねばならないと信ずる、而して、現行制度の行はれる裁判 対しては、国民は敢て不信を抱くものでないと信ずるが 素人たる人民をて裁判手続に参与せ めて裁判に関する理解 得せしめ、また裁判を常職とする裁判官時に陥らんとするの虞れあ 弊を匡救し、これによって国民をして裁判に対する信頼を一層厚からしめ、従って裁判に悦服せしむ ことは司法制度としては極めて緊要なことゝ思ふ」 。
かゝる趣旨によって、我国において陪審制度を採用するに至ったのである、一つは政治
上の理由、一つは司法上の理由と二つ 分けることが出来ると思ふ。第一政治上の理由と云ふのは、立憲政治の本旨を全うする為なのであ 。立憲政治 目的 云 のは、国家の政治即ち国務を行ふ際に、これまでの如くに官吏だけ 政治をしない、国民の賛同 得国民と共に政治をすることが、立憲の本義に適ふといふのである。 の目的 向っ 立法、行政の二つが、既に三十年の昔からして人民 を許し ゐる であ 。即ち、立法といへば法律を作るといふことなので そのこ は現 帝国議会で行ってゐる、また帝国議
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会が予算の議定をしてゐる。行政といへば、国民の福利を進めて行くことが行政なので例へば道を造るとか、学校を起すとか 或 勧業とか衛生とか云ふ風に直接 民に幸福を与へることを進めて行くのが行政であるが、その行政は既 議会でその一部を議定し ゐる、のみならず地方自治体においては、人民より選挙した議員に依りて各種の議会を設 、さうしてその各自治体の行政を進めてゐる。
然るに、その国務の重要な一つであるところ
の司法部に限っては、未だ曾 国民にその一指 染めしむるに至ってゐない で、全然判官と云ふ官僚によって独断専 せられてゐると云ふこ は、実に立憲 本旨たる国 が参与すると云ふ本旨 違ったものである、かう云ふ意味において、国民をして所謂陪審員として裁判に関係せしめると云ふ が、 治上の一つ 理由である。
「神戸新聞」昭和三年四月二六日10陪審法の話（六）
我国に陪審法を採用した理由
神戸地方裁判所長
東
龜五郎
次に、第二の陪審を設けた裁判上の理由としては、只今司法大臣の説明にもある通りに、
裁判官は法律専門家である、さうなると法律にとらはれ 虞れは必ずしもな とはいへないのである。また、実際法律に捉はれなくっても、世間 随分法律や或は裁判に対して非常に誤解をしてゐる人が少からぬのである、裁 官と云へば法律の権化であ 法律でかたまった人である、所謂石部金吉と云った様な融通のきかない人間である 云ふ風に思って
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ゐる人は少くないのである。それと我国においては、この裁判と云ふものには一向に無関心の人が多いので、裁判所を別世界の様に考へて、まあ成るたけさうい ところへは行かない方がよいといふ考へを持ち、 「私は一度も裁判所に行ったことがな 」 いふことを誇りにして が こ では、何んな法律を作りまた裁判官を良くしてみたところで、あの裁判官では人情 解せんとか、或は常識がないといふ頭をもって臨まれる日には、全くこの裁判の信用といふものがなくなる次第である。そこで、この陪審制度と云ふものを布いて、国民一般より陪審員を出して裁判に参与せしめる 云 こ になれば、この裁判に対する誤解も去り、また自分がこれに親むと云ふこと り、その結果は裁判の信用を博する上に於て与って力があると思ふ も亦 陪審制度を布い 一つの理由である。先き程申した「ジュリーをつけて粋な裁判して欲しい」と云ふ俗謡も即ち法律でかたまった裁判官の中へ、常識に富んだ人民を加へさへすれば くだけた裁判が出来ると云ふのである。又裁判官とともに、人民自身も加へて裁判をするといふことになると、良くても悪くても先づ安心が出来 といふのである。さうなれば、現在の思想、即ちデモクラシーといふ観念から見ても、国民 裁判 参与するこ は、最も時代に適応した制度であると思ふのである。以上申述べたこ 理由 なって、 の制度 生れたものであらうと思ふ。
「神戸新聞」昭和三年四月二七日11陪審法の話（七）
日本陪審法の特徴
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神戸地方裁判所長
東
龜五郎
外国の陪審と日本の陪審法と非常に大きな差異が二つある。第一の特徴としては、外国
では陪審員に犯罪の有無を判定さすところの権利を与へて 、有罪か、無罪 ことを判断する権能も与へてあるのである、言葉を換へて云へば、陪審員が無罪だと云へば仕方がない、つまり陪審員にそれほど強い権力を与へてあるの 。然るに 日本 陪審員にはそれ程の権能を与へられてゐない。日本の陪審員には、犯罪構成の要件、即ち犯罪の事実関係のみを評議答申するだけの権能より与へてゐない、例を挙げていへば、日本の陪審法では、こゝに或る殺人事件があったとすれば 「被告は某を殺したか？何う 」といふ事実を陪審員に評議さ のである、ところが人を殺したからと っ も必ずしも有罪とは限ってゐない、陪審員が殺したといふ事実を判断しても、裁判所がそれ 有罪にするか、無罪にするか又如何なる刑罰を科するかは、それは法律上の問題で、裁判官に於 之を判断するのであ 。之に反して、外国 陪審員に於 は、殺した事実ありや否やといふ事実の有無を判断さすだけ は く、進んでこの被告を有罪にするか、無罪にするかといふこと さす この点 、非常
に大きな差があるのである、結果としては、
事実が極く明白であ 時には、日本 必ず有罪になる場合でも、外国では事実あるなしに拘らず、その被告が気の毒だ、可哀想だといふことになれば、無罪にす 例は多々 ります。フランスに於て陪審員が当然有罪なるべきものを無罪にした事例がある。その一はラウール・ヴィレンといふ青年が、社会党 首領で代議士であ ジャン・ジョーレーした事件である。このジャン・ジョーレーと
いふ代議士は社会主義の人で、当時フランス
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は世界大戦後軍備拡張をするといふことになった、当時ジョーレーが、三年兵役制に反抗して軍備縮小論を唱へたのであ 。ところが、被告ヴィレンはこれは、怪しからぬ、彼は祖国を売るものである、さうしてドイツ人の玩弄物になり、フランスを滅亡に導くものであるといふ考へ、かうして三年 兵役制に反対するジョーレーは国賊であるとな 、到々千九百十四年の七月三十一日（大正三年）にこのジョーレー代議士が、パリのモンマルトル街のクロアーサン・カフェー店でリューマルニチー新聞社の社員と一緒に飲食してゐる時に、こ ヴィレン青年は窓外からピストル 向けて一撃の下 射殺したのである。このヴィレンが何も一時的に興奮した訳ではない 、その年 三月頃からジョーレーの如き国賊は殺してしまはなければならぬといふ考へを持ってをって、その殺す二日程前から毎日々々代議士の後をつけて、ピストルを用意して機会 ねらってをった である 恰も三十一 午後九時ジョーレーがモンマルト 街のカフェーに入った を見届けて、丁度窓の所から三尺離れて腰掛 ゐるジョ レーをピストルで射撃し、そのまゝ即死せしめたといふ事犯であるが、 は犯行後別に逃もかくれもせず、そこに立ったまゝ「自分は至高の義務を尽してこ で満足だ、自分は正義 ために自分の生命 犠牲にすることが出来て愉快に堪へない」と叫びつゝ 警察にひかれて行ったさ である。勿論、彼は予審及び公判とも全然 実を認めて 寧ろ殺人をしたこ を非常に誇りと思っ ゐた位だから、この殺人の証拠 ついては 点の疑ひはない である。然るに、それを陪審にかけたところ、陪審員はその青年に対して非常に同情を寄せ、このヴィ といふ青年が国の めに国賊を射殺した であるから、かういふ義侠心のある青年を殺人 よって処罰するのは気の毒だといふ様な考へ ったのであらう、結局陪審によって、その犯行の有無 度外視
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して無罪と云ふことにして了ったのである。これ等は、全く感情上 裁断で っ 丁度性質において、日本 甘粕大尉の事件と一緒
であるが、甘粕大尉が殺人をなしたか何うか
といふことに対しては議論の余地がなく、その犯行に対しては一点 疑ひはないのである、これ等の事柄を若し日本の陪審 よって裁判する場合は、フランスのそれに反し陪審員においてこれを無罪にする訳にはゆかぬのである、殺した事実ありや否やを日本 陪審員が判断するが、有罪にするか、無罪にするかは 官がや ので、陪審員 向関係がない。こえが即ち、外国と日本との陪審制度 相違 ある一 点である。 （写真は仏国 法廷、右側傍聴席の前×印が陪審席）
「神戸新聞」昭和三年五月一日12裁判に干与する陪審員候補欺さる
あまりに皮肉な被害に
裁判所が警戒望む
詐欺の犯罪が益々智的になって、密会者や留守宅をおどす偽刑事の程度でなく、判事を
名乗る大詐欺漢が、三田で超レコードの犯罪を犯した。その巧妙な遣り方に、世間もアッと驚いてゐるか、最近また神戸市内で陪審員候補者をだます詐欺漢が出没し、須磨や葺合等全市に被害が多い。その遣方は、陪審員候補者の調査に名を借り、その宅を訪ひいろいろなこ をきいたうへ 本人 写真を出させ、書籍代だといって十五円を詐取する であるが、この陪審員候補者は 今秋十月から実施される陪審裁判 ついて、その都度呼出さ
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れる資格者で、裁判手続に参与して犯罪事実の有無を答申すべき重要な職務にある、その陪審員候補者が詐欺に罹るといふにいたっては、全く苦笑以上の悲哀といはねばならぬ。兎に角、この不埒漢の横行につ て、裁判所で 厳重注意方を希望してゐる。
「神戸又新」昭和三年五月九日13陪審法実施の為めに
判検事四百五十名増員
事件数に応じて割当る
司法省では、特別議会に提案した陪審法実施費百二十三万三千二百七円が、無事に通過
したので、同省では、施行規則 関する勅令並に陪審員に支給する旅費日当に関する勅令の発布準備にとりかゝったが、両勅令とも今月中に発布の予定である。右陪審制実施に伴ひ判事四百四人 検事四十六人の増員振当ては、木村調査課長の 許 おいて考究中であったが、事件数に比例して、東京地方裁判所には三部、大阪地方裁判所には二部、その他の地方裁 所には一部づゝの陪審部を新設し、前記の判検事を割あてるこ に決定したが、不足のところは普通刑事 の判 及び検事をもって兼ねしめ 唯陪審主任 判事を配置するにとゞめると。
「神戸新聞」昭和三年五月一一日14陪審法の話（八）
- 90 -
日本陪審法の特徴
神戸地方裁判所長
東
龜五郎
本篇は、四月中旬の本紙上に連載したもので、その後特別議会の開会並に済南事件のた
め記事輻輳し、一時中絶するの已むなきに至りました。引続き連載いたします、御愛読乞ふ。
今一つの例として 有名なカイヨー夫人の事件を紹介して見よう。上畠代議士が、カイ
ヨー夫人の裁判といふ書物を書いてをったが、これは何ういふことかといふと、フランスでこれも丁度前申したその当時に起った事件である。則ち、千九百十四年（大正三年）三月フランスの大蔵大臣ジョゼッフ・カイヨー氏 夫人が、夫君の政敵 る巴里フィガロ新聞の主幹ガストン・カルメットと云ふ人を射ち殺し 事件である。それは、カルメット大蔵大臣のカイヨーとは、政治上において非常に意見が違ってをった である。トが、自分の新聞を利用して、大臣の数々の悪口及醜行をあげて、毎日々々連載して、それを摘発した である。それには 随分酷いことが あ のである。カイヨーといふ大臣は、フランス 国 売るものである、即ち ランスの敵国たるドイツより金を貰って国の機密を売ってゐると云ふのである つまり売国奴として取扱 記事を載せ、また或る死者のプリユーと云ふ人の遺産分配 際し、六百万フ 収賄し とか そ からまた詐欺の被告人であるロセットといふ者の公判を、自分が官権を利用して公判の延期を命じたとかの所謂トンジョー（同大臣の略名）又ラブレター（恋愛文）事件も発表したのである。そのラブレター事件と云ふ は、カイヨー大臣と同夫人 が結婚する前に、互に
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ラブレターの取り遣りをした、この秘密の通信を摘発したものである。これは、カイヨー夫人にいはすれば、全然新聞社は虚偽 ことを捏造してゐるといってゐ が、兎に角結婚前に起った甘ったるい手紙をやり取りしてゐた を発表したものである。それ以外に新聞で百三十八件も公私に亘って散々な悪口を書いたも である。そこで、カイヨー大臣が非常に立腹して、自分に対して収賄したとか、国の秘密を売ったとか、或は極秘にしてゐる手紙ま も発表して捏造すると ふに至っては実に怪しからぬ、極度なる名誉 毀損を受けたといふので、カイヨー大臣はカルメットに対して決闘をする決心 したの ある。それを知った夫人は大いに驚き、今自分の主人であるカイヨー大臣は、フランスに取ってなくてならぬ人である、然るに決闘の上で若し死ぬるといふことになれば、フランス め大損害で、これは何うしても自分が代って相
手を殪さなければならぬといふ考への下に、
愈政敵たるカルメットを失脚さすべく、パリー地方裁判所長のモニエ といふ人に頼みに行った、 「あゝいふ不都合なことを書く新聞は、裁判所の権力で差止まる が出来ないか」といふ相談を持ちかけた。裁判所長も 事件 な ゐない新聞の記事を差止めることは出来な と、一向に膺懲 得ることが出来なか 。そこで、結局相手を殺して了ふより致し方が い いふことに決心をして、その日直ぐにカスチンヌ・ルネットといふ銃砲火薬店へ行ってブローニングのピストルを買ひ求め それから のピストルが相当に効力があるか何うかといふことを試すがために、地下室へ行っ 試験して見た であ 、兎に角銃器の有効なことを認めて、それを携帯して帰宅し、自分はもう死を以て望ん ゐ のであるから、銀行に立寄って金庫の整理をした上 「自分 体 国家のため 犠牲にする」といふ悲痛な遺書を認め、着物を改め化粧 なし（日本 云へば死装束を し） 、用意万端を
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整へてフィガロ新聞社へと出かけた、そし カルメット 面会 求め、二言 三言言葉交したる後、不意にピストルでもって乱射した、遂にカルメットは、無残の即死を遂げたもである。夫人は、予て覚悟の上 ら、警官が来るまでそ 場所にとゞまって 穏なしく警官に曳かれて行った。
「神戸新聞」昭和三年五月一二日15陪審法の話（九）
日本陪審法の特徴
神戸地方裁判所長
東
龜五郎
公判廷にたったカイヨー夫人は、勿論犯行のすべてを認めた。斯様にして、犯行の事実
は至って明瞭であり、一点の疑ひはないのであるが 陪審にかけた結果、弁護士は巧に陪審員の感情に愬へ、又陪審員も血の気の多い
仏国人のことであるから、昔の烈婦女丈夫に
比すべき同夫人を処罰するに忍びなかったものと見えて 前同様結局無罪といふこと なった。ところが、これに反して この裁判のあった少し以前に無政府党のエシール・コッテンといふ被告人 新聞 もあった通り、
フランスの首相クレマ
ンソーを狙撃したこと
がある、クレマンソーは幸ひ して、極く軽傷で難を免れ ことを得たが、こ コッテンに対しては陪審員の方では死刑を求めた。米国 ヘラルド紙は、大いに冷かし 、フランスは不思議な国だ、人を殺して無罪になり 殺さないも が死刑になったといった。これは、つまり陪審員が一種 感情に走ったとこ
ろの判断から来た結果で、上畠代議士が大
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正十二年陪審法が決議された時、右のやうな例をあげて、こんな不都合な、全く感情によって動いてゐる陪審員の態度で結果が決まるのは決して公平な裁判ではない、と極度に反対したものである。けれども、我が国の陪審は、外国のそれとは異って、有罪とか無罪とかいふことを決するのは裁判官の機能で、陪審員にはその機能がないのである、たゞ犯行の有無を評議して答申す だけに過ぎないから、如上の上畠弁護士がいった様な心配はないのである。
次に、今一つ外国の陪審と日本の陪審の相違する第二の特徴―日本では陪審員の評議は
裁判官を羈束しない、即ち裁判官は裁判員の評議に従っても従 なくてもよい 云ふことである。此に反し、外国の陪審員の決議 、裁判官を羈束するのである。此は、外国の陪審と異な 点で、恰も我国の帝国議会が法律案に協賛を し、天皇これを裁可して法律になるの 同様、陪審員 評議 経て、 が をするのである。故に、陪審員が犯罪事実あり 評決しても 裁判官はこれを採用 も、しなくともよいのである。若し、陪審員の評議が悪ければ、また人を代へて何回でも遣り直しが出来るの ある。つ り、議会と同様で、何回 も解散が出来るのと一緒である、が然し議会で 解散を無暗にやることは政治道徳上面白くないのと同様、陪審員 更迭 実際上は度々行ふ ではないと思ふが、只論理上は裁判官を羈束せな ことに相成っ ゐ 。
然らば、日本の陪審と外国のそれとは、何故この如き差違を生ずるに至ったかといふと、
これは第一憲法上の問題で る。陪審員に法律上の決定権を与へるといふことになれば、憲法第五十八条「裁判官は法律に定めた資格を具ふ 者をもっ これに任ず」に抵触すのである。陪審員は 律に定めたる裁判官でないから 裁判の 部 行ふ
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ると、憲法の精神に違反するといふ反対意見があった で、これ 緩和するために、裁判上犯罪事実の有無を評議させるとい ことに
なったのである。然るに、外国では何故それ
程力強い犯罪の決定権が陪審員に与へられてあるかといへば、つまりそれは沿革上さうなったものである。フランス を布 たのは今より二百年前 即ち有名なフランスの大革命後、陪審な も が裁判に入ったのである、が何故そのフランスに大革命 起ったかと云へば、原因は種々あるが、裁判は秘密に行ひ且つ不公平で り、国王が擅横で裁判官を勝手に指揮し、裁判官に独立 地位を与へず、人民を苦しめるといふことが革命の一大原因であったらしい。そこで、フランス大革命の自由とか 公平 か ふことを標榜て起り、革命成就後にお て 、裁判の公平、民権拡張を期する為め、即ち英国の陪審制度ジュリーを輸入する事に相成ったのである、然し陪審員にそれだけの権能を与へ ければ、折角陪審を布いた所で其効 はないといふので 人民から出た陪審員に非常な権能即ち有罪無罪迄を決定する力を与へることになった ある。英国 於て始めて陪 を設けたのも同様の事情である、つまり憲法 将又沿革上より、日本の陪審制度と外国のそれと相違が生じて来た訳である。
以上述べた日本陪審の特徴を約言すれば、
一、外国の陪審は有罪無罪迄も決定するが、日本の は犯罪 事実関係だけを評議答申
するだけである。
二、外国の陪審 決定 裁判官を羈束するも 日本の陪審は を羈束せぬのである。
「神戸新聞」昭和三年五月一三日16
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陪審法の話（十）
日本陪審法の特徴
神戸地方裁判所長
東
龜五郎
一、何う云ふ事件がいったい陪審にかかるか
裁判には民事事件と刑事事件とあるが、陪審は刑事事件に就て用ひるだけである。外国
では、民事事件にも陪審を用ふる国があるが、我国は民事に陪審を用ひぬ代りに、小作や借家の争議又は商業上の取引より起りし争議 は、調停法と云ふ法律ありて、民間より選出した調停委員二、三人と、判事一人が一緒で和解仲裁を試みる方法がある。此調停法の便宜なことは、訴訟の様に六ヶ敷訴状を出すに及ばず又手数料も僅少で済む、必ず本人を呼出し代理人を許さぬから、互に実情も分 意思疎通して、適当な解決が出来る上、調停が成立すればお互の感情も損ねず 済むのである。
商事調停法は、一昨年末に施行せられ、爾来一ヶ年間に百数十件の申立あり、大部分は
円満に解決して居る。手形や売掛代金の争ひ又は損害賠償事件等に付 之 訴訟 して訴へ出づるときは、一年も二年も掛る事件も、極手軽に短時日の内に片付き 当事者相方共に喜んでゐ 。調停は、訴訟でなく素人が委員として介在し、裁判所に於 争議を解決する頗る便宜の方法であるが 未だ一般に此趣旨が徹底 居ない様であるから、余談であるが、此機会に注意して置きたい（詳しき事は別に話すであらう） 。
偖、陪審は刑事事件に付いてのみ用ふるのであるが、全国では数万件と云ふ犯罪がある
のであ から、夫れを悉く陪審手続きによって裁判すると云ふの は 情 許さぬの あ
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る。陪審にかゝる事件と云ふのは、制限されてゐ のである。それを二つに分け 云へば法定陪審と請求陪審である。
法定陪審とは、比較的重き犯罪、例へば殺人とか放火とか云ふ様な法律により重き死刑
又は無期徒刑の刑に当る犯罪において、本人が陪審を請求しなくって 当然法律上これを陪審にかけることになって居る、之を法定陪審と云ふ である。然し 若 本人が 実を自白した時又は本人が陪審手続を辞退した時には 陪審 かけないことになる。何故かと云へば、陪審と云ふのは犯罪の事実 判断評議されるのであるから、本人 自白し ゐる時には、陪審員の評議事項 消滅するのである。結局、本人が否認して犯罪事実を認めない時に、この重大なる犯罪だけ 当然陪審にかゝるのであ 。又 は、本人の為 付けるのであるから、本人が此手続きに依ること 、之を付けぬは当 であ
次に、請求陪審とは、右申述べた様な左程重大なる犯罪でなくして、窃盗 詐欺
云ふ様な罪で（但し重きは三年以上に至
罪）被告人から陪審の裁判を請求した場合に
かけるのである。であるから 本人が請求しない場合 は、陪審にかけずして普通 手続きをもってやるの ある。此本人の請求を待って掛け 、請求陪審と云ふのである（軽い犯罪で罰金刑 様なものは、被告 から陪審の請求しても これは かけない。また特別の犯罪、例へば皇室に関係した犯罪、選挙 関する犯罪 騒擾罪、軍機 秘密に関する犯罪等は、如何なる重大な犯罪で死刑、無期徒刑 処せられる性質のものであっても、それは陪審には掛け いの ）
「神戸新聞」昭和三年四月二七日11
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陪審法の話（十一）
陪審法の手続き
神戸地方裁判所長
東
龜五郎
二、どう云ふ人が陪審員になるか（資格問題）
これは、法律においては、四つの資格が上げられてある。
第一、帝国の国民で三十歳以上の男子たること第二、引きつゞいて二年以上同一市町村内に居住する者第三、二年以上直接 税を 円以上納付しつゝあるもの第四、読み書きの出来る者（小学教育程度）
第一の帝国国民であると云ふことが、最大の要件であるから、外国人がどんなに永く内
地に居っても、その資格はないことになる。さうして、三十歳以上の男子と云ふことになってゐる。イギリスでは、四、五年前から女をも陪審員として採用してゐるが、未だ日本におい はその資格を与へてゐない 女にその資格を与へ をらないと云ふことには別に深い理由はないのであるが 選挙法その他の権衡上から なったものであらう。陪審法は普通選挙法と同時に出来たが 選挙法は二十五歳以上としてゐるに反し、陪審法を三十歳以上と云ふ風にした ついて大いに議論もあった様 あるが、選挙の方は国務に関係する候補者を上げるだけの能力があれば足りるが、陪審員 と直接本人が裁判に参与するのであるから、多少能力 他の関係上年齢を引き上げる必要があったかも知れぬ。直接国税なんかでも、選挙法が納税 条件 廃止して仕舞ったの 対し、 法は三円と
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云ふ納税資格を附したのは、多少恒産のあ ものをと云ふことになったのであらうが、その中にはまたこの資格も選挙法と同様撤廃せられるであらう。それから、第四にかゝげた読み書きの出来ると云ふのは、困った標準だが、どの程度ま 行ったらと云ふ標準は、要するに普通日常の用をべんじ得られる程度であればよ 思ふ、具体的にいへば 先づ尋常小学校卒業程度の人なれば差支へないといふこ になってゐる、併しな イギリスんかの実際を見て来た人の話しによると 随
分陪審員の中には宣誓書の読めない人がある
といふ、さういふ人が陪審員 十二名の中二、三人はあると ことであ 何時も裁判所で宣誓書を渡してそれを読めといふ 、生憎眼鏡を忘れて来た 云ふ 普通とな ゐるさうである それは眼鏡を忘れて たのでなくして、読書を学校へ忘れ 来た い のが本当だらう、と冷笑した人もある。日本でも陪審法を規定した際には 未だ我国に於ては人民の能力がそれ程進んでゐない、つまり教育 程度が低 からと尚早論があったが日本なんかは外国の に比べ と、普通教育を受ける者 割合から云へば決して劣ってゐないのである、現に英国では十二名の中二、三 無筆 人があるこ を思へば 我国おいて教育が普及してをらないと云ふのは当ってゐない、元来陪審員に要求す ころは、学問や知識を求めるのではないの つまり純真にして無垢な心 尚ぶのであ から、万事に当って常識上これを判断すればよろしい である。
「神戸新聞」昭和三年五月一七日18陪審法の話（十二）
陪審法の手続き
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神戸地方裁判所長
東
龜五郎
学問知識の点から云へば、今日の裁判官に委した方がよいのであるから、陪審の必要も
なくなってしまふ。それで知識や学問に拘泥せず、純真無垢な人の判断を求めよと云ふのが、陪審の目的とするなれば、教育程度を余り議論する必要はないのである。我国に於ても、昔の明治事前の百姓や町人は、特別に学校教育は受けぬが、此等の人 中に常識が発達し判断の堅実 人があったのである。現に
イギリスでは、さう云ふ連中の方が判断の点
に於ては非常に堅実で確 にやってゐ と云ふことである。
今申た様に、四要件を備へた人であれば、総て陪審員になる資格があるので、そこ 市
町村は、毎年九月一日現在管下の人を全部調べ上げて、さうしてこの要件に適った人を記載した陪審員資格者目簿を作る であるが、右の要件を備へた人は、神戸に於ては二、三万人はあり、全県下で 十万余の多数に上るのである。所が陪審員といふ はさう沢山いらない。で法定陪審請求陪審両方合せて仮りに一ヶ年五、六十件ある すれば、一 ついて卅六 宛呼出すのであるから、計算上千七、八百人 済む訳である。依って、裁判所では、毎年幾人位 員を要するだらうかと云ふ数を予定して 仮り 千五、六百人を要するとすれば、其数を各市町村へ割当るのである。つ り、所用人数を市町村へ割当るものであっ 例へば神戸には三百人、姫路には五十人、何処々々には何人と云ふ風に、手当人の所用人数を全県下の各市町村に割当るのである。割当られ 市 村 其数を前に調べた資格者名簿の中から抽籤で取る、即ち 神戸 有資格者二万五千人 り すれば、その中から割当られた三百人の を抽籤で出すの あ 。その抽籤で出した三百人の人が、
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候補者といふことになり、それで各町村 候補者名簿 作って、それをそ 年に 一月卅日までに、地方裁判所長に提出する。かうして、翌年の陪 を確定する である。
以上述べたる如く、三十歳以上の男子にして、二年以上同一場所に住し、三円以上納税
し、且読書の出来る事は、皆陪審員たるの資格あり 、此内より候補者を抽籤で選定するのであるが、此内 も狂者であるとか、或は破産して復権せぬ とか、聾唖者、盲 又は懲役刑に処せられた人は、欠格者 して陪審員にはな ない 又以上 資格を具へた立派な人でも、其人の境遇や或は余人を以て代へ難き職務にある に対しては、陪審 職務に就かしめない事になって居る。其種類に属する者は（陪審法第十四条に列記 てあ ）一、国務大臣二、在職の判検事、陸軍法務官、海軍法務官等十八点 る。
「神戸新聞」昭和三年五月一八日19陪審法の話（十三）
公判の準備手続き
神戸地方裁判所長
東
龜五郎
陪審員の構成
こゝに或る事件が起ったとすると、陪審裁判を開くのに先ち、公判準備手続をする で
ある。公判を開く前に、陪審員を加へず、判事と検 書記 弁護人立会で 一と通 被告人を調べたり、証人を指定したりして、公判へかける前の準備をしてをく。今日は公判になってから証人 申請して 更に呼び出し
たりするが、陪審に呼
び出す前に、準備とし
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てさういふことを先にやっておくのである。
さうした準備手続きが済んでから後に、公判の期日を決めて、陪審員に出頭せよといふ
ことになるのである。その当日には、一事件について三十六にの陪審員を、陪審候補者名簿の中から裁判所内で順番に呼び出す、一事件に兎に角三十六人の陪審員を呼び出して、先づ其中から十二人だけ、事件に関系 る人を決める。之を陪審の構成と謂ふのであって、然らば陪審の構成はど いふ風にして十二人を極めるかといふと、三十六人の中で或はこの日に全部出頭しないかも知れぬから（病気其他の理由で） 、兎に角廿四人集まった時に、いち
く
裁判長が陪審員の名を呼んで、被告人と検事とによって、その陪審員の必要な数
だけ選り取りさせる である。
この選定について、忌避と云ふことがある。忌避と云ふのは、検事と被告とが陪審員の
中から不適当と思ふ人を排斥することを云ふのである。それは、被告の方 甲陪審員は困るといへば、それでその人を省く、また乙の陪審員は、検事の方からその人は被告人 関係があっていけな から忌避すると云へば、是亦省くことになる。かういふ風に、 告と検事の両方面から忌避する であ 。忌避は 両者において、そ 陪審員はいやならやといへば、それでよいので、其理由 説明する必要はな のである。段々と今の様な方法で、陪審員をまびいていった結果、後に十二人残れば、結局それが裁判に関係 陪審員といふこ にな のである。ところが、いったい忌避は何の程度まで出来 かといふと、忌避を無制限にすると陪審の構成が出来ないか 、法律 上で 基本数（十二人）を除いた後の人数を、半分づゝ検事と被告人とによって忌避が 来 のである。例へば 三十六人より基本数の十二人を引いた、残り二十四人の半分づつだけ双方 忌避が出来
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も十二人できれば、被告も十二人出来るといふ訳で、無制限 は忌避を許さな 。尤も忌避が少かった時には、抽籤で結局 だけ決める ある
（注、実際には、出頭した陪審員候補者を
抽籤で順次一名づつ呼び出して、検事と 告人が忌避しなければ正 員となり そ が一二名に達するまで行う）
。
かういう風にして、陪審員の構成が終れば、愈公判の手続きに取りかゝるのである そ
の時に、裁判長 各陪審員に向って宣誓を要求する。宣誓 は「良心に従ひ公平、誠実にその職務を行ふべきことを誓ふ」といふ宣誓書 裁判長が起立して朗読し、各陪審員にその宣誓書に署名捺印せしめる。宣誓を読み上げて、それに自 の名 書けな 様陪審員にはなれないことになる その宣誓が済むと 今度は事件 審理にかゝ のである。
審理の手続は、今日とは別に変ったことはないので、先づ検事が被告事件の陳述をなし、
被告人がこれ 対して弁解するのである。 被告人に弁解せしめた後に、 裁判所は被告人に
（注、
まず被告人尋問を行い、次 ）
証拠物を示し又は証人の取調をなして、次に犯罪の事実の有無に就て
の検事の意見及弁護人の弁論又は被告の陳述を聞き、最後 裁判長は陪審員 向って説示といふことをするのである。裁判長の説示といふのは、事件の内容はかういふことになってをって、検事はかう云ふ風な論告をしてをる、被告 はこ に対して 陳述して 、証人は被告人に対してこんな証言をなして る又此証拠物 斯様になってをる といふ風に今まで法廷に現れた事実関係と 証拠関係 素人の陪審員に、微細 亘 よく頭に入る様に説示をする である。 れは、陪審裁判における裁判長の一番骨の折れる仕事なのであ 。この説示が済ん から、裁判長は問書を陪審員に渡す。問書とい は 或問を書面に口記して陪審に対し評議 上答申する様、陪審員に命じ のである。
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「神戸新聞」昭和三年五月一九日20陪審法の話（十四）
公判に於る手続き
神戸地方裁判所長
東
龜五郎
これは、例へば殺人事件とあれば、先づ人を殺したといふ証拠がなければならぬ、その
要件、性質を説明して、被告人はかういふことをした事実ありや否やと云ふことを問ふのであって 裁判員が「然り」または「然らず」と答へが出来る様な言句で、その問書に記されてあるのである。陪審員は、裁判長 らその問書 受取ると、それを持って評議するため評議室に入る、この評議室には陪審員以外は誰も入れない、こゝは陪審員のみの領分なのである、その評議室に入った十二人の陪審員は、議事整理の為陪審員長といふ議長を互選して後、各自そ 問書にかゝれてある問題に従って意見を申述べ さうして此の問題を如何にするかといふことを決するので 。
この評議によって、犯罪事実を認めるには、過半数 意見に依って決定するので、若し
十二人のうち六人づゝ半半といふこと なれば、つまり水掛論で罪の有無が疑はしいことになるから、其時は被告人の利益 方に 定すること なるのである。斯様にして、評議が纏まったときは、其結果を答申書といふものを作 、陪審員長署名捺印して、裁判長に提出する。答申書には、第一の問題につ て「然り」又は「然らず」といふ結果だけ書けばよいのである、故 殺したかいふの 対し 然りと云へば殺したことになり、然らずと云へば殺さないと云ふこと な である。理由は、少しもつける必要がない また
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理由をつけることが出来ないのであ 、たゞ結果の判断だけを書けばいゝのである。評議が済めば、答申書を持って公判廷へ現れ、裁判長に渡 、裁判長は書記に問及び答申書を朗読させたのち、陪審員を退廷させる。
之れで、陪審員の任務は終るのである。
陪審員の答申に依りて、事実なしといふことになれば、被告人に無罪を言渡すことにな
るが、之に反し犯罪事実ありといふことになれば、次に検事がこれに対して法律点、刑量定について意見を述べ、弁護人、被告人がこ 対して陳述したる後、最後 裁判長裁判員の答申した事実に法令を適用して、刑を言渡すことになるのである。併 、陪審答申が、裁判所に於て初めより不当と認めたら、その手続きを中止し、事件を更に他の陪審の評議に附することが出来るのである。 、これは、前回にも述べ 如く、外国の陪審と異なる日本陪審の特徴の一で、陪審員 評議は裁判所 羈束せぬから 余りに陪審員 評議が不当なりと思ふときは、裁判所に於て更に別の陪審を構成して評議を仕直す である。
「神戸新聞」昭和三年五月二〇日21陪審法の話（十五）
公判に於る手続き
神戸地方裁判所長
東
龜五郎
陪審手続に依り言渡した判決に対しては、控訴を許さぬ、只法律点について不当があれ
ば上告が出来る丈である。例へば、陪審員の中に資格 ない者 入ってゐた か 或は判事が法律に違反して事件を取扱った時のみに限り、大審院へ上告することが出来る。此に
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反して、陪審に於ける事実認定を攻撃する場合、例へば殺さないのに殺人の事実を認定したるは不当なりと云ふが如き上訴は之を許さず、事実関係は第一審丈で確定するのである。
陪審裁判に付ても又利害得失は免れぬので、此迄陪審の弊害に付て挙げられたる点の少
からぬ故に、よく其弊害あることを察して、其弊に陥らぬ様にせねばならぬ。即ち、陪審裁判についての欠点として挙げられたる点は一、陪審員十二人 ものが裁判 関係するのであるが、この多数の者が共にやると互ひに責任をなすり合ふと云ふことになり易い、つまり真面目に頭を使ふと云ふことが くなる虞れがある。また、陪審 評決には、その理由をつけない、たゞその犯罪事実の有無を決めるのであるから、往々にして無責任のことが起り易い。また 陪審員は官僚でないか 、服務規律によってその行動を拘束せられることなく 自由であるために、従って責任観念は薄くな こと り得る。二、陪審員は裁判に馴れ い人であるから、よく被告人や弁護士なんかの弁論や挙動 その環境によって、只管感情に陥り易い虞れがある。例へば、前述のラウール・ビーレン事件とかカイヨー夫人の事件等も全く感情の裁判で ヤレ気 毒であるとか、可哀さうであるから無罪にしてやれといふ風にな 易い欠
点がある。婦人の陪審員が、被告人が非常に
美人であったり又 自分より立派な着物を着てゐる 、或は一種 嫉妬心から、その罪重く評決したりした例 外国にある いふことであ 。三、陪審について最も恐るべき弊害といふのは 買収とか威嚇とかいふ が行は ことである。選挙 選挙人を買収したり 威嚇したりする様な風 また外部からさういふ威嚇行為買収行為によって不正手段が行 れ
る虞れがないともいへない 素 同士である
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から、或人が陪審員になったことを聞くと、その被告人関係者や親族等がやって来て 種々なる方法でその を買収したりせない も限らない。こ ごろ余りさう ふことはないが、世界で一番 の成績がいゝ 云はれ ゐるイギリスでも、昔は中 買収 為、威嚇行為といふものが盛んに行はれたものである。
以上述べた所は、陪審制に伴ふ弊害である。大正十二年陪審法が我帝国議会に提案され
たとき、上畠代議士等が右の弊害ある点を高調して、非常に之に反対されたのである。乍然如何なる制度でも、一利一害あるは免れざるもので、我国現行 議会制度でも又現行の普通裁判制度でも、明治維新後外国の制度 模倣して始めたものであ が 今日 立派に其成果を挙げつゝあるに鑑み、陪審制度も其弊のある所を察して、其弊 陥らぬ様に心掛けたならば、外国のそれに比して寧ろより
以上の美果を収め得ることゝ思ふ、又さうし
なければならぬのである。
「神戸新聞」昭和三年五月二一日22陪審法の話（十六）
陪審員の心得
神戸地方裁判所長
東
龜五郎
最後に、陪審員の心得を申述べておくが、
一、陪審員は、裁判の基礎と る事実関係を評議する であるから、全く白紙 状態にて法廷に臨み、予断を懐いてはならぬ、即ち世間の や新聞記事等を顧慮することなく、
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只法廷に現れた事実関係と証拠に依ってのみ判断することを要する。又陪審員は、公明正大に、私心を挟んではならぬことは勿論で、所謂威武に屈せず、私のために移らざる底の大勇猛心を以て所信を貫くことを要する。陪審 評議は、陪審員が公務員としての職務の執行なれば 左の義務に違背すれば、涜職罪として処分を免れぬであらう。二、呼出を受けたら、是非出頭し くてはならぬ、つまり出頭の義務があるのである（若し正当の理由なくして呼出に応じない場合 五百円以下の科料に処せられる） 。三、陪審員には、宣誓の義務がある（宣誓を拒絶すればこれ亦五百円以下の科料に処せられる） 。四、公判に列した陪審員は、評議が終るまで徒らに他人と交通をしたり退廷 してはならぬ。此は、陪審員に取りては、一番に迷惑な義務であるが 之 評議の公正を期する上に必要なるのみならず、又一面関係者よりの請託買収威脅等より陪審員 保護することになるのである。故に、事件 理は二日以上に亘る時は、裁判所の指定した宿舎に入ることに相成って居る 只今建築中の陪審法廷には、
同時に宿舎をも建築し、相当不自由のない設
備をなしつゝ 尤も 陪審事件 、公判前 準備手続をなすことになって居るから成るべく事件は其日に終結し 二日以上 亘る場合は少なからうと思ふ。五、陪審員は、評議した事実内容を 絶対に秘密 しなければな ぬ義務がある。評議の際誰が何といったとか、又自分は斯様の主張をしたとかいふことを漏すとき 、其 が後日被告人の関係者より、迫害を受くる等の危
険があって、以来陪審員になる者はない様に
立至るやも知れず、斯 ては折角の陪審制度も破産するより外 い である、故に陪審員の評議の内容は事件の終了後 雖も、決して漏らしてはならぬのである。之は、陪審員自
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身の自衛の上から云ふも必要な事であ から 法律は此秘密を守 なかった者に対 て千円以下 罰金に処することに相成って居る。
又評議の内容を、新聞社が発表すると一層重
大である、もしそれを犯した新聞社は、その代表者が二千円以下の罰金に処せらるゝこになってをる。
なほ、陪審の費用については、法定陪審費用は国庫の負担であるが、請求陪審の時は若
し事件が被告人に有罪となった場合には、請求人 費用を負担することにな 。
以上を以て 法の概要を述べたが、詳細のこと 、各陪審法条に就て研究を待つよ
り外ない、申すまでもなく陪審制度の実施は、我国法制上 一大変革であり 之を善用すると否とは、実に我国民の休戚に関する次第であるから、国民一般の自覚を促したいと思うふ。 （終）
「法律新聞」昭和三年六月五日23司法省陪審宣伝竝各地法況
大阪控訴院管内
第三班
安東特派員
△神
戸
神戸市に於ける講演会は、五月九日午後七時から、県庁前神戸小学校講堂に於て開会さ
れた。これより先、裁判所側では、神戸市及明石市を中心とし 、付近の陪審員候補者六百余名に案内状を発し 其他市中の立看板、ビラの撒布等に依り宣伝方法に手抜りなかっ
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た為め、聴衆は定刻前から犇々と詰掛け、其数約二千有余名と注せられた。軈て、講師大阪控訴院検事國分丸治氏は、 「陪審法に就て」なる題下に「陪審裁判は国民の声を聞き、民衆の意思に触れて裁判する制度であるから、此意味に於て一に之を国民的裁判或は又民衆的裁判とも云ふことが出来るのである」とて、陪審制度の下に国民が国家の司法権に関与するの権利を獲得した所以をのべ、此陪審制度の創始に関する沿革として明治三十三年に日本弁護士協会が之を提唱し、次で同四十二年に政友会から建議案として 議会に提出した次第より、遂に大正十二年四月原内閣時代に法律第五十号を以て陪審法の発布を見るに至っ 経過及び此法律制定の理由とした第一には我国今日の立憲政体上最早司法にも衆の参与を許さなければならぬ必要を認めて来たのと 第二には裁判官の裁判は公平ではあるが、往々理性に走って情理が欠乏する処から、裁判所と人民 接近 計 といふ司法上実際 理由からも此制度の創始を見るに
至った所以を述べ、結局国民の代表が裁判に
干与することゝなれば、裁判に付て国民に安心 諦 がつくこ ゝな 点から見ても陪審制度は実 理想的の 制度であると断じ 次に裁判官と検事の職責 差異に及び「検事の起訴がなければ、たとへ如何なる犯罪事実があらうとも 裁判官 於て勝手裁判を始めることは出来ない。検事の職責は、犯罪事件を起訴し 刑罰を要求す あるけれども、さればと云って検事は必ずしも総ゆる犯罪 起訴 は限らない。成る可く罰せずして刑罰の目的が達せらる それに越したことはないのであるから 或 微罪不検挙、起訴猶予、不起訴等の処分に依って 年々放免する人は無数にある」とて、昨年度大阪控訴院管内及び特に神戸地方裁判所管内に於け 不起訴処分の件数が起訴処分 件数の約三倍にも上った事を挙げ、次に日本 陪審制度 欧米各国 陪審制度との差異を述
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べ、一面陪審裁判の弊害として陪審員が兎角感情に支配せられ請託 左右せら ゝの点に及び陪審員さへしっかりして居れば決 心配す に及ばず て、英国 陪審裁判の実況を述べ、 員の権利義務として、被告人証人を訊問す の権利、旅費日当を請求する 権利、法廷に於て宣誓するの義務、他人と言語を交へざる義務、答申の義務、評議に付て秘密を守るの義務等を説明し、 「天皇の御名に於てする裁判に関与するのであ から、陪審員の職責は最も神聖なものであると同時に又最も重大な権利義務を負担するも である」とて、陪審員が 真面目に此職務を遂行するの覚悟を必要とする所以を教へ 最後に国民一般 対する要望として 「陪審員は国家の安危に関する刑事裁判に干与 のあるから、一般国民は決して 対 て誘導請託等の事を は成らないのみな ず、陪審員は法廷に現はれる証拠だけに依って事件の 断をする であるから 証人 義務よく弁へ知るを知るとし、知らざる 知らずとして陪審員の任務を完全に尽させるやう心懸けて欲しいものであ 」と結んだ。次で 例 依り活動写真「屍は語らず」の映写 入り、聴衆に多大の感動を与へて 午後十一時散会した。
事件の激増する神戸裁判所
区裁判所判事一人の負担六百件
神戸地方裁判所長
東
龜五郎氏談
当管内に於ける陪審法宣伝は、陪審員候補者を中心として、既に数十回も試みた。事に
模擬裁判の如きは、全国中恐らく神戸が其魁
を為したので、神戸の弁護士全体が発起とな
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り、千円以上の金を拠出して演劇の筋書を作り、裁判所も亦之に協力して陪審法宣伝に努めたことは一再に止まらない。亦昨年の夏には、当市の衛生組合が発起となり、一ヶ月間引続き衛生に関する講話と陪審に関する講話と 併せ試みたので、裁判所側でも一日の休みもなく講演して歩いた事などもある。又最
近には、当地の新聞社の請に依り、私が陪審
に関する談話を試みて、其内容を目下毎日各新聞紙に連載して居るといふ有様である。右の様な事情であるから、陪審員候補者 陪審法に対する理会は既に十分に出来、陪審員となることは小作調停委員 なると同じ様に、一種の名誉職であると思って居る者が多いのは非常に喜ばしい現象である。 法廷も目下着々と
建築進捗中であるが、来る七月二十
日迄には完成する予定 。陪審法実施 暁 果してどれだけの事件が法廷に現はれるか、これは一寸予想を許さ いけれども 従来 統計上から強いて予想をするれば一ヶ年五、六十件位には上るだらうと思って居る。
当裁判所に現はれる事件として殊に目立って
居るのは、兎に角開港地であるだけに、民
事としては船舶に関する訴訟が比較的大きく又其件数も多いのである 又刑事々件としては、港湾関係の犯罪即ち密輸出入事件、営利誘拐事件等が く 占め 居る。外国人事件も相当にあるが 殊 目立ったもの な 。それも大部分は、支那人で っ 、欧米人の犯罪 極めて少い である。之に反し、民事 は欧米人関係の事件 可成り ある。
当管内にも、小作争議は相当に多い。 は、裁判所にも現はれるが、先づ調停で大概
は片附いて居る。調停は中々 ヶ敷いもので、最後の五分間といふところで が纏ま ずそれが為め往々徹夜までして調停事務を進めたことさへあ 。さうか 云って、それが為めに特に専属の判事を置くといふことは出来ない 部長 監督判事は開廷日と否とに
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係らず毎日出勤して、事件の審理を進めて居る。而かも 事件 益々殖へる一方で、現に区裁判所判事一人の負担が六百件以上にも当って居るといふ有様で、此 は人を増して貰ふより外に途はないと考へて居る。
協調的精神の漲る
神戸の朝野法曹
神戸弁護士会長
松野士十氏談
陪審法宣伝に付ては、当弁護士会としても、裁判所の協力の下に、これ迄も模擬裁判を
始め、其他いろ
く
な試みを催した結果、陪審員候補者其他一般公衆の頭に多少なり陪審
法の精神を吹込み得たことを、非常に喜んで居る次第である。今回又裁判所側と共に、当弁護士会も主宰者の一として講演会を催す上は、従来にも増して好成績を齎らすこ を信じて疑はない。
裁判所と弁護士会との協議会は、まだ実行しては居ない。しかし、いくら協議会を催し
ても、其協議事項の実行が伴はなければ何の役にも立たないのであるから、過般裁判所側とも相談の結果、殊更ら協議会などと云ふ名称を用ゐず、時々茶話会でも催して、裁判事務取扱上の意思疎通を謀る位の程度に止めて置いた方が、却て双方 協調を 親睦を加ふる所以であるといふ趣旨 下に、時々茶話会なり晩餐会なりを催すこと 話が決まって居る。総選挙や其他の差支の為め、まだ一回も催してはゐないが 近い内裁判所側とも相談の上、早速此計画の実行に取掛 考である。しか 、裁判所と弁護士会と 関係は、
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従来とても頗る円満に行はれ、曾て一回たり
とも面倒な問題が起った事はなく、殆ど全国
に比を見ない迄に協調的精神が漲って居るのは、私達の誇りとして大に喜んで居る次第である。開廷時間なども裁判所との協定がよく出来て居る結果、民事々件などは大概午後一時位迄 は済んで行くといふ有様である。
「大阪朝日
阪神版
」昭和三年六月五日
24陪審候補者に注意書
沿線各町村が
陪審制の実施が近づいたのに付け入り、各地の陪審員候補者の宅を訪問し、素性経歴を
鹿爪らしく問ひ訊した後、陪審制 関する書籍発行に名を藉り金を詐取して廻る不正漢が続出する趣で、神戸地方検事局から注意があったので、阪神沿道各町村では、四日区内の各候補者に対 注意書を配布した。
「大阪朝日
阪神版
」昭和三年六月七日
25三人組の詐欺師
陪審員候補者を種に阪神沿線を荒らす
豪遊中湊川署へ
横浜から阪神沿線一帯を股にかけて、陪審員候補者から被害五千円に上る詐欺を働いた
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三人組の犯人が、このほど湊川署へ検挙された。一月程以前から、神戸市仲町三丁目坂井旅館に三人連れの男が止宿してゐたが、毎夜豪遊を続けてゐるので不審に思ひ 同署員が本署に引致取調べると 右は自称熊本県玉名郡石貫村字宮尾平島直記
（三十八）
、新潟県刈羽
郡野田村字野里佐原末策
（三十八）
、横浜市南吉田町田中茂一郎
（□十九）
で、前記平島が陪審法
調査研究部長なる名刺を作り、後の二人が調査員となり、各市町村役場より各地の陪審員候補者の住所氏名の通知を受け、本年一月中旬横浜市を振り出しに、四月中旬来 し市は勿論尼ヶ崎、西宮、明石、姫路の各市にわたり、陪審員候補者の自宅を訪問し、 「貴下は日本において最初の陪審員施行に際し 候補者に選ばれた 誉ある方である、ついては候補者名簿を作っ 、全国中小学校、図書館等の配布したいから、御賛成を願ふ」とうまく話を持ち出し、本人の原籍、生年月日 経歴等を聞いて、こ を手帳に筆記し、家人を信用せしめて八円から十五円までの予約申込金を交付せしめ ゐたもので、被害 は三百人に達してゐる。
「神戸又新」昭和三年六月一九日26陪審法の話
１
今年の十月から、国民の意見を加えて
実施される新しい裁判
民衆の裁判への進出を意味する陪審制度は、いよ
今年の秋十月から実施されることく
になったので、司法省を総帥として全国各府県の裁判所では 笛や太鼓の鳴物入りで 大
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童のプロパガンダを行ってゐる。――神戸地方裁判所々長東さんも「陪審法のためなら…」とあって、従来司法官が持 た引込み主義の殻を叩き破って、勇敢に、自ら駒を街頭に進めた――「民衆よ我等の陪審制度を誤ることなく育てやう」と。
荘厳な大法廷
新らしい裁判を行ふ神戸の陪審法衙は、昨年十一月に起工し以来今日まで着々と工事が
進められ、どうやら七分通りが出来上った。来る七月末までには、全部の工事を終る予定で、今や工事場の槌の音は新らしい制度のいしづえをかためるべく、いさましく力強く響いてゐる。この法衙は、十万六千七百余円の工費予算で、鉄筋コンクリート栗色タイル張り三階建の立派な建築で、一階 供託局、倉庫、宿直室、暖房室、公衆控所 二階は陪審大法廷、弁護士室、陪審員評議室、会議室、陪審員控室、事務員検事室、公衆ホール、証人ホール、三階は陪審員宿舎、食堂、浴場
洗面所、廷丁室等合計約二十坪からなってゐ
る、全敷地面積は三百六十余坪に亘り、こ うち陪審大法廷は五十尺に三十六尺の、法廷としては広 なもので、その内部は判官席 検事席、書記席 陪審員席、証人席 被告席、新聞記者席、傍聴人席、弁護人席等が設けられ 装飾がほどこされることになってゐ 。
陪審制度とは
さて、陪審制度とは一体どんなものか？この制度は、裁判所の構成に人民を加へた制度
とも、又裁判に民意を問ふ制度とも云ひ得られる。今までの裁判は 裁判官と云ふお役人のみで行ってゐたのを、今度からは 陪審員といふ平の人民が加 って 親しく意見を述べるこ になったのである。だから陪審員は 制度の一要件で 英国ではジュリーと呼ばれ、これには、役者よろしい 鍛治屋よろしい、呉服屋よろしい 大工よろしい、う
- 116 -
どんやよろしい、法界やよろしい、――凡そ国民 等しく陪審員になり得る が理論上当然であるが、そこには知識 能力、職業上 関係、その他を参酌し 一定 限が設けられてゐる。日本では、三十余項 除外例があるが、原則としては一、日本臣民の男子で三十歳以上 者二、引続き二年以上同一市町村内に居住してゐる者三、引続き二年以上国税三円以上を納めてゐる者四、読み書きが出来る者との四つの要項に当る者なら、誰 もなれることになってゐる。（写真は七分通り工を終った神戸の陪審法衙と東所長）
「神戸又新」昭和三年六月二一日27陪審法の話
２
来十月から実施される
陪審制の起源
陪審の起源は、遠くギリシア、ローマの昔にたづねることが出来る。現にアテネでは、
大きい事件があると、三十歳以上の男子が白と黒との貝殻を夫れ
く
手に持って有罪意見
ならば黒の石を投じ、無罪意見ならば白の石を投じて 黒白の多少に り有罪無罪を決することが行はれた。又ローマの国民議会では、重大な事件は同様の方法で裁判 たと云ふことが伝へられてゐる 然し、今日の陪審制度が 形 上に現 れた は 先づ仏蘭西が
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その初めのやうである。ルイ十四世、十五世等の専制君主が、司法権を濫用して、罪はなくても政治上 反対意見を持つ者はどん
く
「バスチューユ」監獄へほうり込んだ……こ
うした虐政のもとに例の大革命が起き、革命後司法権 濫用を監視する為め、陪審制度が実施されたのである。その後、逐時欧州では大方の国々が之を行ふやうになった。
わが日本では
明治維新前の日本では、専横非道の裁判が求めた苛酷な罪科に、無辜の民が泣いた例は
幾らもあるが、人民が裁判に加はって裁判の公平を期した例は殆ど見当らぬ。英語のジュリー（陪審）といふ言葉 、日本に渡って来たのは明治初年の事で、岩倉公の海外 察記に見へてゐるのが初めであらう。鎖国三百年 夢からさめて 海外の新らしい施設 視察した岩倉公はじめ日本の使臣たちが、当時英国 所謂、トラ アル・バイ・ジュリー（陪審裁判）を見 どんなに驚 たことだらう。 「恋 きにゃジュリーをつけて粋な裁判してほしいと」 、其後こ 俗謡が唄はれ ゐたと云ふのによっても、如何に当時 人 陪審裁判の公正にあこがれてゐたかゞ判る――陪審に類する裁判が 日本で行はれかけたのは、まったくそこ頃からのことである。
最初は参座制
京都府の参事槇村正直等が、御用商人小野組に加へた弾圧に端を発して、違式令の罪に
問はれた事件が、明治六年九月 太政官告示で陪審にかけられる事 なり、亜いでその年の十月、参座制が太政官告示で発布され、内閣及び各省から六人 参座が、こ 事件につけられて審理された結果、槇村及び当時の府知事は、懲役百日、罰金として知事が四十円、参事が三十四円に処せられた は、 「槇村事件」 して人の知る処であ 。その後、
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明治八年参議廣澤兵助直臣が、何者かに殺害された事件があった。当時、皇室におかせられても非常に御軫念あらせられ、 「是非早く犯人を挙げよ」との御言葉があったゝめ、その筋では躍起となって犯人検挙にあせった。 ま
く
参議の妾であったかね子といふ女と同
家の家令起田正一とが関係してゐた処から かねを容疑者として検挙した、苛酷極ま 拷問の末殺人罪に問はれ参座裁判に附された
公判廷でかねは涙ながらに罪の一切を否認し
た結果遂に無罪となった――、参座制は、実に我国陪審制度の濫觴である。
「神戸又新」昭和三年六月二二日28陪審法の話
３
来十月から実施される
陪審員資格
陪審裁判のエレメントである陪審員の資格は、曩に記した通り、年令三十歳以上の日本
男子で、二年以上同一市町村内に住み、三年以上直接国税三円以上を納付してゐる、読み書きの出来るもの、と云ふのが原則であるが、之にはいろく議論があって 先づ三円以上の国税制限を設けた事からして、時代錯誤 甚だしいものであるけれども こゝではさうした議論は省いて 先づ陪審員は どうして選出されるかと ふことを順序上記さう。
選出するには
陪審員を選出するには、前記の資格に基いて、市町村長は、毎年九月一日現在で、管下
の人を全部調べあげて、陪審員資格者名簿をつくるの 。ところが、此資格者名簿
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よると、兵庫県の如きは全県下に十万人からの資格者があるが、実際には陪審員はさほど沢山いらぬので、裁判所で 、統計 より裁判
に附するべき事件数を予め定め、之によっ
て一ヶ年に要する陪審員数を算出し、この数を各市町村に割当て 、市町村で 、先にこしらへた資格者名簿の中から、抽選で割当てられた所要人員を選出す 。この選出された人を陪審員候補者といひ、市町村長は、これを名簿に作って、その年の十一月三十日までに地方裁判所長に提出する。この提出した者が 翌年の陪審員として、事件のある度に呼び出されるのである。
本件の候補者
神戸地方裁判所でも、本年度から実施されるのに先だって、昨年十一月末までに合計二
千四百五十七名の陪審員候補者が決まった。これを郡市別に示すと、次の通りである。△神戸市（三六〇人）△西宮市（三〇人）△尼崎 （三二人）△明石市（四〇人）△姫路市（五〇人）△武庫郡（一五七人）△川
辺郡（一〇六人）△有馬郡（六二人）△
明石郡
（九一人）△美嚢郡（六〇人）△多紀郡（八三人）△氷上郡（九四人）△飾磨郡（一二五人）△加古郡（八五人）△印南郡（五二人）△神崎郡（六九人）△加東郡（八三人）△川西郡（五八人）△多可郡（五二人）△揖保郡（ 〇）△赤穂郡（六六人）△宍粟郡（二七人）△佐用郡（三四人）△城崎郡（五六人）△出石郡（三一人）△養父郡（三四人）△朝来郡（三一人）△美方郡（四二人）△津名郡（一六七人）△三原郡（一〇〇
噴飯的な挿話
この選ばれた五市二十五郡に亘る合計二千四百五十七人の者こそ、兵庫県では、栄ある
陪審員としてはぢめて裁判に参与することの出来る たちであるが、これが選出は 今回
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がはぢめてゞあるだけに、市町村当局にはいろ
く
の苦労もあったが、その間には、吹き
出す様なエピソードもある。その一つ――神戸市がはぢめて選 した三百 十人のうちに、花隈町一六三芸術家中西定吉と云ふ があった、係の 吏員は早速定吉にあてゝ「陪審員候補者に選定候条……」と云った様な文句の辞令を送った。ところが数日の後、定吉さんの家族の者が市役所に飛んできて「陪審員なんて飛んでもない……何んとまァ皮肉な」と、之は又陪審員候補者に選ばれて歓ぶかと思へば、素晴らしいけんまくだった。種々事情を聞いてみると、定吉さん 琴のお師匠さんで、あきめくらだった。のみならず文字は一字も知らぬといふ。かくては、読み書きが出来る者 いふ資格条件にはまらう筈がなく、やむなく失格となったさうである。
「神戸又新」昭和三年六月二三日29陪審法の話
４
来十月から実施される
虎さんの抱負
民衆が真に政治に参与するを得た、普選が行
はれたのは、たった今年の二月だった。そ
れから約八ヶ月を閲して今年の十月、いま又民衆が裁判に参与することの 、陪審制度が実施される、われ等にとって、まことに喜ぶべきこと らう… 。神戸市十万人の陪審員資格者のうちから選出した三百六十人の陪審員候補者のうちに 、あらゆる階級あらゆる職業が網羅されてゐる。その一人の山本通り五丁目七七曾我部虎太郎さん
（五六）
は、
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散髪屋さんである。陪審員候補者に選ばれた感想を叩けば、虎さんはバリカンの手を軽く働かせながら語ってくれる。 「はあ
く
、わしとこへも去年」の暮れ、あの通知書が舞ひ込
んで来たヨ、まァ読んでみてか、何やら嬉しいやうぢゃが、わしには一体こんな七面倒くさいことは向かない、それに陪審員なんて選挙 たのでなくて ほら こうくる
く
車を
廻して（抽籤器）あたりはづれにあたったんだよ、だからこの通知書もわしが偉くて呉れたんぢゃァないんぢゃ る 八卦見たようなもんじゃ……ハハハ」と、虎さんは豪傑笑ひをこぼ 尚続ける、
足止めが辛い
「けれども、わしも今更嫌だとも云へ 、兎 角任命された以上は一生懸命にやらね なるまい。散髪屋だって、大 にやってみせらァ…… は公平ちゅうことが第一番ぢゃ今までは……或はぢゃ、 （と力を入れる）
裁判長だってワイロをとってゐるかも知れん、
だから裁判に無理があったか 判らぬ、昔ならそ なことがばれたら腹を切ってゐ 、今では腹を切らんでもすむからやり放題ぢゃ だか わし等陪審員はそ な場合どし
く
意見を述べて を公正にやらねばならぬと思っとるョ、ま 見とってく ……陪審員には日当があたる？、わしはそんなものはどう もえゝ 答申書に信じ ことを書いて出したらそれでよいんぢゃ… だが……裁判中は一定の陪審員宿舎に入らねばならぬのが一寸つらいナァ……。なぜなら、わしは酒が好きでな……宿舎にはいったら酒 呑めんて…ハヽ……」 。
われ等の陪審員虎さんが語るところ、冗談もあるが元気で面白く、 「公平ちぅことが第一
ぢゃ」と云ふ 公平ちぅことを知 虎さんなれば頼母 い。
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不正運動よけ
まことに、虎さんの「公平ちぅこと」は、陪審員に欠くことの出来ない必須要件である。
若しも万一、陪審員が不公平な答申をしたら、それ そ裁判の神聖を冒涜し 折角裁 の公平を期するため設けられた陪審制度から て、却て弊害をかもすことに って来る。陪審制度では、陪審員は裁判 始まってから終るまで一定の宿舎に起臥 ること な てゐるが、これは陪審裁判を公平に行ふために設け れ 規定である。若しも万一、陪審員裁判中も起居をその自由に任した 、其処にはいろ
く
の不正が行はれ、延いては裁判を
不公平に導く とになる。即ち、罪を軽くせんがため、被告又 利害関係か 醜い運動や、賄賂沙汰も行はれるに至るであらう。だから、陪審員は裁判の初めに「良心に従ひ公平誠実に陪審の職務を行ふことを誓ふ」と宣誓をすることになってゐる。
（写真は虎さん）
「神戸又新」昭和三年六月二四日30陪審法の話
５
来る十月から実施される
刑事々件だけ
陪審法が実施されたからとて、どんな事件でも陪審裁判にかけられるのではない。外国
では民事々件に陪審を用ひることになってゐ 日本では刑事々件のみ 限ってこれを行ふことになってゐる。その代り、民事々件に対しては調停法と云ふのがあって 調停委員と云 平の人民が加はって、事件について意見を述べる 、外国の民事陪審以上の
- 123 -
効果をおさめてゐる。陪審は刑事々件にみに適用されるのが原則であるが、全国数万を数ふる刑事々件全部を陪審にかけてゐたら、それこそ莫大な費用を要し、煩雑この上もない。従って刑事々件中、特に次に述べる
二つの制限が設けられてゐる。
犯罪別で制限
その一つは、法定陪審といって比較的重い犯罪――殺人、放火等等――死刑又は無期懲
役、禁固に当る刑については 法律によって陪審にかけることになってゐる。けれども、若し被告人が犯罪事実全部 認めている事件、又 本人が陪審を辞退した事件は、法定陪審といへども陪審にかけぬことゝなっ ゐ 。何故かと云ふと 日本の陪審は犯罪事実のみを判断評議するのであ から、本人が自白してゐる場合には、 にかける理由がなくなってゐるからである。また、陪審裁判 被告人のために行ふの 立法の本旨であるから本人自らこれを辞退 場合は、その自由意思を重んじて、陪審 ぬゐる。いま一つは、請求陪審といって、軽い犯罪でも被告人から請求した場合は陪審 かけることに 。 （勿論、請求しない時は普通の方法で裁判を ） 。しかし、軽い犯罪といっても、たゞ三年以上の有期懲役 又は禁固にあたる罪 み 限っ て、罰金にあたる犯罪のやうなごく軽い事件には 被告人 仮り 陪審を請求しても 裁判に附せぬことにな ゐる。尚ほ、このほか特別の犯罪――皇室に関する罪、選挙に関する罪、騒擾罪、軍紀の秘密に関する罪等は、 んな重大な死 又 無期懲役にあ 事件でも、陪審にかけぬことになってゐ 。
陪審の順序
陪審裁判を行ふ順序はこうである。先づ、地方裁判所長は、書記立会で陪審員候補者名
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簿中から、各市町村に亘って一人又は数名づゝ抽籤 より三十六人を選出し、之に出頭を命じる、この内二十四名以上の者が出頭し ら、出頭した者に いて検事又 被告から異議があるものは勿論、聾者、禁治産 準禁治産者等 無資格者を除外して 十二名を選んで裁判に立合はせ（別に補充員数名乃至一名を置く） 、宣誓せしめた上、普通の裁判 様に犯罪事実並びに証拠調べを行ひ 検事 被告、弁護人は犯罪事実につきて意見 述べ 、次いで裁判長は、陪審員に対して、犯罪構成に関して法律上の論点及問題となるべき 実並に証拠の要領を説明する、斯くて陪審員は評議室に入り、議事整理の必要上陪審長一名を互選し、裁判長から予め発せられた問題について評議意見を附し、そ 結果を裁判所書記 して公判廷で朗読せし 、それで陪審員の職務は終るのである。その後、検事の求刑、弁護人の弁論等が行はれるのは 普通裁
判と変りはない。普通裁判では、検事及び弁
護人の弁論はたゞ一回 あるが、陪審裁判では特に陪審員の為 犯罪構成の事実 みについて先づ意見をのべ、最後に又法律の適用 ついて、意見をのべることになってゐて、前後二度弁論が行はれる は 変ってゐる点であ 。尚 事実 弁論は 陪審員をして動かすところが大であるから、自然検事及 弁護人共に雄弁であることを要する訳である。
「神戸又新」昭和三年六月二五日31陪審法の話
６
来る十月から実施される
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陪審法の特色
日本の陪審法は、欧米にならったものであることは、前にも述べたが、とは云へ欧米の
を鵜呑みにしたものではない。そこに立法者の苦心があり、わが国陪審法の特徴がうかゞはれる訳である。日本の陪審制度の特徴は？と云へば、 「陪審員 裁判官を拘束しない」と一言にしてつきる。即ち、外国では、陪審員 絶対的な権限をもってゐて、犯罪事実のみならず法律の適用にまで容喙し、その評決は
裁判官も之を左右することが出来ぬのである
から、陪審員の評決が「右向け」を指示する
なら、裁判官はよし「左向け」の意嚮があら
うともどうすることも出来ぬ 然るに 日本では、陪審員の評決は犯罪事実にのみ止まってゐて、しかも裁判官 左右することは出来ぬ あるから、陪審員の評決は単 裁判の一参考資料とするに過ぎぬ訳であ その理由とする処は、日本 裁判 憲法によ 天皇の御名によって行ふこと なってゐ のであるから、陪審員の意見を絶対的なものとしたら、憲法の精神にもとると共に、一には感情によって陥りやすい裁判の危険を考慮した結果である。次 、外国の陪審は欠陥によって、誤った裁判が行 れた例をあげて、我国陪審法の長所を強調することにする。
猿裁判の話
アメリカで喧しかった猿の裁判（トライアル・バイ・モンキー）の話がある。アメリカ
のテンネッシー州 デートン市の公立学校のスコーブスといふ若い教師が、或時例 ダーウヰンの進化論の話を学童にし「我々の先祖は彼のモンキー んである」と、如何にも博学さうに喋舌った処が、こ 話は忽ち学童の
口から家庭に伝はった。 「パヽちゃん、今
日先生は、僕達の先祖はモンキーだと云ったがほん にさうな ？パヽちゃん 何時か僕
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達の先祖は神様だと云ったっけネ、一体どっちがほんと？」と、学童たち 父兄 詰めよった。申すまでもなく、アメリカはキリスト教国で「我等の父母は神であ 」 云ふ宗教上の信念を人々 堅く持ってゐる。だから、我等の先祖は モ キーである 云ふダ ウヰンの学説を喋舌ったスコーブスが、問題 される は当然である。 にして 問題町から全州に、ひいては全国に喧伝されて、激しい攻撃 矢 スコーブス 向 雨とそゝがれた、そして遂にスコーブスは、 「国の平和と尊厳を傷づけたも は処罰する」州法の違反者として罪 問はるゝに到 た。
進化論で有罪
軈て、この事件は、陪審裁判に附せられることゝなった。問題は、愈よ重大化して上を
下への大騒ぎ、裁判の日に押 かけた傍聴人は全 数限りなかった。この騒ぎを宛て込んで、気の早いキワモノ師は沢山法衙附近に入り込んだ。その中に一人 猿使ひがゐて 二匹の猿を用ひ、一匹をスコーブス（教師の名） 、一匹をブライアン（大統領 名）と名附けて、法廷からあふれでた人々に対して、その日 裁判の模 を猿芸でみせて、近所 宿に止宿してゐた老牧師を怒らせたと云ふ ヤンキー式なヱピソードさへあった。斯くて、スコーブスは裁判に附された結果 十二名の陪審員中ダーウヰンの進化論を知ってゐる者はたった一人で 残りの十一人は「そんなことは全く知らぬ」といふ者ばかり あ たゝめ遂にス 有罪として刑に処せられた。 本等から考へたら く馬鹿げた話であ 、こんな無智な陪審員に絶対的権能を持た たから、こうしたこと な である、若し陪審員評の決が、裁判官を拘束せぬならば、恐 くアメリカ 裁判官と ダ ウヰンの進化論を能く知らぬ愚者もなければ、有為 青年スコーブス ても忌まはし 罪人とは ら
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なかったであらう。
「神戸又新」昭和三年六月二六日32陪審法の話
７
来る十月から実施される
感情から誤判
トライアル・バイ・モンキーの話は、外国では陪審の評議に附すべき事案が、犯罪事実
のみならず法律の適用にまで及び、且その評決は、裁判長に対しても絶対的な権限があるので、無知な陪審員がでた場合、誤判が行はれるといふことを述べ、日本の陪審制度の陪審員 評決が裁判官を拘束せぬことになってゐるか 、さうした誤判は行はれぬであらうことをいはんが為に揚げた訳 ある。 今度は、同じく外国の制度が、陪審員の感情のため陥った、誤判の事実を記すことゝした。……それは仏国パリの法廷で行はれた事実である。病妻を抱へた薄給の郵便局員が、妻の入院料を得るために、保管中の郵便物から、ダイヤモンド七個 抜き 妻がこれを売ったと云ふ事件の陪審裁判で 男女二名の弁護士が立会った 裁判官は 筋金入りの帽子 かぶって紅の法衣をつけ胸間には幾つかの勲章をつけてゐた。
宝石抜取事件
訊問は男の方から行はれたが、彼は先づ全部の犯行を認めた。で今度は妻の番になった、
すると彼女はワッ……と声をあげてその場に泣き崩れ 。早速医師が駆けつけて手当を加
- 128 -
へる間休憩して再開したが、要するに彼女はこの宝石はアフリカにゐる夫の友人から贈られたものと思って売ったのだと陳弁した。そこで、検事は――わ 国の郵便機関は単に国内の通信機関に止まらず、実に世界の通信機関である。然るにこれ 従事す 官吏が本件の如き犯罪を犯す 至っ は 対外的に我国の信用を冒涜すること甚大であるから、その処分は寛大にする訳 ゆかぬ――と両名に懲役一年づゝ 求刑した。 対して、男弁護人は弁論をやった。――陪審員諸君！、こ 若き被告はコルシカの一部落 生れ被告の家系中に 大戦 勲章を貰った者がある。被告が国家に功労のある帯勳者 縁者ことを先づ記憶してください、 （妙な論鋒ではある 、多くの陪審員は静聴してゐる） 。この若き妻は、三ヶ月に亘る重病に苦しんだ。これを治すためには金がいるが、薄給 身ではどうすることも出来ぬ、遂 愛妻を救ふべく罪を犯すに至ったも であ 。陪 諸君！若き夫婦の心情 考へてくれ 時偶々自己保管の小包の包装が粗悪なためダイヤ ごれ落ちた、ダイヤ！金！そこ 本件の発端がある、ダイヤ 商品である 代金さへ払へば問題ではい、現に一部は賠償し ゐる 若し本人に資力がなかった等自分が全部を賠償す 、だから被害者に不服はない訳である、本件は全く刑法上の問題ではない 夫婦の生死の問題であって、これを罰してわが国 功労ある者の家族を暗黒生活 入らしめ ことはどんなもの らう？―― 滔々弁論した その間二十分。人のよさそうな陪審員の双眸には、同情の露が光ってゐた。
涙涙！女の涙
斯くて、陪審員は評議室で評議の結果。裁判長の諮問に対して、全部無罪の答申をした。
傍聴人は動揺めいた 裁判長はこれを見て苦り切る 被告両名はその場で放免される、彼
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の若い妻は笑顔にくづれて陪審員と握手する、これがパリ刑事裁判所の光景で、しかもその判決は「被告両名 対しては無罪し、国家の私訴に対しては之を支払ふべし」とて、明かに有罪を裏書してゐるのが面白い。弁護士の弁論も力はあるが、若い女の涙！涙涙涙！同情の眸は歴然たる事実をよ 見逃す、殊に女の涙に対する男の弱さ！助兵衛であるからといふのではない――弱いから弱いのである。これに類する例 、日本でもよくある、若い女、弱い女の罪人が白州で泣くと、傍聴人は「アレでも有罪でせうか？」などゝ私たちはよく聞かされることがある。し し日本 陪審法は、陪審員 犯罪事実 有無についての答申は求めてゐるが、有罪無罪については権限の外にあるから心配はない。
「神戸又新」昭和三年六月二七日33陪審法の話
８
来る十月から実施される
吾等の陪審員
陪審員制度の善良な発達は、ひとへに陪審員の素質にあると云へるだらう。従って、現
在日本の司法当局が陪審制度実施を前に悩んでゐ 、如何に て公平正実な裁判を行ふべく、陪審員を訓練するかといふことである。もと
く
日本の陪審制度は、外国の様に
圧政苛酷な裁判に対して、正しい裁判を求める民衆の声があって初めて出来上がったもでなく、たゞ単に一つの理想に対する憧れか
ら立法されたものである。従って、たとへ議
会の協賛を経たものであるといっても、実際上民衆の真の与論 ら提案されたと ふより
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か、一部の先覚者によって提唱された であるから、今日では上之を唱へて人民に行 しめねばならぬ である。従って 未だ陪審裁判 どんな のである 判らぬ人が大多数を占めてゐるやうである。そこで、私は全 要らぬおせっかいとの譏を被るかも知れぬが、吾等の陪審員一、二を訪ねて、その意見を聞いて、この稿を閉じ ことゝした。
車屋の傳吉君
神戸市相生町四丁目九八に吾等の陪審員木谷傳吉さんがゐる――大八車の製造業である。
「わっしんとこへも（私方へも）去年の末通知書が舞い込んで来ましたヨ 陪審制度？そんなことてんと判らん、まァ呼出が ったら行ってみるかナ そしたら解りまっしゃろ、ほら皆んながやりますやろが……それを見とったらえゝと思ふとる。何時かも陪審裁判の活動写真をやると云って通知が来ると息子が云っ ましたが よう行きませんでした。考へるとわっし等に解らうはづが
ありませんヨ、別にわッしたちが理解があるから運動して
――議員の様に立候補して――当選したんぢゃありませんか ……市役所で勝手 きめんですからな。之でも、今までずっとやって来たことだし 判 もゐませうが、今度がはじめてですか ……。ヘイ…陪審員は十二人でやるん す （記者が説明す と）今建築中のあれが庁舎だそうせすナ、泊る所もある だ す。陪審員になりゃあ 当が当るんですと、五円位？そ奴ァ隠居役に えゝですナ」 。
花屋の爺さん
下山手二丁目三一の二二――花屋の老爺新谷慶之助さんも吾等の訪れた陪審員です、今
年七十五歳だといふ。「私は無学者でござんするから資格がない、ケンども（けれども）名前位は書けま ジャ。
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我々には勤まりますまいから、市役所へ行って御辞退申あげやうと思っとります。第一私には、ハッキリ陪審裁判とはどんなことをやるか判りません、まァ裁判をもっとしゃんく
確実にやって貰ひますかな、どうも此頃の裁判は早くないんで困る、一昨日私は相生
橋に横領の訴を出しましたが、どう 早くやって貰ひたいものと思っとります。それと云ふのも、家 一七、八年来の揉め事がありまして、私の様な年寄を親戚の者が苛め抜くのでやったんです。之でも私は長年組合の役員を勤め ゐましてナ、今度も相談役になりました。何時かも市役所へ行ったら、自動車で塵箱を引っぱることをやってゐました、私が見てとても出来るとは思 れぬので、当時の助 の土岐さんに注意してやった。そ 車は今でも役立たず、役所の倉庫にあると云ひます。これでもちょい
く
文句を云ったことが
ある。 」
新谷さんは同業組合の相談役になった証書を開いて見せて、話は塵箱問題に及んだので
辞して帰 、塵箱にくはしい、文句をいったことをほこる、おやぢさんであった。
「神戸又新」昭和三年六月二八日34陪審法の話
９
来る十月から実施される
勝手が判らぬ
更に二人の陪審員を訪ねた――神戸市中山手通四丁目五の二六、神戸女学院教諭鞍橋巳
之助さんもその一人である。夕方だったが、気持よく迎へて語って呉 られる。
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「お訪ねにあづかって、実に何にも知らぬ で恐縮のほかありません。私も元来議論は
好きな方で、教育については職業柄常に一箇の見を持ってゐますが、裁判のことゝなると全く駄目ですネ 陪審裁判のことは、ロシヤの小説「復活」で読んだことがありました。然しそれも、私が大阪の去る書店に勤めてゐた時 事で、今では何にも知りません。私の子供二人は何れも法学士ですから、時々陪審法のことをチト教へて呉れと頼む 「親爺本を読んだら解るぢゃァないか」と云ってと と取りあって呉れませぬ、と云って本を読む時間もなく（少しばかり著述の方をやってゐますので）全く途方にくれ ゐんで よ けれどまさか辞退する訳にもゆかず マア任命された以上は国民 義務としてやらねばならぬと思ってゐます。何時か 山手小学校で陪審の活動写真がありましたが あれを見てなるほどと思ひました。一つ閑で あったら、裁判所を訪ねて裁判 状態 見学 たいと思ってゐます。イヤどうも全く今度が初めて 事 、閉口垂れ ゐます。 」
又新の愛読者
下山手一丁目六四の一木野田徳二郎さん
（五八）
も陪審員――竹細工屋さんです。
「何と云っても初めてのことであるか 、一、二度やってみねば りませんヨ、神戸校の活動写真も見に行きましたがネ…… れは陪審員 影の黒幕を看破したと云ふ ね、又新日報にも陪審の話がのってゐるので拝見してゐるんです。今までは裁判官のみでやってゐた裁判を、今度は民意を聞こうと云ふのでせう だから結構な裁判に違ひはありません。私にこれと云ふ感想なんてありませんが、先づ名誉なことだと云はねばなりません。私はこれまで 所へ ちょい
く
行ったことがありますが、裁判と云ふものは実に六ヶ
しいものですネ、ですから呼出された以上は慎重に職務を行はね な ません……。 」
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徳さんは本紙の愛読者である、 「陪審法の話
」の記事に眼を引かれて読んで呉れてゐる。
陪審員としては、先づ頼母しい徳さんである。
只義務観念に
理髪師の虎さん、車屋の木谷さん、花屋の新谷老人、教諭の鞍橋さん、竹細工屋の徳さ
ん――既に五名の陪審員をたづねた、これ以上たづねなくても、おそらく賢明な読者諸君は、現在陪審員の実情がどんな状態であるかお判りになった事と思ふ、陪審員は法律の必要はない、けれども陪審に対する常識的な概念位は、予め用意すべく進んで研究して貰ひたいものとつくづく思った。それは、陪審員に任命された者のなすべき国民的義務であると私は考へてゐる。私は陪審員諸君の忠実な義務観 に訴へて、折角設けられた陪審制度をして立派な成果をあげられたいこ を切に希望しておく次第です。
「神戸又新」昭和三年六月二九日35陪審法の話
10
来る十月から実施される
この話は第九回を最後として稿を閉ぢる予定であったが、多数の読者から外国陪審制度
の実例は面白いとのことで、更に一、二回外国の例を記して筆 揣く事と 。
牧師と唇と罪
教徒から殺人 大罪を打ち明けられた時、之を洩らすのが牧 義務であるか、それと
も彼の唇を固く塞ざして居るべきであるか、と ふ興味ある疑義を傍系的にもった殺人事
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件の陪審裁判の話を先づすることゝした、――それは米国北カリホルニヤ州レーヅヴィルに住むバプテスト派の牧師トーマス・エフ・バァジュウに 当年二十歳 アルマ・パチイ・ガドリンといふ娘が父親殺しの犯罪を打ちあけた いふ事 この事件の発端がある。娘ガドリンは、非常な美人でカリホルニヤ州の美人投票に美事勝利の桂冠を贏ち得たといふほどの素晴らしさである 、或日 ことトーマス牧師を訪ねて、その父スミス・テー・パチイを斧で殴り殺 たことを物語り自ら気絶してしまった、 同時に牧師もびっくりして暫らく呆然自失してゐたが、さうしてもゐ れぬので娘をやっと蘇生せしめて家に帰した後、更にどうすべきかについて苦しんでゐると、そ 部屋の窓下 通る警官を見て一切を話した。斯 て警官隊は、娘ガドリンの家を襲ひ所謂家宅捜査 行 結果、同家 床下からガドリンの実父スミス・テー・ペチイの屍体が出て来た 、厳重に検査した処慥に殴りつけ 創痕が歴然とあった。これは全く ガドリンが殺し ものに間違 なになって、六ヶ月の後彼女は法廷に立った。
美人の親殺し
法廷には裁判長、検事、陪審員、弁護人等がいかめしくずらりとならび、傍聴席は評判
の美人ガドリンの面色 覗かうとする、鼻下長連やら 真に同女 身の上を案ずる者等がぎっしり詰まってゐた。この日、トーマス牧師は証人と て召喚 れ 被告ガドリンが同牧師を訪ねて告白したといふ殺人の事実について、 「私が書斎の鍵 掛けた時に彼女は凡てを告白いた ました」と、彼は先づ冒頭して語 のでした。それによる 、事件 起ったといふ或日の前日、被告ガドリン 父スミス・テー・パチイが酔払っ は時々やる様に母を絞め殺さうとしてゐるのを見 で、父に武者振り たところ却て殴り倒され、併し
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母は大へん虚弱だったので娘を救ふことが出来なかった。けれども、ガドリンは漸く免れ出た時、 「この御礼はキットしますヨ」 父に捨台詞を投げて部屋を去った。その翌朝、食事の時父 独り不機嫌にコーヒーを飲んでゐた。ガドリンは、今こそ昨日の捨台詞の御礼をすべき だと、父の背後 抜き足差足で廻り後頭部を手斧で殴りつ 、斃れた所を又殴りつけ遂に殺したと云ふ であ 。
何れが真実？
かう牧師が陳述した時、彼女はヒステリックに泣き出した。が彼女が申し立てたのは、
意外にも全く正反対であっ 。曾てトーマス牧師に自ら悩みを打ち明けて、神の許しを希ふた娘ガリドンである――それが 何故に正反対の事実 申し立て か？トーマス牧師と娘ガドリンの言葉は、事実 ついて こまで真実であらうか？
「神戸又新」昭和三年七月一日36陪審法の話
11
来る十月から実施される
意外・娘の自白
神に仕へるトーマス牧師が、娘ガドリンの大罪を証言したのち、ガドリン自身が、牧師
の向ふを張って正反対の言葉をのべ 時、満廷はたゞ寂として、幾つか 目玉は、牧師と娘と 顔を等分にしかも熱心に見つめてゐた。――ガドリンが申 立てた事実はこうなのでした。
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「その日妾が外出せうとして帽子を冠ったまゝ台所で頸についた斑点を濡れ手拭で洗は
うとしてゐると、酔った父が戸口の所から「頸なんか洗はなくともええや、今にぶちきってやるから………」と云 て、肉切包丁を持って飛掛かって来まし ので、私 泪乍ら声を放って助けを求めました。と十五才になる弟ウードローが斧を右手に持ち母と一緒 駆けつけました。が、何分弟も幼い め唖然として立 ゐると、母がその斧を奪って父の後頭部 強く殴りつけましたので父は苦しいうめき声を立 ゝ妾 スカートを握ったまゝ斃れました。すると母は又も父の顔を殴りつけました。父は酒のみの働かぬ男で、 う家中の者がこり
く
してゐたんです」 。
聖書に誓った
「その後、母は間もなく病床に横はり、やがて死んでしまひましたが、死ぬる間際にな
って父を殺したことは決して口外するなと姉弟に厳命し のです。――母は多分毒を嚥んだのでせう。このことは、私たち姉弟が知ってゐるばかりで誰も知らぬのですから、口つぐんでゐたら判らぬのでせうが、何となく私も苦しくて まらぬので、牧師トーマス様に一切を打明け助けて貰はう 思ってお訪ねしたのです」娘は、斯う を殺したのは母であることを申し立てた けれどもこれだけでは、なほ牧師と娘とのいづれ 言葉が真実であるか判らぬ。で抜 目のない弁護士 、 「牧師に告白した当時の模様をお話しなさい」と娘に奨めた。ガドリンは、更に陳述を続けた。満廷 いま手に汗を握ってゐる。――ガドリンは、曩に牧師が話したと同様、自ら父親を殴 殺したことを に述べ 、卒倒 た処までを、詳か 物語り、更に言葉 続け 、我に返った時トーマスさんは、私に祈 をせうと仰しゃいまし ので、二人 跪きました。すると トーマスさんは眼 あげ 「人
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が、かゝる大罪を犯した事を、我を信じて告白せしめ給へる神に謝す、神よ我に人々の信を保たしめ給へ」と祈りを捧げられました、けれども妾は、口外されることが心配なのでトーマス様に（決して他人にはお洩らしなさいませんでせうネ？）と尋ねます 、あのは（貴女の告白は神と私 の間に秘密となって残り、私と共に死んで行く事をお誓い致します）と答へられたので、私は安心しました、のみならずこのことを誓はれた時、トーマス様は、跪いてバイブルを胸に当てゝゐられたのでした、だから私はまさか私が告白したことをトーマス様は他言されぬであらうことを信じてゐ んです。 」娘 証人席の牧師に気兼ねしながらこう語った。
娘は許された
「父を殺さなかったのに、何故にそんな告白をしたのか？」この言葉は、その時の裁判
官カメロン・マクレーが 先の娘の陳述を聞いて発した質問ですが 読者諸君も等しく同じ疑問を持たれる でせう。之に対して 娘ガドリンは答へ 。 「牧師トーマス様は、大罪を犯して告白せずに死んだ者は、永遠に地獄で火炙りにされる 話されました、妾は母が大 ん ので、地獄で火炙りになっ と思ひ、口外せぬことを条件として妾が父親を殺したと自白しました」 。斯くて、陪審員は別室で評議 上再び法廷に帰り、総起立の上で陪審長はおもむろに「無罪！」との評決を下した。斯くて、娘ガドリンは許されたが、陪審員たちをはぢめ人々 ガドリンが許されたと云ふ事よ も 教徒から打ち明されたことを他言し トーマス牧
師の否を罵り、やがては全国的に問題となっ
たさうです。
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「神戸又新」昭和三年七月二日37陪審法の話
12
来る十月から実施される
カイヨーの獄
美しい娘ガドリンに絡まる殺人事件は、米国陪審員の英断振りを示すため掲げたのであ
るが、今度は彼の有名なカイヨー夫人の殺人事件について話すことゝする。カイヨー夫人とは、一九一四年当時の仏国大蔵大臣ジョセップ・カイヨー氏の夫人のことで、事件の筋はこうである。
そのころ、カイヨー氏と、巴里フィガロ新聞
の主幹カストン・カルメットとは、政治上
非常に違った意見を持ってゐて、事ごとに相反目し全く犬猿もたゞならずと言った仲であった。その結果、カルメット 、自分がフィガロ新聞を経営してゐるのを奇貨 して、盛んにカイヨー氏に攻撃の矢を向けた。処が同紙の攻撃は、単に政治上の主義政策をあげ戦ふのみならず、カイヨー氏の私交上の数々 悪口及び醜行までをあげて日々連載した。
烈火の怒・決闘
それにはずいぶん酷いことが書いてあって、カイヨーと云ふ大蔵大臣は仏国を売る、所
謂売国奴である、即ち敵国独逸から金を貰って国 機密を売ってゐると云ひ、また故ブュー氏の遺産分配に際して六百万フランを収賄したとか、詐欺の被告人ロセットといふ者の公判を自分が官権を利用 延期せしめたと云ふ様なことまで書き立て、最後にはカイヨー氏のラブレター事件 も堂々と大書したの 。このラブレター事件と云ふのが
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カイヨー氏と同夫人とが結婚前で、お互に取り遣りしたものを摘発して書いたのである。カイヨー夫人に云はせる 、全くカルメットが捏造したものだと云ふのであって、その何れが真であるかは暫らく預りとして、兎も角甘ったるい、若者が読んだからうづき出す様なもの許りであったのに違ひない。それほどの艶ダネ持主であることは、全く幸福と云はねばならぬが、書かれてみると迷惑であったに違ひない。フィガロ紙 書き立てた公私に亘るカイヨー氏の事件は、実 百三十八件に及ん ゐると云ふの から、全くたまったものでない。
そこで、カイヨー氏は怒った！「国を売ったとか、極秘に附した手紙までも捏造して発
表したのはけしからぬ、極端なる名誉毀損である」 、彼は烈火のやうに怒った！。そしてカルメットと決闘の決心をした。
夫人の決意
夫君カイヨー氏が決闘を決心たと知って、夫人は大いに驚いた。いま、カイヨーは仏国
にとってなくては成らぬ人である。然るに 決闘の上で若し死ぬるといふことに れば、国の為その損失は大である。これは、どうしても自分が代って夫を助けねばならぬと考へた。そして、パリー地方裁判所長 モニエーといふ人を訪ねて、 「あゝいふ不都合なこ を書く新聞は、裁判所の権力 差止めて下さら いか………」といふ相談 持ちかけ 、けれども裁判所長も、事件になってゐない新聞の記事を差とめ こと 出来ない、 一向に要領を得ることが出来なかった。それから間もない時、夫人 姿はカスチンヌ・ルネットといふ銃砲火薬店へ現れ ゐた。彼女 、ブローニング拳銃 買ひ求め、そ ピスト がどれだけ効力があるかどうかを試す めに、地下室へ行って試験 みた。予期の通り拳
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銃の効果は偉大であった。 「これなら大丈夫」！と夫人 思っ ――。恐ろしい大きな決心が夫人 胸の中ではね廻 てゐた。斯 て、夫人はその足で銀行に立寄り金庫 整理た上、自宅に帰り一通の書面を夫カイヨー氏に宛てて認め、衣装を着替へて家を出た。
「神戸又新」昭和三年七月三日38陪審法の話
13
来る十月から実施される
社長惨殺さる
カイヨー夫人の胸にはね廻ってゐる大きな決心といふのは、いふまでもなく、カルメッ
ト殺害の企てゞある。それは、愛する夫のためにといふ意味もあったが、一面仏国 思ふ愛国的な感激からであった。カイヨー氏に宛た書面と云 のは、 「自分の身体を国家の め犠牲にする」との悲痛な遺書で、衣装を着替へたのは死装束をしたのであって 全く女としては従容とした態度である。ブローニング拳銃をもって家を出たカイヨー夫人は 直ちにフィガロ新聞社を訪れて社長カルメットに面会を求め 。カルメット社とても にそんな恐ろしい企てがあらうとは知らう由も無く 心よく面会した。そして、二言三言言葉を代はした後、夫人はかくし持った拳銃を乱
射した。筆をもっては辛辣骨を刺す程である
カルメットも、拳銃を放たれては対手がよし女 あらうとたまっ ものでない。無残にも鮮血に塗れて即死をとげたので る。新聞社は、忽ち上を下への大騒ぎを演じたが、夫人は予て覚悟してゐたこととて、警官が来るのを待って穏なしく警察に引かれ 行った。
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人殺しが無罪
公判廷に立ったカイヨー夫人は、云ふまでもまく犯罪事実の一切を認めた。かゝりの弁
護人は、巧に陪審員の感情に愬へて、滔々と無罪の弁論をした。その結果、夫人は遂に無罪となった。つまり、昔 烈婦女丈夫に比す
べきゝ夫人を処罰するに忍びなかったものと
見える。ところが、之に反して此裁判があったより少し前に、無政府党のエミールコッテンと云ふ男が、御承知の仏国首相クレマンソー氏を狙撃 た事がある。クレマンソー氏は、幸ひにして極軽傷で難を免れることを得たが、コッテンに対 て陪審員が求めたものは死刑であった。一方は殺人 一方は傷害罪である。しかも、殺人事件は無罪となり傷害事件は有罪とし、課するに極刑をもってのぞんだ、と云ふに到っては、実に矛盾も甚 い これは外国の陪審員が感情 走 結果でかつ
又陪審員が法律の適用にまでも容喙すること
の出来る、同国 法の欠陥である。人を殺したものに罪がないと云ふのは頭から誤った考へ方であ 。カイヨー夫人の如きは、明に殺人罪であって、ただその情状を参酌すればそれでよいわけである。殺した者も殺さぬものも同じであると云ふのは、誰が考へても正しい裁判とは云へぬであらう。
甘粕も無罪か私は、カイヨー夫人とコッテンの話をしたのにつけ思ひ出したのは、大杉榮殺しの甘粕
大憲兵尉である。若しも、甘粕大尉が、仏国で裁かれたら私は無罪 なったであらうと思ふ。また、当時わが国に陪審制度が実施されてゐ 、しかも外国のやうに陪審員に絶対的権限があっ としたら、 家として思想的に
相容れぬ大杉を殺したことは、大丈夫の所為
の如く考へて無罪にしたかもしれぬ。幸ひにして 日本 陪審制度 こ 前も記した様
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陪審員は犯罪事実のみを評議して裁判官の参考資料に供し 法律の適用は 切裁判官にゆだねる事になってゐるので、司法権の公正は毫 毀損することが無いであらう。従って日本の 、如何にして裁判官に正しき参考資料を供 かについ 公平正実 その職務を行へばよいのであ 。
前後だら
く
と十三回に亘って、私は陪審法について記したが、途中で已むを得ぬ事情
から話が前後テレコになった上、お負けに文が づくて、迚も御 り ならなかったことであらうと思ってゐるが、幸ひにして読者諸君におい 陪審法 一般だけでも判って戴けたら、それで私は満足であ 。 （おはり＝一安生）
「神戸又新」昭和三年七月一二日39被告五百名の共産党事件
近く予審終結するが請求があらば
陪審にかけると決定
主義の伝染を怖れ少年も独房に入れる
共産党事件の予審は、その後着々進み近く予審終結を見る模様であるが、本件の公判に
東京、名古屋、京都、大阪、神戸、岡山、福
岡、長野、札幌の各地方裁判所に分離して行
ふことになってをり、予審の済んだ分はなるべく早く審理する司法当局の意嚮である。
しかし、何分被告は、約五百名に上る空前の大事件なので、陪審にかけるか否かについ
ては、司法省内においても議論があったが、泉二刑事局長は考慮の結果、結局本件 法定
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陪審事件でないけれども請求陪審に属する事件である、依って陪審法実施以前に公判が開かれるべきものについては、何等被告側の意思を尊重して手続きを誤らざるやう各裁判所に対し内訓を発することゝなった。また、今回の に関連して起訴された被告中には、少年法の規定によって裁判所を経て矯正院に移送 ことが出来る満十八歳以下の少年が十数名あるがこれが、取扱ひ方については、原法相、小原次官、瀧川保護課長等協議の結果、矯正院 は独房の装置が から、他の収容者 共産主義の伝染す ことを恐 、絶対保護処分に附する少年刑務所 独房 収容することに決定した。 （東京電話）
「神戸又新」昭和三年七月一二日40附議さるゝ思想検事と陪審運用
来る二十六日から五日間司法省に
開かるゝ司法官大会同で
本年の司法官大会同（大審院長、検事総長、控訴院長、検事長、地方裁判所長、検事正）
は、主として新設せられる思想検事及び十月一日より実施され 予定に てゐる陪審運用に関する件を附議すべき必要上、判検事定員改正、ならびに陪審実施期日に関する勅令公布を待ち受けて、のび
ぐ
になってゐたが、いよ
く
勅令は今週中に公布されることゝ
なったので、来 廿六日より五日間本省に招集することゝなった で、それ
ぐ
招集状を
発した。本会同には、朝鮮、台湾、南洋等よりも数名の法官が列席するはず。
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「神戸又新」昭和三年七月一五日41神戸地方裁判所に近く判検事の大異動
思想検事、陪審判事の任命に伴ひ
数日後に辞令発表
思想検事の新任や陪審判事の任命で、司法官 が行はれ、その第一次はすでに発
表されたが、近く神戸裁判所および検事局においても、近来の大異動があるはずで、その予定によると、
地方検事局次席武松久吉氏は大阪区検事局上席へ、区検事局上席磯悌三郎氏は長崎控訴
院検事局へ、地方検事局中島春樹氏は大阪地方 へ各栄転し 後任並に庁内 異動として地方次席 は大阪地方検事局から遠藤常
壽氏、区上席へは伊丹区検事局から眞野歓三
郎氏、その他二、三の補欠 あるはずで、また区検事局畠眞太郎氏が豊岡支部へ、同支部の平見淳一氏は伊丹 各転任するはずである。
また、裁判所では、地方第三部代理部長武富義雄氏が長崎控訴院 後任には区裁判所
破産係 小林義雄氏が襲ひ 小林氏のあとに 豊岡支部の汐見甚作氏が転任するらしく
なほ、右検事の補欠は、検事代理を以て充てるらしく、数日後にはそれぞれ辞令発表の
はず。
「神戸又新」昭和三年七月二六日42陪審法実施で
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改正勅令発布
陪審法実施に伴ひ、左の勅令が二十五日公布された。
△裁判所職員定員令中左の如く改正す
第一条中「検事勅任又は奏任三十人」を「検事勅任又は奏任三十七人」と「判事奏任九百五十三人」を「判事奏任千五十七人」に「検事奏任に四百六十二人」を「検事奏任五百二十七人」に改む第二条中「書記専任五千四百八十七人」を「書記専任 千六百十九人」と改む
△台湾総督職員令中左の如く改正す
第一条 一項 検察官奏任十七人」を「検察官奏任二十人」と改む第二条中「書記専任百七十一人」を「書記専任百七十四人」に改む（即日施行）
一、陪審法施行期日に関する件
陪審法は昭和三年勅令第四 四号にかゝぐる規定の外昭和三年十月一日これを施行す
一、陪審法を樺太に施行す
「大阪朝日」昭和三年七月二七日43陪審法宣伝模擬裁判
御影町の龍美座で
二十八日午後六時から、武庫郡御影町龍美座で、神戸弁護士会員有志主催御影町有志後
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援のもとに、陪審法宣伝模擬裁判を実施する。出場者は、中井一夫、森田良三ほか十弁護士と陪審員三十六名、入場無料。
「大阪朝日
神戸版
」昭和三年七月二七日
44陪審法の模擬裁判神戸弁護士会主催、明石市の有志後援で、三十日夜、明石市王西座で今秋から実施の陪
審法模擬裁判を実演する。出演者は 都築文夫一座である。
「神戸又新」昭和三年七月二七45けふ陪審法運用を
主眼とし司法官大会議
陪審法運用及び思想係検事の職能に関する討議を主眼としたる、本年度司法官大会同は、
二十六日午前九時より、司 省大会議室に開会。
全国七控訴院長並に検事長、五十二地方裁判所長並に検事正全部出席、本省側より原法
相、濱田、小原両次官、磯部参与官、以下各局課長、裁判所側より牧野大審院長、豐島同部長、小山検事総長、林次席検事等出席、
原法相、小原次官、泉二刑事局長より一場の訓示あり、午前の日程 終り、正午赤坂離
宮における午餐会に臨み、午後二時より再び本省会議室において陪審法運用を主題として
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協議を行った。
始めての陪審制度
深甚なる注意を要する事
原法相
訓示
司法官首脳会議における原法相の訓示大要左の如し。 （写真は原法相）
一、陪審法の施行勅令は、昨日すでに発布せられ、いよ
く
本年十月一日より実施される
ことゝなりました。申す迄もなく、これが実施は実に我国司法制度上に於ける画期的の革新であります。
陪審裁判を行ふにあたり、第一 考慮すべき点は、如何に法律的智識に乏しき陪審をし
て、事件の内容、これに対する証拠及法律上の論点を充分に諒解せしめて、正常なる答申を得べきかにあるが 目的を達成するがため、検事の被告事件の陳述及び論告において或は裁判官の被告人証人等の訊問及びその他の証拠調べの方法範囲 つき 従来に比し大に考究すべきものが ります、と同時に、裁判長の明瞭にして透徹せる説示に俟つもの頗る大なることは勿論でありま 。
陪審員として司法に参与することは、もとよ 国民の栄誉あ 権利でありますが又一面
においては負担であります ら、陪審公判に当たりては、なるべ これが負担の軽減 意を用ひ、国民に対し陪審員たることを嫌忌するが如き念慮を起さしめない様 努めねばならぬ。
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陪審事件については、主として検事正自ら裁判に検察の任にあたり、止むを得ざる場合
にかぎり、他の熟達堪能なる判事、検事を てこれにあたらしめられ ことを望みます。今回の判事検事の異動も、専らこの主旨に基いて行は まし が、将来もこの方針を確守したいと考へます。
「神戸又新」昭和三年八月一二日46陪審記念日を毎年十月一日とす
その第一回で頭を捻る神戸
陪審法制度実施を前に司法省をはじめ全国各地方裁判所では、大わらべとなって、これ
が宣伝並に準備に忙殺され、神戸地方裁判所においても、陪審法廷の建築も殆ど竣工 近づいてゐる有様であるが、新制度は民衆の へ 進出を意味する司法上最も意義 るもので、司法省は新に十月一日同法実施の初日を期して、陪審記念日として永く記念するとゝなった。これについて、神戸地方裁判所でも、東 長は本年は第一回記念日とて、竹内検事正等とも合議の上記念方法について目下頭をひねっ ゐる。
「神戸又新」昭和三年八月二八日47婦人の美貌は陪審員を不正にす
併しこれは米国での話
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問題の陪審法も、愈よ来る十月一日より実施せらるゝことになりました。さて、陪審法
が実施せられたあかつき、美貌の婦人が陪審員の評議に附せられた時、陪審員がその美貌に魅せられて、その判断を誤りはしないかといふことは、甚だ馬鹿げ やうで、而も現在官民共に云はず語らず心配してゐる問題ではな でせうか。こゝにお話しする例に鑑みて、吾々はよく戒心し 陪審法をして有終の美をなさしめなければなりません。◇米国の或田舎にマリー・ホワードといふ、大変美しく而も ぼるゝばかりの愛嬌を持ってゐた十五歳の娘 ありました。彼女も人並に都会にあこがれて、職を求めてカンサス市に出て来ました。そして、最初は或家庭の女中をしておりましたが、間もなく、或商会の女事務員となって働くやう なりました。そ うち、彼女はステフヱンス いふ体躯堂々たる、而も美男子の巡査と知り合となり、遂に関係する 至ったのであります。ステフヱンス巡査は、当時カンサス市 於て「スピーデー」といふ綽名をとった敏腕の巡査でした。毎週一度カンサス市の新聞紙に彼の名前で い事はない程でした。◇そうする中、ホワードはステフヱンス巡査の既婚者で る事を知りまし 。そ て 幾日か煩悶懊悩の末 遂 彼を思ひ切り、己 身を隠したの した。併 犯罪捜査に妙を得てゐる彼ステフヱンス 其 儘にしてはおきません。執拗 彼女 追って、之を発見し、依然として関係を続けてゐました。◇その中、ホワードは遂にステフヱンスの胤を宿したので 正式に彼との結婚を要求 ましたけれど、もと
く
既婚の身として夫が出来るわけもなく、笑って相手にしません。こ
の場合ともすれば、悲劇を起し易い事は東西其軌を一に てゐるやうです。彼女は思ひあまって、遂にステフヱンスの短銃で彼の睡眠中を射殺した です。これは情状酌量 余地
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あるにしても、謀殺罪である事に異論はありません。◇検事ページ氏及び陪審員の前で、彼女は上述 様な陳述をし 事実は全然これを認めたのでした。しかし、彼女の美貌と蠱惑的な所作 、如何な 男性をも悩殺せずんばやまないほどのもので たが なほそ 弁護人と て 彼女はソフィア・アーン・ライレーといふ二十二歳 容姿楚々 る女弁護士を依頼
たのでした。この場合にも、検事ページ氏は
職権上断乎として謀殺罪で起訴する事を主張したのでしたが 陪審員達はこの二人の美貌に魅せられてか、とう
く
起訴の評決をしませんでした。一方殺されたステフヱンスの妻
女アンナも、検事 召喚により陳述をなすべく陪審員の前 出頭した でありますが、長年の結婚生活、而も貧 不幸との苦々 い試練を経た彼女は、美 い容姿 点で到底彼等の敵ではありませんでした。かくして、勝ったホワードは、陪審員達の歓呼に送られて陪審法廷をでたさうであります◇最後に、御諒解しておいて貰ひ いこ は、米国の陪審法と日本のそ とは大分違ひす、米国のは起訴陪審といって、嫌疑者を起訴するか否かについ 陪審員 評決を要するので、日本のは起訴 検事の一存 、陪審員は公判の場合只事実 判定をするに止まり、而もその判定は検事も判事も拘束するものでなく、只その参考に供せられる みです。
「神戸又新」昭和三年八月二九日48全国司法官を集め陪審実務の懇談
十月一日は陪審法記念デー
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予て準備中であった陪審制度は、愈よ今秋十月一日より実施されるが、司法省では、此
法制史上の一大記念日たる十月一日を陪審デーと名付け、此制度の主旨の徹底を図ると共に、更に該裁判の実施に際して一層の完璧を期するため、九月三日より六日まで四日間全国の地方裁判所長、検事正、次席検事その他百二十名を司法省に招致し、本省側より原法相以下、濱田、小原両次官、磯部参与官並に陪審係等出席陪審裁判実務の懇談を行ふことゝなった。
「神戸新聞」昭和三年九月一一日49陪審法廷に聖上行幸内定
十月一日、実施の日
木下宮内事務官下検分
来る十月一日より、全国一斉に実施さるゝ陪審法は、実にわが司法制度の上に一時代を
画するものであるといふので、司法省におい
てはこの日陪審法廷に天皇陛下の行幸を仰ぎ
奉るべく、宮内当局を経て奏請中であ が、愈聴許あらせられ、当日の午前十時行幸のことに内定、宮内省木下事務官は、十日午前十一時、大審院、東京控訴院、東京地方裁判所陪審法廷等の下検分を遂げた。
「神戸又新」昭和三年九月一二日50聖上陛下畏くも裁判所を御視察に
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記念すべき陪審法実施の当日
司法大臣の奏請を容れさせられ
未だ前例のない行幸
司法省では、国民的に記念すべき陪審法の実施を機とし、畏き辺りの行幸を仰ぐべく、
予て宮内省を経て奏請中であったが、右に対し宮内省から土岐事務官の 検分あり その結果、愈よ行幸あらせられることに決定し、その御日取り ついて司法、宮内両省と折衝の末、十日左の通り、陪審法実施の記念すべき十月一 午前十時と決定発表された。同日、天皇陛下には、大審院の会議室に御小憩中、牧野大審院長、小山検事総長から明治初年以来今日までの裁判所の沿革並に司法制度の変遷などにつき詳細御説明申し上げ、それ
く
大審院、控訴院 両大法廷、地方裁判所陪審法廷及び予審廷、区裁判所 、陪審員宿舎など親しく御覧あそばされるはずである。
右につき、小原次官は謹んで語る。東京裁判所へ聖上陛下の行幸を仰ぐことは、前例の
ないことで、原法相は就任以来この栄に浴したいといってゐ たま
く
陪審法が実施
されることゝなったので、こ 記念すべきとき 陛下の行幸を仰がんと 予ねて を通じて奏請してゐたところ、いよ
く
正式に御内定を得たもので、行幸の際は全国裁判所
の代表ともいふべき、帝都 裁判所の実際を御覧 入れるつもり 、且十月一日は陪審法実施記念として、各地方裁判所で記念祭を執り行ふこ になってゐ から、将来この日を司法記念日とし 、永く伝へたいと思ってゐる云々。
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「神戸新聞」昭和三年九月一三日51十月一日陪審法実施の日を司法部記念日とし
全国裁判所は休業
法廷を一般に縦覧せしめる
憲政の大義に基き国民をして普く司法権に参与せしむべく懸案中であった陪審法は、愈
来る十月一日から実施されることになってゐるが、畏くも聖上陛下には、当日司法部へ初行幸として、大審院並に東京控訴院、東京地方裁判所に行幸仰出だされることになってゐるが、司法省ではこの日を司法部永久の記念とすべく計画中のところ、この程やうやく具体案を得て、十二日、全国地方裁判所長宛夫々訓令を発した。それによると、十月一日は永久に司法記念日と定めて、全国裁判所の判検事等はこの日業を休み、各地方裁判所では管内の陪審員候補者、貴衆両院議員、府県議、市町村会議員、市町村長、その他官公吏全般に対し招待状 発して、法廷内部を縦覧せしめる。
なほ、本年は特に記念として、陪審法廷の絵葉書を洩れなく贈呈する外、講演会を催し
て、司法権尊重 思想 涵養し 国民をして裁判所を理解せしめ、以て司法裁判に親む様大いに努力を尽す計画であると。 （東京電話）
「神戸新聞」昭和三年九月一四日52数千人を招じて陪審法廷を見せる
来る十月一日の記念日には
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職員達休業して祝意を表す
その日の神戸地方裁判所
陪審法実施の日の来る十月一日には、聖上陛下が畏くも司法部への初行幸として、大審
院、東京控訴院、同地方裁判所へ行幸される光栄が確定し、司法省ではこの日を司法記念日として全国的に有意義な催しをすることにし、各地方裁判所長へ訓令した。
神戸地方裁判所でも、瀟洒たる陪審法廷がこの佳日をまへに竣工したので、当日
(十月一
日）の記念日には、裁判所職員全部休業し、法曹関係者を新庁舎に招き、竣工披露の意味をかねて、記念日を祝ふことにし、
なお、一般陪審候補者をはじめ 貴衆両院議員、県会、町村会議員、市町村長、学校関
係者等 招いて、法廷その他を巡覧せしめる
ため、一日若しくは二日以後秩序的にこれを
行ひ、かつ記念品として陪審法廷や庁舎を撮影した絵葉書を頒つことに略案がきまり、取敢ずその人員の調査をしたうへ 招待状を出
すことになった。その人員は、まづ三千乃至
四千人位であらうと。
「神戸又新」昭和三年九月一四日53民衆の為に祝福すべき最初の司法記念日
十月一日陪審法実施当日は
神戸地方裁判所でもお祝の催し
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民衆が裁判に参与することの出来る陪審制度の実施は、半ヶ月の後に近づき、神戸地方
裁判所でも、法衙の建設をはじめ諸般の準備を着々進めてゐるが、来る十月一日（陪審法実施初日）は、第一回 司法記念日となったので、此日を祝福記念するため、東所長のもとで、予て主務省の指令にもとづいて、その具体的方法につい 考慮されてゐた処、十二日、大体左の通りの成案を得たので、田中検事正と十三日協議の上決定することゝなった。一
陪審法衙の縦覧
新に設けられた陪審法衙を、県下二千数百名の陪審員候補者をはぢ
め市町村長その他公職にある人を招待して、縦覧せしめること
二
絵葉書及設計図
陪審法廷、同法衙の全景、陪審員宿舎を記念絵葉書として、之に陪
審法衙の設計図を印刷して、陪審員その他に配布すること
三
各方面で講演会をなるべく多く開く事
四
開庁式
裁判所職員、弁護士等参集の上、十月一日開庁式を開く
五
祝賀会
同様朝野の法曹が相寄って、盛大な祝賀会を（十月一日）開く
「神戸新聞」昭和三年九月一五日54法曹界の巨頭を集めて陪審模擬裁判を
経過記録を全国に配布
あす明大の講堂で開く
陪審法実施も既に十数日の後に切迫して来た で、第一東京弁護士会にては、秋山、有
馬、高野弁護士などが主となり、最後の権威ある陪審模擬裁判を開いて、専ら東京控訴院
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管内の判検事書記並に陪審員の研究に資すべく計画中であったが、愈十六日午後零時半から、神田駿河台明大講堂において、放火事件の陪審模擬裁判を行ふこととなった。
当日の裁判長は、大審院判事宇野要三郎氏、検事は東京控訴院次席検事岩村通世氏、弁
護人は花井博士以下一流どころ五名、陪審判事、書記等も全部本物が出席、証人には先頃汎太平洋婦人会議に出席した北村兼子 平沼騏一郎氏令姪等も出席する。
而して、この陪審 の経過記録は、パンフレットとして全国 関係者に配布し、将来
の参考に資する筈であると。
「神戸又新」昭和三年九月一七日55陪審法廷を遽かに改造
不備の点を発見して
国民裁判として一般から多大の期待をもって迎へられてゐる陪審法は、愈よ来る十月一
日より実施されることゝなり、同日は裁判史上永久 歴史に残るものとして、全国各裁判所はこれが に万遺漏なきを期して居り、特に天皇陛下には、国民裁判の実施第一日を以て、大審院、控訴院に行幸あそばされ、親く裁判の実況を御覧遊ばされることゝなり、裁判所で 陛下の初行幸を仰ぐことゝて 地方庁と協力し陪審法廷の新築設備やら奉迎準備を急ぎつつあるが 最近 至り、これが法廷の設備に一大落度あることを発見した。
これは、国民裁判である法廷の設備において、傍聴席は殊に相当の重きをおかねばなら
ぬのに、傍聴席の一部を除く外中間に十尺の垣 設け、一般傍聴人の目をさへぎることに
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なってゐるので、改造を急ぎつつあるが、これに対し一般の非難の声が高い。 （東京電話）
「神戸又新」昭和三年九月二〇日56陪審員の旅費日当規則
けふ勅令で公布さる
陪審法実施に伴ふ陪審員旅費日当及び止宿料
規則は、十九日勅令をもって、左の如く公
布された。 （東京電話）第一条
陪審員の旅費は鉄道又は汽船を通ずる水
路にありては二等旅客運賃、運賃の等級
を二階級に区分するものに在りては上級の運賃、其の等級を設けざるものに在りては其の乗車又は乗船に要 運賃 依 、汽船を通ぜざる水路に在りては一海里毎 十五銭以内、其の他に在りては一里毎 九十銭以内
に於て裁判所の定むる額とす但し一海里未
満又は一里未満の端数は之を切捨つ
第二条
陪審員の日当は公判の審理に関与したる日に付ては一日につき五円、其の他の日
に付ては一日に付二円五十銭とす
第三条
陪審員の止宿料は陪審宿舎に止宿したる場合に於ては一夜に付二円五十銭
他の場合に於ては一夜に付五円とす
第四条
陪審員の旅費、日当及止宿料は 決前に請求するに非ざれば之れを給せず
附則
本令は昭和三年十月一日より之を施行す
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「神戸新聞」昭和三年九月二〇日57十月一日から開く陪審法廷
森厳で瀟洒な内容
陪審補実施の十月一日を旬日に控へて、神戸地方裁判所の陪審法廷は完全に竣工し、日
本最初の陪審裁判を待ってゐる。当日の一日には、この新館で記念日の祝賀が行はれ、続いて陪審員候補者らに参観させ ことになった。
（写真上図）は、森厳にして瀟洒なる大法廷で、正面が判事、検事、書記席、向って右
側の鉄柵が被告人席、後方は弁護士席、向って左側前は新聞記者席、後方が陪審員席、前方の鉄柵前は証人控席、鉄柵の後方は一般傍聴人席、 （左下）はハイカラな陪審員宿泊室のベッド、 （同右）は陪審員の食堂兼休息所（日本間）
「神戸又新」昭和三年九月二一日58竣成した神戸の陪審法廷民衆裁判の開かれる神戸の陪審法衙も、 愈よ写真の通り竣成した。 （上） は大法廷―― （１）
中央は裁判長席、その左右は陪席判事席（２）検事席（３）書記 検事席と書記席は従来の法廷とは全く反対である） （４）弁護士席（５）二段にな た陪審員席（６）被告席（７）証憑台（８）傍聴席（９）新聞記者席 陪審員席の下） 。 中 陪審員宿舎――陪審員法第
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百十条「裁判長の許可をうけずして陪審の評議室に入り又は陪審評議を終る前裁判所内に於て陪審員と交通したる者は五百円以下の罰金に処す。 」との厳めしい条文の違反者が無いやうと陪審員は評議の終る迄監視厳しく庁内の此宿舎に起居する である。 （下）陪審員娯楽室――外部と交通を断たれた陪審員にせめ
てもの自由を与へんが為との思ひやりから設
けられた、畳敷の一室
「神戸新聞」昭和三年九月二七日59陪審法実施が近づいて裁判所はキリキリ舞
記念日の催しや諸準備などに大多忙
但し本当の陪審裁判の開かれるのは
早くて来月中旬以後
陪審法実施の十月一日は迫る――当日の司法記念日の催しや陪審法を愈実施する諸準備
のため、神戸地方裁判所では大繁忙を極めてゐる、ことに陪審裁判にたづさはる刑事第一部友眞裁判長、同二部加藤裁判長および各陪席判事、書記等は毎日新裁判に備へる準備のため研究中である。さて、はじめて神戸に陪審裁 が開かれるのはいつごろか、
一日から実施にはなるけれども、実際に一日後に裁判所が公判期日を定めた事件で、し
かも陪審法はすべて公判準備手続を要するから、その公判準備期日前五日を置いて召喚状を出さねばならぬ、そして愈よ陪審の評議に附することになれば、その公判に呼出す陪審員にも必ず五日の猶予期限を置かねばならぬ、だ 若し来月一日までに予審が終結 、
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即日公判準備期日を定めるとしても、陪審員の参加する公 は、前後を合して十三、四日の猶予期間があるから、ほんたうに公判が開かれるのは、早くて来月中旬以後――下旬なるであらう。勿論、陪審 かける事件は 法定陪審 請求陪審ともに、被告が犯罪事実を否認してゐること、法定 と雖も本人が陪審裁判を辞退するときに 行 れぬか 、数においてもさう多くはなからうが、しかし姫路や豊岡など支部裁判所 公判も全部陪審事件は神戸で開かれ のだから、追々 陪審法廷も賑ふであらう。
「神戸新聞」昭和三年九月二七日60陪審法の実施に就て
神戸地方裁判所部長
加藤健一
陪審法は愈十月一日より実施せらるゝことゝなりました。陪審制度と申しますのは、裁
判官でない国民が裁判事務に参与関係する制度、国民の常識を裁判に取入れ民意を に反映せしむる制度であります。従来の司法裁判事務は、裁判官のみ 取扱って居りましたが、陪審法に依り裁判官でない国民が裁判手続きの一部に参与することになったので、司法制度の一大変革であります。
裁判は、申すまでもなく正しきものを保護し、不正のものに対し制裁を加へ、社会の秩
序を保ち治安を維持するを目的とするものであります。陪審法の実施に依り 国民が員として裁判手続に参与 ことは名誉なる権利でありますが、国民 の名誉なる権利を実行せねばならぬ義務があります。陪審員は、法廷に列席して事件 取調を聴いた上、
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犯罪事実の有無を評議し其結果を裁判所に答申する職務を有って居りまして、其陪審の答申の如何に依っては、裁判に間違を生ぜぬと
も限らないのでありますから、陪審員の責任
は誠に重大であるます。
陪審員として裁判所から呼出しを受けたときは、必ず出頭する義務があります。併し、
病気その他やむを得ざる事由で出頭することが出来 場合には、その理由を書いた書面を裁判所に出して、職務を辞することが出来ます。
陪審員として呼出を受けた者は、裁判所へ出頭する前にても、訴訟関係人に面会したり
その他公平を疑はれる様なことを避けねばな
らぬ。陪審員は、法廷で取調べられる証人の
証言やその他法廷 現 た証拠に基いて、公
平に之を判断せねばならぬ又感情に捉はれた
り世間の風評、新聞記事に依り 事件 関し予断したりすることなく、不羈独立自己 信ずる通り良心に従ひ事件の真相を掴 努めなければならぬ、これを要する 、陪審員は良心に従ひ公平誠実にその職務を行はぬばなりませぬ。
陪審制度は、陪審員となられる人のみならず、国民一般が司法裁判の如何なるものなり
やを十分諒解し、国民一般 後援なくんば、そ 効果 完うすることは出来ないのであります。
従来、公判に呼出を受けた証人が、正当の理由なく無断で出頭せざりしため、やむなく
公判期日を変更したることが往々ありました、刑事訴訟法に依り証人 鑑定人 して呼出を受けた人は、裁判所又 裁判所の指定したる場 頭する義 が のでありま から、病気その他なむ 得ざ 事由ある場合 外は、裁判所又は其指定の場所へ出頭せねばなりませぬ。陪審事件に付証人、鑑定人として呼出を受けた人が出頭せざるときは、公判
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の期日を変更せねばならぬことになります、さうなりますと多数の陪審員は再び次の期日に出頭せねばならぬので滞留せねばならぬこ
とゝもなり、訴訟関係人、殊に多数の陪審員
に多大なる迷惑を掛けることになるのであ 。このことは 陪審法実施に当って殊に心配して居ります。証人、鑑定人として呼出を受けたる人は、病気其他やむを得ざる事由なき限り、是非出頭せねばなりませぬ 若し期日に出頭できぬ事由が ましたならば成るべく早く裁判所にその事由を申出でゝ貰ひたいのであります。
陪審法実施に当り、国民一般が司法裁判に対し、従来よりも一層よく諒解し 朝野協力
して我司法裁判の権威を増し、司法裁判に対する国民 信頼を一層深からしめんこ を期せねばなりませぬ。 （写真は加藤部長）
「大阪朝日
阪神版
」昭和三年一〇月一日
61陪審所感（上）
神戸地方裁判所長
東
龜五郎
陪審裁判は、裁判に民衆を参与せしめる制度
であって、我国の法制上実に画時代的の一
大変革である。陪審法は、大正十二年四月議会の協賛を経て発布せ れた法律で、爾来五年間の準備期間を置き、本年十月一日をもって実施することになったのである。今や、その実施は目睫の間に迫り、朝野ともに張目凝視し 、その結果如何と注意してゐ 同時に、一面こ 新しき試みにつき多少不安の念 懐い ゐる人も少くない
どの点が不安に感ぜらるゝかといふ 、陪審員は学識や才能の卓越した人を選考するの
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ではなく、ただ読み書きの出来る程度の人を抽籤で定めるのであるから、多くは法律上の知識と裁判所の経験なきは勿論、時としては普通の教養すら欠けてゐ 人もないと 限らぬ、これらの人が裁判に参与したりとて、果して能く隠密の間に巧妙に行はれたる犯罪事実の真相を捕へ得るだらうか、将たまた従来
の普通裁判よりもより良き裁判が出来るであ
らうかといふこ は、多くの人より憂慮せられてゐる点である。
しかしながら、自分は思ふに、陪審の目的や
陪審員の役目を考察すれば、世人が憂慮す
るほどの不安はないものと思ふ。何と れば、陪審法が陪審員に要求するところは、その人の学識または裁判上の経験ではない である、専門家の見地より離れたる素人観を裁判に加味せんとするのが目的であるからである。すなはち、学問上の理屈は兎に角 して常識上どう思ふかといふ民衆の声 聞かんとするものである。それならば、陪審員は必ずしも学者や専門家たるを要せず、誠心誠意 一般民衆の知識と感情を代表する人でさへあればこと足るわけである。
古来「負うふた子に教へられて浅瀬を渡る」といふ諺がある、昔佐々木三郎盛綱が前夜
村の若ものを呼んで藤戸 渡の浅瀬を聞き 翌朝馬にて海を乗切り先陣の功名を立てた話は、皆人の知る ころ ある。陪審法が陪審員に要求する ころは、此の負はれた子や、または ゝ役目を果して貰ふことにある で、自ら対局者とな て勝負を争ふほどの力量を要求する次第ではなからうと思ふ。
「大阪朝日」昭和三年一〇月一日62陪審員候補者
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名簿縦覧
尼崎市では、近く明年の を選ぶべき陪審員資格者名簿を、九月一日現在で
調製したが、規定に本づき今一日から八日 で（日曜日を除く）市役所で一般に縦覧 しめる。 （写真は陪審法廷）
「神戸新聞」昭和三年一〇月一日63司法記念日、けふ陪審法実施
聖上
裁判所行幸
法廷及び諸種の参考資料を
具さに御覧あらせらる
十月一日、けふぞ我国立法史上特筆すべき陪審法の実施せらるゝ司法記念 である。天
皇陛下におかせられては、この意義深き日に
おいて、特に大審院、東京控訴院、東京地方
裁判所に行幸を仰 出だされ 親しく裁判所の実務を御視察あらせられるといふことは、大御心を立法、行政の各機関にそゝがせら ゝと同様、司法機関にもそゝがせらるゝ 聖慮によるものであって、単にこれ 司法部のみの光栄 止まらず法治国の国民として、ひとしく感激措く能はざるところである。
この日、陛下行幸の御順序を拝するに、陛下には陸軍通常礼装に大勲位略章、珍田侍従
長御陪乗、略式自動車鹵簿に召させられ、一
木宮相、奈良武官長、その多供奉の上、午前
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十時宮城御出門、同十時五分東地京方裁判所御車寄に着御、原法相以下、小原、濱田の両次官、磯部参与官、泉二行刑局長、その他各
局長、裁判所側より牧野大審院長、小川検事
総長、和仁控訴院長、三木検事長、田中東京 長、鹽野検事正以下、高等官三百余の奉迎を受けさせられ、原法相の御先導にて三階大審院長室の仮御座所に入らせられ 御小憩の後原法相以下親勅任官に謁を賜ひ、十時五十五分、原法相御先導、御説明の上、陳列室の参考資料、判決書並に中野刑務所以下各刑務所の囚人の製作品等を御覧遊ばされ、次で十一時二十分より、同じく法相の御先導にて大審院第一号法廷を 覧、こゝにて牧野院長の御説明を御聴取あらせられ、控訴院第三号法廷に御成り、判検事以下各奏任官約三百名に列立拝謁を賜る由、それより今日の行幸の眼目である陪審法廷に入らせられ、同法廷並に陪審員評議室につき田中裁判所長の説明を 聴取、更 予審廷を順次御巡覧、御小憩の後十一時四十分還幸あらせらるるはず。なほ、当日天覧に供すべき参考品中、司法関係の記録の主なるものは、明治元年近藤勇の処刑書、 治 年山口藩士八名が大村兵部大輔謀殺事件記録 同三年坂本龍馬殺害犯人今井信郎判決書、同七年佐賀乱の記録 同六年変体陪審記録、彼 有名な露国皇太子暗殺事件 かゝる津田三藏の一件記録 後藤新平子 拘引状や調書等のある明治廿六年の所謂相馬 記録等、何れも我が司法制度 歴史を物語る貴重なものばかりである。 （東京電話）
三権への参与
君恩の篤きを思ふ
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田中首相
謹話
国民が多年期待してゐた陪審法は、今日即ち昭和三年十月一日から実施されることと
なった。この日、天皇陛下には、特に親しく司法部に行幸あらせられ、司法事務の実際を御親謁あらせられるは、洵にありがたき思召と拝察し、お互ひ国民の責任甚だ大なる 覚ゆるのである 我々国民は、既に議会において立法に参与し、地方自治において行政に参与し、今また陪審法の実施によって司法に参与することとなった。即ち、国民三権の各各に参 す ことになって、いよい 立憲国民たる内実をあぐるやうになったことは、我々日本国民の誇りであると共に重大なる責任観念を喚起 は勿論、ます
く
自重精励し君
恩の篤きを思ひ 之に報い奉らねば らぬと信ずるのである。
司法史上永久の記念、鶴駕親臨を仰ぎて
新法運用の万全を望む
司法大臣
原
嘉道氏
謹話
我国民が多年翹望せし陪審法は、愈本日より実
施せられた。今日に六十年前旧幕時代の
裁判制度を顧みると、実に隔世の感に堪へないので り、畏くも明治天皇は不世出の御英資を以て維新の大業を成就せられ、明治の新政を開かせられた であ が、当時諸制度創造の際に拘らず司法のこ もこれを忽諸 し給はず、明治元年正月には刑法事務課を設けられ、刑法事務総督及び刑法事務課係 置き監察、弾糺 捕士、断獄等の事を掌らしめら
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れ、茲に新政後の司法制度を建てられたのである。次で翌二月には、これを刑法事務官と改め督輔、權輔、判事を置かれ、同年四月には
、更に太政官を分ち議政、行法、神祇、会
計、軍務 外国、刑法 七官となし、初めて立法、行政、司法の三権を鼎立せしめられた。
その布告文中に、 「天下の権力総て之を太政官に帰す、則ち政令二途に出る患無からしむ、
太政官の権力を分って立法 行法、司法の三権とす、則ち偏重の患無からしむなり」とあり、王政復古と同時に、今日の政体の基礎を建てられたのである。
かくのごとく、国政に司法の重きをなす所以は、司法の確立は実に正義の維持、人権の
擁護にありて、司法の確立すると否とは、実に国家 隆替興亡に重大な 関係を有するからである。降っ 明治八年には 元老院 共に大審院が設けられました。此の時、畏くも明治天皇は、詔書を下し給ひて、 「朕即位ノ初首トシテ群臣ヲ会シ五事ヲ以テ神明ニ誓ヒ国是ヲ定メ万民保全ノ道ヲ求ム幸ニ祖宗ノ霊ト群臣ノ力トニ頼リ以テ今日ノ小康ヲ得タリ願フニ中興日浅ク内治ノ事当ニ振作更張スベキ者少シトセズ朕今誓文ノ意ヲ拡充シ茲ニ元老院ヲ設ケ以テ立法ノ源ヲ広メ大審院ヲ置キ以テ審判ノ権ヲ鞏ク 」と詔せ 。
その後、明治廿二年二月十一日を以て発布せられました帝国憲法には、司法権に就いて
特に一章を置き、其劈頭に「司法権ハ天皇ノ名ニ於 法律ニ依リ裁判所之ヲ行フ」とあり、凡そ国務は総て天皇の行はせ給ふ所であるから、独り司法に就いてのみ「天皇ノ名ニ於テ」と冠する必要 ないが、そのこれ は如何に御親閲あらせら ゝこ 独り朝野 法曹のみならず、国民の均しく感激措く能はざるところ、司法史上永久 記念しべきこ信ずるのであ 。
更に、陪審裁判につき申しますと、従来刑事の裁判は専門の官吏則ち判事のみがこれを
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行ひ来たのであって、一般国民の意思は毫も加味せられなかったのであるが、陪審裁判では裁判官の裁判に民意を加味する事を基調と
し精神とする。本来、立憲政治下にありまし
ては、苟も国務を遂行運用するに当っては、民意を しめて国民が国政に参与すると云ふ観念を懐かしめねばならぬのであ 。然るに 我国に於ては従来立法、行政の両方面では、選挙の方法に依り代表された人民の意思が国政遂行 上に表現されて居 が、独り裁判の上には国民意思の反映と認むべき何者も加味せられて居なかったのである。立憲政治の大筋から云へば、これでは未だ完き 得たと謂ふことが出来 。国民をし 、裁判所を飽迄人権擁護の機関である、正義擁護の機関であ と信ぜしむるには、従来 官吏のみに依る裁判制度に変更を加へ、 民 して罪 有無は自分等 同様の 民に依り決せるゝから、少しも不安がないとの安心を持たしめることが必要 なって来 のである。これ即ち、我国に於て陪審法を設くるに到った根本の趣旨である。かく断じ来れば、陪審員制度実施により初めて立法、行政、司法共に人 が参加すること なり、我 立憲政治は茲に完璧に達したと云へるの ある。即ち の制度 実施は、啻に我が刑政史上の一大革新たるのみならず、実 我が立憲政治史上にも亦一大時期を画し ものといふべきである。この機会に一言 ておきたい は 法は死物である、そ 運用の如何 よりては善法も悪法となるのであるから 局 当 者が不幸にして一度そ 運用 誤 が如きこ あれば、折角の善法良 もまた死文徒法 終るのみならず、却て社会に害悪 流 悔を千歳に残すことゝなる、故 選ばれ、陪審員となられる諸君 良く 精神を解しこれは曾て無き人民擁護の であるといふことを十分 理解し自分は同胞に対す 照魔鏡、即ち「正義を擁護す 機関である」といふ観念と識見とを持ち 事件 対しては虚心坦懐
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唯自己の良心に従って公平誠実に判断をなし、他より一点の非議を加へられざることを期して、此制度の運用に当られんことを熱望して止まぬ次第である。
重大なる陪審員の職責
公明正大に所信を貫け
大審院長
牧野菊之助氏
談
裁判には無関心な国民
国民は、十月一日から実施さるゝ陪審法に依って司法権にも参与し得られることになっ
た。この際、国民は須らく陪審法の精神をよく諒解し、以て陪審裁 の実績を挙ぐることに努めなけらばならぬ。然しながら、国民の多くは従来「裁判」といふものに対して余りに恬淡、無関心であったから、果して陪審法実施に当って所期の目的を挙ぐることが出来るか何うか憂慮したが 過般来屢各方面で行はれた模擬陪審裁判に出席し、国民 中から選ばれた模擬陪審員が、如何にも真面目で熱心な態度を以て 審員としての職責 尽してゐるのを見て、実施後の好成績を信じ心窃かに喜んでゐる処である。
陪審員の大切な心がけ
愈本法が実施された暁に於ても、陪審員諸君が模擬裁判法廷に於けると同様な態度をも
って実際裁判に参与すれば、必ずや陪審裁判の実を挙ぐること 困難ではないと思ふ。陪審員の職責は常識判断によって、裁判にかけられた事実の有無を決定す にあるは勿論一面、法廷に現れた各般の証拠に基き信ずべきを採り、信ずべか ざるを排し 公平無私、
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適切にして穏健なる判断を下すことが極めて必要である 陪審員が心得べき事は、証拠をはなれて自己の先入観念によって事象を判断す ことで真相を誤りやすい、又確固たる信念を持たず他人の意見に雷同すること、事件関係者の請託を容れることは絶対にさくべき事である。
陪審裁判制度の真骨頂
兎に角、陪審員各位が以上述べたやうな意見により、自己の判断を形造り、その多数に
依って事実の有無を決定する事にあるから、
茲に始めて国民の意志が裁判の上に反映する
ことになり、被告人もま 自己と同じレベルの国民から 実 さ 、その裁判 受けることになるから満足であらう。また、裁判の信用も一層加 ることと思ふ。要す に、国民の判断が基礎となって裁判せらるゝといふ事が、即ち陪審裁判の神髄であるから これに参与する国民、即ち陪審員はこゝに深く留 して、苟くも自己の所信を枉げて多数意見に聴従したり、或は特殊 請託を被告から受け容れたりするが如きは断じて排し、公明正大な態度に終始することを念とせねばならない。
素人観を裁判に加味する
冷静の心が陪審員に必要
神戸地方裁判所長
東
龜五郎
陪審法は、大正十二年四月議会の協賛を経て発布せられた法律で、爾来五年間の準備期
間を置き、本年十月一日を以て実施することになったのであるが、その実施に際し、朝野
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共にその結果如何を注意すると同時に、一面この新しき試みにつき多少不安の念を懐く人も少くないのである。
どの点が不安に感ぜらるゝか！と云ふに、陪審員は学識や才能の卓越した人を選考する
のではなく、只読み書きの出来る程度の人を抽籤で定める であるから、多くは法律上知識と裁判上の経験なきは勿論、時としては普通の教養すら欠けてゐる人はないとも限らぬ。これ等の人が裁判に参与したりとて、果して能く隠密の間に巧妙に行はれたる犯罪事実の真相を捕へ得るだらうか、将又従来の書
面裁判よりもより良き裁判が出来るであらう
かといふことは、多くの人より憂慮せられ居 点である。
然し乍ら、自分は思ふに、陪審の目的や陪審員の役目を考察すれば、世人が憂慮する程
の不安はないものと思ふ。何となれば、陪審法が陪審員に要求する所は 其人の学識又は裁判上の経験ではないのである、専門家の見地より離れたる素人観を裁判に加味せんとするのが目的である、即ち一般民衆の知識と感情を代表する人でさへあれば事足る訳である。古来「負うた子に教へられて浅瀬を渡る」といふ諺がある、昔佐々木三郎盛綱が、前夜村の若者を呼んで藤戸の渡の浅瀬を聞き 翌朝馬にて海を乗切 先陣の功名を立てた話は、皆人 知るところ ある。陪審法が陪審員に要求するところは、此負はれた子や又は村の若者の役目を果して貰ふことにある で、自ら対局者 なりて勝負を争ふ程の力量を要求する次第ではなからうと思ふ。
茲に、陪審員となりたる人の心得べき一、二
の事項を話して見よう。陪審員は事件の関
係者よりの依頼を受け又は買収、威嚇 依りてそ 考へ 変へては らぬ事 申 迄もないが、その他に、 （一）事案は法廷に顕れた事 証拠に基いて み判断することを要するの
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である。陪審員は、白紙の状態で初見の芝居を観るつもり 法廷に臨み 芝居の筋書 法廷に出てから知って貰ひたい である。予め筋書が判って居 、自然予断を懐き易 、また世評等の誘惑に陥り 心の迷ひを生じ易き恐れがあ から、芝居の終りたる際舞台に顕れた事実丈で自分の知識経験に訴へ、率直に其可否を決すべきでものである。
次に、 （二）注意すべきは、法廷内の刹那の感情に捉はれぬことが肝要である。例之の名
優の芝居を観ると、其芝居なることを知りながら自然これに引入れらるゝ様 、兎角裁判に馴れぬ人は、被告人の態度や弁解に魅せられ只同情又は憎悪の念に駆られ事案 真相を誤る場合は少なからざることゝ思ふ。外国の陪審に於ても 若 婦人 泣く 如く訴ふるが如く嫋々として座に堪へざるが如き態度で法廷に立つときは 陪審員は憐憫 情を催し忽ち無罪の評決をなしたる例あり 聞く、またこれに反し婦人陪審員 外国に 婦人も陪審員となる所あり） 、被告となりたる女が美人 あった 又は自分らよりも立派な衣類を着て居るときは、一種 嫉妬心で被告に不利益 評決をなした例もありたりと聞く。此等は何れも、刹那の感情に捉はれ、事件の真相を誤りたるも である。有名な京都所司代板倉周防守は、障子を隔て茶を挽き が 訴訟を聴いたといふ話がある、茶 挽きたる心を静めるためで又 てたる 相手の顔色に依て動かされぬための用意で る。古代ギリシャの法神像を見ても、目隠 なした女神が右手に剣、左手に秤を持って居る。これ等は、冷 公平威力を表象したもので、裁判の要諦は古今東西にて変 ことは いのである。故に、陪審員は一時の愛憎 念を去り、心を冷静にして自己の知識経験 基き事案を決するを必要をするのである。
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陪審法実施に際して
予断は禁物
検事総長
小山松吉氏談
先月明大で催された陪審模擬裁判の際、試験的に三組の陪審員を置いて、法廷に現はれ
た事実につにて各別に答申をせしめたが、その際私は陪審員の判断が軽率であると思った。これ等陪審裁判といふものは、証拠の如何を判断するのであるが、事件の性質は被告が自白を左右にして明瞭に犯罪を認めぬといふ点から出発してゐるのであるから、これを法廷にあらは 各般の罪状によって罪の異なる を考察せねばならぬのである。
それを兎も角、陪審員は直覚して予断する傾きがある、元来予断を措かずに判断すると
いふのが陪審員の任務であるが、ある陪審員は証拠調べが終った刹那にもう罪の有無の判断がついて了って、検事の論告も弁護士の弁論も一寸も耳 藉さぬといふ傾がある。また、ある陪審員は、譬へば天井裏 足跡から判断し 、天井裏は足跡 前にあったといふ であったが、足跡は前ばかりでないから、この足跡 点でさうでないと直覚 了ったから、もうその後は検事のいふことも弁護士の弁論も聞く必要なし 思った。
それではいけないのだ、予断する前にさうらしい……とかああらしい……といふ心特に
余裕を残して、検事の論旨も弁護士の 論も
よく聞いた上、判断して欲しいのである。
陪審法実施に際して
証人の陳述
- 174 -
神戸地方裁判所
田中検事正
談
陪審制度が設けられた理由に、一般社会は誤解があってはならぬ。即ち、現行の刑事裁
判に何らか欠陥があり、陪審法を実施してそれを補はんとするための実施で 絶対にないのであって、若し然く信ずるものがあれば大なる誤りである。陪審法 実施されるのは、そんな理由か ではなく、立憲治下の今日、わが国民は立法権にも行政権にも代表を選んで参与してゐるに際し、司法権にのみ参与しなかったのを、特に陪審員を選んで刑事の裁判に立合はせ、答申させて以て国民をして裁判手続に参与させることゝなったのが、法実施の主なる理由である。
故に、外国の陪審と日本の陪審とは趣きを異にし、外国では陪審員の意見が裁判所を拘
束するが、日本では陪審員の意見を尊重はするが、若し答申が裁判所のそれと違ふときには陪審を更新することが出来る である。だから、陪審員その他が、現在の裁判の欠陥を補ふための陪審のつもりで参与すれば大した間違ひだから、呉々も注意しておきたい。
なほ、陪審法実施後の検事局の手続には別にかはりはないが、陪審ではすべて証人の陳
述が証拠となって、現在の如く書面が証拠 用ひられ い 当初事件の捜査に従事した司法警察官が必要に応じて証人として陳
述せねばならぬ場合が多いと思はれるから、
今後捜査に従事する際、従来とは心持ちをかへて当るやう、司法警察官一般に是を徹底させるべく努めてゐる。
陪審法実施に際して
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実施の由来
神戸弁護士会長
大地新太郎
陪審法実施に際し、吾々国民として是非知って置かなければならぬことは、如何なる理
由の下にこの制度が我が邦に設けられたかと云ふ点で、万一この点に誤解があっては円滑な運用は出来ないと思ふ。
欧州大陸にこの制度の生れたのは、仏国第一革命要求の一として陪審制度実施のことが
千七百八十九年の国民議会に提議せられ、その後千七百九十年と翌九十一年の法律に依り、これを採用したのが始めである。処で、仏国が何故にか様な制度を設けたかといふと、その頃仏国民の最も痛苦と致して居た官僚裁判の専恣横暴を抑制して、一般国民の権利を保護すると云ふ、所謂民権擁護の一機関として該制度を布いたのである。そして、これが模範となって、他の大陸諸国が続々これに倣ひ、遂に今日に於けるが如く、各文明 共通的の制度とな に至った次第である。
処が、これと反対に、我国では
陪審制度なるものは全くの初物で、外国のやうに歴史
的の由来は一つもない。殊に、我邦の裁判は、至公至平にして、何等専恣横暴の事実なく又腐敗堕落と云ふ様 非難もない 司法部内は厳然として其神聖を保ちつゝあるこ は、吾人の常に誇り する処である。然るに、こ 制度を設けた理由の一は、国民の協力に依りて国務を遂行し、以って国利民福を図ると云ふこ が立憲政治の根本義なること、其二は、国民をして司法権 運用に親みを持たしめ その裁判 信頼 且つこれに悦服せしむることが、裁判其も ゝ一使命なること の二 理由 下に、 の制度が布かれたのであ
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りまして、彼の仏国その他諸外国と大に趣を異にして居 である。
吾々国民は、この点を十分に理解して、履違ひをせぬ様心掛けねばならぬと思ふ。要す
るに、我陪審法は極めて美しき且温き精神を以て制定せられたものであ から、 の精神を体してその運用に当れば、必ずや美事なる成績を挙げ、欧米先進国で見 様な種々忌しき問題も起らず、洵に結構な 陪審制が爰に実現することゝ信ず の あ 。
「神戸新聞」昭和三年一〇月一日64今日から陪審法実施
国民の信頼を深めん
陪審法は、本 より実施せらるゝことゝなった。此制度は、裁判官にあらざる国民が裁
判事務に参与することであって、国民の常識を取入 て 裁判に対する国民の意識を一層滑かにするのである。故に是迄よりは更に豊に民意を裁判に反映せしむる制度であると解することも出来るし、又裁判の民衆化といへないこともない。何故なれば、是迄の裁判は、裁判事務に関 専門知識を有する者のみによって行はれ、国民 常識とは全く懸け離れた特殊のものと見られて、法律の解釈には常識の立入るべからざるも ゝ如く考へてゐた傾きであった。されば、裁判事務に携は
と民衆とは、全然別世界に生活する者の如き
観を呈し、彼我の間 越ゆべからざ 溝渠があった。
裁判事務に携はる者と民衆との関係が 右の如くであったため、互の地位境遇に理解も
同情もなく、動もすれば反目嫉視することさへもあって、無理解なる国民の中 は、裁判
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所に嫌悪の念を抱く者さへあった。故に、此傾向は裁判所の威信を傷け、信頼を少くする嫌ひもなくはなく、時には裁判に不服を感ずる者もあった。勿論、法の解釈は神聖にして裁判に不公平はなく又裁判は原則として公開され、公衆の眼前において行はるゝが故、何らの疑惑も 安も感ずべきでないが、此正明
にして無私公平は、陪審法の実施によって更
に一層其公明無私 るを人に感ぜしめ、法の
威信を保ちて裁判に対する心服を倍加せしむ
るに相違ない。是れ、国民をして該法の実施を翹望せしめた所以である
裁判は正しき者を保護し、不正の者に対して制裁を加へ、以て社会の秩序を保ち、治安
を維持して、人民の幸福を保持増進せしめんとするを目的とする。故に、裁判事務に関する者の地位の自ら神聖にして、名誉を伴ふ所以 る 圏内に国民の参与することは、其参与する者それ自身が神聖にして名誉あることを自覚しなければならぬ。従って、人の請託を容れ、情実に囚はれて、是非の弁別 誤 なきを必期すべきである 而し陪審員として呼出を受けた者は、病気其他真
にやむを得ざる事故ある時の外、必ず定刻に
出頭して其職能を忠実に行はなければばらぬ。若し怠慢 して、職能に背くこと れば、裁判事務に参与すべき人民の職務を蔑ろ 、権利を等閑にするものであって、其非違は独り己に関するのみならず、実に国民の参与権を忽せ 、職責 裏切 もの いはざるを得ぬ。
陪審法の実施は、国民をして司法裁判に関する諒解を深め、而して前にも述べたる如く
裁判の民衆化となるに相違ない。即ち 民衆が裁判官化すると同時に 裁判官も亦民衆化することである。然らば、民衆は陪審員として列するに、法律 従って遅滞怠慢なきを期すると共に、裁判官も亦人民の立場を諒解し 陪審員をして心よく呼出に応じて、裁判所
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に出頭せしむるやう努むべき 例へ 従来裁判所が証人若く 鑑定人を、きまり切って朝の九時から呼出して置き乍ら、空しく午後迄も待呆けを喰はせ、甚 きは夕刻迄放って置て、たゞ人民の困難や迷惑など……
（注、一五字分欠落）
……憲の威力のみを知って、人
民の困難や迷惑を顧みざ 、没常識の致す所にして、是迄人民の裁判所 嫌がったのもかゝる裁判官の無理解に拠 所少し せぬ。
されば、陪審員を呼出すについても、此辺の所を能く理解し、二、三時間で済む事件に
一日を丸潰れにする如きことをせず、其日の取調べの順序と所要時間を予め測定 て、時間の空費 成るべく少からしむるやう注意しなければならぬ。是れ、人民が裁判官づ 合ひをすると同時に、裁判官も亦人民づき合ひを のであるから、人民 迷惑をかけ いやうにしなければ、人 嫌はれるおそれは十分あ 。若し人民が 裁判官の無理解なるがために、陪審に出ることを嫌やがるならば、陪審法実施 目的を達し難く、記念日設定して司法裁判事務の画期的一大施設を為した趣旨を没却するも に外ならぬ。
「神戸新聞」昭和三年一〇月一日65陪審法は愈よけふから
実施されることとなりました
御感想はいかが
各方面のひとびとの話
従来、借地、借家、商事、小作の各調停法に調停員として参加するのみであったわが国
民に、刑事裁判の手続きにも参与させるといふ画期的の事業――陪審法は 彼の普選と共
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に国民の権利の拡大である。天皇の御名によって行はれる神聖な裁判に参与することが出来る陪審法、いよ
く
けふから陪審法が、全国一斉に実施されることになった――陪審法
に直面して、世の人々はどんな感想をいだいてゐるだらうか、各方面の人々 意見を聞いてみる。
行った事もない裁判所
呼出されたら白紙主義
陪審員永井菊治郎氏
語る
陪審裁判に呼出される陪審員候補者は、神戸市に三百五十余名、県下に二千四百五十七
名あって、裁判所の台帳に載ってゐ 。其一人――神戸市栄町六丁目三三の一〇都湯の主人永井菊治郎
（六四）
さんは語る、
生れてから一度も裁判所へ行ったことがなく、法廷がどっち向いてゐるかも知りません。
陪審裁判といへば、模擬裁判を見物した位のことですから、呼出されて陪審員になったとしても全くの一年生で白紙です。判事さんなり検事さんに、よく判るやうに説明して貰たうへでないと、判然といふことも出来まいと思ひます 年が年ですから、辞退して若い人にやっ 貰った方が……と思 のですが、 づ呼出されたら 前申した白紙主義でのぞまうと思ひます。
因みに永井さんは、元商船の一等運転士で、都湯をやってから十七 八年になる。
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陪審員諸氏の努力に俟つ
中村直吉氏
（注、兵庫県会議員、日伯協会理事）
中村直吉氏は語る、むしろその実施が遅すぎたといふ感があります。勿論諸外国では民族的習性などに多少
の相違もありますが、既に早くから合法的審理 して、この陪審法を採用してゐる次第です。我国が、この内容と趣旨とをよく民族性から批判 ゝに断然適用したのは何より喜ぶべきことと思ひます。何分当初は、その適用に多少の手違ひなどもありませうが、陪審員諸君 努力と精進で、法の精神も 理解され、消化しつくされて行くと思ひます。
既に実施してる欧米でも
利害得失には議論がある
関西学院教授
田村市郎氏
関西学院教授田村市郎氏曰く、欧米諸国では古くから陪審制度が行はれてゐるが、利害得失に就ては議論がある。殊に、
法律技術の専門化と共に一般人民中から陪審員を出しても、裁判の正確公平に資するこは無いとの説もある位だ。我国では、近年司法官の化石問題 人権蹂躙の叫びなどあり、それが国民の自覚と教育の普及に伴れ、一方では普選の要求となり、一方では陪審制度の採用となったものと見られるだらう。しかし、無産階級者などの間では、こ 制度の実
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施に対し期待を持ってゐるものは殆んどないと聞いてゐる。
婦人に理解をもって欲しい
城のぶ子女史
神戸婦人同情会長城のぶ子女史はいふ、法の適用、罪の量定を誤らしめないため、単に判事裁判官の他に、一般人民中から陪審
員を選び裁判の審議に参与させる制度が設けられ、これが愈よ実施されることになったのは誠に喜ばしい。しかし、私共婦人の立場から言へば 陪審員を男子に限り婦人を全然除外されたことは、普選同様片手落ちの感があり遺憾であります。然し、この上は陪審員が女性に対して十分な理解をもち 公平無私なる判断 行 法を活用され とを期待します。
誠に喜ばしい法の社会化
愛隣館主村松淺四郎氏いふ
平野楠谷町の免囚保護事業家をやって居られる、愛隣館主村松淺四郎氏 語る。結構なことです。世の中のことで何が至難といっても、人が人を裁くほど難か こと
はない。勿論、今までの裁きが不公平であっ
たとは思ひませんが、人がある仕事に固定す
ると、仕事に対する知識が専門化される、専
門化は結構であり必要でもあるが、同時に心
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持までが固定化する虞れがある。従って、法の裁きの如きも、冷めたい法理だけのものといふ感じが伴ひ易い、然るに陪審法が採用され、世の中の酸いも甘いも噛み分けた人達が、陪審員として法の裁きに参与される事は、罪の裁きにより多く社会性を含むことゝなり、法の社会化が行はれ、従って裁か る者にとっても得心 ゆく点が多くなるから 刑務所へ入っても、また釈放された後でも 根強く社会に反抗するといふやうな事が少く、真面目な人間に帰る機会が多いだらうと思ふ。そんな意味から 私は陪審法は非常に結構だと思ってゐる。
けふは司法記念日、裁判所が祝賀会
あすから陪審員資格者らに
陪審法廷を見せる
聖上がはじめて司法部へお成りになる、けふ一日は全国的に司法記念日として祝賀する
ことになり、神戸地方裁判所でも、午前十一時から、朝野の法曹関係者、県市の高官連を招いて裁判所楼上で祝賀会をひらき 竣工 陪審法廷を参観させるこ になった
なほ、一般陪審員資格者等も、二日以後招待して参観せしめるはずである。「神戸又新」昭和三年一〇月一日66けふから実施される陪審法を前にして
一般の人々にも
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神戸地方裁判所陪審係第二部裁判長
加藤健一氏
談
陪審法は、愈よ一日から実施せらるゝことゝなりました。陪審法によれば、裁判所は陪
審員の答申が正当であると認めたならば、これにもとづいて有罪、又は無罪の裁判をするのでありまして、若し陪審員の答申が実際の事実と違ったならば、裁判に間違ひを生じ延いて裁判に対する国民の信用を失ひ、社会の秩序を保ち治安を維持することが得られなくなるとも限らぬ であります。従って 陪審員の責務は誠に重大であります。
陪審員は、裁判官の心持を持って絶対に公平でなければなりません。されば、陪審員は
被告人が直接間接に知り合であるとか、自分の政党と同じであるとか、そのたいろいろの事情で情実に動かされてはなりませぬ。
又被告人の境遇、家庭の状況を聴き、感情に捉へられたり、裁判所に出頭する前、訴訟
関係人に面会して事実をまげたり、他人の請託を受ける等公平を疑はれる様なこ があってはなりませぬ。何処までも不羈、独立、自己の信ずる通り、良心に従ひ 件の真相を掴み、公平、誠実に職務を行はねばなりませぬ。
陪審制度は、陪審員のみならず国民一般も正義の味方として司法を尊重後援し、間違っ
た裁判の行はれぬ様つとめねばなりませぬ。
裁判を間違はしめる危険の一は、又証人鑑定人の間違った証言であります。証人と て
呼び出しを受けた者 、進んで裁判所に出頭し、真実を証言せねば、詐欺、窃盗より重い懲役三年以上十年以下といふ偽証の制度があ す。
又これまで公 に呼び出 を受けた証人が 正当の理由なく無断で出頭しなかったゝめ
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やむなく公判期日を変更した事も往々ありましたが、陪審制度の実施後は証人が出頭しないため陪審員を次の期日まで滞留せしめねばならぬ様なこ のない様注意 ねばな せん。
被告には大冒険
事実の審理は一審だけ
神戸地方裁判所陪審係第一部裁判長
友眞碩太郎氏
談
陪審法における陪審員の責任の重大なことはいふまでもない。若し、事実の真相を逸し
て、有罪を無罪とする様なことがあっては、真に裁判の破滅である。
古来、刑政みだれてその国滅ぶるの例は乏しくない。刑政は、実に国家百年の根幹であ
る。故に。陪審員たるもの、外国の例にある様に、徒ら 感情にかぶれて同情や憎しみをもってはいかぬ。常に正当な判断を す様努力すべきは、陪審員 義務
之は被告人側の考へねばやらぬことであるが、一体陪審法は被告人の利益のため 設け
られた制度で あるが、果して利益になるか、不利益になるかは考へも ある。
夫れは、陪審には事実の判断は、一審だけ 二審はない。普通裁判の様に、一審 不服
であるからといふて、控訴することは出来 い。此控訴審に於て、従来被告人の利益になった例が沢山あるが、陪審には之がない。陪審は一審のみで、事実の有罪無罪を決するのであるから、被告人とし は陪審手続を採ることは、 ツ 大なる冒険であらねばならない。
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「神戸又新」昭和三年一〇月一日67法制史上の画時代的な大変革
民衆が裁判に参与する陪審制度はけふから
記念すべきは今昭和三年十月一日
陪審制度は、いよ
く
けふ一日から実施されることゝなった。民衆が裁判に参与するこ
とはたゞに、法制史上画時代的な一大変革で
あるのみならず、その間多少の批判はのこる
としても、曩 実施された普選とともに、われ等は茲に行政、司法、立法の三権の上に参与することを得たといひうべきである。たゞわれ等の前に横たはるものは、新制度実施の悩みのみである。されば国民は、けふ満腔の祝福をたれると共に、新制の精神を理解し協力能くその全きを期せねばならぬ。
陪審制度は、裁判に民意を加へる制度である。即ち、今までの裁判は、一に裁判官と云
ふ専門家にゆだねてゐたのであるが、この制度では新に裁判に十二名の人民――陪審員を加へて、その意見を聞いて裁判をす のである。陪審員は、一般国民 うちから抽籤によって選び出すもので、兵庫県下 陪審員は二千四百五十七名で、このうち神戸市は三百六十名を占め ゐる。
陪審員の資格は、年齢三十歳以上の日本男子で、二年以上同一市町村内に住み、三円以
上の直接国税を二年以上納めて 読 書 出来 ものであることを原則としてゐるが、このほか三 数項の特別除外規定があっ 、これによって除外されるのである。公判が開
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かれることになると、之等選定された陪審員候補者のうちから三十六名を先づ裁判所に呼出し、そのうち二十四名以上の出頭 待って後、こ うちから除斥し り忌避して十二名を厳選し公判に立会はせるが、更に二、三名の予備員をおくこ になってゐ 。
法廷では、裁判長は検事の公訴事実の陳述前、陪審員に宣誓をなさしめ、その後事実及
び証憑の調べがあってから、犯罪事実 構成について検事及び弁護人 弁論があって、裁判長は、陪審員に対して、犯罪の構成に関し法律上の論点及問題となる事実並に証拠の要領を説示する、かくて陪審員は評議室に退き 一名の陪審長を互選して評議し、犯罪 有無について答申をし、こゝに陪審員の仕事は終る である。この答申が終るまでは、陪審員は帰宅出来ず、外部との交通をも制限され、宿舎に起臥するやうになってゐ けれども、事実上 個人の自由を拘束することはつとめて避け、なるべく一日で凡 を終り帰宅せめるやうにする方針になってゐる。陪審裁判は、刑 々件にのみ附せられることになってゐて、法定陪審と請求陪審とに分れてゐる。死刑又は無期に当 所謂重罪には、法律 より陪審の評議に附 こと て、之を法定陪審と云ひ 長期 年を越ゆ 有期懲役又は禁固にあたる事件で地方裁判所の事件のみ ついて 被告人から請求があった場合陪審の評議に附せられることになってゐて、之を請求陪審 云ふ。然し このうち除外例があって、（一）大審院 特別権限に属す 罪（二）刑法第二編第一章乃至第四章第八章、即ち皇室に関する罪、内乱に関す 罪 外患
に関する罪、国交に関する罪、騒擾の罪
（三）軍機保護 、陸軍刑法又は海軍刑法の 、その他軍機 関しお した罪
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（四）法令により行ふ公選に関し犯した罪等は、陪審の評議に附されぬことになってゐる。
厭なら陪審辞退
陪審は二審制度である
そして陪審は、地方裁判所々管の事件について、地方裁判所のみで行はれることになっ
てゐて、陪審裁判に附せられた事件は、控訴院の事実審を再開せず、直ぐに大審院に飛んで法律上の論点についてのみ審理される。だから、死刑囚の如き一日でも長生したいものは、陪審裁判に附することは控訴審を除かれることになり、一面死期を早め ことになるかも知れぬ。
尚、陪審裁判は、被告人の利益を主眼として、行はれるのであるから、被告人 自由意
思を尊重し、被告人から辞退 が出来ることになってゐる。そして、又 罪事実を被告人が認めてゐる場合は、陪審裁判に 附せないことになってゐる。之は日本の陪審は、犯罪事実の有無についてのみ 断するものであるから、被告人が既 認めてゐるならば陪審裁判の必要 なくなるからである。
陪審にかゝるは、神戸では
芦屋の放火魔
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新に陪審裁判に附せられる事件は、勅令によって 九月三十日までに公判期日の定まっ
てゐる事件を除く他の事件について行はれることに っ を から、現在の処、予審、検事局、警察で調べられてゐるが主である。神戸地方裁判所 在る大事件で 法定陪審 附せられるものは、先に芦屋署で捉へられた放火魔大仁實雄
（二一）
がその重なもので、此他普
通の殺人強盗事件 何れも法廷陪審にあたる事件であ 、又須磨の耕地整理組合 不正事件、小曽根義雄一味の詐欺事件、本山村の不
正事件、警察官の涜職事件、川中せんの頼母
子講事件、ロシヤの金塊 、中島嚴一味の
密輸事件等は、何れも請求陪審事件で、被告
人よりの請求によって陪審に附される訳であ 。
神戸地方裁判所では、陪審係りを二部に分ち、一部は裁判長友眞碩太郎氏、陪席判事中
島貢（右） 、松浦嘉七（左）の両氏 書記三宅壽
郎氏により、又二部は裁判長加藤健一氏、
陪席判事荻野益三郎（右） 、江場盛次（左）の両氏、書記仁科謙二氏により構成されることになった。
従って、従来刑事部は二部のみであったのを、このほか服部裁判長の部を加へて三部と
し、陪審係りはこのほか普通刑事々件も審理することゝなってゐる。又検事局では、陪審係りとして地検次席遠藤常壽、区検上席眞野歓三郎 両氏が、之にあた ことゝなってゐる。
神戸の記念日今一日は陪審制度実施の意義深い日で、司法部内ではこの日を司法記念日として永く国
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民と共に記念することになってゐる。神戸地方裁判所では、特に今年はその最初の記念すべき年なので、主務省の指示に基き、一日から四日間左の通りの方法によって記念することゝなった。一日、＝＝この日裁判所休み、午前十一時から、知事、市長そ 他各官衙代表者を招き、
陪審法衙を観覧せしめた後、庁員及び在野法曹合同で大祝賀会を開催する。
二日、三 ＝ 午前九時より午後五時まで、県下全部の陪審員候補者、町村長、県市その
他各公衙に勤めてゐる人に、陪審法衙を観覧せしめ茶菓を供し記念絵葉書を贈
四日＝＝午前九時より 後五 まで、一般公衆 陪審法衙を観覧せしめる。
「大阪朝日
阪神版
」昭和三年一〇月二日
68陪審所感（下）
神戸地方裁判所長
東龜五郎
世界で最も評判の良い英国の陪審員中にも、十中一、二人は無筆の人ありて、法廷で宣
誓書を読めといふと生憎眼鏡を忘れて来たというて読むのを断る人があるさうだ（実は眼鏡を忘れたのでなく文字を忘れて来たのだ） 。それでも、これ等陪審員 判断は誠に堅実穏健であるとのことなれば、一般人が 常の生活上得たる知識と経験とを本にして、い ゆる常識上判断することが、却って専門家の臭
味はなくて、一般民衆の感情を代表すること
になるの 。
これに加ふるに、我が陪審法においては、陪審員 評決があまりに不当なりと思 れた
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ときは、裁判所はこれを採用せずして更に幾度でも陪審員を代へて評議せしむることが出来るのである。これ等の観察の仕様によりては、陪審員の評議は単に裁判官の参考に過ぎざるものと見得られない ともない。も 然 とせば、世人が陪審について憂ふるところも、畢竟一 杞憂に過ぎないか 知れぬ。
こゝに陪審員となりたる人の心得ふべき一、二の事項を話して見よう。陪審員は、事件
の関係者より依頼を受け または買収威嚇によりてその考へを変へてはならぬことは申すまでもないが その他に、（一）事案は法廷に顕はれた事実および証拠に本づ てのみ判断するこ を要するのである。陪審員は白紙の状態で、初見の芝居を観るつもりで法廷に臨み、芝居の筋書 法廷に出てから知って貰ひたいのであ 。あらかじめ筋書が判ってゐると、自然予断を懐き易くまた世評などの誘惑に陥り易き恐れがあるか 、芝居の終 た 際、舞台に顕 れた事実だけで、自分の 識経験に訴へ率直にそ 可否を決すべきもの ある
次に（二）注意すべきことは、法廷内における刹那の感情に捉はれぬことが肝要である。
例へば、名優の芝居を見ると、その芝居な ことを知りながら自然これ 引入れら るやうに、兎角裁判に馴れぬ人は被告人の態度や弁解に魅せ れ、 ゞ同情または憎悪の念に駆られ、事案の真相を誤る場合 少なからざることゝ思ふ。外国の陪審においても、若き婦人が泣くが如く訴ふるが如く嫋々として座に堪へ が如き態度で法廷に立つときは、陪審員は憐憫の情を催し忽ち無罪の評決を したる例あ と聞く また これ 反し、婦人陪審員（外国では婦人も陪審員となる）は、被告となったる女 美人であったり、または自分らよりも立派な衣類を着てゐる きは、 種 嫉妬心 して被告に不利の評決を
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なした例もあったと聞く。これらは、いづれも刹那の感情に捉はれ、事件の真相を誤りたるものである。有名な京都所司代板倉周防守は、障子を隔て茶を挽きながら訴訟を聴いたといふ話がある。茶を挽きたるは、心を静めるため、また障子を隔てたるは、相手の顔色によって動かされぬための用意である。古代ギリシャの法神像を見る 、目隠しをなした女神が右手に剱、左手に秤 持ってをるのは、冷静、公平 威力 表象したもので 裁判の要諦は古今東西変っ ことはない。故に、陪審員 一時の愛憎の念 去り、心を冷静にして、自己の知識経験に本づき事案を決す を必要とするのである。
「神戸新聞」昭和三年一〇月二日69けふ東京裁判所行幸、司法部に勅語を賜ふ
陪審法廷に御親臨
専門的御下問あらせらる
天皇陛下は、本日裁判所に行幸の際、司法部に対し、左の如く優渥なる勅語を賜はった。
（東京電話）
勅
語
司法裁判ハ社会ノ秩序ヲ維持シ国民ノ権義ヲ保全シ国家ノ休戚之ニ繋ル今ヤ陪審法施行ノ期ニ会シ一層恪勤奮励セヨ
けふ――十月一日をもって、陪審法は愈実施された。この記念すべき日、予て仰せ出で
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の如く天皇陛下には、畏くも裁判の実情を天覧遊ばさるべく、東京裁判所に行幸あらせられた。司法省並に裁判所前には、東京区裁判所、同地方裁判所、控訴院、大審院 各判任官、公証人、弁護士等堵列し、また 所玄
関前には、原法相、濱田、小原両次官、牧野
大審院長、小山検事総長、和仁東京控訴院長、三木検事長、田中東京地方裁判所長、鹽野検事正等 何れもフロックコートに威儀を正して奉迎申上ぐ、聖上陛下には陸軍様式通常御礼装に大勲位略章を佩ばせられ、珍田侍従長御陪乗、一木宮相 奈良侍従武官長、土岐行幸主務管ら供奉、自動車略式鹵簿にて、午前十時五分着御、原法 の御先導 て直に三階大審院長室の便殿に入御、前記の高官一同 拝謁仰つけられ、原法 より我国司法制度の沿革より今日陪審制を施行するに至った顛末を具さに言上御説明申上げ、次いで陛下には陳列の司法参考書類たる約四十種の 録「天皇の名において」と印刷した菊花御紋章入りの判決原本や、明治初年の近藤勇処刑届、明治二十四年の大津事件津田三藏の一件記録、同三十八年 日比谷焼討事件記録等を御覧あらせられ 終って同 三十分 原法相の先導にて玉歩を大審院の民刑両法廷に運ばせられ、牧野院長 御説明 御聴取あり 次いで控訴院の法廷を和仁院長 説明 て御巡
覧、更に田中所長の御案内にて地方裁判所の
陪審法廷に御親臨あらせられ、新設備を施された判官、 、弁護士 陪審員、被告 各席を詳細に御覧、御専門的の御下問さへあり、田中所長こ に奉答申上げ 次いで玄関大広間に置かれた我国法学界の大恩人仏人ボアソナード氏の胸像を御覧、同十一時四十分御機嫌麗しく所員奉迎のうち 宮城に還幸遊ばされ 。 （東京電話）
勅語を拝して
- 193 -
大なる覚悟で聖旨に添ひ奉らん
原法相
謹話
本日は、畏くも聖上陛下の行幸を仰ぎましたので、職員一同感激措く能はざるところで
ありますのに、今また優渥なる勅語を降し賜はりましたので、一同感激に堪へません。我我職員一同、勅語を体し身命を賭しても、大御心に添ひ奉らんことを断言する次第であります。なほ、こ によりまして、国民一
般は司法裁判は社会の秩序を維持し国民の権
義を保全し国家の休戚これ かかることを知って、これまでは司法裁判の大切なことがやゝ徹底せざる恨みがありましたが、今後は証人等として裁判所に出頭する場合の如きも、従前より一層誠心誠意これに臨むことゝなるやうに考へられます、 た、さうならなければならぬことであります。而して、今日は実に陪審法実施の第一日でありまして、我が司法制度上一の画期的記念日であるのみならず 司法裁判所に対する思想を国民に徹底せしめ、国民は非常なる熱心を以って裁判 協力するといふ点におい また一新紀元を画するのであります。これひとへに、陛下 御聖徳の致す ころでありま 。我々 、国民と共に大なる覚悟を以て、聖旨に添ひ奉らねばならないのであります。恐懼に堪へず
神戸地方裁判所長
東龜五郎氏謹話
聖上、今日司法部への行幸は、全く今回が嚆矢とするものであって、我我にいたるまで
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恐懼してゐるところである。我々は、東京の
行幸には参列し得なかったが、今日は当庁舎
よりはるかに祝意を表したわけである。今日、この優渥 る勅語を拝し、陪審法はわが国始めての制度であ 以上、ひ すら聖旨を奉戴してそ 運用よろしき 得るやう恪勤努力したいことを茲に誓ふものである。
法相御礼言上原法相は、一日午後零時二十分、宮内省に至り 一木宮相を経て天皇陛下裁判所行幸に
御礼を言上し、更に直訴事件につき御詫び 言上して辞去した （東京電話）
「神戸新聞」昭和三年 〇月二日70陪審制度への発途に際して（上）
神戸区裁判所検事
眞野歓三郎
人間は如何に理智を磨き如何 経験を積んでも、神の如き明察はもたぬ、また、人間は
感情の支配を受け易きが故に、神の如き絶対の公正は期し得られぬ、此意味に於て、人間が人間を裁く裁判といふものは まことに困難な職務であり、就中刑事々件の事実判断は、最も困難な仕事とされてゐる。
その刑事裁判も、昔は極めて単純幼稚なものであっ 、夫れが漸次進歩して今日の如き
裁判制度となったのである。即ち、古代に於ては、罪の有無は神意の発現に依って裁断せ
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られると云ふ迷信に基き盟神、探湯の方法又は水又は火を用ひた裁判など、事実の判断が全然チャンスにより左右せられる不合理且幼稚な裁判方法が行はれ、次に中世に於て、専ら被告の自白に重きを置いた笞杖、責石、鉛湯又は鞭、棍棒を使 する方法、即ち頑強不逞の徒は免れ、弱き者は苦痛の為め虚白をして罪に陥る虞れのある、不公平且野蛮な裁判制度が行はれてゐたのが、遂に現今の、証拠に依る推理帰納を基とする所謂証拠裁判、即ち法廷に現れた証拠情報 依って心証を得 罪の有無を判断すると云ふ公平且合理的な裁判制度となったもので、我国現在の刑事訴訟手続も亦此制度を採用したものである。
我国に於ては、此度此刑事訴訟制度の上に新に陪審法制定せられ、愈其実施を見るこゝ
なり、茲に、所謂陪審国となると同時に、我国民一般刑事裁判に参与し、犯罪事実 有無を判断する一大職能を有することとなったのである。寔に、国家司法制度の一大革新であると共に、一般国民―― 員――たるも ゝ負荷と責任とは実に重大なるも ありと謂はねばならぬ。
我国の陪審制度は、欧米の夫れと比して、陪審の評議答申の効力に大なる相違がある。
即ち、欧米に於ける陪審制度は、其沿革色彩より観て、官僚裁判の専擅に対する民権擁護の機関となすが如き観念に胚胎し 従って陪審の評決は裁判所を拘束することゝなっ 居るが、我国陪審制度の制定は是れと全く 主義精神を異にして、一 立憲 本義に則り国民をして立法行政に於けると同じく、司法に参与せしむると同時 他は之によって刑法に参与せ むると同時に、之れによって刑事裁判に民意を容れ、裁判 対する の信頼悦服を一層厚うせん する趣旨に出でたものに外ならぬ 故、陪審の答申は裁判所を拘束せず、裁判所は自己の判断と陪審の答申とが 致 た場合 、之れを採択して裁判所自ら
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裁判を為し得るものとしたのである。
「神戸新聞」昭和三年一〇月二日71原敬氏墓前に陪審法の報告
政友会の祝賀会
我司法制度の上に一エポックを画すべき陪審法は、いよ
く
一日から実施された、この
陪審法を我国に採用すべく立案し、且つ枢密院その他有力方面に猛烈 る反対論があ たにも拘らず、これ 反抗して熱心に主唱したのは、時の首相故原敬氏であったゝめ、政友会は一日の幹部会で、廣瀬総務を盛岡に特派し大慈寺墓下に眠る故原総裁に 法実施の報告をなさしむることに決すると共に本部の大食堂において祝賀の宴を張った。
先づ、幹事長の島田さんから開会の挨拶があり、珍らしく本部に顔を出した岡崎邦輔長
老から当時の苦心談を述べ、同氏の発声で政友会 万歳を三唱し、四時過ぎ散会し
「神戸又新」昭和三年一〇月二日72民衆裁判創始のけふ
御歴代最初の親臨
新装成れる陪審法廷をはじめ
古記録など御興味深く御巡覧
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十月一日―けふは記念すべき陪審法実施の日である。この日、かねて司法行政の上に御
心を注がせたまふ天応陛下には、畏くも陪審法廷の諸般の設備を親く御巡覧あらせられるため、略式自動車鹵簿に召させられ 陸軍通常礼装にて珍田侍従長、一木宮相、土岐行幸主務官以下供奉の上、午前十時宮城御出門、全国裁判所 代表たる大審院、東京控訴院並に同地方裁判所に行幸あらせられた。こ よりさき、司 省並に裁判所前には東京区裁判所、地方裁判所 控訴院、大審院の各裁判官以下 公証人、弁護士等堵列奉迎申し上げ、御召車は午前十時十分裁判所正門車寄せに御着、原法相以下、牧野大審院長、小山検事総長、和仁控訴院長、三木検事長 田中地方裁判所長、鹽野検事正等、御出迎へ申し上げ、陛下には直ちに法相の御案内で大審院内に設
けられた御座所に入御、御少憩の上、法相以
下、富谷 横田両前大審院長、本省局長、控訴院長及び検事長に拝謁をたまひ、大審院長及び検事総 より司法事務に関する現況を聞召され、終って再び原法相の御先導 よって刑事参考品並に刑務所製作品陳列室に成らせられ 法相 御説明のもとに種々の陳列品にお目を留めされられたが、わけても故伊藤博文公、故小村壽太郎侯が判事時代板垣退助、後藤象二郎等維新志士の調書、日比谷 焼打事件等の古記録をいとも御興深気 一 手にとらせられて御覧あそばされ 階上の大審院大法廷、控訴院大法廷を経て 鶯色のカーテンの装ひも重々しく 装なっ 陪審員法廷 玉歩を運ばせられたが 陛下には畏くも個々の設備について一々 問あらせられつゝ、いとも御丹念に御視察あそば れたのには、扈従の人々一同も恐懼した。そ より、予 調室階段 横側にある法律制定の功労者ボアソーナードの肖像を御覧あらせられ 検事総長室に設けられた第二御座 に御少憩後、十一時四十分還御仰せ出され、龍顔美はしく諸員の奉送裡に還幸さそばされた。司 省では、
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この栄ある日を永久に司法部 記念日 定めて、益々司法権の宣揚に努力することゝなってゐる。尚日、当陛下より、左 通り優渥なる勅語を司法部へ賜はった。 （東京電話）
勅
語
司法裁判ハ社会ノ秩序ヲ維持シ国民ノ権義ヲ保全シ国家ノ休戚之ニ繋ル今ヤ陪審法施行ノ期ニ会シ一層恪勤奮励セヨ
ありがたき御聖徳、只感激の外はない
陪審記念日に勅語を拝して
原法相謹んで語る
本日は畏くも聖上陛下の行幸を仰ぎました で、職員一同感激措くあたはざるところで
あり、今又優渥な勅語を下したまひました で、感激に感激を加へた次第であります。我々職員は この 拝 、身命を賭しても大御心 副ひ奉らんことを期するものであります。尚、この勅語によりまして、国民一般は「司法裁判は社会の秩序を維持し国民の権義保全 国家 休戚にかゝる」ことを知って、之迄は司法裁判の大切なといふことは稍徹底せざる憾みがありましたが、今後は大いに警醒せられ、証人として裁判所に出頭する場合も以前より一層誠心誠意これ 従ふやうになるものと考へられますし、又そうでなくて ならないので ます。而 て、今日即ち十月一日は 実に陪審 実施 第一日でありまして、我が国司法史上一つ 画期的記念 であります、 みならず司法裁判に対する精神を国民に徹底せしめ、将 民は非常 熱心 もって裁判に協力するに至り、そ
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日をもって一新紀元をなしたものと信ずるのであります。これひとへに陛下の御聖徳の致すところでありまして、我々国民は大なる覚悟をもって聖旨に副ひ奉らねばならないのであります。
祝福を倶にすべく県市の来賓を迎へて
神戸地方裁判所の記念祝賀
神戸地方裁判所の陪審法実施記念祝賀会は、一日同所において開かれ、この日裁判所で
は日の丸の国旗を正門に立て庁内はすが
く
しく清められ正庁中央大法廷前の廻廊には周
囲に紅白の幔幕をはりめぐらし卓をならべ酒肴を揃へて来賓を待つ、午前十一時ごろから、来賓は続々参集、一同 所員の案内で新しく建設された陪審法衙 観覧し、その設備の行とゞいてゐるのに驚歎した。斯くて午前十一時過ぎ振鈴と共に東所長、田中検事正、大知弁護士会長、長知事、鵜澤内務部長、井上警察部長、印南刑務所長、県市議会議長、県市医師会長をはじめ各判検事 弁護士、書記等主客約三百名が廊下に添ふて井桁型に所定の席に並列し、
先づ東所長は発起者を代表し、諸君
本日より陪審法が実施され洵に慶賀に堪へませぬ、！！
陪審法については利害得失いろ
く
の議論はありますが、法制史上慥に一大変革でありま
す。本日は朝野法曹心から祝福す につきま ては多数各位の御来庁を賜はり衷心から感謝にらえませぬ。と一場の挨拶を述べ、
続いて長知事より来賓を代表しえ謝辞を述べ 立食の宴があって正午前盛会裡に閉 し
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た。
陪審制度の意義を中学教科書に挿入
普遍的智識注入のため
我国司法史上に時代を画する陪審制度も、いよ
く
十月一日を以て実施せられ、国民は
司法裁判にも参与することゝなって、完全に憲政の大義 参与することゝなったが、司法省ではこの制度の善良な 発達を希望し 国民全体に対して陪審の智識を普遍的に注入するため、文部当局と交渉の上、中学用教科書中に陪審に関する教材を挿入 て貰ふことゝなった。特に中学用教科書を選んだのは、陪審に関する話はむつかしくて、小学校生徒は理解し難く 且つ陪審員 資格者は直接国税三円以上を収める者と規定され ゐるからである。
「神戸又新」昭和三年一〇月二日73一日から実施の陪審制度をかたる
警察官へも注意
神戸地方裁判検事正
田中昌太郎氏談
陪審制度が実施されてからと実施以前とは、われ
く
検察官は犯罪捜査については特に
一層慎重な態度が必要であると思ふ、即ち陪審員に対しては、法廷で全部の証憑を示して
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それにより判断させるのであるから、犯罪捜査証憑の蒐集について特に合理的に明確を期さねばならぬ。
殊に、捜査の経路、証憑蒐集等の順序、逮捕の関係等は、深く考慮し不自然、不合理の
ない様に心掛け、いざ公判となると陪審員を
納得せしめるだけの準備が必要である。
これは、単に検事 みならず司法警察官も注意すべきことであって、常に捜査に従事す
る人の職務行為は、合理的手段に出でゝゐないといかぬ。だから、警察官でも公判に証人に呼び出されたなら、何時でも「なるほど……」と陪審員を首肯せしめる用意が常から必要であ 。従来の様に、たゞ調書さへそろって るとよ 、といふ様な傾向はつゝしんで貰ひたい。
尚、日本の陪審制度は、従来の裁判に不公平があるから実施されたのである等と誤解し
てゐる人がある様だが、これは大なる当違ひで、立憲の精神に従って実施したものであるから、陪審員とても此点に留意して誤らぬやう希望してやまぬ。
素人観を加味す
負ふた子に教へられる
神戸地方裁判所長
東龜五郎
この新しき試みに対しては、多少不安 念を懐きし人も少くないのである。即ち、陪審
員は、たゞ読み書の出来る程度の人を抽籤 定めるのであるか 多くは法律上の智識と裁判上の経験が無いのは勿論、時としては普通の教養すら欠け ゐ 人がな とも限らぬ。
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これ等の人が、裁判に参与したとて、果して良き裁判が出来る らうか、この点が多くの人の憂慮してゐる点である。
然し、自分は世人ほどに不安は持って居らぬ。陪審法が陪審員に要求する処は、専門家
の見地を離れた素人観を裁判に加味せうとするのが目的であるから、常識上どう思ふかといふ民衆の声を聞かうとするのである。だから、陪審員は必ずしも学者や専門家を要せず、誠心誠意一般民衆の智識と感情を代表する人であれば事 足りる訳であ 。
昔から「負ふた子に教へられて浅瀬を渡る」といふ諺があるが、陪審員にはこの負はれ
た子供の役目を果して貰ふ であると自分は信じてゐる。
英国の陪審員中にも、十中一、二人は無学の人があって、宣誓書を読めといふと生憎眼
鏡を忘れたといって、読むの 断る者があ いふのだから、心配はいらぬと思ふ（実は文字が読めぬ人である） 。
陪審員は、事件 関係者より依頼を受け買収、威嚇によってその考をかへてはならぬ事
は申す迄もないが、（一）事案は、法廷にあらはれた事実証憑に基いてのみ判断す ことを要する。つまり、
初見の芝居を観るつもりで法廷にはいると、予断による誤まられた判断を下される弊をなくし得やう。
（二）法廷の刹那の表情に捉はれ と 、例へば名優 芝居を観る 芝居であることを知
り乍ら自然と之に引入れられる様なもので、裁判も馴れぬ人は被告人の態度や弁解に魅せられ同情や憎悪の念に駆られ、真相を誤ることが尠くない。
之を要するに、陪審員は一時の愛憎の念を去り、心を冷静にし公平に判断せねばならぬ。
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「大阪朝日
阪神版
」昭和三年一〇月三日
74陪審法廷の婦人デー女性と裁判所――罪の鉄扉をくゞる女囚は少いが、さりとて雀と蛤ほど縁遠いものでも
あるまい。陪審員を心よく送り出す家庭は、裁判民衆化の今日必要である。
二日、大阪地方裁判所の陪審法廷は、各種調停委員、弁護士、裁判所職員の家族の参観
日、さすがに女性は宿直室のアット・ホームな気分を嘆称する、裁判の民衆化から「家庭化」まで叫ばれさうな気配、午後一時ごろには
、田邊前知事夫人、力
石現知事夫人その他
大阪の名流夫人二十余名が、陪審法廷を見たついでに、大阪控訴院第一号法廷で開廷されてゐる女鍼師殺し矢下龜市とその情婦藤野文子の公判廷を覗いた。＝（写真は宿直室の見学のところ）
「神戸新聞」昭和三年一〇月三日75けふは四殿下が陪審法廷御視察
今夜法相主催の祝賀会
天皇陛下には、陪審制度実施の日に当って司法部へ行幸遊ばされ、親く諸般の施設を御
巡覧の上、優渥なる勅語を賜ったが、今二日午前十時、伏見宮博恭王殿下をはじめ梨本宮守正王、東伏見宮妃、李王殿下には、各事務官御附武官御用取扱を従へさせられ、御揃ひ
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にて大審院、東京控訴院、東京地方裁判所へ台臨、御出迎への原法相、濱田、小原両次官、本省局課長、牧野大審院長 小山検事総長、和仁控訴院長、三木検事長、田中地方裁判所長、鹽野検事正などに、大審院長室において謁を賜った ち 原法相 先導御説明により、大審院会議室に陳列の刑事参考記録 刑務所製作品、大審院 控訴院 大 廷 陪審法廷、ボアソナード氏の胸像 陪 員宿舎な
どを御巡覧、御少憩ののち、正午夫々御帰還
あらせられた。
司法部では、斯く皇族方が司法裁判の上に御心を留めさせられ、この重ね重ねの光栄に
深く感泣してゐる。
午後二時よりは、田中首相以下各閣僚、倉富
、平沼枢府正副議長、枢密顧問官、宮内官、
司法関係の貴衆両院議員 陪 法制定に尽力した旧臨時法制審議会委員 弁護士会長などが、刑事参考品、陪審 陪審員宿舎などを視察 午後六時からは東京会館において是等の人人及び部内高等官を主賓として、法相主催の一 祝賀会が開かれるはずである。
「神戸新聞」昭和三年一〇月三日76陪審制度への発途に際して（下）
神戸区裁判所検事
眞野歓三郎
然しながら、我 に於ても、陪審の答申は単なる諮問答申的のものではなく、裁判所
は自己の判断と陪審の答申と異りたる場合に於て、答申を無視して之れと反対の裁判を為すことは許されぬ、必ず陪審の答申と自己の判断とが一致した場合でなければ 裁判を為
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し得ざるものとして居るが故、此意味に於て陪審の答申は、裁判所が裁判をせず必須的条件となるものと謂ふべく、其職能の重大なることもちろんである。
而して、冒頭に述べた如く、人間が人間の事を審く裁判の仕事、就中犯罪事実の有無の
判断といふものは最 困難な仕事で、専門 裁判官に於て尚ほ然り 、況んや素人たる陪審員に於て、一層難事である。殊に、陪審制度は、我国に於ては全く創始の制度で、国民一般既往に於 何等の習熟経験をも持たぬが故に、更 一層困難の事と謂はねばならぬ。故に、若し国民――陪審員にして、其職務に忠実熱心を欠くか、又は我国陪審制度の主義精神を誤り、欧米の陪審制度 如く、これを以て民権擁護の機関となすが如く誤解するか、若くは正義公平の念を離れ単なる情実感情に支配されて、事実の判断――評議答申を左右するが如きことあらば、実に国家司法裁判の基礎を危くするが如き虞れ しとせぬのであ 。
之れを要するに、陪審の職能は、其参与する刑事事件に関し 事実の有無即ち犯罪事実
の有無につき飽まで自由公正の立場に於て其評議を遂げ、以て実体的真実即ち事案の真相を判断し、その結果を答申するにあるので、これ法の要求であり又陪審の 真諦とする処である。無辜 罰することの失当なるは勿論であるが、反対に有罪を逸する 如きことがあっても亦単 司法の威信を失墜す のみ なく、延いては遂に 国家社会の安寧秩序を維持することが出来ぬと云ふやうな、容易な ぬ結果を惹起せぬとも限らぬ。 ば我陪審国民――陪審員たるものは、時間労力等其負担の軽からざ 堪へ忍び 国民の義務として克く之れに甘んじ 事に当りては其職責の重大 るを自覚 、飽くま 正義公平の観念に立脚して、愛憎怨恨、畏懼、邪曲其他一切の情実感情を超越し 明鏡止水 物の
- 206 -
映ずるが如く、且又冷静透徹神の如き心境に
於て、事実の判断を遂げ其真相を把握して之
れが答申をなし、以て陪審国民と の職責を果すべく 十分の覚悟と用意とを必要とすること勿論である。
陪審制度への発達、寔に祝福すべきであると同時に、吾々国民一般、即ち裁判官も検事
も陪審員も相協力して、我国刑政の上 一新
紀元を画した此新制度実施の当初に方って、
飽くまで慎重の態度をとり 此制度運用の上に美果を挙ぐ を期せねばならう 思ふのである。
「神戸新聞」昭和三年一〇月三日77設備の整った陪審法廷に驚く
二日は県下の町村長や
陪審員候補者の招待日
昨日の小春日和―― 地方裁判所の陪審法
廷を観覧させるため、裁判所から招待され
た県下および神戸市内の陪審員候補者、市町村長、県市町村会議員、学校関係者、公吏員らは、一団また一団と裁判所へ来て、すが
く
しい新法廷を見物し、塵ひとつとゞめぬ大
法廷の森厳さに打たれ、堂々たる陪審員席に感心したり また秘密の漏洩を完全に防ぐ構造になってゐる陪審員評議室、新らしいベッドの宿泊室、畳の香の新しい休憩所等に驚きの目をみはり、感嘆の声をあげ、 「勿体ない位だ」 、 「こ では南京虫もゐまい」など、さまざまな印象を語ってゐた。
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二日は、正午ごろまでに約三百人が参観したが、中には遠く氷上や播州方面から来た人
もあり、鞄を抱へたり、五つ紋付のいはゆる村夫子然たる田舎の陪審員候補などの姿がみられた。
「神戸又新」昭和三年一〇月三日78皇族殿下お揃ひで
けふ陪審廷を御覧遊さる
二日午前十時、伏見宮博恭王殿、梨本宮守正王殿下、東伏見宮妃殿下、李王各殿下には、
各事務官御附武官御用取扱ひをしたがへさせられ、おそろひで大審院、東京控訴院、東京地方裁判所に台臨、お出迎への原法相、濱田、小原両次官、本省局課長、牧野大審院長小山検事総長、和仁控訴院長、三木検事長、田中地方裁判所長、鹽野検事正等に大審院会議室において謁を賜はった後、原法相の御先導御説明に、大審院会議室に陳列の刑事参考記録、刑務所製作品 大審院大法廷 陪審法廷、ボアソナード氏の胸像、陪審員宿舎等御覧遊ばされ、御少憩の後正午それ
ぐ
御帰還あらせられた。
司法部では、各皇族方の司法裁判の上に かく御心をとゞめさせられる、重ね
く
の光
栄に深く感泣してゐる。
午後二時より、招待された田中首相以下各閣僚、倉富、平沼枢府正副議長、枢府顧問官、
宮内省、司法関係の貴衆両院議員、陪審法制度に尽力した旧臨時法制審議会委員、弁護士等が刑事参考品、陪審法廷 陪審員宿舎等の視察をなし、午後六時よりは 東京会館にお
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いて之等の人々及び部 高等官を主賓として、法相主催 一大祝賀会が開かれるはずである。 （東京電話）
「神戸又新」昭和三年一〇月一四日79大阪共産党公判の陪審裁判は許されぬ
新制度前公判開廷の為め
共産党事件で大阪北区支所に収容されてゐる、春 庄次郎以下九十六名は、小岩井弁護
士を通じて陪審裁判に附さるべく請求中であった 、大阪地方裁判所に於 柴田裁判係りで審理の筈であるが、陪審制度施行期日前に第一回公判日が決定したとの理由のもとに却下となり、十二日各被告の手に決定書が送附され 。
「神戸新聞」昭和三年一〇月二五日80予審での自白が公判廷で、すっかり覆されるとすれば
予審はつひに不要の機関となって仕舞ふ
意外に感じた日本最初の陪審事件
東神戸地方裁判所長の感想談
陪審法実施後、全国に魁て大分地方裁判所で
開かれた初陪審事件――大分県北海部郡□
□□村ＦＯ龜治
（三四）
が、前の情婦同村ＳＺうた
（四一）
に対する未練から、殺害せんとして
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果さず傷を負はせた殺人未遂事件は、公判準備で被告が
殺意を否認し、かつ陪審の評議
を希望したので、廿三日から、栗本大分地方裁判所長が裁判長となり、陪審員の正員十二名を立合せて公判を開き、事実並に証拠しらべを行ひ、さらに裁判長から に一、主問「被告に殺意があっ 」一、補問「殺意がなかったとすれば、単 傷害の目的で斬りつけたものであるか」との問書を出し、陪審員は卅分間評議の結果、主問には「殺意なし」と、補問には「単に傷害の目的で斬りつけらもの」との答申をなし 被告に有利な結果で初陪審は終ったが
右について、神戸地方裁判所長東龜五郎氏に感想を叩くと、氏は語る、大分の事件は、一件記録や裁判の状況を実見せず、新聞を通じてのみ窺ふのであるから、
批評も出来ないが、予審で自白した殺意を公判で覆し、それが陪審員に認められて殺意なしと答申されるやうになった公判の証拠、そ 他にどんな事実があったか詳細判 ぬが、それには余ほどの証拠 必要 一たん予 での自白が公判ですっかり覆へされるとすれば、予審は不要の機関となって仕舞ふ、勿論こ 事件 陪審員 判断の良否 いはれぬが聊か意外でもある。尤も、殺意といふことは認定する に苦しむところで 被告個人の頭と供述だけで、有無が岐れるのだから、最も機微に属し 判断は裁判官 も難 しく、予審でも疑ひを挟まぬ有力な証拠がない以上 勿論殺意は認めない ずである。こ刑法犯の故殺であって謀殺ではないから、咄嗟的に被告が激昂 てやった場合、殺す意思でやったか、その意思な やったかは、証拠によらねば判らぬ。
で犯行当時の言葉…「やっつけてやる」などいった被告の言葉が、此 種事件には重要
視されるが、 「やっつけてやる」 いふ言葉ほど曖昧 ものはなく、殺す意味もあれば 懲
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らしめてやる意味のこともある、要するに十分慎重 取調べる予審で認めておき がら、公判で否認する被告の言葉を事情もなく陪審員が鵜呑みにしてしまふこ は冒険と思ふ。否認を裏書きする証拠、その他の が、公判 現はれゝば、それは仕方 として ……。神戸で近く開廷される淡路の強盗傷人事件 、可なり復雑な難事件のやうに思っ ゐる。
「大阪朝日
阪神版
」昭和三年一一月一九日
81尼ヶ崎陪審員抽籤二十七日執行尼崎市における、本年度陪審員の抽籤は、二十七日午前十時から、市役所楼上で執行さ
れるが、立会人は左記六氏に決定した。
杉原幸治郎、足立艇一 小寺龜藏、竹田作蔵、中西正義、加島喜左衛門「大阪朝日
阪神版
」昭和三年一一月二〇日
82陪審員当籤者尼崎市外大庄村では、十八日午前十時から、本年度陪審員資格者百八十六名中より候補
者五名の抽籤を行ったが、当籤者の氏名 の如し。
岩井作次、橋本新兵衛、森本常太 生田元 、寺岡藤四郎小田村、二十五日午前十時から抽籤を行ふが、資格者は六百二十名で、配当候補者数十
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四名
「大阪朝日
阪神版
」昭和三年一一月二八日
83尼崎市の陪審員候補者
伊藤市会議長など四十五名抽籤決定
尼崎市では、二十七日午前十時から市役所楼上で、昭和三年度陪審員候補者四十五名の
抽籤を施行、同十一時十五分終了した。前年度は、一ぺんも裁判所の門を潜ったことがなかったり、目に一丁字もない人がたく山当籤
して、多少心細がられてゐたが、ことしは伊
藤市会議長およびもと同町長の竹末朗徳氏、もと多紀郡長伊原信太郎氏、寺本前市会議員、笹部所得調査委員をはじめ、区 や同代理者など あり、文字の書けない人は一人もないといふ粒揃ひである。なほ、当籤者の氏名は次の通りで、市役所では早速当籤通知とともに、東京帝国弁護士会発行の陪審員に関する「正義
陪審記念号
」購読方の勧誘状を発した。
【陪審員候補者当籤者】
關常吉、加島照次、藤永卯吉、小西藤吉、寺本治三郎、大久保
勝、岡田辨吉、水田茂三郎、野村靜、竹末朗徳、小松徹心、玉井榮吉、伊藤泰藏、中瀬伊之助、木原丑松、山本彌作、鮎貝冬雄、兵藤巖太郎、石原孫三郎、巽清兵衛、古野兼藏、岡本市太郎、山口新五郎、莊野精二郎 笹部彦太郎、大谷盛光、上村重藏 岡村熊三郎山中辰吉、萩原傳三郎 小原松太郎、伊原信太郎 片岡慶三、中西源次郎 岸伊之助、大根田光雄、高岡薫太郎、小島徳三郎、生澤庄三郎 今里安 笹部亥藏、木島岩吉 山口藤吉、大口精一、山中才吉＝合計四十五名
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「神戸又新」昭和三年一二月二九日84陪審やり直しは二つ、三ヶ月間の成績から見て
二十六件のうち二十二件まで
無罪の判決を与へられる
一般国民に司法参与が許されると云ふので、多大の期待をもって迎へられた陪審法が実
施されてから丁度三ヶ月経過する。この間に果して幾底何の収穫があったか、これを全国地方裁判所より司法省刑事局に集まった報告によると 三ヶ月間に行はれた法廷陪審事件数は合計二十六件、うち有罪と宣告されたのは、殺人一件ほか三件、他はいづれも無罪の判決を与へられ、上告の手続をとったものは一件もなく、本来なれば殺人及び放火罪の殆ど全部は法定陪審にかゝるべきであるの 、わづかに二十六件しか陪審法によって審理されなかったかといふに 被 大多数が陪審を辞退した によるもので、そ 辞退件数は統計から予断して恐らく百件に上る見込みである。何故斯の如く、多数の辞退があったかといふに、夫は初め 実施された陪審裁判の真価が未だ一般国民 認められないためであらうが、司法省で 明年早々全国地方裁判所に訓令を発し、辞退 数と辞退原因の報告を取まとめ今後の参考に資することゝなってゐる。
なほ、陪審法第三条に許されてゐる請求陪審は、殺人の法定陪審に附随した窃盗罪の請
求陪審が只一件さけあったのみで、単独の請求陪審が一件もなかったことは注意すべき現象で、これも法定陪審にかゝるもの あるが辞退したも が多かったといふ真因は、要す
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るに陪審裁判の真価が認められない結果である。司法省では、この折角請求陪審を許可した意味をなさないといふので、聊か途方にくれてゐる有様 ある。
陪審やり直しをやった件数は、大分における放火一件と水戸における殺人が一件と、都
合二件位であるから、これは重大な制度変革の初めに たって是非もない とと云はれてゐる。
兎に角、初年度三ヶ月間における陪審実施成績は以上の如くで、未だ是非を論ずること
は出来ないが、司法省では重要なる制度の画期的変革であるから、来年に入ったら一層新法の徹底に力を入れると力んでゐる。 （東京電話）
「大阪朝日
阪神版
」昭和四年一二月二八日
85悲しむべき世相、何と犯罪の多きことよ
一年間の総決算に大童の
裁判所から見た年の瀬
慌たゞしい年の瀬の色は、娑婆からは別天地のやうに見られてゐ こゝ裁判所の赤煉瓦
の中にも日一日と濃く、二十九日の御用納めを前に、各係員は一年間 総決算をつけるべく、事件の終結に、執行に、集計に大童の態である。そのうちから拾ひあげた、昭和四年度の種々相は、大体左の通りである。
刑事の部
三部から成る神戸地方裁判所の刑事部で受付けたものゝうち、予 を経た大ものは百五
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十二件、これに前年度から繰越された のを加へて審理された事件を各部別にして 先づ刑事第一部では、板野勝次（懲役八年） 元男爵石田英一郎（同五年）らを首魁とする一三十四名の日本共産党事件をはじめ、本山村元助役東村虎鹿 生子県 務官、西尾技師ら十五名の本山村疑獄、重罪では西宮の材木屋殺し河端安雄が死刑 三田の叔母殺し生島萬が無期懲役、篠山在の巡査斬り阿部好信が懲役二十年、阪神間に出没した放火魔大仁實雄と強盗傷人の杉尾岩太郎がいづれも十五年 体刑 豊岡在で他人に放火させて保険金 詐取せんとした尾崎治作が十二年 お先棒をかついだ大西莊太郎が八年、珍ら いところでは昨年十二月に公判に廻ったまゝ一年後の今日なほ方がつかず、来春 もちこ れる いふ三年越しのもの 、 宅利平代議士ら一味九名の密輸があり、更に佐野楠弘ら十四人の共産党員は新法によって来年二、三月ごろ審理される予定である、つぎに、第二部では今日判決を言渡されることゝなってゐる近藤重吾ら 金塊百万円事件をはじめ 枝光寅太郎ら十三人の須磨耕地整理組合 西成子郎ら七人の旅券詐欺、千万長者 オン曹子小曽根義夫ら十四人の手形詐欺、坂口熊吉ら五人の明石における村八分 元御影町石屋区長若林茂兵衛らの涜職、辻覺一ら三 九人の商議選挙違反、中島雪之介ら二十一人の銃砲密輸松下嵓ら十六人の稲立毛刈取り 鄭龍錫ら十九 騒擾などから、罪の重いところでは鬼留こと藤里留吉 無期懲役、兵庫で老婆を絞めて放火し 土田岩夫が十三 、大陸的のものでは菊地恒幸ら三 が共謀 うへ運転手を袋叩きにし 自動車を奪ったといふ強盗 六年など、更に刑事三部では、平沼晁ら二十六人の合同紡績神崎支店の騒擾ぐらゐ、法 陪審事件は八十八件のうち、被告から求めて陪審に附せられたも が四つ、その結果は姫路在の痴漢ＨＤ市藏は凌辱致傷 三年（以上友眞裁判長） 、西宮市外の放火ＴＧ政右衛門も三
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年、豊岡の放火ＵＨ孝一は無罪、東川崎の殺人未遂ＡＤ安太郎は傷害として懲役四月但し三年間執行猶予（以上加藤裁判長） 。
検事局の分
なほ、地方検事局では、去年からもちこしたもの二十六件、今年受理したもの約四百五
十件、うち予審を求めたもの百十八、直接公判に附したもの七、不起訴二百十九、他庁へ送致七十四、未済その他五十八件となってをり、また区検事局にあっては、受理した件数は昨年より約一千件を増して総件数一万二千五百十五件にのぼり、うち公判に附したもの九百十一件、略式命令千五百五十件に達するが 区では何といって 窃盗 賭博がその大半を占め、傷害 詐欺 横領などこれにつぎ
、特に神戸が港湾を中心とする都市であるだ
け、他に比較してモルヒネ、コカイン、ピストルなどの密輸、関税法、煙草専売法違反など港湾関係の犯罪は断然他を抜いてをり、更 罰金、科料は一年を通じて完納十二万円内外、労役場へ入って換刑した額は三万円見当 こゝで面白い現象として見られる は暮の同情金や施米を受ける程度の人でも「賭博の罰金を納めぬなら労役場へ」との命令を突きつけられると、不思議なもので矢張り正月は娑婆で迎へ いと見えて 血の出るやうな暮の金を工面してくるといふ。
予審と民事
更に一号から四号までの予審では、 「めぼしいものは既に終結して、大もので年を越すも
のは一もありません、最近はのものは未だ送って来ませんから」と涼しさう。
翻って、地方の民事で受付けたものは、通常訴訟が昨年に比べて二十件多く七百六十四、
離婚や相続人廃除などゝいふ人事は三十五件を減じて八 五 小作調停も三 四件減って
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五十件、しかも不景気の反映からか仮処分、仮差押へは昨年 して二 二件も多くその数四百三十九、控訴ものも百二十四件ヨタ
く
すべてで五百六件、区裁判所では通常為替
訴訟で四 六件を増して五千九百五十七といふ夥しい件数に達してゐ 。最後に商事と借地、借家の調停は 鮮銀と小寺謙吉氏との間における千五百万円事件をその尤なるものとして、昨年に比べ約百件を増して六百件に達するといふ。
「大阪朝日」昭和五年一〇月一四日86姫路の陪審員
五十四名に決る
姫路市の昭和六年度陪審員有資格者は千九百八十八名で、陪審員は五十四名で、十一月
抽籤により決定することになった。
「大阪朝日
阪神版
」昭和六年一月一七日
87裁判所見学と陪審講演会
けふ県議事堂で
大日本陪審協会では、今度大阪の堂島ビルに関西支部を開設したが、それを記念するた
めに、十七日、神戸地方裁判所管内における陪審員候補者を請じて、午前 時 ら正午まで、裁判所構内陪審法廷、同宿舎などを巡覧見学したのち、午後零時半から、県会議事堂
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で講演会を開催、青木弁護士会長その他の講演があるはず。
「法律新聞」昭和六年一〇月一〇日88陪審法施行の実績に就て
神戸弁護士
河原榮次郎
一、昭和三年十月我陪審法施行の際、余は陪審員の責務と題し、敢て微衷を披瀝し以て
先憂後楽の士の高教を求めたり（
注、 「陪審法実施に就て」 ・ 『法律新聞』昭和三年九月一八日
） 。而して、陪審
員は動もすれば新聞記事其他世間の風評等に依りて予断を以て事実を判断するの短所あり、此短所 陪審制度を実施せる先進国の通弊なりと云へり。然れ共、我陪審法は我国情と欧米の実績とに鑑み、特殊 制を立てられたるものあるを以 、陪審法施行後の経過に徴するに、右陪審員の弊害を防止した が如し、此点に関し我陪審法は一頭地を抜き、先進の陪審制度に卓越せしものと謂ふべし。
唯、我陪審法施行後の経過を見るに、所謂請求陪審事件は至 僅少なり。此請求陪審の
制度は、刑事事件 付て 先進国 未だ認めざる所にして、我陪審法の特色なり。而して右請求陪審事件の僅少なるは、如何なる理由に基く乎。之に関しては、種々の説あり、或人云く陪審法施行以来日尚ほ浅きを以て陪審法の
趣旨国民に未だ徹底せざるに由るなりと、
然れ共、余輩は此説に賛同すること能はず、何となれば彼の明治二十三年法律第九十六号旧刑事訴訟法及び大正十一年法律第七十五号現行刑事訴訟法の如きは、長年月間施行せられたるものなるも、同 の趣旨国民に徹底し居らざりしことは実験の示す所にして、新道
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専攻家に於て尚且解釈の分るるが如き法律
趣旨を、普通国民に徹底せしむることは事実
上困難にして、陪審法も亦長年月間施行せらるゝも、其趣旨を普通国民に徹底せしむることは同じく事実上困難な ばなり。其他種々の説ある 事の冗長に渉 んこ を恐れ茲に之を略す。
二、惟ふに請求陪審事件の僅少なるは、弁護人に於て本人に対し請求陪審を勧むること
能はず、又本人並に親族友人等に於て之を好まざ に由るも と信ずる り。而して 此事は実に相当の理由あるものなり。我陪審法
は、先進国の陪審制度に盲従せず、特殊の制
度を立てられたるものありて、刑事訴訟法手続に依るも刑の量定必ずし 重き あらず、陪審法手続に依るも刑の量定必ずしも軽き あらず、蓋し一国内に於ける同一実体法の支配を受け、同一性質の事案に対し 手続法の異なるに従ひ、刑の量定に差異を来たすべきものにあらず 加之陪審 答申を採択して事実 判断を与へら た 事件 判決 対しては、控訴 為すことを得ず（陪審法第百一条） 、又実体 の制裁を受くること 已むを得ざるものとするも、鄭重に鄭重を加へ尽すべき手続を飽くまで尽し、然 後法 制裁を受けんとするは本人並に親族友人等の人情の然らしむる所なり。又控訴審は、一審裁判の誤謬を矯正するこ あり、実験上 於て一審裁判 於て冤罪に泣きたるものも 控 に於て晴天白日の身と為ること り。又陪審法手続 依る事件の上告は 刑事 訟 に於て第二審の判決に対し上告を為すことを得る理由あ 場合に 之を為すことを得る 事実の誤認の場合は上告理由と為 ことを得ず（陪審法第百三条） 、之 反し 刑事訴訟法手続に依る事件は、或制限 下に事実 誤認 理由 して上告を為 こと 得（刑事訴訟 第四百十四条） 。故に陪審法手続に依りたる場合に於 、事実 誤認を受け冤罪に泣くことあ
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も、再び晴天白日の身と為ることは誠に困難事なり。
右等の事情に依るも、弁護人を始め本人並に親族友人等に於て、請求陪審の手続を取ら
ざりしは相当の理由あると信ずるなり。故に此儘に経過するときは、物換はり星移りて或歳月を経過するも、請求陪審は依然として僅少 して、寧ろ現在よりも減少して、陪審法は徒に文具たるに止まらんとす。
三、所謂請求陪審を改め悉く法定陪審と為し、総て控訴を許すものと信ずるなり。而し
て、刑事々件中比較的重大なる事件に付き、陪審法手続を認むるものにして、軽微なる事件に付ては之を認めず、此趣旨は比較的重大
なる刑事々件は鄭重を極め、司法官の専攻的
智識を添ふるに常識を酌み衆智を集めて一層事実の真相を得、之 伴う法 適用を全うし刑の量定其宜しきを得んとするに在り、此公私利益 目的を達することは、一審二審共に必要なり。従て、控訴 許すことは、却て国家社会の利益なり又先進国 於ける陪 制度は、陪審員の評決は裁判所を羈束し而 て控訴を許さず、陪審員の評決は絶対無限の権力を有せり、我陪審法は此等の弊害 鑑み陪審員の評決は裁判所を拘束せず（陪審法第九十五条） 。然るに、我陪審法に於ても、先進国の陪審制度と同じく控訴を許さゞる 、先進国の弊害 全然洗浄せざるに似たり。
又、国家社会の利益を増進するには、理論に偏重すべきものにあらず、形式に拘泥すべ
きものにあらず、強ち先進国 沿革を踏襲すべきものにあらず、故に前述 如く控訴 許し又陪審員十二人（陪審法第二十九条） 其半数以下に減少す も 現代の時勢に於ては其の目的を達すること 得るなり。故に之
減少して経費を節約せらるべきものと信ず
なり。但余輩の如きものが 敢て本論を為すは、僭論の罪逃るゝ 途なく 越爼 譏り免
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るゝに由なきも、一片 微衷已むを得ざるに
出づるなり。先輩諸彦、乞ふ之を恕せよ、又
匇々の際の拙劣劣文にして杜撰疎漏な は自ら認むる所なり。 （完）（二）陪審公判 関する報道①放火被告事件昭和三年一二月 二日判決１「大阪朝日
神戸版
」昭和三年一一月八日
放火か失火か、初の陪審公判
八名の証人を喚問し、来月五日開廷さる
さきに神戸地方裁判所刑事二部加藤裁 長にかゝり、眞野検事関与 安東、熊谷両弁護
士列席の上で公判準備手続きを行ふた、阪神沿線□□町□□大工職ＯＹ政太郎
（三十四）
にか
ゝる放火被告事件は、来る十二日実地検証をなし、更に来月五 いよ
く
大阪控訴院管内
における最初 陪審 に附せられることになった。
被告政太郎は、予審での取調べに対しては、月収八十円では七人の家族を養ふことが出
来ず、かねてＮＨ動産火災保険と千五百円の保険契約があるのを思ひ起 、去る八月二一日の晩十時半ごろ、葺合湾内におけるガソリン船の火事を見て 帰り 軒おいた隣空家に放火し、自宅に延焼させて 金を詐取せんとしたも であると供述しながら、公判準備では全然これを否認し、更に陪審を求めたものである。
なほ、当日は八名の証人を喚問するはずであるが、この初陪審 結果、有罪となるか
たゞし失火と認められる 、今から興味をもって見られてゐ 。
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２「神戸又新」昭和三年一一月九日
神戸の初陪審、十二月五日に開く
保険金欲しさの放火事件
千五百円の保険金ほしさに、八 廿一日自宅に放火した、武庫郡□□町□□一□の□の
□大工ＯＹ政太郎
（三四）
は、さきに神戸地方裁判所で準備公判を開いたが、被告は犯意を否
認し、陪審を辞退せないので、いよ
く
神戸地方裁判所では、これを陪審裁判に附するこ
とゝなり 期日 十二月五日と決定した。当日出廷して此の初陪審に携はる、陪審員の各郡市別割当ては未だ決定し が、東裁判所長の手で、かねて定めてある市町村の順序によって、三十六人を抽籤し決定せられる筈である。３「大阪朝日」昭和三年一一月一三日
御影の放火、再検証
陪審公判に附す
千五百円の動産保険金にめがくれて、去る八
月二十一日、自宅から二軒目東隣の空家に
放火し、自宅をも類焼せしめんとしたが未遂に終ったこと発覚 御影署に検挙された阪神沿線□□町□□字□□番大工職ＯＹ政太郎
（三十七）
にかゝる放火未遂罪の公判は、県下にお
ける最初の陪審公判として、近く神戸地方裁判所で審理されることゝなったので、一般の
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注意を引いてゐるが、御影署司法警官も証人として出廷するはずで、十二日加藤裁判長眞野上席検事、徳永御影署司法主任らは現場の再検証を行った。４「神戸新聞」昭和三年一一月一三日
けふ実地検証をした、御影町の放火事件
県下最初の陪審裁判
既報＝県下で最初の陪審裁判に附される、武庫郡□□町□□一□番大工職ＯＹ政太郎
（三
七）
に係る保険金欲しさの放火詐欺事件につき、十二日午前九時、神戸地方裁判所加藤裁判
事は、眞野上席検事及び陪席判事二名と共に御影署徳永司法主任を帯同、予審事実を公判廷で否認した被告の主張「失火説」を究明すべく現場の実地検証を行うた。５「神戸又新」昭和三年一一月一四日
放火の陪審
判検事の検証
去る九月二十一日、保険金欲しさに自宅横の空家に放火した、武庫郡□□町□□ＯＹは、
其後神戸地方裁判所で審理中であったが、今回
愈よ陪審に附せられる事に成ったので、十
二日、神戸地方裁判所から加藤裁判長 検事が御影署に出張し、徳永司法主任立会のもとに実地検証を行った。
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６「神戸新聞」昭和三年一一月二五日
神戸地方裁判所における初陪審員の選定終る
来月五日に開く放火事件の陪審裁判
一両日中に正式の呼出
神戸地方裁判所における初陪審事件として、十二月五日、加藤裁判長かかりで陪審公判
開廷に決した、武庫郡□□町□□字□□番□の□大工職ＯＹ政太郎
（三四）
の放火被告事件は、
裁判長の証人決定 現場検証等も済んだので、愈々当日呼出して公判に立会はせる陪審員につき、東裁判所長は、かねて定めてある管内市町村 順序にもとづき、備付の各陪審員候補者名簿から陪審員を抽籤し三十六名を選定し終り、これを親展の密封で、裁判所陪審部へおくったので、公判期日まで五日の猶予期限をおいて そ
ぐ
陪審員に正式に呼出
し状が発せられること なった。これは、裁判所でも絶対秘密に付してゐるが、こゝ一両日中に発送されるも と見られてゐる。かく
て、当日呼出された陪審員が二十四人以上出
頭した時、裁判長は身許並に資格を らべ、抽籤および検事、被告の忌避を経て、正員十二名と補充陪審員を決め、公判に立会はせ のである。７「神戸新聞
神戸版
」昭和三年一二月五日
神戸最初の陪審裁判あす開廷
「放火したか？」 「せぬか？」 、さばかれる「謎の怪火」
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午前八時半から新陪審法廷で開廷
初の陪審員をえらんで
神戸地方裁判所に於る初陪審裁判は、武庫郡□□町□□字□□番□の□大工職ＯＹ政太
郎
（三四）
にかゝる謎の放火事件を俎上にのせて、明日（五日）午前八時半から、新陪審法廷
で開廷されることになった。裁判長は地方部長加藤健一氏、萩野、江場両陪席 事に、仁科書記、検事は眞野歓三郎氏が立会ひ、私選安藤、熊谷両弁護士が列席する。当日は、大阪控訴院長谷田博士、荒井大阪、遠藤京都両 裁判所長や、神戸の東所長、田中検事正ら以下、多数の判検事が傍聴するはずで、当日呼出された光栄の初陪審員卅六名か 十二名（補充員若干）を選ぶ陪審の構成は不公開で行 れ（約廿分間 予定） 、裁判長の諭告、宣誓を終って 検事 公訴 実陳述 入り 審理は開始されるのであるが、事実並に証拠調べは陪審員によく判るやうに丁寧親切に
するから、相当時間を要するであらう。
証人しらべで当日呼び出される証人は、実に十三人におよんでゐる。それが終って、検
事並に弁護人の法律点の弁論があり、裁判長
の説示があって、愈々問書が提出され、陪審
員に対して犯罪構成事実の有無「放火をやったか否か」の主問と「放火でないとすれば失火か否か」の補問を以て評議を促し、陪審員は評議室で陪審長を選んで問書に対する「然り」 「然らず」を決定し、席 帰って答申して 員の任務を終るの あるが、裁判所では審理を二日に続行 最初から陪審員の缶詰を行へば嫌はれる虞れもあ 出来るだけ一日で終るやう努める方針である。
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不義してゐた船員の女房が、あの家を引きはらったので
「策線でも」と捜査中蝋燭から
失火しましたと被疑者
初陪審の裁判を受けるＯＹ政太郎
（三四）
の犯罪事実は、公判の審理によって、はじめて陪
審員たちの頭脳に反映するものであり、検事や予審判事の調べた結果は参考にされるまでゞあるが、予審で認められた事実の らましは、
被告は、神戸□□町ＮＭはるの所有する□□町□□字□□番の□、一棟二階建一棟四戸
の西端の一戸に家族と共に住んでゐたが、昨年末以来借財が出来て困ったので、かねて家財什器類にＮＨ動産火災保険株式会社の動産保険一千五百円を契約し ゐたのを奇貨に、右四戸 うち自宅の東に隣接してゐるＫＪ光藏方並に東隣りの空家に放火して自宅にも延焼させ、右保険金を受けて窮境を切り抜けようと決心し、本年八月廿一日夜十時半ごろ、自宅から蝋燭をもって空家の二階に上り、マッチで蝋燭に火をつけこれ 二階押入入口鴨居に立てゝ放火し、天井板、梁等に延焼させたが、火勢が強くなった で、驚い 火を消止めたもの――といふのであるが、被告は準備公判 失 だといひ、その家に本年六月七日までゐて、裏の借家へ転 た船員 妻ＫＴことＨＤみつりと醜関係があ 、女が帰国したのでその所在 手がゝりはないかと蝋燭を点けて空家を探 うち失火したも だと主張するのである。
予断をもってかゝらぬことが必要
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白紙のつもりで立会はれたい
加藤裁判長はかたる
初陪審裁判を審理する加藤裁判長はかたる、遂々あすに迫った、まだ蓋あけなので当日の公判も聊か気 ゝりである。呼出された陪
審員諸君にのぞみたいことは、事件に何分予断をもってかゝらぬことで 新聞をみてそれに捉はれたりまたは他人と相談したり、公判にのぞむ以前にある先入観念を一切 たず、白紙のつもりで公判に立会はれたいことをのぞむのである。公判 進行 模様も予測出来ぬが、大てい一日中 終って、陪審員諸君の自由を束縛 くない方針である。８「大阪朝日
神戸版
」昭和三年一二月五日
神戸における陪審初公判、けふ午前十時開廷
被告は□□の放火犯
従来、絶対視された司法権に一般の民意を酌み入れるを目的として、去る十月一日 ら
施行されることゝなった陪審裁判 神戸における初公判 、五日午前十時から、新装の陪審法廷で、刑事二部加藤裁判長のかかり、眞野検事干与、安東、熊谷両弁護士列席 うへ開廷されるはずであるが、この初陪審に附せら る被告阪神沿線□□町字□□大工職ＯＹ政太郎
（三十四）
は、さきに予審および検事局で「八十円の月収では家族七人を養ふことが出
来ず、去る八月二十一日の晩、葺合港湾の船火事を見ての帰途、附近の空家に放火し自宅
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に延焼させて、火災保険金千五百円を騙取せんとした」との公訴事実を認めながら、過般の準備公判ではこれを全然否認して失火だと主張、かつ陪審を求めたもので、その結果は一般法曹界から注目さ てをり、谷田大阪控訴院長、太田黑同検事長、荒井大阪、遠藤京都、東神戸各地方裁判所長、田中神戸地方検事
正をはじめ、管内の司法官など特にこの日
の公判を傍聴することゝなってゐる。９「神戸又新」昭和三年一二月五日
放火か或は失火か
あす陪審の初公判
御影署員ほか十三人の証人しらべ
神戸に於ける最初の裁判裁判は、いよ
く
五日午前十時より、新装なれる神戸地方裁判
所陪審法廷で、加藤裁判長係り、眞野検事立会ひ、十二名の陪審員と安藤、熊谷両弁護人列席の上開廷されるが、被告ＯＹはあく迄放火でなく失火だと否認するので、当日は事実調べの後、被告を取調べの任に当った御影署の警官外十三名の証人調べがある筈である。
被告の犯罪事実は、被告政太郎は大工を職とし月収八十円程であったが、家族七人を養
ふため生活困難に陥ってゐたので かねてＮＨ動産火災保険会社に千 百円の保険契約をしてゐたので、放火して保険金を得るため、去る八月廿 日、葺合港の火事を見物して帰り、午後十時半頃 自宅から蝋燭をもって西村はる所有の居宅 空家に放 したも であり、佐藤予審判事の前では放火したと事実を認 ながら、準備公判では前にそ 空家に住
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んでゐて被告と関係のあった船員 妻ＫＴみつりが帰国した で、その 在をたしかめる何か証拠はないかと空家を探し失火したもの
だと否認してゐるので、被告の犯行は放火か
失火か、興味 一つに陪審公判につながれれゐる。それかあらぬか、当日は大阪控訴院事長、大阪 京都、和歌山の地方裁判所長、検事正、及び陪審関係判検事、書記等多数来神見学する筈である。
「大阪朝日」昭和三年一二月六日10神戸最初の陪審公判開かる
□□町の放火事件
神戸地方裁判所における最初の陪審公判――阪神沿線□□町□□字□□番□の□大工職
ＯＹ政太郎
（卅四）
にかゝる放火被告事件――は、五日午前九時十分から、木の香も新しい陪
審法廷で、加藤裁判長係り、眞野検事立会 安藤、熊谷両弁護士列席の上開廷された
これより先、裁判所から呼出を受けた、神戸市をはじめ尼崎、西宮、姫路、明石におけ
る三十六名（内三名は事故不参）の陪審員候補は、定刻八時半までに出頭 控室で小憩の後、一同は陪審構成のために係員に導かれて法廷に入り、裁判長は各候補に対し資格審査および検事、被告等に忌避の有無を質した後、神戸市磯上通り四丁目八三物品売買業瀧川秀太郞
（六十）
ほか十一名の正員と補充二名の構成を了って、九時四十五分開廷された。
特別傍聴席には、谷田大阪控訴院長をはじめ、京阪 の判検事、その他が顔を列べ、一一般傍聴席は、開廷とゝもに雪崩を打って殺到した聴衆のために直に満員となり、その中
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には若い婦人の顔も見受けられた。
かくて、加藤裁判長は、陪審員に対し職責任務等について懇切に諭告して、宣誓をさせ
た上、いよ
く
事実審理に入り、被告の身許調べにつぎ、立会眞野検事の「昨年末失職し
てから、七人の家族を抱へて、その日の生活に追はれ、ＮＨ動産火災に千五百円の保険契約あるを想起し、去る八月二十一日の晩十時半ごろ、一軒隔てた東隣の空家に放火、自宅に延焼させて保金険を詐取せんとしたも である」との公訴事実の陳述につぎ、被告政太郎は、裁判長の審問に対し、 「放火 のではない、それ 元空家に住んでゐた私の情婦ＨＤみつりが、その後九州へ帰ったまま何 消息もなく、なほ私が出した手紙も女 手に渡ってゐないらしいので、何か手掛りにと空家に入り、二階の鴨居に蝋燭を立てて家中を捜すうち、障子か 天井へと燃え移ったので、驚い 消し止めた が事実です」と犯行を極力否認し、十一時半事実調べ 終って 証拠調べに移り、当時現場を検証した御影署の巡査部長大澤貢ほか三名 対する証人調べがあ 、午後零時一まづ休憩、一時半再開 隣家のＫＪ浩蔵ほか八名の証人調べがあり、陪審員の評議に移っ 。
「大阪朝日
神戸版
」昭和三年一二月六日
11陪審員に向かって懇ろに裁判長が訓示
魚屋さんも晴れの高席へ
神戸最初の陪審公判
夕刊所報＝神戸地方裁判所における陪審による初陪審は、五日朝九時十分から、新庁舎
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の陪審法廷で開かれた。呼出しに応じて、定刻八時半までに出頭した陪審員候補三十六名（うち三名は事故、一名は無届不参）の大半は、神戸市の は姫路、明石 西宮 尼崎各市の居住者である関係から、その職業も物品販売業が多く、繊維 金属両工業、土木建築、生魚、鍛治職、農、飲食店主、公吏などを加へたこれらの陪審員候補は いづれも係員の案内で控室に小憩後、一同は陪審構成のため緊張した面持で法廷に入った。
かくして、加藤裁判長は、一般の入場を禁じて、各候補の資格を検べ、更に検事と被告
人に忌避するものゝ有無を質したのち、左の正員十二名と補充二名を決定、こゝ 陪審裁判の構成を了はった。
正
員
神戸市磯上通四丁目八三物品販売業瀧川秀太郎
（六十）
、同八幡通四丁目五七の一同平井石一
郎
（四十三）
、同日暮通三丁目一三繊維工業山科十吉
（四十）
、同中山手通八丁目二一五物品販売
業藤野源之介
（四十八）
、同元町三丁目三四三飲食店松谷得松
（三十六）
、同菅原通三丁目五一無
職竹内宇太郎
（四十九）
、同入江通八丁目七の六一物品販売業時本利市郎
（四十七）
、同西須磨中
稲荷二五の一同柏木誠一
（四十八）
、姫路市伊伝居四四四の二同長田甚吉
（四十四）
、同龍野町一
丁目四一同阿部安次郎
（五十七
） 、尼崎市別所村一〇〇二の七生魚商大島松太郎
（五十九）
、明石
市桜町二丁目二六二の一無職龍野秀松
（六十四）
補
員
神戸市平野上祇園丁一三物品販売業野田和吉
（六十四） 、
同二番町一丁目三同木戸丑之助
（三十九）
やがて九時四十五分、法廷の扉が開かれるや、待ち構へた一般傍聴人は折り重なるやう
にして定めの席を占め、その中へ若い婦人の顔 四つ、五つと彩られてゐるのも陪審らし
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い。法廷の正面一段高いところには加藤裁判長、左右には荻野、江場の両陪席、仁科書記、立会眞野検事、その後方には、特にこの日の審理を傍聴せんと来神した谷田大阪控訴院長、荒井大阪、遠藤京都各地方裁判所長と大阪地
方の堀部長、東神戸所長、田中検事正、その
他管内の判検事が着席し、左 の陪審員席
は、正員、補充の十四名がこの日はじめて司
法に参与出来る名誉と重大な職責を負うて襟を正し、これに相対して安藤、熊谷両弁護士、その真下の鉄柵に囲まれた被告席には茶縞の袷に盲目縞の羽織を襲ねた被告ＯＹ政太郎
（三
十四）
が控えへて時を待つうち、加藤裁判長は陪審員に対し「諸君は公正無私で何等情実に
捉はるゝことなく、克く正しいものを保護すると ふ見地から、飽くまで良心の命ずるところに従って、事実に対する判断を誤らぬやう」 懇切な諭告をなし、更に陪審員の職責、任務、注意、心得などを述べたのち、総員起立の ちに「良心 従ひ誠実にその職務を行ふことを誓ふ」との宣誓書 朗読し、厳粛な空気のたゞよふ中に、各陪審の宣誓ををはって、正十時 事実審理に入った。
被告阪神沿線□□町□□字□□番□の□大工職ＯＹ政太郎
（三十四）
に対する、身許調べ、
および「被告は、従来月収八十円で家計を立てゝ来たが、昨年末失職以来借財は嵩み 更に七人の家族を抱へて生計 窮し、去る八月二十一日午後十時半ごろ、附近 空家 放火し自宅に延焼させて、かねてＮＨ動産火災保険会社に附 ある保険金千五百円を詐取せんとしたものである」 との立会検事の公訴事実の陳述 つぎ 被告政太郎は、裁判 の審問に対し、 「放火したのではありません、それは私の宅から 軒置 東隣り 住んでゐました船員ＫＴ忠吾の内縁の妻ＨＤみつりが今年七月裏手へ転住しましたから みつりと通じました、ところがそ 後みつりは九州へ帰っ
たまま消息なく、私が女へ出した手紙もその
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手へ渡ってゐないらしいので、女に対する手掛りでもあればと考へて かつて女の住んでゐたことのある件の空家へ入り、二階の押入れ 鴨居に蝋燭 立てゝ家内を捜してゐるうち、灯はいつか障子の破れから鴨居 天井へと移っ 吃驚し 揉み消 た が事実です、しかもその日は検事 お仰る八月二十一
日ではなく十八日の晩のことです……なほ警
察では、それを放火だと申しまし のは、姦通や家宅侵入 罪まで犯し ゐるではないか、何処ま も失火で突っ張れば検事さんの心証も悪くなるから敢て放火だといって了 といはれた結果です」と徹頭徹尾犯行を否認 、証拠調べに入り、裁判長から 、現場の写真その他を示され 更に眞野検事、安藤、熊谷両弁護士と二、三の応答があった。
保険金詐取の放火と認む
立会検事の論告
のち、証人として出廷した家主ＮＭはるの実子ＳＴ伊三
（二十八）
、西隣のＮＪとき
（二十八）
の証言につぎ、当時現場を検証した御影署の巡査部長大澤貢
（三十一）
は、 「焼け跡には新聞紙
やボロ片などがあり、新聞紙の上には蝋が流れてゐました、なほ消え跡は揉み消 たもでなく、自然鎮火のやうに見られました」と述べ 附近のＴＮふじ
（三十）
の陳述があって、
午後零時十分休憩 入ったが、この間陪審員諸君にし 、これら 問答に一語を挟む のなく黙々として耳を傾けるのみ。一時二十分
再開、午前中五番席にあった大島松太郎氏
（五
十九）
が、 「耳が遠いから」と辞退を申出た結果、補充の木戸丑之助氏と交代して審理が続行
された。
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裁判長は、被告政太郎に対し、改めてみつりとの関係を質し、その応答のあとを受けて、
十二番席の藤野陪審員は、被告に対し「蝋燭の灯は二階へ上ってから点けたものか」とはじめて口を開いた、質問に対し は「その通り灯は二階で点しました」と答へ、更に証人調べに入り、□□町□□ＮＫせき
（七十六）
の供述につぎ、隣家のＫＪ光藏
（四十五）
は「表で
涼んでゐましたところ、暗い空屋から出て来た政太郎は（泥棒が潜んではいぬか 考 て戸締りをして来た）といってをりました、その日は覚えてをりません」と述べ、同人の妻つね
（三十六）
、附近のＫＳ辰藏
（六十一）
につぎ、被告の妻もと
（四十）
は「十三年前夫婦となり
ましたが、三人の子供があ 暮しは苦しい方です、動産は五、六百円ぐらゐのものと思ひます、船火事のあった晩は他所から帰って寝てゐました」と答へ、御影署の徳永豐次
（四
十二）
の証言後、当時 甲村で起った曲馬団争闘事件の被告として、政太郎と同じ拘置監に
ゐた□□村字□□ＨＤ茂夫
（二十七）
、ＩＴ惣太郎
（三十八）
、ＴＧ秀三
（三十）
の三人は、いづれも
色の褪せた獄衣で出廷、茂夫は「政太郎と同房にゐたとき同人は（空家で女と密会中火事を起したので といってをりました」と答へ、惣太郎についで証 席に起った秀三 「政太郎に対 （何 放火したのだ これ やっ
たのか）と私が右の拇指と人差指で円をつく
って見せま ところ、同人は（ウン金が欲しさに 答へました……ヘイ、その円ですか、それはかういふ風に」 指で○ つくって裁判長に示し、一般傍聴者 もとよりやうやく倦怠らしく見えた陪審席をも失笑させた。
かくて、三時二十分、十三人の証人に対する審問を終り、小憩後論告に入り、立会眞野
検事は、 「事件は頗る簡単明白 、陪審員諸君は、す に裁判長のお調べなり、被告の供述により、事件に付い の心証を得られてゐると思ふから、委 いことは申しませぬが、検
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事として所見を述べたい」と法律 実際、常識の三方面から被告 否認した諸点につき例証をあげて、 「本職は矢張り保険金を詐取すべく放火したもの 認めます 陪審員諸君には克く御考察の上御判断あらんことを」を結んだ。
懲役五年求刑
陪審員放火と認め
弁護士酌情論を試む
これに対し、安藤弁護士は「起訴の条件は合理的だが、それはでっち上げたのもだ」と
失火説を主張し、熊谷弁護士また「警察での自白は自白でない、それは姦通その他の罪を犯してゐるのをおそれて失火を主張し得ぬ弱味があったから」と失火説を支持し、ついで眞野検事からこれに二 三の 明を加へて、説示に入り、加藤裁判長は犯罪の構成に関し、法律上の問題点となる事実と証拠などの要点及び更に検事、弁護士の主張を き、更に現場の模様を黒板に図をもって示し 、約一時間にわたって説明し それに対し十番席 阿部安次郎氏から現場の押入の構造について、二番席平井石一郎氏が被告の手が天井につくや否やの点につき可なり穿った質問出でをはって、七時半裁判長は 左の問書を提出した。
主
問
一、被告は昭和三年八月ごろ□□町□□字□
□番□ノ□（木造瓦葺一棟四戸乃至一戸）の
空家に蝋燭で放火し、天井の一部を焼い かどうか
補
問
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一、被告は前記空家二階の押入に蝋燭を立て注意を怠って火を失し、家を焼いたものかど
うかこれを手にした陪審員は、別室の評議室に入り、絶対に他の入場を禁じて、約一時間に
わたり協議をなしたが、その間被告をはじめ満廷の傍聴者は、その結果如何と固唾を呑み、重々しい空気は法廷の内外を包む、やがて八時五十分陪審員長柏木誠一氏をはじめ各陪審員はその席に復して 答申書を提出する 、裁判長はこれを仁科書記をし 朗読させる、即ち同書記は「主問然り」と読み上げて 協
議の結果を有罪と告げるや、さすがの被告も
心持ち面を伏せてチラと視線を陪審席にに投げた。やがて、裁判長は、陪審員の労 犒ひ、更に合議の上右の答申を正当なり 認めて採択し、再び論告 入るや、眞野検事は「放は大罪である、しかし悔悟して中途これを揉み消した点と他に実害がなかった」点 酌んで特に懲役五年 刑 求め、安藤弁護士は「かくの如き答申を得たの まことに自責の念に堪えぬ」と、また熊谷弁護士は「結果から見れば、未遂である」と各冒頭して酌状論を試み、九時十分閉廷し、判決は来る十二日午前十時言渡 はず。
「大阪朝日」昭和三年一二月六日12神戸の初陪審、懲役求刑
陪審員の答申、採択さる
夕刊所報＝五日、神戸地方裁判所で開かれた陪審初裁判の続行公判（阪神沿線□□町□
□大工職ＯＹ政太郎
（三十四）
にかゝる放火事件）は、午後一時二十分再開、証拠調べと弁論
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を終って、裁判長は、各陪審員に犯罪の構成、証拠および検事、弁護士側の各主張争点、現場の模様などを、約一時間にわたって説示し、これに対し阿部安次郎、平井石一郎両陪審員から質問出でたのち、裁判長は左の問書を提出した。主問
被告は昭和三年八月ごろ□□町□□字□□番□ノ□（ＮＭはる所有木造瓦葺一棟四
戸のうち）の一戸の空家に蝋燭で放火し、天井の一部を焼いたかどうか
補問
被告は前示空家の二階押入に蝋燭を立て注意を怠ったゝめ火を失し、家の一部を焼
いたものかどうかこの問書を受けて、陪審員は協議室 入り、一時間余にわたって協議の結果、八時五十
分に至り、主 に対して「しかり」と答申評決を得て答申し、裁判長は合議の末その答申を正当なりと認めて採択 たので、再び弁論に入り 眞野検事は懲役五年の刑を求め、安藤、熊谷両弁護士の酌情減刑論があって、午後九時十分閉廷した。判決は、十二日午前十時言渡のはず。
「神戸新聞」昭和三年一二月六日13この冬ぞら風は身に浸む、窓越しの陽暖かな 法廷
□□の放火犯人が審理を受ける日
けふ神戸最初の陪審裁判
神戸地方裁判所における初陪審裁判は、愈よけふ午前九時十分から、新装を凝らした陪
審庁舎の新法廷で開廷された。さばかれる事件は 既記＝阪神沿線□□町□□字□□番
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の□大工職ＯＹ政太郎
（三四）
に対する放火被告事件で、怪火が果して放火か、或ひは失火か
ゞ初の陪審員の頭によって判断されるのである。
まづ最初に法廷に立つ光栄の陪審正員抽籤
事故不出頭や辞退やらで卅一名から
十二名の正員が選ばれた
この日光栄の陪審員として呼出された三十六名は、神戸市を大部分とし、それに姫路、
明石、西宮、尼崎の一部を包含し、三十六名中三名が事故不出頭届けがあり、他に一名当日不出頭 のこり卅二名はいづれも定刻八時半までに緊張した面持ちで裁判所へ出頭、さらにうち一名は辞退して帰り、都合三十一名が係員の案内で陪審庁舎の陪審員控室へ集合して休憩する、そ 職業は物品販売業が最も多く、繊維工業、金属工業、土木建築業、生魚商、鍛治職、農耕、飲食店、公吏と様々の職業をならべてゐる、九時十分過ぎ一同陪審構成のため誘はれて木の香も新 い陪審法廷へ入り 一般 入場を禁止（不公開 ため）して、三十一名から十二名の正員を選ぶ陪審構成手続を受ける。
それは、陪審の頭書の役割りで、陪審員 資格にはまってゐるか否かをしらべ のち検
事と被告でそれぐ除選し、抽籤で十二名が真のけふの公判に立会ふ光栄に浴するもので、左の如く一号から十二号までの番号がきまって それ
ぐ
着席した。
陪審正員
神戸市磯上通四丁目八三物品販売業瀧川秀太郎
（六〇）
、同市八幡通四丁目五七の一同平井石
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一郎
（四三）
、同市日暮通三丁目一三繊維工業山科十吉
（四〇）
、同市中山手通八丁目二一五物品
販売業藤野源之介
（四八）
、同市元町通三丁目三四三飲食店松谷得松
（三六）
、同市菅原通三丁目
五一
収入による
も
の竹内宇太郎
（四九）
、同市入江通八丁目七の六一物品販売業時本利市郎
（四七）
、同市西
須磨中稲荷二五の一同柏木誠一
（四八）
、姫路市伊伝居四四四の二物品販売業長田甚吉
（四四）
、
同市龍野町一丁目四一同阿部安次郎
（五七） 、
尼崎市別所村一〇〇二の七生魚商大島松太郎
（五
九）
、明石市桜町二丁目二六二の一無職龍野秀松
（六四）
補充陪審員
神戸市平野上祇園丁 三物品販売業野田和吉
（六四）
、神戸市二番町一丁目三物品販売業木戸
丑之助
（三九）
良心に従ひ誠実に職務を行ふを誓ふ
法廷に陪審員ら宣誓
一般傍聴席にも若い婦人
特別傍聴席 納まる人々
陪審の構成を終って、九時四十五分開廷、早朝押蒐けた傍聴人は忽ちの間に満員、なか
には若い婦人もまじる。判官席をみると、中央に谷田大阪控訴院長、加藤裁判長、 右に荻野、江場両陪席判事、仁科書記、検事席には眞野検事が控へ、左方の陪審員席には選任された陪審員と補充陪審員が前後二列に、いづれも光栄と責任に緊張して控へる、右前の真鍮柵のボックス内には被告ＯＹ政太郎が縞の袷 盲目縞の羽織を着て編笠を脱いで着席
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し、後方に安藤、熊谷両弁護人がひかへる、また検事席のうしろには、荒井大阪、遠藤京都両地方裁判所長、東神戸所長、田中同検事正 堀大阪地方部長らが特別傍聴し、また新聞記者席前には城予審判事、遠藤次席検事、河野部長ら熱心に傍聴する。
開廷と共に、加藤裁判長は、陪審員席に向ひ極めて親切丁寧な口調で諭告をなす、乃ち
「諸君は公平無私で情実に捉はれることなく、正しきものを保護するといふ立場から、あくまで良心の命ずるところ 随って、事実に対する誤らぬ判断 せねばならぬ」とて陪審員の職責、任務、注意、心得等を噛んで含むめるやうにのべ、続いて総員を起立せしめ「良心ニ従ヒ誠実ニ其ノ職務ヲ行フコトヲ誓フ」と朗読し 陪審員一同署名捺印 、この宣誓は最も森厳であって 法廷内に犯すべからざ 威容がこもってゐた。
愈よ事実審の審理に入り
被告悉く否認し去る
緊張した陪審員の態度
午前十時十分、裁判長は、被告を起立させて身許しらべを行ふ、住所、年齢、職業等の
みをしらべる、普通の公判と違ふのは、前科をしらべぬことで、被告には傷害前科一犯あるが、これを明かにすれば陪審員 頭がかはるか 調べないのである。
ついで、眞野検事から公訴事実の陳述があった、かく 被告席のボックス隅ににぢじ寄
った被告は、裁判長の問ひ 答へる、
「放火したのではない。八月十一日ごろ、私 女に与へた手紙が女の手許に渡ってゐな
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いときゝ、それを探すつもりで蝋燭をもってその空家へ入って、押込入口の鴨居のうへに立て、探すうち障子の紙の破れに燃え移った です。警察では「姦通や家宅侵入などがあるから、失火でも検事の心証がわるい、放火とし も実害がないのだから……」と巧みにいはれましたので、うっかり放火ですと申上げ、つゞいて検事さんの前にも同様のこと申上げたのです。なほ その日も八月廿一日の夜ではありません、いろ
く
考へてみると
八月の十八日 ことゝ思ひます」と犯行をテンから否認してかゝる。ついで 姦通 点に入り、問
ＨＤみつるといふ姦通した女は、いつまでその空家にゐたか。
答
二月から借りて、五月の末か六月の末に空家の裏の家へ転った。
問
関係したのはいつか。
答
七月ごろで、女が裏の家に移って らのことです、二、三度は関係しました。
問
女が空家にゐるときにも行ったか。
答
行ったことはあります。
問
空家にゐた時、女には道具 あったか。
答
二階へは上らぬから、知りません。
問
空家へ入ったのは何日か。
答
一月十八日の夜八時半ごろと覚え す。
続いて、発火当時の模様に入り、蝋燭の寸法（二寸五分位） 、鴨居と天井との寸法、火の
ついた新聞紙の模様等について詳しい取調べがあり、焼け 場所は天井が長さ四尺、幅六寸、また丁字形に二尺位の長さに焼け、鴨居も焼けてゐる、と現 検証の模様について
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裁判長は微に入り細に入り確める。
さらに、 「そんな場所に蝋燭を立てれば、燃えるのは当然で知りつつやるのは、おかしい
ぢゃないか」と突込まれて、被告は稍タヂタヂとなる。詳しい検証の図面は、追って陪審員にみせるとことわって、現場の写真等を被告に示し、さらに問
火を消したといふのは事実か。
答
消したに違ひあるません。
と低い言葉で答へる。この時、安藤弁護士から、当時被告がしめてゐた兵児帯を証拠に提出する。
審理の進むにつれ、陪審員は一そう熱心にきゝいってゐるが、ペラペラとまくしたてゝ
否認する被告の態度に、聊か興味を殺がれたやうな態度もみえてゐる。さらに審理はつゞき、犯行の夜、隣家のＫＪ光藏と出会った きの状況等の審問があり、動産保険契約の点では、 「女房が入った で、私は知りません」とて、動産 見積りをきかれても、知らぬと突ッ張り 箪笥、水屋、ガラス戸 自転車二台、大工 道具 があるだけで それはいくらになるか知らぬと素気なく蹴りつけ、 「千五百円の価値はあるかどうか判りません」 と知らぬ判らぬの一点張りだ。
さらに、生活状態や収入の点、借金の詳しい訊問があり、借金も詳しいことは妻が知っ
てゐて と逃げ、 「これまで予審判事のまへでいった と 違ふぢゃないか」と予審調書を前に突込まれるや、 「姦通がもとの失火では 憎まれるからと警察でいはれた通り、放火と申したのです」 頭初通りの否認をする。
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証人調べで意外な事実、放火の時間がちがふ
午後零時十五分一先づ休憩に入る
身許しらべ入念に行はる
次いで証拠しらべに入り、現場にあったマッチ箱などを示されると、陪 員 目は一や
うにそれにそゝがれる。身許しらべも入念に行はれ、家族関係、前科等もはじめてきかれる。弁護士から二、三質問し、 「手紙を探す は、ナゼ女が引越した裏の家を探さ かったか」と裁判長に訊され、 「転宅したまま、直ぐ女が郷里に帰ったか 空家 方だけ探した」 、としどろもどろで答へ、証拠の読聞かせがある。
五分間小憩の後、証人しらべに入り、被告や当の放火の空家などを管理してゐる会社員
ＳＴ伊三
（二八）
―所有者ＮＭはるの子―や、その空家を借るべく見に行って火事の跡を知
ったＮＪとき
（二八）
、ときに二階を貸しゐる空家の東隣りで姉のＴＮふじ
（三〇）
、被告を取調
べた御影署の巡査部長大澤貢らが宣誓し
訊問は、伊三からはじまる、 「あの空家には、ＨＤみつりが本年二月十一日から六月十日
迄住んでゐた、家賃は月十二円で二階は使ってゐなかった、空家になってから二 三度見廻りに行ったが二階は見なかった」と答へ、空家の東隣ＴＮ秀夫方の二階借りＮＪとき
（二
八）
は、 「空家の戸閉りは厳重でなく、裏口の戸 鍵は落ちてゐた、這入らうと思へば這入れ
る、八月の船火事は覚えてゐます、ＯＹがＨＤと醜関係があったことは知 ぬ」 、
ついで、ＯＹを取調べた御影署の大澤巡査部長は、 「奧三畳の間の戸は動かした形跡は分
りません 西側の壁 立てかけ 障子 鴨居と床に蝋燭がたれ落ちてゐました そして鴨
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居から四方へ焼けてゐる様子から見ると、火は自然に消えた様に思ひます、燐寸の擦かすは、二階の座敷を初め階下階段下の押入や奥
の間庭先きにも一、二本落ちてゐました」 、
三番目の証人秀夫妻ＴＮふじ
（三〇）
は、 「ＯＹが五月八日動産保険の千五百円に這入った
ことは知ってをります。近所に両三度怪火事があったので、私方とＯＹさんのふたりで同時に加入しました。葺合の船火事をＯＹが自転車で見物に行って帰ったのは覚えてゐます。その時間は夜の十二時過ぎと覚えてゐます。火事 ことを知ったのは、九月一日妹ときがその空家を借るとい みた際発見して知ったのです」 、と公訴事実の放火の時間（十時半）と違ふ意外な証言を 、午後零時十五分昼食のため休憩。
午後一時過ぎから再開され、被告が空家から出るところを見つけたといふ、隣家のＫＪ
光藏、同人妻つね、その他合計九名の証人しらべが続行された
「神戸又新」昭和三年一二月六日14新しい法廷において、けふ陪審の初裁判
最初の陪審員十二名を決定し
放火か失火か謎の事件
放火か失火か、懲役か罰金か……を決する兵庫県 めての陪審裁判である、武庫郡□□
町字□□一□番□の□大工職ＯＹ政太郎
（三四）
にかゝる放火被告事件の公判は、五日午前九
時四十五分より、神戸地方裁判所の新らしい陪審法廷 おいて開廷され 。加藤裁判長、仁科書記、眞野検事、安藤、熊谷両弁護人列席
の上開かれた。この日呼び出を受けた三十
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六名の陪審人中、一名は耳が遠い為陪審員になることを辞退 、四名は事情かあって不参したので、残りの三十一名から▽神戸市磯上通四丁目八三物品販売業瀧川秀太郎
（六〇）
▽八
幡通四丁目五七ノ一同平井石一郎
（四三）
▽日暮通三丁目一三繊維工業山科十吉
（四〇）
▽中山
手通八丁目二一五物品販売業藤野源之助
（四八）
▽元町三丁目三四三飲食店松谷得松
（三六）
▽
菅原通三丁目五一
収入に依る
も
の竹内宇太郎
（四九）
▽神戸市入江 八 七ノ六一物品販売業時木利市
郎
（四七）
▽同西須磨中稲荷二五ノ一同柏木誠一
（四八）
▽姫路市伊伝居町四四四ノ二物品販売
業長田甚吉
（四四）
▽龍野町一丁目四一七同阿部安次郎
（五八）
▽尼崎市別所村一〇〇二ノ七生
魚商大島松太郎
（五九）
▽明石市桜町二丁目三六二の一無職龍野秀松
（六七）
の十二名を陪審員
に選び、更に神戸市上祇園丁一三物品販売業野田和吉
（六七）
、同二番町一丁目三木戸丑之助
（三九）
の両名を補充陪審員と決定し、法廷に向って左側の席に着せしめた。これ等 人は、
今日を晴れの日とて縞ものもあったが、紋服やら袴を着して、何れも緊張した面持で裁判のはじまるのを待つ。
良心に従って公平に是非判断をされたい
裁判長の懇切な陪審員への注意
特別陪審席
（注、傍聴席）
には、大阪控訴院長谷田博士、荒井大阪、遠藤京都両地方裁判所長、
東神戸地方裁判所長、田中同検事正等が 威儀を正して控へ、被告政太郎は、木綿の上下を着し頭髪はぼう
く
生やして、真鍮で囲った被告席に悄然としてついた。普通傍聴席に
は、主と て裁判所関係の人たちでぎっしりつまっ ゐた。検事席が向って右側にあるの
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や、弁護士席が陪審員席と反対の高い所に設けてあるのは、前の裁判と変ってゐた。斯くて、裁判長は、列席の陪審員に対して、 「諸君は、本日此の陪審裁判に干与せられるの名誉を担はれたものであります。御苦労様です。裁判を初めるに先立ちまして、一言御注意申上ます。裁判と言ふものは、正しきに従ひて非を非とし、是を是と判断して、法に従ひ世間が治まる様にする が当然であり、それが吾々の義務である。若し判断を誤って、罪を犯したものが無罪となったり 罪を犯さない者が犯した様 認定されたなら 社会の秩序が乱れるから、陪審員諸君は、良心の命ずるまゝに、公平誠実 判断をな て、答申に間違ひのない様せられたい。 」と懇に注意を与へ、一同起立裡に宣誓書を読みきかせ、陪審員に署名押印を求め、立会ひ眞野検事の公訴事実の陳述 入る。
予審で放火といひ、準備公判では失火といふ
被告の陳述を縷々と細述する
眞野検事の公訴事実陳述
本職は、此のＯＹ政太郎の放火被告事件について述べるに当りまして、只一言被告が予
審判事の前で述べた事実、即ち生計困難にして 百八十円程の借財と四月分の家賃の滞りあり、如何にしてそれを弁済し生活を豊かにせんかと思案する中、八月廿一日 夜の小野浜沖の船火 からヒントを得、自分の契約せしＮＨ動産火災保険の保険金千五百円を詐取せんとして 八月廿一日は午後十一時頃、自
分がＮＭはるから借りて居る棟割長屋の自宅
より西中一軒おいて隣りの空家の二階の表二畳の押入の鴨居 上に、自転車に用ひて居っ
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た約二十五分程の蝋燭を立てかけ、天井に火をつけ二階を降りて帰らんと たが、あまり火気が強くなってぱち
く
燃え初めたので、おじけづき又二階に上って自ら消し止めて表
へ出た時、同じ小野浜 船火事を見物に行き帰って来て一風呂浴びて表にて休息して居た西隣のＫＪ光藏に「何をして居るか」と声をかけられた時、 「此頃要心が悪いから、一寸中へ入って見 」とごまかし 、自宅へ帰りそしらぬ顔を 居っ が、九月一日、ＮＪときが当の空家を借りに来た時、二階に焼跡があるのを発見し、それから警察沙汰になったもので、予審では以上の如 供述して居ります 、被告は陪審準備公判に於て放火したものでなく以前より関係のあったＫＴみつりが帰国したにつ 、何か の行方 わかる証拠がありはしないかと空家に入って行ったが、不幸失火 た で吃驚 自ら消したんだと以前供述した犯行を否認して居るのであります、眞野検事は如何にも民衆裁判らしい叮嚀な句訓で陳述する。
姦通してゐるうへ、他人の留守宅に侵入したは
事情が重いから放火したといへと
警察で言はれたからと被告の陳述
ついで裁判長は、被告に対して、検事の申し立てた公訴事実の大体を更に繰返して聞か
せると、 「家を焼くつもりで火をつけたのではない。裏の家に行っ のは、予て関係し ゐた船員の妻ＨＤみつりにあてた書函がありはせぬか その手紙によ て 人の関係 他人に知れてはならぬのみならず、同女の国元 知 度さに探しに行っ 所 誤って蝋燭の火
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がついたのだが、御影署で事情を申立てると、警察では姦通してゐる上に、他人の留守宅に侵入したと云ふのは事情が重いから、それより放火したのだと云へ、警察ではさう認めると云ふので、放火したと申立てた。又、日も検事さんの仰る八月二十一日とは違って、八月十七日か八日 思ひます」と答へ、更に訊問
されるまゝに、 「みつりは、私の家の一軒
おいて西側 ゐま が、本年六月の末頃 その家に引こしました。私は、みつりと関係があって文通も致しましたので、そ 手紙が他人に見られてはづか いので、ひょっとすると引こした空家におちてゐはせぬか、又同女の国元が判りはせぬかと思って、八月十八日の午後八時から九時ごろ での間に 蝋燭に灯をつけて同 の二階に上り、西側の鴨居の上に天井と六寸許りの処に立 ました」 。問「検証調書によると、天井と灯とは 三寸位 なってゐる …」 。答「もっとあった様に思ひます」 。問「火はどうして移ったか」 。答「天井裏の紙張りに火がついて 丁字形に焼け鴨居もやけました 、気がついて私 帯
でけし止めました。不注意であった事は、間違ひありませんが、火をつけたのではありません」 。
問「検証してみると、また押入れの戸と障子を立て合せて、その下に蝋燭を置いたため障
子と戸の下方と床とがこげてゐる様な処があるが…」 。
答「そんな処に灯を立てた事 、あ ません」 飽迄否認する。
この時裁判長は、調書の中の現場の写真その他の証憑を示し、安藤弁護人は、被告の帯
で消したと云ふ証憑として端が焼けた帯を 憑 して提出する。
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問「消し止めて出た時、隣家のＫＪ光藏に逢ったのか」 。答「逢ひま たが、きまりが悪い で、隣家で物音がしたので泥棒ではないか 思っ 見
に行ったのだと鍛治には云ってゐた」 。続いて被告は、昨年家財什器類に、ＮＨ動産火災保険会社に対 て千五百円の動産保険
契約をしてゐる点、家族は夫婦に子供二人、月収は八十円位だ 、昨年十一月頃から三月頃までは仕事がないので遊んでゐた、この間はＫＺといふ人から金を百円ばか 借りて暮し、これは頼母子を二つ取って大体返し が
、その後また大分借りて暮してゐるといふ事
や、動産状態等 詳述した。問「お前の云ふ事 、予審判事に申立てた事とは違ふではないか」 。答「警察がさう云って、同情を求める様に云っ からです」 。と弁疎し、裁判長から押収の徳用マッチ蝋燭等を示して証憑調べを し 安藤、熊谷両弁護人、眞野検事等から一、二の質問 あり、裁判長は諸証を被告に示して、証人調べに入った。
放火したといふ時間に
被告は船火事を見てゐた
証人しらべで有利な証人
証人調べは、呼び出された十三名のうちから、先づ武庫郡□□町□□ＳＴ伊三
（三八）
、Ｎ
Ｊ登記
（二八）
、大澤貢、ＴＮふじ
（三〇）
を宣誓せしめて、ＨＤみつりの家主の息子ＳＴ伊三
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よりはじまる。
「みつりさんは、六月七日まで私の家に居りましたが、二階には何にも置いてないと申
して居りました。焼けてゐるのを知ったのは、新らしい人に家を貸すにつけ、同家にはいって知りました」と訊問に対し、貸借関係その他を答へ、
ついで焼けた空家の東隣に住んでゐたＮＪ登記は、 「詳 くは知りませんが、戸じまりは
悪い方で錠前が落ちてゐて、何時でも中へはいれます。八月二十一日は、脇浜に船火事があって、私は田舎から帰って来 したが、隣家で火事があったことは知りません。みつりさんと政太郎さんと関係があっ ことは、知りません」と答へる。
証人御影署巡査部長で被告を調べた大澤貢は、 「証憑になってゐる現場の写真は検証の時
撮り、その時は御手許に提出してある以外には何の証憑もありません。蝋燭のしづくは、鴨居と床とにみえてゐました。誰も消 様なことは判りません、火は自然に消えた様ずっと次第に焼跡がうすくな ゐました。マッチの軸 二階には一本位おちてゐましたが、階下には沢山落ち 」と被告に不利 証言をす 。
ついで、ＮＪ登記の姉に当り、政太郎のすんでゐた家の長屋の東端にすん ゐるＴＮふ
じ
（三〇）
は、 「政太郎さんが保険にはいったのは、近所に度々火事があるので、私の家が保
険にはいっ 時 一緒 いったのです。その晩、政太郎さんは十時ごろに脇の浜の船火事を見 行かれ、十二時頃帰られたのは間違ひありません。しかし 時計 はっきりみた時間ではありません。空家で火事があったのを知ったのは、その後になって、妹が空借りに行って見て知りました。みつ さんと政太郎さんと関係があっ こ は、奥さんから政太郎さんの家庭がもめた時聞きました」
と答へ、放火したといふ午後十時半ごろは政
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太郎は火事を見に行ってゐたといふ、被告に有利な証言をし、正午一先づ休憩、昼食に入った。午後引続いて、証人調べがある筈。
「神戸新聞」昭和三年一二月六日15放火か失火か＝怪火事件、謎は解けて「放火」と決る
前後十二時間に亘る大審理後
神戸の初陪審をはる
夕刊所報――ＯＹ政太郎
（三四）
放火被告事件の初陪審裁判公判は、五日午後零時十分休憩、
陪審員十二名と、補充陪審員二名は陪審庁舎楼上
食堂で昼食を喫し、午後一時廿分再開。
午前中、正陪審員大島松太郎氏
（五九）
は、 「耳が遠いから替へて戴きたい」と、休憩中に
裁判所へ申出て、補充陪審員木戸丑之助氏
（三九）
と交替した。かくて、法官、陪審員、被告、
弁護士ら午前通り着席して開廷。
裁判長は、 「被告が関係してゐた女―ＨＤみ
つりの年齢と手紙のことをたづねる、
（注、被告
は）
、 「年齢 廿九才と思ひます。手紙は関係を絶つことを認めて、それを女の箪笥に入れて
おいたのを、若し他人に発見されてはと思って探す気になったのであります」と答へ、さらに蝋燭の火を鴨居の上に立てたのは、灯明りを近所の人に覚られまいと思ひ、火のつき易いことは気が付かなかった、床の上に蝋が流れてゐるのは、蝋燭が解けて流れたものであらう」 、と弁明した。
この時、十二番陪審員藤野源之助氏
（三八）
は、 「蝋燭は二階へ上ってから点けたものか、
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点けて持込んだものか」と初質問をなし、 「二階で点けたものである」と回答がある。
それから証人しらべに入り、宣誓の後、□□町□□のＮＫせき
（七六）
といふ婆さんの証言
あり、次ぎはＯＹの東隣に住み、放火の夜ＯＹが空家から出るのを見つけた、運搬業ＫＪ光藏
（四五）
は、 「その夜、むし暑いので寝られず、風呂を浴び門へ出て床几に涼んでゐると、
くらがりの中で空家の中から男山が出て来る を見て吃驚した、とＯＹは「泥棒が空家に潜むか 戸締 の用心をして来た」と申しました。その晩 葺合の船火事 日だったかどうかもはっき 記憶しません」と曖昧極まる供述をする。その後を受けて、光藏の妻つね
（三
六）
が子を背負うて起ち、 「空家からＯＹが出た話を私は子供に添乳しながらきいた、その晩
は亡児の初盆で、裏から床几を表へ出した時から一週間か十日以内のことで、 夜のことのや に 思ふ、ＯＹ方の暮らしは「冬が来るのに、蒲団も買へぬ」と妻君がコボしてゐたことがありました」 。
□□字□□番のＫ鉄工業ＫＺ辰藏
（六一）
は、 「ＯＹとは借家の修繕等で知合ってゐます。
昨年の暮頃から大工がひまだと頼まれて百九円余り貸しました。性質は他人から憎まれるやうな人物ではありません」 。
次ぎは、当のＯＹの女房もと
（四〇）
が、髷なしに銘仙の上下を着て出廷、これには被告も
さすがハッとする、 「ＯＹとは十三年 へ夫婦になり九歳、七歳のふ り 男の子、四つの女の子と三人の子があります。家の財産とては、六、七百円のも と思ひ、昨年暮れ ら夫が失業して苦しいので、ＫＺ辰藏から借金し 、今でも六十円位残ってゐます。動産保険には、近所と相談して加入しました。葺合の船火事の夜は、主人は帰って寝んでゐました。その夜自転車につい ゐた提灯 、蛇腹で「車渮」と書いてありました。
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御影署警部補住吉村奥田徳永愛次
（四二）
の訊問に入り、 「葺合の船火事は、八月廿一日夜
のことです、ＯＹを検挙して取調べた ころ、最初は空家に這入ったこ もないと申しましたが、その後色々取調べた結果、放火だといふ、たゞ後で恐くな から消現場にはマッチ 軸が点々としてゐました。保険金を目的と は、失職の上母 妹同居するので困ったからで、家賃、米屋 その他の借金で二百円余りに てゐるといひ当時被告は放火のことを 悔してゐた」と答へる
「判事さんが十分しらべてゐるから
トテも駄目だ」と男山が
指でお金のカタチをして「やったのか」といふと、
「火は放けはしたが消した――お金欲しさに」
おなじ監房にゐたＨＤ茂夫は陳述
ついで呼ばれた証人三名は、いづれも青獄衣を纏ひ冷飯草履を穿いた、被告と同監房に
ゐたもののみである。武庫郡□□村□□土工ＨＤ茂夫
（二七）
―□□村曲馬館小屋の傷害事件
の被告―は、 「未決で知合ったＯＹは、放火詐欺の罪名 ある 、実は空家で密会し 蝋燭から失火したのだ、予審判事が何も彼も調べてゐるから暫く帰れないといってゐ 」といひ、ついで鍛治職ＩＴ惣太郎
（三八）
、大工ＴＧ秀三
（三〇）
のふたりは、 「判事さんが十分調べ
てゐる あかん…とＯＹはいってゐました」 、手の指で○ 形をして『これで（金のこと）放火したの 』と私は問うてみました」と身ぶり可笑しく笑はせ、 「火は放けはしたが消
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した、火はお金（保険金）が欲しさに放けたといひました、予審判事がしらべて了ったから詰まらぬ、とコボし後悔してゐた」と被告に不利の証言をなし、 「空家へ手紙を探しに行った旨は一度もきかぬ」と結んだ。
これで、証人十三名の訊問は漸く終り、最後にいたって被告の心証は次第に悪くなった
やうだ。時に午後三時十七分、五分間休憩となる。
船火事を見てから 空家に放火の恐い企み
蝋燭を携へて放火したもの
――との自白は真実を述べてゐる
眞野立会検事の論告
午後三時半三たび開廷――法官席にはスタンドがあか
く
と輝く。被告の犯罪構成事実
と法律上の点を、眞野立会検事が弁論する、 「本
件放火の事実は、誠に簡単明白、証拠も豊
富である。たゞ公判で予審の供述を翻した点のみについて論及 たい」と冒頭 、
保険金詐取の目的で放火したが、被告がいふ女の置手紙を探しに行った失火であるかと
いふのが疑問であるが、被告のこれまでの自白が真相であることを立証 、被告今日の弁解は不自然であり、虚偽であることを明かにし、陪審員諸君の御判断に資したい。まづ、被告は昨年末来失職して、二百円内外の借財が嵩み 家賃、生活費 頼母子講掛金等の支出で困ってゐる矢さきに 母と妹が寄寓するので一家七人となり先が案ぜられるので 巧い儲けはないかと策に苦しみ 遇々本年八月廿一日夜、船火事を見てから千五百円を覘っ
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て、棟続きの空家に放火を企み、蝋燭を携へて空家 二階へ上って放火したもので これまでの白状は真実を述べてゐるのだ。これは、蝋燭の燭涙の痕が放火 材料 証拠 ってゐる。なほ、八月廿一日船 事の夜 即ち犯行の夜 空家から被告が出たのを見られことは確実な証拠だ。空家へ這入る目的も 放火のほかはないとみなければなたぬ。然して、警察や判検事の前で自白したのみ く
、縁もゆかりもない第三者の同房者にまで、
保険金詐取の放火だと告白してゐることは、最 明瞭に 意を証明するもので、特に陪審員は注意されたい。被告 いふ失火説は、極めて不自然であって、八月廿一日前該空家這入ったといふが、誰れかに認められなけれ
ばならぬ筈である。女の居所をしらべやった
手紙を探すといふのも 裸で家を明けて掃除までした後 空家を探すのはチト不思議である、縁切り手紙も醜関係が知 わたってゐる後な ば、人にみられても恥かしいはずる、現場の模様をみても鴨居と床板に蝋燭の跡があり三ヶ所焼跡があ 。
安藤、熊谷弁護士
「放火で無い」と熱火の弁舌をふるふ
検事の意見に対し、安藤弁護士は、 「放火で連想するのは、八百屋お七の振袖火事である、
放火が大罪である以上、よほど 準備と計画と決心 下に行はれなけ ばならぬ、本件起訴の条件は合理的だが、これは取調べるうちに無理に捏ね上げられた事件で 」 冒頭して、縦横無尽に失火説を強調し、放火の証拠はゼロだと痛論し、 「疑 しきは罰せずの原則に基き誤らざる御判断を乞ふ」と結ぶ。
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これを受けて、熊谷弁護士は、 「警察で必ずしも自白したのではない、姦通や家宅侵入を
恐れて、失火を主張し得ざる弱みがあったからである。八月廿一日といふ犯行の日も、極めて曖昧である。何等有力な証拠はなく、被告の弁解を打消す反証がない、しかも家の効用を失ふまでに火災の実害がない以上、放火既遂とみるは酷だ」と論じた。
再び、眞野検事から二、三弁明し、これで弁論を終る。愈よ陪審の骨子「説示」に入る
かんでふくめる様に
裁判長から陪審員へ
ついで裁判長は、陪審の骨子といはれる「説示」に入る。即ち、犯罪の構成に関し、法
律上の論点、問題となるべき事実と証拠の要領を噛んで含めるやうに、陪審員に説明するのである。即ち、 「本件は『放け火か？』 『しくじり火か？』が問題で、 事はたとへ一部しか焼けてゐないでも、一棟四戸の火事で未遂ではない 被告が消止めたのは 情状 よって刑 裁量に影響するだけである。放火の罪は重罪だとて、枉げて答申して 不可ない」と懇切に説いて、証拠の各点や被告、検事、弁護士の主張 つき 一一解説して行く。現場の模様については 黒板に一々図を描いて、素人に呑み込めるやうにする。かくて、約一時間を要し、終るや十番陪審員阿部安次郎
（五七）
氏から、現場押入内の構造につき相当穿
った質問が出で、また二番平井石一郎
（四三）
氏からも「天井は手が届くかどうか」をたづね
る。それが終るや、裁判長は説示を終り 書を提出して、陪審員に評議答申 請求 た。
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時に午後七時半、最後の評決 せまって、法廷 緊張味がたゞよふ。主問
被告は昭和三年八月頃兵庫県武庫郡□□
町□□字□□番□の□（ＯＮはる所有）の
木造瓦葺一棟四戸の内一戸の空家に点火せる蝋燭を以て放火し天井の一部を焼いたものかどうか
補問
被告は前示空屋二階の押入れに蝋燭を立て注意を怠り火を失し、焼燬したるものか
どうか
「放火」とみとめる
陪審員の答申に被告はたゞ「 い」
判決言渡しは十二日
問書を受けた陪審員十二名は、別室の評議室に入る。こゝは絶対に余人の参入を許さぬ
秘密の殿堂、陪審長を互選して評議を凝らしたが、 「結果如何」と待つ被告をはじめ、傍聴人も、評議答申の結果に大きな期待をかけて時を待つ。
評議一時間と十分、陪審員漸く席に帰る 満廷再び緊張する、陪審長西須磨中稲荷二五
の一物品販売業柏木誠一氏
（四八）
は答申書を裁判長へ差出し、仁科書記はそれを朗読する。
主問、被告 は空家に放火したかどうかに対し、答申「然り」即ち放火を認めるの答申をした、起立せる被告は「ハイ」と低い声で答
へてさすが硬直した、裁判長は陪審員に対し
て労を犒ひ 陪審員の退席を許し 一方合議して右答申を至当を認めた
右有罪答申が採択されたのち、再び弁論に入り、眞野検事は、 「放火は大罪であるが途中
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悔悟して自ら取止めたのは幾分酌量すべきで、懲役五年を至当と認める」と求刑し、安藤弁護士は、 「答申の結果によって私は自責の念あるのみである」 酌情論をのべ、熊谷弁護士もまた「未遂刑と同結果に認めて、 減刑されたい」と力説した。
裁判長は、結審を告げて閉廷した、時に午後九時五分。判決は、来る十二日午前十時と
決定した。
「神戸又新」昭和三年一二月七日16蝋燭をともしたは、階上からか階下からかと
放火事件の公判で陪審員の初質問
（夕刊つゞき）武庫郡□□町□□大工ＯＹ政太郎
（三四）
にかゝる放火被告事件の陪審裁判
は、五日の午前に引つゞき午後一時再開。被告 情婦ＫＴことＨＤみつりとの関係と手紙の内容について述べ、 「物を探すなら、何故もっと四辺のよく判る所に立てなかったか」との裁判長の問に対し、 「空家だから近所に漏れてはと思って、鴨居の上に立 た」と弁明した。陪審員藤野源之助氏は 被告は二階へあがる時、蝋燭をつけてあがったか否か」について質問し、裁判長は「階下からつけて上がったのだ」と教へる。
斯くて、証人調べに入り、被告政太郎の隣家に住む証人ＫＪ光藏は、 「十二時ごろ庭で涼
んでゐると、隣の空家で音がし人影を認めて誰何すると政太郎で、訳を聞くと、物騒だから空家を見に行ったが気味が悪かったといひ 政太郎は吃驚 らしかった。脇の浜に船
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火事があった晩かどうかハッキリ覚へて居らぬ。と かく 八月十五日に床几を出してから凡そ一週間ばかり後だった」と不利な証言をし、被告は「床几は年中出してゐる のだ」とつめよる。次で、光藏の妻つねも大体同様の証言をな 。
証人として立った
妻と顔を見合はせて涙ぐむ
ついで、被告の妻ＯＹもと
（四〇）
が証人として立つ。夫婦の視線がピッタリ合った時、四
つの眼に感慨の涙がにじむだ。訊問に対して、 「主人とは十三年前に結婚したが、財産はない、暮し向きは昨年ごろ仕事がなくなってから少しは困ってゐた。保険にはＴＮさんや保険会社の人が私へすゝめたので、主人に話し 加入した、保険に けた価額と財産とは財産が尠ない。船火事 、八月二十一日の夜十時ごろ（？）にみに行って十二時ごろ帰って、主人とみつりさんと関係があっ こ を知ったのは、みつ さ が裏の家に引越 か で別に夫婦喧嘩はせぬが注意 常にしてゐた」と答へる。
証人御影署員徳永豐次は、 「政太郎を調べたところ、政太郎は鴨居に火を立てゝ押入をさ
がし、そのまゝ階下へおりた 初め 申立てゝ 、後になって保険金詐欺の目的で鴨居に蝋燭をたてゝ階下に降 て来たが、焼ける音がパチ
く
するので二階に上って消しと
めたと自白した。被告が手紙を探しに行ったことを申立てる 風が悪いので、放火したと申立て 様には思はぬ」と答へると 被告は憤然立ち上って「警察が放火したと云へと云ったから云ったのだ」とムキにな 証人も「今更かれ れ云ふ は可笑 い」と答へ、
- 259 -
更に弁護人から一、二の質問があった。
浅黄の未決衣で
同監者が不利な証言
続いて、目下神戸刑務所橘支所の未決囚土工ＨＤ茂夫
（二七）
、会社員ＩＴ惣太郎
（三八）
、大
工ＴＧ秀三
（三六）
の三名が証人とし、て浅黄の未決衣姿でやって来る。何れも、被告と同房
に居る者ばかりである。宣誓の上、ＨＤ茂夫は、 「ＯＹ君が刑務所へ来た時、放火保険詐欺の嫌疑で来たのだが、自分は女と密会する為蝋燭をつけて空家へはいった処蝋燭がこけて誤って火が出たと云ってゐた」と答へ、ＩＴ惣太郞 男山は放火で入監し が 保険金のことで火をつけ がすぐ消し 、予審で調べられたが判事さんも充分しらべてゐるのであかん、と私の後 こっそり云ってゐた」 被告に不利な証言すると、被告は、 「予審であかんと云ふのは、予審判事さんが何もかも調べてあるからあかんと私に云ったのを更につたへたのみである、保険金詐欺 為の放火をした等とは云はぬ」と喰ってかゝる。
続いて、ＴＧ秀三は、 「ＯＹは、金の事で火をつけた事はつけたが、消し止めたと云って
ゐた、予審で調べられて帰ったとき、予審判事さんは何もかも知ってゐられる で うかんので皆んな云ったと申してゐた。しかし、初めは女と密会してゐ 時誤って火がついたと申してゐたが、ふにおちぬ点もあった」 これも不利な証言をしたので、被告が又も「そんあことは云はぬ、間違ひだ」と遮り、証人調べを終り、五分間 休憩に入る。
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放火は明白と逐条的に論及
眞野検事の弁論
休憩後、午後三時半より続開。検事、被告人及弁護人の犯罪構成要素に関する犯罪事実
上及び法律上の問題についての意見の陳述に入る。
このころから 廷内に電灯が点けられる。先づ、眞野検事は 保険詐欺の放火であ こ
とは明白だと逐条的にその論拠を説明し、検事は国家 原告として正義 公平との めに職務をとるもので、証拠がなければ起訴したものでもこれを取消すに躊躇せぬ されば陪審員諸君もその責任が重大であるから慎重に願ひたいとつけ加へ 。
弁護人等の
検事への弁駁
続いて、安藤弁護人は、八百屋お七を引例して、放火事件の重大な ことを冒頭に、十
余項の事実をあげて検事の意見を弁駁し、 「疑わはきは罪せずの原則により諸君も充分その職責を全ふせられんことを望む」 述べ、ついで熊谷弁護人は、犯罪自白の経路を詳述して失火を主張す。この時眞野検事は、 「先刻安藤弁護人 弁論のうちに、床 蝋燭の たがないと申され尚又私が被告が女と密会したと云はれてゐると申したことについて 記録にないと申された様だが、蝋燭の事は 証調書に明にみえ 、又密会 点は現 本日証人が申立 ゝゐる」と肉迫し、安藤弁護人又弁 を述べ 大揉め 揉めた。
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放火か失火かの意見を、陪審員に裁判長から質問
詳細を極めた問題の事実や法律上の説示
これより評議に入ることになったが、裁判長はこれに先き立って、問題になった事実及
び法律上の説明をなし、既遂未遂の限界を縷々として説き、さらに刑の量定に対して説明し、条文上の刑が重いために事実を枉げて判
断しないやう注意を与へ、再び検事が述べた
被告を放火罪とする証拠並に弁護人及び被告人側の云分である失火の証拠関係、検証調書、証人の証言等、双方証拠の要領をボールトに書いて、懇 陪審員に説示する。説示終って、裁判長が主問、補問を提示せんとしたとき、阿部安次郎らの陪審員は、 「蝋燭をおいた押入れの天井板は縦に張ってあったか横か」などゝ質問し 裁判長は明細 これに説明を与へ、約十分間 問答応酬のゝち着席。左の通り、陪審員に対する主問と補問を発した、ときに午後七時三十五分。
問
書
主問
被告人は昭和三年八月頃兵庫県武庫郡□□町□□字□□番□番地ノ□所在のＮＭは
る所有に係る木造瓦葺二階建一棟四戸（内一戸は空家、他の三戸ＫＪ光藏一家、ＴＮふじ一家、被告人一家居住）の内なる空家に点火せる蝋燭を以て放 しその空家の天井の一部を焼燬したるものなりや
補問
然らずとせば被告人前示日前示空家の二階押入入口の鴨居の上に点火せる蝋燭を立
てたる際相当の注意を怠りたるに因り火を失しその二階天井の一部 焼燬したるも な
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りや陪審員の答申は放火に一致
かくて陪審の職務終る
斯くて、正 十二名 合議室に入ったが、こ うち大島松太郎君は耳が遠いので補
充陪審員の木戸丑之助君と入り代った。合議室では、先づ各陪審員中から互選 結果西須磨中稲荷三五ノ一物品販売業柏木誠一君が陪審長となり 書の事実について約一時間余にわたり合議した結果を答申書に認め、
午後八時四十分、裁判長の手許に差し出す。
この時裁判長はじめ一同の顔色が緊張に輝く。仁科階会書記より、先づ問書を読み、ついで主問に対する答申を厳かに「然り」と読みあげる。裁判 は陪審の職務が終った旨を告げ、併せて朝来陪審員の熱心な努力を感謝し、退廷を命じ一同退廷。かくて、裁判所は合議の末 裁判長より「裁判所は陪審員の答申を正当と認める」と宣した 即ち、これで被告は、検事の意見通り保険金詐欺を企てたものであることが決定した。
懲役五年を
検事求刑す
引続いて検事、弁護人の法律の適用並に刑についての意見に入り、先づ眞野検事は、 「被
告が保険金詐欺の目的で放火したりといふこの事件は、陪審員の答申と裁判長の意見とが
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合致して放火と確定した、元来放火は社会の安寧を紊すものであるが、況んや本件は保険金詐欺の目的で他人の家を犠牲に供せんとしたのであるから、重刑を課するを至当と思ふ、本件に於て被告が放火して直ちに消しとめたのは、被告に有利にとってやってよい」と論じて、法定刑の最低課刑である懲役五年を求刑し、安藤、熊谷両弁護人は、被告の家庭窮状をのべて酌情減刑を希望し、被告は「何も申し上ることはありません」とうちしほれる、午後九時、裁判長は結審を宣して閉廷。判決は、来る十二日午前十時云渡し。
「神戸又新」昭和三年一二月七日17嬉しかった判断振、初めての陪審裁判から
けふ田中検事正はかたる
尚この際注意すべき事どもなど
放火？失火？世間の視聴を集めてをった武庫郡□□町□□字□□番□の□大工職ＯＹ政
太郎
（三四）
の陪審初裁判も、裁判所側と陪審員とが熱心に公平に事件を審理した結果、両者
間の意見の一致を見、無事初裁判を終ったが それについ 、六日 神戸地方裁判所検事正田中昌太郎氏は、その感想について、次の様に語った。
昨日は、朝の八時から晩の九時迄、前後十三時間熱心に裁判に干与され、兵庫県に於て
初めての陪審裁判に拘らず、全く裁判所側と同じ意見の答申書を作成せられ、それが採択せられた事は誠に喜ばしい。若しこれが、裁判所側と陪審員側と全く異った意見の生じた場合には、世間への影響も大きく 困った結果になると思って居った。吾々と同じ意見を
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開陳せられた事は、深く感謝する次第である。これに就いて 将来陪審員たらんとする人達についても亦興味を持って見てゐ 世間の人達のためにも、二 三の注意を促したい思ふ。
その第一は、陪審員として法廷に立つ人人は、一件記録をみるわけでなく聞くわけでな
く、只法廷内で被告人の弁解を聞き、裁判所側の審理を聞き、法廷 あらはれた証拠を見て意見を立てるの あるから、被告人なり証人なりの言動 一々見逃さず微細に亘って観察して貰はなければならぬ。そ だから 必然的に陪審員は、目耳に故障が っ はならない、兎角法廷内では、完全な頭 持主でも聴きもらしたり見逃したりするものであるから、若し陪審員の中に目耳に故障があって、完全に任務を遂行し難い人があったなら自ら辞任してほしい。
第二には、昨年の事件で言ふならば、放火は決して人の見てゐる前でやるも でないか
ら、被告の自白にまたなければ完全な証拠と称するものが集ま ない。だから 犯意 認定が六ヶしくなっ 来る。昨日の様に裁判上の自白、即ち予審での供述と裁判外の自白――拘置監での自白と両つながら揃った事件を前 して、若し犯意の測定を誤っ な と心配してをったが、陪審長が正当な答申にまとめて呉れた事について、そ 苦心 察して大変感謝してゐる。
其三は、結審の際の被告動作からおもったの あるが、最後に裁判長が被告に向ってさ
として後悔したかと尋ねられた時、被告は笑ってう づいたが、その時被告はやはり陪審員の答申が正しいと考へた事だらう おもふ。被告が 未決に引かれ 行く時看守が落胆するな なぐさめた時、予審であ だけ したのだから公判 ひっくりかへ わけ な
- 265 -
いからと言ったさうだが、かの被告も冒険的に否認して、公判で万一を期待してをったかも知れないから、陪審員もごまかされず公平に裁判に立会ひて誤りのない様、又世人も陪審にかければ全てが無罪になる様妄断せぬ様御注意ありたい。
「大阪朝日
神戸版
」昭和三年一二月七日
18懲役五年求刑
陪審員放火と認め
弁護士酌状論を試む
＝陪審公判昨報の続き＝安藤弁護士は、 「起訴の条件は合理的だが、それはでっち上げた
ものだ」と失火説を主張し、熊谷弁護士また「警察での自白は自白でない。それは姦通その他の罪を犯してゐるのをおそれて、失火を主張し得ぬ弱味があったから」と失火説を支持し、ついで眞野検事からこれに二、三の弁明を加へ 説示 入り加藤裁判長は、犯罪の構成に関し法律上の争点、問題となる事実と証拠 どの要点及び更に検事、弁護士の主張を説き、更に現場の模様を黒板に図をもっ 示し、て約一時間にわたって説明し、それに対し十番席の阿部安次郎氏から 現場の押入の構造について、二番席平井石一郎氏が被告の手が天井につくや否やの点につき可なり穿 た質問出でをはって、七時半裁判長は、左の問書を提出した。
主
問
一、被告は昭和三年八月ごろ□□町□□字□
□番の□の□（木造瓦葺一棟四戸乃至一戸）
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の空家に蝋燭で放火し天井の一部を焼いたかどうか
補
問
一、被告は前記空家二階の押入に蝋燭を起て注意を怠って火を失し家 焼いたものかどう
かこれを手にした陪審員は、別室の評議室に入り、絶対に他の入場を禁じて約一時間にわ
たり協議をなしたが、その間被告をはじめ満廷の傍聴者は、そ 結果如何と固唾 呑み重々しい空気は法廷の内外を包む、やがて八時五十分陪審員長柏木誠一氏をはじめ各陪審員はその席に復して答申書を提出するや、裁判長はこれを仁科書記をして朗読させる、即ち同書記は「主問然り」と読み上げて、協議の結果を有罪と告げるや、さすが 被告も心持ち面を伏せてチラと視線を陪審席に投げた
やがて裁判長は陪審員の労を犒ひ、更に合議
の上右の答申を正当なりと認めて採択し、再び論 に入るや、眞野検事は「放火は大罪である、しかし悔悟して中途これ 揉み消した
点と他に実害はなかった」点を酌んで特に懲
役五年 刑を求め、安藤弁護士は「かく ごとき答申を得たのはま とに自責の念に堪へぬ」と、また熊谷弁護士 結果から見れば未遂である」と各冒頭して 酌状論 試み九時十分閉廷し、判決は来る十二日午前二十時言渡しのはず。
陪審員諸氏が
公正な答申を与へたことは喜ばしい
田中検事正
談
- 267 -
五日、神戸地方裁判所で開かれた、阪神沿線□□町□□字□□番大工職ＯＹ政太郎
（三十四）
にかゝる放火被告事件の陪審初裁判を傍聴した田中検事正は、六日、その室で陪審についての所感を語る。
神戸地方裁判所における第一回の陪審で、陪審員の答申と裁判所側の意見が一致して採
択されたことを喜びたい。陪審員諸氏は、法廷内における被告の供述、証人の陳述などをよく聴取する はいふまでもなく、更に被告の動作などに注意を払って 事件 真相を掴まねばならぬ。殊に、放火事件などは 犯罪の性質から、その犯行 極め 隠密 間に行はれるを例とし、従って犯意の認定に苦しむのを常とする。五日開かれた、ＯＹ政太郎の如き 、法廷内の証拠とし は予審 の供述があり、法廷外にはかつて未決で被告と同じ室にゐたものたちの証言もあり トテもこれを動かすことは出来ぬとは信じてゐた。案の如く、陪審員諸氏が被告の強弁を斥けて、
克く公正な答申を与へたといふことは、今後
の陪審裁判 ために寔に望ましいこ であった。なほ、この答申 当ってゐることは、結審に際し被告は裁判長に対し（誠に恐れい まし ）と悔悟 、更に戒護の看守に対しても（従来是認して来 犯意犯行 翻へさう 弁疎し は私の誤りであった）といってゐたさうだ。
「神戸新聞」昭和三年一二月七日19公正に働かせた、陪審員の意志判断
錯綜した放火事件に、明快な答弁を行うた
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五日、神戸地方裁判所で開廷された初陪審裁判は、失火か、放火かの謎の事件に対して、
陪審員の公正な判断は、有罪答申を提出して、遂に裁判所もこれを至当と認めて採択し、無事に終った。事件に対する事実と証拠は、可なり錯綜 て帰趨判断に苦しめ、かつ肝心の犯行の日さへ明瞭でないといふ困難もあったが、被告の放火に対する白々しい否認振りや、裁判外 証拠として被告と同監房にゐた証人の供述等が働き、 かも合理適切な裁判長の説示にもとづく、立派な陪審員の判断は、謎を立派に解いて「放火」なりと断定 、一般法曹界から「 は信頼出来る」といふ信任と賞賛とを得たことは大成功で、罪の軽いのをもって陪審法の精神なりと即断する 一般素人にも大き 啓発を与へたことは試練期にある陪審法のため 、よろこばし 結果といはねばならぬ。
「大阪朝日」昭和三年一二月一三日20放火に三年
神戸の陪審裁判
既報＝神戸地方裁判所における賠審裁判の皮切りとして 去る五日開かれた 判で、陪
審員から「被告が放火したもだ」との答申あり、裁判所でもこの答申を至当 して採択した、阪神沿線□□町□□字□□番□の□大工職ＯＹ政太郎
（三十四）
にかゝる放火被告事件は、
十二日午前十一時、 「情状酌量すべき点もあるから」とて、前回検事の求刑五年に対しくに放火として最も軽き刑を選び、懲役三年に処すと 判決を言渡し
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「神戸新聞」昭和三年一二月一三日21慈父の如く懇々諭されて、初陪審の被告法廷に泣く
例の□□村放火事件被告ＯＹ政太郎に対して
けふ懲役三年の判決があった
去る五日、神戸地方裁判所で公判開廷された神戸 初陪審――阪神沿線□□町□□字□
番□の□大工職ＯＹ政太郎
（三四）
に対する放火被告事件は、被告は失火だと抗弁したが、裁
判員は「放火なりや」の主問に対し、陪審員は「然り」の答申して、裁判所もこれを採択して結審したが、十二日午前十時半、かゝり加藤裁判長から、楼上大法廷で「陪審の評議に附 た 果、左の如く判決するとて「被告人を懲役三年に処す」といひ渡し、犯罪理由にかはる訓戒（陪審の判決には犯罪理由を要せぬ）として、 「被告の犯罪について、裁判所は陪審員の答申を至当と認め、乃ち被告が生活苦 ら千五百円の保険金を目あてに、去る八月廿一日夜、自宅の一軒おいて隣りの空家二階に蝋燭で放火した事実は、現場の模様や証人の証言等によっ これを認める 放火は死刑無期若 くは 年以上の懲役であるが、被告が失職の上に母と妹を引取る に 生活に困った事実、自ら消止めたといふ事実も有利に解釈して、検事求刑の五年 酌量し 三年に処する、被告も刑期終って出所後は正業にいそしむやう」と慈父 やうに諭すや、かねて悔悟 情願書さへ提出してゐ 被告は泣いて前非を悔い、傍聴してゐた被告 妻女もとも サメ
ぐ
と貰ひ泣きした。
これで、神戸の初陪審も終り、法律上の違背、刑の過重等の理由なき以上、上告出来な
ぬから、略一審で刑の確定をみるわけである。
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答申は公明だった
陪審員諸氏の労を多とする
加藤裁判長かたる
被告の悔悟の情状等から、陪審員の放火答申は、今日正当公明であることが裏書される
ことにならう。放火事件はむつかしいが、本件は現場検証等の結果は犯罪の有無を公平に物語ってゐた、しかし素人に判りにくい案件に対し、陪 員諸君 判断をあやまらず、涙ぐましいまでに熱心に責務を果され、茲に初陪審を終ったことは満足に堪へない。
初陪審として非常な成功だ
田中検事正談
本件の放火は、裁判上の証拠（予審の自白）と裁判外の証拠（同監房者に漏らした不用
意な被告の告白等）とが揃って犯罪事実は動かすことが出来ず、陪審の答申採用の結果、今日この判決を得たことは当然で、初陪審と ては極めて成功であること 喜ぶ。
名判決と思ふ
熊谷弁護士談
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答申を採択された以上、今日の判決は名判決と思ふ。陪審で愉快なことは、予審の調べ
のみが基底とならず、裁判が当日の法廷のみで自由に明るく行はれることをつく
ぐ
感じ
た。
「神戸又新」昭和三年一二月一三日22「陪審員答申に不平はない」と□□町の放火大工黙礼す
軽い刑三年を言渡し
加藤裁判長はおもむろに訓戒した
去る八月二十一日の夜の小野浜沖の船火事からヒントを得て、その夜、棟続きの空家に
放火して千五百円の保険金を詐取せんとした、武庫郡□□町□□十□番地□の□大工男山政太郎
（三四）
の放火被告事件は、十二月五日、兵庫県最初の陪審公判に附され、陪審員に放
火と答申され、眞野立会ひ検事より懲役五年を求刑されたが 十二日午前十時四十分、神戸地方裁判加藤裁判所長は、おごそかに被告政太郎に対し、懲役三年を言ひ渡しその後ゝ裁判長は、 「被告のこの事件の表面にはあらはれてゐないが 姦通の事実もある、平常の素行に如何しい点もあるが 家庭の事情を参酌して、法定最低刑より軽く懲役三年に処すが、全く心を入れかへて出所後は、真面目に働くやう 」と訓諭した所 被告も「全く後悔しました、陪審員の答申 不当とは思はぬ
」と裁判長に黙礼して退廷した。
陪審は一審制であるから、これで裁判に手違ひのない限り、刑は確定する故である。
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②放火被告事件昭和四年五月一〇日 決１「神戸新聞」昭和四年五月三日
転げて思ひ起した怨みに
放火したといふ被告の公判
陪審法を実施してから七ヶ月振りで
けふ神戸で二度目の陪審裁判がある
陪審法実施後七ヶ月ぶりで、神戸地方裁判所
にけふ開かれる陪審公判――神戸では、こ
れが二度目で、初陪審と同じ放火事件である。
武庫郡□□村□□□農仲仕ＴＧ政右衛門
（三二）
といふ男が、昨年十月三日、同村□村□開
地ＯＫ甚三郎方で友達らと酒をのみ、夜の八時半ごろ、同家を出て帰宅の途中、同村□□牛乳搾取業ＴＯ角太郎方裏手の闇に転げて倒れた。
フト思ひ出すと、ＴＯといふ牛乳屋は、自分の親戚であるＹＦ末春に対し、刈草の買入
れをことわったこと ある。親戚の恨みだから、 を放げて同家を焼いてやらうと思って牛乳屋の居宅と裏手の厩舎との間に積んであった藁に、マッチを擦って投込み、便所と厩舎の一棟 焼いて了った――といふのが、検事の公訴事実 概要、
裁判長は、前回と同じ加藤裁判長（荻野、江場両陪席、仁科書記）で、検事は遠藤次席
検事、弁護士は豐住昇治氏で、陪審員は神戸阪神沿線の一部から選ばれる。事実しらべの後、証人十名が訊問されるから、朝の九時から開廷して、陪審員の答申は夜のことにならう。
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判検事は現場の検証もし、下調べは入念にしてあるが、無罪有罪の答申に、陪審国民の
代表たる陪審員がどんな明快な
判断を与へるかは見ものだ。
２「神戸又新」昭和四年五月三日
けふ神戸裁判所で第二回の陪審裁判
被告が否認した□□村の放火事件
法曹界からは注目されてゐる
けふ三日午前九時から、神戸地方裁判所刑事第二部加藤裁判長かゝり、遠藤検事立会、
豐住弁護士列席のもとに、陪審裁判が開かれる。同裁判所としては、陪審制度が実施されてからの第二回目で、地元の判検事はもとより、大阪裁判所などからも傍聴がある筈で、法曹界では可なり注目されてゐる事件は、武庫郡□□村□□□五□□農兼仲仕ＴＮ政右衛門
（三一）
にかゝる放火事件で、検事局並に予審で認められた犯罪嫌疑は、昨年十月三日、政
右衛 は武庫郡□村□開地ＯＫ甚三郎方で、同人等 一緒に酒を呑みめいていして、午後八時卅分ごろ、同家を出て自家に帰る途中 □□村□□□□牛乳搾取業ＴＯ角太郎方附近で、誤って同家裏に転げ落ちた際、かつて角太郎が被告の親類ＹＦ末春に対して刈草の買入を拒絶したことをふと思ひ し、憤慨して
燐寸で藁束に火を点じ、同家主屋と牛舎との
間に積んであ 藁の上 投 て、牛舎一棟と主屋 接着してゐる便所を焼いて怨みをはらしたといふのであるが、被告はこ 事実を頭 ら否認してゐるので、けふの公判 は有罪か無罪か いふ興味がつながれ ゐる。陪審員は、法律により三十六名中から十二名が
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えらばれ出廷するが、このほか検事および弁護人から申請し 、十名ばかり 証人が取調べられることになってゐるも、之等 氏名は秘密にされてゐる。３「大阪朝日
阪神版
」昭和四年五月四日
犬汁に舌皷を打って火事場へ行った
私が放火などとは……と
巧みに問題の争点を外し
□□村放火陪審裁判
阪神沿道□□村□□□農兼仲仕ＴＧ政右衛門
（三十二）
にかゝる放火被告事件に、神戸地方
裁判所における二回目の陪審裁判として、三日陪審法定で公開された。この朝九時、かゝり加藤裁判長は、陪審員候補の出頭をまって直に構成に移り 十時半これを終 、法廷は開かれた。かくて裁判長の諭告、陪審員の宣誓 つぎ、
立会遠藤検事は、 「被告は、昨年十月三日、武庫郡□村□開地ＯＫ甚三郎方で同人らと飲
酒し、午後八時三十分ごろ同家を立ち出ての帰途、□□村□□□□牛乳搾取業ＴＯ角太郎方裏手で誤って顚落した際、たまたま同人がかつて被告の從兄弟ＹＦ末春に対 、刈草の買入れを拒絶したことを想ひ出し 憤慨し、こゝに同家に放火 報復せんと所持のマッチで傍らにあった藁束に点火 、これを附近に積んであった多量 藁の上に投げて、角太郎方の居宅に接してゐる便所 牛舎一棟 焼いたも る」旨の公訴事実を陳述、
裁判長は被告に対し、 「それに違ひないか」と質したところ、当の政右衛門は「耳が遠い
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のでよく聞えませんでした」と澄ましたもの、裁判長はやむなく真鍮の柵のめぐらした被告席から出して証人席へ立たせたうへ、起訴事実を反復読み聞かせて「火をつけたことはないか」と審理に入る、
被告は、 「その晩はＯＫ方で犬の肉を饗ばれてをりました、同家を出たのは半鐘が鳴って
からのちのことです」と冒頭して、 「その日風呂へ行ってから、宵の七時ごろ、仕事のことで大川方へ行った ころ、ＫＭといふ男をはじめ五人のものが犬を煮て食ってゐましたから、私も御馳走になりました。それは 骨つきのものを鍋で煮込んでシャぶるものです。骨は傍に置いてある塵箱の中へ棄てます、……私 ここで酒を猪口に一杯半ほど饗ばれたうへ、骨を附近の橋 そばまで捨てに行き たと 、半鐘 聞き火事を見たので、ＯＫ方で提灯を借りて火事場へまゐ が、その時火はすでに消えてをりました」と問題の争点を巧に外し、更に翌日現場で警官に捕は た際、ＴＮ政吉 仮名 点につき 「警察の人が焼跡を写真に撮ってゐたので見物中、刑事に押へられた で、跡片付をしてゐる消防の邪魔をしたと思はれ 、罰金でもくらっては大変だと考 て偽名しました。そのときＹＮといったか政吉 いふたか 何分出鱈目をいったので今覚えてゐま ん」と呑気なもの、
ついで、裁判長から「悪いことをしたゝめ気がひけて、思はず知らず偽名したのではな
いか」と突込まれ、 「イエ違ひます、刑事 見込まれた 恐 しいと思っ ものですから」と飽くまで白を切り、
証拠調べに入って は大きな現場の見取図を示したうへ この日の供述と検事廷
および予審での陳述と相違する諸点について質したのち、午後一時小憩。
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証人の悉くが被告に有利
検挙した巡査だけは「多年の経験によって」
二時再開。証人として出廷したＴＯそめは、出火当時の模様につき、西宮署清水一朗巡
査は、 「翌四日、現場にゐた政右衛門の挙動が怪しく、多年の経験からこれ 重大な容疑者として本署に連行取調べたところ、同夜十二時遂に自白した」 検挙に至るまでの事情を述べ、ＹＦこよねの証言につぎ、同夜ＯＫ方で被告と会飲 たＮＧ吉太郎は 予審で 供述に反し、 「出火当時私とＭＭは 半鐘を聞くなり家を飛び出したが、政右衛門は家に残ってゐた」と ついで出廷したＴＮひさ ＹＳ卯之助の 人 ゝもに、被告に有利な証言をなし、西宮署の留置場で一時政右衛門と同房にゐたＹＧ熊吉、ＭＹ信一の二人は、 「政右衛門は「刑事にだまされた、 をつけたといへば早く出してやるといはれて嘘の自白をした」といって後悔してゐたやうです」と述べ、西宮署詰中村 吉巡査部長の陳述 つぎ、裁判長は、当日事故不参したＯＫ甚三郎の予審における供述を読み かせ、最後に列席 豐住弁護士から在廷証人として申請 ＭＭ權四郎も「被告は が鳴ってから出ましたと答へ、こゝに十人に対する証拠調べを終って、六時三十分休憩。
証人がたのまれて、重大な嘘をいふ
検事は放火と認定
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陪審員は一夜缶詰
午後七時半続開。立会検事は、 「証人ＮＧ吉太郎に偽証の疑あり、他の検事の手で取調べ
たところ、果して偽証であることを自白した。証人の証言は、本件を左右する重大なものであるから、再度証人として喚問せられたい」と申請、
再び証人席に立った吉太郎は、 「さきほど申しましたのは嘘で、政右衛門がＯＫ方を出た
のは半鐘の鳴る半時間前のこ です」と前言を翻し、
裁判長から、 「宣誓までしながら何故偽証した 誰かに頼まれたのか」と突込まれ、 「実
は政右衛門の母親と伯母から頼まれました」と大ぶん苦しさう これに対し、被告政右衛門は、更に「半鐘が鳴 までその場にゐた」と述べ、
午後八時、遠藤検事は 諸種の証拠諸般に事情を具して、約一時間余にわたり被告が放
火したものであると断じ、小憩後、豐住弁護士はこれに対し、その個々につき反駁を試み、被告はＴＯ方に放火したもの はないと論じ、同夜十一時過ぎ 審議未了のまゝ閉廷した。
四日午前九時から続開、裁判長の説示、陪審員の協議答申があっ 結審すること なっ
たので、十二名の正員と二名 補充員は、いづれも缶詰となって一夜を裁判所で明かすとゝなった。４「神戸新聞」昭和四年五月四日
その晩は犬の肉で招ばれ、火事の半鐘で飛出した
武庫郡□村の謎の放火事件に就て
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問題の被告、陪審法廷で事実を否認
神戸の第二回陪審裁判
神戸地方裁判所で第二回目の陪審裁判……有罪か、無罪かの謎の放火事件公 は、けふ
裁判所陪審庁舎で、午前十時から開かれた。陪審構成の手続きがあって、抽籤された十二名の陪審員正員と補充員二名が威儀を正し、
十時半かた公開され、加藤裁判長以下判事、
立会遠藤検事、豐住弁護士ら着席、傍聴人もギッシリ詰めてゐる 被告――武庫郡□□村□□□農業兼仲仕ＴＮ政右衛門
（三二）
は、セルの上下を着て珍らしげに真鍮柵の被告席から
見廻してゐる。裁判長は、公判開始をつげ、諭告、宣誓の後、
遠藤検事は、 「被告政右衛門は、昨年十月三日、武庫郡□村のＯＫ甚三郎方で友達と酒を
のみ、同夜八時半ごろ帰途につき、同郡□□村□□□□牛乳搾取業ＴＯ角太郎方裏で過って転んだ その時ＴＯ方が、政右衛門の親類ＹＦ末春に刈草の買入をこ わった事実を思出して憤慨し、牛舎と家の間の藁 火を放け、便所と牛舎を焼いた」といふ公訴事実を詳しく述べ、
「違ひはないか」と裁判長が訊すと、政右衛門は「耳が遠うて聞えません」といふので
裁判長は被告席から前へ出し、大声で公訴事実を反復してきかせると やっと「火をつけたことは絶対にありません」とキッパリ否認し、 「その晩はＯＫ方で犬の肉をよばれ、火事の半鐘をきいてから同家を出たものです」といふ、
ついで続問に入り、 「その日は風呂へ行き 夜の七時ごろ、仕事のことでＯＫ方へ行くと、
ＫＭといふ男ほか三名にＯＫと私を加へて都合六名が車座になり、犬を煮いて食ってゐた
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ので御馳走になった。犬は肉つきのものを、鍋で煮込んだのをしゃぶって食った。酒は五合ほど出て自分は猪口に一パイ半ほどしか飲まなかった。犬の骨は、横に塵箱を置いてそれに棄てた」といふ怪奇めいた生活を述べ、 「その骨は、火事 半鐘がなっ から、自分が附近の橋の傍らに棄て 行 ので、その時自分も火事を現に見た」と問題の焦点を否認し、 「骨を る時には、誰れ も会 ぬ、一 ょに食ってゐ ＮＧ、ＭＭのふたりは消防なので飛出し、自分も骨を棄てた後、ＯＫ方で提灯を借り、火事場へ行ったら火が消えてゐました」と答へる。
火事の翌日、現場で警察が焼け跡の写真を撮ってゐるのを見物したが、それは「悪いこ
とをしたから見に行ったのではない」といひ、現場 警察に捕はれた際 ＴＮ政吉と偽名した点を追及されて 跡片づけをしてゐる消防の邪魔をしたと思はれると、罰金をとられると思ひ嘘の名をいった」とやゝ苦しい弁解――、裁判長「やっぱり、お前が悪いこと したから、気がひけて偽名したのではないか」 。被告「違ひます、刑事に見込まれたらコハいと思ったからですと遁げ、
裁判長大きな現場の見取り図を示し、耳と同時に目もわるい被告と首ッぴきさせてた
かめ、これまでの自白 違ふ点 一々突きつめて審問し、被告の申開きを陪審員 かせる。
被告の弁解によると、 「警察の刑 さんが 俺の顔をたてると思って、放火したといって
呉れといはれたので、覚えないこ 申立てた」と ひ、証拠物の らべがあり 目が見えぬ点で裁判長と被告とに珍問答があり、医師の鑑定書を読み聞かせ 。午後零時半休憩となり、午後一時半から再開、証人 らべに入った。
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５「神戸新聞」昭和四年五月四日
有罪？無罪？謎の放火陪審事件（＝夕刊続き＝）
「頼まれて偽証しました」と証人が悉く証言を取消す
「半鐘が鳴る前に家を出た」といふ事実も怪しくなった深更形勢が全く不利に陥って閉廷
陪審員は庁舎で初の缶詰
神戸地方裁判所における第二回陪審裁判は、きのふ朝十時から深夜十一時まで 前後十
三時間の大審理が行はれ、つひに陪審の答申を得る時間がなくなり、十四名の正、補充陪審員は初缶詰めとなって、昨夜は陪審庁舎 階上陪審員宿舎に宿泊した。しかも きのふの公判で証人に出た男 、重要な証言を検事局で偽証なりと観破さ 、証言の遣り直しをやるといふ、陪審裁判のみならず刑事公判希有の奇現象 呈し、異常 波瀾と興味を呼ぶにいたった。けふ続行される公判の陪審答申こそ期待される……
午後七時卅五分続開、劈頭遠藤立検事は、 「さきほど証人として陳述したＮＧ吉太郎に対
して偽証の疑ひをもち 別の検事の手で取調べたと ろ、偽証であるこ を自白したので、同人の証言は本件に重大な関係があるから 再び同人を証人に採用されたい」と申請し形勢は一転して、被告政右衛門が主張し、ＮＧも証言し 当夜の被告の行動が、半鐘 鳴ってから政右衛門が親方ＯＫ方を出た ではなくなったのである。ＮＧは、 「さきほど申たやうに、政右衛門がＯＫ を出たの 半鐘が鳴 半時間ほどまへ、同家を出たの 本当
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です」と証言し、裁判長は「宣誓までしながら予審と違ふ証言をしたのは、誰かに頼まれたのか」と追窮、中川は「政右衛門の母親とＫＳといふ同人の叔母とから一昨日頼まれ今朝（三日）もＩＫといふ人から『しっかりやっれ呉れ』と言はれたから、けふ 嘘を申上げまし 」と赤くなって恐れ入った。この時、被告政右衛門も躍気となり「たしかに半鐘が鳴ってから自分は出たのだ」と強弁したが、これで調べを打きり、
遠藤次席検事が立って意見を陳述する、即ち「本件は、どうみても最初被告が両三度ま
で自白してゐるのがほんたうで、けふの否認は口から 嘘 ある」 てＮＧの偽 の点をはじめ、諸般の条件をあげて有罪論をのべ、これに対し豐住弁護士は、 「被告の自白には被告の頭脳の程度等から奇怪の点が寔に多く、断じて放火は被告の所為で ない」 陪審員に縦横に無罪論を強調した。
斯て、深夜の午後十一時第一日は閉廷、陪審員は新宿舎に引取り、茲に始めて陪審員庁
舎は初のお客を泊た、一夜ゆっくり静養し けふこそ陪審員は有罪 、無罪かの最後の判断を下すのである。「冷淡を怨んで放火した」と涙を流 自白
警察側の申立てに反し、友人側からは
極めて有利に証言した
夕刊つゞき――ＴＧ政右衛門
（三二）
の放火陪審事件の公判は、三日午後一時四十分から再
開され、証人しらべに入る。
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被害者ＴＯ牛乳屋の妻君そめ
（四〇）
は、赤ん坊を負って出廷、火事の模様について述べ、
恨みを受けることはないと証言、
次ぎに、当時被告を検挙した西宮署の刑事巡査清水一朗は、 「火事 翌日、ＴＧの挙動
不審なので、しらべる 顔が蒼白となり、名前もＴＮ政吉
（三七）
と嘘をいふので、署へ連行
して調べたら、申訳がないが実は放火したとて、親戚のＹＦ末春がＴＯから刈草をことわられたので、冷淡なＴＯに反抗せねばならぬといふ恨みからやった、と自白し涙をながしてゐた。決して無理に自白させたものではない」 甚だ不利な証言し
三番目のＹＦこよね婆さんは、刈草で問題の末春の実母だが、
｢末春は十七になるが、昨
年七月ごろ、一貫匁二銭の勘定で刈草を一週間ほどＴＯ牛乳屋へ売りましたが 牛が減ったとかで拒られま たが、そんなことを恨みに思ってゐません そんなことを政右衛門に告げたこともありません
｣とペラ
く
答へる。
ついで、政右衛門と一しょに犬の肉を食った仲仕ＮＧ吉太郎は、 「火事の半鐘がなるまで、
政右衛門はＯＫ方にゐた」といふ予審 証言 覆したので、裁判長から「偽証ではないか」と再三突込まれ、 「けふは間違ひありませ 」と
答へたが、立会検事からも追窮し、法廷は
時ならぬ緊張を示す。
さらに、ＯＫの隣家ＹＤひさ、同ＹＳ卯之助らは、共に有利な証言をなす。七番目のＹＧ熊吉は、政右衛門と一緒に一時未決の同監房 ゐて放免になった人で、 政
右衛門は、十三号監房へ入って来た時、火を放けて引張られた 親方の家で酒をよばれ酔って戻る途中 顚んで煙草の火から火事 なって捕はれたといってゐた 、廿日ほどして刑事に騙されて惜しいことをしたと後悔し、首を縊って死ぬなど っ た」と ひ 同
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じくＭＷ信一も同意味の証言し、
最後に、西宮署の司法係巡査部長中村政吉は、前の清水刑事と同じ様証言し、政右衛門
の親方ＯＫが病気で証人に出なかったため、弁護人から申請したＫＢ權四郎は「政右衛門は半鐘が鳴ってからでた」と有利な これで十名の証人 らべを終り、休憩となる、時に午後六時卅五分。６「神戸又新」昭和四年五月四日
奇怪な犬を喰ふ話から、放火を否認の陳述
有罪と無罪との岐路におかれた
放火事件の陪審公判ひらかる
有罪か無罪かの岐路にあって、各方面から多大の興味をそゝがれてゐる、武庫郡□□村
□□□五□□農兼仲仕ＴＮ政右衛門
（三二）
にかゝる放火事件の陪審裁判は、三日午前十時か
ら、神戸地方裁判所の陪審大法廷において、加藤裁判長かゝり、遠藤検事立会、豐住人な びに別項の通り十二名の正陪審員、二名の補從陪審員等が、威儀を正して列席の上開かれた。被告正右衛門は、セル 上下を着し、一名の看守と共に入廷、法廷右側の柵をもってめぐ した被告席に着、傍聴席には多数の傍聴人がぎっしり詰めかけ、何れも一半句聞きもらさじと片唾を呑んで着席した。
つんぼで聞きとれず
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裁判長の前に出て
公訴事実をきゝなほす
先づ、加藤裁判長から、各陪審員に対し、陪審員の心得やら公判の順序など懇々諭告し、
宣誓があって、
遠藤検事より、 「昨年十月三日の夜、被告政右衛門は、武庫郡□□村□村□開地ＯＫ甚三
郎方で一杯呑んで帰る途中、同村□□牛乳屋ＴＯ角太郎方裏に転げおちた時、不図角太郎と政右衛門の親類ＹＦ末春との芝草売買の疎隔を思ひ出し、角太郎に怨みを持ち 牛舎と便所に放火した」と云ふ公訴事実を述べたが、政右衛門はつんぼで聞き れず、特に裁判長の前に進ませて、加藤裁判長からもう一ぺん詳細に聞かせ、事実調べに入り、 「火をつけた覚えはありません。火事の半鐘が鳴った時、まだＯＫ甚三郎さん方に居て、犬を焚いて飯食してゐました」と、頭から政右衛門は否認する。
ついで裁判長から訊問されるまゝに、 「三日の夜、私は風呂に入り、仲仕親方のＯＫ甚三
郎さんの家へ仕事の事を尋ねに行きましたと
ころ、仲仕寄場でＯＫさんやＯＫさんの父親
をはぢめＭＭ、ＫＢ夫妻、ＮＧ等が、骨つきのまゝの犬肉料理を焚いて、酒を呑んでゐたので、私も猪口に一ぱい半ばかり酒を呑んで肉も喰ひまし 。肉は骨 まゝしゃぶり、骨は塵とりの中へそ 都度入れてを したので、火事の半鐘が鳴ってから 私が一度ＯＫ方から程近い堤にある橋の右袂に捨てました」 、 グロテスクなその夜の有様を物語り、更に「そのうちに半鐘が鳴りましたので、ＭＭ、ＮＧ（消防夫） 私に提灯を借りて後から来いと云って飛び出しましたので、私 提灯を持っ 蝋燭を買 程遠い火事場に行
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きましたが、その時火は大方消えてをました」 、と飽まで放火と無関係であることを弁じ立てた。
顔を立てゝくれと刑事にたのまれ
出鱈目を申し立てた
妊娠中の妻や子の事を思って
問「四日の日に、お前は火事場へ行ってゐたといふのは、悪いことをしてゐるから、気が
咎めたのではないか」 。
答「火事場を見にゆきました処、警察の人などが写真を撮ってゐたが、たゞ見に行ったの
みでです。そ 時、警察の人が私を捉へましたが
、私は年も名前も出鱈目を云ひました」 。
問「何故、出鱈目 云ったのか」 。答「火事場の邪魔をしたのが悪く 罰金を刑 からとられると思って嘘を云ひまし 。心
暗い事があるからではありません」と、彼は否認を続け、
裁判長は、現場の図面を示 て、被告人に納得させ、警察、検事廷、予審廷で被告が申たてゝゐる事実と公判廷での供述と、相違してゐる点を一々指摘すれば、 「警察では。刑事さんが（顔を立ててくれ、放 したと う ところで、酒を呑んでのことだから罪は無い）と云って迫られますので、私も妊娠になってゐる妻や子のことを思って、放火したと出鱈目を申しました」と答へ、被告が目が見えぬと云ってゐる について質問 応答ががあり、傍聴人を笑はせ、
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ついで、詳細な証拠調べがあって、午後零時五十分昼食のた 一先づ休憩、午後一時半
再開、証人調べに入った。△正陪審員
川辺郡小田村長州中等教員吉本善水、神戸市会下山町二丁目会社員川根芳介、
同生田町四丁目薬商菊平增吉、同四番町二丁目白米商三浦源次郎、御影町御影上ノ山時計商笠置岑士、武庫郡精道村芦屋大桝会社員梅澤源一、川辺郡小田村杭瀬農業增井長三郎、神戸市熊内橋通五 土木建築業米田伊三郎、武庫郡住吉村字八甲田銀行員渡邊武良 神戸市二宮町四丁目皮革商吉田光太郎、武庫郡精道村三条銀行員佐々木駒之助 神戸市南逆瀬川町一丁目昆布商樋口貴三郎△補充陪審員
加東郡社町松尾農藤本萬次、神戸市中山手通六丁目会社員塚本永堯
７「神戸又新」昭和四年五月四日
刑事に殴られたので、心にもない自白した
未決監に一緒にゐた男の証言
刑事は絶対にそんな事はないといふ
興味ある放火陪審公判（
夕刊続き
）
夕刊つゞき＝ＴＧ政右衛門にかゝる放火被告事件の陪審裁判は、三日の午前に引続いて、
午後一時四十分再開、証人調べに入る。
先づ、被害者ＴＯ角太郎の妻そめ
（四〇）
は、乳呑児を背にして出廷、火災の事情について
縷々述べ、 「ＹＦ末春（被告の親類） 刈草を断ったが、別に怨まれやうとは思ひませぬ」
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と本件放火の原因である怨恨関係を否認した。
次いで、本件検挙にあたった西宮署刑事清水一朗は、 「火災の翌日現場検証に行ったとこ
ろ、政右衛門が堤の上で、後片附けの手伝ひもせず私たちの様子をじっと見てゐるので、不審に思ひ氏名年齢を尋ねると、ＴＮ政吉
（三七）
とウソを申しましたので、お前がやったの
ではないかといふと、顔が真蒼になったので愈々疑ひ取調べ ところ、泪ながらに一切を自白しました。ＴＯ角太郎と被告の親戚ＹＦ末春との怨恨関係も、そ 時はじめて知ったので、私たちが ねて知悉したゐて誘導したも はありません、殴ったりなど苛酷な調べをした事はありません」と被告に不利な証言をした。
続いて、放火の原因となってゐる怨恨関係について、ＹＦ末春の母ＹＦこよねは、 「伜の
末春が、ＴＯさんのう で刈草を買って貰っ ゐたが途中で断られた、けれども怨みなどは毛頭持ってゐません」と証言した。
火事の晩、一緒に政右衛門とＯＫ甚三郎方で酒をのんだ証人ＮＧ吉五郎は、 「政右衛門は
ＯＫ方に私より少し遅く来て、火事の半鐘の鳴るまで居ました」 、被告に有利な証言をし、予審でいった被告に不利な証言をくつがへ 、裁判長から偽証 制裁をつげられたが、飽くまでも法廷の証言を突っ張り、立会検 瞳が異様に光ってゐた。
ついで、ＯＫ甚三郎方の隣家の嫁ＹＤひさおよびＹＳ卯之助の両名は、略同様の証言を
した。
更に、政右衛門と未決監に同居してゐた神戸市□□町□丁目運送業ＹＧ熊吉（目下出獄）
は、 「政右衛門は、私から後より入獄 て来たので、私 どうしたの と聞くと、酒 一合ほど呑んでぐでん
く
に酔ひ、家へ戻る途中ころげおち一服煙草を吸った時、藁束に火を
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つけ夢中に積藁に投げつけ家を焼き、翌日現場で捕へられたといって りました。そ 後廿日ばかりして、政右衛門は、エライ事をした、刑事 だまされた自分は、火事のあっ時、犬の骨を堤 捨てるべく持って出て火事を遠く見たくらゐで、決して放火せぬ 申しますので、其訳 聞くと、刑事が二つ三つ殴り白状すれば許してやるといったから白状たと申してをりました。そして、毎日毎日家のこと 申しては泣きしほれ、縊死するなどと申し 気が違ひはせぬかと気の毒に思ひました」と述べ、つい 政右衛門と同じく未決監にゐたＭＷ信一（目下出
獄）もほゞ同様有利な証言をした。
最後に、被告を取調べた西宮署司法係巡査部長中村政吉は、さきに証人として出廷 た
同署清水刑事と同様申立てた。
なほ、この日証人として呼ばれてゐたＯＫ甚三郎は、病気の故をもって出廷しなかった
ので、裁判長は以前の調書を読聞かせ、続いて在廷証人として豐住弁護人の 請により決定したＫＢ權四郎も、ＯＫ方で政右衛門も一緒にのんだ顛末を さきに調べたＮＧ証人と略同様「政右衛門は、半鐘が鳴ってから出て行っ 」と申し立て、検事廷、予審廷の供述を翻し、裁判長から偽証の制裁をつげられ 偽った点 つい は「悪か た」と謝り、証人調べ全部を終り、午後六時 二度の休憩に入っ８「大阪朝日
阪神版
」昭和四年五月五日
牛舎を焼く目的で火を放った
主問は「然らず」と答申
□□村放火陪審裁判
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既報＝神戸地方裁判所における阪神沿道□□村農ＴＧ政右衛門
（三十二）
にかゝる放火事件
の陪審裁判は、前日に引つゞき、四日午前九時三十分から開廷された。
劈頭、豐住弁護士は、 「前日病気のため不参した証人ＯＫ甚三郎さへ出廷すれば、放火は
被告の所為でないことが立証出来得ると確信する。なほ、偽証したといは るＮＧ吉太郎の証言は、従来における四回の供述が悉く相違してゐる点から推 て、信憑す に足らぬ」と冒頭して、前夜の弁論を補足し、これに対し、立会遠藤検事また弁駁を試み、
ついで、加藤裁判長は、十時半から約一時間半にわたって説示したのち、陪審員に対し
大要左の問書を渡した。
主
問
一、被告人政右衛門は昨年十月三日夜火 放
って武庫郡□□村ＴＯ角太郎所有の住居（便
所）と牛舎を焼いたか、どうか
補
問
一、然らば被告は同夜単に牛舎のみを焼く目的で火を放ったものであるか、どうか
この問書に接した陪審員は、午後零時二十分別室に退き、約二時間にわたって評議を凝
らす、かくて二時二十分再開、陪審長吉本善水氏から提出された答申は、仁科書記によって、左の如く朗読された。一、然 ず二、然り
よって、裁判長は合議の末、この評決、答申を正当なりと認めて採用したので、第二次
- 290 -
弁論に入り、遠藤検事は、被告の素行、情状を酌んで懲役三年の刑を求め、豐住弁護士の減刑論があり、最後に被告政右衛門は、 「家には眼の悪い老母と弟があり、私はこの一家を支へて行かねばばらぬ身です、それが何のために他人の家に火を放けませう」と飽くまで犯行を否認し、三時前閉廷した。判決は 来る十日午前十時。９「神戸新聞」昭和四年五月五日
有罪か無罪か謎の放火事件陪審裁判
陪審員評議の結果、主問は然らずの答申
神戸で最初の缶詰になった陪審員
検事から懲役三年を求刑す
ＴＧ政右衛門
（三二）
の謎の放火事件――神戸における第二回目の陪審裁判は、三日の第一
日で、被告の事実しらべ並に十名におよぶ証人しらべがあって、証人の偽証沙汰まで暴露し、検事および弁護士の意見陳述で打切り、深夜十一 過ぎ閉廷され 十四名（補充二名）の陪審員は陪審庁舎最初のお客として一泊した。
第二日――今四日は、午前十時開廷、缶詰ですっかり陪審気分を濃厚にし、かつ英気を
養った陪審員をはじめ、裁判官、被告、弁護士着席、傍聴席また満員 加藤裁判長は審理開始をつげ、検事、弁護人から前日 意見の補足をなし 裁判長の説示に入り、本件犯罪の構成に関し、法律上の論点 問題になってゐる事実や証拠について 要領を噛んで含めるやうに約二時間 に説き、愈々犯罪構成事実の有無を陪審 問ひ、評議を命ずるた
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め左の発問をした、時に正午、主問
被告政右衛門は昨年十月三日夜火を放ってＴＯ角太郎所有の住宅（便所）と牛舎を
焼いたものか――どうか
補問
同夜単に牛舎だけを焼く考へで火を放っけたものか――どうか
陪審員は、直に評議室に退き、評議を擬した、陪審員なドアの扉を密閉して陪審長を選
出し評議に耽ったが、何分重大問題なので時間を要し、評議室で昼食を喫し、午後二時十分にいたり評議を決し、答申書を携へて法廷 着席 裁判長、弁護士、被ら告も結果いかにと緊張 て着席する。陪審長一番陪審員星本善水氏は答申書を書記に渡し、仁科書記は、左の如く朗読する、主問の答申「然らず」補問の答申「然り」
被告もさすが顔色をかへたが、裁判長は、合議の末右答申を採用し、弁論に入り、検事
は懲役三年をもとめ、弁護士は酌情論をのべた。判決は、来る廿日。
「神戸新聞」昭和四年五月五日10「子供を抱へた女房と、眼の見えぬ老母 ゐます」と
裁判長の前に哀願する放火事件の被告
きのふ陪審裁判法廷の大詰め
夕刊所報＝＝二日を費した神戸地方裁判所 放火陪審裁判――武庫郡□□村□□□五□
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□農業兼仲仕ＴＧ政右衛門
（三二）
にかゝる放火事件も、きのふ午後二時二十分、陪審員の答
申が、主問
被告人は昭和三年十月三日夜火を放って兵庫
県武庫郡□□村ＴＯ角太郎の現に住居
に使用する同人所有住宅の便所並に同人所有の牛舎一棟（現に人の現在せざる建造物）を焼燬したものなりや
には「然らず」 、補問
然らざれば被告人は同夜牛舎のみを焼燬
する意思を以て火を放って右角太郎住宅の
便所並に牛舎一棟を焼燬したものなりや
には「然り」とあったので、裁判所は合議の末、右答申を至当と認め、検事は懲役三年をもとめた。右主問の意は、 「放火して人のゐる住居と並に人のゐない牛舎とを焼いたものかどうか」といふので、刑法第百八条（死刑、無期若しくは五年以上の懲役）にあたるもの、補問の意は「さうでなければ人のゐない牛舎のみを焼くつもりで放火したものかどうか」といふにある、刑法第百九条（二年以上の有期懲役）にあたる の ある。結局、 のみを焼くために放火したといふ有罪を認めたものである。
裁判長は、被告に対し「何かいふことはないか」と問ふと、政右衛門は、ハラ
く
しな
がら「子供を抱へた妻と目の見えぬ老母が食ふや食はずでゐます、私は絶対に火つけはやってゐませぬ」と焦へて、さすが哀れを催した。これで陪審は幕を閉ぢ、来る十日朝十時、判決が言渡される。
「神戸又新」昭和四年五月五日11
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放火事件の陪審で、有罪と答申す
裁判長これを正当と認め
立会検事は懲役三年を求刑す
われ等の陪審員十四名の缶詰めの一夜はあけた、四日午前九時四十分。ＴＧ政右衛門は、
再び神戸地裁判方所陪審の白州に引立てられ
た、加藤裁判長、遠藤検事、各陪審員、豐住
弁護人等列席、――陪審員の面にはきのふに増して元気さがあふれて頼もしい。
先づ豐住弁護人および遠藤検事より、前日 弁
護の補足があって説示に入る、即ち加藤
裁判長は、先づ放火罪の構成について法律上の論点を大体詳述して後、前日法廷にあらはれた証人の証言および記録の証拠を被告に有利、不利益の両方面に分って 現場の図面を示して微細な点まで噛んでふくめるやうに、前後約一時間半に亘り説明し、 「陪審員諸君の経験により、公平誠実に判断されたい」と希望し、陪審員に対し、次の通りの主問と補問を発し、陪審員は評議室（別室）に退き評議に移った、時に午後零時廿分。主問
被告人は昭和三年十月三日の夜火を放って武庫郡□□村ＴＯ角太郎の現住所有せる
住宅の便所並に牛舎一棟を焼燬したるものなりや
補問
若し然らざれば被告人は右牛舎のみを焼く考で住宅の便所と牛舎を焼燬したるもの
なりや陪審員は、別室で評議の結果、午後二時半、被告政右衛門は人の現住せざる牛舎を焼く
目的で放火したものであるとの有罪の答申をしたので、裁判長はこれを正当と認め、立会検事は懲役三年を求刑、来る五月十日午前十時、判決を言渡すことゝなって閉廷した。
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「大阪朝日
神戸版
」昭和四年五月九日
12陪審裁判で偽証し収容さる
例の□□村放火事件
陪審ではこれが最初か
既報、去る三日、神戸地方裁判所で開かれた、阪神沿道□□村字□□農ＴＧ政右衛門
（三
十二）
にかゝる放火被告事件の陪審裁判に対し、在廷証人として出廷したＫＢ權四郎
（二十八）
は、昨年十月三日午後八時半ごろ、□□村牛乳搾取業ＴＯ角太郎方から発火する約三十分前、被告政右衛門が□村□開地ＯＫ甚三郎方を立ち出たといふ事実を曲庇して、 「一しょに呑んでゐた政右衛門が、ＯＫ方を出たのは半鐘が鳴ってからのちのことです」と偽証した事件は、その後、神戸地方裁判所検事局遠藤検事の手で取調べ中のところ偽証 事実が明白となったので、四日權四郎を起訴、神戸刑務所橘通支所に収容した。陪審裁判で、被告のために偽証して訴追されたのは 昨年十月同法が施行されて以来、これがおそらくはじめてゞあらうといはれてをる。
「大阪朝日」昭和四年五月一一日13懲役三年の判決言渡し
□□村放火事件
- 295 -
既報―神戸地方裁判所における第二回目の陪審裁判に附せられた阪神沿道□□村字□□
農ＴＧ政右衛門
（三十二）
にかゝる放火事件は、さきに陪審員から「被告政右衛門は、昨年十
月三日午後八時半ごろ、居村牛乳搾取業ＴＯ角太郎方へ放火したが、これは居宅を焼く目的でなく単に厩舎に火をつけたものである」との答申あり、係加藤裁判長は、この評決を採用審理中のところ、十日「被告を懲役三年に処す」との判決を言渡した。
「神戸新聞」昭和四年五月一一日14「明瞭に放火だ」と、懲役三年の申渡し
偽証まで出した□□村の
陪審放火事件の判決
去る三日、四日の両日、神戸地方裁判所で公判が開かれた、武庫郡□□村□□□農業兼
仲仕ＴＧ政右衛門
（三二）
放火被告事件は、陪審員の有罪答申が採用されて結審したが 今十
日午前十時、加藤裁判長から「被告を懲役 年 処す」
と判決いひ渡しがあった。
その理由は、昨年十月三 夜、□□村ＴＯ角太郎方の牛舎を焼くつもりで火を放ち同家
の便所と牛舎とを焼いたものと認め、刑法第百九条の放火で処罰するもので、被告は例の如くボンヤリして聴こえたか聴こえぬか判らぬやう 顔をして、刑務所へひかれて行った。後刻、豐住弁護士が面会に行くと、 「決して放火はやってゐない」とて、上告の意思を洩らしたさうである。
- 296 -
「神戸又新」昭和四年五月一一日15陪審員の答申通り放火と認められ
懲役三年を言ひ渡さる
終始黙々たるＴＧ政右衛門
有罪か無罪かの岐路にあるうへ、陪審公判廷から偽証が飛び出したりして その成行き
を注目されてゐる、武庫郡□□村□□□五□□農兼仲仕ＴＧ政右衛門
（三二）
にかゝる放火事
件の判決は、十日午前十時半、神戸地方裁判所の陪審法廷で云渡された。傍聴席には多数の傍聴人が詰めかけ、政右衛門は前日の通りセルの上下を着して出廷、かくて加藤裁判長は、おごそかに被告を懲役三年に処し、未決拘留日数六十日を通算する旨判決を云渡し、陪審員 答申通り、 は人の現住してゐないＴＯ角太郎方の牛舎を焼くつもりで牛舎と便所を焼燬したとの判決理由を告げ、放火の罪の重きことを懇々云ひ聞かせた。この間、政右衛門は、頭を垂れて静かに聞いてゐたが、たゞ一言も発せず、判決が終ってからも看守に引かれるまゝに黙々として引取った。
なほ、この事件について、被告はあくまで犯罪を否認してゐるので、弁護人か 上告す
るらしい。陪審法で 犯罪事実の認定 つ
いて陪審裁判を絶対のものとしてゐるので、
上告するとすれば、法律の適用又は陪審手続の違法等を表面の理由とするらしい。
「神戸又新」昭和五年一一月一二日16偽証が飛出した
- 297 -
例の放火事件は上告す
武庫郡□□村□□□五□□農兼仲仕ＴＮ政右衛門
(三三
)にかゝる放火事件の陪審裁判は、
既報の通り、つひに十日、裁判長は陪審員の答申通り有罪と認め、懲役三年を云ひ渡したが、政右衛門、同日午後四時頃、この判決を不服として上告を申立てた。上告理由は、追って関係弁護人から趣意書として提出されることになってゐるが、被告本人が法廷で犯罪を極力否認し、且偽証までとび出した位で、事件はさらに興味を深くするであらう。③強姦致傷被告事件昭和四年一〇月一九 判決１「大阪朝日」昭和三年一〇月二六
予審免訴の事件が法定陪審公判へ
秋祭に人妻を脅やかした男
法廷陪審ではこれが最初
予審で免訴となった事件に対して申立てた検事の抗告を、控訴院で容れた結果、あらた
めて法定陪審として公判に附せられた事件がある。これは、去る一 から施行された陪審制度はじめての例であるとゝもに、案件そのものが一度予審 免訴となってゐるだけ、その結末は朝野法曹界の視聴をひいてゐる。兵庫県揖保郡□□□村字□□荷馬車挽ＨＤ市藏
（二十八）
は、昨年十月十九日午前十時半ごろ、宍栗郡□□村ＨＮ秋次の内縁の妻大橋こは
な
（二十三）
―
仮名
―が、生家である□□□村字□□の秋祭からの帰途を、□□峠に待受け鎌で
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脅威して凌辱、傷害を与へたとの疑ひで、その後、神戸地方裁判所姫路支部岡本予審判事の手で審理中のところ、九月二十四日「暴行に対しては、被害者か 適当な告訴なく、致傷の点は公判に附するに足るべき犯罪 嫌疑なし」とて予審免訴となった これに対し、國分検事は、直に抗告を申立てた結果、大阪控訴院では、これを容れ更めて免訴を取消て、姫路支部の したが、法廷陪審事件のことゝ 、同支部では更にこれを神戸地方裁判所に移送したので、同刑事一部友眞裁判長は、一一月六日事件に対する公 準備手続きをとることゝなった。２「神戸新聞」昭和三年一〇月二六
日
予審免訴の強姦事件が、蒸し返へされて陪審裁判に
検事の抗告が認められた
陪審員が何う評決するか、注目される成行き
県下揖保郡□□□村ＨＤ市藏
（二八）
が、昨年十月十九日午前十時ごろ、同村□□の秋祭に
行く途中ＴＮこぎく
（二三）
を□□峠の寂しい場所で凌辱負傷させた強姦致傷事件は、姫路支
部裁判所岡本予審判事かゝりで審理中、致傷の点が証拠不十分であるうへ 強姦に対する被害者の告訴がないため予審免訴として、去月廿四日、釈放せんとした。然るに、同検局では、 「嫌疑 あれば、公判に附する価値あり」との理由で、免訴の決定 対する検事抗告を申立て 大阪控訴院で 理の結果、抗告の理由を認めて免訴取消しの決定 与 た。従って、事件は姫路へ差戻さ 、強姦致傷は法定陪審事件なので 廿五日、姫路から事件
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を神戸地方裁判所の陪審部へおくり、友眞裁判長かゝりで、不日公判準備手続きを開くことゝなった。
かゝる法律上興味の多い事件が、陪審公判に附されるとなれば、陪審員の答申によって
有罪無罪が岐れ、随って陪審員は一方ならず評議に頭をひねらねばやらぬであらう。目下七件に達してゐる（うち一件は片づいた）神戸の陪審候補事件のうち、本件の如きは最もむつかしく、他に比しても興味の多い事件である。３「神戸新聞」昭和三年一一月二三日
予審免訴で抗告された強姦致傷事件は陪審裁判へ
きのふの公判準備手続きで遂に決定を見た
わが法曹界に興味を持たれる事件
姫路の予審判事が、証拠不十分で免訴放免したところ、検事が抗告して受理され、神戸
地方裁判所の陪審部へ送られて来た、県下揖保郡□□□村字□□荷馬車挽ＨＤ市藏
（二八）
に
かゝる強姦致傷事件の公判準備手続は、廿二日午後、 友眞裁判長かゝ遠藤検事、稻垣官選弁護人列席、非公開で開廷。
被告は、昨年十月十九日午前十時半ごろ、宍栗郡□□村ＨＮ秋次の内縁の妻山中こはな
（二
三）
―
仮名
―が、生家の□□□村字□□の秋祭からの戻り道を□□峠に襲ひ、草刈鎌で脅して
凌辱負傷させたといふ公訴事実を否認し、陪審裁判を希望したので、来年一月改めて、審の本公判に附することになり、証人および期日の決定は後ほど選定されることにして、
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午後四時半閉廷した。
本件は、被害者の適当な告訴がないため強姦は消滅し、致傷の点は証拠薄弱といふ見解
から、予審判事が免訴にしたのを、犯罪嫌疑さへあれば公判に附せるといふ検事の意見から抗告したもので、恐らく全国の陪審事件のうち、最も興味のある法定陪審事件といふべく、わが法曹界から期待されてゐる。４「大阪朝日
神戸版
」昭和三年一一月二四日
陪審を請求
人妻致傷事件
当時所報、昨年十月十九日、宍栗郡□□村ＨＮ秋次の内縁の妻大橋こ な
（二十八＝仮名）
を
□□峠で凌辱したとの廉で姦淫致傷として起訴されたが、被害者からの告訴がないため、遂に姫路支部裁判所で予審免訴となった、揖保郡□□□村ＨＤ市藏
（二十八）
にかゝる刑事被
告事件は、その後大阪控訴院で検事の抗告を容れた結果、改め 神戸地方裁判所の公判に移され、二十二日午 二時から、刑事一部友
眞裁判長のかゝりで公判準備手続をしたが、
市藏は飽くまで犯行を否認して陪審を求めた しく その いよいよ来春早々陪審事件として公判に附されることゝなっ 。５「神戸又新」昭和三年一一月二四日
□□峠の強姦事件は陪審裁判に附す
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被告は事実を否認す
姫路裁判所岡本予審判事の予審免訴の決定が、
検事の抗告にて大阪控訴院から再び神戸
地方裁判所に返って来た、揖保郡□□□村ＨＤ市藏
（二八）
にかゝる強姦致傷被告事件、即ち
被告が、昨年十月十九日午前十一時頃、同村□□の秋祭に行く途中ＴＮ小菊
（二三）
を□□峠
にて強姦致傷せしめた事件は、二 二日午後、神戸地方裁判所友眞裁判長係にて、不公開のまゝ準備公判を開いたが、被告は事実を否認し陪審を請求したので、愈よ陪審公判に附することになったが、公判時日は未だ決定しない。６「大阪朝日
神戸版
」昭和四年一〇月一六日
公判第一主義から予審免訴が陪審へ
法曹界の注視裡に開廷された
□□□の婦女暴行事件
昨年十月一日、陪審法を施行されて以来、希有の事案として朝野の法曹界からそ 結果
を注視されてゐる、揖保郡□□□村□□四□□番荷馬車挽ＨＤ市藏
（二十九）
にかゝる姦淫致
傷被告事件の陪審公判は、十五日午前十時から、神戸地方裁判所の陪審法廷で、友眞裁判長のかゝり、遠藤検事干与、石橋、稻垣両弁護士列席のうへ開かれた。
被告の市藏は、一昨年十月十九日の朝十時半ごろ、かねて知り合の隣村ＴＮ春治の内縁
の妻ＩＢこぎく
（二十三）
が嬰児を負ひ、生家である□□□村□□字□□の秋祭からの帰途、
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市藏方の宅前を通ったのを見て、手拭で覆面のうへ利鎌を携へてその跡を追ひ □□峠の松林中でこぎくを凌辱治療数日を要する傷を負はせたといふ廉で起訴されたが 姫路支部岡本予審判事は、昨年九月二十四日、 「強姦には被害者からの告訴がなく、致傷の点は公判に附するに足る嫌疑の証拠が不十分だ」との意見 予 免訴の決定 与 、 に対する國分検事からの抗告により、大阪控訴院判事一部前澤裁判長は、審理 結果「強姦の点に関しては形式的の告訴はないが 警察の調書
により被害者に告訴の意思があったことは明
かであり、致傷の点 ついて 明確な証拠はないがそ 疑ひはある、従って公判中心の刑事訴訟法の精神に本づき、その黒白は公判に附してのち決 べきものであ 」と 理由で免訴取消の決定を与へ、被告 から陪審 求め も である。
この朝九時、裁判長は陪審員候補の出頭を待ち、直に抽籤で十二名の正員と二名の補充
員を選定、ここに陪審の構成を終り 検 の公訴事実 陳述につ 、裁判長は「風俗を紊すもの」として、一般の傍聴を禁じたが、特別傍聴席には和田検事正 國分検事など 顔を見受けられた。
かくて、審理は一般の傍聴禁止裡に進められて、午後零時半休憩、一時半再開、当日証
人として出廷した鑑定医摂津病院 千田義雄 吹田有造両氏をはじめ、当時捜査に当った龍野署の警部補梶原景樹、巡査森谷壽太郎 被害者ＩＢこぎく、その母こまつ、夫のＴＮ春松らの証人調べに移った。
陪審員の協議始む
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証人調べに移り、五時これを終って、小憩後、検事は犯罪の構成と証拠について論じ、
これに対し、弁護士側は、被告のために有利な反証を挙げて弁論を試み、裁判長は双方の各主張および証拠について説示した後、問書を発し、陪審員はこの問ひに答申すべく協議室に入った、時に八時半。７「神戸新聞」昭和四年一〇月一六日
陪審公判に廻された強姦致傷事件
直ちに傍聴禁止さる
姫路の予審で免訴となり、検事がそれを不当として抗告し、上審の大阪控訴院で裁判の
結果、検事の抗告を理由あるものと認め、神戸地方裁判所の陪審公判に附せられた、揖保郡□□□村□□四□□荷馬車挽ＨＤ市藏
（二九）
に係る強姦致傷事件は、十五日午前十時から、
陪審法廷で友眞裁判長、三宅書記係り、遠藤検事干与、稻垣、石橋弁護士列席開廷。問題の事件だけに、和田検事正や姫路の國分検事らの顔が特別傍聴席に並ぶ。こ 日県下か選ばれた陪審員候補者は、羽織袴に晴れの身を装うて、朝から続々登庁、先づ陪審員候補者中から別項の如く十二名の正陪審員と二名 補充陪審員を抽籤で決定し、裁判長は、これら十四名 陪審員に、陪審員としての心得
を懇々と説明し、宣誓を行はしめた。
いよ
く
遠藤検事は立って、起訴事実を読みあげ、問題とするところは、被告はかねて
こぎくと顔馴染みで、六年前一度関係したことがあり、今度 場合も合意の上であって和姦であると主張してゐるが、果してさうであるかどうか、更に負傷の点は こぎくが当時
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婦人病を患ってゐたのであるが、被告によってなされたも かどうか つけ加へ 裁判長は、事実調べに入るに先だち、本件は風俗を紊る事案であるからとの理由で傍聴を禁止した。８「神戸新聞」昭和四年一〇月一六日
陪審員が「然り」と強姦の点を認め
致傷の点は「然らず」との答申
問題の強姦致傷事件
陪審公判深夜に閉廷
夕刊所報＝姫路支部裁判所で、予審判事と検事が見解を異にして、法曹界の注目をひい
た、揖保郡□□□村□□四□□生れ、当時住所不定荷馬車挽ＨＤ市藏
（二九）
にかゝる強姦致
傷事件の神戸地方裁判所における陪審裁判は、十五日午後一時から再開。
依然傍聴禁止裡に証人調べに入り、鑑定書の吹田有造、千田義雄両医師、この事件を取
調べた龍野署警部補梶原景樹同巡査森谷壽太郎 被害者ＩＢこぎく、同女の夫ＴＮ春治、こぎくの実母ＩＢこまつ、七名の証言を聞き、
次いで、遠藤立会検事は、犯罪事実に就ての論告をなし、これに対して、石橋、稻垣両
弁護人の弁論があって、裁判長から型 如く説示を行ったのち 左の問書を発した。主問
被告ＨＤ市藏はＩＢこぎくを強姦致傷したりや。
補問
被告ＨＤ市藏はＩＢこぎくを強姦したりや。
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かくて、陪審員は評議室に退き、陪審長に林壽太郎氏を互選して、問書に対する評議の
結果、主問については「然らず」 、補問については「然り」との答申を決定、陪審員長より提出、裁判長はこれを採用した。即ち 答申の主意は、被告はこぎくを強姦した点を認め、致傷の点は否認したものである。
ついで、遠藤検事は再び立ち、 「被告は他の女とも関係して居り、品行よろしからざるも
ので、今回 事件も強姦の告訴は一年後に出たが 事実は警察の聴取書で明であると論じ、懲役三年を求刑、稻垣 石橋弁護人の弁論あり、
最後に裁判長は、被告市藏に起立を命じ 何か云ふことはないかと訊くや、弁論終結後
泣きつゞけてゐた市藏は、涙声で「残念です」と答へ、茲に来る十九日正午、判決を云ひ渡す旨を宣せられて夜十一時閉廷した。９「神戸又新」昭和四年一〇月 六日
免訴となった人妻凌辱事件
けふ神戸で陪審裁判開かる
法曹界で興味をひいてゐる問題
傍聴は禁止して証人を取調べ
揖保郡□□□村□□四□□住所不定荷馬車挽きＨＤ市藏
（二九）
にかゝる強姦致傷被告事件
の陪審裁判は、十五日、神戸地方裁判所で開かれた。この日午前九時から、栄ある陪審員候補者は県下の遠近各地から羽織袴や洋服姿で続々出頭 午前十 から 陪審法廷で刑事
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一部友眞裁判長、遠藤検事、三明書記、石橋
、稻垣両弁護士立会の上で、呼び出された陪
審員候補者二十八名（四名不参）中から、別項の通り、十二名の正陪審員と二名 補充陪審員を抽籤で決し、裁判長は、これら十四名のものに、陪審員の心得をかんでふくめるやうに懇々さとし、遠藤検事は、詳細に起訴の事実をのべた。かくて、事実しらべに入るに先だち、裁判長は、本件は風俗をみだすおそれがある として 傍聴禁止 し、一般傍聴人に退廷を命じ、特別傍聴席には、和田検事正 その他がひかへてゐた。
この事件は、陪審裁判が実施されて以来、法曹界では可なり興味をもって迎へられてゐ
るもので、被告市藏は、一昨年十月 九日午前十時半ごろ、かねて知合の隣村ＴＮ春治の内縁の妻ＴＮこぎく
（二三）
が嬰児を背負って、その生家である□□□村□□□□の秋まつり
からの帰途、自宅前を通ったのを見て劣情をおこし 手拭で覆面し利鎌 携へてその後を追ひ、人里はなれた同村□□峠にさしかゝったさい、同女を二十間ほど離れた山林中の松の下に連れてゆき 強姦した へ局部に治療数日 要する上皮剥脱傷を負はしめ といふのが起訴の事実であるが 姫路支部 所岡本予審判事は 昨年九月二十四日 強姦には被害者の告訴がなく、致傷の点は公判に附するに足る嫌疑の証拠が不充分であると 意見で免訴 決定をし、被告も許されること なってゐたところが、同九月二十八日、姫路支部裁判所國分検事はこの決定を不服として抗告を申 立 大阪控訴院刑事一部前澤裁判長かゝりで審理 結果、 「本件の強姦の点には形式的な告訴はないが 警察の調書により被害者に告訴の意思があった とは明かで、致傷の点は証拠は明確といふほどで ないが、疑ひはあるから、公判中心 刑 精神に従ひ 公判 附して黒白を公判で決すべきである」との理由から、同十月六日免訴取消の決定をし で、被告市藏 許されず 神戸に
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おくられ陪審公判に附されたのである。
陪審法廷での内容は、傍聴禁止で判らないが、被告市藏は警察以来の供述である「こき
くとは隣部落の関係で六年前、すなはち同女がまだ嫁でない時、関係したことがあり、その日も合意で関係した」と極力和姦を主張したらしい。午前中で事実しらべを終り、正午一先づ休憩、午後一時から予審で喚問した鑑定医、吹田有造、千田義雄（摂津病院）両氏をはじめ、被告を取しらべ 龍野署警部補梶原景樹、同巡査森谷壽太郎、被害者ＩＢ ぎく、その母ＩＢこまつ、こぎくの夫ＴＮ春松らが、証人としてしらべられることになってゐる。両医師は 致傷の点について、また 察署員は、こぎくに告訴の意思があったか否か、および警察で 取しらべの模様、またＩＢこまつは 二 の以前か 関係の有無等についての重大な関係ある証人で、これらの証言は注目されてゐる。
正陪審員（十二名）▽多紀郡篠山町河原町古物商木戸徳太郎
（四五）
▽神戸市久保町五条茶
商田中芳二
（四七）
▽同加納町四丁目一〇三文具商柏井慶治
（四一）
▽同芦原通四丁目七鋳造業
山田秋之助
（六〇）
▽同三宮町二丁目一七酒商岩崎庄三郎
（五三）
▽同平野五宮町一六三無職山
根覺太郞
（四八）
▽同大同町三丁目一七鉄道土木雇員津村辰治
（四二）
▽同大日通七丁目五印刷
用ローラー製造業林義三郎
（三八）
▽同宮本通六丁目八滿田利一
（三九）
▽同下沢通五丁目二六
湯屋業大段作松
（四五）
▽城崎郡日高町宵田四〇屑繭商川上小一郎
（四四）
▽神戸市舟大工町八
九の三無職前田龍吉
（四七）
補充陪審員（二名）▽神戸市門口町二四建具商隅田寅吉
（五二）
▽同北□狭六丁目九樽商久
田政吉
（四二）
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「大坂朝日
神戸版
」昭和四年一〇月一七日
10懲役三年求刑
陪審員の答申後
荷馬車挽の凌辱事件
昨報＝十五日朝から、神戸地方裁判所の陪審法廷で開かれた、揖保郡□□□村字□□荷
馬車挽ＨＤ市藏
（二九）
にかゝる姦淫致傷被告事件の陪審公判は、一般の傍聴禁止裡に事実並
に証拠調べを終り、同夜七時から、立会遠藤検事は、市藏の犯罪事実について証拠を列挙し、これに対し石橋、稻垣両弁護士は その反証を挙げて弁論を試み、ついで友眞裁判長は、双方の主張、証拠などについて説示した ち、主問
被告市藏はＩＢこぎくを凌辱、傷害を与へたか。
補問
被告市藏はＩＢこぎくを凌辱したか。
以上の 書を発した。これに対し、十二名の陪審員は、別室に退いて評議 結果、主問ついては「然らず」 、補問については「然り」との答申を得て これを裁判長に提示し、直に論告に入り、遠藤検事は「懲役三年の刑を至当とす、しか 未決拘留日数も相当長いから裁判所で然るべく参酌され い」と論じ、ついで稻垣 石橋両弁護士の酌情論があって同夜十一時閉廷した。判決は、来る十九日。
「神戸又新」昭和四年一〇月一七日11陪審員致傷を認めず
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凌辱のみを「然り」と答申
注目された市藏事件
夕刊所報―予審が免訴にしたのを、検事が抗告して公判に附され、法曹界で可なり注目
された、揖保郡□□□村□□四□□生れ、当時住所不定荷馬車挽ＨＤ市藏
（二九）
にかかる、
強姦致傷事件の神戸地方裁判所の陪審裁判は 十五日午後一時から再開。傍聴禁止裡に、証人七名の審理についで、犯罪事実について
遠藤検事の論告、石橋、稻垣両弁護人の弁論
があって、裁判長の詳細な説示が型のとほりおこなわれたのち、裁判長は次のとほりの問書を発した。 （この時傍聴禁止を解く）
問書
主問
被告人ＨＤ市藏は十月十九日□□峠においてＩＢこぎくを強姦致傷したりや。
補問
被告人ＨＤ市藏は十月十九日□□峠においてＩＢこぎくを強姦したりや。
かくて、陪審員は評議室に退き、陪審長として林義三郎氏を互選し評議の結果、主問に
ついては「然らず」 、補問については「然り」との答申をなし、 所は合議 結果これを採用した。即ち、この答申によれば、陪 員は、強姦の事実のみをみとめたもので、致傷の点はみとめなかった訳である。
検事三年を求刑
市藏泣きくづれながら
凌辱をなほも否認する
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つゞいて、遠藤検事は、 「強姦罪は親告罪であるから告訴を必要とする、本件は告訴状の
提出は法定の六ヶ月の期間を過ぎて提出してあって無効かも知れぬが、警察の聴取書に明確に告訴の意思は記されてゐるから、これによって処断すべきである」と論じ
｢懲役三
年とし、未決期間が長いから参酌して適宜本刑に通算されたい」と求刑した
ついで、稻垣、石橋両弁護人は、 「告訴が合法的でなく、検事は警察の聴取書により告訴
の意思は明 であるといはれるが、文句が明確をかぐ、仮に文句が明確であると ても、警察 聴取書は証拠にならぬから放免すべきである 若し正当な告訴 ありとしても、未決が長すぎるから、三年は苛酷で減刑し執行猶予とされたい」と検事の所論を駁し、窮迫した被告の家庭の事情を訴え や、被告市藏は急に家庭を思ってか悲しさうに、むせび泣き、裁判長から「何もいふこと いか……」とたづねられるや、 「強姦 覚えはない、前から関係してゐたのだ、……検事のいふことは嘘だ」と答へながら 一 きり声をはなって泣 くづれ、看守になだめられて退廷して閉廷 た、時に午後十一時であった。
判決は、この事件があって満二年目の来る十九日に言渡されることゝなった。「大阪朝日
神戸版
」昭和四年一〇月二〇日
12凌辱事件は懲役三年
きのふ判決
一昨年十月十九日朝十時半ごろ、隣村ＴＮ春治の内縁の妻ＩＢこぎく
（二十三）
を□□峠で
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凌辱した疑ひで陪審裁判に附せれられてゐた、揖保郡□□□村荷馬車挽ＨＤ市藏
（二十九）
に
対しては、刑事一部友眞 長から、その事実を認め、懲役三年（未決拘留三百日通算）に処すべき判決を言渡した。
「神戸新聞」昭和四年一〇月二〇日13賄賂＝強姦＝放火等
けふ友眞裁判長の裁き
十九日、神戸地方裁判所友眞裁判長から、左の判決言渡があった。
◇
一昨年 月十九日、実家の秋祭に行った人妻を山中で強姦した、揖保郡□□□村ＨＤ市
藏に対し懲役三年。
（注、本件以外の四件は省略）
「神戸又新」昭和四年一〇月二〇日14裁かれた四つの罪
けさ十二名に判決あり
神戸地方裁判所友眞裁判長は、十九日朝 次のとほり、四件十二名に対する判決をいひ
わたした。
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市藏は三年
未決が三百日
一昨年十月十九日、実家の秋祭に行って帰宅の途中の人妻を、揖保郡□□□村の□□峠
で脅しつけて凌辱負傷せしめた、同村ＨＤ市藏にかかる強姦致傷被告事件は、このほどから陪審公判に附されてゐたが、懲役三年と 、未決拘留日数三百日を通算。
（注、本件以外の四件は
省略）④放火未遂被告事件昭和四年一〇月一九日判決１「神戸新聞」昭和四年一〇月一八日
但馬の放火、けふ陪審公判廷開廷
被告孝一は準備公判で
罪状の一切を否認してゐる
興味を持たれる事件
先妻の遺児八重子
（一九）
を、後妻への義理から義甥熊太郎方へ嫁入らせねばならぬ嫌やさ
に、熊太郎の家に放火せんとした、城崎郡□□町□屋敷□□区□□□の□土木請負業ＵＢ孝一
（四六）
に係る放火未遂被告事件の陪審公判は、今十八日午前十時から、神戸地方裁判所
陪審法廷で、加藤裁判長、眞野検事立会 高山、澁谷両弁護人列席開廷されるが 被告は、準備公判において犯行 一切を否認して居り その審理は非常 興味をもってみられてゐ
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る。２「大阪朝日
神戸版
」昭和四年一〇月一九日
真犯人を釣るため嘘の自白をした
と検事局の陳述を覆す
□□の放火事件陪審
陪審時代――去る十五日開かれた、揖保郡□□□村ＨＤ市藏
（二十九）
にかゝる姦淫致傷被
告事件につぎ、十八日の城崎郡□□町□屋敷□□区土木請負業ＵＢ孝一
（四十六）
に対する放
火未遂 の陪審公判は、神戸地方裁判所刑事第二部加藤裁判長の係り、眞野検事立会、高野、澁谷両弁護士列席の上開かれた
被告孝一は、今から十数年前ＴＧちかと内縁を結んだが、先妻との間に出来た長女八重
子
（十九）
にＫＤ熊太郎を娶せて、ちかの跡目を相続させやうとの議が親族間で興ったのを苦
慮し、将来ちかの養子となるものゝために立て 自宅附近の果物店に、去る二月二十六日午後六時半ごろ、放火して右 養子問題を火事とゝもに揉消さんとした疑ひで起訴されたものである。
この朝十時、神戸市都賀字西岡地吉田與三介
（五十三）
をはじめ、十四名の正補充陪審員の
入廷着席を待ち、立会検事の公訴事実の陳述につぎ、被告孝一は、裁判長の訊問に対し、 「その日は、自宅から五 六町隔てたＹＲ座で娘とゝもに活動写真を見に行ってをりましたので、火事 その留守中での出来事で、私が飛んで帰った時には、火事は既に近所 人の手
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で消されてゐた始末です」と犯行を否認 て、午後零時半小憩、二時再開。
被告は、午前に引続き、 「私が警察や検事局で放火したやうに陳述したのは、私が引致さ
れると、早晩真犯人が検挙されるものとして、偽 自白をしたに止まり その後真犯人も検挙されさうな模様がないので、改めて予審でこれを否認したのが事実です」と答へ、
三時から、熊太郎の主人である□□区柳行李商ＫＢ銀之助
（二十七）
をはじめ、被告を取調
べた永瀬警部ほか八名に対する証拠調べがあった。十九日続行、立会検事はじめ弁護士意見陳述、裁判長の説示発問につき陪審員の協議答申があって、結審の予定である。３「神戸新聞」昭和四年一〇月一九日
娘八重子等が口を揃へて、いづれも有利な証言
警察側では拷問の事実を否定する
但馬の放火陪審
夕刊つゞき＝謎の放火事件――城崎郡□□町□屋敷□□区□□□ノ 土木請負業Ｕ 孝
一
（四六）
に対する、神戸地方裁判所加藤裁判長、眞野検事立会の陪審裁判は、十八日午後一
時再開。事実調べから、証人調べに入り、先づ果物店の隣家の主人ＫＢＴ銀之助に対し、火災当時の状況を訊問して、被告の内縁の妻ＴＧちかに移る、同女は、 「八重子と熊太郎の二人は、三年前八重子が十六歳のとき関係し妊娠までしたが、肋膜が悪いので手術して流産させた、さうした仲だったので 二 を結婚させることに私達夫婦もきめ 。決して孝一がそれに反対 てゐたやうなことはなく、私達の身分についても くから承知して
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ゐた、火災保険には勧誘員が来たときに近所の人達と一所に、本家も果物店の方も加入しましたが 幾何の分 入ったか私は知らない」と夫に有利な証言をなし、なほ「警察で八日間留置された上、取調べをうけるたびに横面を散々殴られてヒドイ目に会ひました」と泣きながら答へた。
次ぎに、娘の八重子は、裁舎には稀な美しい姿をしづかに裁判長の前に運び、 「十六歳の
ときに妊娠して流産の手術を受け、二、三年前から両親の許しで熊太郎と結婚することになってゐました、お父さんは決して反対してゐたやうなことはありません、活動写真に行くとき藁小屋のひさしに煙が出てゐる をお父さんが見ましたが、それはお隣りの炊事場から出た煙だと思ってゐ 」と、これも父のために有利 供述 なし、
警察の留置場に被告孝一と一所にゐたＴＤ銀藏は、 「万一ほかに犯人が出なければ、自分
がその罪を負はねばならぬだらうと孝一が云っ ゐた」と述べ、
加藤巡査、ＮＭ芳次郎、Ｈしづ、ＨＴみね、ＨＪ峰松等は、火災の原因 つき訊問を受
け、最後に当時豊岡署長であった永瀬徳之助警部は 「孝一が犯行を自白 部下の者がいふので、更めて私自身取調べまし が、すなほに自分が放火したと白状し もので、孝一やちかを拷問にかけたやう こ は絶対ありません 答へ 検事の事実に対する論告と弁護人の弁論があっ 、午後十時過ぎ閉廷 が、今十九日午前十時から、続行する。
なほ、陪審員氏名は、左のとほり。
正陪審員
神戸市都賀字西開地四八四農業吉岡與之助、同市大手字大手前銀行員關勇達、同市磯上通五丁目九五売買媒介業永井庄太郎、同市磯上通五丁目二ノ二其他の工業高木安太郎、同市
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長田町二丁目二〇菓子商長尾宗次、同市平野梅元町八四保険会社員永松是、同市大黒町三丁目五一無職藤井精一、同市細田町三丁目七八川崎造船所職工澤田久太郎、姫路市同心町五九六〇番地学校ニ勤務スルモノ大河原尚志、
神戸市池田広町九七会社員佐々木三郎、同
市水木通四丁目四九ノ一ガラス類製造宮崎常吉、同市大日通五丁目七八白米商松本伊之助
補充員
同市水木通一丁目一三一洋服商上田藤吉、同市福原町五二六運送業阪尾長松４「神戸又新」昭和四年 〇月一九日
茶筌の一族に絡る、悩みの放火未遂事件
けふ陪審裁判開かる
被告は頭から犯行を否認す
後妻のＴＧちかが、いはゆる茶筌の一族であることから、ちかの養子でその甥にあたる
ＫＢＴ熊太郎と先妻ゆきの連子八重子
（一九）
との結婚問題にからまって放火したといふ、城
崎郡□□町□屋敷□区□□□ノ□土木請負業ＨＢ孝
（四六）
にかゝる放火未遂事件の陪審裁
判は、十八日午前十時から、神戸地方裁判所で、加藤裁判所長、眞野検事 仁科書記、高山、澁谷両弁護人、ならびにあらかじめ抽籤で決した、別項の正陪審員十二名 補充陪審員二名列席の上開かれた。被告席には、孝一が長い間の獄窓生活にやつれたからだで悄然と立ってゐた。
先づ、眞野検事は、 「孝一は、今より十数年前、先妻死亡後ＴＧちかを後妻として迎へた
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が、二、三年後ちかが茶筌の一族である事を知り驚いたが、先妻の連子八重子をちかが三歳の折から養育して来た義理合と八重子を将来男手一つで育てられぬ を思って、離別を断念し、数年後ちかと協議の上、近所に木造笹板葺平家を建て、これを果物店としちかの跡を相続する養子を住ませることゝした。ところが、本年二月五日、ちかの母で右果物店の西隣ＫＢＴ銀之助の祖母なるよしが死亡し、初七日の法事に際し、ちかの養子で銀之助の弟熊太郎との結婚問題が出たので、被告は同じく茶筌の一族である熊太郎に、一人娘の八重子を配するのを嫌ひ その場は年廻り 悪い いってつくろったが、その後苦慮 末、熊太郎 住む果物店を焼いたら結婚問題もなくなると思ひ、同月二十六日午後六時半ごろ自宅から裏側伝ひに果物店 裏側にある藁小屋に入り、銓屑に放火したが消しとめられた」といふ公訴の事実 詳細に述べ 事実審理に入った。
被告は、訊問に対して、 「その日の晩、私は娘の八重子とＵＲ座に活動見物にゆくことを
約し、午後七時ごろＫＢＴ銀之助の裏側づたいに、ちかに出さしてゐる果実店にゐる八重子をさそひにゆき、五分間ばかりして家 出て 八重子 銀之助方に留守番を頼みに行った。その時ぷんと何か物が燻る香 しましたが 火事と思はず二人で活動写真 行ったところが、数十分間ほどして火事だと聞いて飛んで帰っ が 消し止められてゐ ので、んなにお礼をいった、だから私は決して火をつけ 覚えはありません」と、先づ放火の事実を否認し、 「私は、ＴＧち が茶筌の部落者であること 承知 上で夫婦 ったものです、また八重子の実母ゆきも同一茶筌です。だ ら、ちか 甥で る熊太郎 八重子との結婚は希望して居る次第で、決して二人の縁談を嫌ふて火 つけたなどいふことは全然ありませぬ。茶筌とは、平家の落武者が仕事がないために、茶筌 竹細工をするやうになっ
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てからついた名前で、武家の末離ですから決して嫌ったり たことはありませぬ」と検起訴の放火の原因である茶筌をきらったといふ点をも頭から打消した。
正午過ぎ昼食のため一先づ休憩、午後再開のうへ、証人として、被告人を取調べた永瀬
警部（豊岡署長）をはじめ、火災の原因について加藤巡査（豊岡署巡査） 、ＮＭ芳次郎、ＨＤしづ、ＨＴみね、ＨＪ峰松（町の人） 、被告人が検挙された後の言語動作について多田銀藏、火災当時の状況についてＫＢＴ銀之助、ＴＧちか ＵＢ八重子ら 取調べがあるはず。
正陪審員▽神戸市都賀字西開地農業吉岡與之助
（五三）
▽同大手字大手前銀行員關勇達
（三九）
▽同磯上通五売買媒介業永井庄太郎
（五七）
▽同同通五其他の工業高木安太郎
（四三）
▽同長田
町二菓子商長尾宗次
（三八）
▽同平野梅元町保険会社員永松是
（五三）
▽同大黒町無職藤井精一
（五〇）
▽同細田町三川崎造船所職工澤田久太郎
（四〇）
▽同姫路市同心町学校に勤務するもの
大河原尚志
（六四）
▽神戸市池田広町会社員佐々木三郎
（三七）
▽同水木通四ガラス類製造宮崎
常吉
（六〇）
▽同大日通五白米商松本伊之助
（四四）
補充陪審員▽同水木通一洋服商上田藤吉
（四四）
▽同福原町運送業阪尾長松
（五二）
５「大阪朝日
神戸版
」昭和四年一〇月二〇日
八ヶ月目に無罪で釈放
陪審員の答申採用
□□の放火未遂事件
既報＝＝先妻ＩＴゆきとの間に出来た長女八重子
(十九
)の養子として、現在の内縁の妻Ｔ
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Ｇちかの甥であるＫＢＴ熊太郎を迎へることゝなった親族間の相談を嫌ひ、去る二月二十六日午後六時半ころ、自宅裏に建てた果物店の裏手藁小屋に放火して、右の縁談を揉み消さんとした疑ひで起訴された、城崎郡□□町□屋敷□区、土木請負業ＵＢ孝一
（四十六）
にか
ゝる放火未遂被告事件の陪審公判は、前日に引続き、十九日午前十時から、神戸地方裁判所刑事二部加藤裁判長係、眞野検事立会ひ、高山、澁谷両弁護士列席の上開かれた。定刻、裁判長は、陪審員に対し、事件の内容、証拠
などについて、懇切な説示をなしたのち、
（主問）被告は去る二月二十六日ＴＧちからの現に居住する被告人所有の木造笹板葺平屋を焼く目的で同家裏手の藁小屋内に火をつけたが他人に発見消止められたゝめ目的を遂げなかったものか、との問 発し、これに対し陪審員は、別室に入って評議の末、 「然らず」 の答申をなし、裁判長は合議の結果、この答申を採用して、即時被告に対し無罪の判決を言渡した。孝一は、直に釈放されることゝなり 同日午後三時 娘八重子をはじめ、近親者 弁護士らに迎へられ、八ヶ月振りに神戸刑務所橘通支所を出て、□□に向った。
加藤裁判長は語る、 「素人には比較的至難の内容をもつ本事件の公判にあたり、陪審員諸
君は終始緊張して、十八日の晩の如き 既に十二時近くなってゐる も拘らず 被告その他に対し、盛んに穿った質 試みたほどで その熱心な態度に心から感謝したい」 。６「神戸新聞」昭和四年一〇月二〇日
放火したか――
陪審員に主問発せらる
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□□の放火事件公判
既報＝可愛い一人娘のために放火したといふ
、城崎郡□□町□屋敷□□区□□□ノ□土
木請負業ＵＢ孝一
（四六）
に係る陪審公判は、前日に引きつゞき、神戸地方裁判所加藤裁判長、
眞野検事干与、高山、澁谷両弁護人列席、十九日午前十時から続行開廷。傍聴席 は 父の身を案じる美しい娘八重子の姿も混ってゐる。
裁判長は、直に前日の事実調べや証人証拠調
べに基づき、その争点に関する詳細な説示
ののち、左の問書を陪審員に示した。主問＝被告は本年二月二十六日ＴＧちか 現住する板葺平家を燃焼の目的でその裏側に接近せる藁小屋に火を放ちた も他人に発見せられたるためその日的を遂げざりしものなりや。
かくて、陪審員は評議室に退き、答申について評議を行った。
７「神戸新聞」昭和四年一〇月二〇日
陪審員が答申した「然らず」で無罪となる
罪か？非ず？の放火事件
神戸で陪審初めての無罪
有罪か無罪か非常な興味をもってみられてゐた謎の放火事件＝＝城崎郡□□町□屋敷□
□区□□□の□土木請負業ＵＢ孝一
（四六）
は、果然十九日午後二時三十分、神戸地方裁判の
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陪審裁判において、陪審員の「然らず」の答申が採用されて、裁判長は無罪の判決を宣告した。これは、神戸地方裁判所における陪審裁判開始以来、最初の無罪判決である。
夕刊つゞき＝城崎郡□□町□屋敷□□区□□□の□土木請負業ＵＢ孝一
（四六）
に係る放火
未遂事件の 公 は、十九日、加藤裁判長、眞野検事干与、高山 澁谷両弁護人列席開廷され、裁判長の問書に対し、答申の意見をまとめるべく評議室に退いた陪審員は、先づ陪審委員長とし姫路市の大河原尚志氏を選定し、種々評議 結果「然らず」 即ち無罪との決定を得たので、陪審長は直 これを裁判長に提出し、仁科書記は同問書を受け 「然らず」と読み上げるや 被告孝一はじめ、傍聴
席にゐた内縁の妻ＴＧちか、娘の八重子等は
ハット喜びの色を面状に現し、廷内は一瞬異状な静けさを生む。裁判長 、答申書を受け取って退き、合議室で陪席判事と慎重に合議を重ね やがて入廷着席したが、その宣告は果して如何と陪審員、弁護士 被告および家族等一同片唾を呑んで待つほどもなく、加藤裁判長は、被告孝一に起立 命じ 厳かな句調で「被告を無罪とす」と宣告 て ち 「無罪ではあるが かうした嫌疑を受けることだけでも良くな 事だから、今後は十分身を慎んで稼業に励まねばいかぬ」とやさしく諭 た。 、たゞ「有難う御座い す」と感涙にむせんで、一先づ未決監へ引き退り、待ち合はしてゐる家族の者達と一緒に青天白日となった身を喜び合ひながら郷里へ帰った。
再生の途を精進して活きる
未決を出所間際の悲喜劇
無罪のＵＢ孝一語る
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被告ＵＢ孝一は、無罪の判決により、早速検事から釈放命令が出され、午後三時すぎ、
九ヶ月も汚名の下に繋がれた思ひ出の未決を放免された ――神戸刑務所橘通支所 前は、内縁の妻ＴＧちかや娘八重子が、嬉し涙に咽 、高山 澁谷両弁護士ら 出迎へうちに、白日晴天の身となった孝一が、躍る胸を抑へて飛出し 「アレまあ！ 夫妻 父子は感極まって抱擁し、しばし嬉し涙にくれてゐた。孝一は語る、 「最初 ら無罪は確信してゐましたが 最後 運命は測り知れぬので心配してゐまし が 幸ひ晴天白日の身となって、こんなうれしいことはありません。警察での取調べが酷く、心にもない自白を強ひられたわけで 。今後、帰国 たら職務に勉励して 再生の途に進まうと決心してゐます」 。
最初から熱心に終始、誤らぬ答申に推服
陪審員の態度を褒めて
加藤裁判長かたる
無罪の判決を下した加藤裁判長は語る、 「むつかしいこみ入った難事件で、我々も審理し
にくかったほどの事件を、陪審員諸氏は極めて熱心に終始し、誤 ぬ判断を下 答申されたことは敬服のほかはない。審理並に説示の要領もよく理解され 玄人跣足のやうな機微を穿った質問があったことも感心した。陪審の答申を相当と認め つひに無罪の判決を下した次第であるが、何にして 今度の陪審員諸氏 態度 模範的だった」 。
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なほ、裁判所では、陪審員の缶詰について、各自に宿泊上の感想をもとめたところ、い
づれも「宿舎の設備は最善で、清潔で気もちがよかった」と満足な回答をした。 （写真は放たれたるＵＢ）８「神戸又新」昭和四年一〇月二〇日
一夜缶詰の陪審員に
「被告は放火したか」
の問書が発せられた
既報―城崎郡□屋敷□区□□□の□土木請負業ＵＢ孝一
（四六）
にかゝる放火事件の陪審裁
判は、十九日午前十時から、神戸地方裁判所で、ひきつゞき加藤裁判長かゝり、眞野検事立会、高山、澁谷両弁護人列席の上開廷された。昨日の取調べも深更に入った上に裁判所の宿舎に缶詰めの一夜をあかした 正補陪審
員十四名もつかれた色をみせず所定の席につ
いた。傍聴席には 昨 証人として出廷した被告の妻ＴＧちかや、長女八重子などが被告の身を気づかって着席してゐるのが人目をひいた。
まづ、裁判長は、被告人および検事の主張するところをあげ、本件の争点証拠を述べて、
詳細な説示 なして、次のとほりの問書を発した。主問
被告は本年二月二十六日その内縁の妻ＴＧちかの現在してゐる板葺平屋の家屋を焼
燬の目的でその裏側に接せる藁小屋に火を放ちたるも、他人に発見され消し止められたるためその目的をとげざりしものなりや。
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時に午後零時半、陪審員一同は、別室にしりぞき、陪審長を互選し、問書に対する答申
のため評議を行った。９「神戸又新」昭和四年一〇月二〇日
陪審員「然らず」と答申、裁判長無罪を言渡す
神戸の陪審裁判、無罪ははじめて
□□の放火公判大喜びでをはる
既報＝城崎郡□□町□屋敷□□二□□の□土木請負業ＵＢ孝一
（四六）
にかゝる放火未遂被
告事件の続行陪審裁判は、十九日の午前にひきつゞいて、午後一時半から神戸地方裁判所で、加藤裁判長かゝり、眞野検事、高山、澁谷両弁護人、各陪員審列席の上開かれた。
陪審長姫路市同心大町河原尚志氏は、評議室において評議の結果を答申書に認めて提出。
裁判長は 仁科書記をして厳かに「然らず」との答申を朗読せしめたのち、採否について別室で会議の末、答申を採用する旨を述べ、 「被告人は無罪とす」と 判決 いひわた 、さらに「無罪になったとはいへ、疑はれるやうなこ が お前にあったのだから 今後は行をつゝしみ仕事に励まねばならぬ」と懇 さとした。時に午後二時半、被告孝一の面にはよろこびの色があふれて 裁判長をふしおがんで退廷、一先づ刑務所に帰った。かくて、立会眞野検事は、直ちに出獄指揮をしたので、午後三時被告孝一は釈放された。陪審裁判は、これで神戸では四回おこ はれたが、無罪となったのはこれが じめてで る。
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八月ぶりに嫌疑はれ、釈放された孝一
妻子に迎へられかへる
民衆と裁判官との公明な裁判は つひに彼を無罪とした。前後通じて八ヶ月の間無実の
嫌疑に、囹圄にかなしい日をすごしたＵＢ孝一は、前項の通り、この日午後三時、検事の指揮により 神戸刑務所橘通り支所を釈放された。常日頃、不気味な未決監の鉄門のひゞきも、この時ばかりは孝一への幸福のやうに明るいひゞきをつたへた。孝一は、久しぶりで明るみへ出たうれしい感激に、しばらくはぼうとしてゐたが、やがてむかへに来た内縁の妻ＴＧちかや一人娘の八重子、そ 他親戚、弁護士たちに対して「有難う、すまなかった」と、感謝のことばを べ、一同は手をとりあってうれし泪にくれながら帰途につい 。
孝一は、釈放のよろこびを記者に語る、 「こん に嬉しいことはありませぬ、すべては高
山、澁谷両先生の御努力の賜と、一は裁判官、陪審員たち皆さんの公明との御陰で、心から感謝するよりほかありませぬ。私は、はじめから無罪で ることを信じてゐたの すが警察の取調べがひどく 心にもない自白を たので 公判では弁解が つかどうか心配してゐたのです。
陪審員に心から感謝す
加藤裁判長談
孝一を公判で取調べた加藤裁判長は語る 「事件の とについては何ごともいへぬ。要は
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陪審員の答申を認めて無罪をいひわたし ま
でだ。たゞ、私が感激したのは、この事件の
陪審員の方が、前夜に取調べが深更に及んでも終始緊張され、倦怠の色 く且つ素人の方としては一々要点 手記され、うがった質問などを発せられてゐたことで嬉しく、皆さんに対して心から感謝する次第である」 。
「大阪時事」昭和四年一〇月二〇日10□□の放火事件
ＵＢに無罪に判決
神戸の陪審裁判所で
有罪か無罪か、奇怪にも予審廷に於て、検事局の陳述をくつがへし犯行を極力否認した、
奇怪な放火事件犯人本籍兵庫県城崎郡□□町□屋敷土木請負業ＵＢ孝一
（四十六）
の陪審公判
は、十九日、神戸地方裁判所に於て、加藤裁判長係 眞野検事立会、澁谷、高山両弁護士列席、豊岡町より選出された同町陪審員吉岡與之助外十四名の陪審員に依って開廷され、陪審員の答申を採用して、遂に無罪の判決を言渡された。⑤殺人未遂被告事件昭和四年一二月二三日判決１「大阪朝日
神戸版
」昭和四年一二月一九日
女房を寝取られ出刃庖丁で斬りつく
被告「妻は若い男を欲しい女でした」
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殺人未遂陪審公判
本籍佐用郡□□村字□□生れ、当時神戸市□
□□町□丁目ＮＴ其三郎方仲仕ＡＤ安太郎
（五
十五）
にかゝる殺人未遂被告事件の陪審公判は、十八日午前十時から、神戸地方裁判所の陪
審法廷で、加藤裁判長のかゝり、遠藤検事立会、淡路弁護士列席、およびこれより先き構成を終った陪審員、神戸市養老町二丁目眞桐正義、下山手通八丁目門藤松治、塚本通五丁目松本源一郎、荒田町三丁目高見慈教 東川崎町四丁目濱田忠夫、熊内町三丁目島津鍛雄、御幸通二丁目田村種吉、姫路市成徳寺 渡邊清次郎、同市東郷町大加戸熊吉 飾磨郡飾磨町字宮松田木三二、武庫郡大社村森貝友澤吉次、同郡精道村打出臼井種藏以上十二名の正員並に補充員である神戸市大日通七
杉山寛之助、着席のうへ開かれた。
定刻、安太郎に対する身許調べにつぎ、立会検事、 「被告は、ＮＴ方の表階下の二室を
借り受け、内縁の妻ＩＴうめ
（四十四）
と同棲中、うめが同町五丁目ＭＭ要助
（五十五）
と通じた
ので、去る九月二十五日うめは、情夫要助と右ＮＴ方の二階に同棲するにいたったので悶々の末、うめを殺害せんと、十月一日午後六時ごろ、ＮＴ方の表道路の塵箱 腰をかけてゐたうめの背、腰など 出刃庖丁で斬りつけて、治療二週間 傷を負はせたものである」との公訴事実の陳述につぎ、
被告安太郎は、裁判長の問ひに対し、 「うめ
と夫婦になってから二十六年になります。う
めは、金さへあれば活動に行く 買ひ食ひをするといふ風で、それに若い男 見れば男がほしいといふ厄介も で これまで四人も男をもち、私はその都度、二人 間に出来た天榮
（二十一）
、徳榮
（十九）
といふ二人の娘や、うめの連れ子であるきくゑ
（二十六）
や、うめの母
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親などから「世間に知れて 自分らの将来もあるから辛棒してくれ」と泣きつかれるので、女を許して来ました、ところが今度、要助と関係してから離縁することになりましたが、私は腹立ちから手が慄へて筆も持てぬので、妹娘の徳榮が私 代って離縁状を書い渡しました。うめは、それをよいことにし 、そ 日からＮＴ方の二階で要助と所帯を持つやうになりました。そのうち、十月一日の
夕方、私がうめに向って「天榮と徳榮の二人
の娘はすで 縁づいてはゐるが、私生児となってゐるから アレを庶子として結婚届 出してやりたい」と申しましたところ、うめは
「せきせきと勧進帳の安宅の関ぢやァあるま
いし」と不貞腐れをいったので、ツイ出刃庖丁を振り廻すこととなりましたが、決して殺す気はありませんで た」と答へて、午後一時休憩。
二階へあがれば、下から狸燻べ
非常に困りました
二時続開、証人として出廷した被告安太郎の内縁の妻であったＩＴうめ
（四十四）
は、見醜
い愛欲生活を認めたのち、 「ＭＭとＮＴ方の二階を借りるやうになってから 安太郎 気を悪くしてゐたことは相違なく、私らが二階へあがれば梯子を外したり 毎晩のやうに階下で線香その他のものを夜があけるまでどん
く
燻べて、私らがろく
く
寝つかれぬほど
狸燻し かけて困らせました」と満廷を笑はせ、
被告の姉娘である□□町□丁目ＮＧ卯之助方ＩＴ天榮
（二十一）
は、 「父の安太郎は、母と別
れてからよく私の方へ参りましたが、いつも「もうあ なものは諦め 、お前ら ことも
- 329 -
あるから、決して短気のことはせぬと申してをりました」と答へ、
ついで、□□□町□丁目ＮＴ小うめ
（四十二）
、県立神戸病院の小西修一郎医師の審問があ
り、立会検事、弁護士の意見陳述につぎ、裁判長は、説示後問書を発した。２「大阪朝日
神戸版
」昭和四年一二月一九日
陪審公判で傷害罪となる
□□□の内縁妻斬り事件
懲役四月求刑
佐用郡□□村生れ、当時神戸市□□□町 丁目ＮＴ方仲仕ＡＤ安太郎
（五十五）
が、十月一
日、多情な内縁の妻を殺害せんとして果さなかった殺人未遂事件の陪審裁判が、十八日午前十時から、神戸地方裁判所の陪審法廷で、加藤裁判長係り、遠藤検事立会、淡路弁護士並に眞桐正義ほか十一名の陪審員と補充員一名列席の下に開廷された。型の如き身許調べと公訴事実の陳述につぎ、
被告は、 「内妻ＩＴうめ
（四十四）
と同棲二十六年に及んだが、所帯持が悪い上に若い男を欲
しがる厄介な妻は、四人も情夫を拵へた。併
し、三人の娘の諌止で、都度女を許して来た
が、遂にＭＭ要助
（五十五）
と関係したのを機に離縁した。併し、女はそれをよいことにして、
ＮＴ方の二階に所帯を持ち、兇行日の夕方、既に嫁してゐる二人の娘を庶子に入籍し いと相談したが、 「せき
く
と勧進帳の安宅の関ぢゃあるまい」と茶番口を吐いたのでツイ出
刃を揮った 殺す気はなかった」と殺意を否認し 午後二時休憩、二時続開。
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証人として出廷した当のうめ
（四十四）
は、醜い愛欲の生活を認めたのち「要助と二階借し
たのが安太郎の気を悪くしたに相違なく、何時も下から梯子を外したり、線香で下から燻べ立てたりするので、寝られず 困った」と満廷を笑 せ
被告の姉娘、□□町□丁目ＮＧ卯之助方ＩＴ天榮
（二十一）
は、 「父は、母の事は諦めたから、
決して短気なことはせぬといってゐた」と答へ
ついで、□□□町□丁目ＮＴ小うめ
（四十二）
、県立神戸病院小西修一郎への審問あり、弁
護士の意見開陳ののち、裁判長は説示後問書を発した、主問
被告はＩＴうめを殺害する意思で出刃庖丁で斬りつけたが他人に阻まれて殺害する
に至らなかった事実あるか
補問
もしさうでないならばうめを殺す考へなく斬りつけて負傷させたものであるか
かくて六時小憩、陪審員の評議に入り 六時半三度開廷。陪審員は、主問に対ししから
ず、補問に対ししかりと答申をなし、裁判長これを至当と認めて採用 、弁論 入って、遠藤検事は、陪審員の答申にもとづき傷害罪として、被告に懲役四月の刑を求め 淡路弁護士の酌量減刑論があって、七時過ぎ閉廷した。判決は、来る二十三日言渡しのはず。３「神戸新聞」昭和四年一二月一九日
安宅のセキで笑はせた、不貞刃傷の陪審廷
二十六年添うた浮気な女房へ
娘に三下り半を書かせた仲仕
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暮れの法廷を賑した陪審裁判――神戸地方裁
判所で本年最終の陪審が、十八日、加藤裁
判長かゝりで開廷された。事件は、神戸市□□□町□丁目□□□労働下宿ＮＴ其三郎方止宿仲仕ＡＤ安太郎
（五五）
が、廿六年も連添った内縁の妻ＩＴうめ
（四四）
が同宿の仲仕ＭＭ要
助
（五五）
と密通し、同じ家棟に睦じく所帯したのに業を煮やし、去る十月一日夕方、酒を呷
ってうめを出刃庖丁で滅多斬りにした殺人未遂で、法廷で殺意を否認したゝめ、陪審に附せられたものである。
陪審員は、養老町二丁目二会社員眞桐正義氏
（四一）
ほか十二名、午前十時開廷、安太郎の
事実調べが行はれ、同人は、 「うめとの間に娘ふたりもあり仲も悪くなかったが、根が淫奔な女で、私の目を掠めて密夫三人まで拵へ、活動や買物食ひに金を費ふ困った代物であったが、辛抱してゐた。それに最近、ＭＭと私通したので離縁することになり、九月二十五日、妹娘のとくゑ
（一九）
に三下り半を書かせて渡したところ、うめはＭＭと私の下宿の二階
で同棲し、これみよがしの態度を示しました。私は、うめとの仲のふたりの娘の籍のことでうめと口論し 酒の勢ひで家の前の塵箱に腰かけてゐた めを斬りつけましたが、殺す気ではありませんでした」と犯意 否認し、女への面当てに階下で線香をや らに焚いて燻り攻めにした事実や 戸籍のことでうめが
「籍々とやかましい、勧進帳の安宅関の関で
はあるまいに」と食ってかゝって、無性に腹が立ったなど告白して満廷を笑はせ 。昼食休憩後、証人調べに入り
当の被害者うめ、被告の姉娘ＩＴ天惠
（二一）
、被告の同居人ＮＴこむめ
（四二）
および被害
者の手当をした県立病院医師小西修一郎氏らの興味ふかい証言が り、立会遠藤検事、弁護人淡路健治氏の各意見陳述 、裁判長 説示 あって、左 問書が陪審員に発せら
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た
補問に答へて「然り」
求刑四月
問
書
主問
被告人ＡＤ安太郎は十月一日ＩＴうめを殺害する意思を以て出刃庖丁にて同人に斬
り付けたが人に阻止せられたため殺害するに至らなかった事実ありや
補問
若し然らずとせば同日うめを殺害する意思なくうめを出刃庖丁をもって斬付け負傷
せしめた事実ありや陪審員は、評議室にはいり、約卅分評議を凝らした結果、陪審長荒田町三丁目二〇二の
三〇質商高見慈教氏
（六二）
が答申書を提出し、仁科書記がこれを朗読する、即ち主問は「然
らず」 、補問「然り」であって、被告の犯行は殺人未遂でなく傷害と認めたものである。被告人は、この時思はず感激の色を全面に漂はした。裁判所もこの答申を採択し、検事は改めて論告し 懲役四月を求刑、弁護士の弁論があって閉廷した、時に午後七時十分前。判決は、来る二十三日。４「神戸又新」昭和四年一二月一九日
殺す気でなく、懲らしめにやった
被害者の性行までも洗ひ立てる
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女房斬りの陪審裁判
近所のＭＭ要助といふ男と姦通した妻ＩＴうめ
（四四）
を離縁したところ、二人はそれをよ
いことにして、自分の借りてゐる家の二階を借りて同棲し、あてつけがましく円満ぶりをみせつけるので、憤り去る十月一日夕方、出刃庖丁で斬りつけたが、殺害の目的を達し得なかったといふ、県下佐用郡□□村□□四□□生れ、神戸市□□□町□丁目□□□ＮＴ甚三郎方仲仕ＡＤ安太郎
（五五）
にかゝる殺人未遂事件の陪審裁判は、十八日午前十時から、神
戸地方裁判所で、加藤裁判長かゝり、遠藤検事、淡路弁護人列席、陪審員として神戸市養老町二丁目二会社員眞桐正義氏
（四一）
ほか十二名、補充陪審員として神戸市大日通七丁目一
四白米商杉山寛之助氏ほか一名も立会の上開廷された。
先づ、型のとほり身許しらべ及び検事の公訴事実の陳述があって、事実調べに入る、裁
判長の訊問に対して、
安太郎は、 「うめ は私が三十歳でうめが十九歳の時結婚したが、大へん淫奔で、これま
で要助のほかに三人も男をこしらへ、若 男を見るとすぐ好きになり 金と暇があれば活動写真を見、買喰ひをしてゐた」と、先づ元の内縁の妻で被害者の性行をあらひたてゝ、さらに「そんな有様で、本年九月二十五日別れたが、其時私は腹が立ち手がふるへて三下り半が書けず妹娘 とくゑ
（一九）
に代筆させた。別れた後、うめはそれを好いことにして、
二階で所帯を持ったので、安線香をもっ 下の間からくすべた たこともあった。兇行日は、子供の戸籍の事を私がいふと、うめは
「籍々云ふな、勧進帳の安達の関ではあるま
いし…」と馬鹿にした で腹が立ち、新開地で酒を一升ばかりあ り、その元気で出刃を
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揮って斬りつけたが、殺す気でなく懲らしめてやったら、あやまるだらうと思ってやっ 」と殺意を否認した。正午 一先づ休憩、午後一時半再開。証 として、当の女ＩＴうめ被告の娘ＩＴ天榮、被告と同居人ＮＴこむめ、手当をした医師小西修一郎氏らの取調べあって、
遠藤検事は、詳細にわたって被告に殺意があったことを論じ、淡路弁護人はこれを駁 、
加藤裁判長の説示があった。５「大阪朝日
神戸版
」昭和四年一二月二四日
内妻斬りは刑を猶予さる
検事も上訴権放棄
既報＝本籍佐用郡□□村字□□生れ、当時神戸市□□□町□丁目ＮＴ其三郎方仲仕ＡＤ
安太郎
（五十五）
が、さる十月一日午後六時ごろ、浮気な内縁の妻ＩＴうめ
（四十四）
の背腰など
に斬りつけて治療二週間の傷を負はせたといふ 人未遂被告事件は、その後被告安太郎からの請求によって陪審に附せられ、神戸地方裁判所加藤裁判長のかゝりで審理中 ところ、十八日開かれた公判で、陪審員か 「安太郎はうめを す気で ものでない」との答申があり、
その結果、加藤裁判長は、二十三日安太郎に対し、傷害として「懲役四年に処し、三年
間刑の執行を猶予すべき」旨の判決を言渡したが この判決に対し、検事も被告安太郎もともに上訴権を抛棄したので、こゝに刑の確定を見ることとなり、安太郎は他に縁づいて
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ゐる天榮、徳榮らの娘たちに迎へられて、神戸刑務所橘支所をでた。６「神戸新聞」昭和四年一二月二四日
前妻斬りに執行猶予の判決
親切な裁判長の申渡しに
伏し拝んだ被告出獄
二十六年連添うた内縁の妻ＩＴうめが同宿の男と密通し、場所もあらうに同じ屋棟に所
帯をもつのに腹をたて、私生児の籍のことで喧嘩して、去る十月一日出刃でうめを刃傷した、神戸市□□□町□丁目□□□労働下宿ＮＴ其三郎方止宿仲仕ＡＤ安太郎
（五五）
の陪審裁
判は、去る十八日、神戸地方裁判所加藤裁判長かゝりで開廷され、陪審員は「殺意なく傷害だ」と答申し、検事は懲役四月を求めたが、
その判決が、廿三日午前十時、同裁判官から
「懲役四年但し三年間刑の執行を猶予す」
と言渡された。裁判長は、温顔に懇々と将来をいましめ、 つ刃傷 原因となった私生児の戸籍の件で、庶子になほす手続きまで親切の教へた で、被告は裁判長をふし拝むばかりに感激してゐた。なほ 執行猶予の判決により、検事から早速釈放の手続きをし 安太郎は久しぶりで出所し７「神戸又新」昭和四年一二月二四日
姦婦斬りへ懲役四月の判決
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三年間執行猶予の言渡し
たゞちに釈放さる
妻が淫奔なので離縁したところ、それをよいことにして、厚かましくも姦夫と一緒で、
自分の借りてゐる家の二階に同棲したので憤り斬りつけた、神戸市□□□町□丁目 □ＮＴ其三郎方仲仕ＡＤ安太郎
（五五）
にかゝる殺人未遂事件は、このほど神戸地方裁判所の陪
審公判で傷害罪とみとめられたことは、既報 とほ であるが、
二十三日、かかり加藤裁判長は、被告に対し懇々直接行動の不心得をさとし、懲役四ヶ
月三年間刑の執行を猶予する旨、同情ある判決をいひわたした。一方、遠藤検事は、直ちに釈放指揮をしたので、被告は午後三時久しぶりで明るみへ出で、正月を我家で迎へる歓びにほゝゑみながら、二人の娘に迎へられて出獄した。⑥放火未遂被告事件昭和五年 月二八日判決１「大阪朝日
神戸版
」昭和五年二月二五日
怨みを抱く少年が放火したと
放火の犯行を全然否認す
今年初の陪審公判
神戸市□□町□丁目酒醤油小売商ＭＫ重太郎
（三十三）
にかゝる放火未遂被告事件は、今春
はじめての陪審として、二十四日、神戸地方裁判所で公判が開かれたが 一般傍聴席 県
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立高女の見学生その他で満たされた。定刻九時陪審員の構成を終り、相生町四丁目印刷業松本熊次郎
（五十一）
ほか十三名の正、補充陪審員の着席をまち、
立会眞野検事の「被告章太郎は、昨年八月中旬内縁の妻であったＫＭことゝ別れ、爾来
独身であったが、十一月中旬、奈良県北葛城郡□□町からＳＧすゑ
（二十三）
を迎へることと
なり、同月三十日、結納金百三十円を渡すべく約したけれども、その調達に困った結果、かねて家財商品などをＴＫ動産火災に入れてゐることを想ひ起し、自宅に放火して保険金一千円を騙取する目的で 同月二十九日午前
三時ごろ、自宅奥六畳の間に石油を注いで放
火したが、猛烈な火勢に恐れ自ら座布団で火を消し止めたものである」旨の公訴事実の陳述につぎ、
被告重太郎は、裁判長の審問に対し、 「諸所に七百円ほどの借金があって、結納金に困っ
てはをりましたが、火を放けた覚えはありま
せん。火事のあった前日、西□□町□丁目Ｍ
Ｍ杉松方で一斗入りの石油缶を買ったのは事実ですが、 れも焚付けやら、自転車の錆落しに使ふために買っ も に相違ありません。警察で放火したやうに申し のは、刑事に殴られた結果、公判で明 を立てゝ貰はうと考へて心にもないこと 申 たに過ぎず 火を放けたのは、かねて知 てゐる遠藤忠雄
（十四）
―
仮名
―です。それは、かつて私のところ
のローラー・スケート 盗んだこと あり、交番 調べられて以来、私を怨ん をりましたが、当夜遂に放火したものです」 、と罪 忠雄少年 塗りつけて、犯行 全然否認し 。
午後二時小憩後、証拠調べに入り、問題の石油缶や、火を叩き消した座蒲団などが持ち
出され、証人として出廷した元の内縁の妻ＫＭこと
（四十二）
やＳＧすゑと媒酌に入ったＦＭ
芳松、林田署の宮地三次郎巡査など 八人 証人調べがあ 立会検事および被告並に島
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田弁護士の意見の陳述があって休憩 た。
ついで、加藤裁判長は、説事後、左の問書を発し、陪審員の評議に入った、時に九時、
問書
被告は神戸市□□町□丁目□□□番屋敷平屋建二戸一棟を焼く目的で石油に点火し
たが自分の意思で消止めたか否か。
２「大阪朝日
阪神版
」昭和五年二月二五日
結納金に窮して放火した青年の公
否認したが懲役三年を求刑さる
本年初の陪審裁判
神戸地方裁判所における本年度はじめての陪審である 神戸市□□町□丁目ＭＫ重太郎
（三
十三）
にかゝる放火未遂事件の公判は、二十四日午前九時から、刑事二部加藤裁判長係で開
かれた。被告は、奈良県北葛城郡□□町からＳＧすゑ
（二十四）
を娶るに際し、百三十円の結
納金に窮した結果、かねて契約あるＴＫ動産火災から一千円の保険金を騙取すべく、昨年十一月二十二日未明三時ごろ、奥三畳の間に石油を撒いて放火したが、猛烈な火勢に恐れて自ら消止めたといふ筋道を全然否認し、元内縁の妻であったＫＭこと
（四十二）
ほか七人に
対する証人調べ、検事、弁護士の意見陳述につぎ、裁判長は説事後、 「被告は自宅に火をかけたが、 己の意思で消止めたかどうか」との問を発し、陪審員はこれに対し「然り」との答申をなし、立会眞野検事は、懲役三年を求刑、島田弁護士の酌情論があって、午後十時閉廷。判決は、来る二十五日
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３「神戸新聞」昭和五年二月二五日
「警察で殴られて嘘を自白したのです」
女学生たちも傍聴を賑はして
けふ放火犯の陪審
神戸地方裁判所における六回目の陪審で、今年 初陪審裁判は、結納金に窮して保険金
目当てに放火（未遂）したといふ、神戸市□□町□丁目□□酒醤油小売商ＭＫ重太郎
（三三）
を法廷に上して、廿四日、加藤裁判長 眞野検事、島田官選弁護人、時水伊平治氏以下十四名（二名は補充）の陪審員列席、県立第一高女二年生や婦人の一団など賑やかな傍聴人が詰蒐けるうちに開廷された。
被告の公訴事実によると、 「重太郎は肩書地の平屋建借家で酒醤油の小売を営んでゐたが、
昨年八月内縁の妻ＫＭこと
（四三）
と別れ、同十一月中ごろ、ＦＭ芳松の媒酌で奈良県下□□
町からＳＧすゑ
（二三）
を妻に貰ふことゝなり、結納金百卅円を渡す約束をしたが、借金が七
百円余りあって、結納金の工面が出来ぬので、かねて加入してゐる自宅の動産火災保険の保険金一千円に目をつけ、十一月廿八日、西
□□ＭＭ油店から石油一斗缶入を買ひ、同夜
午前三時ごろ、自宅奥六畳の間 隅 石油を打撒け 放火したが燃え上がる火勢に怖くなり、座蒲団で消止めたといふにある」が、性来吃 被告は セキ込むと盛に吃りながら犯行を全く否認し、決して私が放火したもので ありませぬ、誰れかゞ裏口から忍入り台所にあった石油を流して放火したもので、私が消止めました。その泥棒は、隣家のＫＤ方の
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息子利夫
（一五）＝仮名
の所為らしく、予て私方のスケートを盗んだので咎めたことから、私を
大へん恨んでをりました。なほ、石油は自転車の錆び 落 り、焚付 用ひたりするために買ったものです」と弁解し、 「これまで一部 白したのは、警察で宮地といふ人から数回殴られたので、余儀なく自白したのです。裁判長だけは公平ですから 裁判を待ってゐたのです」といひ、
ついで証拠調しらべに入り、午後は八名
の証人しらべに入る。 （以下朝刊）
陪審員
△川辺郡園田村富田時水伊平治
（四九）
△神戸市相生町四丁目松本熊治郎
（五一）
△東
須磨須磨川町角野實雄
（三四）
△武庫郡良元村伊了志庄治留吉
（四五）
△神戸市宮本通三丁目富
士川甚吉
（四八）
△同小河通三丁目佐藤正虎
（四一）
△川辺郡稲野村昆陽梶本久吉
（四八）
△神戸
市兵庫相生町四丁目山田力松
（五七）
△同御幸通八丁目北野團次郎
（五二）
△同市笠松通七丁目
佐伯官吉
（六一）
△明石郡魚住村西岡原田誠二
（三三）
△多紀郡味間村味間岡本葛藏
（三二）
補充員△明石郡押部谷村成清市之助
（四五）
△同郡林崎村藤井政治
４「神戸新聞」昭和五年二月二五日
私には罪があって、殴った刑事は無罪か
放火未遂事件の陪審公判で
被告答申をなげく
夕刊つゞき＝ＭＫ重太郎の放火未遂事件陪審公判は、二十三日午後続行、証人で被告の
元内妻ＫＭこと
（四三）
はじめ、被告が放火の真犯人だといふＫＤ利夫の母みつ子
（三〇）
、検
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挙した林田署の宮地刑事ほか五名が、順次訊問を受け、肝腎のみつ子は「火事の晩息子は家に寝てゐた」といひ、刑事も、立派に被告の犯行で、殴って自白させたことはないとキッパリ証言し、被告は「チヽ違ひます」と吃りながら、躍起になって弁解した。午後四時、事実並に証拠 らべを終り、
眞野検事は有罪意見、島田弁護人は無罪意見を各陳述し、裁判長の説示があり、左の問
書が陪審員に発せられ 。
問書
被告人は□□町□丁目□□の平家建 焼く目的で石油に火をつけたが自己の意思で消止め焼くに至らなかったものなりや。
かくて、陪審員は、評議室に退き陪審長をえらんで凝議したが、評議一時間、陪審長山
田力松氏から答申 を提出、仁科書記は「然り これを朗読した、即ち陪審員は有罪の答申である、被告はチラと顔色をかへた。
裁判所はこの答申を採択し、改めて検事の論告があり、懲役三年を求刑、弁護士は酌情
論をのべ、閉廷せんとするや、被告は「私を
殴った刑事に罪がなく、私が懲役とは……」
と執拗に恨み言をのべた。
かくて、午後十時閉廷、来る廿八日午前十時判決言渡し。
５「大阪毎日」昭和五年二月二五日
保険金欲しさの放火公判
三年を求刑
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結納金に窮し保険金詐欺の目的で自宅に した、神戸市□□町□丁目□□、ＭＫ茂太
郎
（三三）
にかゝる放火未遂被告事件の陪審公判は、廿四日午前十時から、神戸地方裁判所加
藤裁判長係、眞野検事立会、島田弁護人列席のもとに開廷。陪審員は 凝議の結果、有罪尾答申をした。裁判長はこれを採択し、立会検事は懲役三年を求刑、午後十時閉廷したが 判決 廿八日。６「神戸又新」昭和五年二月二五日
自分の放火ではない、恨みをもつ不良の仕業だ
あくまで犯行を否認し続ける
結納金が欲しいための放火事件の被告
けふ陪審公判ひらかる
結納金ほしさに金一千円の保険金を詐取せんと自宅 放火した、神戸市兵庫□□町□丁
目□□酒醤油小売商ＭＫ重太郎
（三三）
にかゝる放火未遂事件陪審公判は、二十四日午前十時
から、神戸地方裁判所刑事第二部加藤裁判長係、眞野検事ほか、正補十四名の陪審員、島田官選弁護人列席の下に開廷。傍聴席には、県立第一高女生約 百名、その他父兄会員多数が耳をすましてをる。
「昨年八月中頃、被告三木重太郎は、内縁 妻と別れ独身生活をしてゐるうち、十月末
になって、知人のＦＭ芳松の媒酌で、奈良県北葛城郡□□町ＳＧスエ
（二三）
を妻に迎へるこ
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とに話がまとまったが、その結納金百三十円
を同月三十日までに手渡すことになったとこ
ろ、同人にはそれまで八方に借銭があって、その調達の見込みがたゝなかったので、ＴＫ動産火災保険会社にかけてゐた金一千円の動産保険金を詐取して、これにあてようと企み、十一月二十八日、神戸市西□□町□丁目油商
ＭＭ杉松方で石油一斗を買ひもとめ、二十九
日午前三時ごろ、自宅奥六畳の間へ放火した 、火勢が強かったために急にオヂ気づいて座蒲団で消しとめた」 、といふ犯罪事実の訊問に対して、
被告は借金のあったこと及び縁談のあったこ
とはみとめたが、放火した覚えはないと犯
罪事実を否認し、石油は自転車のサビをとるため 買ったも で 出火の原因については自分に怨み もつ近所の不良少年某 放火したものであると申し立 た、午後一時休憩のうへ、ひきつゞき八名の証人調べに入る筈である。７「大阪朝日
神戸版
」昭和五年二月二六日
放火未遂の陪審公判
懲役三年の求刑
昨報＝二十四日朝九時から、神戸地方裁判所
で開かれた、神戸市□□町□丁目酒醤油小
売商ＭＫ重太郎
（三十三）
にかゝる放火未遂の陪審公判は、同夜八時、事実と証拠調べを終り、
検事および弁護士の意見陳述後、裁判長は陪審
員に対し事実や証拠について説示をなした
うへ、左の問書を発した。主問
被告は□□町□丁目□□□番屋敷所在の平家建二戸一棟を焼く目的で石油に点火し
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たけれども被告の意思で消止めて焼くにいたらなかったものか。右に対し、陪審員は、評議のゝち「然り」との答申をなし、立会眞野検事はこれに本づ
いて懲役三年の刑を求め、島田弁護士の酌情論があって、同夜十過ぎ閉廷した、判決は来る二十八日。８「大阪朝日」昭和五 三月一日
放火した男の判決
懲役二年六月
妻として奈良県北葛城郡□□町からＳＧすゑ
（二十四）
を迎へることとなったが、百三十円
の結納金に窮し、東京動産火災から千 百円の保険金を騙取すべく、昨年十一月二十九日午前三時ごろ、自宅に放火した、神戸市□□町□丁目ＭＫ重太郎
（三十三）
にかゝる被告事件
は、さきの陪審で「放火は被告の所為だ と確定したが、二十八日、かゝり加藤裁判長から懲役二年六月（未決拘留五十日通算）に処すべく判決の言渡しがあった。⑦殺人未遂被告事件昭和五年一一月一一日判決１「神戸又新」昭和五年一一月六日
久しぶりの陪審裁判
けふ開廷の淡路の殺人未遂
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最近殆ど行はれなかった陪審裁判が、明六日午前十時から、神戸地方裁判所刑事一部友
眞裁判長係、熊谷弁護人列席の上、開廷されることとなった、――三原郡□□村□□内□□□農ＹＹ孝義
（二二）
にかかる殺人未遂事件がそれで、同人は居村のＫＭ喜一妻こゆきと醜
関係をむすび、喜一が邪魔になるところから、本年三月一日夜、喜一の熟睡中首をしめて殺害しようとして果さなかったといふのが、公訴事実であるが、目下裁判所では陪審員の呼び出しその他準備に多忙を極めてゐ 。２「大阪朝日
神戸版
」昭和五年一一月七日
殺されかけて漸く知った妻の不貞
今年度初の陪審で
裁かるゝ殺人未遂の姦夫
神戸地方裁判所における本年度はじめての陪審事件である、淡路三原郡□□村字□□内
農ＹＹ孝義
（二十二）
にかゝる殺人未遂被告事件の公判は、六日午前十時半から、刑事一部友
眞裁判長のかゝり、遠藤検事立会、熊谷弁護士並に△神戸市北逆瀬川町羽田種二△武庫郡御影町字瀬中殿村善四郎△姫路市天神町長谷川信次△加古郡加古川町字寺家町黑田源藏△尼崎市東御園町早助政次郎△川辺郡小田村杭瀬字高田西元勝三郎△神戸市荒田町二丁目仲伊三郎△武庫郡住吉村字中島淮田新一△明石市字中町荒木精重 姫路 龍野町一丁目鈴木蔵治△明石 字西魚 小川常 神戸市下山手通三丁目西村重吉および加東郡社町肥田耕次△多紀郡篠山町東新 萩原林三 以上十四名の陪審正補充員列席のうへ開 れ 。
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定刻、立会遠藤検事は、 「被告孝義は、同村貝釦職ＫＭ喜一
（二十七）
の妻こゆき
（二十二）
と
醜関係を結ぶうち、夫喜一をなきものにせんと、去る三月一日午前一時ごろ、喜一の熟睡中を襲ひその頸を絞めて殺害せんとしたが目的を果さなかった」との公訴事実を陳述してのち、審理に入ったが、
被告孝義は、 「私は七人兄弟のうち三番目で、家には田地が三町ばかりあって、村では相
当な暮しをしてをります。こゆきとは幼友達で、喜一方へ嫁入りしてからも出入りし、昨年月二十五日ごろ、喜一が用達しに出た留守中に関係しました。今度の事件は、かつてこゆきが「喜一さへゐなかったら一緒 なれるのに、それとも二人で家を出て一緒に暮さう」などといったことがあるので、 晩もこゆきと相談するために、喜一方 腰窓 忍びこんで電灯を消したうへ、喜一の首 絞めやうとす と喜一が起き上て来たので、持って行った棒で殴りつけやうとしましたが、大きな声を出されたので逃げ 」と答へ、
裁判長から「殺す心算で忍び込んだのか」と訊されて、 「殺す考へはありませんでした」
と殺意を否認し、証拠調べに入って 裁判長は 血痕のつい 蒲団やら棒、枕、着物などの証拠品を突きつけて審問を重ねた。
ついで、証人として出廷したこゆきは、 「喜一の兄の金一と関係して妊娠後、喜一に嫁ぎ
ました。孝義さんとは、昨年八月ごろから関
係しましたが、私から一緒に連れて逃げてく
れとか、喜一を亡いものにしてくれとかいっ 覚えはありません」と答へ 更に当夜の模様について述べたのち、裁判長から「他に情
夫が三、四人もあったといふが、全く無茶苦
茶なものだなア……それで 人の女房か」 極めつけられ
被害者の喜一は、 「他に情夫があらうとは知りませず 夫婦仲も良かったのですが」とて、
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満廷の傍聴者を笑はせ、更に
｢首を閉めたり、殴ったりしたのが孝義とは知りませんでした、
絞められた時は到底助からぬものだと思ってをりました」と答へて、午後零時半休憩、一時半再開。
被告の友人の父であるＨＫ要三郎の審問につぎ、高部綱治警部は、被告を検挙した当時
の模様につき、最後に医師島俊一に対する審問を終 、立会遠藤検事、熊谷弁護士の意見の陳述あり、裁判長は、陪審員に対して事件の
内容を説示したのち、左の問書を発した。
陪審員「殺意あり」
検事の求刑懲役五年
主問
被告人は殺害の目的で喜市の咽喉を絞扼したが目的を果さず逃走したものか
補問
（主問然らずとする場合）被告は喜一を傷害したるに止まるや
この問に対し、陪審員は別室に退いて評議に
移った、かくて評議の結果、陪審長を通じ
て「しかり」すなはち殺人未遂なりとの検事の公訴を認めるとの答申をなし、裁判長はこれを至当として採用、
論告に入り、遠藤検事は懲役五年を求刑し、これに対し熊谷弁護士の減刑論あって、六
時閉廷した。判決は、来る十一日正午言渡 はず。３「神戸新聞」昭和五年一一月七日
枕元で殺された
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夫の苦悶を寝言と
淫乱な人妻を繞る殺人未遂の
陪審公判開かる
不倫の人妻をめぐって行はれた淡路三原郡□□村□□内□□組ＹＹ孝義
（二二）
にかゝる殺
人未遂事件の本年最初の陪審裁判が、六日午前十時半から、神戸地方裁判所陪審法廷で、刑事第一部友眞裁判長、遠藤検事係り 熊谷弁護士列席、十四名の正 補陪審員着席開廷。
被告ＹＹは、同村ＫＭ喜一の妻こゆき
（二一）
と関係し、女恋しさの一念からつひに夫喜一
を殺害せんと決意して、去る三月一日午前一時ごろ、同人方に忍び入り、四畳半の間に夫婦就寝中の喜一の咽喉を両手で絞め、且つ木枕で殴打して逃走したものである。
裁判長の訊問に対し、 「私は七人兄弟のうち三人目で、家には田地三町ばかりあり暮しは
楽です」と家庭状況を述べ、こゆきとの関係については、 「幼いころからの遊び友達で 喜市方へ嫁入ってからもよく遊びに出かけた。昨年八月二十四 五日頃、喜一の不在中はじめて情交を結び、その後 引つゞき関係した」と申述べ、次い 三月一日深夜の兇行 ときは、 「こゆきが 度々喜一さんさへなかっ ら、二人が一緒になれるのに――と云ってゐたので、あの晩もその相談をするために、腰窓 ら忍び入り、夫婦が寝てゐたので、電灯を消し、まづ首を絞めると喜一が起き上ったので、更に持って行った棒で殴りつけようとすると、大声で叫んだの 逃げ出した」 、「首を絞め は殺すつもりだったにか」と訊かれ 「いえ、違ひます」と否認し、「では、何の目的でやったもか」と突っ込まれて答へない、
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「それから自殺を図ったのは？」 、 「喜一が死んでゐるものと思ひ、皆に済まぬと考へたからです」 。「被告はこゆきが好きだったのか」 、 「ハイ……ですが、今ではあきらめてゐます」と述べ、
血痕の附着の下蒲団や木枕、棒など証拠品を示して、本人の訊問を終り、ついで、本件
の主要人物こゆき
（二一）
が派手な銘仙の着物に束髪姿で証人として出廷、
「そ 方は、昭和三年八月ごろ、喜市の姉婿と関係して妊娠し、そのまゝ喜一と結婚したといふがどうか」 、 ハイ」と認め、「喜一は承知してゐたか、子供は生れて間もなく死んだといふことだ 、違ひないか」 、 「ハイ、去年の四月男の子が生れてぢき死にました」 、「ＹＹのほかにも、三、四人の男と関係があったか といち
く
相手の姓名を読みあげて
訊く、 「ハイ……」とこれも認め、「人妻の身として、婦道に背くこと沙汰の限りで
はないか」と叱る、 「喜一さんがゐなかっ
たら……とＹ に話したことはある 「そんなことはありませ 」 、「喜一さんをないものにしよう……と相談したことは？」 「ありませ 」 、｢二月二十八日夜、ＹＹが来るといふ相談をしたか、 「ありません」 、「兇行当時の模様はどうであたか」と問 れ 「喜一さん ウン
く
云ってゐるのをきき
ましたが、寝言を云ってゐるのだと思ひました、眼を開けると電灯 消えてゐるので、何がどうなってゐるのかわかりませんでした、灯 つい から じめて知 ので、首を絞られてゐる事も、殴られてゐる事も相手が誰であったか すべてそのときは知りませんでした」と答へ、
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被害者の証言つゞいて被害者喜一（二七）が出廷、
「こゆきが義兄の胤を宿してゐるのを承知してゐたか」 、 「ハイ 知っての上 です」「ほかの男と関係のあったのは？」 、 「知りません」「夫婦仲は？」 、 「良う御座いました」「首を絞められた当時のことを詳しく話 てみよ 云はれ 「苦しいので眼を けますと誰か二度ばかりザラ
く
したもので首を絞ました、もうあかんと思って大声で叫ぶと賊
は逃げ出したので二、三町追っかけて行きましたが、姿を見失っ かへって来ました、電灯が消えてゐたので、何もわかりませんでしたが、カンテラを灯してから顔や首 ら殴られて血が流れてゐる をはじめて知りました、明るくなってから警察 訴へて出 のです相手は誰だか無論知りませんでした 述べ、正午休憩 午後引つゞき証人調べを続行した。４「神戸新聞」昭和五年一一月七日
冗談や脅かしに、首をしめるものか
陪審法廷の淡路殺人未遂犯人
懲役五年求刑さる
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（夕刊所報）神戸地方裁判所陪審法廷に於る友眞裁判長、遠藤検事係、兵庫県淡路三原
郡□□村□□内□□組農ＹＹ孝義
（二二）
に係る殺人未遂事件陪審公判は、六日午後二時から
続行。
証人として出廷した同村の被告人友人ＨＫ要三郎は、被告の素行につき有利な証言をな
し、高部綱治巡査は、逮捕当時の模様を述べ、医師島俊一は、被害者ＫＭ喜一の傷を診察した状況について、 「首には別に傷は認めなかった」と答へ、証人調を終り、
次いで、遠藤検事は、起訴事実につき、 「被告は殺意を否認してゐるが、仮にも人の首を
絞めるなどゝ云ふ事は、冗談や脅かしにやるべきものではない、本件 殺害の目的であったと解釈するのが常識に合致した観察であらう」と説明し
次いで、熊谷弁護人は、 「準備手続以後、当法廷でも述べてゐる被告の陳述が真実で、殺
意は全くなかったも である」と強調した。
斯くて、裁判長は、陪審員に対し説示の後、左の問書を示した。主
問
被告人は兵庫県三原郡□□村□□内□□組ＫＭ喜一の妻こゆきと醜聞関係あり恋慕の情深く遂に喜市を殺害せんと決意し昭和五年三月一日午前一時ごろ喜一方腰窓より忍び入り同家中の間四畳室に熟睡し居たる喜一の咽喉を両手を以 強く絞扼 たるも目的 果さず、逃走したるものなりや。
補
問
主問を然らずとする場合、被告人は右日時場所に
おいてＫＭ喜一を傷害したるに止まるや。
陪審員は、評議室に退き意見を纏めて入廷し、陪審員長淮出新一氏から主問に対し「然
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り」 、即ち殺害の目的であったと 答申をなし、
遠藤検事は、論告の後、懲役五年を求刑、熊谷弁護士の減刑論あって後、判決 来る一
一日と決定して、五時閉廷した。５「神戸又新」昭和五年一一月七日
殺意を否認する、殺人未遂の姦夫
夫さへなくばの姦婦のことば
陪審裁判ひらかる
同じ村に住む貝ボタン職ＫＭ喜一
（二七）
の妻こゆき
（二二）
と醜関係をむすぶうち、喜一が
邪魔になるところから、去る三月一日午前一時ごろ、喜一の熟睡中を襲ひ首をしめてしようとしたが目的を達しなかった、三原郡□□村□□内□□□農ＹＹ孝義
（二二）
にかゝる
殺人未遂被告事件の陪審裁判は、六日午前十時半より 神戸地方裁判所において、刑事第一部友眞裁判長かゝり、遠藤検事立会、熊谷弁護人列席、羽田種二氏ほか十一名の正陪審員および二名の補充陪審員等着席の上開廷。傍聴席には、多数の傍聴人がぎっしりつまってゐた。
被告孝義は、木綿茶竪縞の袷を着して、きょとんとした瞳をしばたゝき、被告席に立っ
た。先づ、型のとほり身許調べがあって、遠藤検事より公訴事実の申立があって、事実調べに入った。
「私は七人兄弟のうちの三番目で、家には田地が三町ばかりもあって、暮し 裕福であ
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った。こゆきとは幼いころからの友達で、二、三年前喜一の元へ嫁入りしてからもよく出入りしてゐた。関係したのは、昨年八月廿四、五日ごろ鶏を喜一のうちで一緒に食った時で、丁度喜一が用達に出かけて留守の間であった」と、彼は先づこゆきと関係するまでのいきさつを物語り、本年三月一日の兇行については 「こゆきが、たびたび（喜一さんさへゐなかったら、二人一緒になれるのに……一緒に家出しよう）と申しますので、その夜も相談すべく同家へ腰窓からしのび入った。夫婦が帰ってゐ ので電灯を消して、先づ首をしめようとすると、喜一がおき上ったので、さらにたづさへて行った棒で殴りつけよ としたが、大声で叫ばれて逃げ出した」 述べ
裁判長から、問「喜一さんさへゐなかったら……といふこゆきの言葉から殺すつもりで
喜一方へ忍入り首をしめたのではないか」と追及され、 「殺す もり はなかった」と殺意を否認し、さらに 問「首をしめると死ぬるといふことが判らぬ か、殺すつもりでなかったのなら何の目的か」と畳みかけられるや、被告は黙して語らな った。続いて、犯行後しばしば自殺を企てたといふ点につい 、 「喜一さんや、そ 家族の人に まぬと思て…」とうなだれた。
斯くて、血のついた喜一方のふとん、着物をはじめ枕、棒など証拠品を突きつけての証
拠調べがあり、検事、弁護人か 二 三の質問があった。
供述を翻した姦婦 被告をかばふ
外に情夫を三人も、もってゐた乱倫の女
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続いて、証人調べに入り、まづ喜一の妻こゆ
きは、たづねられるまゝに夫喜一の兄の金
一さんと関係し妊娠の身で喜一に嫁ぎました。孝義さんとは、昨年八月ごろから関係し居たことは間違ひありません。初めは好きで が、今では全く嫌ひになりました、私から、孝義 に連れて逃げてくれとか喜一を
亡きものにしようなど頼んだことはありませ
ん。三月一日の夜忍び込んだ者は、孝義さんだとは知りませんが、喜一が首をしめられり、木枕で殴られたりしたことは知って居ます」と、予審廷での――しのび込んだ者は、初めから喜一であると知ってゐた――との供述をひるがへ て、孝義をかばった。
続いて、裁判長から、 「お前には孝義のほかにまだ三人情夫があったといふではないか」
と突き込まれ 答弁に困ったが、するどく追及されてやっ 一切を自白 、裁判長から、 「お前は全くムチャクチャだネ…それでも人の女房か…」とこきおろされて、真赤に顔 ほてらせた。
ついで、証人ＫＭ喜一は、 「こゆきが他に情夫があらうとは知らず、夫婦仲は大へんよか
った。三月一日午前一時ごろ、私の首をしめたり殴っ ものがあったが、孝義さんか誰かわからなかった。首をしめられた時は、苦しくて迚も助からぬと思った。顔の負傷 、その男が逃げてしまって初めて気がついた」と述べ、孝義の犯行を裏書きする証言をした。
時に午後零時半、昼食のため一先づ休憩となり、午後二時より再開。引つゞき被告人の
友人の父ＨＫ要三郎、市村署員高部綱治、医師島俊一 の証人調べが って、裁判長の説示、陪審員 合議、答申等に入るはず。６「神戸又新」昭和五年一一月七日
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陪審員一同が殺人未遂を認む
被告人の情状は許しがたいと懲役五年を求刑
（夕刊つゞき）淡路三原郡□□村池の内農ＹＹ孝義
（二二）
にかかる殺人未遂事件の陪審裁
判は、六日午後二時より、神戸地方裁判所友眞裁判長かかり、遠藤検事立会、熊谷弁護人、各陪審員列席の上再開、午前に引つづき、証人調べに入る。
先づ、被告人孝義を取調べた市村警察署々長高部綱治氏は、被告人を検挙するまでの捜
査状況を、被害者喜一の傷を診察した医師島俊一氏は、頸部 傷がなかったこと等を、被告の友人の父ＨＫ要三郎は、被告の素行その他について何れも証言した。
ついで、犯罪事実についての弁論に入り、遠藤検事、捜査当時の状況 記録に現れた証
拠等を指摘し、殺人未遂罪として 証拠は充分であると主張し、熊谷弁護人は、検事の所論を駁して、殺意ありと認めるは不当であると弁論した。
かくて、友眞裁判長は、検事主張の被告に不利益な点と、弁護人主張 被告に利益な点
とを列挙して陪審員に説示をなし、次のとほりの問書を発 、三明書記をして朗読せ め、各正陪審員は、評議室に退き問書に対し評議に入った。主問
被告人はＫＭ喜一の妻こゆきと醜関係あり恋慕の情深く終に喜一を殺害せんと決意
し、本年三月一日午前二時頃喜一方腰窓より忍
入り、同家中の間四畳室に熟睡し居たる
喜一の咽喉を両手を以 強く絞扼したるも目的を果さず逃走したるものなりや
補問
（主問を然らずとする場合）被
告は右日時場所に於てＫＭ喜一を傷害したるに止ま
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るや。協議室に入った陪審員は、直ちに陪審長とし
て淮田新一氏を互選し、協議の結果主問に
対し（しかり）と答申した、即ち、その答申の各陪審員が、検事の公訴事実の殺人未遂を認めたものであるが、友眞裁判長は こ 正当なるものとみとめる旨を宣した。
続いて、遠藤検事は、他人の妻と姦通した上その夫を殺害しようとした被告人の情状は
断じて許しがたい、と峻烈な論告を加へ、懲役五年を求刑し、熊谷弁護人は減刑論 述べて、午後五時閉廷した。判決言ひ渡 は 来る十一日正午。７「大阪朝日
神戸版
」昭和五年一一月一二日
扼殺を図った男
懲役三年判決
淡路三原郡□□村字□□内農ＹＹ孝義
（二十二）
が、同村ＫＭ喜一
（二十七）
の妻こゆき
（二十二）
と私通した上、去る三月一日深更一時ごろ、喜一方に忍び入り、熟睡中の喜 首をしめて扼殺せんとした殺人未遂被告事件は、さきに神戸地方裁判所で開かれた陪審裁判で、被告孝義は極力殺意を否認したが、陪審員から「殺意あり」と断定された事件に対し、係友眞裁判長は、十一日懲役三年（未決拘留百二
十日通算）に処すとの判決を言渡された。
８「神戸新聞」昭和五年一一月一二日
殺人未遂に三年の懲役
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姦通しての夫殺し
本年最初の陪審裁判を請求した淡路三原郡□□村□□内ＹＹ孝義
（二二）
が、かねて幼馴染
の隣村ＫＭ喜一妻こゆき
（二一）
と姦通し、不倫の恋に陶酔せんため、夫喜一を絞殺せんとし
て果さなかった殺人未遂事件は、神戸地方裁判所友眞裁判長係り審理中であったが、十一日、懲役三年未決拘留日数百二十日通算の判決言渡しがあった。９「神戸又新」昭和五年一一月一二日
本夫殺しに三年
けふ言渡
居村ＫＭ喜一の妻こゆきと醜関係を結び、喜一が邪魔になるところから首を絞めて殺害
せんとしたが果さなかった、淡路三原郡□□村□□内農ＹＹ孝義
（二二）
にかゝる殺人未遂事
件は、去る六日神戸地方裁判所の陪審公判で、陪審員は殺人未遂の犯行を認め、検事は懲役五年を求刑したが、十一日、かゝり友眞裁 長は、被告を懲役三年に処し未決拘留日数百二十日を本刑に算入する旨判決をいひわたした。⑧放火詐欺被告事件昭和六年五月一九日 決１「大阪朝日
神戸版
」昭和六年五月一〇日
但馬言葉丸出しで放火を否認す
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傍聴者で法廷は満員
本年度最初の陪審公判
神戸における本年度はじめての陪審裁判――美方郡□□村入江□□□草持農Ｔ為次郎
（四
十八）
にかかる放火および詐欺未遂被告事件の公判は、九日、神戸地方裁判所の陪審法廷で、
刑事一部友眞裁判長のかかり、小泉、高橋両判事陪席、眞野検事立会、前田、深谷両弁護士列席のうへ開かれたが、一般傍聴席は二百にあまる聴衆で立錐の余地もあまさず埋尽くされてゐた。選定された陪審員は、左の通り、神戸市夢野町三丁目会社員吉井小平、笠松通九丁目会社員酒井淺一、浜山通五丁目会社員土井小六、西代通 鉄道学校教師笠原倉太郎、磯馴町六丁目無職岩佐藤吉、美濃郡久留美村農岩崎太一郎、姫路市坊主町会社 塚谷清藏、同市西紺屋町洋服裁縫池田三省、飾磨郡花田 商業東郷謙次 加古郡二見町生魚
商岩崎長太郎、養父郡八鹿町菓子販売業石川
又助、朝来郡生野町物品販売業西賀卯之助△補充員西宮市西宮町売買媒介業 比野俊市明石市東本町貸座敷 黑﨑福藏
かくて、午前十時二十分、立会眞野検事は、 「被告は、数年前から数次病気に罹り、その
治療に多額の金を費消したのみでなく 病弱で家政を励むことも出来ず 借財も嵩み生計にも困る いたり、ＯＳ海上火災と契約ある千五百円の保険金を詐取すべく 昨年七月二十日午後二時ごろ、炭焼場から叺に入れて持って帰る古粉炭の中に、炭焼竈から引き出したまゝで発火の危険ある粉炭を混入し、火を発し 火災となるやうな装置を整へて放火し、自宅と土蔵の一部および木屋一棟 焼いて 保険金を騙取せんとし が詐取の目的を遂げ
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なかった」旨の公訴事実を陳述して審理に入る。
被告席に起った爲次郎は、 「財産といふほどのものはなく、火災保険に入ったのは、養蚕
どきの火が怖いためです。七、八年前肺炎にかゝり、豊岡の病院へ入ったりして四百円ほど、一昨年睾丸炎を病って百円ほど費った、ほかには昨年旧の三月十日娘のけいにＮＭ岩治といふ婿をとり、その後家 造作などに三百円ほど入 ましたが、私は煙草も酒も飲みませんので貯金もあり、貯へてゐた米もあったので、そのとき他から借りた金は二十円ぐらいです」と答へたのち 従来数ヶ所で借りた約二 の金や頼母子のことなどにつき応答があって、犯罪事実 審問に移った。
「炭小屋へ出かけたのは朝飯後です。叺を持って行ったのは、古い粉炭を入れるためで
すが、その中へ火の気のある炭を入れた覚え
はありません。たとへ家内が左様に申してを
りましても私は存じません。それは、村岡の警察 エリャイ人から「豊岡へ行けば、まだく
酷い目にあふけれども、火の気のある炭も混ぜて入れたといへば、一月ぐらゐで帰し
て貰へる」からと聞かされ、なほ家内や八十にもなる父まで痛めつけられるので、心 もニヤイ（無い）ことをいひました 但馬言葉で犯意 否認し、正午審理を終り、
ついで、証人として出廷した妻のきよ
（四十三）
は、 「その日は、炭竈から炭を出したやうな
ことはありません。叺に詰めた は、古い粉炭ばかりです」と予審で 供述を翻し、午後零時四十分休憩、二時再開、
眞野検事は、 「きよの供述に疑ひがあるので検事廷で調べたところ、今日の陳述は嘘だと
のことであるから、今一応お調べ下さい」と再審を求め、きよ 裁判長 審問に対し、 「準備公判で夫の爲次郎が火は「ホテ」から出たものだと供述を翻してゐるとのことは、兄の
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ＦＩ吉藏から聞いて知ってをりました……しかし、その日炭を竈から出したことは絶対ありません」と答へ、
ついで、キヨの姉であるＳＮます
（五十七）
は、当夜の模様につき、隣家のＳＴすゑ
（四十四）
は、爲次郎一家の生活や火災の模様などについて答へ、ＯＳ海上保険美方代理店の事務員ＮＭ政吏
（三十二）
は、 「保険証券は金を受取る手続をするため預って帰りましたが、警察でま
だ取調中だとのことだったので、保険金はまだ渡してをりません」と答へ、
鎮火の現場へ駆けつけた村岡署の巡査本田龍雄
（三十二）
は、 「報告書は西村部長のいふまゝ
にこれを受持の関係から司法主任を信じて私の手 書きま た」と述べ、当時の村岡署長であった警部岩崎貞次郎氏は、 「拷問をした覚えはありません」と証言し 元村岡署の司法主任であった巡査部長西村豐藏氏
（三十九）
は、 「爲次郎は署長の調べに対し、はじめて自白し
たもの 、拷問したことはあるません、なほ聴取書は がこしらへ 豊岡へ行っても同じやうなことをいへないなどゝいったことはありません」と供述 、
証拠調べををはって小憩後、午後四時半続行、証拠書類および証拠物の取調べに次ぎ、
検事は有罪の、これに対し弁護士は無罪の各
意見を陳述、裁判長は裁判員に対し事件の内
容と両者の争点論拠につき説示した上、左 問書を発した。一、主問
被告は金銭に窮した結果保険金を得るため昨年七月二十日発火の恐れある粉炭
を他の古粉炭とともに叺に入れ同夜八時ごろ右の叺を自宅の二階に積んであった藁束に立かけて翌二十一日午前二時半ごろ右の火装置から出火させてその家屋を焼いたものか。
一、補問
または自宅の母屋土蔵便所との間に置忘れた蚊燻用の「ホテ」の不始末から火
を失して家 焼いたものか。
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右に対し、陪審員は評議の結果、岩崎陪審員長から、主問に対し「然り」との答申をな
し、裁判長は来る十二日午前九時から続行すべき旨を告げて、七時四十分閉廷した。２「神戸新聞」昭和六年五月一〇日
謎の放火事件愈よ法廷へ
警察で苛められ
つい嘘を自白したと被告
有罪か無罪か謎の放火事件で本年最初の 裁判にかけられた、兵庫県美方郡□□村入
江□□□草持Ｔ爲次郎
（四八）
の公判は、九日午前十時から、神戸地方裁判所陪審法廷で、友
眞裁判長係り、眞野検事干与、選定された十四名の陪審員、前田力弁護士列席開廷。
検事は、被告は数年前より屢々病気に罹り、その治療に多額の金を費消し かつ病気の
ため充分稼業の炭焼業に励むこと能はず、従って借財が嵩み苦慮の末、さきにＯＳ海上火災保険株式会社と同村ＫＭ國松所有の自己居住家屋と自分所有の建物 二棟に千五百円の保険契約あるを思ひ起し、之れを詐取して苦境から脱せんと考へ、昨年七月二十日夕方、炭焼場から持ち帰った、火気ある粉炭入の叺を自宅二階板敷上の藁束に立て掛け 翌二十一日午前二時半ごろ発火して、住宅一棟に土蔵 一部および木屋一棟を焼却させ、右保険会社ＭＫ代理店事務員ＮＭ政夫に保険金の交付を求めたものである」 公訴事実を述べついで、事実審理に入る。
「私が肺炎や睾丸炎を患って、二百円近くの金が入った上に、娘けいに婿を貰ふとき種
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々な費用に三百円ばかり費ひました。それで、借金も多少出来ましたが、炭焼きや米を売って貯めた金が 円 かりあったので、どうやらかうやら始末が出来ました」と 先づ家政状況を述べ、いよ
く
保険契約から、発火当時の訊問に移る、
裁判長
保険契約をしたといふが人家から離れた家にその必要があったのか。
被告
ヘーイ、何分火気を扱ひますので。
裁判長
七月二十日の午後二時ごろ、妻のきよと二人で粉炭を竈場へ取りに行ったと云ふ
がどうか。
被告
さうです、竈場には前日、火 切っておきましたので冷たくなってゐました。それ
で、前日から残ってゐる粉炭を叺二俵に入れて妻と一俵づつ持って帰りました。
裁判長
その時、粉炭を叺に入れながら借財の事を思ひ出し、放火して保険金を取れば楽
になると考へ、妻が米を洗ってゐる隙に、火気のある粉炭を入れたのではないか。
被告
そんな事は決してありません。
裁判長
千五百円の保険金が取れたら、千円を家主のＫＭに与へ、また新しい家を建てゝ
貰ひ五百円を自分が取るつもりであった、と警察や予審で述べ ゐるではないか。
被告
村岡の警察でイヂメられたからです。
裁判長
叺を持って帰る途中背中が暑かったと云ったのはどうか。
被告
それも警察で、暑かっただ うと云はれたので、さう云ったのです。
裁判長
その晩寝られなかったり、火事だと起こされて 足腰がブルブル震へたと云ふの
は、悪いことをしてゐたからではないか。
被告
不意に起されて、怖かったからです。
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裁判長
それからどうしたか。
被告
お爺さんを起しておいて、ＫＭさんから預ってゐる牛を出しました。火の手は、そ
の時便所の方から出てゐたやうに思ひます。
裁判長
保険にかゝってゐる事は、ＫＭに知らしてあったか。
被告
夫れが、知らしてなかったので、警察で疑はれ、こんな事になったのです。
裁判長
火はどこから出たと思ってゐるか。
被告
裏手に置いてあったブト燻べの「ホテ」から出たと思ってゐます。
と徹頭徹尾放火を否認した。
証人調に入るついで、証人として被告の妻Ｔきよが出廷、 「私は十六年前爲次郎と結婚しました。七月
二十日に夫と竈場へ行った事は間違ひありませんが、粉炭入の叺は持って帰った覚えは全然ありません」と被告 反対の陳述をしたので
、裁判長と検事は証人として昨夜から神戸
に来てゐるＦＩ吉藏に会って入智恵されたのではないかと再三訊問したが、あくまで「誰にも会ってゐ 頑張る。
この時、前田弁護士は、 「ウソを云ってはいかぬ、昨夜宿屋へ僕が訪ねて行って会ったぢ
ゃないか」と云ふと、裁判長は、 「裁判前に証人と会ふなどは職務上、甚だ不謹慎な行動ではないか」と叱責し 、休憩した。午後引つづき、証人調べがある
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３「神戸新聞」昭和六年五月一〇日
陪審員の答申は放火と決定す
裁判長これを採用
美方郡謎の出火事件
夕刊つゞき＝謎の放火事件たる兵庫美方郡□□村入江□□□草持Ｔ爲次郞
（四八）
の陪審裁
判は、九日、神戸地方裁判所陪審法廷で、友眞裁判長係り、眞野検事干与開廷 午前中告と証人Ｔきよ（被告の妻）の調べがあって休憩、午後二時五分再開したが、眞野検事は、きよの証言の中、前夜誰も会はなかったと云ふが、事実は前田弁護人や兄の 等と会見してゐるから、その点一応訊問されたい、と申請したので、裁判長は、再びきよに出廷を命じて真否を訊ねる。
同女は、 「実は二人に会って、夫が自白を翻したことを聞きました、公判廷で申し述べる
事について教へられたやうな事は決してあり
ません。嘘を申し上げて申訳御座いませんで
した。然し、山の竈部から古い粉炭を持って来たのは間違ひありませんが、火気のある新しい粉炭を叺に入れたことは全然ありませんでし 」と夫をかばひ、
ついで、発火当夜被告方に泊ってゐて火事を発見した妻の姉ＳＮます
（五七）
は、 「土間に
叺が二つ置いてあったのは見ましたが、山から持っ 来たもの どうか知りません」 、隣家のＳＴすゑは、 「夫婦の者が叺を持って山から帰るのを見ました。火事だ いふ声に出てみると、Ｔ方の西側の屋根から火の手た上 ゐた」 、
被告と保険契約したＯＳ海上火災会社代理店事務員ＮＭ政吏
（三二）
は、 「冬になると出稼
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ぎに行ったり、養蚕をする関係で保険に入り
たいといって来ました。余り危険な場所では
なかったので、一ヶ年千五百円の最低料金掛で契約しました。火事だときいたので駆けつけたとき、原因は「昨日山から持って帰った叺の粉炭だと思ふ、どうも済まんことをしたがよろしく頼む」と爲次郎が申しました。保
険金は、警察から調べが済むまで渡すなと云
はれてゐるのでまだ渡してゐません」 、
一番に現場を検分した村岡署本田龍雄巡査は、 「火事と聞いて、受持管内ですから直ぐ現
場に行き、爲次郎に原因をきくと「わからない」との事で、私は他に急用があったゝめ、一先づ帰署する途中、西村巡査部長にあったのでその事を報告して置きま た、犯罪報告書は西村部長から云はれ 通り 作 もので、自分が取調べ 結果 はあり せん」 、
当時の村岡署長岩崎貞次郎氏は、 「七月二十一日の午前二時半ごろ、官舎で寝てゐると火
事の報告があったので、直ちに所在地の巡査に現場 検分を命じ 置き、私は署員に訓示を済して、正午ごろ現場へ出かけま た。途中森区長宅へ立ち寄って、爲次郎の平素の行状をきくと、余り村の評判が良くないとの事
でした。山の現場へ行くと、消防員達 どう
も怪しい火 だと云ってゐました。帰署して、本人を所 室に入れて、人間は正直でないと世間は広く渡れぬ 種々真人間の話を説 て聞かすと、どうも悪いことを致しました老父の事を何分お願ひ申しますと一切を自白したのです。夫れが 夜半の十二時ごろで、すぐ西村部長に命じて聴取書を作成させたのであり す。拷問な 決して致 せん」 。
被告はこの時、 「署長さんはしませんが、西村部長やほかに巡査四、五人がゐて、ヒドイ
目にあひました」と訴へる。
最後に、西村巡査部長は、 の命令で聴取書を作りましたが、拷問や無理な調べは全
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然して居りません」 。
かくて、証人、証拠品の取調べを終って 眞野検事は、 「こ 事件は、公訴事実の通り
被告が保険金詐取の目的で放火したものである」と有罪の意見を述べたのち、裁判長 、陪審員に事件に対する詳細な説示を
与へ、左の如き問書を発した。
問
書
一、主問
被告人は金銭に窮した結果、保険金領得の目的で自宅に放火せん事を企て昭和
五年七月二十日昼頃居村□□□大野谷の炭焼場に於て叺中の古粉に発火の虞ある粉炭を混入して発火の装置を為し該叺を自宅に持ち帰り之れ 同日午後八時ごろ右自宅二階板敷上に積み在りたる藁束に立て掛け置き因って翌二十一日午前二 半ごろ右発火装置より火災を生せしめ其 家屋 焼燬したるものなりや。
一、補問
被告人は昭和五年七月二十日午後二時ごろ右自宅母屋土蔵並便所との間 火気
あるホテを置き忘れ其始末につき不注意あり 結果火を失し前示家屋を焼燬したるものなりやかくて、陪審員は退廷、評議室で評議の結果、加古郡二見町東二見生魚商岩崎長太郎
（五
〇）
氏を委員長として、主問に対し、然り即ち「被告は保険金詐取の目的で放火したもので
ある」との答申を提出し、裁判長はこれを採用すると述べて、次回は来る十二日開廷と決し、七時四十分閉廷。４「神戸又新」昭和六年五月 〇日
放火の覚えなし、犯意を否認する被告
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美方郡□□の保険金詐取未遂事件
本年度最初の陪審公判
藁束をたてかけて昨年七月廿一日早暁自然発火により、主屋および土蔵一部木屋を焼棄
し、ＯＳ海上火災保険会社から千五百円の保険金を詐取しようとした、県下美方郡□□村入江□□□草持農兼炭焼業Ｔ爲次郎
（四八）
にかゝる放火ならびに詐欺未遂被告事件は、神戸
地方裁判所における本年度最初の陪審事件として、九日午前九時過から、同裁判所で刑事一部友眞裁判長がゝり、眞野検事、前田（力） 、澁谷両弁護人、正陪審員十二名、補充陪審員二名（別項の通り）列席の上開廷された。
傍聴席には、早朝来押しかけ 約二百名ばかりの傍聴人がぎっしり納まって かたづを
呑んでゐた―被告Ｔは、粗末な木綿袷の上下を着し、長い間の未決の生活に面やつれした見るからに痛々しい姿で法廷 立った。先づ、陪審員の宣誓後、裁判長は、簡単に陪審員の心得をつげ、眞野検事は、詳細な公訴事実を陳述し、 理に入った。
被告ＴＯは、学校へ行かず全くの文盲で、名
前すら碌々書けぬ炭焼と小作とで細々と暮
してゐたが、常に病弱で肺炎や睾丸炎等をわづらひ、生活は全く窮迫、諸方面に借財の不義理が出来てゐた。で娘にＮＭ岩次といふ婿養子を迎へて、家政を立て直さうとしたが、岩次は間もなく逃げ出してしまった。
全体の事実についての裁判長の問に対して、 「放火した覚えはない、ホテといふものを近
所において忘れたから発火したのだ」と犯罪を否認し、細問に入った。
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虐められて嘘を申立てた
犯意否認も頗る曖昧
友眞裁判長から問はれるまゝに、
被告「二十日の日に妻と一緒に炭焼小屋に行って、叺に粉ずみをつめて持 て帰りました
が、その中に火気のある炭灰をスコップに二はいを交ぜて発火装置をした覚へはない。午後八時頃、二つの叺を妻と一緒で二階板敷の藁束 ある側にた かけておいたが、それから火が出ようとは思はぬ。だから、私は安心してその夜は一家揃って寝まし 」 。
裁判長「お前は予審では、叺に二はい火灰を入れたので持って帰る時背が暑かったといっ
てゐるがどうだ」 。
被「それは、村岡の警察でさういはぬと豊岡（裁判所）で虐められる、と部長さん らい
はれたから、申したのです」 。
裁「お前は、予審判事が虐めたりなどすると思ってゐるのか」 。被「私は、裁判所のことを知りませぬのでさう思ってゐた」 。裁「お前は、妻が米を洗ひに行ってゐる時、火灰を入れたといってゐるが、それでも嘘だ
といふのか…」 。
被「警察で妻子や八十歳からになる老父が虐められるので、耐へかねて嘘を申しました」 。検「それでは、 何で火事になったと思ふか」 。被「炭山から帰って、茄子に肥をかけるため
ホテを腰につけて仕事をし、そのホテを便所
と土蔵の間に忘れておいたゝめ、それから発火したと思ひます、ホテといふの 、自然
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に煙が出る装置をし、蚊やブトを追ふため腰につけて仕事をするのです」 。
裁「お前は、保険会社の事務員ＮＭ政吏が火事の翌日来た時、粉炭から出たといってゐる
がどう思ふか……」 。
被「その時はさうも思ったので話したのですが、考へてみると違ってゐることが後で判
たのです」
と、彼は曖昧ながら犯罪を否認し、ついで弁護人から二、三 質問があった。
弁護人しからる
公判前に証人に逢ふなど不謹慎でないか
斯くて、事実調べ全部が終り、証人調べに入り、先づ被告人妻Ｔきよ
（四三）
は、訊問され
るまゝに、 「私は十六年前、娘のけいをつれて爲次郎に嫁ぎました。七月二十日は、夫 共に炭竈に参りましたが、その日は炭は全然出さず、竈の火が消えてゐ つけて帰ったのです」と答へ 裁判長から、裁判長「お前の夫の爲次郎は いま当職にそ 日二俵の炭 出し といってゐるが、嘘を
いってはいかぬゾ」 。
証人「嘘はつきませぬ」 。裁「お前は、豊岡の予審では、爲次郎と同じやう 炭二俵を持って帰た と申し るが、
今日の証言は誰かに教唆さてたのではないか、証人が来神中、誰か 逢ったことはないか」 。
- 370 -
証「来神しては、裁判所前のかたな屋旅館 泊まってゐ すが、誰にも逢ひません、嘘
申しません」 、
と答へ、更に検事からも、爲次郎 供述と相違する 俵 点 ついて追及されたが、同様「神戸へ来ては誰にも逢 ず教へられたものでない」と頑張り通した。ところが、この時突然、前田弁護人 起立して「お前は嘘をいってはいかぬ、現に私 昨夕お前さんの宿を訪ねて逢ったでは無いか……」といふや、友神裁判長は「逢ったこ 、間違ひないか」とさらに前田弁護人に駄目を押 たが 同弁護人は、 しかに 旨を答へ ので 裁判長は「前田弁護人は、弁護人として公判前に証人に予め逢ふなどは 不謹慎ではないか……」 たしなめてキッとなった。前田弁護人は、そ について「釈明し い……」と述べたが許されず、裁判長は昼食の休憩を宣 た、時 午後零時四十分。午後二時すぎ再開、
ひきつづき、証人として被告の義姉ＳＮます、隣家のＳＴすゑ、保険会社員ＮＭ政吏、
警察官岩崎貞次郎、西村豐藏 本 龍雄らの訊問あるはず。５「神戸又新」昭和六年五月一〇日
美方郡□□の保険金詐取未遂事件
陪審評議の結果、有罪と決定
署長の証言は被告に不利
（夕刊つゞき）県下美方郡□□村入江□□□草持農兼炭焼業Ｔ爲次郎
（四八）
にかゝる放火
および詐欺未遂事件の陪審裁判は、九日の午
前に引つゞき、午後二時より、神戸地方裁判
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所の陪審法廷で、刑事一部友眞裁判長かゝりで再開。
劈頭、眞野検事は――「先刻証人として出廷した被告の妻きよは、これまで誰にも逢は
ないと申してゐるが、当職が只今休憩中、直接にきよを取調べたところ、昨夜ＫＴＮ屋旅館で兄ＦＩ吉藏および前田弁護人に面会した、そして被告が供述を翻してゐることも以前聞いたことがあると申し、全然当廷での証言は嘘であったと申してゐるので、更に一応調べられたい」と再尋問を申請した。よって、裁判長は、再びきよをよび訊問した。きよは――「全く間違ひを てすみません。昨夜 、ＫＴＮ屋旅館に前田弁護士と兄のＦＩが訊ねて来ました。その時、前田弁護士は「爲次郎 ホテ ら火が出たのだらうといってをる」と申されたので、私もさう思ひ した 夫が供述を翻 ゐることは「澁谷弁護士から聞いた」 、といってＦＩが以前私に申
して話してゐました。嘘を申して相すみま
せん。けれども、炭俵を当日炭竈から持帰へったことは、何と申されても覚えはありません」と供述して、先の証言が嘘 あ たことについて恐れ入 た。裁判長は、さらに前田弁護士に不謹慎をたしなめ、
次いで、被告の義姉ＳＮます
（五七）
の取調べに入ったが、ますは――「ＫＴＮ屋旅館で前
田弁護士およびＦＩと逢へたこと 間違ひありません。火災当日 爲次郎方の庭に炭叺が二俵あったのは見たが、炭竈 ら持ち帰っ のかどうか知りません」と答へ
つづいて、被告の隣家である証人ＳＴ ゑ
（四四）
、および保険会社事務員ＮＭ政吏
（三二）
は、火災当時の模様、保険加入の経過などを詳細に証言し 。
ついで、村岡警察署の巡査本田龍雄氏
（三二）
は、 「私は余り調べには干与しなかったが、
報告書 書きました。この報告書は、司法主任の命により その言葉を信じて書いたので
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す」と述べ、澁谷弁護人から「自分で報告書の事実をたしかめずに書かれたか」 追及したが、前同様繰返した。
証人とし出廷した現城崎警察署長で前村岡署長岩崎貞次郎氏
（三七）
は、裁判から年齢を訊
ねられ、 「二十七歳です……」と っきり答へた後、更に「イヤ三十七歳です」と ひ直て、冒頭席からどっと笑声がおこる、ついで訊問されるまゝに、 「炎熱やく 如く……」 、 「彼の手をしっかり握ってやりたかった」などゝ名文句を交へながら、被告が犯行を自白 るまでの事情を縷々述べ 「拷問した覚えは断じてない」と証言し
元村岡署司法主任西村豐藏氏（三九）は、 「署長の調べに対し初めて自白したので、私が
聴取書を作成した、し し拷問した覚えもなければ 豊岡へ行って同じことをいへなどと申したことはない」と述べた。
証拠調べが終って、犯罪事実についての弁論に入り、まづ眞野検事は、捜査当時の模様、
記録にあらはれた争点、その他を一々列挙 て、放火の証拠 十分であると論じ、澁谷前田両弁護人は、検事の所説 駁 て無罪意見を述 た、
次いで、裁判長は、検事ならびに被告側双方主張の要点をあげて、詳細な説示をこころ
み、次のとほりの問書を発し、陪審員に評議を命じた。
問
書
一、主問
被告人は金銭に窮したる結果保険金領得の目的を以て自宅に放火せんことを企
て昭和五年七月二十日昼頃居村□□□大野谷の炭焼場において叺中の古粉に発火の虞ある粉炭を混入して発火の装置を為し該叺を自宅に持帰り之を同日午後八時頃右自宅二階板敷上に積み在りたる藁束に立掛け置き因て翌二十一日午前二時半頃右発火装置より
- 373 -
災を生ぜしめその家屋を焼燬したるものなりや。
一、補問
（主問を然らずとする場合）被告人は昭和五年七月二十日午後二時頃右自宅母
屋、土蔵並に便所との間に火気ある「ホテ」を置き忘れその結果につき不注意ありたる結果火を失し前示家屋を焼燬したるものなりや。かくて、陪審員は評議室に退き、陪審長として加古郡二見町東二見生魚商岩崎長太郎氏
を互選し、評議の結果、主問について「然り」 、即ち被告人に対し有罪の答申をした、時に午後七時四十分。
なほ、刑の量定についての検事の論告及び弁護人の弁論は、来る十二日続行することと
なって閉廷した。
正陪審員
△飾磨郡花田村小川商業東郷謙次△神戸市笠松通九丁目五三会社員酒井渉一△磯馴町六丁目二無職岩佐藤吉△姫路市坊主町四三会社員塚谷清藏△浜山通五丁目四六会社員土井小六△美濃郡久留美村農岩崎太一郎△神戸市西代通三丁目一七二教師笠原倉太郎△姫路市西紺屋町洋服商池田三省△朝来郡生野町口銀谷物品小売商西賀卯之助△養父郡八鹿町下綱田菓子商石川又助△加古郡二見町東二見生魚商岩崎長太郎△神戸市夢野町三丁目会社員吉井小平
補充員
△明石市東本町貸座敷黑﨑福藏△西宮市西宮町媒介業日比野俊市６「大阪朝日
神戸版
」昭和六年五月一一日
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陪審員は「放火」と答申
美方郡の放火公判
昨報つゞき＝美方郡□□村入江□□□草持農Ｔ爲次郎
（四十八）
にかゝる放火および詐欺未
遂事件陪審公判に対する裁判長の説示は、左の如く、一、主問
被告は金銭に窮した結果保険金を得るため昨年七月二十日発火の恐れある粉炭
を他の古粉炭とともに叺に入れ同夜八時ごろ右の叺を自宅の二階に積んであった藁束に立かけて翌二十一日午前二時半ごろ右の発火装置から出火させてその家屋を焼いたものか。
一、補問
または自宅の母屋土蔵便所との間に置忘れた蚊燻用の「ホテ」の不始末から火
を失して家を焼いたものか。
といふにあり、右に対し 陪審員は評議の結果、岩崎陪審員長から 主問に対「然り」との答申をなし 裁判長は来る十二日午前九時から続行すべき旨を告げて 七時四十分閉廷した。７「大阪朝日
神戸版
」昭和六年五月一三日
懲役六年を求刑
美方郡の放火男に
既報＝神戸における本年度はじめての陪審裁判とし 、去る九 、公判を開かれ、事実
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並に証拠調べなどにつぎ、裁判長から発られた、
被告は金銭に窮した結果、保険金を得るため、昨年七月二十日、発火の虞れある粉炭を
他の古粉炭とともに叺に入れ、同夜八時ごろ
、右の叺を自宅の二階板敷に積んであった藁
束に立かけて、翌二十一日午前二時半ごろ、右の発火装置から出火させて、その家屋を焼いたものか。
以上の主問に対し、評議の結果、陪審員から「然り」との答申があった、美方郡□□村
入江□□□草持農Ｔ爲次郎
（四十八）
にかゝる放火並に詐欺未遂被告事件の続行公判は、十二
日、神戸地方裁判所刑事一部友眞裁判長のかゝりで開廷、直に論告に入り 立会眞野検事は放火に対し懲役五年、詐欺未遂に同一年の刑を求め、前田弁護士の弁論があって閉廷した。判決は、来る十九日言渡しのはず。８「神戸新聞」昭和六年五月一三日
謎の放火に
五年を求刑
謎の放火事件として陪審裁判にかけられ、さきに陪審員から有罪の評決を与へられた、
兵庫県美方郡□□村入江□□□草持農兼炭焼業Ｔ爲次郎
（四八）
の放火の目的たる千五百円の
保険金詐取の点は普通裁判として、十二日、神戸地方裁判所陪審法廷で友眞裁判長、眞野検事干与開廷。
被告は、その手段たる放火 点について依然として「ホテ」 よる失火であると主張し、
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保険金詐取については「 契約者 ＭＫ出
張所事務員ＮＭさんに何分よろしくと云って
証書を渡した」と認めた。
検事は、 「被告はいかに弁解するとも、犯行は証拠歴然たるものである」とて、放火は懲
役五年、保険金詐欺未遂は懲役一年の求刑をなし、弁護人の減刑論があって閉廷した。決は、来る十九日。９「神戸又新」昭和六年五月一三日
放火には五年、保険金詐取未遂は一年
「犯情には同情する」と論告
□□の放火事件求刑
生活苦のためにＯＳ海上火災保険会社から、一千五百円の保険金詐取 目的で、昨年七
月二十一日、自宅に放火した、県下美方郡□□村入江□□□草持農兼炭焼業Ｔ爲次郎
（四八）
にかゝる放火および詐欺未遂事件は、去る九日、神戸地方裁判所における陪審審裁判で、陪審員が有罪の答申をしたことは、既報のとほりであるが、その第二回公判は、十二日朝、同所 法廷で、刑事一部友審裁判長かかり 眞野検事立会、前田弁護人列席の上開廷された。
前回の陪審裁判で分離されてゐ 、保険金の詐欺未遂の点についての審理に入り、爲次
郎は、 「保険会社の事務員ＮＭ政吏さんが、火災直後に見えたので保険証書を示し 保険金を請求したことは間違ひありませんが 初めから保険金を詐欺す 目的で放火したもので
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はありませぬ」と犯意を否認した。
かくて、立会眞野検事は、 「被告が本件の罪を犯したことは、陪審員の答申によって明瞭
である、ただ犯情については同情する余地がある」と述べて、放火の点については五年、詐欺未遂については一年の各懲役 求刑 、前田（力）弁護人は、熱弁をふるって酌情論を試みて閉廷し 。判決いひわたしは、来 十九日。
「大阪朝日
神戸版
」昭和六年五月二〇日
10放火した炭焼き
懲役五年の判決
兵庫県美方郡□□村入江□□□字草持農兼炭焼業Ｔ爲次郎
（四十八）
が、病気その他でかさ
む借財に困り、かねてＯＳ海上火災と契約 る千五百円の保険金を詐取する考へで、昨年七月二十日午後八時ごろ、炭竈から出したまゝで発火のおそれある粉炭を故意に叺に入れこれを、 階 積んであった藁束にたてかけ、翌二十一日午前二時半ごろ発火、同家を焼いた放火事件は、神戸における本年度始めての陪審事件として、かね 神戸地方裁判所刑事一部で審理中のところ、十九日、係友眞裁
判長から、放火に対し懲役五年（未決拘留百
五十日通算） 、詐欺未遂に対し同一年に処す、と 判決を言渡された。
「神戸又新」昭和六年五月二〇日11求刑通りの言ひ渡し
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陪審の請求も無駄になった
□□の放火詐欺事件
耐へ難い生活苦から遁れるために、ＯＳ海上火災保険会社から、千五百円の保険金詐欺
の目的で自宅に放火した、県下美方郡□□村草持農兼炭焼業ＴＯ爲次郎
（四八）
にかかる放火
および詐欺未遂事件は、予てから本年度最初の陪審事件として公判に附されてゐたが 十九日、神戸地方裁判所友眞裁判長は、爲次郎の放火の点については五年、詐欺未遂の点については一年の各懲役をいひ渡 。この判決は、検事 求刑 ほりで些かの減刑もされず、爲次郎としてはわざわざ陪審まで請求したことが、全く何 もならなかった とになる訳である。⑨強盗殺人被告事件昭和一三年五月一九日判決１「大阪朝日
神戸版
」昭和一三年三月一七日
七年振りに陪審公判
なぜ請求が少いか
来月下旬、神戸地方裁判所で久しぶりの陪審裁判が開かれる。昭和三年十月陪審法施行
以来、同所で開かれた陪審裁判は、八回あったのみで、昭和六年五月以後 一回も開かれてゐない。
陪審裁判が、かく度数の少いのは、単に神戸のみでなく全国的の傾向で、司法当局にと
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っては陪審裁判は費用も多くかゝり手続きが復雑面倒であるし、また被告人側でも控訴が許されず、上告するとすれば理由が限局され
てゐるため法定陪審事件（死刑または無期の
懲役、禁固にかゝる事件）についても、ほとんど全部がこれを辞退 請求陪審事件（長期三年を超える懲役、禁固にかゝる事件で地方裁判所の管轄に属するもの）では、陪審を請求せず、いづ も普通事件 引直されるのが例 されてゐる。
このため、陪審法廃止論さへ行はれてゐるくらゐであるが、今度の大阪生れＭＭ悦道（
二十八年
)の強盗殺人事件は法定陪審事件で、二十六日の準備公判でも辞退を申出ず、七年ぶりの
陪審裁判開廷のことに決 た のである。
福地神戸地方
裁判所長談
「昭和六年以来たえてなかった、陪審裁判が開かれることになったのだから、珍しいと
いへばいへる。陪審法はいふまでもなく、司法にも国民の意思を現 ことといふのが一つの理由となって制定されたもので、実施準備のため陪審庁舎を建て、海外に研究員としてわれ
く
やこゝの戌亥検事正らも派遣されたもので、多大の費用を要したのであるが、さ
てやってみる 陪審裁判は逐年減少するばかりか、全くない年が何年もつゞいたりした。せっかく国民が、直接裁判に関係する機会が与へられてゐるのに、かういふことになったのは何に原因するか 法に欠陥があ のか、国民性が適当しないのか、在来の普通裁判に国民が信頼し 特に陪審によらずとも事足れりとしてゐるためか、或はまたこれらの
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原因とは全く関係なく陪審制度そのものが本質的 裁判制度として適当してゐ 、社会制度の一つとしてその必要性を失ひつつあ ものではないか 考へられる。し し 陪審裁判をやらずに置いて結論を下すことは軽率である、陪審 度は手数 費用も ゝりはするが、機会ある毎 やっ 真に適当でないとか、改善すべきものがある かいふところまで行くのが本当ではないかと思ふ。また、これが制度の発達と国民が理解を つ機会を与へるために 非常によいことであると思ふ。されば、普通の裁判の傍聴も大に必要であるが、かういふ稀れにある陪審裁判の傍聴は、認識を深 上にお て大によいこ ゝ思ふ」 。
陪審準備公判開く本年一月三日、兵庫県加古郡□□村□□ＳＪはるえ（
四十四年
）を殺して金品を奪ったといふ
同家下男大阪生れ住所不定ＭＭ悦道（
二十八年
）にかかる強盗殺人被告事件の陪審準備公判は、
二十六日午前十時三十分、神戸地方裁判所刑事第 部島津裁判長、福尾次席検事係、前田弁護士立会、非公開で開かれた
ＭＭは陪審辞退を申出でず、同十一時閉廷、七年ぶりに同裁判所九回目の陪審公判が開
かれることになった。期日は、四月下旬の予定。２「神戸新聞」昭和一三年五月一七日
陪審員缶詰め
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女地主殺し事件の陪審裁判
けふから二日間開廷
加古郡□□村□□の女地主ＳＪはる江
（四四）
を惨殺し金品を奪った、大阪東淀川区□□□
□通□丁目生れ住所不定ＭＭ悦道
（二八）
にかゝる強盗殺人被告事件の陪審裁判は、いよ
く
けふ十七日と明十八日の両日に亘り、午前九時より、神戸地方裁判所に於て、島津裁判長係り、福尾次席検事立会、前田（力）弁護人列席の上開廷される。
陪審裁判は、神戸では稀らしく八年振りのことで、両日とも多数傍聴人の殺到を予想し、
裁判所では傍聴券百枚を発行し混雑を整理するが、一方裁判の上からみても、被告が強盗と殺意を否認してゐるので、可なり六ヶ敷い
事案だけに、最初一日の予定であったのを、
前記の通り二日間に亘り開廷し、第一 夜は陪審員を庁舎の宿舎に一夜缶詰めにするなど慎重を期してゐる。
第一日は、先づ開廷に魁けて招集状を発した、卅六名の陪審候補者中出頭した のにつ
き、午前八時より除斥すべきもの、忌避すべきものなどを定めて 正陪審員十二名と補充陪審員二名を決定し、九時より愈よ公判を開
き、裁判長は、これら陪審員に対し、先づそ
の心得を諭し、宣誓を行はしめる。
斯くて、検事の公訴事実の陳述、事実並に証拠調べがあって、第一日を終了し、陪審員
は陪審庁舎三階宿舎に泊る。この間、陪審員は一切外部 の交渉を絶ち、食事まで支給されて缶詰になるのだから「鳥渡新開地をぶらつい 来よう」なんて我侭勝手な事は出来ない。しかし、これも裁判の公平を維持するた 、陪審法が特に命じた訳で 自由はあっ
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ても陪審員たるもの欣然これ 応じるべきであ
第二日、午前九時開廷、先づ犯罪事実についての弁論に入り、検 及び弁護人の意見の
陳述があってのち、裁判長は、陪審員に対し、犯罪の構成に関 法律上の論点及問題となるべき事実並に証拠の要領をあげ 説示をこゝろみる。
斯くて、裁判長は 主問と補問とに区別し、陪審員に問を発し、陪審員は評議室 入り、
陪審長を互選し評議を遂げ、 「然り」 「然らず」と 様式により答申をする。これで 体陪審員の任務は終るのだが、場合によっては遣り直しす 事もある。かくて評決後、法律の適用及び刑について検事及弁護人の意見 陳述があって閉廷する。
なほ、第一日の証拠調べには、予め決定した七名の証人調べが行はれる。
３「神戸又新」昭和一三年五月一七日
七年ぶり陪審裁判
□□□強盗殺人事件
各地裁判所を通じて年に一回あるかなしの陪審 ――殊に神戸地方裁判所では 実に
七年ぶりといふ珍ししい強盗殺人事件の陪審裁判が、いよ
く
あす十七日午前十時から、
神戸地方裁判所陪審法廷で、島津裁判長係で、福尾検 立会で 陪審員十二名と前田（力）弁護人列席で開かれる。
本事件は、被告大阪市東淀川区□□□□通□丁目生れ住所不定無職ＭＭ悦道
（二五）
が、昨
年末、広島の刑務所を出て来神する途中、加古川駅前の交番署で偶然知り合った同地方の
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地主で美貌の寡婦、県下加古郡□□村□□、ＳＪはる江
（四四）
方に寄食中、本年正月三日夜、
小作争議の問題で同女と口論をはじめ、同女
を三又鍬と唐鍬で惨殺したうへ、現金十二円
とダイヤカウス釦入り黒蟇口を奪って逃走したもので、過日の準備公判廷では「はじめから強盗する考へはなく、また殺すほどの気もなかった」と強盗の点および殺意を否認して居り、裁判の結果は注目されてゐる。
なほ、神戸における陪審裁判は、昭和六年五月に美方郡□□村字□□に起った放火事件
以来七年ぶりであり、昭和三年陪審制度が布かれ から 漸くこれで九件目であった。４「大阪朝日
神戸版
」昭和一三年五月一八日
殺人強盗か否か
加古郡□□村の女地主殺し
八年ぶりに陪審公判
神戸地方裁判所八年ぶりの陪審裁判は、十七日午前十時二十分、刑事第一部島津部長判
事、大塚、小田両陪席判事、福尾次席検事、泉書記かかり、前田弁護士干与して開廷。傍聴席は、ギッシリいっぱい。被告人本籍大阪東淀川区□□□□通ＭＭ悦道（
二十八年
）は、蒼白
の顔にロイド眼鏡をかけ、木綿竪縞の単衣をまとひ被告席に着席。裁判長から 陪審員の心得諭告、宣誓後、
福尾検事は、 「ＭＭは、本年一月三日午前三、四時ごろ、加古郡□□村□□の地主ＳＪは
る江（当時
四十四年
）を殺害し金品を奪ったもので警察、検事、予審ではそのとほり述べてゐた
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が、その後申立を変更し、強盗したのではない、また殺す気でやったのでもないと主張してゐる」 、と陪審の評議に付せらるべき点を明かにし 裁判長は、はる江殺しについて再説し、訊問に入る。
宮本は、嘘の身の上話で世人の同情を集め各地を流浪、東京では新聞にまで「瞼の父を
求める青年」といふ記事が出て同情金百余円をもらったが その後数回詐欺 窃盗、横領で懲役刑を受けたことを述べた後、昨年十二月二十九日 加古川駅前巡査派出所へ行き安宿や就職先のことを尋ね サーカスに誘拐されたとの嘘をついて 来合せてゐたはる江に同情され、 「その時奥さんが、雇ってや といはれました」と述べ、卅一日□□村□□ 同女宅で就寝するまで 状況を詳述して、十一時三十分休憩、午後零時半再開。
一月三日午前一時、はる江から係争中 小作争議についえ意見を問はれ、 「小作人に同情
するものは、家風に合はぬから直ぐ出て行け」と迫られ、給金の勘定を頼んだ 容れられず、現金や小作書類の入ってゐること 知ってゐる、ロンドン・バッグを剃刀 切り裂いたが、は 江に取り返 たので、三叉鍬 唐鍬で殴打したところ、刃先が頭に突きさゝり抜けなくなった で 黒ダイヤのカフス 現金十二円入りの蟇口を取り、朝五時、婦人用自転車に乗って逃げ、加古川駅から広島へ向った、と兇行を詳述。
ついで、四日は広島で墓参りし、福山署で岡本巡査に自首して出たことを述べ、あくま
で強盗の犯意を否認し、事実調べ一段落もつげ、証人調べに移り、加古郡□□□村Ｈ畠定松（
四十四年
） 、同村ＴＧ武次（
五十六年
） 、同村ＳＫ一郎（
四十六年
） 、同村ＯＹ宗太郎（
五十七年
） 、外捜索に当っ
た加古新村駐在巡査長野秀吉 自首を受付けた広島県福山署巡査岡本頼重 加古川署司法主任鹽谷常太郎、同刑事部長宮地三次郎の諸氏を取調べた。
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正員と補充員
陪審員の抽籤
陪審員構成の手続は、十七日午前九時、陪審員候補者三十六人が非公開で抽籤を行ひ、
左のごとく正員、補充員を決定した。正員十二名＝神戸兵庫区西仲町店員長谷川宗一
(四十二年
)△同町無職川口種次
(四十七年
)△林田区駒林
町二丁目ゴム製造業宮崎徳太郎
(五十年
)△須磨北松野通一丁目木炭商山口松藏
(四十四年
)△須磨区五
位ノ池町三丁目事務員豐崎政勝
(四十一年
)△武庫郡魚崎町横屋呉服商森三郎
(四十七年
)△武庫郡精道村
芦屋字御所の内会社員堀内寬正
(五十年
)△川辺郡伊丹町伊寿司商池田市藏
(三十四年
)△明石郡大久保
町江井島瓦製造会社員門田延藏
(三十六年
)△美濃郡三木町大塚金物商森本徳太郎
(五十九年
)△姫路市砥
堀農業手助森下文吉
(三十六年
)△揖保郡龍野町龍野雑貨商金治新次郎
(五十一年
)
補充員＝神戸市林田区長田町八丁目大鉄書記峯村善介
(六十八年
)
５「神戸新聞」昭和一三年五月一八日
八年振り陪審裁判、女地主殺し事件で開く
明暗流転の被告、殺意否認の陳述
新春を衂った播州路の惨劇
押し寄せた傍聴者群
- 386 -
正月三日の朝を不吉にも爈った播州□□村の惨劇― し事件の大阪東淀川区□□
□□通□丁目生れ住所不定ＭＭ悦道
（二八）
にかゝる強盗殺人被告の陪審裁判は、十七日午前
十時過ぎより、神戸地方裁判所において、第一刑事部島津裁判長係り、福尾次席検事立会前田（力）弁護人はじめ、けふを栄の正陪審員十二名、補充陪審員二名は夫れ
ぐ
和洋と
りぐ
の姿で威儀を正し所定席にずらりと並んで開廷。
被告ＭＭは、竪縞銘仙袷に黒の兵児帯をしめ、丸刈頭にロイド眼鏡をかけて温和しく着
席。傍聴人は、朝まだき 詰めかけ、百枚の傍聴券は忽ち出尽して、中には入廷出来ず空しく引あげるものも可なり多かった。
劈頭、裁判長は、陪審員に対して「陪審員は、法廷に現れ 事実証拠を基として、公平
無私判断せねばならぬ」とその心得を諭したのち 宣誓を行はしめ 立会福尾検事は、縷々公訴事実を述べて力強く強盗殺人の主張をし、ついで身許調べに入った。
被告は――始め広陵中学に入学したが、二年の時停学処分となり、京都同志社中学に転
じ、卒業後同志社専門部に在学、昭和六年八月川辺郡□□村で僧侶 してゐる父千丈が死亡したため、学資に窮して同校を退学し、その後前科四犯を重ねた、と詳細に明暗流転の半生を物語る。
斯くて、事実審理に入ったが、被告は、 「物を奪ったり、殺す考へは無かった。しかし、
鍬ではる江を殴っ り 最後 金品を持って逃げた事は間違ひない」と頭から殺意と強盗の点を否認する。
呪はれた縁
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被告が女地主と相知って
情痴のその夜まで
こゝで裁判長は、兇行現場の検証図面を示し
て、一応陪審員に説明を試みて、詳細な審
問に入ったが、被告は問はるゝまゝに――「昨年十二月、広島刑務所を出て、同月廿九日夕方、加古川駅前派出所に就職口と安宿を世話して貰ふべく訊ねた。その時、被害者の□□村□□のＳＪはる江さん 、阿部巡査と話してゐたが、私の身の上の同情し一円五十銭を呉れ、 「貴方が困ってゐるなら私の宅に来なさい、併し今晩は私も用事があるから 貴方はその金で安宿に泊りなさい、明日逢ふから」 いっ 別れた。そして、卅日には□□□村にあるはる江さん 小作人で飲食店を営んでゐる某宅に泊り、卅一日から同家に厄介になり、御飯炊きやら雑用を働い 。卅一 夜、 江さんは「この家は無人だから引続き留守番 ゐて呉れ」といふので私は承知した。その夜は、離れの六畳に電気炬燵を挟んで、奥さんと後さしで寝た」と兇行以前の同女を知るま の経緯を、問はれるまゝに詳述し、さらに裁判長から――問
それで被告は、卅一日夜はる江と関係したのか（と問はれ） 、
答
ハイ……、と心持羞みながら低声で答へる。
――時に午前十一時半、裁判長は、昼食に入
る旨宣して、一先づ休憩した。午後一時より
再開、事実審理を続行し、証拠
、証人調べがあるはず。
正陪審員氏名
△神戸市兵庫区西仲町八店員長谷川宗一
（四二）
△同町五無職川口種次
（四七）
△林田区駒ヶ林
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町二ゴム製造業宮崎徳太郎
（五〇）
△須磨区松野通一丁目一ノ四木炭商山口松藏
（四四）
△同区
五位池町三丁目二〇八事務員豐崎政勝
（四一）
△武庫郡魚崎町横屋二四二呉服商森三郎
（四七）
△同郡精道村芦屋字御所ノ内八五二会社員堀内寬正
（五〇）
△川辺郡伊丹町伊丹四八七寿司商
池田市藏
（三四）
△明石郡大久保町江井島四四七瓦製造会社員門田延藏
（三六）
△美濃郡三木町
大塚五四金物商森本徳太郎
（五九）
△
姫路市砥堀四七四農業手助森下文吉
（三六）
△揖保郡龍野
町龍野二三六雑貨商金治新次郎
（五一）
６「神戸新聞」昭和一三年五月一八日
凄惨な「鍬の殺人」
女地主殺しの陪審裁判で
被告戦慄の陳述（
夕刊続き
）
夕刊続き＝播州□□村の女地主殺しのＭＭ悦道
（二八）
にかゝる強盗殺人被告事件の陪審裁
判は、十七日午前に引つゞき、午後零時半より、神戸地方裁判所で開廷、兇行当日の正月二日夜の事情について、島津裁判長の審問はすゝめられたが、ＭＭは――
「その日の 刻、小作人で曾て留守番をしてゐた事のあるＯＹ宗郎が、奥さんと小作の
事で話、十二時頃引あげた後で、残りの酒五、六合を奥さんと二人で呑んだが、其時奥さんは「お前は今度 争議をどう思ふか、わしは県下一の強い地主だ、今度も必らず小作料を取立てゝみせる」と言って、私の意見を聞いたので、私 前日小作人のＫＢ半造から風水害で作柄が悪かった事、小作中には出征した者も二人もあると聞いてゐたので、 「小作人
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が可哀さうだ」と言ふと、奥さんは「わしは現在の様な国家非常時には、取る者は取立てゝ国家に税金を納めねばならぬ。お前のやうな者は、家風に合はぬから出てゆけ」と言った。私は、 「夜中には出られぬから、朝まで置いて呉れ」と頼み、うつ
く
してゐると、
奥さんが に お前は明朝でてゆく気か」と尋ねるので 「でてゆけと言はれるからでる考へだ」といふと、 「そんなら今直ぐ出てゆけ、明朝人 来ぬ間に出 」と追立てた。私が「出てゆくから 働いた賃銀を下さい」といふと、 「お前のやう ルンペンは、こゝで飯が喰へるのも、わしのお蔭だ、贅沢 い な きつく突放 たので、私は爀っとなった」と当夜のこと、戦慄すべき兇行の顛末か
ら、逃走の経緯を縷述し、裁判長から――
問
お前は、当廷では犯意を否認するが、これまで五回予審の調べに、強盗殺人を認めて
ゐるのは何故か、死人に口なしだから、後で作って言ってゐるのではないか。
答
そんな事は更にない。
問
誰かに強盗殺人 罪が重いと聞いて、さう申してゐるのではないか。
答
福山署の留置場で、強盗殺人なら首だと聞かされたが、そんな為ではない、初めから
物取りをする考へはない、私が物取りをするなら、バッグの中には銀行から引出した金があったのだから、それを取る考へだ。
問
バッグの中の金の事は、 件があった後、誰からか聞いたのだらう。
答
私は、奥さんが大晦日の日 私がすった墨 奥の間で小切手を書き、銀行にＳといふ
小作人をやったのを知ってゐる、と飽くまで強盗の点を強く否認した。弁護人追及鋭し
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証人調べに痛い質問
陪審員厳重な缶詰めの一夜
斯くて、証人調べに入り、先づ出廷した加古郡□□□村□□□修路工夫Ｈ定松
（四四）
、同
大工職ＴＧ武次
（五六）
、ＳＳ勝一郎
（四七）
、同村□□□農ＯＹ宗太郎
（五七）
、加古新村交番所
長野秀吉巡査
（三一）
は、事件発覚当時の状況を述べ、被告の自首を受付た福山署岡本頼重巡
査
（二九）
らの証言があり、
加古川署刑事部長宮地三次郎氏
（四九）
は、 「ＭＭは、初め小作人の犠牲になって人殺しを
したとゐってゐたが、のち強盗殺人を自白したので私が「何故嘘をついたか」と聞くと宮本は「福山署で強盗殺人なら、首が飛ぶと聞かされてゐたので、さういった」と答へてゐた」と証言し、
最後に、加古川署司法主任鹽谷常次郎氏
（三九）
は――「私は、正月五日に予め調べ、その
翌日には刑事部長が調べた」と証言するや、前田弁護人は「証人は五日に調べて、調書を取り、拇印を捺され か」と質問し、証人は「調書といふほどでないが、拇印をとったのは違ひない」と答へる。同弁護人は、 「そ 調書は、窃盗殺人の調書 、被告に利益であるのに、何故本件記録に添付されぬか、司法警察官の取扱内規に左様なも があるか」 、と鋭く追及するや、 「内規 はない 、添付しなかった」と押し切り、証人全部の調べを終り、次いで、検事及弁護人から補充訊問 あって、午後六時半閉廷 た。
今十八日は、午前九時より開廷、証拠調べより始まり、犯罪事実についての検事及
人の弁論、裁判長の説示があって、陪審員の評議がある。この日、陪審員全部は公判終了
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後陪審法衙三階の宿舎に泊ったが、法律によってこの陪審ホテルは、外部との交渉一切を遮断され、監視の書記さんや廷丁 固めて厳重を極めた。７「神戸又新」昭和一 年五月一八日
十四名の陪審員が裁く
強盗殺人公判
故意か過失かに疑点
神戸地方裁判所で第九回目の陪審 判――本年正月三日夜、寄食先の県下加古郡□□村
国岡の地主で美貌の寡婦ＳＪはる江
（四四）
を鍬で惨殺したうへ、現金十二円とダイヤ入りカ
ウス釦一組を奪って逃走、広島で逮捕 た、大阪市東淀川区□□□□通□丁目生れ無職ＭＭ悦道
（二九）
にかゝる強盗殺人被告事件の陪審公判は、十七日午前十時から、同裁判所陪
審法廷で、島津裁判長係、福尾検事立会、前田力弁護人および正陪審員十二名 補充陪審員二名（氏名別項）列席のうへ開かれた。開廷 、重責を負うた陪審員は、向って左側に着席し、今日を晴れの日とてモーニング、背広
、紋服などの服装で、何れも緊張した面持
ちで裁判の開かれるのを待つ。
被告悦道は、丸刈りに単物を著し、真鍮で囲まれた被告席に悄然とつく。一般傍聴人は
殺到した多数のうちから、百廿名が傍聴を許され、その他福地裁判所長以下、判検事および裁判所関係の人々で超満員。
かくて、十時十五分、島津裁判長は、列席の陪審員に対して、 「諸君は、本日この陪審裁
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判に干与せらるの名誉を担はれ ものであります。裁判をはじめるに先立ちまして一言御注意申上げます。裁判といふものは、正しきに従ひ非を非とし、是を是と判断するものであり、もし誤って罪を犯かしたものが無罪と
なり、罪を犯かさぬものが有罪に認定される
やうなことがあると、社会 秩序が乱れるから、陪審員諸君は良心 命ずるまゝに、公平誠実に判断し、答申に間違のないやうにせれたい」と懇 注意 与へ、 同起立裡に「良心ニ従ヒ公平誠実ニ其ノ職務ヲ行フ」と宣誓書を読み聞かせ、陪審員に署名 捺印を求め型通り被告の身許調べ り、直に福尾検事は、極てわかり易い口語句調で公訴事実 述べ、更に裁判長は、再び公訴事実の大要を陪審員 懇に要約し、終っていよ
く
事件の核
心、強盗、殺人の事実審理に入り、午前十一時半一旦休憩、午後再開 たが、被告は裁判長の訊問に対し、一々明瞭の言葉で答へ 犯意 追窮されると、強盗 意 な ったこ並に殺意は全然なかったと強盗殺人を否認したが、 長の鋭い追窮に答弁もしどろもどろであった。
陪審員氏名
正陪審員＝兵庫区西仲町八店員長谷川宗一
（四二）
△同町五無職川口種次
（四七）
△林田区駒ヶ
林町二ゴム製造業宮崎徳太郎
（五〇）
△須磨区松野通一木炭商山口松藏
（四四）
△須磨区五位ノ
池町三事務員豐崎政勝
（四一）
△武庫郡魚崎町横屋呉服商森三郎
（四七）
△同郡精道村芦屋御所
の内会社員堀内寬正
（五〇）
△川辺郡伊丹町伊丹寿司商池田市藏
（三四）
△明石郡大久保町江井
島瓦製造会社員門田延藏
（三六）
△美濃郡三木町大塚金物商森本徳太郎
（五九）
△姫路市砥堀四
七四農業手助森下文吉
（三六）
△揖保郡龍野町龍野雑貨商金治新次郎
（五九）
補充陪審員＝林田区長田町八鉄同局書記峯村善介
（六八）
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８「大阪朝日
神戸版
」昭和一三年五月一九日
「起訴事実を認むと」陪審員からの答申
検事から無期懲役を求む
女地主殺しの公判
ＭＭ悦道（
二十八年
）にかゝる加古郡□□村の女地主ＳＪはる江殺し事件の陪審公判第二日は、
十八日午前九時十五分開廷、福尾検事は、強盗殺人なりと強く主張し、前田弁護士は窃盗であると反対、島津裁判長は左の如き意味の問書を陪審員に交付、午後一時五分休憩となった。主問
被告人はＳＪはる江の住宅において金員強取の目的をもってはる江を殺害し現金十
二円余および黒ダイヤ・カフス釦一組在中の蟇口を強取したるものなりや。
補問（イ）殺意をもってはる江を殺害したるものなりや（ロ）殺意なくはる江に傷害を加
へ死に到らしめたるものなりや（ハ）現金十二円余および黒ダイヤ・カフス釦在中の蟇口を窃取したるものなりや。かくて、協議室に退い 陪審員は、昼食抜きで討議して答申を決定、午後二時三十五分
再開、 「主問然り」と答申した。即ち、被告の行
為は、起訴事実の通り強盗殺人罪と認定し
たもので 裁判所はこの答申を採択して、第二次弁論に入り、検事は無期懲役を求刑、三時閉廷となった。判決は、今十九日午後一時いひ渡される。
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９「神戸新聞」昭和一三年五月一九日
強盗、殺意の否認を、真っ向から弁駁
福尾検事論断
女地主殺し公判
強盗殺人か窃盗傷害致死かを争点として注目されてゐる 加古郡□□村 女地主殺し
Ｍ悦道にかゝる強盗殺人被告事件の第二回陪審裁判は、十八日午前九時 五分より、島津裁判長係、福尾次席検事立会の上開廷。陪審法衙 階 陪審ホテルに缶詰めの一夜を明した十三名の陪審員たちも、きのふ一日の疲れを 復し極めて元気で着席した。
劈頭から証拠調べに入り、裁判長は、記録中に綴られた予審調書、検証調書、被害者の
写真、鑑定書を一々あげ、更に押収のロンドンバッグや三叉鍬、唐鍬など当時の兇行を偲ぶ物的証拠を示して説明をこ ろみ ついで犯罪事実についての弁論に入った。
福尾検事は、先づ前日来の陪審員の苦労に対し敬 を表し、強盗と殺意を否認し ゐる
被告の供述を、あらゆる角度から駁論し、 「当職は、被告 凶手により長き恨みを呑んで死んだ 害者のため 更にその遺族のため、本件が強盗殺人である事を断言して憚らない」と強く主張し、これに対し、前田弁護人は 先づこの事件における被告人の心理推移について考察し、さらに被害者庄司は 江の素行
、二百円問題、一月五日加古川署司法主任が
とった被告の否認調書を記録に添付しなかった事等に論及し、縷々弁護し、 「本件は強盗殺人に非ず、窃盗傷害致死である」と主張 た。
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「神戸新聞」昭和一三年五月一九日10無期を求刑
陪審員は「強盗殺人」の答申
女地主殺し事件公判
女地主殺し事件のＭＭ悦道
（二八）
にかゝる神戸地方裁判所第一刑事部の陪審裁判は、十八
日午後も続行、傍聴席には福地裁判所長、戌亥検事正、鈴木上席検事、青木第二刑事部長はじめ、判検事ら多数が耳を傾けてゐた。
夕刊所報の通り、島津裁判長の問書を受けた十二名の正陪審員は、直に評議室に退き、
陪審長を互選し慎重に評議の結果、主問の「被告人は、一月三日 ＳＪはる江宅に於て、金品強取の意思ではる江を殺害し、現金十二円余及黒ダイヤカウス釦在中の蟇口を強取したるものなりや」に対し「然り」を答申し、裁判長は合議の上之を採択して、泉書記をして朗読せしめ、こゝに全く陪審員の任務を終った。この答申は 陪審員が検事の公訴事実通り被告の強盗殺人罪を認 た ので 被告の主張は立たなかった訳である。
斯くて、法律の適用及刑についての弁論に入り、福尾検事は、 「天人共に許さぬ大罪で、
被告の行為については毫も仮借を許さぬが、年が若く将来なほ改善の余地がある事を参酌して求刑する」と論じ無期懲役を求刑し 前
田（力）弁護人は減刑を主張し、午後二時四
十分閉廷した。判決は、十九日午後一時。
「神戸又新」昭和一三年五月一九日11
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問書を中心に陪審員の評議
強盗殺人
陪審裁判所第二日
既報＝本年正月二日夜東播□□村□□の女地主ＳＪはる江
（四四）
を惨殺し現金を強奪した、
大阪東淀川区□□□□通□丁目生れ住所不定無職ＭＭ悦道
（二八）
にかゝる強盗殺人被告事件
の陪審裁判は、きのふに引続き、十八日午前九時から、神戸地方裁判所 法廷で、島津裁判長係、福尾検事立会、陪審員十二名および 田（力）弁護人列席のうへ開廷された
けふは、陪審裁判の興味の中心である陪審員の答申があるといふので、傍聴席は一般傍
聴人に混って福地 所長、戌亥検事正以下、判検事、裁判所関係の 々の顔がならび、相変らず超満員。
此日、まづ検事及び弁護人の犯罪構成要素に関する、犯罪事実上ならびに法律上の問題
について意見の陳述に先立ち、裁判 から に対し、証拠になる点に予備知識を与へ、
次で、福尾検事は犯行現場の模様、捜査当時の状況、記録に現れた証拠などを指摘して
「被告人に対しての強盗殺人罪としての証拠 充分である」と主張 て、逐条的にその論理を説明し、特に「陪審員諸君には、その責任が重大であるから、慎重に願いひたい」とつけ加へた。
続いて、前田弁護人は、検事の所論を駁して、 「強盗殺人と認めるは不当である」と弁論
し、正午一旦休憩、午後一時再開、
かくて、島津裁判長は、検事主張の被告に不利な点と 主張の被告に有利な点とを
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列挙し、さらに刑の量定に対して説明あり、枉げて判断せぬやう注意を与へて、陪審員に説示をな 問書を発して、泉書記をして朗読せしめ、各正陪審員は評議室に退き いよく
陪審員最大の任務である問書に対して「
然り」か「然らず」かの評議に入った。
「大阪朝日
神戸版
」昭和一三年五月二〇日
12求刑通り「無期」
女地主殺しの判決
陪審裁判によって強盗殺人罪と決定された、加古郡□□村の女地主殺し犯人ＭＭ悦道（
二十八年
）に対し、十九日午後一時、神戸地方裁判所島津裁判長は、求刑どほり無期懲役の判決
を言渡した。
宮本は、ハッキリした声で「服罪します」と述べ、裁判長は「服役したならば、真人間
になって恩典に浴するやうに」とやさしく諭告した。なほ、前田弁護士は、裁判長の陪審員に対してなした説示に不満の点があるとて、上告を考慮中であったが ＭＭが服罪したので、遂にこれを断念した。
「神戸新聞」昭和一三年五月二〇日13無地懲役の判決
□□□の女地主殺し犯人に
けふ求刑通り言渡し
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播州加古郡□□村の女地主ＳＪはる江殺し事件の住所不定ＭＭ悦道にかゝる強盗殺人被
告事件公判は、八年振りの陪審裁判として、神戸地方裁判所第一刑事部島津裁判長係り、福尾次席検事立会、前田（力）弁護人はじめ 正陪審員十二名列席のもとに、強盗殺人か？窃盗傷害致死か？公判毎に押寄せる傍聴 の注視裡に続行中であったが、愈よ十九日午後一時、神戸地方裁判所陪審法廷に於て、島津裁判長から判決言渡しがあった。
裁判長は、縞の単衣を着て出廷した被告に対し、 「被告は無期懲役に処す、不服があれば
上告しても宜しい」と言渡すと 被告は「服罪します」と頭を下げた。これに対し 裁判長は、 「被告はまだ若いのだから 真面目につとめて模範 なるようなことがあれば、法は十年経てば仮出獄を許すこ があるから よく心懸けて本当 人間になるよう」と諄々と説ききかせると、 「色々すみませんでした」と人間性の善を示した。
「神戸又新」昭和一三年五月二〇日14強盗殺人犯に無期懲役言渡し
陪審裁判の判決
強盗か窃盗かを争点とした、加古郡□□村□□の女地主ＳＪはる江
（四四）
を本年正月惨殺
した上、現金十二円余を強奪した、大阪市東淀川区生れ無職ＭＭ悦道
（二八）
にかゝる強盗殺
人被告事件の陪審裁判は、十七、八の両日、神戸地方裁判所陪審法廷で 島津裁判長係り、福尾検事立会 陪審員及び前田弁護人列席で事実審理され、陪審員は問書に対して 然り」
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と答申し、裁判長これを採用して強盗殺人と認め、立会検事は無期懲役を求刑したが、十九日午後一時、同裁判長は求刑通り無期懲役の判決を言渡した。
２
徳
島
（一）陪審法の実施に関する報道１「大阪朝日
徳島高知版
」昭和三年一月五日
陪審裁判早わかり我国における裁判制度の一大革命たる陪審法は、いよいよ本年から実施されることゝな
り高松、丸亀両市を始め各郡でも、すでに陪審員資格者名簿の調製を終り、高松地方裁判所の陪審法廷も三月ごろまでには完成する予定であるが、この陪審法とはどんなものであり如何にして行れるかについては、裁判所当局が一昨年来、大童になっ 宣伝に努めてゐる。この制度を早わかり法によって分解すれば、大体次の通りである。
この制度の趣旨は、立憲政治の本旨を貫徹するといふので、司法にも他の法行政と同様
国民をして参与せしめ、その責任を負担せしむるのが 然で は国民が立法に参与して作った法律の運用であるから、これ 参与せしむるこ が民意を重んじ且つその責任を負担せしむるといふ点におい 、立憲政治の本旨に副ふも といはなければならない これは、即ち政治上の理由であるが 一面司法上 理由をいへば 裁判 事実 真相を確かめ、これに法律を適用し正邪黒白を明 にし正義を具体化 て、国民共同生活の安全福利を維持し国家の安寧秩序を保つ役目を持ってゐ のであるから 公正で合法 あると同時
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に、国民がこれに依頼し関係者がこれを信服するも でなければならない。国民をして裁判に参与せしめ、その所断を裁判 加味し
ならば、我国の刑事裁判に対する信用が一層
高まり、国民が裁判に参与することによって、自然国民が裁判所に親しみ 律思想が養成せられると同時に、その理解を得 信用を厚くす ことが出来、被告人 とっても、国民の中か 選ばれた陪審員の判断が基礎となって裁判された 思へば 快よくこれに服すことが出来るであらうといふ である。２「徳島毎日」昭和三年一月二〇日
近く実施さるゝ陪審法普及の為め
模擬陪審裁判
当地有力者後援の下に近く公演
陪審法は本年度から れるが，該法は我国創始の法令であるので，一般的に余り理
解されれゐないので，当局に於ては、公演、活動写真其他 方法により宣伝 努め ゐ一方に於て、模擬陪審裁判劇なる物を公演し、当地 於ても両三回開演したが、此度司法省、当地裁判所 弁護士団、其他有志及び徳日、本社等後援の下に 大々的に近く開演することゝなった。
劇の内容は勿論、俳優も従来の如きものと選を異にし、最も徹底的に同 の普及宣伝に
努むるもので 俳優は松竹専属月岡一樹、其他新進男女俳優数十名が登場する 、普通の演劇としても見堪へのあるものである。
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３「徳島毎日」昭和三年一月二〇日
陪審法廷其他
上棟式＝来る二十一日
司法省が、徳島市の請負業者濱尾清太郎氏をして工事せしめてをる、徳島地方裁判所陪
審法廷並に陪審員宿舎は、愈々来る二十一日、華々しく上棟式を挙行することに決した。
右廷屋は、移改築工事中 登記所、弁護士控所、其他とゝもに、予定の如く三月中には
落成する見込であると。４「徳島毎日」昭和三年一月二七日
模擬陪審劇公開
徳島弁護士会有志主催
本年十月より実施さるゝ陪審法は、人権擁護の保証として設けられたる、我国創始の法
令にて、吾々国民が、陪審員として直接裁判に関与する、重大なる権利を付与せられたるものにて、不幸罪を犯すに至った我々同胞の裁きを、専門の法官にのみ任して置かず、我々国民 意思をそこに加へると云ふ意図に出でたるものであ 。併し、人が人 裁くと云ふ事は甚だ重大な事で、其事 重大なればなる程、一般国民が如何なるも な かに精通してゐなければならぬ。
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そこで、今度徳島弁護士会有志が主催して、東北北陸其他全国的において好評を博せし、
司法当局の諒解を得たる松竹大幹部月岡一樹一派の陪審裁判劇を招き、徳島地方裁判所に同検事局、市役所、警察署及び各新聞社後援の下に、二月上旬某座に於いて公開す ことになった。此の裁判劇は、陪審法を形の上に現はし、見て知ると云ふ具体化したもので、犯罪の経路は月岡一派の社会劇「裁かるゝ日
」全六場にて、従来ありふれた砂を噛む如き
無味乾燥 ものとは違ひ、各裁判所及び控訴院鹿島判事など推薦賞賛せられ る脚本にて、津々たる興味、涙ある場面 内に罪人を構成し、これを徳島弁護士有志 長以下判検事、弁護人となり 当地知名の士が陪審員として本当に舞台に立ち、正式の陪審裁判 行ふのであって、裁判の威信、陪審 誠実を宣伝教育する上には無上 もの て、近く施行せらるゝ陪審法の真義を最 平易に理解せしむる点において、大い 効果ある 意義なものである。殊に、徳島弁護士、市議其他有力連が舞台に立ち、公判廷 於て真面目に論戦する事とて、定めて見物ならん。５「徳島毎日」昭和三年二月五日
裁判官以下決定した、模擬陪審裁判劇
愈々五日より新富座に公開
既報の如く、五日より四日間新富座に公開する事になった模擬陪審裁判劇月岡一樹一派
は、愈々四日当地に乗込み、直に弁護士、裁判所等を訪問して一通り 打合せ 行った。又弁護士連は、裁判所長、検事正と打合せ 上、記録の調製に忙殺されてゐる。
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事件の内容は、従来ありふれた砂を噛む如き無味乾燥なものや陪審法に理解なき裁判劇
とは全然其類を異にし、裁判の威信、陪審の誠実を宣伝教育する上には無上のものにて、本年度より実施せらるゝ陪審法の真義を、平易に理解せしむる点に於て、大に効果ある有意義なものである。脚本「裁かるゝ日」全六場は、涙あるデリケートな場面を進展して、興味ある社会問題としても、有意義な面白い筋書である。
尚、徳島地方裁判所及検事局より、左の諸氏出場講演がある筈。裁判長以下判検事とし
て出場の弁護士は、左の諸氏であ 。△講演
徳島地方裁判所検事千賀孝善氏
△同裁判所部長庄司直治氏△同区裁判所監督判事
都築一馬氏△裁判長山上弁護士、田中弁護士、高津弁護士△判事植淵弁護士、井上弁護士、岡田弁護士、井上弁護士、岡田弁護士、森川弁護士△検事武市弁護士、木村弁護士、島田弁護士△ 人秋田弁護士、高津弁護士、岡田久米雄弁護士、植淵 森川弁護
陪審員は、市内知名の士及び陪審員資格者登場の筈にて、追って当日迄に決定発表の由。
６「徳島毎日」昭和三年二月六日
陪審員も決定した模擬裁判
愈々本日午後四時から新富座
既報、裁判劇はいよ
く
本日午後四時から公開されるが、俳優の技能は新派の大名題月
岡一樹のさえた腕、模擬裁判は当市弁護士会有志の出場とて、本物 法廷よりも熱 をふるうて辛辣な論告やら弁論やらで、定めて面白き場面を見られる事であらう
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殊に、陪審員は、左の諸氏に決定。評議室は非公開なれど、特に公開して見せるとの事
故、法律には素人の陪審員、定めて名論やら脱線やらで火花を散らして論戦する事とてそこに多大の興味があらう。
尚、団体申込も続々あるとの事なれば、大入満員締切らぬ内に来会せられたしとの事、
本日正午迄 決定した陪審員諸氏は、玉出彌伊太氏、越久村雪次郎氏、三木徳藏氏、眞鍋誠一氏、長谷川嘉平氏、岡島和三郎氏、大久保藤吉氏、松家文雄氏、橋本磯五 、７「徳島毎日」昭和三年二月八日
陪審劇は本日限り
引続き普通劇、八日より四日間
徳島弁護士会主催本社後援の陪審劇は、非常の好況にて満員 大盛況なるが、引続き九
日迄公開の筈なる処、時たま
く
普選に会ひ、出場弁護士連は大繁忙にて、各候補者応援
演説に出張せねばならぬ処を、各弁護士交々に暇をぬすみて出場し来りしが、いよ
く
選
挙も白熱戦と化したる為寸暇もなく、止むを得ず陪審劇は本日限りにて終演する事となり、
然して、月岡一派は東京に引揚げる筈の処、徳島好劇家及び座方関係者等は、折角の来
徳を機とし、普通劇開演をすゝめし 、月岡優はじめ一座員等大いに賛成し 八日より四日間新富座に於て開演する事 った。月岡優は東京に於て新派界の重鎮たる事は云ふ迄もなく好劇家の知る処、一座に若手の花形
殊に女優髙根百合子は、先年松竹キネマにて
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天才的の女優としてフアンを喜ばした腕達者、其他春岡、大友、早稲田、水口、鹿島等皆東京新派界 若手揃ひ故、宣伝劇とてまた異なった芸術的熱演を見る事ならん。尚 入場料等は、破格 低額にて見せると。８「大阪朝日
徳島高知版
」昭和三年四月一三日
陪審法宣伝
講演と映画
徳島地方裁判所では、十月の陪審法実施を控へて、陪審制度を一般に十分理解せしむる
ため、大いに宣伝をなす計画を立て、五月二日、徳島高等小学校もおいて、ま 翌日は脇町において講演会並に活動写真会を開催すること 決定した。
講師は、大阪地方裁判所から一名と徳島地方裁判所から一、二名を選定するはずである
が、活動フヰルムは、司法省において最近作成したる陪審法に関する興味あるものである。９「徳島毎日」昭和三年四月二九日
徳島地方裁判所主催陪審講演と活写
五月二日徳高翌三日脇町高
徳島地方裁判所の陪審公判廷も竣工期に近づき、陪審裁判の主旨と裁判の形式の宣伝に
大童の当局では、又復五月二日午後六時三十分から、徳島市寺島町徳島高等小学校講堂と
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同三日美馬郡脇町尋常高等小学校の二ヶ所に 陪審講演と陪審活動写真の無料公開 やることに決定した。
講演部は、大阪控訴院と徳島地方裁判所の判検事が担任する筈であるが、映画は日活特
作の「屍は語らず」全七巻で、主なる配役と内容概要は、青年島田義雄………岡田
時彦
女給池田みつ子……瀧花
久子
加藤裁判長…………山本
嘉一
バーテンダー西田重吉 見明凡太郎
雪の夜半、都の一隅に立った教会の庭で、鮮血に染んだ若い女 屍体が発見された 自
殺か他殺か……当局は懸命の捜査をつゞけ 軈て、島田青年が被疑者として検挙された警察でも予審でも証人に出たカフェーのバーテンダー西田重吉の証言が有力なものとせられ、島田青年は殺人罪として陪審公判にかけられた。公判廷で被告 する供述は、満廷の涙をしぼったが、裁判の結果は… ？
「徳島毎日」昭和三年五月二日10裁判に干与する陪審員候補者欺さる
あまりに皮肉な被害に
裁判所が警戒を望む
詐欺の犯罪が益々智的になって、密会者や留守宅をおどす偽刑事の程度でなく、判事を
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名乗る大詐欺漢が、三田で超レコードの犯罪を犯した、その巧妙な遣り方に世間もアッと驚いてゐ が、最近また神戸市内で、陪審員候補者をだます詐欺漢が出没し、須磨や葺合等全市に被害が多い。その遣り方は、陪審員候補者の調査に名を借り、その宅を訪ひいろく
なことをきいたうへ、本人の写真を出させ、書籍代
（注、陪審員候補者名簿）
だといって十五
円を詐取するのである この陪審員候補者は 今秋十月から実施される陪審裁判について、その都度呼出され 資格者で、裁判手続きに参与して 事実の有無 答申すべき重要な職務にある。そ 陪審員候補者が、詐欺に罹るといふにいたっては、全く苦笑以上の悲哀といはねばならぬ、兎に角、此不埒漢 横行 就て、裁判所では厳重警戒方 希望してゐる。 （神戸電話）（注） 「徳島毎日」 （昭和三年四月一日・同八日） は、徳島県下では、昨年一二月頃より、 「陪審法普及会」を作っ 会員を募集し、入会金三円を徴し、 「陪審法 項」と題する小冊子（時価一〇銭位）を送附している者がいるが、その間、詐欺的手段が行われているようで、被害は三百件に上る、という記事が出ている。
「大阪朝日
徳島高知版
」昭和三年八月七日
11陪審法実施は余程慎重に
関係者の研究を要す
神谷検事正
談
陪審法実施を控へて、今回東京で開かれた全国裁判所長並に検事正会議に出席した淺井
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徳島地方裁判所長及び神谷検事正は、このほど帰徳したが 神谷検事正は語
会議は、主として十月一日から実施される陪審法の実際問題と思想問題の取扱ひ方等で
あった。徳島地方裁判所では、陪審法実施に伴ふて さきに判検事一名づゝを増加せられることに決定したので、いづれそれ
く
任命を見るであらう。しかし、陪審事件の公判に
は、原則 して所長及び検事正が立会ふことになった。何しろ陪審法実施は、我が国で最初の試みで り、しかも の革命ともいふべきものだから、余程慎重を要すべく、検事の公訴事実の陳述や裁判長の説示等は、最 重大 る影響を与へるものであ から、実際問題にあたって、これをどういふ風にするかと ことが会議で随分論議されたが結局決定せず、九月五日から三、四日間にわたって 全国の判事部長並に次席検事会議開いて、更に研究しようといふことになった。
徳島県における陪審裁判は、目下の予想では、一ヶ年を通じて二十六件といふことにな
ってゐるが、事実は二十件内外にすぎないのではないかとおもふ、陪審公判は 引けば長引くだけ陪審員十二名が幾日も宿舎に缶詰にされることになるので、それは随分苦痛なことであり、また自分の仕事 差支へるこ である ら、 るべく一日 部終了せしむることになってゐる。
とも角も、陪審法実施といふことは、 所側にとっても 事件に関係した各警察官に
とっても、また陪審員となるべき民間の人にとっ も、人の生命を決定す こ であるし、最初の試みであるだけ、これが実施にあたっては、それ
余ほどの研究と自覚とが必要く
である。
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「徳島毎日」昭和三年八月七日12裁判の模様が全く変る陪審法の実施
徳島地方は二十六件の予定であるが
多少減するだらうと神谷検事正の談
司法官会議に上京中であった淺井裁判所長、神
谷検事正、高津弁護士会長、相前後して
帰来、神谷検事正の談に曰く、
陪審法施行直前の会議であるから、議題の主たるも は陪審裁判の法律問題と事実問題
であった。陪審法は、我が司法裁判の革命であるから、従来の審理態様とは全然その趣が異って居る。
先づ、公訴事実の陳述に就ては、これまでは検事が 官と被告に予 終結決定書を読
み聞かす程度でよかったのであるが、陪審 では素人の陪審員に対しても事件内容を諒解せしめなくてはならぬ事になった。従って、公判廷に於ける検事の位置、任務に大変革が起り、検事の主たる任務は、論告ではなくて公訴事実の陳述といふことになった。英仏では、これに論告 時間を費してゐる。公訴事実の陳述といふことが、こ 裁判に於いて各自に重要であるこかゞ判 。
次は、訊問の方法である。これまで警察官は、書類によって事件の報告をして居ったが、
陪審公判では事件の当初から関係した巡査 司 警察官は全部召喚せられる であるからその捜査、訊問方法などの上にも余程考慮を要す ことに た。
次に、裁判官から陪審員に対する、説示の程
度方法である。この説示は、弁論直後に於
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いて、裁判長が行ふも であって、その内容は、事件の法律上の性質 事件の梗概 被告に不利なる点、被告に有利なる点の説明である。陪審員 答申の鍵 与ふ ものであるから、説示は陪審裁判の中心生命 、最も困難な問題である。この説示に、若しも裁判官の意見が加ったといふことになれば、それが上告の理由にな のである、陪審裁判は一審きりであるのだから、上告なんといふことになれば大変だ。それで、陪審裁判 あ て 、陪席判事が訊問して、裁判長は説示のみをするのがよいといふやう 説 あったが 大勢は訊問も説示も共 裁判長がする いふことに決った。英国など 説示に論告の四倍もの時間をかけてゐる。
次に、弁護人の重複弁護なども問題になった。陪審員に倦怠を感じさせて、よい加減な
答申で されては、裁判の権威に影響するから、陪審裁判 列席する弁護人 予め協調して貰って、事実論 法律論 情状論を行ふに、各主任 決めてさせ 事 なった。
陪審裁判はなる可く一日、弁論判決まで全部終らせる心算であるが、若しこれが一日で
終了しなければ、陪審員は陪審員宿舎に缶詰
にせられて外部との交通を遮断するが、これ
は重大な問題で種々議論もあるが、我が国 陪審制度 員に対する請託や脅迫を行しめぬ為めに、陪審員を宿泊せしむるといふ事を前提とし 実施せ れる な のだから、交通遮断も亦止むを得ない。
それから、陪審裁判の 長は、原則として所長これにあたり、立会検事は検事正とい
ふ事になった。しかし、若し所長 検事正に於いて事故 場合 は 部長 事 次席検事をしてその任にあたらしむるから未決定、陪審裁判上の手続は、いづれ九月三日から四、
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五日、本省に部長、次席検事を会合して決定せられる筈である云々。
尚、徳島地方裁判所管内の陪審裁判予定事件数は二十六件となって居るが、実際は多く
て二十件位或は月一件の程度に減りはせぬかと見られて居る。法定陪審事件の中でも、被告が自白して了ったものは除外するのと、一審に判決が確定する制度であるから、請求陪審も予定数に達せぬであらうと予想せられるからである。しかし、本県は比較的大事件の多い土地柄とて、十月一日から 判検事が一名宛て増員せ る事に決定してをる。
「徳島毎日」昭和三年八月三〇日13陪審制度実施の十月一日を陪審デー
種々の催しで国民に趣旨を徹底
【二十九日東京電話】多年準備中であった陪審制度は、いよ
く
今秋十月一日より実施
されるが、司法省では、この法制史上一大記念 たる十月一日を陪審デーと名づけ、種々の催しをなし、一般に新制度の趣旨の徹底をはかると共に更 該裁判実施に際し一層の完璧を期するため 九月三日より六日にわたる三日間、全国各地方裁 所長、同検事局次席検事及び各陪審裁判長等二十名を司法省に招致
し、本省側から原法相以下濱田、小原両次
官、磯部参与官、陪審係主任大原書記官ら出席し、最後の陪審裁判実務官 会同を行ふことゝなった。
「徳島毎日」昭和三年九月一七日14
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十月一日から実施する
陪審法早わかり（一）
一、陪審裁判に就て
陪審裁判とは如何なるものか(1)
吾国従来の裁判は、専門家の裁判官によってのみなされて来たが、新制陪審法により将
来はそれに素人が十二人加はって、その人々に公判における審理 弁論を聴かせた後、その事件に対する事実の判断を答申さし 裁判官がその答申に因って裁判 する これ即ち陪審裁判である。
如何なる事件を陪審裁判に掛けるか(2)
我国では、刑事々件に付て み適用することになってゐる。其 刑事々件も、比較的重
い罪のものに限られ、 の軽重によって、当然陪審に掛けるもの 、被告人から請求すことに依り陪審 掛けるものがある 前者を法定陪審、後者を請求陪審と呼び、こ 陪審に掛けることを「 評議 附 」と称する。この の手続は、地方裁判所 公判を請求される事件に付いてのみ適用す 規定 な ゐる で 地方裁判所 於いてのみ見られるものである。従って、その他の区裁判所や控訴院では 裁判はないわけである。（イ）法定陪審
放火、殺人等の如く、その重きに対しては死刑又は無期の刑を以てする
種類の犯罪事件は、被告人 請求の有無に拘らず、陪審裁判に掛けること なってゐる、これを法廷陪審といふ。（ロ）請求陪審
傷害、窃盗、詐欺、横領等の如く、その重きに対して三年以上の懲役又
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は禁固の刑を科することある犯罪事件は、被告人より陪審裁判を請求した時に限り、これを陪審に掛けることになってゐる、これを請求陪審といふ。（ハ） を許さぬ事件
右の如く陪審には、比較的重い事件が掛けられることになって
ゐるが、而も犯罪事件の性質に依っては、陪審裁判に掛けることを許さないものがある。即ち、皇室に対する罪、内乱、外患、国交に関する罪、騒擾の罪等刑法第二編第一章乃至第四章及第八章 規定する罪、法令 行ふ公の選挙 関す に当る事件が、それである。（ニ）管轄の移転
事件を陪審の評議に附することに決すれば、検事は其事件と周囲の事
件とを考察して、若しその事件に付地方 状況 り陪審の評議公平を失 虞ありと認めたる時は、これが管轄の移転を直近の上級裁判所へ請求して 他の 所でその事件審判せしめる方法に出ることが出来る。而して れを請求した時 若しその事件が公判に移されて居れば 検事は其請求に及んだ事 公判 通知 、同時に被告人に対しては其請求書の謄本を交付すべき事になってゐ 。裁 所は、この通知を受くれば 其事件につき其後の訴訟手続を停止して、上級裁判所の決定あるを待つ になる。又被告は、其謄本の交付を受け 三日以内に、それに対する意見書 差出す が出来る。而して、上級の管轄裁判所では、検事の意見を聴いた上、管轄 移転するとか せぬとかを決定るのである。
如何なる人が陪審員となるか(3)
（イ）陪審員資格
陪審裁判に立会ふ素人の人、即ち陪審員は、国民の誰もがこれになれ
るといふ訳ではなく、一定の資格を備へたもの なければならぬ 即ちそ 資格は
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Ａ、日本臣民で三十歳以上の男子た ことＢ、二年以上引続き同一市町村内に居住せるもＣ、二年以上引続き直接国税年額三円以上を納むる者Ｄ、読み書きのできるものの四条件を具有することである。
なほ、右四条件を具有していても、市長、村長の調製する陪審員資格者名簿に登録され
てゐなければ陪審員となれず、又搭載されてゐても禁治産者、破産 、懲役又は六年以上禁固の前科あるもの 国務大臣、判事、警察官、市長、村長等の特別な公職に在る者、医師、小学校教員、学生、或は被告人の親戚又は被害者、私訴当事 等の人々は、陪審員となれないことに ってゐる。
「徳島毎日」昭和三年九月一八日15ほんものゝ裁判官や弁護士連が
新築神々しい陪
審
法
廷
で陪審劇
仮装被告人は＝古田区検事局監督書記陪
審
員
は＝各弁護士
判
検
事
は＝淺井所長、神谷検事正
陪審裁判が、お芝居でなく実際に 所で、公判の一つの形式として開かれるのは、こ
の十月一日からになった。裁判所でも、種々の方法 よ 、陪審法の実現 陪審裁判の
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状況など、これを県民に知らしむる為に遺憾なき宣伝を行ったが、いよ
く
今度は裁判官、
弁護士間が体験して、裁判の実地に臨んで支障なきやうに仕なくてはとあり、去る土曜の半ドン後、協議会を開いて大体の話が決められた。
台本は、お手のものゝ殺人か何かのズット前に完結してゐる書類、仮装被告人には、古
田区検事局監督書記、陪審員は弁護士諸氏を、又判検事はこれぞ本当の淺井所長 神谷検事正といふ段取り、第一回は二十二日の土曜の午後新装神々しい陪審法廷で行ふ。第二回、第三回と続 て研究した後 場合によっ は、第三回あたりから、陪審員候補者にだけは公開する事になるかも知れぬと。
「徳島毎日」昭和三年九月一八日16十月一日から実施する
陪審法早わかり（二）
（ロ）陪審員資格者名簿
右に述べた様に陪審員となるには、一定の資格を必要とするの
で、その資格の有無は年々調査して、これを決める事に ってゐる。そして、それは市町村毎に市町村長が、その市町村内に居住する
者に就て、毎年九月一日現在で調べ上げ、そ
の資格あるも だけを書き立てゝ名簿をつく
る、これ即ち、陪審員資格者名簿である。
この名簿は、その年の十月一日から七日間、その市町村役場で一般に縦覧させることに
なってゐるので、その 調査に異議ある向は、その縦覧期間内及びその後の七日間内 、市町村長に異議を申立つればよい、その異議が正当ならば名簿は修正される また異議が
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不当ならば管轄区裁判所から異議申立の理由無きことを通知して来るこ になってゐ 。（ハ）陪審員候補者名簿
地方裁判長所は、毎年其翌年に必要とする陪審員の人数を定め、
これを管下各市町村に割当て、その員数 九月一日迄に各市町村長に通知 こ になってゐる。そこで、 長が地方裁判所長から此 通知を受けれゝば、陪審員資格者名簿に基き、抽籤の方法で割当てられた人員だけ
の陪審員候補者を選定し、それを名簿に書き
入れる、これが陪審員候補者名簿である。尤も、その抽籤は、市町村長が勝手 するものではなく、陪審員の資格ある人が三人以上立会で公正に行はれる かくて陪審員候補者が決すれば、市町村長は十一月卅日迄に、その候補者名簿を管轄地方裁判所長に送附し、これと同時に候補者各本人に対し、 に登録済の旨を通 する。こ 名簿を送附して後、候補者中に死亡者、国籍喪失者又は陪審法第十三条、第十四条の各号の一に該当する者ができた際は、市町村長は直に地方裁判所長 通知せねばならぬ。（ニ）陪審員を辞する場合
陪審員となった者は、裁判所の呼出に応じて必ず出頭し、陪
審員の職務に就かねばならぬ義務があ 併
し、中には老齢のためとか、或は官公職に在
るためそ を離 ことができぬとかの関係で その職務を行ふことのできぬ場合がある、かゝる場合、 の職務を断るこ ができるやうになってゐる。併も、これは支障さへあれば誰でも断ることができ 訳ではない 即ち六十歳以上の高齢者、在職 官公吏教員、議会開会中の各種公選職に限ら てゐ 。尤も、病気その他突発事件 め 止むを得ぬ事情のため、急に裁判所の呼出に応ずることのできぬ場合もある 、左様な場合は病気なら診断書を添へ 他の事情ならその事情を明 して届出づれば、その当日の職務を断ることができ 。
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二、公判前の手続
起訴の概要(1)
大凡犯罪があって告訴、告発、自首、申告、投書その他により、官がこれを覚知すれば
検事、司法警察官等の捜査活動に入り、その
結果犯罪の嫌疑あり、被疑者を処刑するの必
要ありとすれば、検事は裁判所に対して起訴の手続を執るのである。而して、この起訴の方法は、それが簡単な事件であれば、軽重難易により区裁判所より地方裁判所に直に公判を請求する 若し復雑な事件であれば、地方裁判所 予審 請求して予審判事の判断を求めるのである。予審判事は その事件に付各種の証拠を蒐集して犯罪事実を調べ上げ、それが公判に付 に足る犯罪の嫌疑あるものならば、事件を公判に附する旨の決定をする、若しそれが罪とならぬか、又 が無いとかといふことになれば、免訴の決定をして事件を処理する。
「大阪朝日
徳島高知版
」昭和三年九月一九日
17陪審裁判のお稽古
徳島の判検事、弁護士連が
陪審法がいよ
く
十月一日から実施されるので、徳島地方裁判所では、これが実施に当
り支障なきやう、模擬陪審裁判 、二十二日午後、新築の陪審法廷で行ふはず。
仮装被告人は、古川徳島区検事局監督書記、陪審員には各弁護士、判検事は淺井所長、
神谷検事正が、それ
ぐ
勤めることになった。
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なほ、十月一日から三日間は、一般に新築陪審法廷を縦覧せしめると。「徳島毎日」昭和三年九月一九日18徳島地方裁判所陪審法廷参観
十月一日から三日間限定した人達に
事件さへあれば十月一日から使用する、徳島地方裁判所の陪審法廷と宿舎は、最初のう
ちは入れる事件がない為め、一、二、三の三日間を招待日として、陪審員候補者、市町村長、新聞記者、代議士、県市会議員、官公吏、学校教員に限り、之が参観を許す事になった、招待者には、夫々案内状を発したが、総数千二百七十六名に達したと。
「徳島毎日」昭和三年九月一九日19十月一日から実施する
陪審法早わかり（三）
法定陪審と公判準備期日(2)
右に述べたやうな順序で、事件は検事から直接又は予審判事を経て、地方裁判所の公判
に移されるものである。既に事件から公判に移されたならば、裁判長は其事件の性質を見て、それが法定陪審事件に該当するものなりや否やを調査し、法定陪審に掛くべきものであるなれば、之から公判準備期日を指定し 若し否らずとすれば、その公判期日を指定す
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るものである。この公判準備期日は、定数即ち三人の判事と検事及裁判所書記が列席して開かれるものにして、その期日には、被告人と弁護人を召喚せねばならぬ。殊に、弁護人が出頭しなければ、例令被告人が出頭してゐても、裁判所では取調べることが出来ぬことになってゐ ので、この期日割に被告人が弁護人を選定しないなら、裁判長が 々在地の弁護士中 らこ を選任することになってゐる、之が所謂官選弁護人である。又この期日は、公判の準備手続をす ために開く、下調の期日なのであるから公判をせず、また陪審員を呼出さないのである。
公判準備期日の取調(3)
公判準備期日は、公判の準備を整へることを眼目として開く期日にして、大体次のやう
なことをなすものである。Ａ、裁判長は、法定陪審事件の被告人に対し、事件を陪審 評議 附す ことを辞拒し得
べき旨を告知する。
Ｂ、裁判長は、公訴事実につき被告人を訊問す （陪席判事 検事及弁護人も所定の手続
を経て、被告人を尋問することが出来る） 。
Ｃ、裁判所は、公判において取調べ 必要とする証拠調 決定をする、検事 被告人及弁
護人は証人訊問、鑑定、検証又は証拠物若くは証拠書類の収集を請求することを得、尤もこの請求は、この期日前にも出来、またこの期日後指定せられ 公判期日の七日前迄にも出来ることになってゐる。
Ｄ、この期日における取調中に 陪審の評議に付すべからざる事由の生じたときは
事件を通常の手続きに従っ 審判する、この場合には、公判準備期日がその儘
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となるのである。
Ｅ、被告人は、この準備期日に管轄違の申立をすることが出来る。尤も事件が予審を経由
して居れば、前に予審判 に対して、そ 申立 し ゐる場合でなければ、この申立は許さない。
Ｆ、裁判所が からの管轄違の申立により、その原因あり 認めたとき 又は公訴
棄却若くは免訴の原由ありと認めたときに
は、夫々その決定をなし、その儘事件を処理
するのである。
公判準備調書(4)
公判準備期日に列席する裁判所書記は、その期日においてする被告人の訊問、その供述、
検事、被告人又は弁護人の申立 裁判所の裁判、その他一切 訴訟手続並に被告事件 被告人及び出頭したる弁護人の氏名、手続をなしたる裁判所、年月日、裁判長、陪席判 、検事、裁判所書記官の氏名等を記載し 被告人が出頭せざるときは、その旨を記載して調書を作成せねばならぬ、これが公判準備調書である。こ 調書は 三日内に整頓して裁判長とゝもに署名捺印するのであるが 長はその署名する前に、調書を検閲して若し意見があるならその旨を附記するのである。
請求陪審と請求の時期(5)
地方裁判所の公判に移された事件中、死刑若し 無期 刑に処せられるこ のある事
件以外の詐欺、窃盗の如き一般の事件に就い
ては、裁判長は刑事訴訟法の規定に従ひ、先
づその公判期日を指定して、公判の準備に掛け ものなること 前にも説述した通りであるが、それ等の事件の中で、長期三年以上の刑を規定せ 法令により断ぜられ べき事
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件に就ては、被告人の請求により、陪審の評議に附すべきであるから、陪審裁判を希ふ被告人はこれを請求すればよいのである この請求をなす時期については、第一回の公判期日前と規定されて居る。尤も公判期日は 場合によると裁判所、弁護人或 被告人等 都合で、再三変更 る時があるから、そんな場合には、最初に定めた公判期日の召喚状が被告人の手に入った日から、十日以内にすればよいが、その後には請求できないことになってゐる。
「徳島毎日」昭和三年九月二〇日20十月一日から実施する
陪審法早わかり（四）
請求陪審と公判準備期日(6)
裁判長が事件に付て公判期日を指定せる前に、被告人から請求があって事件を陪審の評
議に附する時は、法定陪審における場合と同様、直ぐに公判準備期日の指定を見 訳であるが、一旦公判期日を指 して後に、被告人からその請求があったため、陪審の評議に附すること なった 別に公判準備期日として指定せず、既に指定さ た公判期日をそのまゝ公判準備期日として その期日に
前述の如き公判の準備をするのである。
陪審事件を陪審の評議に付せざる場合(7)
法定陪審事件であると請求陪審 なるとを問はず、被告人が公判又は公判準備のため
の取調において、 訴事実を認めた時には、その事件を陪審の評議 付することが出来な
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いことになってゐる。
陪審の辞拒と請求の取下(8)
被告人は、検事が公判においてその初めにする被告事件の陳述、即ち 訴事実の陳述を
なす前に在っては、何時にても事件を陪審の評議に付することを辞すことが出来、又既に求めて置いた陪審裁判の請求を取下げることが出来る この場合に 二度 その事件を陪審の評議に付する は出来ない であ 。尚、公判 おいて検事が公訴事実を陳述した後でも、検事係から管轄移転の請求があったときには、その請求に対して決定のあるまでは、 を辞することも出来 請求を取下げることも出来 ことになってゐる。三、公判前の手続に就て
陪審の構成(1)
△公判期日と陪審員の呼出
陪審の評議に付すべき事件に付て、公判準備が出来たならば、
裁判長は、公判期日を指定して、訴訟関係人を呼 すので る。而して 此 期日が決定次第、地方裁判所長は、予め定めた市町村の順序 より、各其市町村 陪審員候補者名簿中から一人又は数人宛、抽籤により都合三十六名 選定 る、この抽籤も、裁判所書記の立会を以てその 正を保障する訳である。而して、その卅六人は公判期日に、裁判長からその出頭すべき日時、場所を指定して されるのである。△陪審構成の手続…（除斥 忌避）
陪審の評議に附すべき事件の公判、即ち陪審裁判に
立会ふ陪審員は、前述の如く十二人と定ってゐる で 呼出された三十 名中、職務の執行に差支へあるも や、そ 他の事情を有する者を除外して、結局十二人を残し 之等の者が公判の審判に立会ふことになる、この十二人の 員を決す 手続を、陪審の構成と
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いふ。此構成手続は、陪審員が廿四人以上出揃はなければ行ふことを得ざるもので、若し出頭した陪審員が廿四人に満たざる時は、裁判長は之を補充のため裁判所に在地又は最寄の市町村の陪審員候補者名簿中から抽籤を以
て、必要な員数だけの陪審員を選定して、之
を適当且つ便宜な方法により速急呼出し、充員するのである、この抽籤にも裁判所書記が立会ひ公正に執行するものである。斯様にして所定の廿四人以上出揃うた時、甫めて陪審構成の手続を開始する、 手続は、定数の判
事、検事、裁判所書記、被告人、弁護人及陪
審員列席 上、公判廷で行はれる 、公開はしない。扨て 是等一同の顔が揃う 時、判長は出頭した廿四人以上 氏名、職業及住居地 記載した書面を示して、検事及被告人に対し、陪審員中に「除斥」せらるべきも ありや否やを問ひ、陪審員に対しては被告人の氏名、職業、住居地を告げて、除斥の原因ありや否 を問ふ、之に対し検事、被告人 陪審員 第十五条に列記されたる除斥 原因あるときは、其旨申立をする、これに因り裁判所が除斥の原因ありと認めらなら、そ 旨決 するのであ 。
「徳島毎日」昭和三年九月二一日21陪審員旅費、汽車汽船は二等
陪審員日当は五円、其他の日は二円五十銭
陪審員宿舎の止宿料は二円五十銭
判決前に請求せねばくれぬ
十月一日より実施される陪審法の陪審員旅費
日当及止宿料は、十八日官報を以て勅令第
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二百三十四号で公布された。◇旅費
鉄道汽船は二等旅客運賃、等級を二階級に区分するのは上級の運賃、其等級を設
けざるものはその乗車乗船賃、汽船の通ぜざる水路は一海里毎に九十銭以内にて裁判所の定むる額、一海里一里未満は切捨
◇日当
公判審理に干与したる日は一日に五円、その他の日は二円五十銭
◇止宿料
陪審員宿舎に止宿したる場合は一夜二円
五十銭、その他の場合は一夜五円
然して右旅費日当止宿料は、判決前に請求するに非ざれば之を支給せずと。
「徳島毎日」昭和三年九月二一日22十月一日から実施する
陪審法早わかり（五）
又裁判所は、出頭した陪審員中に第十二条乃至第十四条の規定により、陪審員たるの資
格を欠ぐものがあれば、その陪審員たることを得ざる旨決定するのであ 。斯様にして、出頭した陪審員 中から、その資格を欠ぐもの及び除斥の原由あるも を除外して、尚所要員数を超過する時は、検事及被告人において、その超過人員の各半数宛を忌避することが出来る。而して、そ 超過人員が若し奇数を示す場合には、被告人は検事よりも一名だけ多く忌避することができるのである、又被告人が数人なる時 こ 忌避は共同してこれを行ふべきであ が、その共同 方法につきて被告人間に協議の調 ぬ場合は、裁判長からその方法を指定することになってゐる。忌避権の行使については、一定の方式に従ひ
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順次行はれるのであるが、検事と被告人は裁判長が氏名票を読上げる都度、先づ検事からその陪審員を承認するか忌避するかを陳述し、次ぎに被告人から承認か忌避かを陳述する。若し、次の氏名票を抽籤函 ら抽出すまで、その陳述のない場合は承認と見倣し その最終に抽出す分に付ては、裁判長が抽籤終了を
宣言するまで、その陳述がないなら、その時
も承認と見倣 ことになってゐ 。而して、この陳述は裁判長が次の氏名票を抽出するまでは之れを取消 ことが出来 が、次ぎの氏名票 抽出した後、または最終に抽籤終了を宣言した後はそれが出来ない。なほ、この忌避といふは、検事と被告人とが陪審員中から事件に付て判断せしめる に不適当と め も を排除する手続であって、忌避に付てはこれを排除せねばならぬ事情がある ずである。処 忌避の理由は、これが陳述を禁じてあるので、被告人にしても気兼なく忌避し得られる訳である。右 如く、忌避の手続において、抽籤 進める内承認された陪審員 定数の十二人に達 たなら、裁判長は抽籤終了の旨を宣言するのであ が、元来陪審は公判審理 了へ陪審の評議を経てその答申を書記が朗読するまで、同一の陪審員を以てすべきであるから 若し事件 復雑だ か、被告人が多勢だとかいふ とで二日以上引続き開廷を要す もの 思料する時は、定数 陪審員の外に尚一名又は数名 予備員を用意 、之を公判 立会 しめ万一陪審員中に病気其他の事故で職務を行ふことを得ざるものゝ出来た場合は、之 代 し ことになってゐる。こ 予備員が、補充陪審員である、この補充陪審員 、裁判長がその必要を認め とき、これが員数を定めるもので、その之を要する場合は、陪審員 の手続において陪審員及び補充陪審 の数を充た に至 ま 抽籤を継 し之を充たし得た時、抽籤終了を宣言する訳である、こ 場合は、その初めに当籤した十二人 以て を構成すべき
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員とし、その他の当籤者を 員とする である。
以上、それだけの手続を以て、陪審の構成を完了する訳で、当籤者以外の陪審員は用済
みとなり退廷するものである。
公判(2)
△開廷
陪審構成の手続きが了れば、陪審員並に補充陪審員は、当籤の順序で法廷所定の
陪審席に着席する、この陪審員 集団を、陪審と呼ぶ である。所謂公判 いふ は、これから始まるのであって、傍聴者もこ 時から入廷を許される訳である。△陪審員の宣誓
公判の取調は、検事から公訴事実を陳述するにより開始せられるもので
あるが、陪審員はその前に宣誓せねばならぬ。それは、陪審員 公正且つ誠実にその職務を行ふべきことを誓約するのであって、是は絶対に拒むことが出来ない。而して こ 宣誓は、先づ裁判長か 、陪審員一同に陪審員としての心得を諭告した上 起立して「良心に従ひ公平誠実にその職を行ふべきことを誓ふ」 記載ある宣誓書を朗読し、陪審員をして、これにそれ
ぐ
署名捺印せしめて、最も厳粛の裡に行ふのである。
「徳島毎日」昭和三年九月二三日23十月一日から実施する
陪審法早わかり（七）
△公訴事実の陳述
陪審員の宣誓があれば、検事は被告事件の終始を陳べて、被告人が如
何なる罪を犯したのかそれを明かにする。之を公訴事実の陳述とか、被告事件の陳述とい
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ふのである。公判における裁判所の審理は、この陳述あるによって開始するものである。△審理
検事の公訴事実の陳述が了れば、裁判長
は、被告人を訊問して、被告事件につき
弁解を聴き、証人訊問、鑑定人訊問、そ 他必要な一切の証拠調をして、取調をするあるが、都合で裁判長は、この被告人、証人 尋問、其他各種の証拠調を陪席判事の一人をしてなさしめることも出来る。△陪審員の訊問権
公判において検事や弁護人が、裁判
長の許可を得て、被告人、証人、
鑑定人又は通事等を訊問し得られるやう 、陪審員も裁判長の許可を得て、これ等のものを訊問することが出来る。△証拠調
裁判をなすにつき、証拠に引くことを得るものは、裁判所が直接取調べたもの、
即ち公判に現はれたものに限るといふのが原則であるが、書類や図画の類 之を証拠とすることに、検事、被告人、 護人等訴訟関係人の間に異議がなければ、何時でも証拠に引くことが出来る。又第七十二条乃至第七十四条に列記してあるものは、何れも裁判所直接取調べたものではないが、是等は特に証拠に引くことを許されてゐる。△弁論
各種の証拠調が終れば、検事、被告人及弁護人は、犯罪の構成要素に関する事実
上及法律上の問題のみに付き、互に意見を陳述す の あるが、その最終には被告 又は弁護人に陳述する機会を与へて弁論を終結するのである。
(三
)陪審の評議
△説示
弁論を終結すれば、裁判長は、陪審に対して、犯罪の構成に関し法律上の論点及
び問題となるべき事実並に証拠の要領を解説して、犯罪を構成すべき事実の有無を問ひその評議の結果を答申すべきことを命ずる。この手続き 、説示といふのである こ 説
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示については、裁判長は、証拠の信用すべきも である か 信用出来ないものであるとか、又被告人に犯罪の責任あり か、又は無いとか、について自己 意見を示 やうなことをしてはならぬ。裁判長 この 仕方如何によっては、陪審の答申が右と 左ともなるものであるか 、是が陪審の手続中最も重要な手続きとなってゐる。而 この裁判長の説示に対して、何人も異議を申立てることが出来ないことになってゐる。△問書
裁判長から陪審に与へる問は、主問と補問とに区別し、陪審において単に「然り」
とか「然らず」と により答へ得られるだけの文言を以て書面で問はねばならぬ、この書面を問書といひ、問書は裁判長が之 署名押印して陪審に交付するこ になってゐ が陪審員は都合でその謄本 交付を求めることが出来る。而して、主問といふ は、公判付せられてゐる事実に関し犯罪構成事実の有無を評議せしめるために与へる で 補問といふは、公判に付せられた事実と異った犯罪構成事実 有無を評議せしめる必要を認めた場合に与へる問であ 。又犯罪の成立を阻却する原因 なるべき事実、例へば被告人が罪を犯すべき心神喪失の状態にありしや否やとか、緊急やむ 得ざる刑法第一編第七章所定不成罪の原因とな 事実の有無を評議せしむる必要ありと認めた場合には、その問を他の問と分別して与へるのであって、この問題を特 別問と称してゐる。
陪審に与へた裁判長の問に対しては、陪審員、検事、被告人及弁護人から、その変更を
申立てることが出来る、その申立が った きには、裁判所 決定を以てそれ 決めねばならぬ。△評議
陪審が裁判長から問書を受取ったなら、評議のため陪審員は評議室に退き、その
室で評議を始める。 の場合、裁判長 必要に応じて、公判廷で取調べ 証拠物並に証拠
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書類を陪審に交付することが出来る。この評議については、先づ互選によって陪審長を選定し、陪審長が評議に関する議事を整理することになる。陪審長が決まれば、陪審員は裁判長の問に対する各自の意見を述べて評議を開始するのであるが 評議は先づ主問に付いて之をな 主問を否定した場合に補問 受けてゐれば、それについて する訳で、問に対する陪審長の意見の表示は、他の陪審員が意見の表示を終って後、即ち最後にこれをせねばならぬ。なほ、陪審はその評議を終る前、更に説示を求めることができるが、この請求は陪審員一同が公判廷で申立てるものである。 （完）
「徳島毎日」昭和三年九月二六日24
徳島地方裁判所で
愈二十九日舞台開きする
模擬陪審裁判の役割
徳島地方裁判所の模擬陪審裁判は、法廷内の設備、出場者の配役などの都合上、延期と
なって、二十九日午後一時から開かれる事となった。上演事件は、十数年前県内某地方に発生した放火事件である。当日の役割は、裁判長
淺井裁判所長
陪
席
庄司部長
同
未定
検
事
神谷検事正
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書
記
大松書記
弁護人
大谷弁護士
同
谷原弁護士
被告人
永峰書記
証
人
志熊検事
同
卯坂書記
同
新開書記
陪審員（弁護士より抽籤をもって之をさだむ）と内定、傍聴人には裁判所の全員が繰出す筈。
「徳島毎日」昭和三年一〇月一日25司法に民意を加味する
国民裁判の実現
陪審法の実施に臨んで
原法相
談
【三十日東京電話】多年国民翹望の的となって居た陪審法が愈々本日を以て実施せらる
ゝ事となった事は、我々国民 して大いに祝福慶賀せねばならぬ一大盛事である。云ふ迄も無く、陪審裁判なるものは、従来裁判を専門とする官吏即ち判事 単独に行ひ来った刑事の裁判に 一般民衆の意思即ち 意を加味せしむる事を基調とし精神とする、所謂国民裁判を指すのである。本来立憲治下にありては その立法なると司法たると行政たるを問
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はず、苟くも国務の遂行運用に当っては、之に民意を加味せしめ、国民をして国家の政治は国民自ら之を行ふのであるとの観念を抱かしめねばならぬのである。
然るに、我国においては、今日まで立法行政の両方面においては、選挙の方法により代
表されたる人民の意思が、国政 の上 表現されてをったけれども、独り司法裁判の上には、国民意思の反映と認むべき何物も加味されてをらず、裁判事務を常職とす 官吏のみが、刑事即ち国民 犯罪有無の判断を為し来ったのであるから、立憲政治 本筋からいふても、従来の制度は未だその完きを得ない感を免れなかったのである。
尤も、外国においては、為政者の暴虐に対し国民の生命財産の安全を保護する趣旨にお
いて陪審制度を採用した処もあったが、我 においては、古来より全国的 （一地方の藩主等には多少あった）暴虐擅恣の為政者 あって、勝手次第に人民を逮捕監禁審問処罰したり、或は苛斂誅求 事と 実例 ないの
であるから、彼の外国におけるが如く、従来
の官吏裁判で 国民の生命財産の安全は望まれないとい 国民感情があった事 ないのであるが、多少の国民中には、官吏たる警察官や検事が取扱って来た事件を、更に官吏たる裁判官が判断する であるから 司法権は独立とは ふものゝ絶対公平を望むことは出来ないと考へる者があって、従来 裁判制度に不満を感 ることあるを免れ難いのである。而して、国民 裁判制度に不満といふこと 現在 法律生活に不満といふことで っ 、国民の治安に非常に悪い影響を及ぼすことになる であるから、国民 して真に法律生活に満足せしむる は、いや 上にも裁判制度に対す 信頼の念を深からしめなければならぬ。従って、国民をして裁 所を飽ま 人権擁護の機関 正義発揚 機関で ると信ぜしむるには、如何に も従来 のみ よる裁判制度 変更を加へ、国民を て罪の有
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無は、自分等の同輩同僚たる人民により決せられるとの安心を得せしむることが必要って来るのである。これが、即ち我 におい 陪審法 設くるに至った根本の主旨である。
斯くの如く、我国の陪審制度採用と諸外国のそれとは稍その事情を異にしてゐるのであ
る。これを再言すれば、外国におけるが如く暴虐政治の反動としてこの制度が生れて来のではなく、大多数国民は従来の裁判制度に信頼 ゐる事は疑はないの 、たへ極めて少数の者でも従来の裁判制度に不満足なも があるな ば 新制度 り陪審員たる専門裁判官にあらざる普通国民即ち何等捉へられざる同胞の判断によ 罪 有無を定めしむ ことが、一層人権擁護 精神を明ら
かにし、裁判に対する国民の信頼を深からし
むるゆえんであるといふことが、この新制度採用の本旨である。
従って、その内容においても、外国の陪審法とは大いにその趣を異にし、現行裁判制度
に不満なものゝみが陪審員の判断を受く といふ、いはゆる任意陪審制度となってゐるのである。斯くの如く、陪審制度即ち国民裁判制度 実施により、我 立憲政治も始め 立法行政司法共に民意を加味するに至り、茲に完璧を達したといっても誤りなしと信ず 。これを要す に、陪審法の実施は、啻に我が刑制史上曾て見ざる一大革新たる みで く実に我が立憲政治史上に一大時期を画したものといはねばならぬ
然しながら、法は死物である 運用の如何によりては善法も悪法と化するのである
から、不幸にして一度その運用を誤るが如きことあるにお ては、折角の善法良則を死文徒法に終らしむるのみに止まらず、却て害毒 国家社会 流し、悔ひを千歳に遺すことゝなるのであるから、選ばれて陪審の任 当 陪審員諸君 勿論 一般国民就中証人鑑定人等として事件に干与す 人々は、十分に 制度の精神を了得し、陪審裁判は国民が親
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同胞の罪の有無を定むる真の国民裁判であって、曾てなき人権擁護の良制度である趣旨を充分に理解し、自己の同胞に対する照魔鏡即ち『正義を与ふる機関である』との誇りと識見とを以て、こ 制度の運用に当り、万違算なきを照せられたい。東洋の刑制史上、曾て見ざる人権擁護 制度たる陪審法実施 劈頭に立ち、私は同法の運用に一般国民の協力を希望する 同時 之れが有終斎美を希ふて止まぬものである。
「徳島毎日」昭和三年一〇月一日26立法史上特筆すべき日
聖上親しく行幸
囚人の製作品迄天覧
【三十日東京電話】十月一日は、立法史上に特筆すべき陪審法の施行さるゝ司法記念日
であるので、天皇陛下には、此の記念すべき日に、特に裁判所構成法を御覧遊ばされ 東京地方裁判所へ意義深き行幸遊ばさるゝ此日、陛下には、行幸 御順路を拝 に、陸軍通常礼装に大勲位略章を御佩用、珍田侍従長御陪乗の略式自動車鹵簿に召され、一木宮相其他供奉の上、午前十時宮中御出門、十時十分東京地方裁判所御車寄に着御、原法相以下約三百名の 迎を受けさせられ、原法相の御先導にて三階大審院長室の仮御座所 入御御少憩、原法相以下親勅任官に拝謁仰附られ 同十
時十五分原法相の御先導にて御説明の上、
陳列室の参考書類、判決書及び中野刑務所以下各刑務所 於ける囚人の製作品を 覧になり、次で十一時二十分法相の御先導にて、大
審院第一号法廷御覧、牧野院長の御説明御聴
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取、控訴院第三号法廷に御成り判検事三百名 立列拝謁給はり、それより眼目であ 陪審院法廷に御成りあらせられ、陪審員評議員室で田中裁判所長の 説明を御聴取あり、それより予審廷を御巡覧、少憩の後午前十一時四十分還幸あら る筈。
「徳島毎日」昭和三年一〇月二日27一日から三日間
陪審法廷参観
徳島地方裁判所の陪審法廷参観は、既報の通り、一日から許可されたが、朝来参観人ひ
きもきらず、玄関口では下駄を預かった上で竹皮草履を貸して呉れ、受付 は法廷内部と宿舎外観との写真二枚が一組となった絵葉書を呉れるなど、とても物軟らかい取扱ひぶりに参観者はいづれも打寛いだ気持になってをる。
「徳島毎日」昭和三年一〇月 三日28陪審法実施に伴ふ
司法官更迭断行
【十二日東京電話】司法省では、全国 陪審法実施に伴ひ 六大都市を除き各
地方裁判所は、原則として所長は陪審裁判の裁判長となる規定 設けたので、裁判所長が若し裁判長となり得ざる場合 は、主席判事をして之に当らしむべく、之れが為め全国控
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訴院長等から判事異動転任を求めつゝあったが、十二日早朝辞令で判事の更迭を断行し、追って陪審制の完璧を期すべく有数判事を夫々任命した。
「徳島毎日」昭和三年一一月二日29陪審候補
△福井村
内藤雄太郎、岩佐滿壽重、阿部安太郎、岩瀬嘉平、守國藤五郎、香留作五郎、
岩佐敏雄
△相生村
江川林太、登爲幸 近藤萬次郎
△大俣村
坂東文吉、新居彌三 小山多米助、井内國太郎、赤松仁平
△市場町
竹内兼太郞、淺野宇太郎、 喜平、佐藤茂平、田上種三郎、齋藤豐三
△牟岐町
柿内安太郎、和田虎吉、大津次平、下川傳藏、原房吉
（二）陪審公判に関する報道①殺人被告事件昭和四年二月一六日判決１「大阪朝日
徳島高知版
」昭和三年九月一一日
姑と口論して、母子心中？
子供の死体のみ発見
徳島県板野郡□□町ＫＭ儀一妻あいゑ
（二十七）
は、八日姑と口論した末、午後八時ごろ、
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次男義明
（二つ）
を伴ひ家出したが、十日午前五時ごろ、同町天神社境内の井戸で義明の死体
が発見されたので、あいゑも自殺したものと
見られてゐるが、死体はまだ発見されない。
２「徳島毎日」昭和三年九月一一日
姑と喧嘩の腹立ちに、我児をつれて家出した妻
子供は井戸から屍体で現る
妻の行方は不明
板野郡□□町□□儀一妻ＫＭあいゑ
（二七）
は、八日、姑と口論の末腹立まぎれに長男義明
を伴ひ、午後八時頃家出した儘、翌日に至るも立帰らず、家族が心配 余り所在捜索中、十日午前五時頃、同町□□天神社付近の野井戸中より、義明が死体となって発見されたにも、あいゑの姿は尚ほ依然として不明 生か死か謎の行衛として引続き所在調査中である。３「大阪朝日
徳島高知版
」昭和三年九月一二日
子供を殺して、逃げ失せたか
姑と口論した人妻捜査
姑と口論して行方不明となった徳島県板野郡□ 町ＫＭ儀一妻
（二十七）
の次男義明
（二つ）
の死体が井戸の中から発見され、本人の死体が発見されないため、或は義明を殺害し
て逃走したものではないかと、十 夜以来、板西署では在郷軍人、青年団なのど応援で徹
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宵捜査したが発見せず、十一日は捜査本部をおいて大活動を開始した。４「大阪朝日
徳島高知版
」昭和三年九月一三日
あいゑは捕はる
生家に立帰った処を
捜査中であった徳島県板野郡□□町儀一妻ＫＭあいゑ
（二十七）
は、十二日午前二時、同郡
□□村の生家に立寄ったところを取押へられ、目下厳重取調中。５「徳島毎日」昭和三年九月一五日
我児を井戸へ投込んだ
家出妻検事局送り
二度迄投身して死切れずと申立つ
（既報）板野郡□□町□□儀一妻ＫＭアイヱ
（二七）
が、姑と口論の揚句野井戸へ我児義明
（二つ）
を投込み自分は姿をくらました疑問の事件は、十二日午前に至り、自宅へかへって来
たアイヱを発見、坂西署へ連行、末吉検事出張、アイヱにつき取調べしに、アイヱの申立ては「私は姑と喧嘩し死を決して義明をいだいて野井戸へ至り、先づ義明を投げ込み義明の死を見とめて、自分も飛込んで自殺を企てたが浮き上ること二回で死に切れず 更に袂へ石を入れて飛込むだが、どうしても死ねぬので、其の場から逃れて熊野神の附近でウロ
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く
してゐたが、遂に実家へ帰って来たのを引かれたものです」と。アイヱは、当検事局
へ送って取調べることゝなった。６「大阪朝日
徳島高知版
」昭和三年一〇月一四日
徳島で最初の陪審裁判
珍らしい殺人事件と強盗事件
期日はなほ未定
徳島地方で最初の陪審裁判が開かれることに決定した。事件は、板野郡□□ＫＭ有江
（二
十五）
が祖母と口論の末、先月九日夕、長男義明
（二つ）
を井戸の中に投げ込んで殺害し、自分
は死におくれたといふ珍しい事件と、徳島市□□□呉服商Ｋ龜吉方へ押入り、日本刀 もって家人をおどかし金品を強奪した、岡山県真庭郡□□村ＴＮ威
（二十四）
にかゝる強窃盗事
件の二件であるが、いづれも公判以前の下調べにおいて事実を自白せぬ限り、陪審公判を開いて罪を決するはずで、期日はいまだ決定しない。７「徳島毎日」昭和三年一一月一日
井戸へ我児を投込んで
その身も自殺せんとした□□の児殺し
陪審裁判に附せられる三つの罪質
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徳島地方裁判所公判部にある刑事々件中罪質が法定陪審に附せらるべきものは、
第一、殺人被告＝板野郡□□町□□農業ＫＭアイヱ
（二六）
第二、窃盗及強窃盗被告＝岡山県真庭郡□□村無職ＴＮ威
（二四）
第三、殺人被告＝徳島市□□町 □日稼ＫＫ市郎
（二五）
であるが 三事件とも は、予審終結まで犯罪事実を綺麗に自白してゐるので、陪審手続にかけても被告はいづれも陪審の評議に附することを辞退するであらう。俄に供述を翻して否認をするやうなこ はあるまいと視られてゐ 。しかし、陪審準備は、当地方最初の事であり、その成行は可なり注意されてゐるが、
三十一日、右の内、板野郡□□町□□ＫＭアイヱ
（二六）
に対する殺人事件が、当地方最初
の法廷陪審事件として公判準備期日が指定された、弁護士は谷原公氏、公判準備期日 十一月十九日と決定した 準備は非公開で進められる であるが、被告アイヱに於て従来の供述を変へず の評議 ことを辞退す ば、普通の公判が開かれるわけで、この事件の審理が普通公判になるか、陪審公判になるかは、この準備手続を経なければ決定しないのである。
アイヱに対する被告事件の内容は、 「アイヱは、大正十四年ＫＭ儀一に嫁し、長女笑子
（三
つ）
、長男義明
（二つ）
を設けたが、祖母ムメとの折合悪く面白からず想ってゐたが、九月一日
ムメが転がった団子をそれ食へと云はれ、又同八日には梨を投付けて食へ 云はれたので、居堪らずなり、笑子を連れ実家 帰らうとす と 乳呑児の義明を残して帰るお前は鬼だと吐鳴られ、義明を背負うて家出し、同夜 附近の桑畑で過ごしたものゝ身の所置に窮し九日夜十二時頃 □□字□□午前の野井戸へ無心に眠る義明を投込み、自分 つゞい 投
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身せうとしたが、死児の姿の惨たらしさに死に遅 て、実家へ帰った所を逮捕されたものである」 。８「大阪朝日
徳島高知版
」昭和三年一一月二〇日
徳島で最初の陪審裁判
母子心中で生残った母親
きのふ公判の下準備
徳島県板野郡□□町字□□ＫＭあいゑ
（二十六）
が養母の虐待に堪へかね、子供の義明
（二つ）
と共に自殺せんとし、井戸の中に義明を投げ込んだ殺人事件は、徳島地方裁判所において陪審裁判に附せらるゝこととなり、十九日、秀島裁判長係で公判の下準備を行ったが、いよく
近く陪審公判を開くことになった。弁護人は谷原氏で、これが徳島県における最初
の陪審裁判 なるであ う 。９「大阪朝日
徳島高知版
」昭和三年一一月二九日
母子心中生残りの母親、いよ
く
陪審公判
来月十四、五日ごろ徳島裁判所で
四国ではこれが最初
徳島県板野郡□□町ＫＭあいゑ
（二十七）
にかゝる幼児殺し陪審公判は、いよ
く
来月十四、
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十五日ごろ、淺井裁判所長、神谷検事正立会の上開廷することに内定した。この陪審公判は、四国では最初であるから、一般から非常な興味を持って見られてゐるが、右について淺井裁判所長は語る。
「我国における陪審裁判は、大分県を最初として、名古屋、大阪でも行はれたが、徳島
では今回の幼児殺し事件が始めてで、おそらく四国でも最初だと思ふが、非常に興味ある事件である。しかして、陪審裁判について陪審員の最も留意すべき点は、事件に関する世間の風評なんどわずらはされないで、犯罪の有無を冷静公平に判断しなければな んのであって、自己の意思以外の影響によ 測定を避けなくてはならない。
次には、被告人に対する裁判長の訊問、被告の答弁振り、証拠物件など、すなはち主と
して公判廷に現れたる実際につい 十分慎重 考へばければならぬ」 。
「徳島毎日」昭和三年一一月二九日10養母の虐待で、我児を井戸へ投込んだ
□□のＫＭアイヱ
陪審裁判所＝来月十五日
養母の虐待に堪えかねて、三才の義明をつれて家出し、附近 野井戸に子供を投じ、自
分は死におくれて捕へられた、板野郡□□町□□ＫＭアイヱ
（二六）
は、法定陪審事件として
来月十五日頃、徳島最初の陪審裁判にかゝる事になった。期日 両三 中に確定発表される筈。
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「香川新報」昭和三年一二月一日11十四、五日に開廷、四国最初の陪審
徳島県□□町の子殺し女の事件
陪審員の心得
徳島県板野郡□□町□□ＫＭ儀一の妻アイヱ
（二七）
が、姑の虐待に堪えかねて、一子義明
（二）
を殺害し野井戸の底深く投げ込んだ事件は、徳島地方裁判所の最初の公判陪審に附せ
られ、来る十二月十四日、陪審裁判公判を開廷す とのことであるが、淺井徳島地方裁判所長は曰く、
「我国における陪審裁判は、大分県が第一番に開かれてから、名古屋、大阪と順次公判
陪審が行はれてゐるが、成績は可良の方である。当裁判所において、来月中旬に開廷する陪審裁判は、四国における最初の公判であるが、審理の事件は、極めて簡単で陪審裁判事件としては頗る興味の薄い方であるが、陪審員諸氏のもっとも注意すべきことは一、新聞や世間の風評を基としてはならぬこと二、被告平素の素行がどうであるか、罪を犯さぬ か、犯したとかいふような考えをもっ
てゐてはならないこと然らば、どういふ事柄を第一に心得てゐなければならぬかといふと、陪審員は、私心な
く公判廷において現れた事実だけを捉へて、清らか 心で犯罪事実 あるかな かといふ事を、常識で判断すればよいのであ か 、十分にこれ等の点に注意すべきが肝要である
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云々。
「徳島毎日」昭和三年一二月五日12四国最初の陪審裁判
□□町の愛児殺
愈来廿一日開廷に決定
四国最初の陪審裁判と云はれ又女性を被告人とする陪審裁判では全国の皮切りであると
云はれてをる、板野郡□□町□□ＫＭアイヱ
（二五）
が、義母と折合悪しく、幼児義明
（二つ）
を伴れて家出し、身の処置に窮して愛児を野井戸に投じ、自身も続いて投身せんとしたが、愛児の苦悶と死相を見て俄に空恐ろ くなり、自殺を断念するに至った、聞くも恐ろしい殺人被告事件の公判は いよ
く
この二十一日午前九時、徳島地方裁判所新築陪審法廷で、
裁判長淺井裁判所長、陪席秀島部長判事、佐々木判事係、神谷検事正が干与し 谷原弁護士列席の上で開廷せら る事に確定した。十二箇の陪審員席に、光栄あ 素人判官として着席する陪審員候補者は、 前五日までに、裁判所自らの公平なる抽籤によって、県下各地より三十六人を選抜、そ
ぐ
召喚状が発せられるわけである。
「徳島毎日」昭和三年一二月八日13最初の法廷に選ばれる光栄の陪審員
□□町愛児殺の裁判
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公判一時間前に氏名発表
板野郡□□町□□ＫＭアイヱ
（二五）
の陪審裁判に、陪審員たるべき第一次選定に入った者
の郡市別人員左の如く選定、陪審員氏名は、公判一時間前ま 当該官庁は勿論、被選定人に於ても発表出来ない規定である。
徳島五名、名東三名、勝浦三名、名西二名、板野七名、美馬二名、三好二名、阿波二名、
麻植二名、那賀六名、海部二名
「徳島毎日」昭和三年一二月一八日14明春一月に開く
□□の愛児殺、陪審裁判期日
来る二十一日開廷に決してゐた、板野郡□□町□□農ＫＭアイヱに対する殺人被告事件
の陪審裁判は、突如裁判所の都合により、明年一月へ延期された。
「大阪朝日
徳島高知版
」昭和四年三月一六日
15徳島最初の陪審公判
愈よ本日開廷
徳島地方裁判所 は、十六日午前九時から、淺井裁判所長裁判長となり、
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浦川検事正が立会検事となって、陪審員三十六名列席の上開廷さるゝはずであるが、
事件は、板野郡□□町ＫＭあいゑ
（二十七）
が、姑の虐待に堪へ兼ね、死の途伴れに長男義
明
（二つ）
をまづ井戸に投げ込んで、自殺せんとして果さなかったもので、裁判長の事実調べ
ののち、陪審員の答申を待って、検事の論告、弁護人の弁論があって閉 す はずである。
「大阪朝日
徳島高知版
」昭和四年三月一七日
16実子殺しの陪審公判
怪しい火玉を見て井戸に転げ落ちた
思ひかけぬことゝ殺意 否認
陪審員も問を発す
邪険な姑から日に
く
たへがたい虐待を受け、女心の思ひ悩んだ揚句自殺を決心し、い
たいけな幼な子を死の道伴れにせんとしたが、子供のみ死んで自分ははたさなかったといふ、徳島県板野郡□□町ＫＭあいゑ
（二十七）
にかゝる殺人事件の公判は、徳島地方裁判所最
初の陪審公判として、十六日午前十時二十五分から 淺井裁判長係、浦川検事正並に十二名の陪審員が立会ひ、谷原弁護
人列席のもとに、木の香も新しい公判廷で開廷された。
この日、傍聴者は早朝から殺到したが、特に谷田大阪控訴院長 青木刑務所長、赤澤県
刑事課長らも傍聴に入廷し、傍聴席は満員の盛況。かくて陪審員の抽籤がをはるや、淺井裁判長以下入廷し、裁判長は、まづ陪審員に対して一場 注意と希望を述べたのち、被告あいゑの身許を訊問し、
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浦川検事正は、 「被告が昨年九月八日、姑うめから犬の子同様に虐待されたので、口論の
末同夜長男義明
（二つ）
を抱いて家出し、姑に面当のため義明を野井戸に投り込んで殺し、自
分は附近の桑畑に潜んでゐた」といふ起訴事実を述べ、
ついで、裁判長の 実調べに入る。被告は、 「その夜、姑のあまりの仕打ちに義明を抱い
て家出し、実家に返らうと思ったものゝ、更に思ひ返して野道をさ よふうち、怪 火の玉の見ながら堀だと思って渡らうとして、ハット気付いた時に 二人は井戸にころげ込み、義明が浮かんだときはすで こと切れてゐた。思ひがけぬこの有様に 冷い義明 死骸を抱きしめ泣いて詫び、自分は更に二、三度井戸に投身したが果さなかった」と一滴の涙も流さず、極力殺意を否認した。
裁判長の訊問は、微に入り細にわたって急所をついたが、覚え ない、判りません 一
点ばりで、頗る曖昧な答弁をなし、雛壇にズラリと居並ぶ陪審員らは耳そば立 ゝ熱心に一問一答に聞きいる。このとき、陪審員から、 「どのくらゐ 先 怪火を見たか、また堀を通らねば家に帰るのに通行がで出来 いか」などの問を発し のち、裁判長から、被告に証拠品を示して訊問を終り 証人 して事件
の中心人物姑のＫＭ梅の調べに入った。
姑うめの証言
嫁と揉めたことはない
さすがに嫁をいぢめ抜いた姑だけあって、白髪頂いた同人は、 「嫁は格別悪くもないし
これまであまり嫁と揉めたこともありませんでした」と空嘯き、あいえが家出するまでの
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いろ
く
の経緯を申立て、虐待した事実を否認し、 「嫁が気に触ってゐることは知りません
でした」と被告の言を覆し、 「嫁が家出するときは、夜分に突然里に帰してくれといったので、明日行け いふと、明日になったらことは判ると妙な捨言葉を残し袖を振り切って家出したので、それが気にかゝり探し廻った」 陳述した。
零時二十分、休憩となる、 。被告に有利
夫儀一の証言
午後一時四十七分再開、直に 証人たる被告の夫ＫＭ儀一
（二十六）
に対する証人調べを開
始し、儀一は被告と姑とのかねて 折合から、当夜の争ひのもやうについて、被告に頗る有利な証言をなすところがあった。
「徳島毎日」昭和四年三月一七日17四国で始めての陪審裁判
我児を井戸へ投込んだ
□□町の哀れな哀れな殺人事件
四国で始めての陪審裁判である、本県板野郡□□町□□農ＫＭアイヱ
（二七）
に係る殺人被
告事件の公判は、十六日午前十時二十分、徳島地方裁判所 新しい法廷で開かれた。係官
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席には、裁判長淺井所長、陪席坂本、佐々木両判事、干与浦川検事正、大松、新開両書記が、威儀を正して竝び、そ 右に 谷原弁護人、また左には先刻の陪審構成手続で当籤した勝浦文五郎氏外十一名の陪審正員、二名の
補充陪審員が二列に居流れ、特別傍聴席には
特にこの公判の視察に来た谷田大阪控訴院長が 旦野脇町支部判事、青木典獄、納憲兵分隊長、大平検事、岡田判事、末吉検事、槇田検事、村上判事、淺川判 と共に、緊張して審理の有様に見入ってゐる。先づ、裁判 から 正補充陪審員に一言諭告した上、検事の公訴事実の陳述に入る。傍聴席は 早朝から詰めかけた被告人の縁者、知己 一般傍聴者に、抽籤で刎ねられた陪審員候補者や庁員が加はって満員である。
怪し火を見て、夢うつゝで走る
犯行の事実を否認
被告人は、大正十四年春頃、ＫＭ儀一に嫁入り、笑子
（三つ）
と義明
（二つ）
を生んでゐる…
…今回の事件の動機と事実に就ては、警察調でも検事調、予審調でゞも 「近頃 儀一の祖母ムメとの間に何かと円満を欠ぎ屢々衝突してゐたが、昨年九月 日朝、ムメ ら宛ら犬猫を扱ふやうに（食へ） 云って団子を転が
して与へられ不快に思って居る折柄、八日夕
又もムメから（食へ）と梨を抛り出され、手に取 ぬと云 咎められたので 口論の末義明を背負うて家出し、九日午後十二時頃まで、附近の桑園に身を潜めてゐ が、身の振方に困るので、ムメへの面当に自殺を決意し、先づ無心に眠る義明を野井戸 投げ込んで溺死させ、続いて自分も投身したが、怖ろしくなって這ひ出 」と申立てゝ来たのであ
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る……しかし、公判準備の期日から供述をかへ、この日も被告人は、検事の「被告人は殺意を以て義明を野井戸に沈め殺した」といふ主張に対して、殺意を否認して、 八日夜は義明をつれて買物に出た、行く途中で怪火にあひ、驚いて夢中で駈けだしたまでは覚えてゐるが、その後のことには覚えがない、たゞ夢うつゝの中に前に用水路のやうなものが現れたので、一心に渡り越さうとしたやうに思ふ。正気に返った時、義明を負ふた儘野井戸へ墜ち込ん ゐて、義明が死んで了ってゐた 義明に済まぬと思っ 二、三度その野井戸へ入ったやうに思ふ。その後、熊野神社で石を枕にして、臥てゐるので吃驚したが、また気を失って、実家 父から大声で呼び起されるまで知らな った」 弁解し、 「義明溺死の原因は、負ふ 儘夢中に野井戸へ落ち込 だ為め」であると主張し、茲に証拠調は はじまった。
熱心な陪審員の質問
怪火の大ひさや距離など
証人調は、先づ被告人の夫（儀一）の祖母ＫＭムメ
（六八）
からはじまり、主として被告人
の家出の動機について質す所あり、証人は「アイヱが勝気 且短気なこと」 「家出せねばならぬ程の事情はなかったこと」等不利な 言を為し 午後零時半、午食の為め休憩となった。
この最初の陪審に選ばれた陪審員は、
陪審正員（十二名）
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市内福島本町（商業）勝浦文五郎
（四七）
△同佐古町（酒造業）藪田仁平
（六〇）
△同富田浦町
（商業）日下弘
（四七）
△同船場町（商業）伊勢喜三郎
（六〇）
△同富田浦東富田前田嘉吉△名
東郡加茂名町東名東 織物業）三木元藏
（六三）
△同八万村下八万（農作）正木友吉
（五〇）
△
名西郡石井町大字石井（農作）河部嘉次郎
（五〇）
△勝浦郡小松町大字小松島（商業）田中市
太郎
（五五）
△那賀郡宮岡町大字富関（信用組合理事）戸田傳藏
（六四）
△同郡平島村大字上福
井（農作）沖源七
（五五）
△麻植郡鴨島町大字鴨島（生糸業）筒井直太郎
（四三）
補充陪審員
（二名）
市西新町 理髪業）宇永松次郎
（四九）
△市富田浦町（無職業）濱田清次郎
（四八）
以上十二名の陪審正員と補充員は、訊問がはじまると熱心に発言する訴訟当事者を注視
し、一、二名の人々は何事かしきりに鉛筆を走らせてゐる、被告人 実上の主張があて、裁判長が陪審員に対し「何か御質問はありませんか」と尋ねると、 「五番三木」と発言を求めた加茂名町三木元藏氏は、 「怪火を見た距離と大きさは」と質す アイヱは「二丁程はなれ ゐましたが、大きさは判りませんでした」と答ふ、次いで富岡町戸田傳藏氏「夢中で堀らしいものを渡らうと思ったさうだが、そこを通らぬと行けぬと思ったか」と質す、アイヱ「そこを通らねば白石といふタボ屋へ行けぬと思ひ、一生懸命に渡らうとしました」と云ふ、多の陪審員はいづれも身を りだすや に て、その問 に聴き入ってゐるだけで一口も発しない、その間々では裁判長と被告人とのタボとカモジ問答、検事の「タボいふのはカモジを結へるものか」といふやうな被
告への質疑を微笑を浮かべて眺めてゐた、
証人ＫＭムメに対 て 三木元藏氏が一問を放 だけ、あとは静かなものである。
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「徳島毎日」昭和四年三月一七日18初陪審公判三面つゞき
被告人の夫が新事実を語り
眠ってゐた法廷が緊張
愛児殺被告ＫＭアイヱの陪審公判は、午後休憩後、一時三十五分再開、証人として被告
人の夫ＫＭ儀一
（二六）
が出廷した、訊問事項は家庭の状況で、 「祖母ムメは、短気でむら気
であるが、家内のアイヱは気が長く極く普通な女である」 「アイヱが
家出する前、ムメと
アイヱ」が長いこと言ひ争ってゐた」と陳述する。
この時、陪審員席には、カーテン越しの春 がうら
く
と流れて、陪審員の中にはコク
リコクリと昼舟を漕ぐものも見へる。特別傍聴席にも、ウツリウツリ黒甜郷裡に逐ふがやうに見えるものがある。この時裁判長は、証人に対し、 「義明の死体を発見して、お前が行った時、義明の着物は濡れてゐたか」と本事件を解決する一つの重要な鍵（即ち検事の主張によれば被告人は義明を裸体にして野井戸に投じたと云ひ、被告人は夢中で義明を負ふたまゝ井戸に墜ちてゐたといふ で）について質せば、儀一は「夢中であったから、その点は覚えてゐない」と答へ、更に「私は検視に先立って 一度自宅へ連れ帰った」と今迄一度も云ってゐなかった驚くべき新事実を述べ、法廷は一時に緊張を呈し、筒井陪審員から二、三質問を発せられ 三木陪審員からも質問あり、
引続き被告人の実父ＭＵ茂平
（七〇）
につき、被告人の性質及家出後実家に帰った当時の模
様、被告人が熊野神社に居ったのを知って、握飯 与へた事実ありや否やの二点の訊問に
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入った（于時午後三時） 。
尚、人証としては、板西署警部補岡田龜太郎（被告人を取調た人、 ）ＳＯ八重太郎（義明
の死体発見者） 、伊賀純一（駐在巡査）が残ってゐる。陪審員の評議は、八、九 頃行はれる見込み。
「大阪時事」昭和四年三月一七日19実子殺しを否認
四国最初の陪審公判
流石に傍聴席は大入り
四国最初の陪審公判は、十六日午前十時より、徳島地方裁判所に於て、淺井裁判長、浦
川検事正係りにて開廷。特別傍聴としては、谷田大阪控訴院長及青木徳島刑務所長、その他県下各裁判所の判検事、警察官等である、一般の傍聴者もまた大入りにて、その数百余名立錐の余地なく、
かくて、被告板野郡□□町ＫＭあいゑ
（二十六）
は、モスの縞の着物にひきつけ髪で現はれ、
裁判長の事実調べに対して、その実子義明
（二つ）
を、九月八日、姑との喧嘩から、その面あ
てに野井戸へ投じて殺害したといふ警察署の申立を否認し、 「同夜自宅へ逃帰る途中 谷川があったので、これを渡らうとしたところ 火 玉が飛んだので喫驚して見ると、其処には野井戸があって 自分の子供の死体が浮いてゐるので、自分も再三これに投身したが死に切れなか 附近 神社 石を枕 寝 たもので、その後の とは一切知らぬ」
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と殺意を否認し、
姑のＫＭむめ
（六十八）
を取調べると、いろ
く
嫁との不仲の点を暴露し、午食のため零時
半休憩した。 （徳島電話）
谷田控訴院長
傍聴して語る
徳島の陪審裁判を傍聴した谷田大阪控訴院長は語る。 「大阪控訴院管内の陪審は、今日ま
で八回であるが、大体我々の予期した通り良好な成績を収めつゝあるが、徳島の陪審員の模様を見ると、教育の程度が高い為めか、宣誓書に書いた文字などは大阪あたりより見ても余程立派に出来て居る、又其態度に於ては
割合ひに緊張の度合ひが少いやうに思はれた
云々」 。尚、氏は十七日徳島 発 十九日高知の陪審
裁判傍聴を行ひ、同夜出発二十日朝帰阪の予
定である（徳島電話） 。
「徳島毎日」昭和四年三月一八日20四国で初めての陪審裁判続報
夜十一時二十分に及ぶ、哀れな□□町我児殺
陪審員も殺意を認めたが……
涙ある執行猶予の判決
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十六日、徳島地方裁判所の新築法廷 開かれた、板野郡□□町□□ＫＭアイヱ
（二七）
の憐
れむべき殺人被告事件の陪審裁判は、前号（第三面第二面）所報の通り、午後三時から第三の証人＝被告 の実父ＭＵ茂平に対し 被告人の性質と家出後実家に帰った当時の模様に就いての詳細な訊問に入ったが、ＭＵ証人は、被告人の弁解及被告人 夫の証言を手際よく裏書し、
次いで、被告人が殺したといふことになってゐる、同人の愛児義明
（二つ）
の死体を最初に
野井戸の傍で発見した、ＳＯ八重太
（七七）
につき、其の井戸附近の有様及死体発見当時の模
様を訊ね、ＳＯ証人は 被告人の弁解と検事
の陳述と双方に利害相半ばする供述を行ひ、
次いで、死体発見の届出に接して現場に急行した駐在巡査伊賀純一
（三七）
、被告人を取調
べた板西署警部補岡田龜太郎
（三五）
、死体を検案した医師森口貞雄
（四二）
の証言を聴取した。
この間、筒井、三木両陪審員が、二、三証人
に対して質問を投げかけたのみで、他の十
名の陪審員は依然頑として沈黙を守ってゐる。証拠調終了と同時に、五時二十分休憩、六時再開。劈頭、裁判長は、陪審員 対し 、被告人の予審に於ける供述と当廷に於ける陳述の相違してをる点を参考の為め示すと冒頭 て の予審に於ける供 を朗読し、重ねて証人儀一と同八重太との予審と法廷 於ける供述の相違を説き、引続き被告人に対て供述を変更する意思なりや否やを質し、各 申立てに対する弁駁を聴取する所あり。
第一次弁論、即ち犯罪構成要素に関する事実上及法律上の問題につき、検事、弁護人
意見陳述に移り、浦川検事は、豊富なる証拠を援用して、被告 弁解の真 ならざることを説き「殺意があった」と論断し 之に対して谷原弁護 各種の事例を駁し、事件
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は被告が心神喪失の状態に於て夢中遊行裡に惹起されたものであるから、 「殺意がなかった」と論結する。
そして、裁判長から、我が国の刑法に於け殺人の罪といふことの解釈、被告の弁解とそ
の証拠、検事の主張とその証拠及両当事者の主張の差異を摘出して平易に説き、陪審員の評議の要領、答申方法を示し、陪審員に対し 問書が交付され、陪審員は袖をつらねて評決室へ去った。時に午後九時三十分、評決が答申されるまで休憩が宣せられてあるが 傍聴者は、夜 更けるも知らぬげに、矢張り長椅子に根を生やしたまゝである。午後十時三十分、陪審員評決を了って入廷再開、陪審長三木元藏氏から答申書を提出して、陪審員退廷、裁判長 大松書記に手渡し、大松書記は、
問書
主問
被告人アイヱは昭和三年九月十日午前一時頃殺意を以て義明
（当時二才）
を板野郡□□
町□□字□御前□□□番所在の野井戸に沈めて之を溺死せしめたるものなるや
答申
然り
と朗読して場内一騒めく裡に、裁判長以下答申の採否を合議する為めに一時退廷、間もなく再開され、第二次弁論に移り、検事は、事案につきては同情ある論告を為し、懲役三年を求刑、弁護人は、酌量減刑して執行猶予の恩典を与へられ やう希望し、合議の結果懲役二年に処し判決確定の日より三年間刑の執行を猶予すといふ判決を宣告 理由を説き聴かして今後を諭して閉廷した、時に午後十一時二十分
「大阪時事」昭和四年三月一八日21
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涙ある判決下さる
四国最初の陪審公判
四国最初の陪審公 であった徳島県板野郡□□町ＫＭあいゑ
（二十六）
は、姑との喧嘩から
自分の長男義明
（二）
と云ふ乳呑児を野井戸に投じて殺害した哀れな物語りの陪審公判は、
十六日午前十時より、徳島地方裁判所に於て開廷。証人として、同人の夫儀一他六名の取調を為し、浦川検事正の有罪論告あり、谷原弁護士の無罪論があっ 、斯くて淺井裁判長の事実上の鑑定、証人の陳述等を述べて、陪審員十二名に対し、被告は実子を殺害せしや否やの質問を発したるに、陪審員は、一時間余休憩協議の上、 「然り」と答申せしより 浦川検事正は、被告の行為には多少同情の余地はあるので、殺人罪の最低懲役三年の求刑を為し、谷原弁護士は、執行猶予論を説く処あったが 淺井裁判長は、合議の末懲役二年但し三年間刑の執行を猶予すと云ふ涙ある判決を与へ、午後十一時閉廷 被告は喜んで退廷したが、予期 成績 収め、特別傍聴者たる谷田大阪控訴院長、其他一般傍聴者には、婦人等も数名交り固唾を呑んで成 を注目してゐた。 （徳島電話）
「大阪朝日
徳島高知版
」昭和四年三月一九日
22手を合はせて裁判長を拝む
刑の執行猶予を言渡された
徳島最初の陪審判決
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徳島地方裁判所における最初の陪審公判たる、板野郡□□町ＫＭあいゑ
（二十七）
にかゝる
殺人事件の公判は、既報の如く、証人姑むめ、夫儀一の訊問があったのち、義明の死体を発見したＳＮ八十太、被告の実父茂平、板西署伊賀巡査、同岡田警部補ならびに死体を検案した森口医師らを順次訊問したが、終って裁判長の問に対して、被告は「警察ではあゝしたらうが、かうだらうがと無理に問はれるので
唯仕方なくハイと答へました」と申立た。
かくて、淺井裁判長から、陪審員 対して、 「被告あいゑが 昭和三年九月十日午前一時、
殺意をもって義明を板野郡□□町□□所在
野井戸に沈めてこれを溺死せしめたるものな
りや」との主問を し 陪審員 は、別室にて評議の結果、 「然り」との答申をなした。
ついで、浦川検事正は、同情ある論告をなし、懲役三年の最低刑を求刑し、谷原弁護人
の減刑論があって、裁判長は「被告を懲役二年に処 、三ヶ年刑 執行を猶予す」と言渡すや、被告席にうつむいてゐた被告は、手を せて裁判長を拝み 嬉し涙に咽んで退廷した。
３
高
松
（一）陪審法の実施に関する報道１「大阪朝日
四国版
」大正一五年一〇月二九日
陪審法の宣伝演説会高松地方裁判所では、既に陪審法の実施が間近に迫って来たので、前月来各所において
これが宣伝講演を行なってゐるが、このほど高松弁護士会長川西善太郎氏および弁護士中
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村皎久氏を陪審法宣伝委員に嘱託し、来る三
日午後六時から、丸亀記念公会堂において、
石井高松地方裁判所長、宮重検事正ほか、前記委員の大々的宣伝講演会を開くことゝなった。２「香川新報」昭和三年一月一日
今秋十月は我裁判制度の大革新（一）
陪審裁判の実施期である
高松地方裁判所長
石井壽太郎
知って置かねばならぬ
陪審法の話
緒
言
国を挙げて大喪に服し哀愁の内に迎へた昭和二年は、国民の謹慎裡に夢の間に過ぎ去り
て、茲に瑞気天に漲り生々の気地に満てる昭和三年の春は、国民歓呼の裡に迎へたれた。本年は、申すまでもなく、御即位の御大礼が行はせれるゝ年である。昭和新政の大御代賛美すべく 万古に記念すべき年である。此の年の始めに於て、大正の大御代に遺され新制度にし 本年より其の全部に実施を見るべき陪審法に就て一言す も、敢て無意のことであるまいと思ふ。
陪審法は、陪審裁判の手続を規定した法律で、大正十二年四月に公布せられ、其内一部
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分、即ち陪審員資格者名簿同候補者名簿調製に関する分は、昭和二年六月一日より既に実施せられ、其他の部分は本年十月より実施せらるゝ予定とのことである。ほんとうの陪審裁判手続の全部は、この十月から行はれることにな のである。陪審裁判の制度は、後に述ぶるが如く 国民をして裁判手続に参与せしめるもので、我国で 初めて行はるる制度であって、我国 裁判制度に一大革新を来すものであ 。普通選挙は、国民が立法に参与する制度で、陪審法は が司法即ち裁判 す 制度である。この普通選挙権と裁判参与権とは、国民 大正の御代に恵まれた数多き権利中の二大権利 極めて名誉ある貴重な権利である。権利には義務が伴ひ、名誉の在る所責任も亦存するのである。権利のみを主張して義務を果さず、名誉 みを望んで責任を尽さぬような が ってはならぬ。
然らば、裁判参与権に伴ふ責任は何であらうか。これは見る人によって各異なるであら
うが、私は斯様に考へる。国民が能く陪審裁判の趣旨を了解し会得し、之を巧に運用して立派な成績 挙げ、所期の目的を達すること 、こ 権利に伴ふ責任である 。
然れば、この制度の大体を、広く国民一般に周知せしむる必要あるため、司法省に於て
は、全国に渉り其宣伝に努めて居り、我高松管内に於ても 一昨年来検事正や私 どが司法省嘱託の河西、中村弁護士などと共に 文書に講演に或は活動写真に其趣旨の宣伝普及に微力を尽し、其講演の回数は既 三十回に及びたるが、開催の 毎に多数熱心なる聴衆の来会あるので、私共は我香川県民の此陪審 に対 抱負や期待 ほどを推知し て大に心強く感じ且其熱心なる来聴者に対 感謝 意を表して居る である。本年も亦一層其宣伝に努むるつもりであるから 県民諸君も又これ 向って一段の協力と後援と 致されんことを切望する次第 あ 。
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そこで、これから陪審裁判の大要を、極めて簡単に通俗的にお話しすることにいたしま
せう。
なぜ陪審裁判の
制度を設けたのであるか
一口に申せば、其主とする所は、立憲政治の本旨を貫徹すると云ふ趣旨 出でたのであ
る。立憲政治の要諦は、国家の事務は政府に於て専制的に行はず、之を 民に諮り国 の協賛に依って遂行し、国民も国務に付ての責任を負ふと云ふ点に存する であ 。而して、国務の働きは、之を立法 司法、行政 三大別するのであるが、其内立法には議会あ国民より選出せられた議員がこれに参与することになって居り、又行政 は自治制を布いて、府県会議員、市町村会 等を選出し、各地方地方の社会公共事務 参与することになって居るのであ か 司法即ち裁判 、国民をして参与せしめ 其責任を負担せむるのが当然である。裁判は、国民が立法に参与して作った法律の運用であるから、これに参与せしむることが、民意を重んじ且其責任を負担せしむると云ふ点に於て、立憲政治の本旨に副ふものと云はねばならぬ。
これは、即ち政治上の理由であるが、次に司法上の理由を申せば、裁判は事実の真相を
確め、之に法律を適用し 正邪黒白を明かにし、正義を具体化 て、以 国民 共同生活の安全幸福を維持し、国家 安寧秩序を保つ
役目を持って居るのであるから、公正で合法
であると同時に、国民が之を信頼し、関係者がこれに信服するものでなければならぬ。国
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民をして裁判に参与せしめ、其判断を裁判に加味したならば、我国の刑事裁判に対する信用が一層高まり、又国民が裁判に参与すること よって、自然国民が裁判所に親み法律思想が養成せらるると同時に、裁判に関する理解も出来、益々裁判の信用を厚くすることが出来るであらう。又一面、被告人にとっても、国民の中から選ばれた陪審員の 断が基礎となって裁判されたと思へば、快く之に服することが出来るであらうと云ふのである。 （続く）３「香川新報」昭和三年一月三日
今秋十月は我裁判制度の大革新（二）
陪審裁判の実施期である
高松地方裁判所長
石井壽太郎
陪審裁判とは
どんなものであるか
我国の陪審裁判は、刑事の裁判をするに当り、専門の常職の裁判官の外に素人の国民の
中から選んだ十二人の陪審員を裁判手続きに参与させ、法廷の審理、弁論を聴かせた後、裁判官の出す問題、即ち犯罪事実の有無に付いて、陪審員一同に判断させ其答へを出させ、之に基いて裁判官が裁判するのである。
陪審員は、犯罪事実の有無、即ち被告人はその様な事を行ったかと云ふ事実の判断をす
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るだけで、それが法律 照し 罪責ありや否や、それに対し如何なる刑罰を言ひ渡すべきかと云ふ問題に付ては裁判官が定めるので、陪審員には其判断はさせぬのである。外国の陪審制度では、この罪責問題や刑罰問題も陪審員に判断させる所もあるが、我国の陪審制度ではそれをさせぬのである。唯事実の有無 みを判断させるのが、特色の一となって居るのである。そして 陪審員の事実の有無に付て 判断が正当であった場合には 裁判官は之に基いて裁判しな ればならぬ、若し陪審員 判断が不当であ と裁判官が認めた場合には、更に手続を改め、他の陪審員を
して判断せしむることが出来るのである。
即ち、裁判官が陪審員の判断を不当と認めた場合には之に拘束されず 之を正当と認め
た場合に限り其判断を採用して裁判を言ひ渡す 言ひ換れば陪審員の は裁判官を拘束しないと云ふことは、又我国の制度の特色 一である。なぜ斯様な組織にしたかと云へば、陪審員の判断 拘束力を認めると、陪審員が裁判権 一部を行ふこととなり は裁判官が行ふと云ふ我憲法の大原則 破ると云ふ
法理上の問題もあり又外国では陪審員が感情
に走り不当の判断をしたと 批判を受けた事
例も往々あるので、これ等の点を顧慮し、我
国独自の制度を創設したのである。
又、陪審裁判にかけるのは、刑事々件のみで、民事々件はかけぬ、民事の訴訟は事実の
如何を定めるに付いても充分法律智識のあるものでなければ、適正な判断を下し得ぬ場合が多いのであるから、全く法律の素養のない素人 其 に参与せしむると云ふことは、大に考慮せねばならぬので、我が陪審制度で 民事々件を陪審にかけることは之を認め 。
どんな刑事々件
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が陪審にかゝるか
陪審裁判にかける事件に二種類ある。第一は、法定陪審事件と云って、被告人が陪審に
かけて欲しいを希望してもせんでも、法律で陪審にかけることに定めて居るもので、それは死刑又は無期の懲役若しくは禁固に該る事件で、例へば放火罪、殺人罪、強盗罪
（注、強盗
致死傷が正しい。強盗だけでは、懲 五年以上の罪である。 ）
等である。第二は、請求陪審事件と云ふて、被告
人が陪審裁判にかけてくれと請求した時にかけるもの 、長期三年を超ゆる有期の懲役又は禁固に該り、地方裁判所 管轄に属する事件で、例へば詐欺罪、窃盗罪、横領罪、文書偽造罪等である。然し、右に述べた陪審事件に該 犯罪でも、公益上絶対に陪審 かけることの出来ぬものがある 例へば、皇室 対 罪、内乱 外患 国交 関す 罪、騒擾罪、公の選挙に関す 罪等である。要するに、陪審裁判にかけ は 地方裁判所の管轄に属するものゝ内、比較的重 刑に処分せらるゝ なるが、元来 を陪審にかけるのは、一面被告人 利益のためである ら、被告人は其利益を抛棄し 定のもの 付ては之を辞退し 請求に係るものに付ては其請求を取下げて、普通の手続で裁判を受くることが出来る。又公判或は公判準備 取調べの
際、被告人が犯罪事実を自白すれば、陪審に
かけることが出来ぬ。
陪審にかける事件は、以上述べた通りであるが、陪審裁判手続は一審限りであるから、
陪審に けた事件に付いては控訴が 唯裁判が法律 違背し やうな場合 上告が出来るだけある。故に、普通手続の第一審、控訴審、上告審の三審級制度から観れば 陪審にかけた事件は第一審、上告審の二審級制度である。我高松地方裁判所 内 どれだ
- 464 -
けの陪審事件があるかを調査して見 所、数年間の平均数から推算 れば 先づ一箇年間の件数は最大二十五件最小十件位であらう。
どんな人が
陪審員となるのか
陪審員となる資格には、四つの要件がある。第一は、日本国民であって三十歳以上の男
子であること。外国人には資格を与へぬ、又日本臣民 ても女子には資格を与へぬ、これは女 は家庭に在りて家事万端 掌り、殊に子女教育の大役を負ふて居るので、家をあけて陪審の如き公務 従事することは実際上困難で らである。併し、早晩其資格を与ふる時期が到来す ならんと思はれる。第二は、引続き二年以上同一市町村内 居住して居る事。第三は、引続き二年以上直接国税三円以上を納めて居ること。第四は 読み書きを為し得 のとである。尋常小学校の教科を終へた者又はこれと同等の能力 者書きの出来る者と推定すべきである。
以上の要件を備ふる者でも、精神上欠陥ある者又 著しく世の信用を失ひたる者の如き
は、欠格者として陪審員にならない、即ち、裁判所で狂人と認められた者、禁治産の宣告を受けた人、金使ひの荒い為め准禁治産の宣告を受けた人、破産して未だ復権しない人、懲役又 六年以上の禁錮に処せられた人、其外聾者、唖者、盲者などは陪審員にはなれない。
次に陪審員になる資格を完全に持って居て 職務 特別の関係あるため、陪審員の仕
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事に就くことが出来ぬ者がある。それは、国務大臣、在職の判検事、陸海軍の法務官、在職の行政裁判所長官、行政裁判所評定官、在職の宮内官吏、現職の陸海軍々人、在職の庁府県長官島司庁支庁 、在職の警察官吏同監獄官吏、在職の裁判所書記長 裁判所書記、在職の収税 吏、税関官吏 専売官吏、郵便電信電話鉄道及軌道の 業に従 する者 並に船員、市町村長、弁護士、弁理士、公証人、執達吏、代書人、在職の小学校教員、神官神職、僧侶諸宗教師、医師歯科医師
、薬剤師、学生生徒等である。
尚、特別の事情、即ち陪審員の公平無私を疑はるべき事情のある者は、陪審員の職務か
ら除かれるのである、これを除斥と云ふのである。これは、陪審員が被害者であるとか、私訴当事者であるとか、現に被告人又は被害者と親族で ったり、雇人、同居人か、或は其事件の弁護人を勤めたとか云ふ人々である。
陪審員は、自由に其職を辞することが出来ぬ。元来、陪審員となり裁判に参与すること
は、前にも述べた通り、国民の権利である 同時に義務 から 正当の理由がなければ其職務を辞退することが出来ぬ。之を辞退するこ が出来る者は、一
六十才以上の者、
二
在職の官吏公吏教員、三
貴衆両院議員及び法律に依り組織せられたる議会（府県、
市町村会）の議員である。尤も、此議員は、議
会の会期中だけで、其以外の場合には辞退
が出来ぬ。
陪審員が其職務を辞退するに 裁判所に辞退の届出をすればよい この外、陪審員と
して事件に付呼び出を受けたる者が、病気其他やむことを得ざ 事由に因り、呼び出に応ずること能はざる場合には、裁判所に其旨届出で其職務を辞するこ が出来る。但し、此場合には書面で、其事由を説明せねばならぬ。
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４「香川新報」昭和三年一月四日
今秋十月は我裁判制度の大革新（三）
陪審裁判の実施期である
高松地方裁判所長
石井壽太郎
陪審員はどう云ふ
手続で選ばれるか
第一、市町村長は、毎年九月一日の現在に依り、其の管内の住民中より陪審員の資格あ
る者を調査して、陪審員資格者名簿をつくり、之に其の資格者を登載して、原本は自庁に備付け、副本を管轄区裁判所に送附する。一方、地方裁判所長は、毎年九月一日迄 、翌年凡そ何人位の陪審員必要なるかを定め、之を管内の市町村長に割当て通知をす 。この通知を受けた市町村長は、右に述べた資格者名簿に載って居る者 内から、抽籤で地方裁判所長から割当られた丈の陪審員候補者 選定し、之を陪審員候補者名簿に登載し、其旨を候補者に通知す 、そして其候補者名簿の原本は 毎年十一月三十日迄 地方裁判所長に送付し、副本 二通作り、一通 自庁 備付け、一通は管轄区裁判所 送付するのである。斯様な手続で、毎年陪審員資格者及陪審員候補者が選ばれるが、其陪審員の服務期間は一ヶ年である。即ち 九月一日を標準として調査し、其内より抽籤に依って選定せられた者は、其翌年の一月一日より十二月末日迄陪審員たるものであ 。然し 陪審員は
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其年内における陪審事件の総てに関与するものでなく、特定の一事件に付抽籤の結果呼び出しを受け、其事件の公判に参与するもので、既に一事件に付陪審員たる義務をつくしたる時は、其年内再び呼び出さるゝことのないのが原則 ある。
我が高松地方裁判所管内で、昨年九月一日の現在に依り調査したる、陪審員資格者の総
数は二万五百九名で、各市町村に割当た陪審員候補者 数は千二十三名である。この一千余名の候補者の服務期間は本年一杯で、陪審法の全部が予定通り本年 月から実施せられ陪審にかける事件が実際起った場合には、この候補者 内から抽籤で陪審員を選び出し、裁判所に呼び出し、裁判に参与せしむることになるのであ 。高松市には百名、丸亀市には四十名を割当てた。
これから、陪審事件が実際起った場合に、十二名の陪審員を選定する方法を述べませう。
陪審にかけるべき事件が起ると、先づ其事件の公判期日を定める、これ 定まると地方裁判所長は、前以て定めて置い 市町村の順序により、 市町村から何人或市町村から何人と云ふ風に大体の数を 、各陪審員候補者名簿から抽籤で合計三十六名を選出し 之を公判の日に呼び出す。其呼び出しを受けたる者は、指定された公判期日に裁判所に 頭せねばならぬ。三十六名の内、廿四 以上裁判所に出頭し は、裁判所では直 陪審構成の手続に入り、其内 ら公 審理 立会ふ十二名の陪審員を抽籤で選ぶのである。此抽籤の時には、陪審法廷に判事、検事、書記、被告人 弁護人 陪審員列席して、公判廷で行ふも で、若抽籤に当った人が 検 か被告人の気に入らぬ で、陪審の評議をして貰ひたくない人であったならば、検 又は被告人から其人を排斥することが出来 、之を忌避と云ふ、忌避するには別 理由を述べる
必要がない、検事にも被告人にも忌避されな
- 468 -
い十二名の者が実際陪審員の職務を執ること なる。
当高松地方裁判所では、目下陪審法廷及び陪審員宿舎の新築工事中で、本年三月末迄に
は竣工の予定である。これが落成すれば、陪審事件は、この新築法定で し 陪審員の宿泊の必要ある時は、この新築宿舎に宿ることゝなるのであ 、宿舎には設備を完全にし楽々と宿ることの出来るように準備を整ふるのである。５「大阪朝日」昭和三年一月五日
諸名士の年頭感
裁判制度の上に一大革新
陪審裁判の実施は
石井高松地方裁判所長談
本年は、御即位の御大礼が行はせられ、昭和新政の大御代を讃美すべく、万古に記念す
べき年である。この年の始めにおいて、大正の大御代に遺された 制度 、本年から全部の実施を見るべき陪審法について一言したい。陪審法は、陪審裁判の手続 規定した法律で、大正十二年四月に公布せられ、その内一部分、即ち陪審員資格 名簿、同候補者名簿調製に関する分は、昨年六月一日から実施せられ その他 部分は本年十月から実施の予定である。実際の陪審裁判手続の全部は こ 十月から行はれることにな ので 陪審裁判の制度は、国民をして裁判手続に参与せし るもので 我国 裁判制度 一大革 を来すものである。普通選挙権と 参与権とは、国民が大正の御代に恵まれた数多き権利中
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の二大権利で、極めて名誉ある貴重な権利である。国民が、よく陪審裁判の趣旨を諒解して会得し、これを巧みに運用して、立派 成績を上げ、所期の目的を達することが、その権利に伴ふ責任である。
しからは、この制度の大体を、広く国民一般に周知せしむる必要があるため、高松管内
でも一昨年、検事正や自分が司法省嘱託の河西、中村両弁護士などゝ共に、文書に講演に或は活動写真に、その趣旨の宣伝普及に微力を尽し その講演回数は三十回に及んでゐるが、我が香川県民のこ 陪審裁判に対する抱負や期待のほどを推知し得て、大い 心強く感じ、かつ熱心なる来聴者に対して感謝してゐる。本年もまた一層、その宣伝に努めるつもりで、県民諸君もこれに向って一段の協力と後援と 至されんことを切望して止まない。６「香川新報」昭和三年一月五日
今秋十月は我裁判制度の大革新（四）
陪審裁判の実施期である
高松地方裁判所長
石井壽太郎
陪審事件の公判は、
どう云ふ風に行はれるか
公判の手続は、一
陪審の構成、二
審問、三
裁判長の陪審員に対する発問、四
陪
審員の評議、五
陪審の答申、六
検事被告人弁護人の弁論、七
裁判の言ひ渡しである。
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右に述べた様に、抽籤で十二名の陪審員を選び出せば、陪審の構成が出来たので、其陪
審員は抽籤の順序に従って陪審席に着席する。裁判長は、先づ陪審員に向ひ其 得を諭告して、宣誓を為さしめる。宣誓は「良心に従ひ公平誠実に其職務を行ふべきことを誓ふ」旨を記載しある宣誓書を裁判長が読聞かせ、陪審員をしてこれに署名捺印せしめる。これがすむと、検事が立って公訴事実を述べる。それから、裁判長なり陪席判事なりが被告人を訊問して、次に証拠調に移る。証拠調で 、証人を調べたり、鑑定をしたり、証拠物を調べたり る。それが済めば、検事が犯罪事実の有無に付論告 為し、弁護人も弁論をする。次に裁判長が 陪 に向 説示と云ふことをするのであ 説示と云ふのは 事件関係を裁判長が素人たる陪審員に能く分るように説明するので、その事件に付、法律上問題となるべき点、事実上如何なる点が問題となるか、証拠はどう云ふ風になって居るかを能く理解す ように説くのである。そうし 、この説示が終ってから 裁判長が陪審員に問題を出すのである、その問題を問書と云ふ 面 書い 員 渡す。
陪審員は、法廷に於て検事の被告事件の陳述
から、裁判長の説示が終り、問書を渡さる
ゝまで、能く注意して取調及説示を聞いて居らねばならぬ 然らざれば、問書 対して適正な答へが出来ぬことに 。陪審員は、問書を受取てから、相談のため十二名共 評議室に入り、其内より陪審長一名を選び評議整理の任に当らせる。そして、裁判長から出された問題に付 犯罪事実ありとす か又は無しとするかを評議し、犯罪事実ありと 決した場合には問書に「然り」と答へを書、事実なしと評決 た時は「然 ず」と書く 若し「然り」と評決する場合には、過半数即ち七人以上の同意 要するのである そうでないと其問を否定したこと なり「然らず」 答へること なる。評決が定まると 陪審長が
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其答へを問書に書き署名捺印して、他の陪審員と共に公判廷に出で、之を裁判長に差出す。裁判長は、之を一応調べて、書記をして朗読せしめる、答申の朗読が終れば、それで陪審員の任務が終るし、退席することになるのである。
さて、裁判長が陪審員の答申を相当と認めた時は、次の手続きに移ります。若し答申が
「然り」であれば、検事は被告人に如何なる刑罰を科すべきかを論告し、弁護人も亦この点に付て弁論を為し、裁判所 陪審員の判断 基いて有罪 裁判を下すのであるが、若し答申が らず」であれば 裁判所は無罪の裁判を下す 、若し裁判所が答申を不当と認めた時は更に陪審員を選定し、裁判所と陪審員の意見が一致するまで陪審を遣り直しをするのである。大体陪審裁判の説明は、済んだのである。
陪審員にはどんな
心がけが大切であるか
刑事々件を にかけるのは、前述の如く、国民をして裁判に対する信頼を厚からしめ、
裁判の威信を高からしむるためである。陪審の答申は が之を基礎として被告人の有罪無罪を決定する資料とするのであるから、陪審員の任務 重大なるこ は申すまでもありませぬ。陪審員たるものは、誠心誠意其職務に忠実でなければならぬ。
一、陪審員は事実の真相 つかまねばならぬ 陪審員は能く注意して訴訟関係人の供述
をきき、証拠の取調、被告人の弁解、検事 意見、弁護人の弁論 要旨を会得し 裁判長の説示の要領を呑み込み、以て事実の真相 つかむことに努力せねばならぬ。万一、陪審
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の答申が、事実の真相を穿たず、或は事実をまげて認定するようなことがあれば、 の公正を害することとなり、無辜を罰し有 逸し、社会の秩序を乱る なる る。
二、陪審員は公平を念とし、正義を擁護せねばならぬ、正義公平は裁判 生命である、
陪審員は裁判に参与し 有無 判断するものであるから、常にこの正義と公平とを信条とし、誠実に其職務を行ひ、事件 せねばならぬ。
三、予断を抱き又は与論に迎合してはならぬ 件を判断するに当っては、純
真無垢全く白紙の状態にて之 為すことを要する、誤った新聞記事や与論などに迎合して不当の断定をせぬよう注意肝要である。
四、情実に動かされ又は感情に囚 れてはならぬ 被告人が知人であるとか恩人である
とか或は仇敵である かに依て、 断を二 三にする様なことはあってはならぬ 飽くまで自己の良心の命ずる所に従ひ、正義を保たねばならぬ。
五、同僚の意見に雷同し又は他人の干渉 応じてはならぬ、どこまでも不羈独立自己の
信ずる所に進まねばならぬ。
陪審員に対する
罰則はどんなものか
一、陪審員は呼び出を受けたならば 必ず公判期日に裁判所に出頭せねば 若し
故なく出頭しないと五百円以下の過料に処せ れる、病気其他止む 得ざ 事柄で出頭できぬ時は、書面で其事情を明かにし裁判 届出で ば良いのである。
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二、陪審員は裁判所に出頭し、陪審の構成員となったならば、其就職の初に宣誓をせね
ばならぬ、之を拒むと前同様の処罰を受けることになる。
三、陪審員は公判に列した以上、評議を終るまでは恣に他人と交通したり、退廷するこ
とが出来ぬ、違反すると五百円以下 過料に処せられる。
四、陪審員は答申前裁 所を退出する場合は、裁判長より他人との交通又は宿泊の場所
等に関し、守るべき事項を指示されるが、そ 指示 従はぬ時は、前同様の処罰を科せられる。
五、陪審員は 其評議の顛末や、誰が有罪を主張し、又は無罪を主張した か云様な事
を、他に漏らすと、千円以下の罰金に処せられる。
六、陪審員は公務員であるから、他人から請託を受けたり 賄賂を取った する 、刑
法に依って処罰せ れる。
結
語
前に述べた如く、陪審法全体の実施の時期は、最早目前の間にせまり、国民試練の舞台
は眼前に展開されて居る。之を善用して 良果を收むると否とは、一に国民の努力如何に関するのである。吾人法曹たるもの、其朝にあると野に在るとを問はず、其責任の頗る重大なることを自覚し、協心協力其運用に奮励せねばならぬ。陪審員は勿論、一般国民も亦能く陪審法の趣旨を理解し、互に相扶け相協力 所期の目的を貫徹するよう尽瘁せられん事を切望 次第である。 （終）
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７「大阪朝日
香川愛媛版
」昭和三年一月六日
陪審裁判
早わかり
我国における裁判制度の一大革命たる陪審法は、いよいよ本年から実施されることゝな
り、高松、丸亀両市を始め各郡でも、すでに陪審員資格者名簿の調製を終り、高松地方裁判所の陪審法廷も三月ごろまでには完成する予定であ が、この陪審法とはどんなものであり、如何にして行れるかについては、裁判所当局が一昨年来大童 なって宣伝 努めてゐる。この制度を、早わかり法によって分解すれば、大体次の通りである。
この制度の趣旨は、立憲制度の本旨を貫徹するといふので、司法にも他の立法、行政と
同様国民をして参与せしめ その責任 負担せしむるのが 然で、裁判 国民が立法に参与して作った法律の運用であるから、これ 参与せしむることが民意を重んじ、且つその責任を負担せしむるといふ点 おいて、立憲政治の本旨に副ふものといは ければならい。これは即ち、政治上 理由 が、一面司法上の理由をいへば、裁判は事実 真相を確かめ、これに法律を適用し、正邪黒白を明 にし、正義を具体化して 国民共同生活の安全幸福を維持し、 家の安寧秩序を保つ役目を持ってゐるのであ から 公正 合法であると同時に 国民がこれに依頼 関係者がこ に信服す ものでなけ ならない。国民をして裁判に参与せ め、そ 所断を裁判に加味したならば 我国の刑事裁判に対する信用が一層高まり、国民が裁判に参与することによっ 自然国民が裁判所 親しみ法律思想が養成せられると同時に、その理解を得 信用を厚くする とが出来、被告人に
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とっても、国民の中から選ばれた陪審員の判断が基礎となって裁判されたと思へば、快よくこれに服することが出来るであらうといふのである。 （つゞく）８「大阪朝日
香川愛媛版
」昭和三年一月七日
陪審裁判
早わかり
我国の陪審裁判は、刑事の裁判をするに当り、専門の裁判官の外素人の国民の中から選
んだ十二人の陪審員を裁判手続に参与させ法廷の審理弁論を聴かせた後、裁判官の出す問題即ち犯罪事実 有無について、陪審員一同に判断させその答へを出させ、これに いて裁判官が裁判する である。陪審員は、犯罪事実の有無、即ち被告人はどの様な とを行ったかといふ事実の判断をするだけで それが法律 照して罪責ありや否や、それに対し如何なる刑罰を言渡 べきかについては、裁判官が定めるので 陪審員にはその判断をさせないことになってゐる。外国の陪審制度 は、この 責問題や刑罰問題も陪審員にさせる所もあ が、我国の陪審制度ではそれをさせず、事実の有無 みを判断させる が特色の一となってゐる。
そして、陪審員の事実の有無について 判断が正当であった場合には、裁判長はこれに
基いて裁判しなければ らぬが、もし 員 判断が不当 あると裁判長が認めた場合には、更に手続を改め他の陪審員をし 判断せしむること 出来る 即ち 陪審員の判断を不当と認めた場合には、これに拘束されず、正当と認めた場合に限り、その判断を
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採用して裁判を言渡すのであるから、陪審員の判断は裁判官を拘束しない ふことになり、これまた我国の制度の特色の一である。何故斯様な組織に たかといへば、の判断に拘束力を認めると、陪審員が 権の一部を行ふこ ゝなり、裁 は裁判官が行ふといふ我が憲法の大原則を破るといふ法理上 問題があり、また外国では陪審員が感情に走り不当な判断をし との非難をうけた事例も往々にあるので、之等の点を顧慮し、我国独自の制度を創設した である。
そして、陪審裁判にかけるのは刑事事件のみで、民事事件はかけない、民事訴訟は、事
実の如何を定めるについても、十分法律知識のあるも でなければ、適正な判断を下 得ぬ場合が多いのであ から、全く 律の素養のない素人をその裁判に参与せしむることは大いに考慮せねばなら いので、我が陪審 では民 事件 陪審 かけることはこれを認めないことになってゐる。
しかして、裁判にかける事件には二種ある。第一は、法定陪審事件といひ、被告人が陪
審にかけて欲しいと希望してもせんでも、法律 陪審にかけることに定めてゐるもので、それは死刑または無期の懲役もしくは禁錮にかゝる事件、例へば放火 殺人、強盗（
注、強盗
致死傷）
等で、第二は、請求陪審事件といひ、被告人が陪審裁判にかけてくれと請求した時に
かけるもので、長期三年を超ゆる有期懲役または禁錮にかゝり、地方裁 所 管轄 属する事件、例へば詐欺罪、横領罪、文書偽造事件等 あ
しかし、右の如き陪審事件にかゝる犯罪でも、公益上絶対 陪審いかけることの出来ぬ
ものがある、例へば皇室 対する罪、内乱外患、国交に関する罪 騒擾罪 選挙犯罪等ある。要す に 陪審裁判にかける事件は
地方裁判所の管轄に属するものゝ内、比較的
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重い刑に処分せれるゝ事件で、元来事件を陪審にかけるのは、一面被告人の利益のためであるから、被告人はその利益を抛棄し、法定
のものについてはこれを辞退し、請求にかゝ
るものについてはその請求を取下げて、普通の手続で裁判をうけることが出来る、また公判或は公判準備の取調の際、被告人が犯罪事実を自白すれば陪審にかけることはできぬ。
裁判手続は、一審限りであるから、陪審にかけた事件については控訴が出来ぬ、たゞ裁
判が法律に違背したやうな場合に上告が出来るだけであるから、普通手続 第一審、控訴審、上告審の三審級制度から見れば、陪審法は控訴審がなく第一審、上告 の二審級制度である。
高松地方裁判所管内に、どれだけの陪審裁判があるかを調査して見れば、数年間の平均
から一ヶ年最大二十五件、最小十件くらいの見込みである。 （つゞ ）９「香川新報」昭和三年一月七日
始めて国民が参与する
陪審裁判は十月から
八月には判検事大異動
往年議会に於て紛々の論議を重ねた結果、遂に原内閣によって立案され、加藤友内閣
よって成立した陪審法は、大正十二年四月十八日 第五十号を以て公布され 同 既に昨年五月、陪審裁判実施の準備に必要な部
分のみ施行され、其の結果昭和三年度陪審員
候補者も確立してゐる。而して 愈々陪審裁判を開始する同法全部 施行期日 、未だ公
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布されぬが、司法当局は大体本年十月一日を以て施行期日とすることゝ内定してゐると。
陪審法の実施は十月一日であるが、之れが以前に全国各地方裁判所には 従来の民事部
刑事部に対立して陪審部を設置することになってゐるが 陪審部は東京、大阪、京都、神戸、長野、福岡の地方裁判所には二部、其他の地方裁判所には一部を設置す 方針で、一部の員数は判事三人検事一人である。
而して、陪審部に配置すべき判検事は、陪審制度が全く我国に於ける新制度の施行であ
る以上、極めて練達にして裁判上の経験 深い人を以て充てなければならぬので、陪審部の構成 前 八月を期して、司法省は各区裁判所、地方裁判所、控訴院に亘り全国的に事検事の大異動を行ひ、之 よって陪審部に配置すべき適当なる人物を編み出すことに決定してゐる。
「大阪朝日
香川愛媛版
」昭和三年一月八日
10陪審法の
早わかり
陪審員となる資格には、四つの要件がある。第一には、日本臣民であって三十歳以上の
男子であること。外国人には資格を与へぬ また
日本臣民にても女子には資格を与へない、
これは女子は家庭にあって家事万端を掌り、殊に子女養育の大役を負ふ ゐるので家を明て陪審の如き公務に従事することは実際上困難であるからである かし早晩その資格が与へられる時期が到来するであらうと思はれる。第二は、引続き二ヶ年以上同一市町村内
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に居住してゐること。第三は、引続き二年以上直接国税三円以上を納めてゐること。第四は、読み書をなし得ることである。尋常小学の課程を了へたもの、またはこれと同等の能力あるものは読み書きを得るものと推定出来る。
以上の要件を備へてゐるものでも、精神上欠陥あるもの、または著るしく世の信用を失
ってゐるものは、欠格者と て陪審員にはなれない。それから、裁判所で狂人と認めらて禁治産の宣告を受けたもの、金使ひが甚だ
しいため准禁治産の宣告を受けた人、破産し
てまだ復権しない人 懲役または六年以上の禁錮 どに処せら た人 その他聾者 唖者などは、陪審員にはなれない。
つぎに、陪審員になる資格は完全に持ってはゐるが 職務 特別の関係あるため陪審員
として職務につくことが出来ぬものがある。それは、国務大臣 在職の判検事、在職 行政裁判所長官同評定官、在職の宮内官吏、現役の陸海軍人、在職の道府県長官島司、同支庁長、在職の警察官吏 同監獄官吏、在職 裁判所 記長 同書記、在職の収税官吏 税関官吏、専売官吏、郵便電信電話鉄道及軌道 現業に従事す 者並 船員 市町村長、弁護士、弁理士、公証人 執達吏、代書人、在職の小学校教員、神官神職僧侶、諸宗教師、医師、歯科医師 薬剤師 学生生徒などである。
なほ、特別の事情、即ち陪審の公平無私を疑はるべき事情のあるものは、陪審員の職務
から除かれるのである これを除斥と云ふのである。そ が陪審員が被害者であるとか私訴当事者であ とか、現に被告人または被害者 親族に当ってゐるとか 雇人 居人であるとか、或は其事件の弁護人を勤めてゐるも などである。 （終り）
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「大阪朝日
香川愛媛版
」昭和三年一月一一日
11陪審法の
早わかり
第一、市町村長は、毎年九月一日現在により、その管内の住民中より陪審員の資格のあ
る者を調査して、陪審員資格者の名簿を作り、これにその資格者を登載して、原本 自庁に備へ付け、副本を管轄区裁判所に送附する、一方地方裁判所長は 毎年九月一日までに翌年凡そ何人ぐらゐの陪審員が必要なるかを定め これを管内 市町村長に割当 通知する、この通知を受けた市町村長は、右に述べた資格者名簿に載ってゐる 内から抽籤で、地方裁判所長から割当 れたゞけの陪審員候補者 選定し、これを陪審員候補者名簿に登載し、その旨を候補 に通知する そして候補 名簿の原本は 毎年十一月三十日まで地方裁判所長に送付し、副本は二通作り、一通は自庁 備付け、一通は管轄区裁判所に送付するのである。かやうな手続で 毎年 資格者および陪審員候補者が選ば が陪審員の服務期間は一ヶ である、即ち毎年九月 日を標準として調査し その内より抽籤によって選定せられた者は、翌年の一月一日より十二月末日まで陪審員たるも である然し陪審員は、そ 年内における陪審事件の総てに関与するものでなく、特 の一事件につき抽 の結果呼出を受け 事件の公判 参与 もので、既に一事件に付陪審員たる義務を尽したる時は、その年内再び呼出さ ゝことのない が原則であ 。
我が高松地方裁判所管内で、昨年九月一日の現在により調査したる陪審員資格者の総数
は二万五百九名で、各市町村に割当てた陪審員候補者の数 一千二十三名である。この候
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補者の服務期間は、本年一杯で陪審法の全部が予定通り本年十月から実施せられ、陪審にかける事件が実際起った場合には、この候補
者の内から抽籤で陪審員を選び出し、裁判所
に呼出し裁判に参与せしむることになるのである、 （高松市には百名、丸亀市には四十名を割当てた） 。
陪審員の選定方法は、陪審にかけるべき事件が起ると、先づその事件の公判期日を定め
る、これが定まると地方裁判所長 前以て定めて置いた市町村の順序により大体の数をきめて、各陪審員候補者名簿から抽籤で合計三十六名を選定し これを公判の日に呼出す、その呼出を受けた者は、指定された公判期日に裁判所に出頭せねばならぬ、三十六名の内二十四名以上裁判所に出頭した場合は、裁判所 は直に陪審構成の手続きに入り、そ 内から公判審理に立会ふ十二名の陪審員を抽籤で選ぶのである。この抽籤 時には 陪審法廷に判事、検事、書記 被告人、弁護人、陪審員列席して、公判廷で行ふもので、もし抽籤に当った人が、検事か被告人の気に入らぬ人で陪審の評議をし 貰ひたくない人であったならば、検 または被告人からその人を排斥することが出来る れを忌避といふ、忌避するには別 理由を述べる必要がない、検事にも被告にも忌避されない 二 の者が実際陪審員の職務をとることになる。
高松地方裁判所では、目下陪審法廷および陪審員宿舎の新築工事中で、本年三月までに
は竣工の予定である、これが落成すれば、陪審事件はこの新築法定で 理 、陪審の宿泊の必要ある時はこの新築宿舎に宿ることゝなり 宿舎 は設備を完全 し、楽々と宿ることの出来るやうに準備を整ふるのである。 （追 ）
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「大阪朝日
香川愛媛版
」昭和三年一月一二日
12陪審法の
早わかり
公判の手続は、一
陪審の構成、二
審問、三
裁判長の陪審員に対する発問、四
陪
審員の評議、五
陪審員の答申、六
検事、被告人、弁護人の弁論、七
裁判の言渡であ
る。
右に述べた様に、抽籤で十二名の陪審員を選び出せば、陪審の構成が出来たので、その
陪審員は抽籤の順序に従って陪審席に着席する。裁判長は、まづ陪審員に向ひその心得を諭告して、宣誓を為さしめる、宣誓は「良心に従ひ公平誠実にその職務を行ふべき とを誓ふ」旨を記載しある宣誓書を裁判長が読聞かせ、陪審員をしてこれに署名捺印せしめる。これがすむと、検事が公訴事実を述べる。それから、裁判長なり陪席判事なりが、被告人を訊問後、証拠調べに移る、証拠調では 証人を調べたり鑑定をしたり証拠物を調べたりする、そ 済めば 犯罪 の有無につき論告を為し、弁護人も弁論をする。
次に、裁判長が陪審員に向って説示といふことをする、これは事件関係を裁判長が素人
たる陪審員によく分るやうに説明し、その事件につき法律上問題となるべき点、事実上如何なる点が問題になるか、証拠はどういふ風になってゐ かをよく理解 やうに説くのである。この説示が終って ら、裁判長が陪 問題 出すのである、その問題を問書といふ書面に書いて陪審員に渡 。
陪審員は法廷で、検事の被告事件の陳述から
、裁判長の説示が終り、問書を渡さるゝま
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で、よく注意して取調および説示を聴いてをらねばならぬ、然らざれば、問書に対して適正な答へが出来ぬことになる。陪審員は、問書を受取ってから相談のため十二名共に評議室に入り 其内より陪審長一名を選び評議整
理の任に当らせる、そして裁判長から出され
た問題 つき犯罪事実あり するか、または無しとするかを評議し、犯罪事実ありと評決した場合 は問書に然り」と答へを書き、事実なしと評決した時は「然 ず」と書く、もし「然り」と評決する場合には、過半数すなはち七人以上の同意 要するのである、さうでないとその を否定したこと な 「然らず」と答へるこ になる。 決が定まる陪審長がその答へを問書に き署名捺印して、他の陪審員と共に公判廷に出で、これを裁判長に差出す、裁判長は之を一応調べて、書記 して朗読せしめる、答申の朗読が終 ば、それで 員の任務が終り、退席することになるのであ 。
裁判所が、陪審員の答申を相当と認めた時は、次の手続きに移り、もし答申が「然り」
であれば、検事は被告人に如何なる刑罰を科すべきかを論告し、弁護人もまたこ 点について弁論をなし、裁判所は陪審員 判断に本づい
て有罪の裁判を下すのであるが、もし答
申が「然らず」であれば、裁判所は無罪の裁判 下 のである、も 裁判所が答申を不当と認めた時は、更に陪審員を選定 裁判所と陪審員の意見が一致す ま 陪審を遣り直をするのである。
これで、大体陪審の説明は済んだのである。 （追記）「香川新報」昭和三年三月一四日13陪審法実施に伴ふ司法官の大異動
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来るべき特別議会に予算提出
選挙後直ちに実施
司法省では、今秋十月より陪審法実施に伴ふ経費を緊急予算として、特別議会に総計百
六万円を計上して請求する事になった。この予算額は、同法実施に伴ふ人件費であって、判検事百五十名を増員して全国地方裁判所へ配属せしめるもので、判事百四名、検事百十六名は全く新顔で、現在、東京、名古屋、広島、長崎、大阪 宮城、札幌等の各控訴院管内へ任命してある、司法官試補を登用する事になって居る故に、特別議会に於ける司法省要求案が通過すれば、直に司法省で勅令を以て実施事項を発布 、即時判検事の増員を為す計画であるが、これは司法省の画時代的大 業であると言ふ趣旨から この機会を利用して全国七控訴院管下五十一地方裁判所に対して、判検事の進級、抜擢 異動等を行ふ筈である。目下、原法相 小原次官、其他の高官は腹案をねって居るが 判検事の全国的大異動は朝野法曹界において興味を以て注視されて居る。 （東京電話）
「香川新報」昭和三年五月三日14陪審法実施の弊害が起らん
当局の悩みの種
今秋十月から開始される陪審裁判の模擬裁判は、全国津々浦々 行はれてゐるが、裁判
の結果は何といっても無罪が多い、これは関係者に真剣 が乏しいのと、大衆の人気を呼
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ばんとして仕組んだものが多い結果でもあるが、本当の陪審裁判にもかうした傾向が現れるのでないか、と法曹界で注目されてゐる。
法律で定められて当然陪審にかけるものと被告人の請求によって陪審にかけられるもの
とを問はず、一般に陪審裁判は疑問の多い事件であることは論をまたないところであるが、法律知識の乏しい熊公、八公などを加へてある陪審員は、どうしても法廷の空気に支配され、有罪か無罪か 評議について適当の判断を誤 ことが多い。殊に請求 どで、被告がブルジョアで、優秀なる多くの弁護士と自己に有利なる多くの証人とを準備したならは、法廷で陪審員を動 事件を有利に転回することはさして難事でないと見られ、これでは請求陪審は、宛然ブルジョアを 罪を免れしめんがために制定されたかの如き観を呈するといふの 兎角の議論があり、実施後 おいては、より多くの無罪を惹起すると予想されてゐる。
なほ、目下司法当局が、陪審裁判について疑問を抱いてゐることは、予め用意された証
人以外に、急に有力な証人を必要 する場合 これを喚問するにどうすればよいか、つまり費用、手続 陪審員滞在等の面倒が起ることを憂へるわけで、こ 外被告人を多数法廷に出廷せしむる場合、現在の設備で どうす も出来ないといふ も、当局の悩みの種となってゐる。
「香川新報」昭和三年五月三日15全国にわたり裁判官の異動
陪審裁判長任命で
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数百名を新たに補充
今秋十月から実施される陪審制度で、当面の問題としてもっとも重要視されてゐる陪審
裁判長の人選については、全国的なので目下司法省の頭痛の種となってゐるが、その解決策として、いよ
く
近く全国検事長、控訴院長の臨時会同が、司法省で行はれることゝな
った。その会同において、如何なる人物がもっとも陪審裁判長としてふさはしき人達であるかといふ、大体 標準の決定を見る模様で、その決定をもたらして、散会した各司法官が帰庁の上、 れ
ぐ
検事正、地方裁判所長等と協議をなし
た上、最適な判官連へ白羽の
矢を立てゝ陪審裁判長に据るわけで そのためには 少く 全国四百名 上の判官の異動を見るべく、我が裁判所制度施行以来の空前の異動といはれてゐる。
最初の陪審裁判長は、この画期的な新制度を成功、不成功に導く試金石に擬せられ ゐ
るので、裁判上にも老練なる経験者を任ずべく 最初の案としては地方裁判所長か少くとも勅任級にする議 あったが そ も予算の関係で実現しない模様であるが、その趣旨が人選に当って取決められ 模様である。
なほ、全国各地方裁判所とも、一の陪審法廷でも二部以上の新なる刑事部を設けねばな
らぬ関係があるので、この結果裁判官、検事もにはかに不足を見ことゝなるの 、今度大異動の機会に、新に百余名の判事、四十六名の検事 百五十名の書記、雇などを任命補充することに内定を見た模様である。 （東京電話）
「香川新報」昭和三年五月二一日16
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陪審法の準備
今度の検事長会議で
判検事をきめる
いよ
く
今秋十月一日から陪審法が実施される事となり、東京三部、大阪二部、各地方
に一部づゝ設置され、これに判事（陪席を含
む）百四名、検事四十六名を要するので、そ
れが人選は最も重要なので、来る廿一日から
三日間開かれる控訴院長、検事長会議には、
主としてこれが議題に供せらるゝ訳である。
なほ、同会議には、六月一日から新設される検事局の思想係廿六名の人選も議せられる。「香川新報」昭和三年六月一八日17陪審専門の公認速記が出来る
裁判長の説示記録を作るため
目下採用案を研究中
陪審裁判につき、検事と弁護人との間 立って、陪審裁判長が、重大なる「説示」と「問」
に依り、如何に陪審員を導いて行くかといふことにつき、種々の難点が生じたことは、既報の通りであるが、 審員が評議、判断をなすべき根本的な参考資料となるべき裁判長の説示は、裁判の黒白を決定する上に極めて重要且長時間 わたるも あり、且その説示が、法律上違反した 証拠として説示したものが、法律上の証拠とならぬ場合、又法律上
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の論告に関し不当なる説示をなした時など（例へば裁判長の独 的 意見が加はった際）など、上 で理由となる点から 説示 全部は記録 必要を生じ、従って従来の書記では到底不可能なので、こゝに速記者の採用を必要とする事になり これにつ の可否が論議さるゝに至った。
これを裁判所で雇って、陪審法廷に専属させることにも種々反対論あり、といって弁護
人側で私的に速記者を法廷に入れても、その記録が公式に認められないものである らば、証拠としてどの程度の信 置くべきかの問題にぶつか 結局正式でなくても、裁判所が非公式に認めたらといふ議論も出てゐるが、その速記録が上告理由の運命を左右するである以上、その効力問題でも相当紛糾す 模様で、あらゆる点から考へて、結局議会速記録と同様、我国始めての陪審専門公認の速記者制度が出来るのでは いかと見られてゐる。
「香川新報」昭和三年七月二六日18司法官の大異動
本県関係分
司法省では、二十四日、司法官の大異動を行ったが、中本県関係者は、左の通りである。
田辺区判事兼和歌山地方田辺支部判事
村松康三郎
補丸亀区判事兼高松地方丸亀支部判事（予審係を命ず）丸亀区判事兼高松地方丸亀支部判事
近松萬太郎
- 489 -
補葛城区判事大阪区判事兼仝地方判事
小倉清次
補高松地方判事葛城区判事
今西保知
補
高松区判事兼仝地方判事（高松区監督を命ず）「香川新報」昭和三年六月二七日19陪審法講演会
三豊小豆両郡で
高松地方裁判所及びゝ検事局では、四日、三豊郡観音寺町及び上高瀬村の二ヶ所で、石
井裁判所長、五日、小豆郡土庄町及び草壁町の二ヶ所で、宮重検事正の講演を皮切りに、県下登記所管内別に陪審員候 者を集め、陪審法に関する講演会を開催する。
「香川新報」昭和三年七月二八日20陪審事件には所長、検事正自ら当れ
司法官会議で
原法相の訓示
原法相は、廿六日の司法官会議で、
一、陪審法実施に伴ふ注意
- 490 -
二、思想警察設置の理由三、民事訴訟に対する態度四、小作調停に対する希望について訓示をなしたが、そ 要点は左のごとくである。
陪審法は、来る十月一日から実施されるが、およそ 物はその創始をつゝしむにあらざ
れば良果を收むることは困難で、従って本法実施 劈頭にその運用の責任を負ひ、裁判検察の局に当るものゝ任務は、まことに重大なりといはねばならぬ。各位は、その主旨を体して、すで 十分そ 運用について研鑚を積み、かつ過去五年の実施準備期間に、国民陪審法の精神を普及させることの努力されたが、その実施も目前に迫ったから、更に一段の奮励を望んでやまない。陪審員として司法に参与するこ は、もとより国民の栄誉ある権利であるが、また一面には の大なる負担であるから 公判に当っては成 べくその負担 軽減に意を用ひ、国民の間に陪審員
たることを嫌忌するがごとき念慮を起させな
いやうに努めねばならぬとゝも 、公判準備手続の効果を全うするやう格段の注意を払ひ、公判の進行を促進して、審理遅延の弊 防止するに めることが必 である。
陪審事件については、主として所長、検事正自ら裁判検察の任に当り、やむを得ざる場
合に限り、他の練達堪能の判検事をしてこれ 当らしめらるゝことを望む。今回の 検事の異動も、専らこ 主旨に基い 行はれたが、将来もこの方針を確守したいと考へる。
なほ、陪審法の精神を発揮し、その運用を円滑にし、効果を収めるために、弁護士の協
力に待つべきものが多々あるから、この際各位に対して 弁護士方面との連絡協議をはかるにつき、更に一層の考慮を煩はしたい。
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近来、外来の危激な思想に関係するもの漸く多く、従って思想事犯もまた逐年増加する
情勢にあるが、かくのごとき痛恨かつ恐懼に
堪へざる重大な事件の
発生を見るに至ったの
は、世界的思想の混乱、動揺に基く不健全な
る社会状態に由来するので、ひとり法律の力
により抜本塞源の効を見も でない。これを根絶することは、あまねく教育宗教その他各種の社会的乃至行政的施設に待つべきものなるは勿論である。しかして、現下の情勢に徴し、国家の基礎を確保するため は、この重大 事態に適応す 刑罰法規の制度もまた当面の急務であるから、政府は従来の治安維持法を改正し、緊急勅令をもって公布した次第であるとゝもに、思想事犯の処理に当るも は、よ 社会各般の事情をつまびらかに 、事態の趨向を理解し、平素思想運動の情勢にも通暁して、この種の事犯に対する周到精密なる注意と準備 要するので、こ ため本省では、さ に思想部 設け、この種の考究調査に当らしめてゐるが、今回更にこの種事犯 捜査ならび 研究に従事する検事局に職員を設置す の必要を認め 全国各控訴院検事局および重要都市 地方裁判所検 局 、それぐ
その要員を配置することゝなった。各位は、この新なる施設の主旨を体し、常に各
関係官庁との連絡協議を保ち、裁判検察および警察各機関の機能を十分に発揮し、事件の処理にあたり遺憾 きを期せられたい。
「香川新報」昭和三年七月三一日21陪審制度実施に直面して
高松
一老人
投
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陪審制度は、嘗て石井高松裁判所長が、詳細なる釈明を施して紙上に登載せられたれば、
読者は既に周知の事と思ふ。予は、本制度の利害得失を彼是論 せむと欲するも ではない、一片の老婆心より杞憂を述べて見たいと思ふのである。
欧米各国にては、此制度を実施して居るが、我国は遅蒔ながら普選と同時に実施するこ
ととなった。我国の制度と欧米のとは、陪審員の権限其他に多少 相異はあるが、大体似たものである。欧米にては、今日其弊害を認めて居るのもある様である。司法権 幾分国民に附与し、裁判所に親ましむる主旨は、
時代の趨勢に順応するもので誠に結構である
が、此制度実施の暁 果して有効であるか、無意義に帰するか、逆賭することは出来ぬ弁護士側の意見を叩いて見ると、多くは非認不賛成を唱へて居 様で る。吾々素人には、濫りに批判し容喙することは出来ぬが、苟く
も政府が勅令を以て発布し、実施せむとする
制度なれば、成るべく意義 り 有效ならむ
ことを希望する。斯く云ふも、敢て政府に阿
諛し、国民 媚る訳ではないが 唯一片の婆心に過ぎないのである。
抑も、本制度の中心点は、陪審員其者の精神である様である。陪審員が、事実の判断を
答申するに当りて、正当な と否 は、此目的を達成するに大 る関係 ものと思ふ。然れども、陪審員の答申は、全く裁判長の参考に止まるもの 、其効力は甚だ薄弱な ものと云はねばならぬから 答申が正当なるも不正当な も 何れ しても多少の参考とはなるであらふが 成るべく正当の 断を下 様になしたき である。
扨、事実の真相を穿ちて、正当なる判断を下すは、相当学識あり修養ある者にても、中
々に困難なる事であるが、全くの素人を以て組織せ 陪審員が、果して事実の真相に触れ誤らざる判断を下し得るであらふか、甚だ懸念に堪へぬ次第である 金銭 ため も、情
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実のためにも、将党派のためにも、一点の私なく確乎不抜の精神を以て動かざるやう、精神の修養をなすは 一朝一夕に出来えることでない。素人より成る陪審員は、果して正当の判断を下すことが出来る得るや否、是予が懸快措く能はざる所以でありて、読者の判断に一任する次第である。
「香川新報」昭和三年八月四日22陪審法の打合が重なる目的
司法官会議から帰った
石井高松地方裁判所長の談
客月二十三日、司法官会議のため眞部監督書記同伴上京中であった、石井高松地方裁判
所長は、三日午前七時三十分着、連絡船で帰高したが、会議の模様について語る。
今回の司法官会議は に関する打合せが目的で、他に語るべき事件はなかった。
陪審法もいよ
く
十月一日から実施されるので、同日から便宜の方法で、第二回目の大宣
伝を行ふ予定となってゐる。
従来の統計から見ると、当所管内に於て陪審法を適用すべき事件は、一ヶ年平均十二
三件となってゐるが、請求陪審が幾件あるか不明であるも、請求陪審は長期三年以上の犯罪に限定されてゐるので、一ヶ年中取扱ひ件数は廿件位であらふ。
そして、同裁判には、六大都市では陪審係裁判長をして専任せしむるも、其他は裁判所
長及び検事正の手によって取扱ふことになってゐる云々。
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「大阪朝日
香川愛媛版
」昭和三年八月一〇日
23模擬裁判を開き
陪審法徹底を計る
宮重検事正
帰来談
検事正会議のため上京中であった、宮重高松地方裁判所検事正は、こ ほど帰来したが
語る。
今回の会議は、陪審法の実施期も迫 ので、主と これに関するもので、今後 こ
の陪審法を一般県民に周知せしむるやう一段の努力を払はなければ らないし、一方判検事、弁護士側でも、この陪審裁判の方法を十分会得し置く必要があるので、来月に入ったら模擬裁判も開いて見たいと思ってゐる。
「香川新報」昭和三年八月一九日24高松市の陪審員候補者
百二十名と決定
本年度に比し二十名増員
高松市に於ける昭和四年度に於ける陪審員候補者は、百二十名にして抽籤の上選出する
ことに決定した旨、十八日、石井地方裁判所
長から市へ通知があったが、昭和三年度に比
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べて二十名の増員である。
「香川新報」昭和三年八月三〇日25陪審制度実施の十月一日を陪審デー
種々の催しで国民に趣旨を徹底
法制史上の記念日
（東京電話）多年準備中であった陪審制度は、いよ
く
今秋十月一日より実施されるが、
司法省では、この法制史上一大記念日たる十月一日を陪審デーと名づけ、種々の催しをなし、一般に新制度の趣旨の徹底をはかると共に、更に該裁判実施に際し一層の完璧を期するため 来る九月三日より六日にわたる三 間、全国地方裁判所長、同検事局次席検事及び各陪審裁判長等二十名を司 省に招致し、本省側から原法相、濱田小原両次官、磯部参与官、陪審係主任、大原書記官等出席し、最後の陪審裁判実務官の会同を行ふことゝなった。
「大坂朝日
香川愛媛版
」昭和三年九月一二日
26法律用語を避け判り易く論述
陪審裁判と検事の論告
高松検事局蔦谷検事語る
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十月一日から実施される陪審法の打合のため上京中であった、蔦谷高松地方裁判所上席
検事は、十日帰来したが語る。
陪審裁判には、所長、検事正が関係するのが原則となってゐるが、今回の打合せは、陪
審法運用の疑義についてゞ、陪審裁判における検事の論告は、従来のやう 法律的熟語をなるべくさけ、平易にいはゆる素人判りがする様にしなければならず、陪審員が故意に出廷し かった時 処分等は、相当厳罰 あ 様で、陪審員たらんとする人はなるべく自己の立場を十分考へてもらひた 。
「香川新報」昭和三年九月一三日27聖上の御幸を乞ひ、国民裁判の第一歩を
陪審法実施第一日の十月一日
東京地方裁判所に
（東京電話）
国民裁判とも云ふべき陪審法は、愈十月一日より実施せられる事になり、目下陪
審法廷の竣工に忙殺されて居るが、此の陪審制度は、我国裁判上一新紀元を画するもので、此光栄ある不朽の法典に、一大歴史を残す同法実施を永く記念し、今後の法典を一層光輝あらしむるため、実施当日、天皇陛下の行幸
を仰ぎ、国民裁判の第一歩を陛下の御覧に供
すべしと、予て司法省と宮内省と打合中であったが、十日午前十一時半 土岐事務官は侍従と共に東京地方裁判所の陪審法廷の下検分をなす所 あったので 陛下に奏請 正式に勅許ある筈である。
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陪審法実施のため、聖上陛下東京地方裁判所に行幸啓御日取りについては、司法、宮内
両省において種々打合せ中であったが、十日、その日取りは、陪審法が実施される記念すべき、来る十月一日午前十時と決定発表されたが、同日陛下に 大 院の会議室に御少憩あり、牧野大審院長、小山検事総長等から 明治初年以来今日までの裁判沿革並に司法制度の変遷等詳細言上し、記録をも御覧に供し、それより大審院、控訴院、大 廷、地方裁判所、陪審法廷、予 廷、区裁判所法廷、陪審員宿舎等、したしく御覧遊ばされることになった。
前例ない此光栄
小原次官語る
右について、小原司法次官は語る。東京の裁判所に聖上陛下の行幸を仰いだ前例はない
ので、原法相就任以来此光栄に浴したいと祈念してゐたが、たま
く
陪審法が実施せられ
る事になったので、此記念すべき時陛下の行幸を仰がんと かねて宮内省を通じて ご都合を伺がって居 処、茲に御内諾を得たものであります。行幸の節は、全国裁判所を代表する帝都の裁判所の実際を御覧に入れる積 り す。
十月一日を司法記念日（東京電話）いよ
く
来る十月一日より、陪審法がわが国に実施さるゝことになったの
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で、この記念すべき当日を、陸海軍記念日同様 永久に記念するため、各地方裁判所はこの日を「司法記念日」として、それ
ぐ
祝賀会を催すことになったが、その方法は目下司
法省において研究中である。
「大阪朝日
香川愛媛版
」昭和三年九月三〇日
28国民が司法権に参与、画期的の新制度
愈よ一日から陪審法実施
石井高松地方裁判所長
談
いよ
く
十月一日より実施せられることになった陪審法について、石井高松地方裁判所
長は語る。
我国民多年の懸案であった陪審 は、いよ
く
一日からその全部を施行せられ、陪審裁
判が実現することになった。私はこの機会にお 、司法上の画期的新制度た 陪審裁判の前途を祝福し、官民一致して円満にこれを運用し、立派な成績を挙げ 所期の目的を達成するやう祈念 てゐる。陪審裁判 、立憲政治の趣意に従ひ、国民の司法参与権を認めたも で、裁判官が重い刑事事件の裁判をなすに当り、国民 中から選定せられた十二名の陪審員を裁判手続に立会はせ、取調や弁論等を聴かせた上 裁判官から出す問題 即ち犯罪事実の有無につき陪審員に評議させ、その結果 答申させ 裁判官はそ 答申に本づき裁判をする制度 あるから、故に陪審員となり裁判権 行使 参与することは、国民の極めて名誉な権利であ と同時 国民は陪審員となって の権利を完全 行使する義
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務を負担し、陪審員の判断が裁判の基礎となるのであるから、陪審員の職責の重大なることは申すまでなく、陪審員として 手続に参与する以上、常に正義公平を念とし、良心に従ひ誠実にその職務を行はねばならぬ、国民は能くこの制度の趣旨を研究理解し、その運用に深く注意を払ひ 良果を挙ぐることが肝要である。
犯罪事実の有無を判断
陪審員は最大の名誉
宮重検事正
談
さらに、宮重検事正は、この記念すべき日に当り、陪審員の職務に関し、次の如く所感
を述べた。
陪審員の答申如何は、重大な結果を来すのであるから、陪審員が誠意事 当るなら、国
家の秩序は完全に維持せられるのである。陪審員は、裁判が正義 擁護であることを深く念頭に置いて頂き い。先哲も、国家は正義を以て成立し、存続し行動すべきものなりといひ、古今東西の歴史上、正義行はれて国家興隆し、正義衰へて国家衰へたる例が多いのである、即ち、国民が裁判 参与するは、国家の正義の実行に参与するもので、最大な名誉と はねばならない。国民は、この点を自覚して、名誉を失墜せざる覚悟 持たねばならない。陪審員たる者は、呼び出された以上 必ず出頭すべき義務がある、若し故なく出頭せざる時は、五百円以下 過料に処せられ、病気そ 他已むを得ざる事由のある時は、書面にてその事由を申出て、その職務を免除 るゝ事が出来る。出頭した者 内 更に
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抽籤により陪審員と確定した 者 終始裁判に立会せねばならぬから 随分煩雑なる事務である故、なるべく陪審員の負担を軽 からしむるため、一日に終了すべく努め が、事件により審理が二日、三日 わ るこ がある、夜は任意帰宅を許して差支へないはずだが、被告人側の者より脅迫や誘惑さるゝ も出来るか 、これを避けるために 裁判所内に設けられある陪審員宿舎に宿って、他との交通を絶つことになってゐる かやうに陪審員は自由を制限される 、これは畢竟公正 る判断を得んがため止む 得ざるの規定であるから、陪審員に対する正義の擁護であり、立憲治下におけ 義務である。
我が国民性を見るに、由来淳朴にして義理人情に厚く、実に麗はしい美風を持ってゐる
が、反面には義理人情に絡まれて、情理を度外視する弊があ 、犯人が哀れな風を示し憐を乞ふを見ると、つい職務上の責任を忘れて不知不識助けて遣りたいとの考を起し、その結果国家の秩序 如何なる影響 及ぼすかに想到せざる如き現状を来さぬかと憂ふるある。元来陪審員は、犯罪事実の有無を判断す のであって、如何な 刑を科すべきか刑の執行猶予を与ふべきかと謂ふが如き情状問題 ついては、全く無関係 地位にあ のである、然し法に涙なしといふのでないから、裁判官は情状憫諒すべきも ありとすれ法の許す範囲において刑 減軽し さ に刑の執行猶予を与ふる とが 来るのである。
「香川新報」昭和三年一〇月一日29司法部に天皇陛下の行幸仰ぐ
今日は司法記念日
石井高松地方裁判所長
謹話
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今十月一日は、畏くも聖上陛下司法部に行幸の思召を以て、東京の三裁判所、即ち大審
院、東京控訴院、東京地方裁判所に御親臨あらせられ、法廷等を御観覧遊ばさるゝとのことに拝承いたします、司法部の光栄此上なきことにて、洵に感激の至りに堪へませぬ。
陛下が大御心を司法に注がせらるゝことのいかに深厚なるかを拝察、真に恐懼の至りで
あります、職を司法部に奉ずる者は、今日を永久の記念日として、此光栄を深く肝に銘じ、聖旨を奉戴して、粉骨砕身其職に尽し、奉公の微衷を捧げねばならぬことゝ存じます。
漏れ承るところによれば、東京の三裁判所では、原法相、牧野大審院長、小山検事総長
などの御案内にて、大審院の大法廷、控訴院の大法廷を初め、地方裁判所の新装の陪審法廷などを天覧に供し、古来から 裁判記録なども御覧に入れ奉るとのことである、そ 古記録の中には、裁判書に「菊御紋章天皇の名に於て」 印刷あるも や、伊藤俊介（博文）の署名ある裁判記録、 事小村壽太郎 署名ある裁判書、 村益次郎謀殺事件、廣澤参議暗殺事件、岩倉右大臣要撃事件 江藤新平佐賀暴動事件、大久保参議殺害事件、板垣退助殺害事件、津田三造謀殺未遂事件、其他明治 聖代における政治上 司法上の重大事件の記録がある模様で 。
今日は、又我裁判制度に一新時期を画する陪審法の実施せらるゝ日であります。是又司
法部のため、永く忘るゝことの出来ぬ事柄であります。陪審 は 偶然にもこ 聖上の行幸を仰ぐ芽出度き日に施行せら ゝことゝなりましたので 其前途 幸あ ことを喜び且祝福して居る次第であります。朝野法曹 初め、国民一般一致共力して、この新制度 活用に努力し、所期の目的を達成せねば らぬことゝ信じます。
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「香川新報」昭和三年一〇月一日30今日から陪審裁判
国民裁判が行はれる
一、我国多年の懸案でありました陪審法は、愈々今日から其全部を施行せられ、所謂国民裁判、民衆裁判の称ある陪審裁判が実現することになりました。洵に慶賀の至りであります、この我が の司法制度に一新時期を画する陪審制度の実施と普通選挙の実施 は 昭和維新の御代を飾るべき、政治上の二大重要事件と思ふのであります 私は、此機会に於て、この司法上の画期的新制度た の前途を皆さんと共に祝福し、官民一致 努力に依って円満に完全に之を運用し、立派な
成績を挙げ以て所期の目的を達成せられんこ
とを祈念して止まぬも であります。二、陪審裁判は、立憲政治 趣意に従ひ、国民の司法参与権を認めたものでありま て、裁判官が重い刑事々件の裁判を為すに当り 国民の中から選定せられた十二人 陪審員を裁判手続に立会はせ 其取調や弁論などを聴かせ 上、裁判官から出 問題 即ち犯罪事実の有無に付 員に評議させ、そ 結果
を答申させ、裁判官は其答申に基き裁判をす
る制度であります。これまでの裁判は、総て専門 裁判官のみに依って為され、一般国民は之に参与することが出来なかった でありますが、陪審制度実施後は、 い刑事々件の裁判には国民 中から選ばれた代表者である陪審員 参与することが出来るのであります。即ち、陪審 は、裁判に民意を酌み入れるものであります、こ 点 、国民裁
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判或は民衆裁判の称が出て来たのであるます。三、陪審員となって裁判権の行使に参与することは、国民の極めて名誉な権利であります、と同時に国民は陪審員となってこの権利を完全に行使する義務を負担するものであります。前述の如く、陪審員の判断が裁判の基礎となるのであるから 陪審員の職責の重大なることは申すまでもありません。四、裁判は、正義を擁護し公平を維持するも であ ま 、陪審員として裁判手続に参与するものは、常に 公平を念とし、良心に従ひ誠実 其職務を はねばなりませぬ、公平無私の立場に於て、一切の情実や利害を超越し、感情や外部の勢力に左右さるゝことなく、又予断を抱くことなく、全く一点 曇りなき正しき心の鏡を以て 事実の真相を判断せねばなりませぬ。五、裁判は社会の安寧秩序を維持し 国利民福を増進するも であります、裁判権 行使には、官民共同一致して之 当らねばなりませぬ。
陪審員や証人として裁判所から呼び出しを受けた者は、必ず出頭して誠心誠意其義務を
尽さねばなりませぬ。陪審裁判は、我が国に於ては、始めての制度でありますから、国民は能く此制度の趣旨を研究理解 、其運用に深甚の注意 払ひ、円満に之を活用して、優秀な成績を挙ぐるよう努力することが肝要であると思ひます。由来、我 国民は大和魂を以て鍛錬された国民であります 大和魂は即ち正義の権化で す この正義の観念は発して陪審の結果となり、その良果を結ぶこと疑ひなし 確信するものであります。 （某当局者談）
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「香川新報」昭和三年一〇月一日31愈よ実施する
陪審員の責務
宮重検事正
談
陪審法は、愈々十月一日より実施せらるゝ事となりました。畏くも此日、聖上陛下には、
大審院、東京控訴院並に東京地方裁判所へ行幸あらせられ、親く此等の施設を御巡覧遊ばさるゝやに聞く。吾々国民は、此聖旨のある所を体 、陪審制度をして有終の美 成さしむる事に努力せねばならぬ。私は、此記念すべき日に当り、県民諸君に対し、陪審員の責務に関し簡単に所感を述べて御参考に供したいと存じます。
我国民が、往年専制政体の下に於て、帝国議会の開設を要求して、遂に立法権に参与す
るの権利を得たが、之に就ては多くの志士が熱誠を濯ぎ、東奔西走時には流血の惨劇を演じ、又は時の政府の忌諱 触れ 牢獄に投ぜられ、或は保安条例に依りて退去を命ぜらるゝ等幾多 犠牲 払ひ、漸く其目的 達したのでもある。然るに、同じく国民が国政に参与する陪審の権利を得るに就ては、一部先覚の士が其必要を絶叫せる外、国民の多数は風馬牛相関せざるの態度を採り 殆ど犠牲を払ふ事
なく平穏裡に其権利を得たのであるから、
一層慶賀 べき事であると存じます。斯の如く国民は、陪審員として裁判 参与する権利を得たのであるが、其当然の結果と て之 伴ふ責任を負担せねばならぬ。
第一に陪審員は、其職責の重大なる事を自覚せねばなりませぬ。陪審員は、裁判に立会
して其審理を聞きたる上、裁判長より罪となるべき事実の有無に付問書を受け 、之 答
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申するのである。此答申の如何に依り、被告人は或は死刑となり無期懲役となり又は懲役刑に処せられ若くは無罪として放免せらるゝ事になるのであります（尤も裁判官に於て其答申と意見を異にせ 場合は別として） 。洵に重大 結果を来すのである、故に陪審員が誠心誠意事に当 ならば、国家の秩序は完全に維持せらるゝ るが、若し陪審員が誠意を欠き芝居や寄席を見る様な気持で裁判に臨む事になれば、其 は実に寒心に堪えないのであります。何処迄も厳粛なる意義を忘るゝ事なく 真摯に事に当られん事を望む。
第二、陪審員は、裁判は正義の擁護である事を深く念頭に置いて頂きたい。凡そ国家は、
正義を基準として成立したる団体であります。決 契約や妥協 依り利益を目的としたる団体ではありませぬ。先哲も、国家は正義を以て成立 、正義を以て存続すべく、正義と共に行動すべきものなりと喝破して居ります。古今東西 歴史を繙くに、正義行はれて国家興隆せざるなし、正義衰へて国家の栄たる例は いの あ 。此国家の基準たる正義は、何に依りて実行せらるゝか、或場合 は陸海軍の力に依る場合もあります。夫の露国が満州を侵し朝鮮を脅し将に我国に迫らんとするに当り、我 は 洋 平和 維持せんが為め、正義の旗を翻へして之を撃破し 以て東洋に平和を確立したるは、即ち夫れである。是は非常時の事で、平時に於 国家は主とし 裁判 依 て 実行するのである。国家の基準たる正義は、主として裁判 依るものなり せば、裁判 国務中 最大要務であると謂 ねばならぬ。国家事務の内裁 を取除けば、其国家は国家としての実質を失ふので 。斯様に見ますれば 陪審員と て 民が裁判に参与 、国家の最大要務たる正義の実行に参与するものにして、最も大 る名誉と謂はねばならぬ。従来 此正義実行は、官吏たる裁判官の司どる所であ 、 裁判官の専売特許であっ のであ 。
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今や国民も、正義の維持者、正義の擁護者となり 国家の正義は益々其深さと高さとを加へたのである。国民は洵に最大名誉を得たのであ 民は此点を自覚 て、此最大名誉を失墜せざる覚悟を持たねばならぬ。
第三、陪審員として呼び出されたる者は、出頭の義務を履行するの誠意を持たれん事を
望む。陪審員として呼び出されたる者は、必ず出頭すべき義務がある。若し故なく出頭せざる時は、五百円以下の科料に処せられます
。尤も、病気其他やむを得ざる事由がある時
は、書面にて其事由を申出て其職務を免除せらるゝ事が出来る。出頭した 者 内、更に抽籤に依り陪審員と確定したる者は、終始裁判 立会せねばならぬが 随分煩雑な 事務でありますから、成るべく陪審員 負担 軽か しむ 為め、一日にて終了 べく努めますが、事件 よ ては其審理が二日、三日に亘
る事があります。斯様な場合には、夜は任
意帰宅を許して差支ない筈であるが、被告人側の者より脅迫や誘惑を受けて、迷惑せらるゝ方も出来ますから 之を避け 為め裁判所内に設けある陪審員宿舎に宿泊し 他と交通を絶つ事になっ 居る。斯様に は自由を制限せられますが 是は畢竟公正な判断を得んが為めに已むを得ず設けた 規定であるから、陪審員 、是 正義の擁護である立憲治下に於る国民の義務であり、最大名誉である事に思ひ及んで、喜んで其職務 就くの美風を涵養せられん事を望む。陪審員 対しては 往復の旅費は勿論 公判の審理に関与したる日は一日に付き日当五円其他の日は一日に付き二円五十銭 又止宿料 陪審員宿舎に宿泊したる時は一夜に付き二円五十銭、其他の場合 一夜に付き五円宛を支給します。
第四、陪審員は宣誓の義務がある。陪審員は、裁判長より陪審員の心得を諭告せられた
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る後、良心に従ひ公平誠実に其職務を行ふ事を誓はねばならぬ。若し之を拒む時は、五百円以下の過料に処せられます。此宣誓を為したる以上 、公平誠実に其職務 行ひ、決して私情に泥んではなりませぬ。我国民性を見まするに、由来淳朴にして義理人情に厚く実に麗しき美風を持って居 すが、其反面に於て義理人情に絡まれて、情理を度外視する弊がある。犯人が哀れなる風を示して憐れを
乞ふを見ると、つい職務上の責任を忘れて不
知不識情に絡まれて、助け 遣 たいとの考を起し、其結果国家の秩序に如何なる影響を及ぼすかに想到せざる如き現状を来さぬかと憂ふるのである。元来陪審員は、犯罪事実の有無を判断するのであっ 如何 刑 科すべきか、刑の執行猶予を与ふべきかと謂ふが如き情状問題 付ては、全く無関係の地位にある である。然 に、此範域を越へ等理由もなく、其犯人 対 気の毒である可哀想であると云ふ感情のみに制せられて 不当の判断を為すが如きは十分慎 ねばならぬ。水の如く動揺し易き 情に依りて裁判 為すは、恰も堤防を決潰して河水を都市田園に奔流せしむると同様、社会の秩序及共同生活の安全を破壊し去る事は必然である。是に於てか法あり、法あ ば法の外に出て感情の満足を求むるは乱である、社会の秩序破壊 ります。しか なが 、法に涙な と云ふのではありません 裁判官は悪状憫諒すべきものあ と れば、法の許 範囲 於て刑 減軽し、更に刑の執行猶予を与ふる事が出来 るが、是は陪審員の職務以外に属するものである。
第五、陪審員は秘密厳守の責任がある。陪審員は評議の顛末又は各員の意見若くは其多
少の数を漏ら たる場合には、千円以下の過料に処せら ゝのであ 陪審員が其 を果して帰宅したる場合に、其日の有様を語りたきは人情であるが 之を洩す事に ると種
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々の弊害を生ずるから、例令妻や子に対しても絶対に之を洩らさぬ様に注意せねばならぬ。
以上、陪審法の運用に関する国民の自覚の要すべき重なる事項を述べたのである。県民
諸君希くは、陪審法の精神と立憲治下に於け 国民の使命に鑑みられ、又国家の正義の為めに、我等の等しく愛する日本の国の為めに、陪審法をして理想的のよい結果を得ます様に御努力あらん事を希ひます。
「香川新報」昭和三年一〇月一日32陪審法実施記念園遊会
けふ午後に
本日から愈々実施さるゝ陪審法に関しては、全国各地の裁判所では、講演会を開催、パ
ンフレットの配布等各種の方法で 之れが宣伝に大童となってゐるが、高松地方裁判所では、過般来から県下各地で講演会を開催して之れが宣伝に努めてゐるが、十月一日は県下陪審員候補者、市町村長其の他関係者を、二日は一般民衆に完成した陪審法廷を開放して観覧せしめることになったが、一日午後四時から、裁判所構内 おい 、記念園遊会を開催することになった。
「香川新報」昭和三年一〇月二五日33陪審法に就て（上）
蒲田図書館における
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高松地方裁判所長
石井壽太郎氏講話
坂出町蒲田図書館読書週間最終の講演会は、廿一日午前十時より正午まで、社会教育館
に開催された。陪審法実施直後、而も斯道専門家の講話なれば、聴衆は広く郡内各方面の者を網羅し、婦人の聴講者も多数であった。講師石井氏は、満場の拍手に迎へられて登壇、先づ、鎌田勝太郎氏が、社会教育方面に尽瘁せらるゝことに深甚なる敬意を払はれ、地方の一般民衆の受くる利益幸福の甚大なることを述べ れた。全体、法律の話は無味乾燥なもので、面白味のないものである、其上話がまづいか 、定めし御聞き苦しいことゝ存じます、依って、陪審法の話 通俗的に簡単に必要な点のみを申上げますと前提して、話を進められた。
さて陪審法は、本年十月一日から実施されました。この日、畏くも天皇陛下には、東京
三裁判所に行幸あらせられ 親く陪審法廷其
の他司法事務を御親閲あらせられ、司法部に
対して勅語を賜りました。このやう ことは、未だ曾てその例のな ことでありまして誠に有難き次第であ す 私共職にあるもの 粉骨砕身努力いたしまして 聖恩に報ひ奉る覚悟で御座います。
陪審法とはどんなものか
陪審法は、陪審裁判に規定した 律で、専門の裁判官の外に素人の人々が加はって裁判
をすることをいふのである。我国の陪審裁判は 刑事々件の陪審裁判であって、地方裁判所で裁判するやゝ重い刑事々件の公判に、国民中から籤 当った素人の人々十二人を立会させ、法廷の審理弁論を聴かせた後、裁判官の出す問題について陪審員一同から答へを出
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させ、その答へに基いて 官が裁判す 従来は 常職の裁判官 みによっのであるが、裁判官の外に素人 陪審員が参加するのであるか 裁判手続 非常 変化を来し、一新転機を画するものであります。何故かやうにするか、政治上、司法上からその理由を述べられた。
一、政治上より見て国の政は、立法、司法、行政の三つに大別さ
れて居る。立法は衆議院、貴族院の協賛を
経て後、天皇の御裁可を仰ぐことになって居る。即ち、民意 問ふて、法律は制定されるものである。貴衆両院 議員は、多数国民の代表者であ 。
一、行政方面より見て行政方面に於ても自治制度を設け、府県の議員、市町村会議員を選挙する。即ち、国民
の意思を採用することになって居る。然 に 司法のみは国民の意思は加はらな っ のである。立憲治下 国民の三大作用に於て、立
法、行政にのみ民意を取り入れ、司 のみ
民意を取り入れないといふことは偏頗の仕方である。よって、陪審制を設け うに ったのである。
一、裁判上より見て裁判は信用が大切である、若し裁判に信用を失ふては、人々は不安の念をいだき、世の
秩序が乱れる。これまで我国の裁判は、欧州先進国のそれに比して勝るとも決して劣ってはゐないのであ 然しながら、尚も国民の信頼を高めることが必要であ 。即ち、裁判に国民が参加す ば、その裁判を受ける被告人は、同輩 関係した裁判であ から その裁判 信頼をたもつ、よって裁判 威信 一層高めることが出来る訳 。今一つは、
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法律の知識を広め、誤解を招くことなからしめ、裁判の威信を高めることが出来るのである。
陪審ではどんな事件を裁判するか
其の一は、放火、殺人といふやうな死刑又は無期の懲役、禁錮などに処せられることの
ある事件である。これらの事件は、被告人が陪審裁判を請求してもしなくても、通例陪審に掛け のである 其 二は窃盗、詐欺のやうな三年より重い懲役、禁錮で罰せられとのある事件であ これらの事件は 被告
人から陪審裁判を請求した場合に、その取扱
ひをするのである。しかし何れの場合でも、被告人が公判や其の準備の取調べで自白した場合には陪審に掛けない。又選挙に関する罪や騒擾罪 其他特殊の犯罪に付いては、陪審に掛けないので 。外国 は民事に陪審法 採用して居る 、日本では重い刑事々件みである。 （つづく）
「香川新報」昭和三年一〇月二七日34陪審法に就て（中）
蒲田図書館における
高松地方裁判所長
石井壽太郎氏講話
陪審員にはどんな人がなるか
陪審員は十二名で、次のやうな資格を有するものから選ばれるのである。
一、日本臣民で三十歳以上の男子であること
- 512 -
二、二年以上引続き同じ市町村内に住居してゐること三、二年以上引続き直接国税三円以上を納めてゐること四、読み書きだ出来ることの四要件を備へたものゝ中から選ばれるのである。尤も、これらの要件を備へてゐても、禁治産者 医師、準禁治産者、判事、検事、
警察官、市町村長、大臣、軍人、小学校教
員、学生などは陪審員となれない。又被告人の親族其他の者 陪審員 なれ 。又六十歳以上の老人等は 陪審員になるのを辞退することが出来る。外国では婦人に陪審員なる権利を与へて居るが 日本では国情から考へて婦人はなれないのであ 、別に婦人の能力を考へた訳では い。
陪審員はどうして定まるか
毎年九月一日現在で、その市町村内住民より
陪審員資格者名簿が、その市町村長によっ
て作られる。その一は市町村に備へ その一は裁判所に提出す。裁判所長は、各市町村に陪審員候補者の数を割当る、而し 後、市町村長は、陪審員資格者の中から抽籤によっ陪審員候補者名簿を作り、地方裁判所長に提出する。地方裁判所長は 公 の日が定まると、各市町村か 集まってゐる陪審員候補者名簿の中から 市町村の大小に応じて一人又は数人の陪審員を抽籤し、陪審員三十六人を公判の日に呼び出す である。公判では、検事と被告人とが、陪審員の中から気に入らぬ者 排斥する忌避 いふ手 をして、結局陪審裁判に立会ふ十二人の陪審員が定ま のである。例 ば、第 事件には坂出町と丸亀市と多度津町から を定めると予定された場合に、先づ前記市町の陪審員候補者名簿の中から抽籤によって三 六名を選ぶ、その
三十六名の中から検事も被告人も異議のない
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もの十二名が陪審員となるのである。抽籤によるといふことは、公平を保つ為である。
陪審裁判の手続
公判は、裁判官、検事、書記、陪審員、被告人、弁護人が列席して開かれる。
一、裁判所長から、陪審員に対して陪審員の心得を話す。一、陪審員の宣誓（陪審員は公平忠実に職務を行ふ旨 誓ふ印刷に付したもの 陪審員署
名捺印の上提出） 。
一、裁判長は 被告人について氏名、年齢、住居などを訊問す。一、検事の被告事件の陳述をなす。例へば、
検事は、この被告は九月一日ある人に恨みを
いだき之れをはらさんが為めに甲なるものを坂出町に於て殺したと陳述す。
一、裁判長は 被告を訊問し、証拠調べをなす。即ち、証人調べ、鑑定、実地検証、其他
の証拠調をなす（裁判は想像にあらず、事実によるものである） 。証人は事実ありのままに述べなければ らぬ、往々偽の申立をなすことがあ そんな時には偽証罪 して罪に問はれることとなるのである、 りは如何 上手にいってもかくすこと 出来ないものである、八百のうそを上手にな べてもまこと一つ かなはざりけり。
一、検事が論告する。検事は、法廷で取調べた証拠に基いて、犯罪をして居るのか否やに
ついて意見を述べる、最初の論告は、犯罪事実の有無のみであ 。弁護人は、被告の為になるやう弁護す 。
一、裁判長の陪審員に対する説示。裁判長は
、陪審員に対して詳しく事件を説明して、陪
審員の判断すべき点を示す
一、陪審員に問書 交付をなす。被告は本年
九月一日に「甲を殺害したりや否や」の問ひ
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である。
一、陪審員評議室に退く。一、陪審員は、 於て 長を互選したる上、問に対して評議をなし、其結論を問
書の余白に書き、陪審長署名押印す。評議は過半数によって決す、其答申の形式は「然り」 「然らず」の二つである、即ち「甲を殺した」と評議が纏まった場合には「然り」と書く「殺さない」場合に「然らず」と答申するのである。決議は過半数によって決六対六の場合は「不然」となし（被告は人殺はしない）となる、七以上に れば「然り」（被告は人殺をした）ことになる。
一、陪審員公判廷に帰り 答申を記載し
た問書を陪審長から裁判長へ差出す。
一、裁判長は、書記をして右問書及答申を朗読せしむ一、書記が朗読を終らば、陪審員は退廷が出来る。一、検事の法令の適用及刑罰 ついて意見 陳述す。裁判官が陪審員の答申が正当なりと
認めた場合は（前例により被告人は人殺をした 決定したなれば）検事は法律第何条よって懲役十五年に処すと論告す。
一、弁護人又は被告人から法の適用について意見を述べる。弁護人は、被告の利益になる
やう述べるのである。
一、裁判所は三 合議の上（秘密）決定。一、裁判の言渡しの順序となるのである。
「香川新報」昭和三年一〇月二八日35
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陪審法に就て（下）
蒲田図書館における
高松地方裁判所長
石井壽太郎氏講話
若し、陪審員の答申が裁判官に於て不当なりと認むる場合には、事件を更に他の陪審の
評議に掛けることにして公判をとぢる。
外国に於ては、陪審員の意見 拘束され 居るが、日本ではそのやうなことはないので
ある、同一事件を何回でも他の陪審の評議に掛けることが出来るのである。然しながら、陪審員の答申を無視す は出来ないのであ
陪審員は、犯罪の有無丈を答申するのであっ 、罰の軽重については何等意見を述べる
ことは出来ないのである。裁判官は、事実の真相を確め 為には非常に苦心するものである。名判官大岡越前守の苦心について話された。
「赤穂義士の一味であった小山田某は、義士仲間から離れた、その下僕「直助」 主人
の為すことを怒りて遂に殺したり、後、権兵衛と変名して諸国を彷徨せり、遂に江戸にて逮捕されて厳重な取調べを受けた、極力その名を秘して白状せず、遂に大岡越前守の取調べを受けることゝなった、容易に明らず 越前守或日直助を 州に呼び出して曰く、お前は長らく取調べを受てさぞ苦しかったであらうと同情の言葉を以てし、今日限り帰らしてやると言葉優しく云ふて其の上金子一封を権兵衛 与えて帰ら た、直助将に白州を出でんとする刹那、大岡越前守は後から「コラ
く
直助トヤサシク呼ビカケタ」 、直助は我を忘
れて返答をしたと云ふことで、こゝに真の直助 知ったといふことである。
- 516 -
陪審員の数は、外国でも十二人である。十二と云ふ数は、一打は十二―一年 十二ヶ月
―十二支―十二単衣―などあります、十分 上に十二分に事実の真相を知るといふ意味ありませう。
陪審員の心得
最後に陪審員の心得について、左の如く話された。
一、陪審員に当籤して呼出状を受けた者は、必ず公判期日に裁判所に出頭しなければなら
ない。尤も、病気其の他の已むを得ない事情の為出頭の出来ない場合には、相当の手続をふんで当日の職務を辞することが出来る。
一、呼び出を受けた陪審員は、他人から当該事件について請託 たり、意見を聞いた
りしてはならない。
一、陪審裁判に列席する陪審員は、評議を了るまでは勝手に他人 交通したり、退廷して
はならぬ。
一、陪審員の最も重大な職務は、事件の評議である、事件を判断することは 一見容易のやうであるが 実は仲々困難な事柄であるから 陪審員は常に慎重の態度 取り 熱心公判に於ける 理 進行に注意して 事実の真相を知ることに努め、良心の命ずるまゝに判断しなければならない、感情や外部の勢力に左右されて事実を枉げたり、答申の結果言ひ渡される刑罰のことを懸念して 断を躊躇してはならない。又陪審員は 世間 風評や新聞の記事によって事件に関し予断を懐くことなく、全く白紙 裁判所 出頭し 専ら広範囲現れた証拠によって事件 判断する心懸 持たねばならない。一、陪審員は、評議の顛末や其の模様を他人に洩らしてはならぬ。
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陪審員が以上の心得に背くと、場合によって
は罰金や科料に処せられるのである。一日
にて裁判がすまない場合には、陪審員は裁判所内に設けたる宿舎に宿ることになって居る、宿舎は図によりて詳細に説明された。 （をはり）
「香川新報」昭和三年一一月一九日36高松市の陪審員候補者
廿二日に抽籤執行
高松市に於ける陪審員候補者の抽籤は、二十二日午後一時から、市役所に於て執行する
が、資格者数は千九百七十九名にして、うち百二十名を選出するが、これが立会人は澁江嘉太郎、高橋正逸、中野幸次、安田美代浩
、玉男木梅吉、多田繁藏氏である。
「香川新報」昭和三年一二月三〇日37期待されて居た陪審法の成績
まだに真価が徹底して居らぬ
来年はと力む司法当局
一般国民に司法参与が許されると云ふ で、多大の期待をもって迎へられた陪審法が実
施されてから、恰度三ヶ月を経過する。この間にあって、幾ばくの収穫 あったか、これを全国地方裁判所より、司法省刑事局に集まった報告に徴すると、三ヶ月に行はれた法定
- 518 -
陪審数は、計二十六件の内、無罪を宣告されたのは殺人一件、放火三件、他は何れも有罪の判決を言ひ渡され、上告の手続をとったものは一件もない
本来ならば、殺人及放火罪の殆ど全部が法廷陪審にかゝるべきである 僅に二十六
件しか陪審法によって審理されなかった と言ふに、被告 大多数が陪審を辞退したに依るもので、その辞退件数は例年の統計 ら予断して、約百件以上に上る見込である。尚、かくの如き多数の辞退があったかといふに、それは始めて実施された陪審裁判の真価が未だ国民一般に諒解されてゐないためであらうが 司法省では明年匆々全国裁判所に訓令を発して、辞退件数と辞退原因の報告を取集め、今後の参考に資する事となってゐる。
尚、陪審法第五条に許されてゐる請求陪審は、殺人の法廷陪審 附随して窃盗罪の請求
陪審が僅一件であった みで、単独請求陪審が一件も こ は注意 べき現象で、これも法定陪審に ゝ も したものが多かったのと同様、陪審裁判の真価が認められない結果であるが 司法省はこれに、折角請求陪審を 行し 意義 なさないと云ふので、些か途方に暮れ ゐ 有様 ある。
陪審やり直しとなった件数は、大分 おける放火の一件と水戸における殺人一件で、都
合二件であるが、これは重大なる制度変革 当って是非 ないこ ゝ云はれてゐる。
ともかく、初年度三ヶ月間における陪審実施の成績は、以上の如くで、未だ是非を論ず
ることは出来ないが、司法省では重要制度の画期的変革であるから、明年に入ってか 一層進歩の保育善導に力瘤を入れると力んでゐる。 （東京電話）（二）陪審公判に関する報道
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①殺人放火被告事件昭和五年四月九日判決１「大阪朝日
香川版
」昭和五年三月一五日
高松最初の陪審裁判
準備手続なる
兄爲市を殺害し同時にその塩田小屋に放火した東京市神田区□□□町ＨＦ方ＴＧ留一
（三
十三）
にかゝる殺人放火事件の準備公判を、十四日午後一時より、高松地方裁判所陪審法廷
において、石井所長裁判長となり、宮重検 正立会で、三好部長、小倉上席判事、中村、長濱、舟場三弁護人出席の下に開廷、近く公判期日を決定し、陪審裁判に附することになったが、同陪審裁判は高松地方裁判所最初のものとして興味をもって期待されてゐる。２「香川新報」昭和五年三月一六日
□□の殺人放火事件
陪審裁判に附せらる
来月七日高松地方裁判所に於て
一昨年十月一日、陪審法実施されて以来一年有半、その間高松地方裁判所管下に於て、
之れが適用すべき事件は二十数件もあったが、皆被告の辞退に依って新築 陪審法廷も開かず其の儘であったが、愈々来月七日最初の陪審裁判が開かれる事となった。その事件は、過ぐる日□□町に於て、金の無心から遂に実兄を殺し 尚兄 所有家 放火したＴＧ留一
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にかゝる殺人放火事件でる。裁判所当局も最初の事とて、目下慎重準備に忙殺されてゐるが、一般人も非常なる興味を以て期待してゐる。３「大阪朝日
香川版
」昭和五年四月六日
愈よ明日陪審裁判
兄殺し被疑事件
昨年十一月三日午後一時ごろ、金銭問題から激怒した東京市神田区□□□町十七古物商
ＴＧ留一
（三十四）
が、実兄にあたる香川県綾歌郡□□町字□□ＴＧ爲市
（四十五）
を刺して遂に
死に到らしめ、なほその所有の塩田釜屋に放火したといふ殺人放火の被告事件は、高松地方裁判所最初の陪審裁判として、いよいよ七日午前十時から開廷されるが、裁判長 石井所長、立会検事は宮重検事正、弁護人は中村、舟場、長濱の三氏と決定した。４「大阪朝日
香川版
」昭和五年四月八日
実兄殺しは殺意を否認
傍聴者が廷外に溢れた
高松最初の陪審公判
東京市神田区□□□町□□番地ＨＦ方古物商ＴＧ留一
（三十四）
の実兄殺し被疑事件は、七
日午前十時より、高松地方裁判所最初の陪審事件として開廷された。午前十時に出頭した
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陪審員三十六名中、綾歌郡川西村農業齋藤正三郎外十一名の基本陪審員と二名の補充陪審員が抽籤によって選定されて、陪審構成手続を終り、同十時二十五分、石井裁判長、三好、小倉両 席判事、立会宮重検事正 中 、舟場、長濱三弁護人並びに陪審員、被告人それぐ
所定の席につく。特別傍聴席には、郡内務部長、検事、判事、警察官、弁護士ら並び、
一般傍聴席には、十余名の婦人も混っ 坂出、高松両町市の人々が溢れ、公判廷外には様子をうかゞふ人々が取巻いた。
かくて、石井裁判長は、陪審員に対して陪審員心得を諭す。陪審員は、旅宿宿、大工業
一名づゝのほか、全部坂出町を中心とした村のお百姓さんたちで 中には紋付姿のものもあったが、何れも興奮しつつ聴 し、公平誠実にその職責を完うすべき旨を誓った。次 、宮重検事正は、事件の一伍一什を陳述し 石井裁判長の被告人質問は開始された。
これに対し、被告ＴＧは、実兄□□町字□□ＴＧ爲市夫婦の冷酷なる仕打、即ち実妹の
身投げ自殺や自分 兄のため頭部に裂傷を負はされたこと 自暴自棄から一万円余 蕩尽したこと、生計困難から自殺を決意し、内縁の妻の身 振方につき実兄に金百円の無心して拒絶され、憤慨のあまりこれ 刺したことなどを述べ が、殺意はあくまで否認した。
更に、証拠調べに移り、午後零時半一先づ休憩、午後一時四十分再開。石井裁判長は、
証人として、被害者ＴＧ爲市妻かの
（四十六）
並に□□町ＹＮあや子
（二十五）
、同町ＭＫ梅太郎、
坂出署司法主任秋山警部補、同町Ｓ庄平を訊問したが、何れも被告に取って不利なる証言をなし、宮重検事正、弁護士、証人、被告間
に殺意の有無を判然たらしむべく二、三訊問
答申、弁解等が行はれ 証人秋山司法主任は訊問に対 て、留一 取調 際における模様を述べ、留一は死刑を希望してゐたことを語り、留一は横合からこれに相槌を打 絞首
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台に登る時は自分は喜んで唄を歌ってやると豪語し 法廷に笑声起る。 （午後四時半）５「香川新報」昭和五年四月八日
県下初めての陪審裁判
被告は妻と逢ってから気が変ったと否認の供述
□□の実兄殺し公判
陪審員はどう答申するか
多大の興味と期待とを以て迎へられてゐる、高松地方裁判所最初の陪審裁判―□□の実
兄殺しの殺人事件公判は、七日午前十時から、新陪審法廷に於て、石井裁判所長裁判長なり、三好、小倉両判事陪席、宮重検事正立会ひ 中村、長濱、舟場各弁護人及び規定により三十六名中選ばれた齋藤正三郎、白 髙治郎、漆原敏平 三枝幸譽 渡邊千吉、橋本新吉、渡邊繁吉、三好安治、横田猪助、前川平太郎、上原岩八 坂東茂平の十二名の基本陪審員と黑川克太郎、大川勤平の二名の補充陪審員列席の下に開廷した。
この日、特別傍聴席には、郡内務部長外名士多数の顔が見え、一般傍聴席は、収容し切
れないので傍聴券を発行したが、定刻前より早くも押しかけ 廷外 溢れるほどであった。
かくて、被告は頭を坊主刈 銘仙 羽織を着流して出廷。裁判長は 陪審員に対する諭
告及び陪審員 宣誓をすまして後 型の如く被告の身元調があり、
次で、公訴事実に入り、即ち検事は、 「被告は十余年前実兄爲市 為に鏡で殴打され頭部
に裂傷を受けた事があったが、其頃実妹ミツヱが縁談 から入水自殺を遂げたのを、被
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告は確に之れは爲市夫婦の冷酷な仕打に因るものと思惟し、非常に恨みに思ってゐた。爾来、被告は□□町の遊里に出入し、実父から分与せられた約一万円の財産を蕩尽した為、大正九年頃上京して古本行商を初めたが、其の営業資金に窮し、大正十四年頃、兄爲市及び実母ヤヲに数回金の無心を申し込み、両名から千数百円 送金を受けたが、之れ又賭博其他女色に耽って費消 た為、漸次生計困難となった結果、遂 厭世心を起し、昭和四年十月下旬頃、内縁の妻ＹＴコキヌの身の振方を附た上自殺せんと決意し、其処置に要する金円調達の為、同年十一月一日、東京出発岡山駅に下車し、自殺用 して石油及び刺身庖丁を買求め、且コキヌ宛 遺書も認めた上、同月三日午前二時頃、本籍地□□町字□□の実兄爲市方に立越し 折柄就寝中であった同人に対して其窮状を訴へ、再三 百円の融通方を嘆願したるも 爲市が之れに応じなか に、激憤 余り遂に爲市を殺害 たる上自殺しやうと決意して 即時所携の刺身庖丁を以て横臥中の爲市の右肩及胸部を突き刺て即死せしめたものである」と述べ、
事実調べに対し、被告は「最初は鬼神悪魔にも等しい無情冷酷な兄夫婦を殺す意思はあ
った。然し老年とった母の心配を思ふ とても決行し得ず、最近では呪は い人の世がいやになっ 自殺を思ひ立っ が、何にも知らない妻の嘆きを思ひやって、妻の振方 つけてからにしようと、その金の融通を頼みに郷里 帰り、兄に願っ 所一言 もと はねつけられたので、今度の事件をうんだのである。決し 自分 、兄を殺す意思 なかっ兇器を握って兄を刺したまでは知ってゐる 死んだ事は後 なってや と知った位である。せめて、あの時瞬間でも良い、自重 心を与へて呉れたら こんな事 はならなかったのだが……」と殺意否認の供述すれば、
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この時裁判長は、 「何故今になって殺意を否認するのか」と突き込めば、 「自暴自棄にな
ってゐた自分も、妻に逢ってから、急に正しい裁判をして貰 かっからでる」と陳述した後、約一時間に亘って事実及証拠調べを終り、正午休憩となる 午後一時再廷し証人調等があ た。 （以下次号）
陪審ゴシップ裁判長が、遠くより尖先の折れた刺身庖丁を
示すと、被告は「遠くて判らない、一寸見
せて下さい、危険人物ぢゃないから」で満場爆笑、◆血染の蒲団を見ると、 「よく切れたもんですな」と被告はうそぶく。◆遊興当時 状態 訊く 一時間に百や二百の遊興費なんか何でもありませんや」と一
万長者の被告の豪語に、裁判長の顔面筋肉に一抹の暗雲が漂ふ。
◆裁判長が、家族制度の美徳を閃めかすと、 「
義理も人情も道も法もよっく弁へてゐます」
と、これはしたり菊池寛の「藤十郎の恋」の名科白そのまゝ。
◆陪審員の一人は、裁判長の事実調べに対する被告の言語動作が場所柄に似合はず 一種
の喜劇趣味たっぷりのところへ、春の陽気にウツラ
く
で、初陪審の初仮寝の記録を作
る。
６「大阪朝日
香川版
」昭和五年四月九日
陪審員の答申は殺意ありと認む
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立会検事は無期懲役を求刑した
実兄殺しにけふ判決
（昨紙続報）七日、松山地方裁判所に開かれたＴＧ留一
（三十四）
にかゝる実兄殺しの陪審
裁判は、午後五時七分再開。
宮重検事正は起って、事件発生の原因、兇行当時の被告の態度、自殺用に買ったといふ
石油と刺身庖丁、被害の程度、兇行後被告の態度、被告自己価値評定の六項目に分ち詳細にわたって論告し 証人の証言、被告人の弁解を引用して、被告が兇行直後良心の呵責から死刑を望み、更に殺意を自分で認めてゐたが、時 経るにしたがひ現世に執着を持ちはじめ、一ヶ月後に前言を翻して殺意を否認するに至ったもので、殺意は十分あったものと認めると結び、
次いで、中村弁護士は起って、古今東西の名判官を例にとって、被告の弁護に努め、嫂
の冷酷な待遇は遂 かかる惨事を惹起せしめたと叫び、舟場 護士 殺人に非ず傷害致死である、被告は一種の精神障碍者だと兇行当時 模様を説き、再び中村弁護士は創痕の疑義について質し、長濱弁護人また傷害致死論を主張、午後七時弁論が終って、
石井裁判長は、陪審員に対し説示を行ってから、問書を手渡し 犯罪構成事実の有無を
評議の上答申すべきことを命じた。
この時まで熱心に聴き、また要点を筆記するなどしてゐた陪審員達は 直に評議室に退
き四十五分間評議の上、一同公判廷に帰り、陪審長綾歌郡西分村上原岩八氏は答申書を裁判長に提出すれば、宮武書記が答申 朗読する。
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主文
被告人ＴＧ留一は昭和四年十一月三日午前三時ごろ香川県□□町字□□なる実兄Ｔ
Ｇ爲市方において爲市を殺す意思をもって刺身庖丁にて突刺し、同人 殺したものなりや
答申
しかり
読み終わった刹那、公判廷内に嘆声が流れ、被告は柵内の隅に蒼ざめて絶望的な叫びを
放つ。この一瞬間の重苦しい雰囲気も、陪審員の退席によって緩和され、宮重検事正、無期懲役を求刑し、弁護人達の有期刑希望弁護あって、午後九時五十分閉廷した。判決言渡しは、今九日午後 時。７「香川新報」昭和五年四月九日
陪審員は殺意を認め
無期懲役を求む
□□の実兄殺し公判
最初の陪審裁判（続報）
昨報続き―□□の実兄殺し陪審公判は、午前中に事実調を終り、休憩となったが、午後
一時四十分再開。証人調べに入り、先づ兄嫁のカノは、 「留一様と兄との仲は余り悪くはなかった様に思ひます。ミツエ様の縁談に就いて私が邪魔をした様に申しますが決してそんな事はありません。又留一様からのお金の無心には、何時も工面をしてゐました、殺される程恨まれる理由はない筈です」と躍起となって証言すれば
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留一は、被告席から「嘘だみんな嘘だ」と喚き立て、飛出さんとするを監視人に制せら
れたが、それでも尚被告とカノとの間に盛んに言ひ争ひをするを、漸く裁判官はなだめ、
次に、被告の姪に当るＹＮアヤ子
（二五）
は、 「叔父様の性行等に就いては余り詳しくは存
じません。然し、爲市叔父様が急死した事を申上げると、実は自分がやっつけたのだと申しました」と、はっきりと被告に不利な証言 なし、
次に、親戚に当るＭＫ梅次郎
（四六）
は、 「兄をやっつけて、尚兄の家に火をつける考へで
あったが、塩田釜屋に放火してしまったと申しました」 、被告にとっては極不利な証言をした。
次に、兇行当時所轄坂出署の司法主任であった警部補秋山茂一は、 「被告は、私が取調を
した時、早くから自殺の覚悟をしてゐた、兄を殺したのも殺害 意思を以て殺しましたと立派に申してゐます」と之れ亦、被告に不利な証言をなし、
最後に、被告の幼友達であり妻の仲介人であるＴＳ庄平
（三六）
は、 「留一様は小さい時は
極おとなしい人でした。事件のあっ 前夜、私の所へ来て、兄様に百円位金 借りてくるから、コギヌ（被告の妻）を連れ帰って呉れ 頼まれました。然しあん 事にならうとは思ひませんし、一つもそんな様子はありませんで た」と 之れは稍被告に有利に証言した。
更に、兄嫁のカノは、 「留一様は、送金一つもして呉れなかったと申しますが、私達は此
通り借銭してまで送金 て上げました」と九千円の借金証 裁判長に見せる。之れで 全部証人調べを終り、
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殺人の論告次で、第一段の論告に入り、検事は「本件は殺人であったか傷害致死であったかが問題
であるが、兇行後から第二次予審に至るまで、度び
く
の取調に対し、被告は明かに殺意
を是認しながら、第三予審に至って初めて、急に殺意を否認 た事は が罪の軽からんとするの一念から申立てた事で、又今日当法廷に於ける供述振に依っても確に殺意のあった事が信ぜられ 今之を、一、兇行の原因二、兇行当時の被告の行動三、使用し 兇器四、創の場所と程度五、兇行後に於ける被告 行動六、被告の自白の価値以上六つの事実上、法律上の両見地から本事件を眺める時、被告は兄爲市に殴られた恨み妹ミツヱの投身自殺等から、常日頃から無情な兄夫婦を恨んでゐた所、極度の厭世心が節制をかぎ、自暴自棄となった結果、遂に兄を殺害したものと信ぜ れる。兄との対談中も、金の無心を拒絶された外 別に殺すまでの刺激は い。之に依って 明かに計画的であった事が判る。又被告は、自殺 ひ様とした鋭利な刺身庖丁で、急所 ある の胸部を二度まで然も深く刺してゐる事は 余程の殺意 なければやれるものではないと思ふ。更に、兇行後 被告がとった行動 二、三
人の話た言葉に依っても、如何に兄夫婦を恨
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んでゐたか、又殺意を含んでゐたかは明かに認められる。殊に、姪のＹＮアヤ子に言った「死 だかも知れぬ、大抵は死んでゐるだらう」の言葉は優に被告に殺意のあった事を物語るもの ある。被告は 兇行一ヶ月後になって、急に殺意を否認した事は、妻や親類の者に面会して、里心が出て来たのであって、其後に於ける被告の供述は価値のないものであって、最 悔悟してゐるべき時である、兇行直後の二 三 人に言った言葉の方が価値があると思ふ。以上の事情を総合して、被告に殺意があ た事を充分 認める」と条理をつくして、殺人の論告を述べ
傷害致死論次いで、弁論に入り、中村弁護人は、 「犯罪直後の自白といふものは精神錯乱し冷静を欠
いでゐるので、数学的に殺人だと断定することは出来ない。事実の判断は、間違ひやすく仲々むつかしいもので、本事件も計画的であった 突発的であったかは、被告の内心に立ち入らなければわからない その何れをと かに就い は、ローマの大法官のことば「有罪の被告法廷に泣き、無罪の被告憤る」にならって、不遜な被告の態度に依って み事実の判断をなす事は出来な 。若し陪審員諸君が 其の何れをとるかに迷った場合は、 「疑しきは軽きに従ふ」の支那 古言に依り、被告 同情ある評決 してもらひたい」と 更に陪審員に注意を与へる様に弁じ立て、
舟場弁護人は、 「被告は、兇行前から既に を覚悟してゐたものであるが、血気盛りの大
の男が自殺を企てる事が、既に精神の異状を示すもので る、異状を来してゐ ゝ行
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為は無我夢中と見るべきが当然で、又其の自白も真とは考へられない虚白である、今日当法廷に於ける被告の不謹慎極まる態度に依っても、明かに精神異常を認め 事が出来 。又蒲団の上から突いてゐ 点から考へても、殺害の意思なく無我夢中 あったことを証明するものである」と述べ、
次で、長濱弁護人の弁論があり、何れも傷害致死論を主張して、午後七時二十分再び休
憩となる。
八時再開したが、和やかな電灯の下に昼の元気は何処へやら、被告も打しほれうなだれ
てゐる姿は、傍聴人の注意を引いてゐる。斯て、裁判長より犯罪の構成 関す 法律上論点及問題となるべき事実並に証拠の要領に就て、懇切詳細に亘って説示があり、陪審員に対し 、主問
被告人ＴＧ留一は昭和四年十一月三日午前二時頃香川県□□町字□□なる実兄ＴＧ
爲市方に於て爲市を殺す意思を以て刺身庖丁にて突き刺し同人を殺したるものなりや
補問
被告人ＴＧ留一は前同一日時場所に於て実兄ＴＧ爲市を殺す意思なくして刺身庖丁
で突き刺し同人を死に致したるものなりや以上の問書を交附し、陪審員は別室に於て卅分に渡って慎重評議をかさねた結果、陪審
長上原岩八氏から、主問に対して「然り」との殺人認定の答申をなし、裁判長之 受決し、検事の第二論告に入り、 「実の兄を大した理由もなく殺害した事は、非常なる重犯罪であ然し同情ある見方をして、之を計画的でなく突発的にやったも と認める」 て、無期懲役を請求し、中村弁護人は、 「更に事情をもう一
歩軽き方面から眺め、被告が兇行に至るま
での事情を涙の心で考へてやるならば、有期に認定する余地がる」とて酌情論を 正
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味十二時間にわたる陪審公判も、午後九時五十分閉廷した。判決言ひ渡しは、九日午後一時。
陪審員が真面目に評決した
ことを感謝する……と
石井所長、宮重検事正は交々語る
初陪審裁判を無事終へほっとした気持ちで、石井裁判所長は語る、 「別に申上げる程の感
想はありません。只私の心配してゐた事は、事実の判断について陪審員が個性的感情をさしはさみはしないかと言ふ事です。然し今度の陪審員諸君が、皆真面目に慎重評議された事に対して、深く感謝の意を表します」 。
宮重検事正は、 「あの事件は、誰が見ても殺人である事は明かでした。然し若し陪審員の
方々が、殺意を否認した場合はどうなるかと、其ればかり心配でありましたが、皆真剣になって、中には一々筆記までして居られた方がありましが、感 してしまひました。初陪審に当 陪審員の方々が、斯く正しい判断をして下さった事は、本県陪審史上の第一頁を飾るものとして誠に喜ばしい事である」 。
陪審ゴシップ証拠人として司法主任が登場すれば、我裁判長 如何なる関係で被告を取調べたのか」
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司法主任「殺人被疑者としてです」 、裁判長「如何な資格を以て調たか」 、司法主任「警官としてです」 、何のことはない調る人が調られるにこの調子の対話、春風駘蕩誰かがクスッと秘め笑ひ。▲実兄を殺害前に、自 を思ひ立ってゐた理由を問は た被告 、 「人間の浅間しい心が判りました、人間の価値はこんなものかと判りました」 ん いや 哲人めいた言葉も吐く男なりにけり。▲証拠人の司法主任が縷々と述べた取調経路を聴 被告は、異議ありとばかりに立ちあがって、 「まだ残ってゐます、死刑なれば歌を高らかに唄ひつゝ絞首台 上り 無期なれば公判廷で乱暴狼藉を極めると云ったのをお忘れですか」と御丁寧至極に刺身のケンらしい味を添えるあたり将に春動？▲義弟たる被告に対して、夫の仇 思 てか 新未亡人は被告に不利な証言を並べ を根拠に、中村弁護士は例の熱弁で未亡人をコキおろし ので、彼女は猛然と立ち上がって兎や角と弁護を妨害す ので、裁判長も負けじとば り 黙 ！」 三軍叱咤に満場寂として声なく、電灯のみが輝い ゐた。８「大阪朝日
香川版
」昭和五年四月一〇日
求刑通りに無期懲役
実兄殺し判決
香川県最初の陪審裁判、東京市神田区□□□町古物商ＴＧ留一
（三十四）
にかゝる実兄殺し
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事件は、九日午後一時二十分、高松地方裁判所陪審法廷で、石井裁判長より求刑通り無期懲役の判決言渡しがあったが、これに対し被告留一は予期してゐたものゝ如く無言のまゝ落ちついて退廷した。９「香川新報」昭和五年四月一〇日
検事求刑通り無期懲役の判決
豪語した留一も打萎れて退廷
本件最初の陪審裁判として一般に非常なる興味を与へた、□□の実兄殺しＴＧ留一に対
して、九日午後一時から、高松地方裁判所陪審法廷に於て 検事求刑通り無期懲役の判決を言ひ渡され、 「死刑でなく無期であったら法廷で ばれ やる」と豪語した彼留一も、正しい裁きの前には為すべくも 、潔よく服罪して打ち萎れてすご
く
と退廷した。
かくして、最初の陪審裁判は、本県陪審史上の第一頁に燦たる記録を残して幕を閉ぢた。「香川新報」昭和五年四月一七日10坂出実兄殺し放火の公判
近く開廷する
坂出の実兄殺しＴＧ留一
（三二）
は、過日高松地方裁判所に於て陪審裁判に依り、無期懲役
を判決言ひ渡されたが、十四日を以て上告期日満了したので、愈々罪の確定を見 わけで
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ある。尚、近く従犯放火事件の公判
（注、 「従犯」ではなく、殺人と併合罪の関係にある放火事件の通常公判）
が、
近く開廷される筈である。②放火被告事件昭和七年七月二〇日判決１「大坂朝日
香川版
」昭和七年四月二三日
丸亀の小火丸亀市□□町ＳＴ半治方から、二十二日午前二時十分ごろ出火したが、大事にいたらず
して消止めたが損害百円。２「大坂朝日
香川版
」昭和七年七月二八日
陪審公判これで二度目
けふ放火事件開廷の高松地方裁判所
高松地方裁判所二回目の陪審公判――商売の資金に苦しむ父親を救ふため、自分の家に
放火した上、債権者の同情を呼び、保険金詐取を企てた、丸亀市□□町足袋職ＳＴ一夫
（二
十二年）
の放火事件陪審公判は、いよいよ二十八日午前九時から、高松地方裁判所陪審法廷で
開廷される。３「四国民報」昭和七年七月二八日
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愈よあす＝＝第二回目の陪審裁判
丸亀の放火犯
◇―法廷の準備全く成る
注視される其成行
高松地方裁判所に於ける第二回目の陪審裁判、丸亀市□□町足袋職ＳＴ一夫
（二三）
に係る
放火事件の公判は、愈明二十八日午前八時から、同裁判所陪審法廷で開廷されることゝなり、昭和五年四月以来絶へて開かれたことの
ない同法廷は、準備万端既に整ひ、当日を待
たれて居る。
暑中を慮り、同裁判所では、法廷の花形三十六名 員への心尽しに氷柱やら、電煽
やらを準備し 審理上、万遺憾なきを期して居る。
事件は、借金苦の父を救ふ為の浅はかな考へから、保険金詐欺の目的で、本年四月二十
二日、自宅釜屋に放火したもので、同人は予審の取り調べに右の犯罪事実を自供してゐたものであるが、其後被告は、俄然右犯罪事実を否認するに至り、其結果同裁判所第二回目の陪審裁判を仰ぐに至ったものらしく 而して 同人は「自宅に放火したのは、父の 為と信じてゐたので、父が犯人として処分せられるのなら、自分が変って刑を受けやうと云ふ子心から、不実のことを自白したもので、自分が犯人ではない、其の後父が放火したものでないことが始めて判った」と云ふので、公判廷では公訴事実を根本から否認せんとするも らしく、準備公判 結果に依り、裁判長は職権を以て、当日証人として丸亀市□町ＫＨ關太郎、同市□□町ＯＵ清三両名を喚問することゝなっ ゐる。
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予審事実を否認した被告の陳述が、果して素人裁判官の陪審員を首肯せしむるか否か、
頗る一般の興味を呼んで居る。当日は 傍聴人が殺到する見込みで 同裁判所は傍聴券発行することになってゐる。４「大阪朝日
香川版
」昭和七年七月二九日
第二回目の陪審公判
被告は頻りに否認
傍聴人殺到
高松地方裁判所民衆裁判の第二回目――丸亀市□□町足袋職ＳＴ一夫（
二十二年
）の放火事件
陪審公判は、二十八日、内藤裁判所長、小林、神戸両陪席判事、小野検事、中村弁護士出席、珍らしい民衆裁判だけあって傍聴人殺到して開かれた。午前九時十分 非公開の陪審員構成に移り、候補者三十六名（内四名欠席）
の内から、佐伯馬一氏外十一名と補充員二
名を抽籤で決定 官気取りの陪審員連が、場慣れせぬやうな格好で一段高い陪審員席につき 午前十時二十分から公開。
劈頭、内藤所長の諭告があって、審理に入ったが、被告は、 「去る四月二十二日、資金に
苦しむ父親を救ふため、自分の家に放火し、債権者の同情を求め、保険金詐取を企てた公訴事実を否認し続け、陪審員から被告の性行、保険金加入の現況等につき、補充訊問を試み、正午休憩、午後一時再開 証人調べがあった。
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５「香川新報」昭和七年七月二九日
「予審での供述は全然虚言である」
放火した覚えは毫もなし――と
被告は極力事実を否定
高松地方裁判所の陪審公判
司法権に参与する目的を以て生れた陪審法が布かれて、高松地方裁判所に於ける第二回
目の公判――丸亀市□□町足袋職ＳＴ一夫
（二二）
にかゝる放火事件の公判は、二十八日午前
九時三十分より、高松地方裁判所陪審廷で開廷された。先づ、内藤裁判長は、小林、神戸両判事と共に着席し 小野検事立会、中村弁護士列席して、県下より抽籤によって選ばれた陪審員候補者（不参届による欠席三名、無届による欠 一名）三十二名内十二名を抽籤により左の如く決定、佐伯為一（高松） 、三好周次郎（由佐） 、小西幸助（長尾） 、高木良助（坂出） 、大西角次（川津） 、山尾友一（善通寺） 、道官峯吉（平井 ） 、木村理三郎（津田 、村上政一（磐田） 、奧谷久八（西垣田） 、安富松太郎（白鳥本町） 、加藤綾太郎（桑山）▲補充員、横山藤助（高松） 、舟場光造（小豆池田町）
裁判長より、陪審員に対する諭告、宣誓型の如くあって、構成を終れば――早朝より押
しかけて傍聴券を手にした幸運者八十名は 初めて見る陪審公 風景にしたしまう熱心さで入廷、これまたおちつかぬ陪審員は、各種のゼスチユアよろしく、重苦しい沈黙を守る――斯くて裁判長の氏名点呼があって 検事は訴訟事実を約十分間にわたって述べ、愈々
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事実審理に入る。被告は、痩た肉体にカラムシ上布絹羽織につゝまれた優しさの割に、声は極度に皺がれてゐる被告「放火した覚えはありません」 。判「何うして火が出たのか」 。被告「それ 知りません」 。判「父が資金に悩んでゐることを知ってゐたか」 。被告「知ってゐました。昨年、家 整理をしたことは知ってゐますが、其の内容は判り
せん。幼い頃から甘やかに育てられて来た私は、稀に小遣ひ銭を請求して請求額だけ呉れない場合もありましたが、大抵私の希望を充たして呉れました。また、時として母は家計難を訴へてゐましたが、 何うにかなるだらう…ッ いふのが当時の私の心持でした」 。
判「高利貸から金の請求を受けるやうになれば、もうオシマイだ…と云った考えがあっ
のではないか」 。
被告「いーえさうした考えはありませんで た。一家の生計が困窮し ゐるに際して、恥
しながら挽回しやう んて考えは浮かびませんでした」 。
判「四月二十一日満月の晩、 何かと将来を考えたのではないか」 。被告「ありません」 。判「その晩は酒を飲んでゐたね」 。被告「三合 位飲んだでせう」 。判「日頃は」 。被告「三合や四合は飲ますから、その夜は四人連で、時間も相当永びいてゐるから、酔う
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といふほどのことでもありません」 。
判「予審では、月を見て将来を考え、家が焼けさえすれば同情が集るし、保険金もとれる
…と述べてゐるが…」 。
被告「予審ではさう申したが、事実は違うのであります。警察署で自白を強られたまゝを
延長したものであります。それに保険は、昔から加入にてゐたが、昨年十二月で契約を中止してゐることを父から聞いてゐました」 。
判「中止してゐても、焼ければ長く契約してゐた関係上、いくらか支給されるであらうと
思ったであらう」 。
被告「毫もそんな考えへがありません。契約を中止すれば、保険金が這入らう筈がないこ
とを知ってゐます」 。
判「四月二十一日の晩に帰った時刻は」 。被告「十二時五分前で、母や妹と共に夜食を済ませて、自分の部屋に這入ると、乱雑に取
り散らしせてあったのは事実であります」 。
判「その時、多度津のクラブで考えたことゝ現状とを比較して……嗚呼…嫌になった…と
嘆息をもらしたのではないか」 。
被告「いーえ、さうした考えはありません。深夜一時頃に外出したのは事実であり、マッ
チも持ってゐたが、福島遊郭へ素見に行くのが目的で、途中二軒ばかり食堂 立ち寄って遊郭に行 、間もなく半鐘の音を聞きました。外出してから四、五十分位経過 てゐるでせう」 。
判「遊郭で射的しなかったのは、放火直後で手が震えてゐた……と云ってゐるが」 。
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被告「そんなことはありません」 、と予審での供述を根こそぎ覆えして、刑務所で父と面会 て事実を掴んだ前後の心境の変化を述べて、事実審理を終り、佐伯陪審員は「幼い頃から二十二歳この方の生活状態」 、その他二、三の補充訊問があって
、十一時四十分休憩となる。
６「香川新報」昭和七年七月二九日
長ッたらしい証人調べで陪審員漸く疲る
利不利二つに分れた
高松地方裁判所陪審公判
夕刊続――丸亀市□□町足袋職ＳＴ一夫
（二二）
にかゝる放火事件の陪審公判は、廿八日午
前十時より開廷して、事実審理を終って、同十一時四十分休憩で、証人調べに入る。
先づ、丸亀市□町ＫＨ關太郎、同□□町ＯＤ清三、同□□町ＳＴ熊之進諸氏は、被告に
有利な証言をなし、同町ＭＳ松太郎氏は、 「失火の多いのは、保険契約があるからだ」と保険嫌ひな氏としての持説を述べたが、被告方に保険をつけた の感じは、此の場合断言出来ない……と遠慮する。
次いで、□□町ＫＤ龜太郎氏は、 「二時前に現場に駆けつけたが、主人の半治さんが消火
間際に姿を見せたので、少し遅いな…と感じ、半治さんは…大きい夢を見てゐた…と云ってゐました。其処へ帰った一夫君は、別に狼狽もしてゐませんでした…」と被告に不利な証言をして、同市□□町ＳＤ安一氏に代る、 「放火ではない 失火 やう 思ってゐますが、
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失火を証拠立てるべき何物をも持たない……」と述べ、
次で、参考人として被告の父ＳＴ半治は、 「昨年十二月に九人の債権者に集まっていただ
いて整理してから、会社組織にしたものであって、資金難に悩んでゐたが、一夫にはチットモこのことを告げたことはありません。保険契約にしてゐるが商品のもので それも十二月に保険料を払ったのみであ 。それに一夫が其の夜外出した時間と、出火した時の時間が、何うも腑に落ないところがあります……」と、参考人の半治を訊問するに二時間余を費して 緊張の陪審員も漸く疲労の色 ざ
やかに、仮寝を貪る者さへある。漸く四時二
十分に終って、中村弁護士の請求によっ 、丸亀市浜町ＫＨ關太郎氏の出席を求め 容れられて「ＳＴ半治宅に火事があったことをＨＫから聞いて、ＳＴを訪ねてから後 、ＳＴから保険金は何うなるだらうかと問はれたの
で「本社へ通知して置いた」と述べれば、Ｓ
Ｔは「絶対に行かぬ」と頑張っ 、ＫＨの留守番 誤解してゐるのではないか と小競合があって、休憩となる、時に四時三十五分。７「四国民報」昭和七年七月二九日
第二回目の陪審裁判
全く覚えない……と、放火の事実を否認
父が犯人だと思ひ
その身代になる心算だったと被告 陳述
県下では第二回目の陪審裁判が、けふ開かれた。全く三年ぶりである。最初のが殺人事
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件だったが、今度のは放火事件で、高松地方
裁判所陪審史上ともに特筆されるものである。
サテ久しぶりの事とて、新しい感じが法廷の内外に多分に盛 居るだけに 陪審の答申は異常の興味を唆り、傍聴は殺到して、なか
く
整理に骨が折れ、限りある傍聴券は、
忽ちになくなり、裁判所の整理関係は汗だくである。斯うして、開廷待つ間の傍聴人の犇めきの中 、被告の妹である芸妓サワのあでやか 姿が、軈て証人控室に吸わはれ行くのが特に人目をひいた。
午前十時開廷、裁判は、内藤所長の裁判長 神戸、小林郎判事の陪席、小野検事の立会、
弁護人は中村弁護士、被告は丸亀市□□町足袋職ＳＴ一夫
（二三）
である。傍聴ギッシリ満員、
煽風器は盛んに回転するが苦熱 烈しい。裁判官は汗だくで、鋭意審理に余念がない。之より曩、非公開裡に陪審を構成、終って公開して、傍聴を入れる。
裁判長、先づ型の如く被告の名前、所を問ひ、審理を宣して、被告を麾けば、格子縞銘
仙に呂の羽織を着、五分刈頭、黒鼈甲ぶち眼鏡と云ふ好男子の被告は、訊問台を前 立つを待って、検事は 左記の通りな公訴事実を陳述して、ドノやうな犯罪によって起訴したかを明示する。次いで、
愈よ審問始る内藤裁判長は、先づ問題の家の組立てから詳しく訊ね そろ
く
裁きの核心に触れ、
問
被告は火の出た事を知って居るか。
答
私は火の出た事を目撃はしないが、ココから出たと思はれるのです、と答へるのを隙
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さず、
問
実は、被告が放火けたのではないか、と鋭く詰問の刃を刺すや、
答
絶対に身に覚へのないことです、と興奮した態度で答ふるや、コノ裁判長の総括的訊
問と被告の供述に、職責を完ふせんとの熱意を見せて傾聴の各陪審員の顔は、次第に緊張を加へる。裁判長、畳みかけて、
問
被告がツケなければ誰がつけた
か、ソレとも失火と……、
答
イヤ失火とは思はぬが ヨソ 人がつけた事と思ひます、と云ふ出鼻を抑へて、
問
ヨソの人がつけたと 、誰かつけたのだ、ソレがなんでヨソの人と云ふのがワカルの
か、
答
……、
この時、裁判長は一問一答の審理振りもあざやかに、グン
く
突き込んで訊問し、審問
は傍聴の興味を唆りつつ展開する。この時裁判長、調べの鉾先を向けかえ、被告の家の暮らし向きを詳しく ひ、 「被告は子供の時から甘やかされて大きくなったと云ふが左様か」と慈しみ深い恩愛の情に触れるや、 「私としては随分可愛がられた方です」とホロリとなったが、裁判長から「去年五月ごろ、母親に小遣ひ銭を貰った折に、母から此の家も今に人手に渡ると聞かされたさうだが ソノ母の言葉
をどう感じたかと問はれ、 「ドーとかなる
位にしか思はなかった」と軽く受け流がす。それより、去年十二月債権の取立てに来た無尽会社員と、猶予を求める父との応対話の模様 更に父の負債高見積りを訊ね、問
予審では、借金は四千円ばかりと思ふと述べて居る 、ソノ通りか、
答
ソノ通りに 申しましたが、アノ答へは作り事で事実は知りませぬ と強く予審供述
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を否認する、
問
一体被告人は、真面目な方ではないのか……芸者遊びはどうか、
答
余り真面目でありませぬ、お恥しい次第です、
問
勝負事は……、
答
ハッ……それも……、
と恐縮さうに答へる、裁きは捗どって、いよ
く
犯行に入れば、満廷はまた一般の緊張、
殊に陪審員は、急所を穿って行く訊問に答へる被告の一言一句か 表情にまで、肚の裡を読み抜かうと努めて居るやうに見受けられるのも、陪審裁判のみにある図である。「身に覚えない」
と汗ふき
く
供述
問
被告は火災保険金を詐取し、尚債権者に 支払猶予を求め、親戚からも同情金を募っ
て、ソレで家政を建て直さう して放火したものではないか、答
イヤ、違ひます……予審ではさう言ひましたが、ホントは絶対に覚えの い事です、
嘘です……正直に申し立てよ、正直 申し立てよと言はれるので……」と 「実は放火犯人は父だと思ひ 仍で父の身代り なるつもりで心にもない事を申立てて来た」と云ふ意味で、警察調べ――予審調べの自白はみん 作 事だとキッパリ蹴って終ったが、
此マッチは被告が持って居たかと、 「証一号」となって居る放火用マッチを示して問はれ、
「慥かにソノ通りで 、袂に入れたものです」とマッチ所持の事実と、それから発火時刻
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や半鐘の鳴った時間や遊郭行き、などは予審供述通りを認め、問
射的をしなかったのは、火をつけて居るので
手がふるゑ、気が落ち着かなかったから
とあるが、コレは如何か。
答
そんなことはありませぬ、私は元来射的は不得手の方です。ニベなく翻へすを裁判長、
尚も追撃を加へ
問
デハ遊郭で二階へ引 げられ乍ら、何故遊ばずに帰った か。
答
別に訳はない……そんな目にあひ、其儘帰った事は度々今ま にある事です、と事も
なげに答弁し、
問
火事と知り、アワテテ戻ったか。
答
ハー無論……、と本音を吐くを隠さず、裁判長
問
ソンナに狼狽して帰ったものが、どうして釜屋の方へ入って行き、見舞に来て居た人
に「ドーしたのか」などと問ふたのか、ドーシタ処の始末ではないではないか、
と飽まで審判の適正を目指しての訊問は、肺腑を突くものがある。が被告は「犯行 自分に覚へのない事で嘘の自白」であると、額口に沁み出る汗を、大きいハンカチで左の手で拭き
く
供述するのが目立って居た。
事実調を終った内藤裁判長は、陪審員に向って、被告に対する訊問 一通り終了した旨
を宣し、陪審員としての訊問を許容するや、
前列法官席寄に着席の陪審員佐伯爲一氏は立
って、被告の生ひ立ちなどを問ふ、其余の陪審員諸公からは質問なし、時に午前十一時四十分、裁判長休憩を宣す。午後一時から再開、直に証人訊問に入った。
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陪審員
選ばれた十二名
高松地方裁判所第二回目の陪審裁判のため、その構成手続として抽籤で呼び出された陪
審員三十六名中事故不参四名、結局二十三名から左記陪審員十二名と補充二名が選出されたが、東は長尾、津田、西は三豊郡桑山の人もあり 熱心に尊い職責を励んで居る。
選ばれた陪審員
長尾町
小西幸助、坂出町
高木良助、川津村
大西角次、善通寺町
山尾友一、平井町
道官峯吉、由佐村
三好周次郎、高松市
佐伯爲一、津田町
木村理三郎、豊田村
村
上政一、西植田村
奥谷久八、白鳥本町
安富松太郎、桑山村
加藤綾太郎
（補充陪審員）宮脇町
横山藤助、小豆郡
舟渡光造
予審決定書
丸亀市富屋町二番地佐藤半治方
足袋職
ＳＴ
一夫
（二十三）
主
文
本件を高松地方裁判所の公判に附す
理
由
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被告人は、人家周密なる肩書地に於て、父半治の足袋製造販売業を手伝ひ居るものなる所、近時其営業不振に陥り負債多く、債権者の督
促急なる所より、自宅に放火して之れを焼燬
し、以って一面債権者の同情を得て債務の支払ひ猶予を受け、他面父半治の加入せる動産保険金を入手し、併せて親戚の同情に依り金銭 貸与を受て、之を資金となし父半治と協力家業に勉励し 家運を挽回せんことを企たて、昭和七年四月二十二日午前一時頃、肩書地自宅母屋と接続 之れと一体をなせる釜屋台前 在りたる焚付入木箱内の反古紙に所持の燐寸（証第一号）を以って点火して放火
し、因って同釜屋北側腰板棚柱同釜屋内西側
風呂場囲板の一部及同屋根裏板垂木全部 焼燬したるものなり、法律に照すに、被告人の右所為は 刑法第一〇八条に該当するものにして、其 犯罪の嫌疑十分なるを以って、之を公判に附するに足る、仍って刑事訴訟法第三百十二条に則り主文の如く決定す。
証人の訊問午後一時続開、即ち準備公判に於て予て喚問の証人及参考人計十一名は、次の順序で、
所謂証人訊問に入ったが、コレ等、証人参考人の中には、被告の両親と妹、本件を検挙した丸亀署の入谷刑事、臼杵警部補の司法警察官も交って居る。何 も、訊問に対し概ね率直に証言して居たが、
ＭＳ証人は、 「由来失火 多い事は、火災保険契約があるからだ……コレは私の持論です」
と失火観を一くさり弁じ立て、 「保険は大嫌ひだ」 と傍聴 爆笑と判官の苦笑を構はず、
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能弁に捲くし立てるを引取って、裁判長、問
ＳＴの処で三千円の保険をつけたと聞き、ソレから火事のあった事を見てサデはと証
人は思ったか、と断罪上重要の訊問をすると
答
ソレは、ドウ思ふたか斯う思ふたかは一寸言へませぬ……近所 ことでもあるし、と
甚だ意味深長な証言をする、次ぎに、ＫＤ証人も亦、 「火事にあっても父の半治も息子の一夫（被告）も案外 落着き
払って居た」と被告に不利な証言をしたが、次ぎのＳＤ証人は「アノ火事は失火のやうに思ふ」と証言する、
かくて、多数の証人が入れ替り立ち替り証言する間、被告は着席の儘手に扇子をいぢっ
て居るが、裁判長と証人の顔を覗きながら、頻に気にする態である。陪審員は証言から答申の大切な参考材料を掴まうと、陪審員諸公、次から次に立って 人に問ひかけ 居る。
以上、斯くして証人の証言 は、被告へ有利なものもあるが、大勢は不利であり、審理
は已に高調に入った観である。
次いで、被告の実父半治が参考人として立った。 （時に二時半）
以下朝刊、丸亀市浜町
小橋關太郎、同塩飽町
岡田清三、同福島町
佐藤熊之助、同市同町
森崎
松太郎、同市同町
児玉龜太郎、同市同町
島田安一、被告の父
佐藤半治、被告の母
同テル、被告の妹
同サワ、丸亀署刑事巡査部長
入谷長太郎、丸亀署司法主任警部補
臼杵幸
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８「四国民報」昭和七年七月二九日
被告の実父訊問二時間に及ぶ
父の言葉に目をしばたく被告
丸亀の放火陪審
「夕刊の続き」保険金詐欺を目的の丸亀市□□町足袋職ＳＴ一夫
（二四）
の放火事件の陪審
は、県下として二度目、三年ぶりと云ふ更新感に、 十八日午前十時、内藤裁判長、小野検事、陪審員、中村弁護人列席で開廷。被告は、公訴事実を頑強に否認し、而して事実調を済み休憩、午後から、証 及び参考人訊問に移ったが、証言は概ね被告に不利であった。
参考人の被告の父半治は、家計の窮迫事情を詳しく問はれて縷々答へ、
問
会社組織にしたのは、債権者を倒す考へからではないか。
答
決してそんな不徳義な事はしませぬ、とムットすれば、
問
デハ会社に改める際、ナゼ債権者に知らさなかったのかと決めつける、
右半治の供述は事件の裁き、殊に被告犯行の考察には極めて大切であるだけ、訊問は事
細かしく訊き質したが、同人の供述中一、保険金を掛け込みながら、伝票を作らなかった事一、保険に加入して居る事を 一夫に言ふて居ないと云ふ点一、保険の代理店 勤めるＫＨ 先刻証人として「火事後三日目に保険金の請求に来た」
と証言したのに対して「自分は行った覚えがない」と否認した節々には、
裁判長から、 「ドーモ妙ではないか」と鋭い皮肉の手榴弾を投つけられ、半治も怯み顔であ
- 550 -
る、放火か失火かと問はれ「放火だらうと思ふ」と言ひ悪さうに答へ 最 に「一夫が放火したとは思はぬか」には、 時間も合ず信じられぬ事です……」思ひ入れの態に萎れて答へる。被告はと見れば、父の今の言葉に目をしばたい たの 傍聴 目 惹いた。斯くして、二時間余に及ぶ半治の訊問は終ったが、流石に陪審員の面上疲れ気味漂ひ、傍聴やゝ苦熱に惰気を催して居たが、中村弁護人の申請で、半治と証人ＫＨとの対質訊問あり、即ち訊問の要点は、証人の信憑力に大切な関係があるので、俄に満廷緊張に還へる。即ち、対質でもＫＨは、 事後三日目に半治が来たと断言し、半治は自分は行っ 覚えがないと、小競りあふた、時に午後四時半休憩、正五時から続行。
初めて缶詰となった陪審員
けふ答申せん
別項の如く、高松地方裁判所二度目の陪審は、証人参考人多く、証拠調べ入念を極めた
ので、一日では到底大団円を告げられぬと見たので、裁判所では これまでには検事局が相当大きい事件に付き、被疑者又は証人などを極秘に訊問する場所として使った外、あかずの間であった陪審員の宿舎を拭き掃除して、陪審員宿泊の準備をした。
斯くて、第一日は証拠調べ終ったのが、午後四時閉廷。そこで陪審員は、所謂陪審廷附
属の宿舎で缶詰となって、裁判所が仕立て呉れた湯槽でさっと第一日 疲 を癒ひげふ、
マ
マ
答申への鋭気を養ふ記念すべき一夜を明したのである。
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９「大阪朝日
香川版
」昭和七年七月三〇日
陪審員に望む冷静な判断
検事一時間の論告
放火陪審公判
（二日目）
丸亀市□□町足袋職ＳＴ一夫
（二四）
の放火事件陪審公判続行第二日目は、二十九日午前八
時十分から、内藤裁判長、小野検事、中村弁護士、陪審員十二名が出席して、引続き事実証拠調べを終って、内藤裁判長は、取調べの
調書を細密に読み上げ、陪審員に事件の核心
を掴ませ、ついで小野検事は、検挙から起訴に至る経過を詳細に述べ、 「被告は予審の陳述を翻へし、当法廷では公訴事実を否認したが、陪審員の冷静な判断を煩はしたい、被告の否認は犯罪者独特の心境の変化、いはゆる罪を逃れんため 被告心理だと思ふ」と、被告を犯人と確信する点を挙げ、堂々一時間にわたる有罪の論告をした。ついで、中村弁護士の弁論があって、正午休憩。
「香川新報」昭和七年七月三〇日10放火事件の陪審公判（
昨夕刊今朝刊続き
）
証人調べ夜に入り、早朝より再開廷
証拠調べから検事の意見
漸く弁護のとこまで辿る
- 552 -
丸亀市□□町足袋職ＳＴ一夫
（二二）
にかゝる放火事件の陪審公判は、苦熱にうだる廿八日、
高松地方裁判所陪審廷に於て行はれ、事実審理から証 、参考人十一名の多きにのぼって、午後四時過ぎ、緊張の陪審員も漸く疲労し、再休憩となって 午後五時より、被告の実母ＳＴテル、参考人調べとなる。
父の身代りに
一夫が自白
私が刑務所に行って一夫に面会した時、一夫は……父が犯人だと思って身代りにあらぬ
自白をした……と云ってゐました、また世間の噂にも……あの子に限ってコンナ大それたことはしない……といふことを耳にし した。
見える筈の
火が見えない
次で、被告の実妹サワ子は、町芸妓風の仇っぽい姿を証人席に起つに及んで、疲労の法
廷に和かな気配が漂う。裁判長「一夫が食堂の二階で、窓からヂッ 月を眺めて黙考する姿を見なかったか」 。サワ子「見ません、また其んな気振りも見えませんでした」 。裁判長「一夫を尋ねて外に出た時に 火 認めたか」 。
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サワ子「火が点ぜられたとすれば、見える筈でしたが、チッとも見えませんでした」 。裁判長「失火でなくば、放火といふことになるが…」 。ワサ子「その点はわかりません」 。裁判長「一夫が放 したと思ふか」 。サワ子「兄さんが外出してから後も、遅くおきてゐましたが火も見ず 従って兄さんが放
火したとは思ひません」 。身代りの気配
毫もなし
丸亀署勤務の入谷刑事巡査部長は、 「最初は失火と思ってゐたが、何うも腑におちないの
で、関係人を取調べると、その日の一夫の行動した時間と出火した時間が一致してゐるので、一夫を廿三日午後四時に召喚し、その夜八時に自白しました。その動機は 家人が賭博に耽り勝なのを矯正せんがためであったと述べてゐま 」 。裁判長「一時十分に放火したものが 三十分も遅れて出火するとは、其間余りに大きい時
間的距離があるが…」 。
証人「放火した箱の中には、紙屑もあれば ボロ布、靴、足袋など燃焼しがたいものがあ
ったからです」 。
裁判長「被告は親の身代 に自白したと云っ
てゐるが、そんな気配は見えなかったか」 。
証人「見えませんでした」 。
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この時中村弁護士は、被告一夫が警察で塵調べを受た当時纏ってゐた衣類を証拠品とし
て提出し、中村弁護士「破れてゐない着物を纏った被告の着物が、この通り両袖と にモギとられて
ゐるのは？」
証人「被告に対しては、手荒 取調をしたこと ない」 。弁護士「それを云ってゐるのではない。取調
る時に被告の着てゐた着物はコレですね」 。
証人「羽織は之ですが、着物は何うも判りません」 。
非合法的取調
絶対になし
最後に、丸亀署司法主任臼杵警部補 、入谷部長と同様な陳述をなしてから、二十三日
の午後四時に被告を召喚したが、本職は他の事件で六時まで不在であった、証拠品の着物、羽織ともに当 被告が纏まってゐたものと認めます、綻び たやうに記憶しますが、非合法的取調を行った覚えはありません。それに被告は、非常に従順に自白したから 手荒な手段を選ぶ必要はありません。犯罪の動機 犯行は報告した通りです」裁判長「聴取書が非常に遅れてゐるが…」証人「念には念を入れたことゝ、この事件に付随してＳＴ一家 賭博事件を摘発したゝめ
に遅れました」 。これで漸く証人、参考人調を終って 陪審員は裁判所定の宿舎で缶詰されるこ になっ
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た、午後七時三十八分閉廷した。
第二日目陪審公判第二日目＝＝午前八時十分に開廷し、被告は裁判長より一、二の訊問を受けて
から、裁判長は、事件の発端から結末に至る経過や発火した周囲の成就から証人、参考人が予審廷に於ける陳述を朗読するに、一時間と二十分を費 て、証拠調を終り、被告は、 「臼杵、入谷両証人が、二十三日に取調たといふが警察で取調べを受けたのは、二十二日午後八時から十二時まででした。私は自ら犯した覚えのないことをハッキリ申し上げておきます……」 と最後の意見を述べ、小野検事の論告に入る。
「失火ではなく、内部放火である」
犯罪人の心境変化を説いて
立会検事は有罪を論告
被告の妻テルの証言によって、失火とは思えない、放火として一考する時、外部から来
ものではなく、内部といふ心証がつかみ得る そしてＳＴ一夫が被告 なったもの ある被告は、警察署、検事局、予審廷で犯行事実を認めてゐながら 当法廷に於て悉く否定し続けてゐるのである。しかし 発火場所 竈の傍らにある焚附を入れる箱な ことを認めてゐるのであ 。陪審員諸公も この点に於て失火ではない確信を得たも と思はれる。
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そして、周囲の点から見 外部からの放火ではなく、内部から放火したと云ふことにな 。某証人の如きは、発火と同時にサテ？ と云った其の証言は何を意味してゐるかを味 う必要がある。被告が多度津から帰宅した時刻、洋食を喰ってフェルト草履を手にし 外出した時刻は一時前後であり、発火したのが一 三十分前後といふことになってゐるから、放火と発火とが三十分の距離を持ってゐることが問題になる、然も放 ある 被告の実父、実母、実妹 もに、 疑者とはなったが、取調べれば取調べつゝ疑ひは解け 、結局一夫に濃厚な嫌疑がかゝり、彼の自白によって なったものであるが、被告は犯行そのものを否定してゐるのである。被告は、多度津 クラブ楼上で三十分 間 酔うた身体を寝 せず暗い部屋で横たわっ ゐたこ 用もない に駅の待合所をブラつ たことなどは、明かに心境の変化を来したものと見るが当然であらう。人みな性は善である 悪事を働けば苦しみ、苦しみに耐えかねて自白すれば幾ら の自慰とはなるものゝ、自白後には軽罪を望むに至り 遂には嘗ての自白を翻へして、罪 り免れんとするのが犯罪人の心理的変化である。予審調書を見 も、被告の心理的変化は充分認め得るも が まして、放火して発火するまでに三十分間を費してゐ こと 用紙類を幾枚 幾枚も圧してゐた関係であると解釈出来るものがある…とて、 間にわたって、有罪を証拠立てる例証を挙げて論告を終り、次で中村弁護士は、被告に不利な証言を一々弁駁し、検事 所論を個別的に追窮して、弁護半 休憩となる、時に零時十分。
「香川新報」昭和七年七月三〇日11放火事件の陪審公判
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陪審員の合議、意外に永びく
遂に「然り」が多数を占め
被告顔面蒼白となる
（夕刊続き）丸亀市□□町足袋職ＳＴ一夫
（二二）
にかゝる放火事件の陪審公判第二日目は、
二十九日午前八時十分より、内藤裁判長係、小野検事立会、中村弁護士列席で開廷し、陪審員十四名（補充員二名を含む）は、既に落
ついた心持で、証拠調べや検事の意見を聴取
し、午後一時再開廷して、中村弁護士の続弁論を傾聴する。
弁
論
仮りに被告が放火しても、其の動機として挙げられてゐる、資金難とか、親類縁者の同
情を買ほうとか、保険金欲しさとかを挙げてゐるが、ジッと思索する時には、甚だしい矛盾がある…（とて記録を引用して、其の動機の薄弱なるを指摘し、証拠品のマッチと着物のことから裁判長 弁護士の間に押問答があってから）…又半治が放火したに相違ない誤認しての自白であるから 其処に矛盾がなくてはならない、先づ第一に時間の問題である。ＳＴ一家 全部寝に就かない前に火をつけたとすれば一時前である、起きてゐる時に放火するなん ことは常識上判断が出来ない。仮りに放火 たとしても 三十分後に燃えあがるとは何う も判断が出来ない 遅くとも 分で充分もえあが ものと断言することが出来 。然も被告は、外出してから三ヶ所立ち寄って、遊郭に登楼 間もなく警鐘
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を聞いたとあるから、此間何うしても一時間 要してゐる。…… て臼杵証人の証言を引用して熱論する……場所的に考えて 矛盾するもの ことは、被告のアリバイによっても十分である。この矛盾は、即ち被告が無実の罪 借り 自白したからである、と無罪論を述べて、裁判所側は合議十分間で、裁判長は、陪審員に一時間半に亘って説示してら、問書が交付されて、合議のために陪審員 退場 議論二つ 分 れて 「然り」と「然らず」が永びく。
合議三十分――平然を持し続けた被告も、最後の断案の前に心の戦きを感じてか、全身
は小さく細かくふるえてゐるうちに、書記が起って朗読の答申は、寂として声なき暗鬱中に……然り……と発せられて、被告は顔面蒼白となり 所側も之を採択 、第二回の論告に入った、時に五時と十分前。
「四国民報」昭和七年七月三〇日12証跡は十分＝＝一時間に亙って論告
丸亀の放火陪審（第二日）
丸亀市□□町□番地足袋職ＳＴ一夫
（二三）
に係る放火事件の陪審裁判第二日目は、二十九
日午前八時十分、高松地方裁判所に於て開廷された。前日に引続き 事実調べ あって、証拠品、焼け残りの木箱を示され、裁判長から 「同夜焚きつけはどの位入ってゐたか」と問はれて、 「一杯這入ってゐた」と答ふるや、小野検事「使へば減るもので 、何時見たときに一杯這入ってゐたか」と訊問す、被告 「一杯這入ってゐた 思ふのであ 」と訂
- 559 -
正して、証拠調べをを終り、
裁判長は、予審判事の実地検証記録を読んで、予め陪審員に渡されてあった現場の図面
といち
く
照し合はせつゝ詳細に説明す。更に、実父ＳＴ半治を始め予審廷に於ける多数
証人の証言を読み上げ、 「被告に云ふことは無いか」と念を押す。
被告「私はきのふから申し上げて居る通り、最初父が放火したものと信じてゐたので、
私が罪を背負ふ決心の下に、お取り調に、私が放火した如く努めて弁解してゐたので、辻褄を合はせる為め色々頭を痛めてゐたが、こちらに来てから本当のこと 申 上げやうと決心してからは、有 まゝ 申すのですから、考へることもなく、自然心も安らかになって体重も一貫余り 増しました」とて 決して罪を受け が恐ろしくて、今更かくし立てするのでないと見得を切り、事実調べを終 、論告に入る。
小野検事は、 「昨日来、丁重なる御取調べで、大体 目安は既につかれたことゝ思ふが、
多少感ずる処を述べて、裁判長並に陪審員諸公の参考資料に供したい」 て、事件 概況やら、捜査の当初から同人を起訴するまでの経過を述べ 事件直後 丸亀署の取調べに於て、本件が失火と認められる点 全然なく、而して之れを放火として とき、外部関係に於いて首肯することができず 内部関係を順序 追ふ 取調べ 行った結果、遂に同人の自白を得たもので、問題とな は、本 が果 て放火したかせぬかと云ふ点である。陪審法 精神から云へば、本人 認め 争 ない事実に就 は、陪審の必要はないのである、争ひある事実に就てのみ陪審員諸公の冷静なる判断 要する次第である、陪審員諸公に於かれても失火でないことは認められ ことゝ思ふ、そして又内部関係 らうことも首肯できることである」と 、被告の陳述 引用し 更に素行 就て一言し 「予審の 述
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は終始一貫整然として居り充分信用し得るものである」と述べ、発火当時 於ける被告の行動を羅列して矛盾を指摘し 人間性を説いて、 「嫌疑をかけ た当初 先づ否認はするが、良心の呵責に絶へられずして 苦しみから逃れる為めに一切の犯行を自白す のが普通である、そして冷静になったとき始め 罪より免れたい気持となって、再び否認す のが常で、本件も其れである」とて、予審の供述を読み上げ 約一時間に亘る長論告あり。
続いて中村弁護人の弁論に先き立ち、裁判長は「証拠以外に亘る弁論は、陪審法の認め
ざるところ あるから、弁論が已往の取り調べ事実以外に亘るやうなら 予じ 証拠申請をせよ」と被告に告げたが、 「無い」と云ふので、中村弁護人が弁論に入 、
先づ、中村弁護人は、昨日来 多数証人の証言に矛盾が多いのを指摘して、総括的意見
を述べ、順序を追ふて細微に入らうとしたが、既に午後零時を過ぎたので、一旦休憩。
絶好の陪審情景
我が子の潔白を母親死物狂ひに申立つ
二警官の証言食違ひ
「第一日の事実調べ続き」――有罪か、無罪かと。県下二度目の陪審裁判は、 理の展開に興味一段と深きものあり、証人の証言は、概ね被告 不利なるものあるが、また反対に有利なのもある。殊に、既報後の調べでは、参考人の被告の母が、我子の潔白を死物狂ひに喚き立て、満廷を湿らせる劇的場面もある。同一証拠に対す 人の司法警察官の全然正反対の証言に、波瀾を見せ、絶好 陪審
裁判情景を展開した。かくて、陪審員は、い
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はゆる缶詰となって、二日目の鋭気を養ふたのである。
アノ子に限ってと、母性愛満つる母親
被告も傍聴も泣く
参考人として被告の父半治が引下ると、入れ替はって母親テルが調べられた。テルは裁
判長から「ソチラはあの子（被告）に限って放火するやうな大それた事はないとキッパリ言ひ切るが、どうして断言が出来るか」と訊かれ、 「刑務所へ面会に行きました時には、私はいつも一夫にボンヤリせずにしっかりせよ、开してお調べには何事も竹を割ったやうに正直に ふのだぞ と申 聴かせますと、アノ子は涙ぐんで、 「私はお父さんが放火したものと想ひ込み、そのお父さんの身代はりのつもりで居たのですが……」と残念さうに言ひますので、コレはコノ子は何か勘違ひをして居るな、そうすればコノ子の放火では絶対にない、と判断がつきました。ソレに、第一生れつき小胆者であらから、恐ろしい放火なんかする性質でありませぬ どう コヽの処をよく聴いて頂きます……私はアノ子が引かれてからは、百日余りの間は碌に寝も致しませぬ……」と死物狂ひ な 、我子の潔白を述べて、尚も綿々 母性愛を掻き口説き 果てはハンカチを顔にあて泣き崩れば 被告席の一夫も懸命にかばって呉れる温かい母 情に激動 咽び、傍聴 貰ひ泣き 満廷はひっそり湿り 此の処実に劇的場面を見せ
次ぎに、被告の妹で芸妓を稼せぐサワ子が、高島田髷の後姿、媚かしく聊か嬌羞を含む
かに、 「兄と妾とは 桃陵公園から戻り、洋食をとって食べましたが 兄にだまって出て行
- 562 -
った時間と火の出た時間とを考へ合せ 又た兄の性分からしても火ツケなん て居らぬと信じます」と、兄の無実の罪を懸命に申開きする。
今度は、被告を検挙した丸亀署の巡査部長で、事件に携った刑事入谷長太郎部長が、証
人として麾かれた、同証人は「火をつけてから、燃え上がるまでに時間が長くかゝり過ぎて居る 思はぬ 、又被告の調べ中 被告が父の犠牲になって居る 感じ 起らなかったか」と問はれ、 「火は焚付けから箱――それから棚、棚から屋根と云ふ風に移るのですから、可なり時間を要すると思ふ。尚 お尋ねのやうな感じはし かった」と供述した。
右入谷部長に対する裁判長の訊問終るや、中村弁護人は、 「警察の取調べ中に、被告の着
物や羽織の両袖が千裂れ落ちたと云ふ事実が
ありますか……袖の千裂れた問題の衣類はコ
レです、只今証拠として提出するが見覚えはありますか」 提出し、コノ点に就き裁 長の訊問を求めれば、入谷刑事 、 「取調べ中 断じて異常はない、コノ着物 当時被告が着て居たものとは慥か違ふ 思ふ」とコノ新証拠物件を突き放した。
然るに、同刑事の次に証人となった、本件の捜査所轄丸亀署司法主任臼杵警部補は、裁
判長から問題の衣類を示されて、問
被告が警察へ着て来た着物はコレか。
答
コレだと思ひます――間違ひありませぬ。
とキッパリと入谷刑事 違ふと云ふ否認を裏切り、違は 断言した 即ち、刑事と司法主任のコノ正反対の証言の一節は、一波瀾として暮色せまる満廷に色めきを映ぜ が、尚も訊問に対し、 「おこがましいが、本件は極め 合理合法的に解決し ものである、乎之も被告は覚悟を顕現しての自供である。随って、毫も手荒な事 威圧等は て行って居
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ぬ、調書の遅れたのは、被告の自白に大事をとったのと、共犯を考察した結果である」と司法警察官として、事件に対する態度を鮮明にした。
斯くて、同証人を最後として、十一人に及ぶ参考人及び証人の取り調べを終った、時に
午後七時四十分。裁判長は、 「本日はコレで閉廷し、明二十九日は、午前八時より開廷続行する、陪審員諸公は裁判所陪審員宿舎に一泊され度い、外部との接見は勿論禁止である」と宣示し、なほ本日の労を犒ふ処あった。
「四国民報」昭和七年七月三〇日13陪審員の答申終って
懲役二年六月判決
放火の陪審公判終る
丸亀市□町□番地足袋職ＳＴ一夫
（二三）
に係る放火事件の陪審裁判、夕刊続き――午後一
時再開、直に午前に引続き、中村弁護人の弁論に入る、中村弁護人は、劈頭「凡そ弁護人の職分は、裁判に干与して、法条の適正を期するものであって、被告人の為めに言論を擅にし、以って白を黒として罪を免れしむる機関では無いのである。而して、自分は被告の無罪を信ずる者である」と冒頭し 「動機が余りに薄弱であ 而 時間と場所関係に於いて矛盾が多い」と多数証人並に被告の陳述を引用して、 「放火後数十分後に於いて始めて発火したことにな 居る。而も、被告が発火直前自宅を脱出後に於て妹サワ 釜屋を覗いた際、同処の異変を認めてゐない」と無罪論を主張を終る。
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斯くて、説示に入って、裁判長は、先づ事実干係、証拠物件を挙げて、事件の法律上の
論点を示し、 「被告は警察、検事廷、予審廷を通して犯行を認めながらも、準備公判に於て果然陳述を翻へすに至ったもので、自白を信ずべきや否やが問題 なって居る」 、尚犯行の動機其他について 証人並びに被告の陳述 列挙し、 「陪審員諸君が、情実に藉られて自信を無視した答申 なすが如きことあらば 其れは陪審員の職責 涜す のである 諸君は須らく何らの情実に累せらるゝのとなく、勇敢に所信を答申せられたい」と注意した上、次の主問を朗読し、陪審員協議の為め、四時一旦休憩 宣す。
陪審員は「然り」と答申
検事は懲役五年を求む
休憩後、陪審員は協議室に入り、陪審員長の選挙を行ひ、協議終って同五時再開。陪審
裁判の大詰め運命を決すべき最後の瞬間 被告はと見れば緊張の面もち幾分色蒼ざめ答申如何と固唾を呑む。選挙された陪審員長木村利三郎氏から、答申書を提出し、裁判長は書記をして朗読せしむ、答申如何と胸躍らせてゐた の頭上 「然り」と読み上げられた瞬間、被告は頭をうな垂れて運命を観ず。
裁判長は、陪審員席に向って「諸君の任務は、この答申に仍って終ったが 炎天下良く
其職務を遂行せられたことに感謝す」と述
、暫時合議の結果、答申を採択に決定、直ち
に第二次弁論に入る。
小野検事、 「陪審裁判に於いて慎重審理の結果、本件は被告の犯行たりと認定せられたの
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である。仍て、之れが処分に就ては動機、素行を参酌すべく、尚被害の軽微で済んだことは被告人の幸福とするところである」とて懲役五年を求刑す。
中村弁護人は、 「本件問書に、陪審員が「然り」の答申をなしたことは最も不可解とする
ところで、陪審員が裁判長の説示を誤解したのでないかと思ふ、既に弁護人に於て無罪を信ずる以上、有罪を答申せられた本件に対し、何等弁論するところはない、唯寛大なる処分を乞ふ」と簡単に陳べ、再び合議が行はれてから、裁判長は懲役二年六ヶ月（未決拘留四十日通算）を言ひ渡して、第二回陪審公判を終はった。時に午後五時五十分
「大阪朝日
香川版
」昭和七年七月三一日
14放火したものと
陪審員答ふ
丸亀市□□町足袋職ＳＴ一夫（
二十二年
）の放火事件陪審公判、続行第二日の二十九日午後、
中村弁護士の弁論につゞいて、内藤裁判長は 二時間にわたり法律的並 証拠関係につき説示して後、諮問「放火したものなりや」の問書を に交付し、陪審員は別室で慎重に合議して、午後五時「然り」と答申、小野立会検事は、第二次論告をして懲役五年の有罪求刑し、裁判長は結審して、懲役二年六月（未決拘留四十日通算）の判決を言渡し、五時四十分閉廷 た。
「香川新報」昭和七年七月三一日15
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放火の事実を陪審員認め
懲役二年半を判決
高松地方裁判所の陪審公判
丸亀市□□町足袋職ＳＴ一夫
（二二）
にかゝる放火事件の陪審公判は、廿九日、陪審員の合
議は「然り」の答申となって有罪と決し、裁判所も之を採用して 検事は懲役五年を求刑したが、内藤裁判長は懲役二年半の判 を言ひ渡した。
４
高
知
（一）陪審法の実施に関する報道１「高知新聞」大正一四年四月二五日
陪審法模擬裁判公開刑事審判の形式と精神とに一大革新を齎すであらう陪審法は、愈よ大正十七年度より実
施せられる筈である。然るに、陪審とは如何なる制度であるか、如何なる根拠に基き、如何なる手続を以て行はれるものであるかを知らない国民が少くないとすれば、国民をして司法権の一部に干与せしめる事を精神とする、陪審法 定趣旨にも悖るものと謂はねばならぬ。之、我社が陪審法によ 模擬裁判の公開を主催して、陪審制度に関 る観念を普及徹底せしめる 助たらしめんとする所以である。計画の詳細に就ては追 発表。
高知新聞社
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２「法律新聞」大正一四年六月一五日
陪審法模擬裁判
高
知
新
聞
社
主催
高知弁護士会
後援
陪審法は、愈々大正十七年を迎へて実施される事となった。曩に、欧米に派遣され、之
が実際を視察した人々も既に帰朝されたので、当局は、一方之が準備をなすと共に、他方に陪審制度に関する知識普及の為種々の宣伝をなしてゐるが、又在野法曹界に於ても当局と力を併せて之が実施運用に関し、具体的事項に付研究されてゐる。之がさきがけとして、高知弁護士会は、高知新聞社主催の下 、去る五月卅 日、高知市模範劇場たる堀詰座に於て模擬公判を演ぜられた。左に之を紹介す。当日の役員……裁判長（弁護士井上熊兄君）陪席判事（弁護士川島祐雄君）同（弁護士鹽見連君）検事（ 西内徳君）同（弁護士高原伊三郎君）裁判所書記（高知新聞社濱田君）陪審長（弁護士水野吉太郎 陪審員（弁護士西本直太郎君）同（弁護士光森徳治君）同（弁護士小倉知直君）弁護人（弁護士島田快彦君）同（弁護士鎌田正治君）同（弁護士島崎達馬君）同（弁護士大西正幹君）同（弁護士村上清君）被告（弁護士岡本瀞一君）廷丁（高知新聞記者西原君）其他証人とし 、高知新聞記者 女優諸君参加。事件……強盗殺人被告事件事件の内容
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被告小山末五郎は、海原深雄と小学校時代からの幼友達であった。彼等二人は、やがて
中学を卒業するや、実業界方面に活動し、小山は高 市で製材業を経営し、海原は造船業に従事し、共に大正五年の好景気に恵まれて 所謂成金の夢を見るに至ったが 大正九年の暴落は、悲惨にも彼等の夢を破ぶる 至っ
たのみならず、丸裸とならねばならぬはめに
なったのである。小山は、此状を訴へて一日海原を尋ねたが、海原も同じ運命にあった。然し、海原は未だ相当の財を蓄へてゐた、海原は 情して五千円 金を与へ、共に再挙を計るべく分れた。其後小山は、大阪に至り同郷の関係から資産家大垣富太郎の信用 受け寄寓す に至り、大垣を主人として彼の事業を助け、漸く生活の安定を得るに至った。
一日小山は故郷に帰り、恩人海原を尋ねると、昔の影も偲ばれぬ裏長屋の住居と云ふ状
態であった。小山は、恩返は此時と思ったが、金力 以 は如何ともする事 出来なかた。丁度其時、小山の主人大垣 、大阪 近在なる大山三造から其所有の山林を買受ける事になってゐた。小山は、此交渉 海原を骨折らして、主人の援助を得さしめ 生活の安定だけでもし やり いと考へた 其処で小山は、海原に此旨 告げて再会を期し分かれた。大正十四年一月十二日であった、小山は海原 主人 垣に紹介し を使用 其救済方を懇願した。然るに小柿は、一扁の同情もなく言下 之 退け、加之に嘲弄的言辞を浴びせ ので海原は憤然として立ち立 。
翌十三日、小山は主人と山林買受の為め三造方へ赴いた。二人は山林売買契約をなし、
翌十四日登記をなすべく話を決めて分かれ 仁淀旅館に投宿すべく 夜十時頃帰路につくや、仁淀橋附近に於て 垣は何者かの為に殺害され 。其夜遅く 仁淀屋旅館 は二人姿が現はれた、其内一人は 垣 非らずして海原 事が、証人の証言と 現はれ
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た。其翌日海原の姿は消え、小山は主人の家に帰った、やがて大垣の死体は其後一週間を経て発見された。其処で、小山が此殺人強盗被告として嫌疑を受け、公判に附せられのである。
公判審理の順序
森下高知新聞社取締役の主催者側としての挨拶、佐竹弁護士の陪審制度の大要、陪審構
成までの手続概要の講演あり、陪審構成直後より演ずる旨を説明して、直に公判に移り、深編笠に顔を隠し二五八五番の襟番号をつけた小山被告（岡本弁護士）は廷丁（西原君）に捕縄をとられてシヅ
く
と入廷すれば、満場静まり返って片唾をのんで控える。此の時
書記濱田君は、陪審構成の終った事を裁判長に報告し、裁判長井上弁護士は荘重なる口調を以て、型の如く陪審員の心得を諭示し、陪審員の宣誓を為す。検事の起訴事実の陳述……。被告の供述……被告小山は、警察及検事局に於ける告白 翻 犯罪事実を否認す。証人調べ……。被告公判廷に於ける告白……被告小山は、裁判長の詰問に会ひ、左の如く告白す。
被害者大垣は殺害されたのは事実で有りますが、私が殺したのでなく海原が殺したのであります。私と主人大垣とが三造方を尋ね談
話中、突然海原が来まして、私を呼び出し
「昨日の侮辱は到底堪える事は出来ぬ、俺は大垣を殺害する決心だから、御前は其を幇助せよ」と云ひ捨てゝ帰りました、私 海原
の計画を齟齬せしめるため、可成時を遅ら
して主人と共に旅館へ帰りましたが、途中仁淀橋へさしかゝると、海原が現はれて大垣を殺害し、金品を強奪したのであります。
- 570 -
此に於て問題は、一
犯人は小山なりや、海原なりや、二
両者共同正犯なりや、三
何
れが他方の幇助なりやの三つの岐路に立った。検事、弁護人の論戦……。検事……有罪論……。弁護人……無罪論……。裁判長の問書作成、陪審員へ交付
問書の要領左の如し。
主問
被告小山末五郎は、大正十四年一月十三日夜、吾川郡伊野町より高岡郡大内村に通
ずる仁淀川仮橋東端に於て 大垣富太郎を手拭を以て絞殺したる上、所持金一万五千円を強取したるものなりや。補問
被告小山末五郎は、大正十四年一月 三日夜、吾川郡伊野町より高岡郡大内村に通
ずる仁淀川仮橋東端堤防上に於て、海原深雄が大垣富太郎 手拭を以て絞殺したる上、其所持金一万五千円を強取したる犯行を幇助したるものなりや
陪審員の評議
一、兎に角、海原を逮捕して調べるのでなければ、主問を肯定する分けに行かぬと否定し、一、二人は其夜仁淀屋へ泊まっ 居る、之れ等より推して、彼等は共同正犯であると肯定す……等で、結局主問に付き有罪、無罪の意見半々補問に付き否定、肯定の意見半々検事求刑
無期懲役
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判
決
土佐郡小高坂村当時大阪市東区高麗橋二丁目五番地寄寓
小山末五郎
三十五年
右に対する強盗殺人被告事件に付判決すること左の如し
主
文
被告人末五郎を懲役十年に処す押収に係る金一千円は被害者に還付す訴訟費用は被告の負担とす
事実理由
被告末五郎は、大阪市高麗橋二丁目五番大垣富太郎方に寄寓し、其経営に係る土木製材其他の事業を補佐し 或は其 部を請負ふものなるが、十四年一月十三日、海原深雄が富太郎の帰途を要して同人を殺害し所持金を強奪せんとするに当り、深雄の依頼を受け同日度々十時半頃、富太 を高岡郡河内村大内より吾川郡伊野町に通ずる仁淀川橋東端堤防の傍に深雄が待伏せる所に誘致し、深雄をして同時刻同所 於て手拭を以て富太郎の咽喉を絞扼して同人を殺害し其所持金一万余円 奪取 ことを容易ならしめたるものなり以上の事実は、当裁判所陪審の評議に付し之 判断す右被告の所為は、殺人及強盗致死 幇助罪なるを以て、殺人の点は刑法百九十五条に、強
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盗致死の点は同法第二百四十条後段に、幇助の処為は同第六十二条 該当する処、殺人及強盗致傷の点は一行為数個 罪名 触るゝを以て同第五十四条 より、重き強盗致死のに従ひ、従犯に係るを以て同第六 三条に則り、正犯の刑 照 て軽減し 同第六十八条の範囲に於て其刑を量定処断すべく、押収物件中金壱千円は深雄が本件犯行により富太郎より奪取したるものなるを以て刑事訴訟法第
三百七十二条により被害者に還付すべく、訴
訟費用につきては同法第二百三十七条により被告に負担せしむべきものとす、依て主文の如く判決す検事西内徳、高原伊三郎干与
大正十四年五月卅一日高知地方裁判所
裁判長判事
井上熊兄
判事
鹽見
連
判事
田島祐雄
（高知通信）
３「大阪朝日
徳島高知版
」昭和二年三月二七日
高知地裁の陪審法廷
建設ほゞ決定
明年から陪審法が実施せられるため、それに伴ふ陪審法廷や陪審員宿舎などの設備につ
いて、高知地方裁判所では、目下司法省と交渉中で、起工時などは未定であるが、陪審法
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廷及評議室（七十坪）は、同所内表玄関脇の弁護士室跡に併設し、陪審員宿舎（二十坪）は、会計室裏の空地に建設するはずで、工費は約五万円の予定である。４「大阪朝日
徳島高知版
」昭和二年六月九日
高知県下の陪審員資格者
三万五千人
明年より、陪審法が実施せらるゝことゝなったで、高知県下各市町村では、近く陪審員
資格者名簿の作成に着手するはずであるが、有資格者については 下調べの結果三万五千余人の見込であるが、これらの資格者は、九月一日現在により、名簿に登載せられるはずであるが、このうちから高知地方裁判所は、所要数に応じ陪審員候補者を抽籤し、陪審員候補者名簿をつくるはずである。
なほ、高知地方裁判所における最近三ヶ年の統計によれば、裁判件数は四十二件乃至四
十六件で、陪審不適事件を除き、かつ法定、請求の陪審事件中から自白したもの 除いて一年平均十八件と見られてゐ から 一陪審所要人員は三十六名であるから 結局一年約七百二 名ぐらいの陪審員を要するわけである。５「大阪朝日
徳島高知版
」昭和二年八月三〇日
一件について三六人の陪審員
候補者は抽籤で今秋に決定
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高知地方裁判所では、明年度から実施することになった陪審員資格者の調査中であった
が、このほど完了した。それによると、総数二万七千百二十六名であるが、同所管内における陪審法に該当する事件は、三ヶ年平均すると一ヶ年 であって、一件につき三十六人の陪審員を要することになってゐるから 一ヶ に 百四十八人出廷す ことになる訳である。
各町村では、裁判所からの割当によって、候補者を抽籤によって決定し、本年十一月二
十日までに裁判所長に報告することになってゐるが、当局の調査 よると 員候補は四 二人に一人の割合 なってゐるから、資格者の多い ころほど候補者数も多数となるわけで、その配当数は目下調査中である 。６「土陽新聞」昭和三年四月二七日
陪審法廷建設
＝＝裁判所構内旧弁護士溜跡
に工事を急いでゐる＝＝
写真
（注、省略）
７「大阪朝日
徳島高知版
」昭和三年六月二日
陪審法宣伝
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講演と映画
高知地方裁判所内に建設中の陪審法廷は、近く竣工することになってゐるが、陪審法は
いよ
く
来る十月一日から実施されることになったので、同法の趣旨徹底をはかるため、
三日午後六時半から、高知市第三小学校において、講習会並に活動写真会を開催することになったが、四日午後六時半からは、高岡郡須崎町役場楼上で同様開催すると。８「土陽新聞」昭和三年六月一三日
陪審制実施迫り、二大難点に悩む
否成を定める「説示と問」
如何にすべきかを考究
一般国民の参審に依って、我国裁判制度上 事実上一の革命的変化を齎すべき陪審裁判
は、いよ
く
来る十月一日を期して、全国各地方裁判所において、一斉に実施さるゝこと
ゝなり 司法当局では、先に開かれた全国控訴院長、検事長会議において、之が実施の暁に当面の問題となる実際運用上の大体方針につき 種々打合せを行ったが この席上同法運用の将来における根本的な法律 解釈につき、幾多の議論を生じ、幾多の難問題を生ずるに至った。即ち、一審制度を採る我国の陪審裁判の最後の決定は、判決後の上告趣旨に基く大審院の判決に俟たねばならぬ、而も上告の理由は単に法律上の解釈についてのみと範囲を限定されてゐるが 等大切 事実認定をする陪審員に対し 陪審裁 長が如何
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なる問を発し、如何なる説示をなすべきやは 判決に対する被告並びに検事の上告理由に至大の影響 及ぼし、且一々新判例として法律上の解釈に付最後の決定を与ふべき、大審院の審理に頗る重大な関係を有す ので、陪審裁判所実施 当っての二 難問題として説示、問の出し方につき、司法当局では種々苦心研究を重ねてゐる。
尚、検事の公訴事実陳述及び論告についても、普通裁判におけるが如く、裁判所や弁護
士など直接専門家相手の形式的のものでは済まされなく 、全く素人の陪審員 事犯と法律上の関係をわかりやすく公訴事実として陳べ、更 それと切離して厳正公平な立場から情状論を行はねばならぬといふやうに、実際運用上 方面においても、幾多 復雑な難問題を生じてゐる。
裁判所では、余すところ約四ヶ月しかないので、先の司法官会同の結果を陪審準備委員
会にかけ、更に七月上旬開かれる全国 地方裁判所長 検事正会議にかけ、それに依って決した事項を 最後に陪審裁判長、検事に専任された全国 司法官 合 運用上其他詳細なる決定を見る筈であるが、陪審法実施の正否運命は 一 これにかゝるも として、その成行を注目されてゐる。８「土陽新聞」昭和三年七月七日
十九日頃に司法官大異動
引続き大会議
東京電話＝司法省は、十九日頃を以て、今年度の司法官の定期大異動を決行する事に決
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定し、思想検事、陪審判検事、地方裁判所長、検事正等任命し、人事問題の決定後、愈々廿六日から三十一日迄、全国控訴院長、検事長、地方裁判所長、検事正等を招集して、大会議を催す事となった。此の会議に招集されるべき司法高官連に、東京、大阪、名古屋、広島、宮城、札幌の各控訴院長、検事長十四名、東京 大阪其の他全国五十一の地方裁判所長、検事正等百二名、本省からは原法相、濱田 小原両次官、各局長特に大審院から牧野長官、小山検事総長 林次席検事が列席すると。尚 会議の内容は、十月から実施される陪審法の打合が主なものであると
「大阪朝日
徳島高知版
」昭和三年七月二四日
10高知の陪審法廷
贅沢な宿舎
高知地方裁判所では、陪審法がいよいよ来る十月一日から実施されるので、構内に陪審
法廷の建築中であるが、既に陪審員宿舎もほとんど出来上り、最早室内の設備や装飾を残すばかりで、本月中には竣工の見込みである。宿舎は、正面に大玄関を有する堂々たる洋館二階建で、階上には和洋三室づつの寝室および大食堂を造り 階下は廷丁控室、娯楽場などにあてられること なってゐる。他府県 建築されたものは、寝室は全部洋室ベッドつきのものであるが、お百姓さんの内にはベッドを嫌ふものがあらう の心遣りから、高知のそれは和洋半分づつになってゐ から、陪審員に取っては至極便利であらう。その他内部の設備装飾などは、善美を尽したも であるが、実施後何回位使用されるかについて
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聞くと、過去三年間の平均によると、一ヶ年十八件内外の陪審事件がある見込みでありしかも、その半分は辞退するかもわからぬといふ であるから 平素ほとんど遊ばせて置くわけで、贅沢極まるも である。＝写真は陪審法廷
「土陽新聞」昭和三年七月二六日11陪審法
施期日勅令
東京電話＝ 施行期日の件（十月一日）及
司法を樺太に施行の件の二勅令は、本日
官報を以て公布された。
「土陽新聞」昭和三年七月二七日12陪審法と司法官の任務
法相の訓示（
司法官会議
席
上）
東京電話＝二十六日の司法官会議に於る原法相の訓示要領左の如し。
一、陪審法は、その施行勅令が昨日既に発布され、愈々本年十月一日より実施され 事になった。申す迄もなく、斯法の精神は、所謂国民の斯法参与を認めて 断罪に民意を加味し、依 て立法裁判の信頼を博し、その威信を 揚するにあって、之が実施は、法律智識に乏 き陪審員をして事件の内容並に或る証
拠及法律上の論点を十分に留意せしめて、正
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当なる答申を得べきにあるが、その目的を達
成するが為めには、或は検事の被告事件の陳
述及論告に於て、或は裁判官の被告人証人等の訊問及その他の証拠調べの方法範囲についても、大いに考究すべきものがあると同時に、裁判長の透徹せる説示に俟つべきもの頗る大なる事は勿論である。陪審員として司法に参与する事は、素より国民の栄誉 極りであるが、又一面に於ては大なる負担があるから、陪審公判に当りては成可く之が負担 軽減に意を用ひ、国民が此の陪審員たる事を嫌忌するが如き念慮を起さぬ様につとめなければならぬ。而かも、公判の審理は懇切詳密を期すべき事は勿論であるが 公判を徒らに続行されて長時日に亘る時は、審理 関 陪審員の記憶は漸次稀薄となり、適切な 判断を得がたくなると共 陪審員を長く宿舎に滞留せしめる結果 国民は不安 抱き遂に此の制度を呪詛するに至 なきやを保し難いものであ 。一、裁判
検察の職にありて、思想事犯の処置に当る者は、よく各班の事情を審かにし、
時代の趨向を諒解すると共に常に之等の事犯 対する周到細密な 準備をなし 事に臨んで寛厳そ 宜しきを期し、以って司法の使命を達せられん事を望む。之 ため、本省 於ては、曩に思想部 設け之が考究調査 当らしめてゐる が、今回更に之等事犯の捜査並に検挙に従事する検事局に書記官を設置する 必要を認め、全国控訴院検 局 主要都市に於ける地方裁判所検事局に それ
ぐ
其の要員を出す事となった。各位は、此の
新なる施設の主旨を体して、常に各関係官庁と連絡協調 保ち、裁判、検察及び警察各機関の機能を十分に発揮せしめ 事件の処理 当り万遺憾なきを期せられん事を望む。一、小作争議が尚ほ楽観 許さざるは、甚だ遺憾とする所である。而して、小作争議の紛糾悪化は、地主小作人間の小作関係に関する
制度の判断を誤れるに起因する事が少なくな
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いのである。之れ等調停の衝に当る者は、□宜に応じ、之れ等誤れ 思想を是正す と共に、極めて慎重に調停をなすと共 、農村一般の共存共栄の美風も涵養 寄与せられん事を望む次第一、小作に関する仮差押へ仮処分命令をだすにあたっては、 の執行 より小作人に及ぼす諸般の事情を考慮し、慎重にこれが処分 為 べきは勿論で、濫りにこれをなすべきではない。然し一旦必要を認め、その命令を発したる以上、必ずこれを実行 のが当然であるのに、近時往々 して多数の威力を頼み これを妨害するが如き事例を耳にするのである。斯 如きは、司法の威令を害する、 より甚だしきはなしと云ふべきであ 。これが処理に当っては 事前 於 斯如き不祥
事を来さざるやう、所信を以って事に当り、
苟も乗ず 機会をなからしめざる様注意せられん事 望む次第である。
「土陽新聞」昭和三年八月五日13法官会議から帰って
昨年から始めた弁護士会の参加
相当効果を上げてゐる
多田裁判所長
談
司法官会議に出席のため上京中だった、多田高知地方裁判所長は、四日帰庁、左の如く
語る。
会議は、七月二十六日から五日間に亘って開催されたが、弁護士会長との協議会もあり、
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各種の問題を協議したが、実行が第一であるから、決議とはせず意見を述べるに止めた。弁護士会との協議は、昨年から始められたが、相当効果があるやうに思はれる。弁護士会の方からは、前日から参加したいとの希望を
提出したが、秘密に属せない範囲に於いては
参加されるやうになるかも知れな 。
陪審法に関しては、九月上旬頃、部長判事及次席検事が招集されることになってゐるの
で、其れまでに決議を作り、その結果を齎らして事務の振興を計ることになってゐる。陪審法実施に伴ふ増員については、判事一名を増すことになって居 が、当裁判所 予備判事が配置されてゐるので、実際上では人員は殖えなく、書記一名位 雇二名位いが増員されるだらうと思ふ。
陪審裁判には検事正が立会ふ
件数など予想が出来ぬ
山本検事正
談
同じく、会議から帰庁した山本検事正は語る。第一日たる二十六日には、大臣の訓示あり、赤坂離宮で御陪食を賜り、午後は協議会が
あり、二十七日は、大審院長、検 総長等の訓示、正午首相官邸で午餐 饗宴、首相の訓示、午後協議会があり 二十八日は、司法官及各弁護士会長等の協議会で、法相の訓示があり、総理大臣も列席し 弁護士会長を代表して猪俣東京弁護士会長並びに裁 所長 検事正からも意見を述べる所があった。二十九日は、日曜で休み、三十 三十一 両日
- 582 -
陪審法其他につき協議したが、九月上旬には次席検事が招集されるこ になってゐる。請求陪審については、費用の予納や控訴の出来ないなどの関係上、余り多くはある いと思はれるし、中途で取下げるものもあらうと考へ 。陪審の件数等については、最初のことで予想がつかない。陪審裁判には、検事正自ら立会ふことになってゐ 。
「大阪朝日
徳島高知版
」昭和三年九月一九日
14陪審員資格者高知市では、目下陪審員資格者の名簿作成中であるが、九月一日現在の資格者数は、二
千三百六十人で、このうち抽籤により九十名を選ぶはずで 来る十 一日から七日間名簿を縦覧に供し、十一月三十日までに候補者名簿を高知地方裁判所へ提出することに てゐる。
「大阪朝日
徳島高知版
」昭和三年九月三〇日
15高知の陪審法廷
あす落成式
高知地方裁判所では、かねて同構内に新築中の陪審法廷が竣工したので、十月一日午前
十一時から、落成式を挙行するが、同日は一般に開放して観覧せ めると。
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「土陽新聞」昭和三年一〇月一日16画期的の陪審法はけふから実施
正義を与ふる機関たらしめよ
原法相
談
東京電話＝
（注、 「多年国民翹望の的となって居た陪審法が愈々本日を以て実施せらるゝ事となった事は、我々国民として大い
に祝福慶賀せねばならぬ一大盛事である。云ふ迄も無く、陪審裁判なるものは、従来裁判を専門とする官吏即ち判事が」が欠落している）単独に行ひ来った刑事の裁判に、一般民衆の意思即ち民意を加味せしむる事を基調とし精神とする、所謂国民裁判を指すのである。本
来立憲治下にありては、その立法たると司法
たると行政たるを問はず、苟くも国務の遂行運用に当っては、之に民意を加味せしめ、国民をして国家の政治は 自 之れを行ふのであると 観念を抱かしめねばならぬのである。
然るに、我国に於ては、今日まで立法行政の両方面に於ては、選挙の方法により代表さ
れたる人民の意思が、国政遂行の上に表現されて居ったけれども、独り司法裁判の上には、国民意思の反映と認むべき何物も加味されて居らず、裁判事務を常職とする官吏 みが、刑事即ち国民の犯罪有無の判断を為し来ったのであるから、立憲政治の本筋から云ふても、従来の制度は未だその完きを得ない感を免れなかった である
尤も、外国に於ては、為政者の暴虐に対し国民の生命財産の安全を保護する趣旨におい
て陪審制度を採用し 処もあったが、我国に於て 、古来より全国的 （ 地方の藩主等には多少あった）暴虐擅恣 為政者 あって、勝手次第に人民を逮捕監禁審問処罰したり、
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或は苛斂誅求を事とした実例はないのであるから、彼の外 に於け が如く、従来 官吏裁判では国民の生命財産の安全 望まれないといふ国民感情があっ 事 ない が、多数の国民中には、官吏たる警察官や検事が取扱って来た事件 、更に官吏たる裁判官が判断する であるから 司法権は独立と い
ふものゝ絶対公平を望むことは出来ないと考
へる者があって、従来の裁判制度に不満を感ずることあるを免れ難いのである。而 て国民が裁判制度に不満と云ふことは、現在の法律生活に不満 云 こ で 国民の治安に非常に悪い影響を及ぼすことになるのであるから、国民をして真に法律生活 満足せしむる は、いやが上にも裁判制度に対す 信頼の念を深からしめなけ ばならぬ。従って、国民をして 所を飽ま 人権擁護の機関、正義発揚の機関 と信ぜしむ には、如何にしても従来の官吏のみによ 裁判制度 変更を加へ、国民を て罪 有無は、自分等の同輩同僚たる人民により決せられると 安心を得せしむること 必要と ってくるのである。之れが、即ちわが国に於 陪審法を設くる 至った根本 主旨で 。
かくの如く、わが国の陪審制度採用は、諸外国のそれとはやゝその事情を異にしてゐる
のであ 。之れを再言すれば、外国におけるが如く暴虐政治 反動としてこの制度 生てきたのではなく、大多数国民は従来の裁判制度 信頼してゐる事は疑いない であるが、仮令極めて少数の者 も従来の裁判制度に不満足なものが な ば、新制度により陪審員たる専門裁判官にあらざる普通国民即ち何等捉はれざる同胞の 断により罪の有無 定めしむることが、一層人権擁護の精神を明らか し、裁判に対する国民の信頼を深からしむる所以であると云ふことが、此 新制度採用の本旨である。
従って、其の内容に於ても、外国の陪審法とは大いに其の趣を異にし、現行裁判制度に
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不満なもののみが陪審員の判断を受くると云ふ、所謂任意陪審制度となって居るのである。斯くの如く、陪審制度即ち国民裁判制度の実施により、我が立憲政治も始めて立法行政司法共に民意を加味するに至り、茲に完璧に達した っても誤りなしと信ずる。これを要するに、陪審法の実施は、啻に我が刑制史上曾て見ざる一大革新たるのみでなく、実に我が立憲政治史上に一大時期を画したものと云はねばならぬ。
然しながら、法は死物である、其の運用の如何によりては善法も悪法と化するのである
から、不幸にして一度その運用を誤る 如きことあるに於 は、折角の善法良則を死文徒法に終らしむるのみに止まらず、却て害毒を国家社会に流し、悔を千歳に遺すことゝなるのであるか 、選ばれ 陪審の任に当る陪審員諸君は勿論、一般国民就中証人鑑定人等として事件 干与する人々は、充分に陪審制度 精神を了得し、陪審裁判 国民が親ら同胞の罪の有無を定める真の国民裁判であって 曾 なき人権擁護 良制度であ 趣旨を充分に理解 、自己の同胞に対する照魔鏡即ち『正義 与ふる機関である』との誇りと識見とを以て、此 制度の運用に当り、万違算なきを照せられたい。東洋の 曾て見ざる人権擁護 制度たる陪審法実施 劈頭に立ち、私は同法の運用に一般 の協力を希望すると同時 之れが有終斎美を希ふて止まぬものである。
けふ陪審法実施の日
聖上大審院へ御臨幸
司法事務を御親閲遊ばさる
立法史上記念す可き出来事
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東京電話＝十月一日は、我が国立法史上特筆大書すべき陪審法が施行さるゝ記念日であ
る。天皇陛下には、此記念すべき日に、特に裁判所構成法を御覧 ため、東京地方裁判所へいと意義深い行幸を遊ばせらるのである。此日の陛下には 行幸御順序を拝するに 陸軍通常礼装に大元帥章を佩用され、珍田侍従長御陪乗 略式自動車鹵簿にて、一木宮相奈良武官長其の他供奉、午前十時宮城御出門、同十時五分東京地方裁判所 車寄に着御、原法相以下小原、濱田両次官、磯部参与官 泉二行刑局長以下各局長、 側より牧野大審院長、小山検総長、和仁東京控訴院長、三木検事長、田中東京地方裁判所長、鹽野検事正以下高等官約三百名 奉迎を受けさせられ 原法相の御先導にて三階大審院長室に 御少憩の後、原法相以下親勅任官に拝謁を賜ひ、同十時五五分原法相の御先導にて御説明上、陳列室の参考書類、判決書並びに中野刑務所以下各刑務所に於ける種々の製作品等御覧遊ばされ、次で十一時二十分同じく法相御先導にて、大審院第一号法廷 覧あり 斯くて牧野院長の御説明を御聴収遊ばされ、控訴院第三号法廷に於て判検事以下各奏任官約三百名に列立拝謁を給はる由、それよりけふの行幸の眼目である陪審院法廷に成らせられ、同法廷並び 陪審員評議室につき田中裁判所長の説明を 聴収 され、更に予審廷を巡覧、御少憩の後同十一時四十分還幸あらせられる筈。
立憲国の実挙がる
陪審法の実施について
田中首相談
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東京電話＝国民が多年期待してゐた陪審法は、今日即ち昭和三年十月一日より実施せら
るゝ事となった。此の日、天皇陛下には親し
く大審院に御臨幸あらせられ、司法事務の実
際を御親謁あらせらるゝ は 誠に有難き思召と拝察する。お互ひに国民の責任甚だ大なるを覚ゆるのである。陪審制度とは一口に云へば、国民が直接司法手続を運用する事である。即ち、此の手続は従来専門 裁判官の手で行 れて居たものを国民が之れに参与して円満完全なる裁判を行ふと云ふのであって、茲 重大な意義がなくてはならぬ。我々は、常に議会に於て立法に参与し、地方自治に於ては行政 参与 、今又陪審法実施に依って司法に参与する事となった。即ち、茲に三権の各に参与する事に依って、愈々立憲国民の実を挙げる様になった事は、我々日本国民 誇りであると共に重大なる責任観念を喚起するは勿論、益々自重精励して君恩の篤きに報ひ奉らねばならぬと信ずるのである。
陪審法が実施される歓び
陪審員の責任は重い
高知地方裁判所
山本検事正談
我国多年の懸案たりし陪審法も、愈々本日より実施せらるゝことゝなったことは、国民
として同慶に堪へざる迄にして、特に職を司法に奉する我々 最も欣快とする処である。申迄もなく、同法の精神は、所謂国民の司法参与を認め、断罪に民意を加味し、因て以て一層正義を維持牽引し、裁判の信頼を博し 其威信を高揚せんが為めに 同法 実施
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は、実に我国の裁判制度上に於ける一大変革にして、 は本日より裁判に参与する 権利を得たると同時に、一の重大 る義務をは遣することゝ為った訳であ 陪審制度を一言にして尽せば、専門的の裁判官 非らざる全然素人 国民たる陪審員が、罪の有無のみを評議答申するのである。故に、陪審員として 廷に列席す 絶大なる名誉であ けれども、有罪なるや無罪なるやを間違はぬ様に
判断して、答申することの責任は実に重大で
ある。
刑事裁判の要緊は、奸譎にして詭弁又は無知、若くは偏執にして徒らに強弁する者に迷
はさるゝことなく誤さる事なく、能く事実 真相を看破し以て正鵠な 判断を下し、万が一にも誤って無辜の民をして囧囧に呻吟せしむる事なからしむ と共 、罪を犯 者をして法網より逸せしめ侮蔑嘲笑せしむることなからしむる 在り 、徳川幕府の時代に板倉重宗及大岡越前の如きは、如何なる地位
に在りし人でも如何なる身分ある人でも如何
なる勢力ある人でも財産ある人でも如 な
悪漢でも、其罪を犯したるや否やの判断を誤
らずして、犯人を逸す ことなかりしと共に、 の罪に泣く人なからしめたので 今尚名裁判官として敬慕されて居る である。陪審員各位は 第二の板倉重宗 岡越前 なりて、司法の威信を発揮せられん を期待 て居 。
万一陪審員の判断誤るが如きことあらんか、医師が誤診の結果投薬治療を過り又は無病
者に対して切開手術したるよりも一層弊害が甚大 あっ 、或は兇悪重大な 罪を犯 たる者を逸し其人をして陪審裁判の迂愚を嗤は
しめ公然と道を横断闊歩せしむることとなら
ん、或は又反対に罪なき所謂無辜 冤に泣かしむる結果 って 其誤者は陪審裁判を信用しなくなり、裁判の威信は地に墜ち、国民 正義の維持者た 司法権に対し信頼せ
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ざることゝならんを惧るゝのである。
裁判の適正に行はれざる国は、漸次衰頽若くは廃滅してゐる世界各国の歴史に鑑み、戒
慎を要す ことは言を俟たざる処である。外国の陪審裁判は、公正を得ないことが往々あるので、非難が絶へないのであるから、我国に於ては絶対に正鵠を得ない判断がない様に切に切に望むのである。
我国に於ては、陪審法第四条の陪審不適事件
を除きたる地方裁判所の管轄に属する死刑
又は無期の懲役若しくは禁錮に該る事件（之を法定陪審事件と称す）と長期三年を超ゆる有期の懲役又は禁錮に該る事件 して被告人の請求ありしもの（之を請求陪審事件と称す）とに付、陪審裁判をすることになって居 。
而して、被告人が公判又は公判準備に於ける取調に於て、公訴事実を否認したるときに
行はるゝものにして、法定陪審事件 公訴事実たる犯罪は、所謂重罪中の重罪大罪中の大罪である。又、請求 事件も、内容復雑し居りて、孰れも被告人が公判又は公判準備於ける取調べに於て自白せざる場合であるから、幾多の利益不利益の証拠が錯綜し 居るので、其公訴事実たる犯罪 有無を判断することは 練達 裁判官でも非常に骨が折れるのである。而して、陪審裁判に対しては、控訴することを絶対に許されないから、陪審裁判は所謂一審にして終審と評しても過言でない。斯の如く 利害休戚 岐るゝこと多大の裁判であるから 陪審員各位は正義の擁護者 あることを自覚せられ 法の神に代りて至公至平厳然としてよく事実の真相を飽迄看破 正鵠 判決 下 、万一 も誤判しむる様、責任を完全に尽さねばならぬ である。陪審員 職責も、亦難いか と言 ざるを得ない。裁判 公正を期せんに 、須く正義 判断に俟たなければならないことは言
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ふ迄もない。
されば、陪審員たるものは、政党政派を超越し、権門富貴に阿諛追随せず、名利に惑ふ
ことなく、毅然として公平無私虚心坦懐に照魔 鏡に照 よく事案 真相を 断し飽迄邪を破り正を顕はすべきことが肝要である。
若し夫れ、公判廷に臨み私心を挿み、又は世評に迎合し、或は情実に捉はれ、判断を枉
ぐるが如き あらんか、自己を欺き人を欺き天を欺くものであっ 、裁判 自涜す ことは勿論、陪審制度は有害無益なりと批難攻撃さるゝことゝなりて、陪審制度の精神は全く没却せられ、国民は恰も暗夜に灯火消滅したるが如く 行 べき途 迷ひ 進むべき方向に苦しむことゝ為って、却て陪審裁判を怨み、司法の権威は失墜 、正義地を払ふこゝなりて、国家の秩序安寧 維持するこ が出来ないことゝならん
凡そ物事は、何によらず初期を最も大切とする。今や、本法の実施に依りて陪審に付せ
られたる事件開廷の暁には 万民注目の的た と共に、将来に軌範を垂るゝ みならず、我国陪審法の権威に繋る処であるから、陪審員諸君 思を茲に致 、同法陪審員として呼出を受くるも毫も支障を生せざ 様 不断の用意と覚悟を以 、円滑に良好の成績を挙げられんことを希望する処であ 。爰に本法の実施に当り、所感の一端を述べて、慶祝の意を表す。
けふから実施の
陪審法に就て
多田高知地方裁判所長談
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本日より陪審法が実施せらるゝことゝなりました。我陪審裁判とは、陪審員に選ばれた
素人の人々が、刑事々件の審理に参与し、被告人が罪を犯したる事件が有や無しやと云ふ点に付き評議を遂げ、其評議に基づきて裁判官が為す裁判 謂ふのでありますが、其陪審の評議の結果と裁判所の意見と一致せざる場合は、陪審の評議の結果を無視して、裁判官が裁判を下すことを得ない で、之が我国陪審制度の特色であります。此陪審制度は 従来の刑事裁判手続に一大革新を来すので、之を善く行ひますか、悪く行ひますか、孰れにもせよ重大なる結果を我法制上に齎 あります。
従来、我国民は、裁判の本質効用に就て理解する者が乏しく、現に裁判所より呼出され
たる証人が、公平無私に自己の見聞せし事柄
を陳述して判断の材料を提供すべき責任ある
に拘らず、其責任を果すの意志なくして、訊問の際往々其事実を隠秘する者の るは屢見聞する所にして、斯 如き有様が ました らば、訴訟手続に経験なき陪審員は事実の真相を看破す に非常の困難を感ずる事は必然であります。
申す迄もなく、国家は正しき人の道即ち正義を根底とし、正義と終始す ものでありま
すので、其正義を掌 のは裁判でありますか
ら、裁判事務は国家百般の公務中に於て重要
なるものゝ一つであります。
故に、陪審員として裁判に関与することは、恰も国民中より選ばれ 貴衆両院議員と
て立法事業に、府県市町村会議員として行政事務に関与 ることゝ毫も撰ぶ所はないのであります。従って、陪審員の職位は栄誉であると同時に、其責任亦甚だ重大であります。
陪審員は、正義公道に基き、良心の命ずる所に従ひ、其信ずる所を断行せねばならぬの
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であります。若し然らずして裁判員が徒らに感情 走り事実の認め方を誤るならば、司法の威信は地に墜ち、正義は光を失ひ、延いては国家 存立 由々敷影響 来 でありすから、陪審員 は良心に従ひ、公平誠実 其職務を行ふことを誓ふ宣誓 式をせねばならぬのであります。又、公平を保つが為め 若し審理が一日 て終らざる場合は、陪審員の宿舎に滞在して、他人との交通を避けねば ぬのであります。
又、陪審員が故なく其任務を放擲して之を回避するが如きこ に立ち到らば、折角設け
られたる陪審制度を廃止するの已むなきに至るやも期し難 のであります。
是れ故に 法には正当の事由なくして呼出しに応じない場合には 五百円以下の過
料に処することになって居ります 又陪審員として事件に関与 たる者は、裁判の後でも評議の模様や銘々 意見を外に漏ら ことは
ならぬので、若し之れを漏らしたるときは千
円以下の罰金に処せらること な 。
陪審員は、名誉職でありますから、報酬はださぬのでありますが 必要なる旅費、日当、
宿泊料は支給せらるゝのであります。次 、陪審員が裁判所に出頭するには相応 服装をせねばならぬことは勿論であります。
「土陽新聞」昭和三年一〇月二日17聖上裁判所に行幸
東京地方裁判所控訴院大審院や
陪審法廷を御巡覧
- 593 -
東京電話＝今一日をもって、我国司法界の上に画期的の陪審法が実施され、民意は今日
より神聖なる裁判に参与する司法界の一大転期の日、聖上陛下には予て仰出されたる如く、東京地方裁判所に行幸あらせられた。此 朝、
裁判所表玄関には、原法相、濱田、小原両
次官、牧野大審院長、小山検事総長以下、和仁、三木、田中 鹽野の四長官、何れもフロックコートに威儀を正して奉迎申上げた。陸軍様式通常御礼装に大勲位略章を佩びさせられた御りゝしき聖上陛下には、珍田侍従 御陪乗、一木宮相 奈良侍従武官長、土岐行幸主務管等供奉、自動車略式鹵簿にて、午前十時宮城御出門 所員奉迎 を午前十時五分行幸、原法相の御先導にて三階大審院長室の便殿に入御、前記の高官一同に拝謁を仰付けられた、斯て原法相は我国司法制度の沿革より明治大帝 在位当時司法省に於ける 旨、更に今日陪審制を施行するに至った顛末を具さに言上御説明申上げ、次いで陛下 は茲に陳列の司法参考書類たる約四十種の記録「天皇の名において」と印刷したる御紋章入りの判決基大書、明治初年の近藤勇処刑届け、明治二十四年の大津事件津田三藏 件記録、同三十八年日比谷の焼き打ち事件の記録等を御覧に り 当時を偲ばれ、同十時三十分、原法相の御先導にて玉歩を大審院の民、 両法廷に運ばせられ 牧野院 の御説明を 聴収次で控訴院の法廷を和仁控訴院長の御説明 て御巡 、更 田中所長の御案内にて地方裁判所陪審法廷に成らせられ、新設備の判官、検事 弁護士、陪審員、被告各席を詳細に御覧あり、専門的なる御質問ありて 田中所長から奉答申上、次いで玄関大広間にて法学界の恩人仏人ボアソナード氏の胸像を御興味深く 覧あり 同十一時十四分 御機嫌麗はしく所員奉送裡に宮城に還幸遊ばされた。
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盛況を極めた陪審法記念宴
応召者に絵ハガキ贈呈
陪審法廷、宿舎等を参観
陪審法はいよ
く
本日から実施されることゝなったので、既報の如く高知地方裁判所に
於ても実施を記念するため、多田裁判所長、山本検事正の招待宴を催したが 官公吏、各方面の有力者、弁護士、新聞記者等約二百名の応召者が 午前十時から続々詰めかけ 各記念ハガキを一組贈られ、裁判所員の案内で
、新築された陪審法廷
及び陪審員宿舎の内部
を参観し、何れ 設備の完成せるを嘆賞し、正午大会議室に於ける記念 に臨んだ。所長検事正の挨拶にて開宴、一同歓を尽し午後二時盛況裡に散会したが、
陪審員宿舎内部の間取り、階下は中央の廊下
を隔てゝ東側が小使室、湯沸室、浴室、脱
衣室、西側が事務室 応接室、食堂兼談話室、便所、階上は中央廊下の東側が宿直室、夫より北へ洋風宿室が二 北側正面に洗面所あり 西に便所、西側は和風寝室二室で、贅沢過ぎる程立派なもので入口には左の如き注意書が掲げられて居る、
なほ、陪審法廷は既報の如き間取りで、階下の弁護士室はけふから引越しして居るが、
従来「人民控所」と書かれた控所の看板までが「公衆控所」と書か など、陪審気分、民衆化気分が横溢して居る。
陪審員の心掛
くべき事柄
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一、名誉の職分
陪審員となることは、日本国民の名誉ある権利であります。国民は、此
の名誉ある権利を実行せねばならぬ義務があります。陪審員の職務は、法廷に列席し事件の内容を聞いた上、犯罪事実の有無を評議して、其の結果を裁判官に申出づるのであって、誠に重大なる任務であります。 （陪審法第一条、第十二条参照）二、他人と 交通
陪審員として呼出を受けたものは、裁判所へ出頭する前でも、訴訟の
関係人に面会したり 其の外公平を疑はれる様なことは避けねばなりませぬ。又法廷に列席した以上は、其 事件の評議を終はるまでは、裁判所の許可を受けずに勝手に法廷や評議室を出たり 又は他人と交通したりすることは出来ませぬ。 （同法第八十二条第一項、第百八条第三号参照）三、事件の評議
事件の評議を為すに於ては、裁判長から事件の説明がありますが、陪審
員の特に心掛けねばならぬことは、事件の真相を掴むと云ふことであって、犯罪事実の有無は法廷で取調べられ 証 の証言や其の外法廷に現 れた証拠に基いて、公平冷静に之を断定せねばならぬと云ふことであります。随って、法廷に於ける被告人や証人の供述の外の証拠の取調並に弁論などに付ては、感情に囚はれず十分 注意をして居ること 大切であります。 （同法第七十七条、第八十二条参照）四、黙秘の義務
陪審員として事件に関与した者は、裁判の後でも 自分等の評議の模様
や銘々の意見を他に漏らしてはなりませぬ。若し之を洩らしたときは、千円以下の罰金に処せられます。 （同法第百九条第一項参照）五、旅費日当及止宿料
陪審員として呼出を受け、裁判所に出頭した者は、旅費、日当及
- 596 -
止宿料を請求することが出来 裁判所 其 請求書の用紙が備付け ありますから、裁判の言渡あるまでに 之に署名捺印して係の者に差出して下さい。 （同法第三十四条参照）
「大阪朝日
徳島高知版
」昭和三年一〇月二日
18陪審法実施記念会
高知地方裁判所
高知地方裁判所では、一 午前十一時から、主なる官民二百名を招待し、新築の陪審法
廷及び陪審員宿舎を観覧に供したのち、会議室において盛大な陪審法実施記念宴を催した。
なほ、同陪審法廷は、延坪二百六坪、陪審員宿舎は八十二坪で、これが総工費は六万二
千五百余円であるが、陪審員宿舎の如き設備いたれり尽せりで、高知市内一等旅館も到底及ばぬほどなのに、観覧者を驚かせてゐた。
「土陽新聞」昭和四年二月二八日19陪審法改正案
枢府が可決
東京電話＝枢密院本会議は、二十七日午前十時半から、宮中東溜の間に於て開会、倉富、
平沼正副議長以下各顧問官、二上書記官長、政府側から田中首相、原法相、久原逓相 前田法制局長官、小原司法次官、桑山逓信次官、吉田外務次官、其の他関係官出席、天皇陛
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下臨幸遊ばせられるや、倉富議長開会を宣し、左記御諮詢案二件を上程した。一、大正十二年法律第五十号陪審法中改正法案一、日本と香港郵便政庁間の改訂郵便条約御批准の件
右に就て、先づ田中兼摂外相より、両案の改正主旨に就て説明する所あり、二上書記官
長より審査の経過並に結果を報告し、審議に
入り二、三顧問官より質疑ありて、政府側之
れに応答し、原案通り満場一致可決、天皇陛下入御遊ばされ、同十一時三十分散会した。
尚、政府は御下げ渡しを待ち、陪審法中改正法律 を直に議会 提出するので手続をと
る筈。
「大阪朝日
高知版
」昭和一一年一〇月三〇日
20暁に狂ふ猛煙
きのふ高知裁判所の火事
別館遂に焼失す
夕刊所報―二十九日早暁、高知地方裁判所別館から出火、紅蓮の炎は忽ち燃えひろがり、
黒煙濛々と天に冲し、けたゝましい非常サイレンか鳴り響いたので、高知市民の暁の夢を破り大騒ぎを演じた。発火したのは午前五時十分、出火場所は陪審法廷の弁護士控室からで、柴田裁判所長、眞野検事正らも逸早く駆けつけ、橋本県警察部長も自ら警官を督励指揮し、高知歩兵聯隊からも二箇小隊出動、警戒に当るなど、も
く
しい光景を呈し、高
知市消防組によって必死の活動が続け れた結果、幸ひ本館への延焼は喰ひ止め、階下の
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弁護士控室、事務室、応接室、一般控室、階上の陪審員控室 事務室、会議室 評議室などを焼きつくし、陪審法廷の一部を焼いて、六時半やうやく鎮火したが、弁護士控室にあった各 の法服を焼き 二十九日の法廷に出られないといふハメになったが、別館には何ら重要書類 なかったことが不幸中 幸ひで 水利はよかっ が 発見が比較的遅かったゝめこの大事に至ったものである。
火鉢の不始末か
損害約四万円に上る
発火原因につき、高知署では前夜の宿直山崎
、眞鍋両書記および中山、成岡の両小使そ
の他関係者を召喚取調中であるが、発火場所は弁護士控室北側の湯沸し火鉢のある場所であり、火の不始末からと見られてゐるが、一方発火時刻などその他に多少の疑義もで、こ 方面にも厳重取調の手をす てゐる。
なほ、別館は、陪審法実施記念として、去る昭和三年八月竣工したもの、述べ二百六坪
の木造二階建で 損害約四万円に上る見込みである。
裁判上には支障はない
柴田裁判所長談
柴田裁判所長は語る。
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「余り突然のことなので、実際何といってよいかわかりません、別館には幸ひ重要書類
が何もなく、本館が無事だったのは全く不幸中の幸で、裁判上には別に支障を来たしません」 。
申訳がない
宿直の山崎書記は語る
当夜の宿直、山崎書記は語る。「私が宿直室から真先に飛出して行ったとき
は、火は弁護士控室の北側から燃え上らう
としてゐたので、びっくりしてしまひました。今は何も申上げられませんが、宿直にこんなことになったことは全く申訳がありません」 。
刑事部法廷に本館を使用
当局の応急措置
火の災厄に遭った、高知地方裁判所別館陪審法廷は、地方裁判所刑事部法廷として使用
されてゐたものであるが、裁判所では応急措置として、本館民事部法廷を刑事、民事両法廷として使用することに決定、裁 上に なんら支障はないものと見られ、検事局では眞野検事正以下各検事は実地検証を行った。
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「大阪朝日
高知版
」昭和一二年五月一四日
21高知地方裁判所陪審庁舎成る
廿日から店びらき
昨年十月二十九日の失火で焼失した、高知地方裁判所陪審庁舎は 同十二月二十日、大
蔵省管財局の手で着工以来まる五ヶ月、裁判所東隅旧陪審庁舎あとに、敷地百二十坪、木造二階建の清楚な新庁舎をこのほど竣工、来る二十日から使用されることになったが、構造は旧庁舎同様、一階は公衆控室、証人控室 弁護士事務所ならびに同控室 二階は法廷陪審員室、評議室、合議室等々で、便所を水洗式にした ころが御自慢と る。総工費は三万円。＝写真は竣工した新庁舎（二）陪審公判に関する報道①殺人被告事件昭和四年三月二〇日判決１「大阪朝日
徳島高知版
」昭和四年一月一二日
婚礼の席で弟を絞殺す
酔って乱暴するのを
取押へようとした兄の過ち
高知県香美郡□□□村字□□農業ＭＭ貞次
（三十九）
、同國重
（三十一）
の兄弟は、十日夜甥の
婚礼に招かれたが、國重が酔ひの上で出刃庖丁を揮ひ乱暴する で、貞次が取押へんとし
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誤って國重を絞殺し、十一日午前四時、山田警察署に自首し出で取調べ通である。２「土陽新聞」昭和四年二月二八
□□□村の実弟殺しが本件最初の陪審公判
多田裁判長係加藤検事正立会で
来る三月十九日愈よ開廷される
裁判所は準備に忙し
昨年十月一日を以て陪審法が 施せられて以来、全国各地に於て続々陪審裁判が行はれ、
相当の成績を挙げてゐるが、本県においては、曩に少年被告に某事件が同法を適用される段取りになってゐたところ、準備手続の後、本人が之を辞退した為め、取とめになり今日に及んでゐたが、近く愈々本件最初の陪審公判が行はれる事となった。
それは、香美郡□□□村□□□□木炭製造業秋村千次
（四〇＝仮名）
が、過般実弟である秋村
百藏
（仮名）
を絞殺したといふ事件で、既に公判準備のため取調べも終り、来る三月十九日、
高知地方裁判所陪審法廷に於て、多田所長裁判長となり、加藤検事正立会、水野弁護士列席の下に開廷さるゝ事となった。
裁判所では、目下陪審員の抽籤、その他之れが準備に忙殺されてゐる。事 の内容は兎
も角として、陪審裁判が如何にして行はれるかといふに就て、一般の注目 惹き、当日の傍聴人は定め 多数を算すべく、裁判所で 混雑を防ぐため 多分傍聴券を発行す であらうと見られて居る。
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３「大阪朝日
徳島高知版
」昭和四年三月一日
高知で最初の陪審公判
炭焼きの実弟殺し
高知県香美郡□□□村木炭製造業ＭＭ貞次
（四十）
が、去る一月十日、実弟國重
（二十八）
を
殺害した事件は、高知地方裁判所で取り調中であったが、来る三月十九日 高知では最初の陪審公判を開廷することになった。４「大阪朝日
徳島高知版
」昭和四年三月一三日
注目される最初の陪審公判
愈よ来る十九日午前九時から
高知地方裁判所で
高知地方裁判所最初の陪審裁判は、いよ
く
来る十九日午前九時から、多田裁判長係、
加藤検事正立会の下に開廷されることに決定したので、このほど抽籤によって選定された陪審員三十六名に対し呼出状及び陪審員の心掛くべき事項、即ち名誉の職務、出頭の義務、宣誓の義務、他人との交通、事件の評議、黙秘
の義務、陪審員服装、旅費日当及止宿料な
どにつき詳しく書いた注意書を配布するなど、準備 進めてゐる。
事件は、高知県香美郡□□□村字□□秋村十次
（四十）＝仮名＝
が、実弟秋村白藏
（三十二）＝仮名
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＝
を絞殺した事件で、高知県では最初の陪審公判で、従って傍聴人に対して傍聴券を発行す
るはずである。５「土陽新聞」昭和四年三月一八日
いよ
く
明十九日本県最初の陪審裁判
陪審員の力を試めす初瀬踏
午前九時半頃公判開廷の予定
大概一日で片付づける
昨年十月一日、陪審制度が実施せられて以来、全国各地で弗々同法適用の裁判が行はれ、
新しい試みとして懸念されて居た割に、大体に於て相当の好成績を挙げて居る模様だが、本県に於ては六ヶ月目に最初の陪審公判が 愈々明十九日を期して行はれる事になった。陪審員三十六名 、此の日午前八時の呼出しになって居るらしいが、判検事、弁護人並に被告列席の上、不公開で出頭した陪審員 中から十二名だけ抽籤 以て選定さ のである、此の構成手続が終って、判検事は一先づ控室に退き、其処へ待ち構へた傍聴人が入廷を許されて著 すると、間もなく裁判長以下陪席判事、関与検事が再び出廷著席し、それより公判手続に及ぶ段取りである。何しろ初めての陪審公判であるから、陪審員の緊張振りは想像す に難からず、係官、弁護人等も一段力 入る事であらうが、関係弁護人水野、高石両弁護士の外、特別傍聴人 して多数の弁護士が傍聴 に控へ 当裁判所空前の物々しい法廷気分を現出するだらうと観られてゐる。それで事件審理の 開され のは 大概
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午前九時半頃となる模様で、予定通り行けば大概一日でおしまひがつく見込みであ 。事件の内容は、陪審の性質上全く秘せられてゐるが、実弟殺 といふだけ 社会一般から非常な注目が払はれてゐる。
陪審員への希望は事件の真相を掴み
公平冷静の断を下す事
裁判所の苦心は唯それ丈
地方裁判所長
多田常太郎氏
談
本県最初の陪審裁判を、いよ
く
十九日を期して行ふ事になってゐるが、陪審裁判とい
って何も仰々しく言ひ立てる事はない。吾々司法官と ては、如何にして十分 事件 真相を捕捉せしめ、且つ公平に白は白、黒は黒と誤りのない判断を為さしめるかと云ふ点に苦心を払ふのみであり、其の他は普通裁判と少しも違った事はないの ある。併し何分はじめての事であるから 何うか陪審員の熱心誠実なる努力によって、相当の好成績を挙げたいと思って居る。陪審員となる事は国民の名誉ある権利である 同時に義務である、其の職務は法廷に列席し、事件の取調べを聴いた上、犯罪事実の有無を評議し其 結果 裁判官に申出るのであって、実に重大 任務を負ふものと謂はなければ らぬ 公判期日には三十六名の陪審員が呼出され、其の呼出に応じて出頭した陪審員が二十四名以上揃った場合に直 陪審構成の手続に入 のである。それ は判事 検 、裁判所書記、被告人、弁護人及び陪審員が列席し 、公判廷で行ふ であるが、此 手続は公開されない、而
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て抽籤を以て十二名の陪審員を選定する。それから陪審員は、抽籤の順序に従って陪審席に着き、いよ
く
公判手続が開かれるのである。
先づ裁判長から、陪審員に向って其の心得を諭告し、 「公平誠実に其の職務を行ふべきこ
とを誓ふ」といふ宣誓をさせる、次に検事が被告事件の一伍一什（予審決定に基く公訴事実）を陳べて、被告人が如何なる犯罪によって起訴されたかを明らかにすると、裁判長は被告人を訊問して其の弁解を聞き、更に証人
、鑑定人等を訊問して証拠調べをする。
之れが済むと、犯罪構成要素に関する問題――即ち或る犯罪が成立する為には如何なる
事実が必要であるかの問題――に関して、先づ検事が事実上、法律上の点について意見を述べ、次に弁護 、被告人がこれに対し 意見
を述べる。斯うして弁論が終ると、裁判長
は陪審員に対し説示といふ事をする。之れは事件に関する説明であって、犯罪の成立に関して 、どの様な点が法律上の問題となってゐるか 又どの様な が問題となってゐるかと云ふ事を言ひ聞かせ、更に証拠は斯く
く
であると云ふ事迄も解説するのである。説
示がすむと、裁判長は問書を以て犯罪構成事実 有無 評議の上答申する様命ずる 問は陪審が「然り」又は「然らず」と答へ得るやうな文言で充され のである。
陪審員は、此の問書を受取ると評議のため評議室へ退き、議事整理のため陪審長を互選
した後、各自意見をのべ 評議 よって犯罪の構成事実を認めるには 陪審員の過半数の意見の一致が必要で、斯うして が終る 申 問書の余白 記載 、陪審長が之に署名捺印 、陪審員一同評議室を出て公判廷 帰り、答申の附記さ た問書 裁判長 提出する。裁判長は、公判廷 書記に問と答申とを朗読させた後、陪審員を退廷させる である。陪審の答申は、犯罪事実を認めるか認めぬかの二つの中一つを選ばねばならぬが 認
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めた場合には、先づ検事が之れに適用すべき法令及び刑について意見 述べ、次ぎ 弁護人、被告人が之れに対して意見を述べる。すると裁判所は合議の上、陪審の答 した事実に法令を適用して刑を言渡すのである。又 の答申が犯罪事実 認めぬ場合には 裁判長は無罪を言渡すのであるが、茲に一つ注意すべきは、陪審の答申が犯罪事実を認めた場合でも、認めぬ場合でも、裁判所が之れを不当と認めるなれば、其の後 手続は中止して、事件を更に他の陪審の評議 付する事を決定して公判を閉ぢるのである。 の答申 採用して言ひ渡した判決に対しては、控訴する は出来ぬが 其の事件に関し適法に陪審構成しなかった場合とか 其の他特別の理由
がある場合には、大審院へ上告する事が出来
る。それで現時の第一審、控訴審、上告審 審級制度の点から見れば、陪審の評議に付した事件は二審級制度 ある。
先づ大体斯様な制度になってゐるが、陪審員として呼出しを受けた者は、裁判所へ出頭
する前でも、訴訟の関係人に面会したり、其の外公平 疑はれ 様な事はしてならぬ。又法廷に列席した以上は、其の事件の評議を終るまでは裁判所の許可を受けず 勝手に法や評議室を出たり 又 他人と交通したりは出来ぬ。又裁判 後でも、自分らの評議の内容や意見を一切他に漏らしてはならず、之れ 反す と相当の処罰 あ 。陪審員の任務は大概一日で終了するが、若 一日で了らない場合は 裁判所附属 陪審員宿舎に滞在する事になる。其の際に裁判長は、他人との について 員 守るべき事柄 注 すから、夫れに従はねばならぬのである。云々
陪審員は白紙で法廷に臨む事
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陪審制度は正義の増長――
事実の認定を誤らぬ様
検事正
加藤治之丞氏
談
いよ
く
十九日を期して、本県最初の陪審裁判が施行されるのであるが、陪審員に選ば
れた方々は、全くの白紙で法廷に臨むといふのが一番に大切な事であって、情実に左右されたり、或は予断を懐くといふ様な事は、公正なるべき其の職務に背馳する次第であるから、事件の内容等は一切当日迄知らしめられぬのである。裁判が公正に行はれなければ、国家の秩序は維持されず、国民の権利の保障 全うされない事勿論であって、折角の陪審制度も何にもならない。裁判 公正に行はせるに 事件の真相を捉へ、事実の認定を誤らない事が肝要であって、陪審員の答申が満々一事件の真相を穿たず或は事実をまげて認定するゃうな事があるとするならば 延いて裁判 公正を害する事となり、或は真 罪を犯した者に其の制裁を免れしめ 被害者 利益の保護を等閑に付して社会の秩序を紊り、或は罪のない者を罰して不当に権利を侵 するといふ様な、さま
ぐ
の弊害を生じないと
も限らないから、陪審員に選ば た者は必ず
其の職責の重大なる事を自覚し、当日公判廷
に於ける経過に徴し十分 実の真相をつかんで、錯誤なき冷静公平 る判断を下し、よく其の責任を尽す覚悟がなければな ぬ。之れが為めに 今度は所長が裁判長となり、上級判事を陪席せしめ、検事正が立会検 となり、所定の手続によっ が行はれる にって居る であるが、自分は前任地 奈良地方裁判 に在る内、既に一、二回陪審裁判に関与してゐる 当所では最初の でもあるし、其の模範を示したいと考へてゐ
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る次第である。云々
陪審員として黙秘を守る義務
他人に何事も話してはならぬ
感情に囚はれず判断する必要
弁護士
水野吉太郎氏
談
香美郡上□□村の実弟殺し事件が、本県最初の陪審裁判に付せらるゝ事となって、自分
も被告人の為めに弁護を引受け法廷に立つ事にな ゐ が、何分初 ての であり、陪審員として呼出を受けてゐる方々も、陪審員構成や大体の順序は既に研究して心得て居られるであらうが、職務上第一の眼目である、事件の真相をつかんで評議をなし断定をについて、予め大体事件の内容を知りたいと言へるに違ひ い。しかし 陪審員が予断抱くと云ふ事は大に忌むべき事であって、当日迄何等知らしめられぬの ある。之に就は裁判所でも出来るだけの考慮を払はれ、公
訴事実の外、証拠調の概要等を摺物にして当
日開廷前に銘々へ手交される準備になっ 模様であるが、素より陪審員として誰々が呼出しを受けてゐるかは、公判約一時間前まで 原告官た 検 にも弁護人にも、 他に対し厳秘に付せられてゐる次第である。而して、事件に関与した陪審員は、裁判の後と雖も、自分等の評議の模様や銘々の意見がどうであるか等を他に漏らしてはならぬ事となって居り 若し之れを漏 した者 千円以下の罰金に処せられる事になってゐ 夫れであるから、法の命ずる所によって固く黙秘の義務を守り、事件 内容をよく頭に入れ、犯
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罪事実の有無等は、法廷で取調べられた証人の証言や其の法廷に現はれた証拠に基いて、裁判長から事件の説明を受け、而して判断を下さねばならぬ、随って法廷に於ける被告人や証人の供述、その他の証拠の取調べ、並に論弁等については冷静の態度を持し、感情に囚はれず十分注意すべきである。又弁護人としても、開廷する迄 秘密を守って内容一切を口外しない である。尚ほ、今度 陪審公判には始めての事でもあるし、吾々仲間の弁護士も特別傍聴 として多数が傍聴する事になってゐる。物は何事でも始めが大事で、どうか何辺うまく行って、良好の成績を見たいものだと思ってゐる。云々
陪審員のお役目は先づ一日
都合では籠の鳥
併し宿泊所は立派な設備
碁将棋も出来浴室もある
法廷に列席する陪審員の職責は別項、多田裁判長の談話の如くであるが、裁判所として
は成るべく陪審員の自由を束縛せぬ様、それに滞在に要する経費 関係や 締上などから出来るだけ迅速に裁判 進行 図り、弁護人
が数名ある場合など、弁論の重複を避けしめ
て成るべく一日で終はりを告げる方針らしいが 若 夫れが 引いて其 日の中に仕舞のつかぬ場合 二日でも三日でも続 せねばな
らない。さう云ふ時は、法規によって陪審員
は外部と猥りに接触させる訳に行かないから、裁判所附属の宿泊所 滞在させて 裁判が終はるまで帰宅は許されない。当世流行の所謂「籠の鳥」であるが、之れはまことに止む
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を得ない次第である。所が裁判所で 陪審員の身体の自由を束縛する代りに、敢て贅沢とは謂へない迄も、可成立派な待遇をして止めて置く事になって居る。高知地方裁判所では陪審法廷の建物とはズット離れた矢張り裏手の西方、会計課 隣に二階の新築が出来てゐて、階下中央に廊下が通り片側には事務室、食堂兼談話室、応接室等があり 片側には浴室、脱衣室、湯沸所、小使室等があり、食堂兼談話室には正面の床柱へ時計がかけられ、一寸した置物や盆栽 一鉢位 配はれ、退屈しのぎ 碁盤が三面 将棋盤も一面備へつけられ、長い食卓に小綺麗な坐蒲団と云った様な設備で 此処は純日本式 近い畳の間である。そ から階段を伝って二階へ行く 、同じく中央を廊下が通って片方 洋式の寝台三脚と二脚とを竝べ 寝室が二仕切になり、片方は「どうも寝台 寝心地が悪くて困る」と云ふやうな国粋主義の陪審員のお客さんの為めに、日本式の畳を敷いた寝室が一つ設備されて居る。 「ヤレ
く
御同役御苦労に存ずる、ドレ何れも休まうでは御座らぬか」と時代
めいた
白
は云はぬにしても、お互に失敬して思ひ
く
横になる事が出来る訳である。併し
せりふ
滅多に此の宿泊所を使用する事はあるまいと云はれてゐるが、一度位は陪審員 な 此処へ泊り込み、白粉気のない、日頃大きな声で「何の何兵衛殿ゥ」と呼び慣れてゐる無骨で而して案外人柄揃の廷丁さんの厄介になって見るのも話の種になる事であらう。６「土陽新聞」昭和四年三月一九日
明日の陪審公判、傍聴券を発行
開廷は午前九時半頃
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香美郡□□村ＭＭ某に係る殺人（実弟殺し）被告事件は、既報の如く、本県最初の陪審
裁判として、愈々明十九日午前九時半の予定を以て公判開廷、多田裁判長、川崎、山崎両判事陪席（陪席の一名を小野判事とせるは誤り、 ）加藤検事正立会、水野、高石両弁護人列席の上審理を行はれる筈であるが、定めし傍
聴人も多かるべく、裁判所では混雑を防ぐ為
め特に傍聴券を発行する事になってゐる。７「土陽新聞」昭和四年三月一九日
陪審裁判の視察に
谷田大阪控訴院長来高
室戸岬を激賞す
安芸電話＝谷田大阪控訴院長は、田口原次席書記を帯同して、十七日徳島発、途中宍喰
にて多田高知地方裁判所長の出迎へを受け、室戸岬 風光 見 同日午後六時安芸町著、小松屋旅館に旅装を解いたが、十八日午前八時 安芸区裁判所に一般事務の視察を為し、多田氏より管内状況を聴取した後、同十時多田氏及び 芸迄出迎へた加藤検 正、前山監督記書と共 自動車にて高知に向った。氏は出発に先立ちて語 。
「今回の用件は、主として陪審法実施に伴ふ実際裁判の状況視察で、十六日には、徳島
地方裁判所で陪審裁判の実況を視察したが、事件は堕胎罪
（注、実際は二才の実子殺し）
で陪審員は
有罪との意見であったが、裁判長は執行猶予の判決を下した。明十九日 高知 初めての陪審裁判を視察するが、何分陪審裁判は本邦で始めて実施されたものであるから、監督
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の任に在るものは、よく其 実況を視察しなければならない。高知の視察が終れば、大阪に欠がせぬ用件があるので、十九日午後四時出帆の汽船で帰阪する 定である。室戸岬は始めて見たが実に天下的 絶景である、外国に行ったこともあるが、こんな特異な景勝は見たことがない」と口を極めて賞揚した。８「土陽新聞」昭和四年三月一九日
けふ午前九時半から、愈よ陪審公判開廷
陪審員は八時半に出頭
午前中大体の調べを終る予定
本県最初の陪審裁判にかけらるゝ香美郡□□□村木炭製造業ＭＭ貞次
（三九）
が実弟を絞め
殺したといふ殺人被告事件は、既報の如く、愈々本日午前九時三十分の予定を以て、高知地方裁判所に於て多田裁判所長裁判長となり、部長川崎判事並に山崎 事陪席、加藤検事正立会検事となり、水野、高石両弁護人出廷の上開廷の筈であるが、当日呼び出された陪審員三十六名中一、二名位病気その他の事由で不参するかも知れぬ模様であるが、法規上二十四名以上頭が揃へばよい訳であるから、八時半を期して出頭した陪審員は構内控室に通され、其処で点呼を受け間もなく陪審法廷に入り、判検事 書記、弁護人、被告列席上不公開で 所定の 法により抽籤が行はれ、裁判に関与する十二名の陪審員が決定される段取りで、続いて裁判長から陪審員に対する諭告（注意）が二、三十分で済むと 夫から一般傍聴人及び特別傍聴人 入廷を許され、公 手続に移る次第である。
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それで公判開始は、多分午前九時三十分頃となるべく、予定通り行けば昼食迄に検事の
起訴事実陳述、陪審員の宣誓があって後、裁判長の事実調べ（証拠調証人及鑑定人の訊問）第一次の弁論が終るべく、昼食後、裁判長の説示陪審員に対する問と答申、そして陪審員が問に対して犯罪事実を認めぬ場合は、即決で無罪が言渡され、有罪と認めた場合は検事並に弁護人の第二次弁論があって審理を終るべく、大概一日きりで片づけられる見込みである。９「土陽新聞」昭和四年三月一九日
諸外国の実例に見て、懸念した陪審制度
今日迄の我国の成績は、良好と断じてよい
昨日来高の谷田大阪控訴院長
談
大阪控訴院長、法学博士谷田三郎氏は、安芸まで出迎への多田裁判所長、加藤検事正並
に随行緒員と共に、昨十八日午前九時、区裁判所発、自動車で高知に向ひ 十時半地方裁判所本庁内会議室に於て、所員その他関係官
吏を接見した後、約一時間に亘り判検事全部
に対し一場の訓示を為す所があったが、繁用中昼食前の少憩時間を割き、往訪の記者を快よく迎へ写真班のカメラ 収まった後、左の如く語る。
十五日大阪を立って、夕方徳島へ著き、十六日朝より地方裁判所に於ける、陪審 に
列席し、十七日陸路安芸著、一泊の上朝の中に区裁判所の事務視察をすませ 先刻当所へ著いたばかりである。今度出張の用向は 一般の事務視察もないではないが、徳島と
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に於て最初の陪審裁判が行はれるので、其 視察が主なる目的である。陪審制度 ついは、司法省としても又吾々監督官としても、未だ定見 いふものがなく、実績 徴して補ふべきは補ひ、改むべきは改め、其の対策を考慮する方針で居 である。
今日迄大阪控訴院管内に於て行はれた陪審事件は、慥か大阪が七件 神戸一件、奈良二
件、和歌山一件、それに一昨日の徳島一件を加へ 、十二件を算へて るが、徳島 方は四国に於ける皮切りであり、十九 には高知で最初 公判が開かれ、尚ほ外に大阪、神戸地方で近く数件の陪審裁判が行はれる事 なってゐる。とて 談は管内並に一般 於ける成績にうつる。
諸外国の実例に徴し、陪審法は何うも成績が面白くなく、尤も英国だけは別であるが
欧米を通じて専門家の間に陪審制度の廃止論
が確かに多数あって、理論上のみならず実際
上にも弊害ある事が認められ、数十年来廃止の企 があってゐる次第で、我 日本に於て之が実施をなすに当っても、大 議論が起りいよ
く
法律となって実施を見たものゝ吾々
尠からず心配して居たのである。殊 感情に囚は て、裁判 公正を失ひ、罰すべきを罰せず、罪すべからざるを罪するが如き判断の錯誤が って、再陪審に付すべき場合が度々起りはしないか――民衆の意見と裁判所の意見と背馳し 失敗に終るが如き事ができはなきかと危惧の面を抱いて居た処、今迄の処では成績は意外に良く、民衆 健全なる意識が働き、左様なる場合は一度も起らず、此の
順で行けば結構だと申さねばならぬ。諸外国
の例を見るに陪審の忌避と云ふものがあり、陪審員 顔触れを見て之を排斥す 権利の濫用の頻々たるものがあ が、我国には之れが無い である 大阪で只一度だけあった事はあるが、外には全くなく忌避権濫用の例は無いのである。陪審員も相当な人物が出 、其
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の資格なき人は先づ無いと謂ってよろしい。何分選挙などゝ違ひ、抽籤で以てやるのであるから、何人が出て来るか判らぬと、此の点を心配して居たのに、幸ひにして杞憂に終り、判断の出来ぬ様な 見なかった。真に成績良好である。大阪地方で納税など相当にして居るに不拘、最初呼出される陪審員三十六名中、自己の姓名が書けない様な人物が四名ばかりあった例もあるが、徳島では宣誓書に署した氏名に徴す に、却って繁華な都会である大阪方面より筆跡の美しく学事の経歴も進んで居 のは大に満足 た。一般に陪審の態度を見るに、真面目で非常に緊張して居る。之は珍 いといふ好奇 もあらうし、場所柄が厳粛な法廷で るといふ、其の結果でもあらうが、態度言語等申し分がない 而 て、陪審員としての発問などを聞くも 飛んでもない問など発する者がなく、不都合を認めない。答申はイエス、ノウだけで、吾々としても評議の内容 聞く訳に行かぬけれども、結果から見て全て的を外れた―即ち無罪を有罪 有罪を無罪と認定 様な過ちを 者はない。以上を綜合するに 先づ
く
良好の成績と断じて憚らないのである。云々
因に、院長は急用もあって、余り滞在が出来ず、本日実兄殺しの陪審公判を汽船の出る
間際まで傍聴の 、直に海路帰院の筈である。
「大阪朝日
徳島高知版
」昭和四年三月二〇日
10陪審員は一語を発せず
被告は殺意を否認
結婚式で乱暴する弟を殺した
高知最初の陪審公判
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性来粗暴の上酒癖悪しく持余されてゐた実弟が、たま
く
長兄の息子の晴れの結婚式当
夜酔狂して客に対し乱暴を働き、果ては出刃庖丁を揮ひ親兄弟を殺すと暴れ廻 ため、遂に堪忍袋の緒を切り殺害して禍根を断たんと決意し、細紐で頸部を締 窒息死にいたらしめたといふ、高知県香美郡□□村木炭製造業ＭＭ貞次
（四十）
にかゝる実弟國重
（卅一）
殺しの
事件は、高知地方裁判所最初の陪審公判として、十九日午前十時から、多田裁判長係、加藤検事正立会、十二名の陪審員、水野、高石両弁護士列席の下に開廷された
何分最初の陪審公判であり、実弟殺しといふので、傍聴人は早朝から殺到し瞬く間に傍
聴券は出し切れとなり、特に谷田大阪控訴院長 石井松山地方裁判所長、高野高知刑務所長、丸山営林局長、上杉高知憲兵分隊長などの傍聴ありて傍聴席は満員、かくて午前十時開廷、まづ多田裁判長から被告の身元 訊問した後、
加藤検事正は「被告の実弟で被害者たる國重は、性来粗暴で酒癖悪く窃盗前科二犯 有
し日ごろ実家及び近隣のもの 蛇蝎視され ゐたも であるが、たま
く
本年一月十日、
兄伊勢次の長男清兼の結婚式場で乱暴を働いたので、被告はこれ 見兼ね 懇々とそ 不心得を諭したが、却って反抗し火箸 被告の頭部を殴打し、果ては出刃庖丁を揮って親兄弟を殺すと暴れ廻るので 隠居の方へ連れて行き、格闘 上側にあった細紐を國重の頸部に巻きつけ、いっそこれを機会に殺 て一家の禍根を絶 んと決意し 遂に同夜午前一時ごろ、窒息死に至ら めたものである」と起訴事実を述べ、ついで裁判長 証拠調べに入り、
被告は「弟國重から火箸で頭を叩かれても何等さからはず我慢に我慢し 結婚式である
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からと懇々とその不心得を諭してゐたが、酒のまはるにつれ國重は乱暴の度を増し列席の同村駐在巡査の剣を抜き障子を破ったり、同巡査に向って座蒲団を投げつけ、はては手当り次第に席上の御馳走 跳ね返し、客人を殴打したりするので、あまりの暴れ方に國重を隠居家に連れて行ってしづめんとしたが、却って反抗し親兄弟を皆殺しにするとて 出刃庖丁をもって被告に斬りかゝったので、やむなく刃物をもぎ取り、客席の方に出すまいと側にあった細紐で國重の頸をまき締めたところ 遂に窒息死亡したも いっそ締め殺して一家の禍根をたゝんと決意してから 行為でなく、客席に出 てはどんなこと しでかすかも知れないので紐で縛ったも である」 極力殺意 否認 、裁判長から同夜の模様につき詳細な訊問があったのち、裁判長は陪審席に向って 被告 対 何かたづねたいことはないかと質した 、陪審席は水を打つたやうに づまりかへり、誰も質問を発するものなく、ついで証人の訊問 入った。
「土陽新聞」昭和四年三月二〇日11□□□村の実弟殺事件
けふ陪審裁判開かる
尊敬すべき陪審員の熱心さ
公判廷は異常の緊張
香美郡□□□村□ 字 □、木炭製造業ＭＭ貞次
（三九）
が、本年一月十日の夜、近親者の
家の婚礼祝宴に際し、平素行状悪く且つ酒乱の癖ある実弟ＭＭ國重
（三一）
を取りしづめんと
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して抵抗され、細紐で絞殺し、巡査駐在所へ自首して出た いふ殺人事件は、予審終結と共に高知地方裁判所の公判に廻され、重罪とあって場合により法定陪審に付すべき事件として公判準備手続が行はれたが、被告は此の下調に於 予審供述の一部を翻し、殺意の点を否認したものらしく観測さ 、事件は陪審
の評議にかける事となり、陪審の性質上内容
は秘密にせられ、新聞紙もその意を汲んで陪審員に予断を懐かせ 様な立ち入った記事を差し控へ、今日に及んだ次第であるが いよ
く
午前九時半といふに、本県最初の陪審公
判が開らかれ 事件の内容、審理の経過が 読者の前に報道し得る事となった。多田裁判所長が裁判長となり、部長川崎判事、山崎判事 共に 席となり、加藤検事正が珍らしく関与検事として立会し、それに津野裁判所書記、水野 高石両弁護人が出廷、所定陪審員及補充員十四名の列席も勿論の事である。
公開前の陪審員構成手続
十四名を抽籤で決定
此の日午前八時半といふに、予て定めて置いた市町村の順序によって、地方裁判所長か
ら呼出しを受けて居た、陪審 三十六名の中病気等 由による不参者四名を除いて三十二名出頭中の上成績で、廿四名以上あらば法規上差支へないので、早速構内控へ室 休憩させ、勿論外部との接触を断ち、軈て判 、検事、裁判所書記、被告人、弁護人及陪審員は陪審法廷に入って、不公開で十二 の陪審関与陪審員と補充員二名を抽籤により決定これで陪審構成は成立った。
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而して、裁判長から一場の諭告（注意）があり、陪審員の宣誓があった、時に午前十時。傍聴人入廷を許され、愈々公判開始
特別傍聴席もギシ詰
満廷固唾を呑む
陪審構成手続が終ると、判検事は一先づ控室
に退いたが、傍聴人及び特別傍聴人がスッ
カリ入廷して了ふと、待つ間程なく、廷丁から「起立！」の声がかけられる、満廷水を打った様の静まり返り、咳一つ聞こえぬ中を、多田裁判長は川崎、山崎両陪席判事を従へ、正面中央の闕を排し、立会検事たる加藤検事正は正面左手の入口から、相前後して入廷する。抽籤の順序によっ 右側面 二列に設
けた雛壇定めの椅子に著席した、陪審員十四名
の前には、議会や県会と同じ様な番号札が机上に立てられれゐる。
先刻来、多数の視線を憚るものゝ如く、心持ち顔 垂れて 中央左手 柵内被告席に控
へた、五分刈頭、縞 木綿の羽織、同じ袷の着物を着た被告も、一時我が身の立場を忘れた如く、物珍さしさうに裁判長 方と陪審席の方とを見とれてゐる――と此 時、書記は「ＭＭ貞次」と呼び声をかけ、廷丁が起立の注意を促すと、裁判長は固くなって起った被告に対し、型の如く住所、氏名 年齢、職業 信仰等に亙って一応の訊問を行ふ。次いで原告官たる加藤検事起立。
公訴事実
被告人、ＭＭ貞治の実弟ＭＭ國重は、性質粗暴であって、且つ酒癖悪く、尚ほ窃盗罪に
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より二回まで処罰された事があり、一家隣人にも嫌悪せられてゐる者であるが、昭和四年十月十日、被告人等の実兄、同村□□、 Ｍ伊勢次方に於て、其の 男清兼の結婚式 挙ぐるにつき祝宴を催したるに、其の席上に於て國重は酔余乱暴をはじめ、客人等に対し罵言暴行し、非礼の所為があったので、被告人貞次は之れを宥めしづめんとしたるも 却って反抗し、火箸を以て の頭部を殴りなどして客席を乱し、被告人等が同人を伊勢次方隠居家へ連行し説諭したるに、國重は尚ほ乱暴を止めず、果 親元弟等 殺害 其の住家を焼き払ふと放言し、出刃庖丁を振り上げ
、被告人に手向ふ等為すに至ったので、被告
人は寧ろ國重を殺害し一家隣人の禍根 絶たんことを決意 翌十一日午 一時頃 隠居家内に於て携ふる所の細紐を以て國重の頸部を巻き付け強く絞めつけ窒息 因り即死せしめたものであります」と云ふ意味で、詳細に極砕けて公訴 実を述べて審判を求め 陪審員は、事件の内容を一言一句聴き洩らすまいと て熱心に耳 傾ける 一般傍聴人も亦此の空気に化せられ 、自らも陪審員の一人になって居るか 如き面持ちで、厳粛な検事の唇の動きを一斉に注視して聞き耳を立てた。
殺す積もりはなかったと、被告犯意を否認す
放したら大事と締めつけて
居る内に死んだと弁解
これより裁判長は、分厚な一見記録を机上にマクリつゝ、事実調に入る。
裁判長
今検事の述べられた事は判ったか。
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被告
判りました。
裁判長
これに就いて弁解があらば言ふて見るがよい。
被告
乱暴して仕末に了へませぬので、隠居家へ連れて行き、細引で縛りつけましが、放
したら何う云ふ事になるか知れませんので、一生懸命締めつけて居たので、死ぬか何うかと云ふ事は思ふ隙がありませんでした。
裁判長
大体國重はどの位酒を飲むか。
被告
一升五合位も呑めますが、此の余は大分酔ふて居りましたから、一升位はやって居
ましたらうと思ひます、私も酒 酔って居ました。
裁判長
酒に酔ってゐる者を、そんな 迄せぬでもよいではないか。
被告
軽くあしらふ隙がありませんでした。
裁判長
検証調書 よると、二筋に國重 頸を捲いて居るがどうだ。
被告
二つに折れて居たか何うか知りません、捲いた で ありません。
此の時裁判長は可成りの大きさの細引を出して見せる。
裁判長
それは伊勢次の家のものか。
被告
兄貴のものか知りませぬ。
裁判長
殺す積りではなかったと云ふ、先刻のお前の弁解した外は、大体検事の言れた通
りであるか。
被告
左様であります。
裁判長
絞め殺した時刻は、午前一時頃に違ひない 、どうして其の時刻がわかる
被告
安丸の駐在所へ行った時、其処の時計が二時四十分でしたから、それで一時頃だと
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思ひました。
裁判長
お前が締めつけて居た時間は、検事の訊問調書に五分間ばかりと云 て居るが、
どうして夫れが判るか。
被告
夫れはわかりませんが、そんな事を言ってゐるでしやう 。
と不明瞭な陳述をする、それから裁判長は、
裁判長
それでは何う云ふ訳で國重を絞めることになったか、その日の事を言って見がよ
い。と問ひ、被告は口早に稍聞きゝ取りない口調で、
被告
其の日は、兄伊勢次の長男で、私には甥に当る清兼の妻とし 収入役 姪になる人
が嫁に来る事となり、祝宴を開きました 、私が山から帰ったのは、三時半頃でした、その時國重は私より少し早めに来て酒 呑んで居ました、弟は其の前々に、立派な内から嫁を迎へるに飲んだ 食ったりするのが兄は惜しいと思ふだらう、身内の者も呼ばんと先方へも悪いし仲介人にもすまぬ、とぐず
く
云って居ました
と述べて二、三の訊問の後、
裁判長
國重は前科が、二犯あると云ふが左様か、又酒癖が悪かったとの事であるが、酒
を飲む すぐ凶暴性を現すのか。
被告
酒を飲むと乱暴するので、私はよく謝りの挨拶に行ったことがあります。
裁判長
婚礼の晩に、如何なる乱暴を働いたのであるか。
被告
座布団を持って、一座のも をなぐりつけた しました。
裁判長
よく酒場のものが 前科者の酒は飲まぬと云ったさうだが、聞いたことがあるか。
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被告
聞きました。
かくて被害者が、ナイフを持って酒場で乱暴をしたことの事実につき、裁判長と被告との間に問答あり、
裁判長
國重の鼻の処に傷があるが、お前が殴った為めであらう、これが為め國重がお前
に組み附いて来たのではないか。
被告
さうかも知れません。
裁判長
お前が殺されても、俺が殺されてもと云って、格闘したやうだが事実か、又これ
が隠居家と云ふがさう 。
被告
左様でございます。
裁判長
その頃に、客場に人が減ってゐたのか。
被告
大分減ってゐました。
裁判長
（包丁を示して）この包丁は、どこにあったのか。
被告
知りませぬ、とにかくいろりの附近にあった包丁を逆手に持って切りかゝって来ま
した。
裁判長
これで争ってゐたのか、そうしてつかみ合 たのだね。
被告
左様でございます。
裁判長
お前は、最初検事に取調べを受けた時にどう云った か。
被告
最初から殺す気はなかったのでござい す。
裁判長
予審の時に 。
被告
検事さんの時と同様で異ひはありません。
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裁判長
お前は曩に検事が云はれたやうに、國重の首に懸紐をかけてから殺す気持にな
たと云ってゐるが、又お前はさう述べてゐるが左様か。
被告
それはハッキリと覚へてゐませぬ。
裁判長
お前は警察の取調に対して、國重は最初は取り静める心算であったが しか 國
重が平素乱暴をなし又色々暴言を吐くので将来を思って殺意を起したと云ってゐるが。
被告
その時に云ったのは間違ひです、当時は弟が死んだので恐ろし 云ったも
ので、事実は左様ではありませぬ、とて予審での陳述を翻して、殺意のなかった点を力説し、裁判長との間に押 問答があり
裁判長
次に國重が死んだ時に、兄の伊勢次が来た時は死んだ後であるか。
被告
左様であります。
裁判長
兄伊勢 が来た時は、足を動かせてゐた で、左様なむごいことはすなと伊勢次
は云ってゐるのだが。
被告
決して左様ではありません、死んだ後です。
裁判長
その時に兄の は、國重の死を縊死したことにしたらと云ったと ふたが左
様か。
被告
云ひました。
裁判長
自首した時に、もう家へ戻らぬかも知れぬから、後を のむと云った ふ
左様か。
被告
云ひました。
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裁判長
お前は今迄何をしてゐたのか。
被告
私は二十七八の頃家を出て北海道に出稼に行ってゐた、半年位ひして青森へ引き返
へて、其処で現在の妻を貰ひ、福島の炭鉱で二ヶ年間暮し、土佐へ帰って色々と職業を変へてゐた。これにて、大体被告に対する訊問は終了し、裁判長は弁護人に対して、被告に聞きたき
事はないかと促し、水野弁護人より「隠居家
に於て國重と小笠原巡査に引きずられて行っ
たと云ふ事」につき被告は之を認め、更に「縄をもって首にかけたのは國重が自分の体を保護する為めであったのであるか」に対し、被告は殺意もなく又取り静めるよりも更に自分を防禦 る意思であったと述べ、高石弁護
人より「被告が隠居屋に連れられたのは、兄
伊勢次に頼まれたの るか」 被告はこれを認め、これにて被告の訊問終了。
陪審員第二番から、質問の第一声を放つ
あまり影響がないことだとて
裁判長から簡単に説明
証人巡査小笠原正豊出廷し、型の如く宣誓をなし小笠原証人
裁判長
十日の夜伊勢次方に於ける國重の挙動について訊問するが、婚礼の夜の客は何名
位ひか、又國重は如何なる動作であったか。
証人
客は三十名位ひでした、國重は酒場で「俺は前科者であるから盃を受けとらぬ」な
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どと云ってゐたから、私は大切な処であるからと云って制しました、暫く落ちついて居りましたが再び乱暴を初め出しまして、ＯＭ勝義その他貞次の頭を殴ったりしました。それで私がこれを制すると 「俺は自転車の二、三十台は盗んだ事がある、巡査がくゝるならやって見よ」と云って暴れだした その後貞次と國重 が喧嘩を初めまし 、そして國重は庭先に倒れ、貞次は側で酒樽をもってゐました。それから國重は引きずられて隠居部屋に行きましたが、國重は今夜俺を殴った奴は後でやっつけてやるとて乱暴 ましたので、私 右手を後に向けメンシ紐で縛りつけました、そして約十分間位ひ置した。そし 、私 十時頃、伊勢次方を立ち出でまし 。
裁判長
その時、國重はどれ位ひの酔ひ方であったか。
証人
余り泥酔とは思ひませんでした、其の足どりなどに於いて決してグデ
く
ではあり
ませんでした。
裁判長
貞次が駐在所へ自首してゐたのは、何時頃であったか。
証人
夜の二時頃でした。
裁判長
その時、貞次はどう云ってゐたのであるか。
証人
貞次は、國重が乱暴するので取り静めやうと が、暴れるので縄をかけた、又國
重は平素乱暴するから、このまゝで置くと人を殺すか又何をするかも知れぬの 、他人に迷惑をかけぬやうにしたいと思って殺しました、と涙 流して云ひました。
裁判長
貞次は心からそう云ってゐたか、おまえは又さう信じたのであるか。
とて小笠原巡査は、 「貞次が自己の防衛の為めに國重を殺したものでなく、他人に迷惑をかけるから殺したものと思ふ」とて、被告の陳述に反して、検事局並に予審で取調べの事実
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を認め、
（注、裁判長）
故に現行犯としてこれを取扱ったのか。
証人
左様でございます。
これにて、証人小笠原に対する訊問を終ると、裁判長は、証人に対して陪審員は訊ねる
ことはないかと聞き、陪審員第二号は第一声を放ち起って「被告が自首した前後の模様について承りたい」と述べたが、余り影響のないことで、裁判長より簡単に説明し、証人は退廷する。
次いで、証人同村収入役ＹＳ榮入廷、
ＹＳ証人
「午後七時頃行くと、客人は約廿四五人居ました。皆が酔ふて居るだらうと思
って行くと、被害者國重が皿鉢をソチコチ投げて居ました、火箸を以て貞次の頭を叩いたり乱暴して居ました。小笠原巡査が大切な晩だからと制止すると、一時収ま たが、貞次が「今夜はお主も酔ふて居るから皆にすまぬ」と彼方の部屋（隠居家）へ引張って行きました 、庭で太い声が ました、喧嘩して居る事と思ひましたが、暫くすると静 と思ふと、小笠原巡査が出て来 、国重 未だ喧しく云て居る で、小笠原巡査が手を後ろへ廻してくゝって居る様に見受けました、貞次が「余り乱暴しては行かぬぞ」と云ふと國重も「もう乱暴せぬ」と云ふので解い や ま た。 「皆飲み直 て呉れ」 の事でしたが、私は小笠原巡査と一緒に帰りました、國重の乱暴は始めて見ま たが、常々話には聞いて居ました」 。
次いで、証人ＯＭ壽吉呼び出され入廷、
ＯＭ証人
「私は午前九時頃から行って、料理の手伝ひをして居ました。三時頃、國重が
来て酒を呑んで たが、隠居で喧嘩が始まって居るとの事で行って見ると、ホウシキを
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て居る七十何歳の父渡右衛門を殴ると云ひ、兄の伊勢次にもかゝっ 居 何や彼や煮〆を入れた鍋など散らかって居まし ので、渡右衛門 伊勢次とを出 て置 國重へ訓戒すると、 「モウせん」と云って居る所へ 貞次が戻ってき し 、肴を急 呉れとの事で料理にかゝりました、其の時が午後四時頃でその後の事は知り せん。
次いで、証人ＯＭ克義入廷、
ＯＭ証人
「午後五時半頃、伊勢次方へ行くと、國重君がＭＭ貞次君の戸を一ぱいあけ放
ち、國重は大変酔ふて居まし 。結婚儀式が約一時間かゝりましたが、國重は破れたるフンドシを二尺ばかりブラ下げ、皿鉢の上をソケコチ飛び越えて「お主は飲まぬか」とつたり、まきかけたりして居ました。貞次が歌を歌って居ると「ヤギおかしな歌を歌 ず黙って居れ」と國重が罵倒 ました、そこで貞次が黙り込んで ると 床前に座った小笠原巡査の頭の上に座蒲団をかぶせました、小笠原巡査が注意すると、 「俺は二度 監獄へ行って居るが、くゝりや縛って見よ」と暴言 吐き、何処からか火箸を持って来て振り廻はし、酔ふても居らぬ貞次君を逆に「酔狂すな」と突き倒しました、私は危い 思っ 火箸を囲壇裏へかくしまし 。國重君のやり方は余りヒ
ドイと思ひました、伊勢次方の者は皆顔色
をかへて居ました。
次いで被告及び被害者の実兄ＭＭ伊勢次入廷、
ＭＭ証人
「長男の嫁にＹＳ収入役の従妹を貰ひ、十日の日に式をしました。國重は昼の
二時頃、貞次も山から一緒に帰りました。酒は國重は何の位呑んだか判りません、貞次の事も十分判りません、國重は一升余 も呑みましたらう。式中は國重も静かに て居 ましたが、酒宴になると客の頭を叩いたと云ふ事ですが、火鉢で貞次の叩いた して居るの
- 629 -
を見ました。父をいぢめて鍋を投げたりした事は式の前で、人の知らせで隠居へ行って宥めました、すると「何なら」とつかみかゝって来ました、どうした拍子か右手の中指が國重の口にさはって噛まれました。酒席で暴れ出 て、小笠原巡査の宥めもき ぬので、私も側へ行って國重と喧嘩しました、小笠原巡査の掾へ置いてあった佩剱で、國重が障子を切った時は見 せざ たが、物音で直ぐ知りました、又妙な「ボン
く
」と云ふ音がした
から振り向くと、國重の眉間に血がにじんで居ました、それでも安心が出来ぬので、小笠原巡査に頼んで縛って貰ひ が、之れで暫時静 って夜中頃には寝かせてありました様ですが、其の後喧嘩の様子 知りません、 かし妙に気にもかかるので行って見ると国重が絞められて居る様でしたから「どうした事か」と申し 入口 頭を向け 居ましたが、足先も見えました。それで直ぐ紐をゆるめて見ますと、紐は二重に っ 居ました、モウ國重は死んで 、貞次は「押へつけ 死んだから、わしは何年牢へ入っても仕方 ないか 自首して出る」と涙を流 云ひ 首をくゝっ 様な風にすればよいなどとは申した事はあ ません」 。
此時裁判長は、 「お前は、國重が死んで居る所を見れば、水でも吹きかけて助けて見る方
法を取って見なければならぬのになぜしなかったか」と詰問され、証人
「それはせんならん事でしたが、のぼせてようしませんでした、
と大分苦しさうな答へを して、同人の調べは之で終り 証人泰親眞は医師と て、被告の創傷の部位其の程度並に被害者の死体其の時期等について 出廷訊問に入り、型の如く宣誓あり、
泰医師証言
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裁判長
「鑑定員として、一月十二日附で、國重に対し又同日貞次に対しての鑑定は相違
ないか。死体の有様はどうなって居たか述べて貰ひたい どう云ふやうに首 くゝられてゐたか（とて國重がくゝられてゐた細紐を示し）云って貰ひたい。
証人
「細紐は二重になってゐました、二条を一重にしめたもの しく、その跡がついて
ゐました、首筋に深い溝があり、二条のうち上の溝は下のよりも深かっ ので、相当力強くやった結果と思ひます。
裁判長
その紐は他人で締めたものか、それとも一人で締めたものと思ったのか。
証人
自分でやったものとは思はれませぬ、他人にしめられて窒息したものと思ひます。
とて紐でしめた際に起る、咽喉其の多内蔵等の症状を具体的に陳述し、更に貞治の傷に
ついて訊問し、裁判長
國重の鼻の傷はどうしたものであるか。
証人
これは鼻を押しつけた為めであります。
裁判長
鼻柱は折れてゐたのではないか。
証人
折れては居りませぬ。
これにて、証人に対する訊問ををはり、水野弁護人より酒を飲んでゐると出血が多い又
酒を多量に飲むと死にやすいことはないかと訊ね、証人は多少左様なこともあらう 述べて、証人は退廷し、昼食の為午後一時一と先づ休憩、二時十分から再び開廷、第一次弁論に入る筈。
特別傍聴席に控訴院長も見えて
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一般傍聴席は満員
空前の物々しい法廷気分
何でも新しい珍らしいものは、見たい聞きたいが人情、それが民衆を神聖なる裁判に関
与せしめる新制度の陪審裁判とあっては、何人も是非覗いて見たくなるのは道理である、放火のトキ子事件の様に色っぽい事件ではないが、熱心な一般傍聴人は早朝五時頃から、折柄の豪雨を継いて裁判所構内へつめかけ 、ヤット傍聴券にありついた人々はほく
く
もので、定めの時刻に入廷して、大入満員の盛況を呈したが、外に特別傍聴人として弁護士会の連中も多数が片隅へ陣取る。大阪から
態々視察に出張の谷田控訴院長や石井高松地
方裁判所長、当地の地方区両裁判所判検事殆んど全部、法官席の背後に椅子を並べて傍聴する、其の他にも関係方面の特別傍聴少からず、まことに当地方裁判所始まって以来の物々しい緊張した法的気分を横溢させた。
裁判関与の陪審員
十四名の氏名年齢と職業別
当日呼出を受けた陪審員は、遠きは土佐郡地蔵寺吾川郡横島村あたりの人もあり、之等
は無論前日から泊りがけで出かけて来たと思はれる 、午前七時頃 は早くも五名の出頭があり、受附へ出頭を届出でて夫々控室へ導かれ、定刻八時半には三十六名中三十二名まで揃ふた、内抽籤で決定した十二名と 予備員二名計十四名 住所、氏名、職業 年齢は
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左の通りである。尚ほ、当籤したが辞退 者が二名ある。高知市農人町
農作
中山能之助（明治廿一年生）
土佐郡鴨田村鴨部
農作
土居繁馬（明治六年生）
同郡初月村円行寺
農作
大崎銀彌（明治三年生）
吾川郡伊野町
農作
中島左金治（明治五年生）
長岡郡三里村仁位田
庸作
濱田明矣（明治十六年生）
同郡稲生村
農作
中澤喜太郎（明治十四年生）
同郡三和村浜改田
農作
中村銀之助（明治十二年生）
同郡大津村
農作
隅田英（明治三十一年生）
同郡大篠村大通
農作
高田重治（明治二十年生）
同郡後免町
織物被服類販売
植野成馬（明治廿五年生）
同郡長岡村上末松分
農作
依光菊太郎（明治七年生）
同郡岡豊村中島
農作
濱田薫（明治廿二年生）
（補充員）土佐郡地蔵寺村栗の木
農作
長野常彌（明治三年生）
吾川郡弘岡下ノ村
農作
吉良禎吉（明治七年生）
紋付羽織や背広で
和洋思ひ
く
の
民衆的な陪審員の服装
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抽籤で決定し裁判に関与した十二名の陪審員
と補充員二名、この日の服装はと見ると、
洋服四人に和服十人といふ振合ひ、洋服は殆んど背広で、和服は紋付羽織が三人、縞の羽織が七人、いづれも勿論袴着で威儀を正して居たが、思ひ
く
の出立ちである。
法廷の威厳を一層引立たせる為めに、陪審員にも法官に準じた類似の揃った法服を制定
して著用させる事にしたら宜しからうとの一説もないではないが、見苦しい服装でない限り、区々の出立ちで 殊更らしく構へないのが民衆を代弁する陪審員らしくてよいと云って、現在通りの服装に賛成 てゐる者もあるし、観方は様々だ。
「大阪時事」昭和四年三月二〇日12高知の陪審裁判高知地方裁判所の陪審公判は、十九日午前九時半から、高知地方裁判所新陪審廷にて開
廷、多田裁判長、川崎、山崎両陪席判事、加藤検事正立会ひ、水野、高石両弁護士列席の上、香美郡□□□村ＭＭ貞次
（三十九）
が実弟國重
（三十四）
を殺害した事件につき審理を始め、
十二名の陪審員を抽籤して陪審せしめたが、被告は一切殺意を否認し、首を締めて居るうち死んだも だと述べ、証人調べを為 たる後 陪審員は被告が自首 た前後につき質問し、畑医師の証言あり、午後二時より水野 高石両弁護士の弁論があったが 傍聴席満員で傍聴券を発行した。 （高知）
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「大阪朝日
徳島高知版
」昭和四年三月二一日
13高知の陪審公判
実弟殺しに同情ある判決
陪審員は殺意を認定
刑の執行猶予を言渡さる
高知県香美郡□□□村木炭製造業ＭＭ貞次
（四十）
にかゝる実弟殺しの陪審公判は、既報の
ごとく十九日、高知地方裁判所で開廷、証人として駐在巡査外五名の訊問があったのち
加藤検事正は、 「この殺人事件の争点は、被告貞次に殺意があったか否かといふ点である、
殺害の原因動機には大に同情すべきものがあるが、同情は同情で事実は枉げられない、被告は当法廷で殺意はなかったと陳述してゐる 、被告は國重の首に縄をかけるまでは犯意がなかったが、縄が國重の首 うまくかゝったので これを機会に國重をな亡きものにして、一家の禍根を断たんと、急に殺意を生じ絞殺したものである」と論告し、これに対し、高石、水野両弁護士は、被告 殺意はなかったと極力弁護し
裁判長から、陪審員に対し問書交付し、陪審員らは別室で評議の結果、被告人に殺意が
あったと認定した。それより、加藤検事正は、情状酌量の上懲役二年を至当とすると同情ある求刑をなし 高石、水野両弁護士は熱心に執行猶予論を試み、午後七時半閉廷したが、さらに二十日午後一時から開廷、多田裁判長は、被告が実弟を絞殺するまでには頗 同情すべき点が るとて、懲役二年、三ヶ年の執行猶予をいひ渡し、今後はたとへどんなこがあっても決して短気 ことをするなと懇々と諭す ころあったが、被告貞次はこ 寛典
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に被告席に泣き伏し、裁判長を拝まんばかりに嬉し涙にかきくれながら退廷した。
「土陽新聞」昭和四年三月二一日14□□□の実弟殺し
懲役二年の判決下る
三ヶ年間執行猶予
本県最初の陪審裁
香美郡□□□村□ 字 □木炭製造業ＭＭ貞次
（三九）
が、日頃性行粗暴であり、窃盗の前
科も二犯あり且つ酒癖悪き実弟國重が、本年二月十日の夜半過ぎ、長兄同姓伊勢次の長男清兼の婚礼祝宴席上、手のつけられぬ乱暴をはじめ、之を取り鎮めんとした所、兇器を以て反抗され、之を縛って絞殺したといふ殺人被告事件は、既報の通り、本県最初の陪審公判に付せられ、午前八時半より午後七時半に
終り、公判手続を進め陪審員の評議は殺意あ
った事を認定答申し、立会検事としては犯行の原因動機については極めて同情 寄せ、情状酌量の上懲役二年の論告求刑をなし、水野、高石両弁護人は最初正当防衛な として論じ、陪審が殺意を認めた以上は止むを得ないから、此の上は情状を大に酌量されて極めて軽き刑の量定をなし且つ執行猶予の寛典に預
りたいと力説弁論を試み、結審閉廷となって
居たが、本日午後一時、多田裁判長より懲役二年 三年間執行猶予の判決が宣告された。
「土陽新聞」昭和四年三月二一日15
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□□□実弟殺
判決主文と理由
香美郡□□ 村 □字□□木炭製造業ＭＭ貞次
（四〇）
が、粗暴な実弟同姓國重
（三二）
を絞
殺したといふ殺人被告事件は、夕刊所報の如く、多田裁判長より懲役二年（三年間刑の執行猶予）の判決が宣告され、被告貞次は此の同情ある寛大なる判決を受け 木訥なる面上につゝみ切れぬ喜色をあらはし 幾度か頭を下げて退廷したが、 決主文並に理由 概要は、左の通りである。
判決主文
被告貞次を懲役二年に処す但三年間刑の執行を猶予す
理
由
被告人貞次の実弟ＭＭ國重
（三二）
は、性粗暴にして酒癖悪く、曩に窃盗罪に因り二回処罰せ
られたることあり、一家隣人に嫌忌せられ居たるものなる処、昭和四年一月十日夜、被告人貞次の実兄高知県香美郡□□□村□□ＭＭ伊勢次方に於て 同人の長男清兼の婚姻祝賀の宴開か 、其席上國重は酔余客 対し罵言暴行を加へ非礼甚しかりしより、被告人貞次は國重を戒め且つ之を宥めんとしたる 、同人は却って反抗し火箸を以て被告人貞治之頭部を殴打し、遂に伊勢次方本家前庭に於て格闘したるも、宴席 列 居たる巡査小笠原正豊等の制する所となり、同人等に於て國重を伊勢次方隠居家に連行きたり、然 に同の暴行猶止まざり より、小笠原巡査は國重を懲戒せんが為め細綱を以て同人の両手を縛
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したるも、被告人貞次の乞により之れを解きたる処、國重は被告人貞次に対し親兄弟を殺害すべし其の住家を焼払ふばしと放言し、炉辺にありたる出刃庖丁を振上げたるより、被告人貞次は再び國重と格闘し同人 於て出刃庖丁を床に落したるも、当時酩酊し居たる被告人貞次は寧ろ同人を殺害し一家隣人の禍根を絶つに加かずと決意し、翌十一日午前一時頃、右隠居家に於て手近にありたる右細綱を以て國重の頸部 巻きつけ、同人の背後より強く之を絞めつけ窒息に因り即死せしめ、其
の後間もなく該犯行発覚前□□□村安丸巡査
駐在所巡査小笠原正豊に対し自首したるものなり、法律に照らすに、被告人貞次の右所為は、刑法第百九十九条に該当するを以て、同条を適用し所定の有期懲役を選択し処断すべき処、所犯情状憫諒すべきものなるを以て 同法第六十六条、第七十一条 第六十八条第三号 則 の減軽を為し、被告人貞次 懲役二年に処すべく、尚ほ右犯行の動機、犯行当時被告人貞次が酩酊し居たる事実 被害者國重の暴行等に鑑み右刑の執行を猶予すべきを相 と認むるを以て、 法第二十五条に則り三年間之を猶予 依って主文 如く判決
熱心なる陪審員
公平に判断下し、好成績を示された
加藤検事正
談
今度の陪審裁判で、陪審員諸君が非常に熱心なる態度を以て、細心なる注意を払はれ、
適当なる判断をされた事は敬服する所である。事案はまことに同情のよせらるゝ事件であ
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ったから、諸外国の例に徴して、無理に被告の罪を軽く見るとか、或は無罪に見るとかと云ふ結果に陥りはせぬかと竊かに心配して居たが、陪審員諸君はよく其の職責 もとらず、認定をされたのは結構であった、事実は事実として認定されるなれば 夫れ以上は刑の量定についてユトリ ある訳 るから、裁判所の判決になった様に刑の執行猶予といふ結果になっても、私から 実刑を求めて居たと謂に乍ら、又結構であらうし、敢て私か 反対はせぬのである。陪審員諸君がよく法廷に於 事実証拠、弁論等 聴き取り、誠実公平に判断されたかは寔に結構で、よい模範を示された訳である。普通 裁判では、裁判所向って弁論する が、陪審では陪審員によく諒解される様との趣旨 論ずるのであるから、出来るだけ常識的 論告を下した次第である 水野弁護人の弁論も大に結構ったと感服して居る。云々
流石に言論の国
此の成績を以てせば前途祝福するに足る
多田裁判所長
談
色々新聞でも配慮されて、陪審員の心得などよく徹底せしめられ、最初の陪審裁判に好
成績を納め得た事は、御苦労に存する。自分は裁判の局に当り、陪席と合議の上判決を下したのであって、別に申し上げる事もないが、陪審員諸君の態度頗る熱心で洵に申分なく、裁判所の問書に対する答申に二時間近く 評議を重ねられ、其労を惜しまず職責 尽された事は、流石に高知県は言論の国であ 心 た次第である。
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熱心は熱心であっても、徒らに時間を費し所
謂小田原評定に終っては何にもならぬのみ
ならず、裁判の進行を阻害し悪例を胎すので聊か此の点を心配したが、適当の時間内に評議を決して答申された事は喜ぶべきであった、此の成績を以てすれば十分前途を祝福するに足るものと信じて疑はない、又水野弁護人の弁論なども流石に多年の経験をもって老巧円熟其の所論に感服した事であった。云々②殺人被告事件昭和六年五月二九日判決１「大阪朝日
高知版
」昭和六年二月二四日
刃渡り八寸の出刃で殺害
女房と駆落した
男の胸部を刺し
高知県幡多郡□□村字□□ＴＨ銀松
（四十一）
妻ふき
（三十六）
は、かねて同村同字のＯＭ熊江
（四十一）
と関係を結んでゐたが、つひに去る十七日、二人は愛媛県宇和島市へ駆落したので、
銀松は大いに激昂し、二十二日午後七時ごろ、両名が帰郷 のを聞付け、刃渡り八寸の出刃庖丁をもってＯＭ方へ乗込む途中、大宮県道でＯＭ ばったり会ひ、突如右の出刃庖丁をもってＯＭの胸部を刺し即死せしめたが、直に同村津野川駐在所巡査に取押へられ目下取調中。２「大阪朝日
高知版
」昭和六年五月二九日
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殺人事件の陪審公判
被告犯行を否認
幡多郡□□村字□□樽屋ＴＨ銀松
（四十一）
が、本年二月二十二日午後二時ごろ、同村のＯ
Ｍ熊江
（四十一）
を路上で闘争の上殺害したといふ事件の陪審公判は、二十八日午前九時から、
高知地方裁判所で、岡崎裁判長係、加藤検事正立会、小林、山岡両判事及び陪審員十二名、補充員一名出席の下に開廷され、被告は喧嘩になったところまで知 ゐるが、その後のことは少しも知らぬとあくまでも犯行を否認し、正午休憩、午後一時半から再開 ＴＨふき外九名の証人調が行はれた。３「大阪朝日
高知版
」昭和六年五月三一日
殺人樽屋
懲役四年言渡
幡多郡□□村樽屋職ＴＨ銀松
（四十一）
が、喧嘩の末ＯＭ熊江を殺害した事件の陪審公判は、
二十九日午前九時から、高知地方裁判所で続開、加藤検事正は、被告に殺意あったもの認めると述べ、陪審員また被告に殺意あって殺害したものであると答申したので 求刑通り懲役四年（拘留四十日通算）の判決を言渡された。③放火未遂被告事件昭和九年七月日判決
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１「大阪朝日
高知版
」昭和九年七月三日
第三回目の陪審公判
五日に放火未遂事件
幡多郡□□村字□□内炭焼業ＳＭ政重（
二十八年
）にかゝる放火未遂の公判は、いよ
く
本県
における第三回目の陪審公判として、五日午前九時から、高知地方裁判所で、柴田所長が裁判長となり、香取検事正が立会検事として開廷されることに決定。
なほ、当日呼出される三十六名 員は、すでにそれ
く
通知が発せられた。
２「大阪朝日
高知版
」昭和九年七月六日
証言いづれも被告に不利
幡多の放火未遂事件
きのふ陪審公判
本県第三回目の陪審公判、幡多郡□□村ＳＭ政重（
二十八年
）が、本年二月一日、かねて内縁
関係にあった同村□□内のＴＺ小浪所有にかゝる松煙小屋に放火し未遂に終った公判は、五日高知地方裁判所で、柴田裁判所長係、片寄検事立会、岩本仙吾ほか十一名の陪審員出席の上開廷、
裁判長の訊問に対し、被告は「以前小浪とは関係はあったが、小浪に添ひとげる訳にい
かない事情があったので、談合の上別れたもので、何ら小浪に含むところはなく、従って
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放火する理由はない」と、あくまでも公訴事実を否定し、
ついで証人調べに入り、小浪は「別れたのちも、やはり執拗につきまとった」 、ＳＨ玉行
は、当日被告とカルタをとった覚えはない」と被告に何れも不利な証言をなし、
更に、小浪の婿養子のＳＨ市太郎の調べあって、正午休憩、午後一時再開、証拠書類お
よび証拠物の取調べ、裁判長の説示後問あり、ついで陪審員は別室で評議答申した。３「大阪朝日
高知版
」昭和九年七月七日
陪審員からの答申「然り」
放火未遂に二年六月
本県第三回目の陪審公判たる幡多郡□□村炭焼業ＳＭ政重（
二十七年
）にかゝる放火未遂公判
は、五日午後、高知地方裁判所で引続き開か
れ、柴田裁判長の発問に対し、陪審員は「然
り」と答申、裁判所では合議の結果これを採用、片寄立会検事から、懲役二年六月を求刑、判決は七日。４「大阪朝日
高知版
」昭和九年七月八日
放火未遂に一年半の判決
陪審公判
幡多郡□□村炭焼業ＳＭ政重（
二十七年
）にかゝる放火未遂陪審公判は、七日高知地方裁判所
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で開廷、柴田裁判長から懲役一年六ヶ月の判決があった。
七
陪審裁判に対する判検事・弁護士の感想
陪審法が施行されて一周年を記念して発行された、 『法曹会雑誌』陪審法実施記念号
（第７
巻第
号、一九二九年一〇月）
には、全国の裁判官・検察官などの陪審法実施に対する感想が収録さ
10
れている。また、 『法曹公論』陪審法施行三周年・新民事訴訟法施行二周年記念号
（第
巻第９35
号、日本弁護士協会・一九三一年一〇月）
には、全国各地の二〇〇余名の法曹
（大部分が弁護士）
から、陪審法
と新民事訴訟法についての感想が寄せられている。
こゝでは、 「判検事の感想」は、 『法曹会雑誌』陪審法実施記念号から、 「弁護士の感想」
は、 『法曹公論』陪審法施行三周年・新民事訴訟 二 記念号から採録した。（注）全国の判事・検事・弁護士らの感想を分析したものには、林正宏「わが国 審裁判実 後の反響
法曹らによる感想集から」 （ 『法
学セミナー』第
巻第８号、一九九一年八月）があるので、参照されたい。36
１
神
戸
（一）判検事の感想①「陪審法実施後の感想」
神戸地方裁判所長
東龜五郎
陪審法施行後約一ヶ年になるが、其間陪審手続に依り 理された件数は、吾人が最初予
想したる十分の一にも達しない。法定陪審事件の大部分は、皆被告人より辞退し、折角鳴
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物入で宣伝した大道具も、其寂莫を感ぜざるを得ないのである。何故多数の被告が辞退するかと云ふに、之は恐く現行陪審法の規定は、被告等 予想を裏切った為で なからうかと思はる。江木博士を始めとし 吾人 先覚者等が多年唱道し来った所謂陪審は、英米夫れの如く陪審員をして罪責問題迄も決定せしむるにあり。即ち、官僚裁判は釘附であるから、国民をして常識 依って涙ある裁判を為さ めようと云ふに在りて、多数の人も左様に考へて居たのであるが、現行陪審法が施行されて見れば、之は又案外に陪審員 関与する範囲は甚だ狭く、只証拠 犯罪構成要件 み 評議答申する 止 、陪審員に対しては犯罪の情状問題すら論議することを許されない、其上陪審事件となれば検事よりも水も漏さぬ証拠調を申請し、夫れで尚不当の答申と見れば更新して、結局裁判所 思ふ壺に入れる様になる、而も之に対しては、最早控訴を許さぬと云ふ あ から、被告人浮む瀬はないことになる。陪審事件の被告人も 有利な判決を受けたもの あるが、此或は普通事件としても同一の結果になったらうと思はる。そうなれば、一層始めより普通手続に依れば手続も簡単 済み 裁判官丈に縋り情理を尽して涙あ を求めた方が得策であり、尚不服なれば控訴の出来る利益もあれば、偖こそ辞退するものでなからうか。勿論、 被告人とな
りし者の心理は一概に断定出来ぬが、若し以上の理由で辞退するものとす
れば、今後と雖陪審事件の増加する見込はないと思ふ。果して然らば、陪審法 施行に依って、国民が国務に参与すると云ふ政治上の目的丈は達せられた訳だが、より良き為し錦上更に花を添へんとする目的は或は如何であらうか。早晩識者の考慮すべき時機は到来するだらうと思ふ。②「陪審法実施に付ての感想」
神戸地方裁判所部長
加藤健一
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一、被告人は、陪審法廷に於て殆ど総て、警察官吏より凌辱を受け又は種々詐言を用ひられたる為め、虚偽の自白を為したる旨弁解す。其弁解は、必しも全部信用し難きも、多少之に似 事実ありし疑を懐かしむるものあり。之れ、司法警察官吏が余りに被疑者の自白にのみ重きを置き過ぐると、捜査 関する知識訓練の足らざるが為なるべし。又、司法警察官吏が、法廷に於て証言するに方り、被告人の不利益の方面のみを陳述し、被告人の利益の方面を看過せる嫌ありものあり。又、余りに興奮し 公正なる態度 欠ける感を懐かしむるものあり。要するに 優良な 司法警察官吏 養成の必要あり。二、予審に於て、被告人が犯罪を自白 た 場合に 訊問簡に過ぐるものあり。予審判事は、被告人の自白せる場合には、犯罪の動機情状を詳細に訊問する必要あ 。蓋し、陪 員に其調書の要旨を告ぐ 方り、其記載余り 簡に過ぐるときは、被告人が真意より自白したりや否や、陪審員をして之
判断せしむこと困難なればなり。又、予審判
事が終結決定を為すに方り、陪審 答申の を予め顧慮する必要あ 。例へば 殺人事件に於て、敢て未必的故意を認め得られざるにあらざるも 員の常識にては之を認め難しと思料せらるゝ場合あ 斯 場合には陪審の答申を顧慮し、寧ろ傷害致死 決定を為すを可なりとせずや。三、陪審事 付、弁護人官選の場合、検証 為遠方に出張の費用、 録謄写 費用を弁護人に全部負担せしむるは気の毒なり（他の官選弁護人の場合も同様なるも）何等か費弁償負担軽減の方法 きや。四、陪審事件の多くは放火事件な 。放火事件は 超過保険金詐欺 原因す 殊 多し、官民共に超過保険防止策を講ずる必要あり。
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③「法定陪審辞退の理由に就て」
神戸地方裁判所検事
遠藤常壽
陪審法実施当初に於て吾人は、陪審に付せらるゝ法定陪審事件多数あるは勿論、請求陪
審も亦相当の数に達すべしと予期したるに拘らず、現実陪審を要求するもの甚
尠きは意外と
する処なり。
同法実施以来本年七月二十日迄の間、神戸地方裁判所に繫属したる法定陪審事件八十六
件九十三人ある内、既済八十件内訳、辞退七十八 八十五人、陪審に付 たるも 二件二人及未済六件六人、其の内陪審 付 るこ 確定せるも 一件一人、他は未定にして 請求に依る陪審事件一 なし
右辞退者中、現在神戸、大阪両刑務所収容中の三十五名（他は不拘束又は他の刑務所に
移送せられた 為未調査）に就き、辞退理由を調査したる処、其 理由（一）速に審理判決を得度き為（二）控訴の途なき為（三）全然無頓着（四）弁護人の意見 従ひ（五）漫然普通裁判を有利と思料し（六）地方人は重大犯罪を畏怖する余公正なる判断を為し難しと思料し（七）当初より冤罪を主張せるものにして地方人の判断に委し難しと思料（八）知名の親族の名誉を慮り公判の誇大に吹聴せらるゝ 怖れ（九）可也裁判所に手数を掛けざる為（十）知人と面会 関係上郷里に近き支部裁判所所在 刑務所 永く居度き為
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（十一）多額の費用を要すと誤信したる為（十二）事実に争なき為にして、其の一部は、陪審制度の無理解に基く疑なきに非ざるも、多くは之を理解して辞退したりと認められ、其 理由は区々たるも、結局多数は陪審員の判断に危虞の念を抱き、反って裁判官の判定を信頼するものゝ如し。
該調査は、極めて小範囲に止り、之を以て全般の趨勢を推知するを得ずと雖も、陪審を
要求するもの尠きは、各地皆殆ど同様にして、其の理由は帰する処、陪審員よりも裁判官を信頼する念厚きが為に非ざるか。果して然らば、現行陪審制度の価値 付き疑なき能はず。素より同法実施以来未だ
朞年ならざる
に、其の結果に依り制度の当否を論ずるは早計た
るを免れず、宜しく今後の傾向を観て研究すべき問題なりと思料す。（二）弁護士の感想①前田途米一（姫路）
無用の制度なりき。殊に財政窮乏の今日より見て、一ヶ半ヶの犯罪審理の為め、多数の
費用と多数の国民の犠牲は到底比較にならず。殊に我国の裁判が不信用なり 云ふならば兎も角、其理由では無かった であります。只法案が議会に提出 当時は 大に歓呼之を迎へたるは事実なり。吾人亦其一人な しことを告白する 悲しみを持ちます。②岡島峯藏（神戸）
只無用の長物なりと思ふの外無之候
③佐伯成道（姫路）
無用の長物たるの感あり。思って陪審の権限に断定力なき為めと控訴不能のためか
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を利用して陪審裁判を受けたしとの要求少なし。④本田由雄（神戸）
裁判官、弁護士をして陪審裁判を嫌忌せしむる制度上 欠陥を芟除する 非ずんば、利
用の機来らず。判事、弁護士共に嫌ふ制度ならば陪審辞退の結果 必ず招来せ む。⑤鈴木恒幸（神戸）
断然廃止すべきものと考へます。
⑥千野國丸（神戸）
普通選挙法と共に昭和年間に於ける記念すべき陪審法の施行につき、世上、種々 悲観
論を聞くも、私は、本法は時 経るに従って、愈々、其立法の精神を発揮すべく、世界に対して、日本文化の程度を誇るに足 べき 標準たる好個の施設なりと存じ居り候 目下、刑法の改正の下準備行 れつゝありと聞き及び候処 社会共存共栄 趣旨に則り、人格権を尊重し、主観説を基調とする新刑法が行は ゝに至らば、陪審法は、愈々其機能を発揮し、社会通念を尊重し、裁判官の硬着を防ぐ上に
、絶大なる力ある制度なりと確信致居候。
⑦大白愼三（神戸）
陪審法不振は控訴不能が其の因を為して居るものと思ふ。或制限の許に控訴権を与へて
は如何。⑧失名氏（神戸）
廃止すること出来ざれば拡張すること。
⑨山下保治（神戸）
刑事事件を取扱はざる為感想なし。
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⑩中井一夫（神戸）
区及地方裁判所程度の判事は、常に其の検事局に遠慮し、なるべく其の顔が立つ様な裁
判をやり、中には裁判権独立の尊厳を自覚して居ないのかとさへ思はるゝ程の人もある。然し、控訴院の判事になると、其の見識は流石に検事局をも裁いてやるといふ態度にあるのを例とする。検事 気兼ねし乍らせられら
裁判に、控訴も出来ず、人間一生の大事をき
められてはたまらぬ これが陪審裁判不人気の真原因ではかからうか？⑪桑名富三郎（神戸）
陪審手続実施の数が意外に少なきには驚き入り候。惟ふ 之れ吾国民が封建制度の思想
より未だ完全に脱却せず、一種 事大思想の為めに茲に至れるかと存じ候。⑫松根秀彌（神戸）
伝家の宝刀として、猶ほ存置すべし。その之あるが為めに司法官を自重せしむ。今遽か
に廃止するに及ばず
。 之が実蹟は招来に期待すべ き也。
⑬濱家熊雄（神戸）
陪審員の修業不足を感ず。陪審制度に対 る
期待大き過ぎる、陪審に附せば何でも無罪
との錯覚は禍す。
２
徳島
（一）判検事 感想①「陪審法第七十九条第四項に対する疑義」
徳島地方裁判所長
坂本徹章
徳島地方裁判所の初陪審公判は、昭和四年三月十六日に開かれた。公訴事実は、 「被告人
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は昭和三年九月十日午前一時頃、厭世 結果居宅附近の野井戸に、長男××二歳をを沈めて、溺死せしめたるものなり」と謂ふに在り。被告人の陪審公判 於て弁解する処は 「××を野井戸に沈め、溺死せしめたるものに非ず。被告人は、買物の為家を出て野道を通行中、怪火が飛びたりと思ふと同時に驚き、夢中となり後正気付きた ときは ××を背負ひたる儘井戸に落ち込み居り、××は溺死し居りたるものなり」と謂ふに在ったが、之に付て私が問題としたのは、夢中と謂ふ弁解を刑法 心神喪失と解したるも、此心神喪失の事実は、陪審法第七十九条第四項の犯罪の成立 、阻却す 原由 なるべ 事実 謂ひ得るや否やである。之には積極と消極の二学説があるが、仮 之を積極に解し 尚右事実の有無を陪審員に評議せしむる必要あ 認む
るときは、裁判長の陪審員に対する発問の形
式は、主問として「被告人は（日時）故意を以て を（場所 野井戸に沈めて之を溺死せしめたるものなるや」 、別問として「若 然 とせば右所為は心神喪失中に為されたるものなりや」となる。別問は主問が肯定せられ る き答ふべきものなることは、学説に於ても異論なきを以て、叙上の発問の形式 為るものであるが、右主問と別問との間 矛盾の存することが看取出来る。即ち、主 に於 然り、別問に於て然りと答申ある き 主問に於 故意が肯定せられ 別問に於て心神喪失 肯定せらるゝこ に為り、明に矛盾である。然らば、主問中より故意の二文辞を除くと、犯罪構成要件が問はるべき （陪審法第七十七条）主問に於ては問は ざ こと 為 尤も、心神喪失当時の行為に 故意なるものは存せずと謂ふ見解から矛盾あり 謂ふのである。右の様な次第であるから、私は消極説を正当とし、裁判長も他の陪席判事も同様 意見で 裁判長 前述の主 のみを発し、心神喪失に付別問を発せず。陪審は然りと答申し、裁判所は之を採択し 懲役 年三
- 651 -
年執行猶予の判決をなし、判決は一審で確定し、事件は終局を告げたのである。結局、私は別問として発すべきものは 講学上違法阻却の原由たる事実に限るのが正当だと思ったのである。（二）弁護士の感想①大谷源之助（徳島）
聖護院
蕪菁は他国でウ
マク出来ませぬ。法律も作ってはいかぬ、生えた者でなければなら
ぬ、陪審法は
蕪菁だ。
３
高松
（二）弁護士の感想①中村俊久（高松）
執行停止の外なかるべしと存候。４
高知
（二）弁護士の感想①高石久壽吉（高知）被告人が、陪審裁判を回避するの風あり。理由は、控訴の出来ざること其一にして、地
方新聞が仰々敷書き立て世人を騒がすこと其二也、素人 事実認定より専門裁判官の判断に誤なしと信ずること其三なり。②西内徳（高知）
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有害無益、廃止を希望す。
③高松良吉（高知）
寒梅未だ開かず 鴬枝にまつの感を有す。
八
陪審公判を担当した判検事・弁護士の閲歴
陪審公判を担当した判検事・弁護士は、前記「二
陪審公判一覧表」に掲載した通りで
ある。
こゝでは、判検事の閲歴を『日本法曹界人物事典』
（第
1巻～第
5巻）
、 『司法大観』
（昭和
年・昭和32
42
年）
、 『官報』 、弁護士については『日本弁護士名簿』 、 『日本弁護士大観』
（昭和
年）
、 『全国弁護
37
士大観』
（昭和
年）
、 『官報』などを中心に紹介した。
52
著作・論文・評伝などは、 「国立国会図書館サーチ」 「雑誌記事索引集成データベース」
で検索したが、 「雑誌記事索引集成データベース」は、まだ「集成」にはほど遠く、その完成が待たれる。
なお、 『官報』
（昭和
年５月３日以降
）は、検索機能付きでデジタル化されたものが、国立国会
22
図書館内において公開されており、判検事の任官・異動・退官および弁護士の登録・登録換・登録取消は、氏名を打込めば検索できるが、出てこない履歴や人名が相当あり、精度は完璧とはいえない。また、 『官報』
（昭和
年３月まで）
は、国立国会図書館のオンラインサービ
27
スにより、インターネットで閲覧・謄写できるが、検索機能は付いていないし、昭和一九
（一
九四四）
年四月一日から四月六日までが欠落しいる。
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１
神
戸
（一）判事の閲歴①加藤健一
●明治一四年九月一一日生、豊橋市中八→豊橋市咆海、明治四〇年七月京都帝国大学法
科大学卒業、明治四〇年七月司法官試補・大津地方裁判所詰、明治四二年四月丸亀区裁判所判事、明治四二年八月高松区裁判所判事、
大正三年一二月京都区裁判所判事、大正五年
八月京都地方裁判所判事、大正一二年四月京都地
方裁判所部長、大正一四年三月立命館大
学講師嘱託、 正一五年 一 大阪控訴院判事、昭和三年七月神戸地方裁判所部長、昭和五年五月京都区裁判所監督 昭和七年五月大阪区裁判所監督判事、昭和八年六月大津地方裁判所長、昭和九年九月札幌地方裁判所長、昭和一二年五月仙台地方裁判所長、昭和一四年四月宇都宮地方 長
（ 「人物事典」Ⅰ～Ⅴ）
、昭和一五年九月新潟地方裁判所長
（ 「官報」昭
和
・９・
）、昭和一七年三月審院検事・退職
（ 「官報」昭和
・３・
～
）、昭和一七年四月公証人・
15
17
17
17
19
東京民事地方裁判所 属
（ 「官報」 昭和
・４・４）
、昭和一七年一一月公証人退職
（ 「官報」 昭和
・
・２）
、
17
17
12
昭和二一年二月弁護士登録・名古屋
（ 「官報」昭和
・３・
）、昭和二七年六月二六日登録取消・
21
19
死亡
（ 「官報」昭和
・８・６）27
②荻野益三郎
●明治三九年九月一日生、兵庫県氷上郡芦田村芳田、大正一一年三月東京帝国大学法学
部卒業、大正一一年五月司法官試補・神戸地方裁判所詰、大正一三年六月神戸地方裁判所予備判事、大正一四年八月神戸区裁判所 事、昭和五年八月高知地方裁判所判事 七
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年一月神戸地方裁判所部長 昭和九年五月大阪控訴院判事、昭和一一年一〇 阪判所部長、昭和一三年六月検事兼司法書記官
・東京地方刑事裁判所検事刑事局勤務刑事局
第四課長
（ 「人物事典」Ⅱ～Ⅴ）
、昭和一四年五月兼外務書記官
（ 「官報」昭和
・５・５）
、昭和一四年一一
14
月刑事局第二課長
（ 「官報」昭和
・
・２）
、昭和一六年八月大阪控訴院判事
（ 「官報」昭和
・８・
）、
14
12
16
12
昭和一六年一一月東京控訴院判事
（ 「官報」昭和
・
・５）
、昭和一八年六月宮城控訴院部長
（ 「官報」
18
11
昭和
・６・
）、昭和二〇年九月司法省調査官・大臣官房勤務
（ 「官報」昭和
・
・３、昭和
・
・５）
、
18
25
20
10
20
10
昭和二一年 月司法省終戦連絡部長
（ 「法曹大観」昭和
）、昭和二一年二月大阪地方裁判所長
（ 「官
32
報」昭和
・２・
）、昭和二二年一一月大阪高等裁判所判事
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和二四年三月
21
22
22
11
21
大阪高等裁判所部事務総括
（ 「官報」昭和
・４・
）、昭和三〇年六月札幌高等裁判所長官
（ 「官報」昭
24
15
和
・６・
）、昭和三三年八月福岡高等裁判所長官
（ 「官報」昭和
・８・９）
、昭和三五年一一月名古
30
17
33
屋高等裁判所長官
（ 「官報」 昭和
・
・９）
、昭和三六年八月大阪高等裁判所長官
（ 「官報」 昭和
・９・９）
、
35
11
36
昭和三七年八月定年退官
（ 「官報」昭和
・９・３）
、昭和三七年九月弁護士登録・大阪
（ 「官報」昭和
・
37
37
・
）、昭和五九年三月九日登録取消・死亡
（ 「官報」昭和
・４・
）
10
17
59
18
●明治三〇年九月一日生、 「本籍」兵庫県、 「事務所」北区中之島三―三朝日新聞ビル
一階、 「電話」 （
）七三七三～四・八〇〇一、 「自宅」豊中市蛍池三―一五―三二、 「電話」202
（
）一七六〇、昭和三七年弁護士登録・大阪（八五六〇） 、大正一一年東京大学法学部法852
律学科独法卒、大正一一年司法官試補、検事、昭和四 年司法委員会委員
（ 「全国弁護士大観」昭和
年）52●荻野益三郎「経済統制法令の疑義
(一
)～
(七
)」
（ 『警察研究』第
巻８号・９号・
号、第
巻第１号・第２号・
11
12
12
第３号、第４号、一九四〇年八月・九月・一二月、一九四一年一 ～四月）
、荻野益三郎「経済統制に於ける判例の
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指導性」
（ 『法律新聞』昭和
年１月５日）
、荻野益三郎「価格統制違反の犯罪事実表現」
（ 『警察研究』第
巻
17
13
第２号・第３号、一九四二年二月・三月）
、荻野益三郎「
刑事判例研究
指定期日に於ける受領者に付ての額
の基準と支店
（ 『法学新報』第
巻第５号、一九四二年五月）
、荻野益三郎「
刑事判例研究
麺類製造業者に対
52
する小麦粉の販売と昭和十五年農林省商工省告示第一号に所謂卸売」
（ 『法学新報』第
巻第６号、一九52
四二年六月）
、荻野益三郎「
刑事判例研究
毛織物の卸売と小売」
（ 『法学新報』第
巻第７号、一九四二年七月）
、
52
荻野益三郎「
刑事判例研究
沖縄県産黒糖の販売価格と昭和十五年北海道庁告示第八百五十五
号」
（ 『法学新報』第
巻第９号、一九四二年九月）
、荻野益三郎「
刑事判例研究
価格統制令第十三条に所謂「自
52
己ノ業務ニ属ス」との意義」
（ 『法学新報』第
巻第９号、一九四二年九月）
、荻野益三郎「価格統制令第二
52
条第二項末段の適用
（ 『法学新報』第
巻第
号、一九四二年一〇月）
、荻野益三郎「
刑事判例研究
昭和十四
52
10
年九月商工省告示第 百四十七 と製紙原料商間の紙屑の販売価格」
（ 『法学新報』第
巻第６号、一九53
四三年六月）
、荻野益三郎「経済統制法刑事判例一年の回顧」
（ 『法律時報』第
巻第２号、一九四四年二月）
、
16
荻野益三郎『
随筆集
判事の風呂敷包み』
（朝日新聞社・一九四九年四月）
、荻野益三郎「法窓余録
(１
)～
(６
)」
（ 『判例時報』
～
・
・
、昭和
年
月
日・
日、
12月１・
日・
日、昭和
年１月１日）
、荻野益三郎「裁
313
316
318
319
37
11
11
21
11
21
38
判のむずかしさ」
（ 『判例時報』
、昭和
年１月
日）
、荻野益三郎「幻聴」
（ 『判例時報』
、昭和
年８月
日）
320
38
11
342
38
21
●浦辺衛『わが国における陪審裁判の研究――
経験談による実態調査を中心として
――』
司法研究所調査
叢書第九号（司法研修所・一九六八年三月）
に「陪審裁判の経験談」として、 「第九話
荻野益三郎氏
（元大
阪高裁長官）
談
（神戸地裁当時）
」が集録されている。
③江場盛次
●明治二八年一一月一一日生、東京市四谷区大番町、大正一一年三月東京帝国大学法学
部卒業、大正一一年五月 法官試補・宇都宮地方裁判所詰、大正一二年四月東京地方裁判
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所詰、大正一三年六月奈良地方 判所予備判事、大正一五年一月高知地方裁判所判事、大正一五年一一月神戸地方裁判所判事、昭和七年四月仙台地方裁判所判事、昭和一〇年 月宮城控訴院判事、昭和一二年九月盛岡地方裁判所部長
（ 「人物事典」Ⅱ～Ⅴ）
、
発令年月日不明
仙台区裁
判所判事、昭和二二年 一月仙台地方裁判所 事
（ 「官報」昭和
・１・
）、昭和二三年一月仙台
23
24
高等裁判所判事
（ 「官報」昭和
・１・
）、昭和二四年一二月青森地方裁判所兼青森家庭裁判所判
24
28
事
（ 「官報」昭和
・１・
）、昭和二七年一〇月富山地方裁判所兼富山家庭裁判所判事
（ 「官報」昭和
・
25
10
27
・
）、昭和三二年一二月岐阜地方裁判所長兼岐阜家庭裁判所長
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和三
10
29
32
12
18
五年一一月定年退官
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和三五年一一月平塚簡易裁判所判事
（ 「官報」昭和
・
35
11
12
35
・
）、昭和四〇年一一月簡裁判事定年退官
（ 「官報」昭和
・
・
）
11
15
40
11
11
④友眞碩太郎
●明治一三年一二月二六日生、石川県珠洲郡東若山村、明治四一年七月東京帝国大学法
科大学卒業、明治四 年七月司法 試補・大阪地方裁判所詰、明治四四年一二月大阪地方裁判所予備判事、明治四五年七月長崎地方裁判所判事、大正四 一〇月長崎区大正六年九月大村区裁判所判 、大正七年七月長崎区裁判所 事、大正八年六月函館控訴院判事、大正一〇年七月宮城控訴院判事、大正一一年一一月公証人懲戒予備員、大正年八月 阪控訴院判事、 昭和二 八月神戸地方裁判所部長 昭和八年大阪地方裁 所部長
（ 「人
物事典」Ⅰ～Ⅴ）
、昭和八年一〇月徳島地方裁判所長
（ 「官報」昭和８・
・６）
、昭和一〇年二月青森地
10
方裁判所長
（ 「官報」昭和
・２・
）、昭和一〇年一〇月福島地方裁判所長
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭
10
19
10
10
16
和一二年三月大阪控訴院部長
（ 「官報」昭和
・３・
）、昭和一四年六月広島地方裁判所長
（ 「官報」昭
12
23
和
・６・
）、昭和一七年一月大審院検事・退職
（ 「官報」昭和
・１・８～９）
、公証人・大阪地方裁判
14
27
17
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所所属
（ 「官報」昭和
・１・
）、昭和二〇年九月公証人依願免
（ 「官報」昭和
・９・
）、昭和二二年七
17
13
20
21
月弁護士登録・金沢
（ 「官報」昭和
・７・
）、昭和二三年一二月登録取消
（ 「官報」昭和
・１・
、昭和
22
28
24
20
24
・２・
）、昭和二三年一二月石川飯田簡易裁判所判事
（ 「官報」昭和
・１・６）
、昭和二五年一二月
28
24
簡裁判事定年退官
（ 「官報」昭和
・
・
）
25
12
27
⑤中島貢
●明治二九年一一月三日生、岡山県児島郡藤
戸町、大正一〇年三月京都帝国大学法学部
卒業、大正一〇年五月司法 試補・神戸地方裁判所詰、大正一三年六月神戸地方裁判所予備判事、大正一四年八 神戸区裁判所判事、昭和一一年一二月大阪地方裁判所判事、昭和一三年一二月 阪地方裁判所部長
（ 「人物事典」Ⅱ～Ⅴ）
、昭和一五年一二月大阪控訴院判事
（ 「官報」
昭和
・
・
）、昭和一七年一一月大阪地方裁判所部長
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和二二年一一月
15
12
27
17
11
20
岡山地方裁判所判事
（ 「官報」昭和
・１・
）、昭和二四年一月兼岡山家庭裁判所判事
（ 「官報」昭和
・
23
24
24
２・３）
、昭和二四年三月三一日岡山地方裁判所判事部事務総括
（ 「官報」昭和
・４・
）、昭和二五
24
15
年九月依願免本官
（ 「官報」 昭和
・
・
）、昭和二五年一〇月弁護士登録・岡山
（ 「官報」 昭和
・
・９）
、
25
10
12
25
11
昭和三七年一二月登録取消
（ 「官報」昭和
・１・
）、岡山地方裁判所判事、昭和四一年一一月定
38
23
年年退官
（ 「岡山の弁護士」昭和
年）
、昭和五〇年三月二〇日登録取消・死亡
（ 「自由と正義」昭和
・５）
51
50
●「生年月日」明治二九年一一月三日、 「死亡年月日」昭和五〇年三月二〇日、 「出身地」
倉敷市藤戸町、 「事務所」倉敷市藤戸町、 「家族」長男中島光彦、倉敷市藤戸町天城 四八、「経歴」大正一〇 三月京都帝大英法科 八 神戸区裁検事代理、大正一二年四月東京区裁検事代理、大正一三年六月六月判事、昭和二 年九月退職 昭和二五年一〇月岡山弁護士会入会 昭和二八年岡山県地労委会長、昭和二九年五 登録取消
（注、正し
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くは、昭和三七年一二月二七日請求により登録取消。 「自由と正義」昭和
・２）
、判事任官（岡山地裁部長判事） 、昭
38
和四一年一一月定年退官、昭和四一年一二月岡山弁護士会入会、
中島先生は、謡曲で有名な藤戸の出身である。藤戸には、農地解放前には星島 日笠、
中島の三家が所謂、大地主として君臨していた。先生はその中島家の総領として出生された。それだけに大変応揚で心の素直な方だった。……
（会員
岡崎耕三記）
。
（ 『岡山の弁護士』弁護士制度百
年記念、岡山弁護士会・一九七六年 〇月）⑥松本昌三
●明治三五年五月一四日 、大阪府南河内郡柏原町→大阪府柏原市本郷、大正一四
二月高等試験司法科合格、大正 五年三 京都帝国大学法学部卒業、昭和二年三月司法官試補・神戸地方裁判所詰、昭 三年一〇月神戸地方裁判所予備判事、昭和四 六 神戸方裁判所兼神戸区裁判所判事、昭 一二 二 大阪地方裁判所兼大阪区裁判所判
（ 「人物
事典」Ⅲ～Ⅴ）
、昭和一七年一一月大阪控訴院判事代理、昭和一八年一二月大阪地方裁判所兼大
阪区裁判所 事、昭和一九年二月姫路区裁判所兼神戸地方裁判所姫路支部判事
（ 「官報」昭和
・19
２・
）、昭和二一年四月大阪控訴院判事、昭和二二年五月大阪高等裁判所判事
（ 「司法大観」昭和
16
42
年）
、昭和二二年一一月神戸地方裁判所判事
（ 「官報」昭和
・１・
）、昭和三〇年一月神戸地方裁
23
24
判所判事部事務総括
（ 「官報」昭和
・１・
）、昭和三一年六月大阪高等裁判所判事
（ 「官報」昭和
・６
30
31
31
・
）、昭和三二年一一月神戸地方裁判所尼崎支部長兼神戸家庭裁判所尼崎支部判事並尼崎簡27
易裁判所判事司法行政 務掌務者
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和三五年四月依願免本官
（ 「官報」昭和
32
11
16
・４・
）、昭和三五年五月公証人・神戸地方裁判所所属
（官報」昭和
・４・
）、昭和四七年五月
35
12
35
13
公証人依願免
（ 「官報」昭和
・５・
）
47
17
- 659 -
⑦向井太郎
●明治二九年一〇月九日生、宮崎県北諸郡都城町、大正一〇年四月東京帝国大学法学部
卒業、大正一〇年五月司法官試補・仙台地方
裁判所詰、大正一二年六月東京地方裁判所予
備判事、大正一三年一月神戸地方裁判所判事、昭和二年六月ステベドア（船舶荷役請負）ト海上運送トノ関係ノ調査研究ヲ命ズ
（ 「人物事典」Ⅲ）
⑧山崎八十二
●明治三七年九月一三日生、大阪市天王寺区堂ヶ芝町、昭和二年一二月高等試験司法科
合格、昭和三年三月東京帝国大学法学部卒業、昭和三年四月司法官試補・神戸地方裁判所詰、昭和四年一一月神戸地方裁判所予備判事、昭和六年一二月高知地方裁判所判事、昭和九年四月大阪地方裁判所
（ 「人物事典」Ⅲ～Ⅴ）
、
発令年月日不明
大阪控訴院判事、昭和二一年八月
大阪地方裁判所部長兼大阪区裁判所判事
（ 「官報」昭和
・９・５）
、昭和二四年三月大阪地方裁判
21
所判事部事務総括
（ 「官報」昭和
・４・
）、
24
15
●昭和二六年二月二八日正五位に叙する
従五位山崎八十二（ 「官報」昭和
・３・
）、昭和二六年二月
26
24
二八日勳四等に叙し瑞宝章を授ける
勳五等山崎八十二（ 「官報」昭和
年・３・
）、昭和二六年三月二〇
26
28
日特旨を以て位一級追
陞せらる
故判事従五位山崎八十二（ 「官報」昭和
・３・
）。
（注、山崎八十二は、昭和二六年二
26
24
月二八日死亡したと思われる）⑨宮武能孝
●明治二五年五月三日生、香川県綾歌郡岡田村、大正五年七月中央大学法律科卒業、大
正一一年九 判事検事登用試験及第、大正一
一年一〇月司法官試補・浦和地方裁判所詰、
大正一三年六月新潟地方裁判 予備判 、大正一 八月神戸区裁判所 事、昭和六年七
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月高知地方裁判所判事、昭和一二年九月徳島地方裁判所判事、昭和一四年八月徳島区裁判所監督判事
（ 「人物事典」Ⅲ～Ⅴ）
●宮武能孝「統一ある法規判例集の刊行を望む」
（ 『法律新聞』大正
年４月８日）
、宮武能孝「非訟
12
事件手続法の申立」
（ 『法学新報』第
巻第
号、一九二七年一〇月）
、宮武能孝「未登記不動産の仮処分命
37
10
令ニ因ル仮登記ト其抹消」
（ 『法学新報』第
巻第９号、一九二九年九月）
、宮武能孝「耕地整理組合と其の
39
犯罪
(一
)～
(三完
)」
（ 『法学志林』第
巻第８号～第
号、一九四〇年八月～一〇月）
42
10
⑩鳴海一二三
●明治二五年五月一五日生、北海道旭川市
六条通リ一八丁目、大正一五年三月日本大学
法科専門部卒業、昭和二年一二月高等試験司法科合格、昭和三 四 司法官 補・神戸地方裁判所詰、昭和四年一一月神戸地方裁判所予備 六年六月青森地方裁 所判 、昭和八年三月徳島地方裁判所判事、昭和九年一二月姫路区裁判所兼神戸地方裁判所姫路支部判事、昭和一二年一〇月神戸区裁判所兼神戸 四 七 六日大阪区裁判所兼大阪地方裁判所判事
（ 「人物事典」Ⅲ～Ⅴ）
、昭和一六年一〇月免本職専大阪地方裁判所
判事
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和一九年七月大阪控訴院判事
（ 「官報」昭和
・７・
）、
発令年月日不明
岡山
16
10
11
19
13
区裁判所兼岡山地 判事、昭和 二年三月広島控訴院部長・退職
（ 「官報」昭和
・３・
、
22
15
昭和
・３・
）、昭和二二年四月弁護士登録・岡山
（ 「官報」昭和
・５・
）、昭和四二年四月一二日
22
20
22
30
登録取消・死亡
（ 「官報」昭和
・５・
）
42
25
●「生年月日」明治二五年五月一五日、 「死亡年月日」昭和四二年一二月三日、 「出身地」
旭川市六条通り、 「 務所開設地」岡山市、 「家族」妻鳴海ジュン
（七九才）
、赤磐郡山陽町山
陽団地七丁目二―九―一〇一、
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……先生は、七〇才に達するや、未練を残さず登録を取消され、巷の雑音から離れ、悠
々自適、晴耕雨読の日々に余生を達観し続けておられた。……
（会員
甲元恒也記）
。
（ 『岡山の弁護士』 、
岡山弁護士会・一九七六年一〇月）⑪小泉敏次
●明治三一年二月一三日生、大阪市北区北野
兎我野町、大正一一年三月東京帝国大学法
学部卒業、大正一一年五月司法官試補・奈良地方裁判所、大正一二年四月東京地方裁判所詰、大正一二年一二月東京地方裁判所予備判事、大正一三年一月神戸地方裁判所予備判事、大正一三年一二月神戸地方裁判所判事
（ 「人物事典」Ⅱ～Ⅲ）
、大正一五年三月神戸地方裁判所兼神
戸区裁判所判事
（ 「官報」大正
・３・４）
、昭和七年九月二六日天津司法領事、昭和一〇年一〇月
15
奉天司法領事 昭和 三 六月奉天高等法院庭長、昭和一四年六月哈爾浜高等法院次長、昭和一七年五月奉天高等法院次長、昭和二〇年九月終戦によりソ連抑留、昭和二五年二月舞鶴に帰還
（ 「司法大観」昭和
・
）、昭和二五年四月大阪簡易裁判所判事
（ 「官報」昭和
・５・８）
、昭
32
42
25
和二五年一〇月大阪地方裁判判事
（ 「官報」 昭和
・
・
）、昭和二八年六月大阪高等裁判所判事
（ 「官
25
11
17
報」昭和
・６・
）、昭和三二年一一月神戸地方裁判所判事兼神戸簡易裁判所判事司法行政事務
28
27
掌理者
（ 「官報」昭和
・
・４）
、昭和三五年五月兼官免
（ 「官報」昭和
・５・４）
、昭和三五年一〇月神
31
11
35
戸地方裁判所判事部事務総括
（ 「官報」 昭和
・
・
）、昭和三八年二月定年退官
（ 「官報」 昭和
・２・
）、
35
10
17
38
15
昭和三八年二月神戸簡易裁判所判事
（ 「官報」 昭和
・２・
）、昭和四三年二月簡裁判事定年退官
（ 「官
38
16
報」昭和
・２・
）、昭和四三年二月弁護士登録・神戸
（ 「官報」昭和
・３・
）、昭和五三年五月登録
43
15
43
15
取消
（ 「官報」昭和
・６・
）
53
12
●明治三一年二月一三日生、 「本籍」大阪府、 「事務所・自宅」大阪市灘区篠原中町五―
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五―二四、 「電話」 （
）四九二一、昭和四三年弁護士登録・神戸（一〇七六六） 、大正一一861
年東京大学法学部卒、大正一一年司法官試補、大正一二年 事（神戸地区裁） 奉天高等法院庭長、同次長 大阪地裁、大阪高裁判事等歴任
（ 「全国弁護士大観」昭和
）52
●小泉敏次「刑法に於ける「行為」の概念」
（ 『法学新報』第
巻第７号、一九三二年七月）42
⑫高橋猪久次
●明治二五年一〇月二〇日生、岡山県浅口郡金光町、大正四年七月関西大学法律科卒業、
大正一一年九月判事検事登用試験及第 一〇月司法官試補・奈良地方裁判所詰、大正一三年六月横浜地方裁判所予備判事、大正一四年八月神戸区 、昭和一四年八月高松区裁判所判事
（ 「人物事典」 Ⅲ～Ⅴ）
、昭和一六年一二月京都区裁判所判事
（ 「司法大観」 昭和
年）
、
32
昭和一九年六月神戸区裁判所兼神戸地方裁 所判事
（ 「官報」昭和
・６・
）、昭和二二年五月神
19
13
戸地方裁判所判事
（ 「司法大観」昭和
年）
、昭和二三年四月兼神戸簡易裁判所兼灘簡易裁判所兼神
32
戸家事審判所 事
（ 「官報」昭和
・４・
）、昭和二三年六月神戸簡易裁判所兼灘簡易裁判所司法
23
20
行政掌理者
（ 「官報」昭和
・６・
）、昭和二四年一月兼神戸家庭裁判所判事
（ 「官報」昭和
・２・３）
、
23
19
24
昭和二四年五月解神戸簡易裁判所兼灘簡易裁判所司法行政掌理者
（ 「官報」昭和
・５・
）、昭和
24
30
二四年一一月神戸家庭裁判所判事
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和三二年一〇月定年退官
（ 「官報」昭和
24
11
26
・
・
）
32
10
31
⑬島津兼三郎
●明治一九年七月一七日生、山形県東置賜郡
二井宿町→東京市小石川区久堅町、大正四
年七月東京帝国大学法科大学卒業、大正五年三月弁護士名簿登録・東京
（ 「官報」大正５・３・３）
、
大正九年四月登録取消
（ 「官報」大正９・４・
）、大正九年四月仙台地方裁判所判事、大正一一年23
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四月山形地方裁判所判事、大正大正一三年一二月仙台地方裁判所判事、昭和六年五月宮城控訴院判事、昭和七年四月仙台地方裁判所部長、昭和一二年宮城控訴院判事、昭和一二年一〇月神戸地方裁判所部長
（ 「人物事典」Ⅱ～Ⅴ）
、昭和一八年一二月札幌地方裁判所部長
（ 「官報」昭
和
・
・
）、昭和二一年二月大審院部長・退職
（ 「官報」昭和
・２・
）、
18
12
29
21
22
⑭大塚俊勝
●明治三一年六月一二日生、大分県西国東郡朝田村、大正一二年六月高等試験予備試験
合格、大正一四年一二月高等試験司法科合格、大 一五年一月弁護士名簿登録・大阪
（ 「官報」
大正
・２・
）、大正一五年三月関西大学専門部卒業、大正一五年四月弁護士登録取消
（ 「官報」大
15
15
正
・４・
）、大正一五年四月司法官試補・大阪地方裁判所詰、昭和二年一二月神戸地方裁判
15
23
所予備判事、昭和三年 〇月神戸地方裁判所 事、昭和七年四月 阪地方裁判所判事、昭和九年四月徳島地方裁判所判事、昭和一二年四月神戸地方裁判所判事
（ 「人物事典」Ⅲ～Ⅴ）
、
発令年
月日不明
大阪控訴院部長、昭和二一年□月退職、昭和二一年六月弁護士登録・神戸
（ 「官報」昭和
21
・８・
）、昭和五五年一二月五日登録取消・死亡
（ 「官報」昭和
・１・
）
13
56
30
●明治三一年六月一二日生、 「本籍」大分県、 「事務所・自宅」神戸市生田区楠町二－一、
「電話」 （
）三六八一・六五四一、昭和二一年六月二八日弁護士登録・神戸（三九六七） 、341
昭和五五年一二月五日登録取消・死亡
（ 「官報」昭和
・１・
）、大正一四年高等試験司法科合格、
56
30
大正一五年関西大学卒、大正一五年司法官試補、 （神戸・大阪・徳島、大阪控訴院部長） 、 三 神戸弁護士会副会長
（ 「全国弁護士大観」昭和
年）52
⑮小田久藏
●明治三五年一〇月八日生、長崎県北松浦郡
佐々村、昭和五年一一月高等試験司法科合
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格、昭和六年三月中央大学法学部卒業、昭和六年六月司法官試補・東京地方裁判所詰、昭和七年一二月東京地方裁判所予備判事、昭和八年四 甲府地方裁判所予備判事 昭和八年一〇月甲府地方裁判所判事、昭和一〇年七月
東京民事地方裁判所判事、昭和一一年四月東
京区裁判所判事、昭和一二年一〇月神戸地方裁判所判事、昭 一四年七月東京民事判所判事
（ 「人物事典」Ⅳ～Ⅴ）
、昭和一七年東京控訴院判事、陸軍司政官昭南高等法院審議官、昭
和二〇年ジヨホール高等法院長、 昭和二二年一一月年東京地方裁判所判事
（ 「官報」 昭和
・１・
）、
23
24
昭和二三年二月依願免本官
（ 「官報」昭和
・３・
）、昭和二三年三月弁護士登録・東京
（ 「官報」昭和
23
12
・４・
）、平成三年四月二日登録取消・死亡
（ 「官報」平成３・５・
）
23
27
16
●中央大学法学部教授、弁護士、
(株
)津上製作所取締役、長崎県北松浦郡佐々町出身、
明治三五年一〇月八日富三郎の二男に生る、昭和六年中央大学英法科卒業、昭和七年 二月東京地裁判事に任ぜられ、東京控訴院判事、陸軍司政官、東京地裁判事を歴任、昭和二三年三月弁護士となり、同 四月中央大学教授及閉鎖機関整理委員会法律顧問に就和三一 津上製作所取締役に推さる、 「宗教」曹洞宗、 「住 」東京都新宿区若松町一〇二、電話 四局八〇三八・八四六七 「事務所」東京都中央区日本橋兜町 ノ八日証館六〇二号、電話・兜町
一九三八67
●明治三五年一〇月八日生、 「出身地」長崎
県、 「事務所」東京都中央区日本橋兜町一ノ
八日証館六階六〇 ―四、 「電話」 （
）一八三八、
(
)三〇六九、 「自宅」川越市笠幡三六四
666
669
〇―三三、 「電話」 （
）〇一九三、昭和二三年弁護士登録・東京（四八九一） 、昭和五年司32
法科試験合格 昭和六年中央大学法科卒、昭和七年東京地裁予備判事 八 甲府地・区裁判事、昭和一 年東京民事地裁判事、昭和一二年神戸地裁判事、昭和 七年 控訴
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院判事、陸軍司政官昭南高等法院審議官、昭和二〇年ジヨホール高等法院長、昭和二一年東京地裁判事、昭和二三年退官・中央大学教授（商法講座担当） 、昭和三一年
(株
)津上製作
所・ 倉庫
(株
)各取締役、昭和三六年～昭和四五年東京家裁調停委員、昭和四二年財務
委員長歴任
（ 「日本弁護士大観」昭和
年・ 「全国弁護士大観」
年）
37
52
●小田久藏「
民事判例研究
一個の代物弁済と其の詐害行為となる範囲」
（ 『法学新報』第
巻第９号、51
一九四一年九月）
、小田久藏「
民事判例研究
債権譲渡の虚偽の通知と民法第九十三条」
（ 『法学新報』第
巻51
第
号、一九四一年一〇号）
、小田久藏「
民事判例研究
代理人の選任を相手方に委任した場合と其の效
10
力」
（ 『法学新報』第
巻第
号、一九四一年一二月）
、小田久藏「
民事判例研究
法定地上権の地代決定の標準」
51
12
（
『法学新報』第
巻第２号、一九四二年二月）
、小田久藏「
民事判例研究
請求に関する異議の訴と時效中断」
52
（ 『法学新報』
巻第７号、一九四二年七月）
、小田久藏『民事訴訟法の基礎知識：実例本位』
実用本位法律知
52
識全書・第８（東洋書館・ 五四 四
、小田久藏・雨宮眞也『民事訴訟法読本』
高文堂入門選書（高文堂出版
社・一九七〇年一一月初版・一九七 年 月改訂版）
、小田久藏「
民事判例研究
最高裁判所に対する抗告申立の
許否」
（ 『法学新報』第
巻第４号、中央大学・一九四九年四月）
、小田久藏「
民事判例研究
伐採した立木と所有権
56
公示方法」
（ 『法学新報』第
巻第９号、中央大学・一九四九年九月）
、小田久藏「閉鎖機関の財産処理の実況」
56
（ 「ジュリスト ３、一九五二年二月）
●東京弁護士会編『陪審裁判――
旧陪審の証言と今後の課題
――』
（ぎょうせい・一九九二年四月）
に「旧陪
審裁判の証言」として「小田久藏弁護士に対する聴取」が集録されている。（二）検事の閲歴①眞野歓三郎
●明治一三年九月一四日生、岡山県都窪郡妹尾町、明治三六年七月東京法学院卒業、明
- 666 -
治三七年一一月判事検事登用試験及第、明治三七年一一月司法官試補・東京地方裁判所詰、昭和四〇年四月東京地方裁判所予備 事、昭和四〇年六月宇和島区裁判所判事、明治四四年六月尾道区裁判所判事、明治四五年一月西条区裁判所判事、大正四年三月松山地方裁判所判事、大正四 六 松江区裁判所検事、大正五年七月山口区裁判所検事、大正五 一二月山口地方裁判所検事、大正七年七月広島区裁判所検事、大正 〇年七月広島控訴院検事、大正一〇年八月公証人懲戒予備委員 大正一四 七 大審院検事、大正 四 八月退職、昭和二年四月伊丹区裁判所検事、昭和三年七月神戸区裁判所検事
（ 「人物事典」Ⅰ～Ⅴ）
、昭和一四
年四月二〇日京都 正 一五
年四月一三日大阪方裁判所検事正、昭和一
七年六月大審院検事
（ 「官報」昭和
・７・１）
、昭和一七年七月退職
（昭和
・７・７）
17
17
●眞野歓三郎「横領罪に関する一疑義」
（ 『法律新聞』明治
年９月５日）
、眞野歓三郎『赤い法服
：検
43
察余録
』
（博文館・一九二七年二月）
②遠藤常壽
●明治一九年四月四日生、滋賀県野洲郡中里村、明治四四年七月東京帝国大学法科大学
卒業、明治四四年 月司法官試補・ 詰、大正二年五月広島地方 所予備検事、大正二年一二月福井区裁判所検事、大正三年一〇月名古屋区裁判所検事、大正五年七月岐阜区裁判所検事、大正七年一〇月名古屋区裁判所検事 〇年七月大阪地方判所検事、昭和二年六月取引所ニ於ケル取引ノ実情ト之ニ関スル法律問題研究、昭和三七月神戸地方裁判所検事、昭和三年 月神戸地方裁判所検事、昭和六 八月大阪地方裁判所検事、昭和八年三月甲府地方裁判 検事正、昭和一〇年大阪控訴院検事、昭和一 一二月神戸地方裁判所検事正 昭和 年一二 大阪 正
（ 「人物事典」Ⅰ～Ⅴ）
、昭和
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一五年四月大審院検事
（ 「官報」昭和
・４・
）、昭和一九年七月大阪控訴院検事長
（ 「官報」昭和
・７
19
16
19
・
）、昭和二〇年一〇月退職
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和二一年三月弁護士登録・大津
（ 「官報」昭
27
20
10
23
和
・５・
）、昭和二一年一一月登録換→大阪
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和二四年五月一四日登録
21
24
21
12
19
取消・死亡
（ 「官報」昭和
・６・
）
24
28
⑥福尾彌太郎
（注、大阪検事⑧参照）
（三）弁護士の閲歴①熊谷康次郎
●大正八年七月京都帝国大学法学部卒業
（ 「官報」大正８・７・
）、大正一〇年一二月弁護士登12
録・神戸
（ 「官報」大正
・
・
）、昭和一一年神戸弁護士会副会長
（ 「神戸弁護士会史」 ）
、昭和二一年六
10
12
21
月登録換→京都
（ 「官報」昭和
・８・
）、昭和二七年・昭和二八年司法協議委員長、昭和三一年
21
13
京都弁護士会長、昭和三三年総会議長、昭和三五年常議員会議長、昭和三八年・三九年弁護士推薦委員長、昭和四二年・昭 四三年監事
（ 「京都弁護士会史」昭和戦後編）
、昭和五九年六月一
四日登録取消・死亡
（ 「官報」昭和
・７・
）
59
10
●神戸に於ける少壮有為の弁護士にて、目下売出しの人気者である、色浅黒けれど優さ
しい眼元に愛嬌があり、態度物静かなれど雄弁家の 人である。 「住所」神戸市神戸区中山手通七丁目三ノ三六、 「電話」元町 ４ 二三二〇、 「出生地」京都市吉田二本松町二四番地、 「生年月日」明治二十八年十月二十二日、 「現職」弁護士、 「経歴」大正八年京都帝国大学独法科卒業。
（ 「兵庫県人名鑑」昭和
年）11
●齋藤硫黄製造所
(株
)代表取締役、立山硫黄鉱業
(株
)監査役、弁護士、京都在籍、
父丑之助（明治三年一一月生）戸主、妻敏子（明治四〇年七月生） 、長男直康（昭和六年
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一一月生） 、
京都府丑之助の長男にして、明治二十八年十 出生す、大正八年京 独法科を卒業し、
弁護士を開業す、現時前記会社の重役たり、 「家庭」尚ほ二男直行（昭和九 八月生）あり、（神戸市神戸区山手通七ノ七〇ノ一、電話元町二三二〇） 。
（ 「人事興信録」昭和
年）18
●弁護士、国際ライオンズクラブデプテイガバナー、京都市左京区在籍、妻敏子（明治四〇年七月二四日生）兵庫県立一女卒、長男直康（昭和六年一一月二九日
生）大阪外語大卒、二男（昭和九年八月一〇日生）立命館大卒、長女（昭和一一 七一日生）平安女学院卒、二女正子（昭和一六年一〇月二四日 ）京都 子高校在、
明治二十八年十月二十二日丑之助の長男に まる、大正八年京大独法科卒業、昭和十年
弁護士を開業、昭和十一年浪速合成化工社長、南興化工 長、日満鉱 取締役を経て 昭和二十一年再度弁護士開業現在に至る、昭和三十一年京都弁護士会長、京都ライオンズクラブ会長に選ばる、 「趣味」古書画の蒐集鑑定、歌舞伎、将棋、 「研究」歌舞伎より見た法制史、経済史、 「宗教」浄土宗、 「家庭」三女篤子（昭和二 三月一六日生）京都女子中学在、 「同胞」弟俊次（大阪外語卒）同大教授、 「住所」京都市左京区岡崎西福ノ川町一ノ一、 「電話」吉田（７）四三一七。
（ 「人事興信録」昭和
年、 「関西人事録」昭和
年）
32
31
●明治二八年一〇月二四日生、 「本籍」京都府 「自宅事務所」左京区岡崎西福川町一 「電
話」
(
)
四三一七、
771
大正一〇年弁護士登録（六七一） 、大正 京都大学法学部卒、大正一〇年神戸弁護士会
入会、昭和二〇年京都弁護士会登録換、昭和二七年司法協議会委員長、 三 会長、昭和三一年・昭和三二年日 連理事、昭和三二年特別法律扶助協 長、総会議長、昭和四
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二年監事。
（ 「全国弁護士大観」昭和
年）52
②安藤眞一
●大正一二年二月弁護士試験及第
（ 「官報」 大正
・２・
）、大正一二年三月弁護士登録・神戸
（ 「官
12
27
報」大正
・３・
）、昭和九年神戸弁護士会副会長、昭和二八年神戸弁護士会長、昭和二九年常
12
28
議員会議長、日弁連理事、昭和四七年選挙委員長
（ 「神戸弁護士会史」 ）
、昭和五六年一二月九日登
録取消・死亡
（ 「官報」昭和
・１・
）
57
16
●市会議員、市翼賛壮年団長、弁護士、湊東区楠町三ノ三八、 「電話」元町三五二四、 「閲
歴」岡山県人、明治廿六年生る、日本大学法科卒業、昭和十七年六月市会議員に当選す。
（ 「昭
和人名辞典」第３巻・昭和
年）18
●弁護士、兵庫県選挙管理委員会委員 湊川神社責任役員、神戸市法律顧問、岡山県
和気郡佐伯町在籍、
明治二十六年一月一日に生る、大正九年日大法学部卒業、昭和四年以来二期神戸市議に
選ばれ、昭和二十八年神戸弁護士 長、日本弁護士連合会常務理事に就任す、 「趣味」碁（関西棋院二段） 、 「宗教 日蓮宗、 「住所」神戸市
生田区楠町一ノ九一、 「電話」元町（４）一
三一四。
（ 「人事興信録」昭和
年）32
●明治二六年一月一日生、 「出身地」岡山県
、 「事務所」生田区三宮町一―一神戸交通セ
ンタービル六階、電話（
）六五二五、 「自宅」生田区楠町一―一九―一、電話（
）七二七
331
341
二、
大正一二年弁護士登録（ 〇四八） 、大正 一年日本大学法科卒業、大正一二年弁護士試
験合格、昭和二八年神戸弁護士会長、昭 二 弁連常務理事 昭和二六年～昭和四六
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年兵庫県選挙管理委員会委員長、都道府県選管連合会会長、内閣選挙制度審 員等歴任。
（ 「全
国弁護士大観」昭和
年）52
●「思い出」大正十二年弁護士試験に合格、同年四月一日
神戸弁護士会に登録、同時に
弁護士を開業した。当時の弁護士仲間 豊住昇治君、五十川直市君、中原保君、奧田源次郎君、内山誠一君及び私の六人で、弁護士事務の研究が目的で、六合 を結成し度々会合して居ったが、当時陪審法が公布され近く実施される時であったところから、右六人で裁判長、検事 弁護人、被告人にも扮して模擬裁判を実演した。その第一回は 市内一流の有志を陪審員に依頼し、聚楽館で開催したところ大好評で 各方面から依頼され神戸市は勿論県下各所で陪審劇を演じて廻った。そ 間に豊住君は西宮市会議員に 五十川 は県会議員に、続いて私は市会議員に当選した。
私は大正の末頃から、野田文一郎先生（元裁判官・大正十三年度弁護士会長）の代議士
選挙を応援して居ったが、市会議員当選後選挙事務長に起用された。野田代議士の 挙事務長の職は仲々やめさせて貰えず その関係は先生が亡くなられた後までも続い 野田先生の神戸市長出馬は、私から中井一夫先生にお願い 、中井先生から勝田銀次郎市長にお願いして頂き、昭和十七年一月一票の差で野田市長が当選された。その選挙の直後、野田派の有志が寄って私を助役 定めたので、私は中井先生に相談し、 の意見に従い助役は辞退し、再び市会に出て野田市長 援助することになった。当時市会議員 中で 、南陽二郎君、佃良一君、永江一夫君、細見達藏君と共に を援助 た。戦争に入って後の私 、大政翼賛会、翼賛壮年団等戦争目的 団体に 、総て市長に次ぐ重要な地位についた。
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戦後進駐軍によって取調べを受け、神戸市会の責任者として、私一人公職を追放された。
そのため終戦当時の市会議長細見達藏君は、その後県会議長を四回もやり兵庫県会の大ボスであり、その前の市会議長永江一夫君は、農林大臣となり、永江議長の前の議長佃良一君も、県会議長から代議士となった。戦争中の市会議長が追放を免れ、一市会議員が追放されたのは、神戸市だけで全国にその例を ないのである。公職追放と言うのは、弁護士会の役員は勿論、その総会にも出席出来ず、調停委員まで取り上げられた。私は個人審査とかで人より遅れ 昭和二十六年十一月頃公職追放が解除され、間もなく兵庫県の選挙管理委員に選任され、その後選挙制度審議 委員に選任され、続いて米国の選挙制度 視察し、選管連合会近畿支部会長を十年、連合会副会 六年を経て 昭和四十三年連合会長に就任 同四十六年十二月八十才 前にして選挙管理関係一切の公職を辞した。翌四十七年十一月再度叙勲の栄を受けた際には 県市合同の祝賀 を開催し 貰った。 阪を初め国内の大都市で知事市長合同主催の祝賀会は我国では珍らしく、それだけに私の光栄これに過ぎるものはなかった。私は追放解除後、昭和二十八年 神戸弁護士会長選挙に出て一票差で当選した。
（注、以下省略）
。
（ 「神戸弁護士会史」昭和
年）51
●安藤眞一「黒い霧総選挙を終えて
（兵庫県）
」
（ 『選挙』第
巻第２・３号、都道府県選挙管理委員会連合会・一九20
六七年三月）
、安藤眞一「選挙雑感」
（ 『選挙』第
巻第
号、都道府県選挙管理委員会連合会・一九六九年一二月）
、安藤
22
12
眞一「選挙と政治」
（ 『選挙』第
巻第
号、都道府県選挙管理委員会連合会・一九七〇年一一月）
、安藤眞一「選挙運
23
11
動期間中の政治活動について」
（ 『選挙』第
巻第７号、都道府県選挙管理委員会連合会・一九七一年七月）24
③豐住昇治
●大正一一年三月弁護士試験及第
（ 「官報」 大正
・３・
）、大正一一年五月弁護士登録・大阪
（ 「官
11
27
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報」大正
・５・
）、大正一一年一一月登録換→神戸
（ 「官報」大正
・
・２）
、昭和五四年一一月一三
11
26
11
12
日登録取消・死亡
（ 「官報」昭和
・１・
）
55
23
●「事務所」神戸市楠町三ノ三八、 「電話」元三五二七、 「本籍」兵庫。
（ 「日本弁護士名簿」昭和４
年）
●西宮市会議員、弁護士、兵庫県在籍、男昇（大正一四年一一月生）甲陽中学在、兵庫
県豐住喜太郎の二男、同輝日出の弟にして、明治二十三年二月出生す、 正十年明治大学法科を卒業し、兵庫県警察部勤務を経て、大正十二年弁護士を開業す、現時西宮市会議たり、 「趣味」園芸、スポーツ、 「宗教」真宗、 （西宮市戸田町三六、電話五七三）
（ 「人事興信録」
昭和
年）16
●豊住法律事務所長、兵庫県宍栗郡出身、兵庫県宍栗郡山崎町本町八七、 「電話」山崎二
三九、 「経歴」明治二六 二月一六日生れ 大正一〇年明治大高等学部研究科卒後弁護試験に合格、昭和一〇年現住地にて現職開業、尚山崎映画劇場 行谷温泉、三楽荘各社長兼任現在に至る 宗教 浄土真宗、 「趣味」囲碁、 「親戚」豊住輝日出 日本精機社長） 。
（ 「関西人
事録」昭和
年）31
●「役職」弁護士、 「 所」宍栗郡山崎町本
町八七、電話山崎二三九、 「最終出身校」明
治大学、 「出身地」兵庫県、 「生年月日」明治二十三年二月六日。
（ 「兵庫県名士録」昭和
年）33
●明治二三年月六日生、豊住昌治法律事務所長、電話〇七九〇六（２）〇二三九、 「住所」
宍栗郡山崎町本町八七、電話〇七九〇六（２）〇二三九、 「出身地」宍栗郡下牧谷、 「学歴」明治大学高等研究科、 「趣味 碁。
（ 「兵庫県人名録」昭和
年）48
●明治二三年二月六日生、 「本籍」兵庫県、 「事務所」兵庫県宍栗郡山崎町本町八七、電
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話（２）〇二三九、 「自宅」兵庫県宍栗郡山崎町下牧谷三五六、電話（５）〇二五一、
大正一一年弁護士登録（七八八） 、大正一〇年明治大学卒業、大正一一年弁護士試験及第、
副会長、常議員等歴任、 「趣味」読書
（ 「神戸弁護士会史」昭和
年）
。
（ 「全国弁護士大観」昭和
年）
51
52
●「思い出」……開業当時の事を今から考へて見ると全く夢の様です。其当時は先輩と
後輩との差が大きく、私等新米には殆ど発言権もなかった様に思はれました。それでも弁護士の数も少なかったので、社会で 相当いばって豪勢な遊びもした様に思ひます。
慥か昭和の初年頃と思ひますが、陪審裁判の制度が実施せられる事になりまして、 制
度を一般に知らしめる必要があったので、私等若い弁護士が其宣伝役を引受け、陪審劇団をつくって、いかに 民主的な立派な裁判制度であると各地を廻って宣伝したものであります。
而して私は、神戸地方裁判所では全く初めての
（注、豊住は二番目の陪審公判で、一番目は安藤
眞一・熊谷康次郎が弁護人）
の弁護を引受けたのです。而して其事件は、西宮市の某被告の放火事件
の審理でありましたが、私は最も熱心に調査もし証拠も充分集めて被告人は無罪である事の確信を得て裁判に立会 たのですが、何分初めての陪審裁判の事と 、検事側 裁判所も一方ならぬ力の入れ様で、其被告は有罪 判決を受けましたが 其事件に関与し 、陪審制度は決して民主的公平なものではない 云ふ事 知り た。
其理由は、陪審員は皆素人ばかりで、検事の主張や、裁判官の説示は最高のものと思ひ、
陪審員は裁判官の説示の通りに従ひ審判を下し、決して公平な のでは無く非民主的なものであると云ふ事を痛切に感じました 其事は 一人の考へでは無く、日本全国 裁判所で経験した事で陪 裁判制度は声を挙げただけで立消へになってしまった であります。
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神戸地方裁判所 も、私が担当した右 放火事件の陪審裁判一件だけ
（注、実際は九件の陪審公判
があった）
、其後は立消へになってしまったと記憶して居ります。
（ 「神戸弁護士会史」昭和
年）51
④石橋利之
●大正一一年三月弁護士試験及第
（ 「官報」大正
・３・
）、大正一一年一二月弁護士登録・神
11
27
戸
（ 「官報」大正
・
・
）、昭和五年神戸弁護士会副会長、昭和三一年神戸弁護士会長、日弁連
11
12
20
理事、昭和三二年常議員会議長、日弁連理事、昭和五〇年・昭和五一年綱紀委員長
（ 「神戸弁護
士会史」 ）
、昭和五七年五月二九日登録取消・死亡
（ 「官報」昭和
・７・
）
57
14
●「事務所」神戸市下山手通六ノ九二、 「電話」元（４）二一二〇、 「本籍」兵庫
（ 「日本弁護
士名簿」昭和４年、 「日本紳士録」昭和
年）14
●弁護士、日本弁護士連合会理事、兵庫県龍野市在籍、 「出身地」龍野市、妻あさよ（明
治三三年一二月一〇日生）佐甲高女卒、長男
貞之（大正一〇年七月四日生）横浜大学卒、
明治二十五年八月十二日治兼の長男に生る、大正十年日大高等研究科卒業、同十年弁護
士試験合格、大正十五年以来民商事家事調停員を兼ね、昭和三十一年神戸弁護士会長に選ばる、 「著書」俳句集二巻、 「研究」法華経、 「趣味」弓道（錬士） 、 「宗教」法華本門、 「住所・事務所」神戸市生田区中山手通六ノ三四、 「電話」元町（４）八五四〇・三二七二。
（ 「人
事興信録」昭和
年、 「兵庫県名士録」昭和
年、 「全国弁護士大観」昭和
年）
32
33
52
●石橋利之「代償請求権ヲ論ズ」
（ 『法学界』第１巻第６号、一九二二年六月）
、石橋利之「自治の象徴」
（ 『神戸弁護士会史』 、神戸弁護士会・一九七六年一 ）⑤稲垣正二
●大正一四年一二月弁護士試験
（大正一二年法律第五二号）
合格
（ 「官報」大正
・
・
）、大正一五年一
14
12
17
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一月弁護士登録・神戸
（ 「官報」大正
・
・
）、昭和一七年神戸弁護士会副会長
（ 「神戸弁護士会史」 ）
、
15
12
15
昭和二一年五月六日登録取消・死亡
（ 「官報」昭和
・６・
）
21
26
●「事務所」神戸市松本通四ノ一ノ二二、 「電話」湊四一二三、 「本籍」兵庫。
（ 「日本弁護士名
簿」昭和４年、 「日本紳士録」昭和
年）14
⑥澁谷又二
●大正一四年一二月高等試験司法科合格
（ 「官報」大正
・
・
）、大正一五年三月弁護士登録
14
12
17
・東京
（ 「官報」大正
・４・
）、大正一五 六月登録換→神戸
（ 「官報」大正
・７・
）、昭和三七年九
15
10
15
16
月三日登録取消・死亡
（ 「官報」昭和
・
・
）
37
10
17
●「事務所」城崎郡豊岡町永井四九、 「電話」豊岡四六四、 「本籍」兵庫。
（ 「日本弁護士名簿」昭
和４年）
●「役職」弁護士、 「住所」豊岡市本町七五、 豊岡二 最終出身校」中央大
「出身地」兵庫、 「生年月日 明治三十五年九月四日。
（ 「兵庫県名士録」昭和
年）33
⑦淡路健治
●大正一一年三月東京帝国大学法学部卒業
（ 「官報」大正
・５・
）、大正一一年五月弁護士登
11
17
録・神戸
（ 「官報」大正
・５・
）、昭和三〇年～昭和三三年税務対策委員長
（ 「神戸弁護士会史」 ）
、昭和
11
18
三四年三月二日登録取消・死亡
（ 「官報」昭和
・４・
）
34
14
●「事務所」神戸市長沢町四ノ一一六、 「電話」湊六七五・八四一 「 籍」兵庫。
（ 「日本弁
護士名簿」昭和４ ）
●「役職」弁護士、 「住所」神戸市
葺合区上筒井通五の六、 電話（ ２） 一九四一、 「 最終出身
校」 東大法、 「 出身地」 神戸市、 「 出生年月日」 明治二十 年十二月二日。
（ 「兵庫県名士録」昭和
年）33
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⑧千野國丸［旧姓］茅野・島田
●大正七年七月東京帝国大学法科大学卒業
（ 「官報」昭和７・７・
）、大正七年七月弁護士登録11
・横浜
（ 「官報」大正７・７・
）、大正九年三月登録換→神戸
（ 「官報」大正９・４・７）
、大正一三年神戸
27
弁護士会副会長、昭和一〇年まで神戸弁護士会在籍
（ 「神戸弁護士会史」 ）
、昭和一一年六月三〇日
登録失効
（弁護士法附則第５項） （ 「官報」昭和
・９・
）、昭和一九年一月弁護士登録・神戸
（ 「官報」昭和
・
11
29
19
２・
）、昭和二二年一一月登録換→第一東京
（ 「官報」昭和
・１・
）、昭和五一年七月三〇日登録
12
23
20
取消 死亡
（ 「官報」昭和
・９・
）
51
28
●「事務所」神戸市下山手通七ノ八八、 「電話」宮一一九八、 「本籍」山梨。
（ 「日本弁護士名簿」
昭和４年）
●弁護士、千野法律事務所主、君は山梨県千野由藏の四男にして、明治二十一年二月二五日を以て生れ 夙に須天中学、
第一高等学校を経て、大正七年東京帝国大学法科大学英法科を卒業し 同年直に弁護士登録をなし、当時帝国大学英法科教授カウフマ
ン氏の法律事務所神戸出張所に入所し実務を
習得し、大正九年独立開業す、大正十四年神戸弁護士会副会長に選挙せられ 後是を辞す、著書に「実用手形法」 、 「船舶衝突論」等あり、因に大正八年以降昭和四年迄「島田」姓を冒したるも、故ありて旧姓「千野」に復帰す、本来は「茅野」と称するを正当とするも戸籍役場にて千野と誤記の結果、其儘千野を使用す、神戸実業協会、大阪清交社各会員たり、「宗教」基督教、 「趣味」読書、運動、音楽、 （神戸市 区三宮町三ノ一八、電話西宮一九一七、事務所電話三宮一 九八） 。
（ 「帝国大学出身名鑑」昭和７年）
●明治二一年二月二五日生、 「出身地」山梨県、 「事務所」東京都千代田区有楽町一ノ七
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（蚕糸会館七階） 、電話（
）四九八二、 「自宅」東京都新宿区市ヶ谷木村町一七、電話（
）
281
331
八〇〇五、
昭和二二年弁護士登録（三三五〇） 、大正七年東京帝大卒、大正一四年神戸弁護士会副会
長、昭和二三年東京地裁管内各種調停委員、昭和二八年東京家裁調停委員、昭和二九年日弁連国税滞納強制執行法競売法調査委員、昭和二四年神奈川大、昭和二九年名城大、昭和三〇年東洋大各教授、図書委員、昭和三一年共済部委員、昭和三二年常議員、昭和三三年・昭和三五年・ 三六 司 制度調査委員
、昭和三四年文化研究部委員、著書「船舶衝
突論」 。
（ 「日本弁護士大観」昭和
年）37
●島田國丸「約束手形金中裏書欄に於け
る被裏書人の氏名の抹消に就て」
（ 『銀行論叢』第
巻第10
１号、一九二八年一月）
、島田國丸「小切手を提供せば現金を提供したと同一の効力ありや」
（ 『銀行論
叢』第
巻第４号、一九二九年四月）
、千野國丸『船舶衝突論』
（巌松堂書店・一九二五年三月）
、千野國丸『実用
12
手形法』
（銀行問題研究会・一九二八年五月）
、千野國丸「增島博士と明禮弁護士の確定判決の執行力に
関する論説を読みて」
（ 『法律新聞』昭和６年８月
日）
、千野國丸「株券の発行手続に就て」
（ 『銀行論叢』
23
第
巻第１号、一九三四年七月）
、千野國丸「株式の譲渡裏書に付て」
（ 『法学論叢』第
巻第２号、一九三六年八月）
、
23
35
千野國丸「未払株金の運命に関する大審院の見解に付て」
（ 『銀行論叢』第
巻第１号、一九三七年七月）
、
29
千野國丸「独逸に於ける記名株式譲渡制度及法理の変遷に就て
(一
)～
(三完
)」（ 『法学論叢』第
巻第６号、42
第
巻第３号・第６号、一九四〇年六月・九 ・一二月）
、千野國丸「共同体法に於ける株式譲渡の本質
(一
)～
(三
43
完
)」
（ 『法学論叢』
巻第２号・第３号・第５号、一九四二年二月・三月・五月）
、千野國丸『株式譲渡法論』
（商工財務
46
研究会・一九四八年一〇月）
、千野國丸「有価証券法研究
(第１講
)～
(第
講
)」
（ 『銀行論叢』第
巻第５号～
号、第
巻
11
46
11
47
第１号・２号・４号・５号、一九五二年五月～一一月、一九五三年一月 二月・四月・五月）
、千野國丸「意思主義百五十
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年史」
（ 『自由と正義』第３巻第
号、一九五二年一一月）
、千野國丸「米国統一株式譲渡法と日本の新株式会
11
社法」
（ 『私法学の諸問題（二）商法・労働法』 、有斐閣・一九五五年三月）
⑨前田
力
●昭和四年一二月弁護士試験
（大正一二年法律第五二号）
合格
（ 「官報」昭和４・
・
）、昭和五年一月弁
12
21
護士登録・神戸
（ 「官報」昭和５・２・
）、昭和一六年神戸弁護士会副会長
（ 「神戸弁護士会史」 ）
、昭和一
15
八年四月登録取消
（ 「官報」昭和
・５・
）、昭和一九年六月弁護士登録・神戸
（ 「官報」昭和
・７・
）、
18
20
19
24
昭和二五年・二七年・二九年・三二年・三四年 三五年・三七年・四〇年常議員、昭和三七年～昭和 〇年税務対策委員長
（ 「神戸弁護士会史」 ）
、昭和四〇年一〇月登録取消・死亡
（ 「神戸弁
護士会史」Ⅱ・平成５）
●「事務所」神戸市楠町一ノ九〇、 「電話」元九七八、 「本籍」兵庫。
（ 「日本弁護士名簿」昭和５年）
●「役職」弁護士、 「住所」神戸市生田区楠町一の八三、電話（４）〇九七八、 「最終出
身校」中央大学法、 「出身地」兵庫県、 「生年月日」明治三十一年七月十日。
（ 「兵庫県名士録」昭和
年）33２
徳
島
（一）判事の閲歴①淺井延次郎
●明治五年三月二日生、埼玉県北埼玉郡新田村、明治三四年九月東京帝国大学法科大学
卒業、明治三四年九月司法官試補・浦和区裁判所詰、明治三六 二月東京区裁判所判事、明治四四年九月熊谷区裁判所判事、大正二年五月山形地方裁判所部長 大正五年七月宮城
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控訴院判事、大正七年七月青森地方裁判所部長、大正一一年二月前橋地方裁判所部長、大正一二年四月東京区裁判所監督判事、大正一三年一二月富山地方裁判所長、昭和二年一〇月徳島地方裁 所長
（ 「人物事典」Ⅰ～Ⅲ）
、昭和六年五月退職、公証人・横浜地方裁判所所属
（ 「官
報」昭和６・５・
）、昭和八年五月九日死亡
（ 「官報」昭和８・５・
）
20
12
②坂本徹章
●明治三〇年六月二一日生、広島県深安郡春
日村、大正一〇年三月京都帝国大学法学部
卒業、大正一〇年五月司法官試補・岡山地方裁判所詰 大正一二年三月東京地方 詰大正一二年三月東京地方裁判所予備判事、大正一二年五月松江地方裁判所判事、大正一二年一二月松江区裁判所判事、昭和二年五月徳島区裁判所 事、昭和四年九月姫路区裁判所判事、昭和七年四月神戸地方裁判所判事、昭和一三年九月宮城控訴院判事
（ 「人物事典」Ⅱ～Ⅴ）
、
昭和一五年一〇月神戸地方裁 所判事
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和一六年九月高知地方裁判所
15
10
31
部長
（ 「官報」昭和
・９・
）、昭和二二年一二月高知地方裁判所判事
（ 「官報」昭和
・１・
）、昭和二
16
18
23
24
四年一月兼高知家庭裁判所判事
（ 「官報」昭和
・２・３）
、昭和二四年一月高松高等裁判所判事
（ 「官
24
報」昭和
・１・
）、昭和二七年一月高松高等裁判所判事部事務総括
（ 「官報」昭和
・２・
）、昭和三
24
28
27
23
二年九月佐賀地方裁判所長兼佐賀家庭 長
（ 「官報」昭和
・９・
）、昭和三六年五月岡山家
32
16
庭裁判所長
（ 「官報」昭和
・５・４）
、昭和三七年六月定年退官
（ 「官報」昭和
・６・
）、昭和三七年七
36
37
22
月弁護士登録・神戸
（ 「官報」昭和
・９・
）、昭和五三年一二月登録取消
（ 「官報」昭和
・１・
）
37
10
54
26
●明治三六年六月二一日生、 「本籍」広島県、 「事務所・自宅」西宮市甲子園町七―一四、
「電話」 （
）一〇八六、昭和三七年弁護士登録・神戸（八五四四） 、大正一〇年京都大学41
法学部卒、大正一〇 司法官試補、大正一二年～昭和三七年判事（松江・徳島各地裁 姫
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路区裁、神戸地裁、宮城控訴院、神戸・高知各地裁、 松高裁、 地裁所長、岡山家裁所長等歴任） 、昭和三七年～四七年司法制度改正・綱紀会則改正等各委員会委員
（ 「全国弁護士大
観」昭和
年）52
③佐佐木二雄
●明治二六年一月一日生、東京市牛込区東五軒町、大正九年七月京都帝国大学法学部卒
業、大正一二年五月司法官試補・大阪地方裁判所詰、大正一 八 大阪地方 判所予備判事、昭和二年一月徳島地方裁判所判事 昭和五年二月和歌山地方裁判所判事、昭和七年一二月大阪区裁判所判事
（ 「人物事典」Ⅲ～Ⅴ）
、昭和一四年一一月大阪控訴院判事代理、昭和二一
年四月舞鶴区裁判所判事、昭和二二年一一月京都地方裁判所舞鶴支部判事
（ 「官報」昭和
・１・23
24
号外）
、昭和二三年一〇月京都地方裁判所舞鶴支部長
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和二四年一月兼京
23
10
20
都家庭裁判所舞鶴支部判事
（ 「官報」昭和
・２・３）
、昭和二六年一月兼京都家庭裁判所峰山支部
24
判事
（官報」昭和
・２・
）、昭和三二年四月京都地方裁判所舞鶴支部事務総括、免京都家庭裁判
26
12
所舞鶴支部兼峰山支部勤務
（ 「官報」昭和
・４・
）、昭和三二年一一月京都地方裁判所判事部事
32
17
務総括
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和三二年一二月三一日定年退官
（ 「官報」昭和
・１・
）、昭和三三
32
11
16
33
11
年二月弁護士登録・京都
（ 「官報」昭和
・３・
）、昭和四三年京都弁護士会副会長
（ 「京都弁護士会史」
33
17
昭和戦後編）
、昭和五一年三月一三日登録取消・死亡
（ 「官報」昭和
・５・
）
51
21
（二）検事の閲歴①浦川忠藏
●明治一一年九月二六日生、佐賀県藤津郡久間村、明治三八年七月東京帝国大学法科大
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学卒業、明治三八年七月司法官試補・静岡地方裁判所詰、明治四〇年四月静岡地方裁判所予備検事、明治四〇年七月宇都宮地方裁判所
検事、明治四〇年九月千葉区裁判所検事、明
治四一年六月長野地方裁判所検事、明治四四年
七月飯田区裁判所検事、大正二年五月長野
区裁判所検事、大正二年九月札幌区裁判所検事、大正三年九月小樽区裁判所検事、大正四年七月横浜区裁判所検事、大正五年八月土浦区裁判所検事、大正八年六月横浜地方裁判所検事、大正九年 二月 阪地方裁判所検事、
大正一〇年七月大阪控訴院検事、大正一五年
七月鳥取地方 正
（ 「人物事典」Ⅰ～Ⅲ）
、昭和四年一月徳島地方裁判所検事正
（ 「官報」昭和４
・１・
）、昭和七年三月奈良地方裁判所検事正
（ 「官報」昭和７・３・
）、昭和八年七月旭川地方裁
31
22
判所検事正
（ 「官報」昭和８・８・３）
、昭和一〇年三月大審院判事・退職
（ 「官報」昭和
・３・
～
）、昭
10
27
28
和一〇年四月公証人・横浜地方 所属
（ 「官報」昭和
・４・
）、昭和二〇年六月公証人依願
10
11
免
（ 「官報」昭和
・７・３）20
（三）弁護士の閲歴①谷原公
徳島、明治一七年九月二日生
（ 「徳島弁護士会誌」 ）
、大正六年一二月弁護士試験及第
（ 「官報」大正６
・
・
）、大正七年一月弁護士登録・徳島
（ 「官報」大正７・１・
）、昭和一三年～一五年徳島弁護
12
11
31
士会長
（ 「徳島弁護士会誌」 ）
、昭和四六年七月登録取消
（ 「官報」昭和
・９・
）
46
30
●勳四等、衆議院議員（本県第一区選出） 、大政翼賛会県支部常務委員、徳島弁護士会長、
司法保護司、司法保護委員会参与、弁護士、徳島市幸町一ノ南、電話二九七八、 「閲歴」本県楠三郎長男、明治十七年九月海部郡川上村に生る、大正三年明大法科卒業 同六 現地に開業す、昭和十七年四月代議士四期当選、曩に小学校長、県会郡会各議員等歴職す 宗
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教」真言宗、 「趣味」読書、弓道 囲碁、 「家庭」妻イト（明治三〇年生）本県天羽信夫姉東京女高師文科卒、二男秀公（大正一〇 生）松山高校卒、長女光（大正七 生）東京女高師卒、岡山一高女教諭、三男博公（大正一 年生）徳島中卒 三女清美（昭和三年生） 。
（ 「昭
和人名辞典」第３巻・昭和
年）18
●徳島県第一区選出、日本進歩党、明治一七年九月生、徳島県出身、大正三年明治大学
法律科卒、小学校長となり、のち川上村長 海部郡 議員、同 長、徳島県会議員となる又弁護士の業務に従事し、徳島弁護士会長、土木会議議員 高松 観察所保 司、大政翼賛会徳島県支部顧問となる、のち
(福
)阿波井島保養院理事長
（昭和
年６月
日～昭和
年７月
日）
31
16
47
28
となる、当選四回
（
・
・
・
）、昭和五七年一一月六日死去。
（ 「衆議院議員名鑑」平成２年、 『阿波井島保
15
17
18
21
養院六十周年記念誌――十年 歩み』 、阿波井島保養院・ 九八七年一 月）
●「弁護士衆議院議員谷原公君」
（市原理之・編輯兼発行『御大典記念
阿波人物鑑』 、徳島日々新報社・一九二八年
三月）
、谷原公「漁業組合の活動に就て」
（農業経済研究所編 『問答式農業動産信用法解説』 、 泰文館・一九三三年一二月）
、
谷原公『螺旋的向上の思出』
（谷原公・一九六六年四月）
、岡田一郎「螺旋的向上の人
谷原公先生」
（ 『徳島教育』第
号、一九七三年二月）
、岡田一郎「海部の生んだ偉大なる人物【谷原公】 」
（ 『徳島の文化』第
302
７号、一九九〇年一〇月）
３
高
松
（一）判事の閲歴①石井壽太郎
●明治一一年二月一七日生、岩手県和賀郡沢内村、明治三三年七月明治法律学校卒業、
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明治三四年一一月判事検事登用試験及第、明治三四年一二月司法官試補・仙台区裁判所詰、明治三八年 月秋田地方裁判所判事、昭和三八年九月盛岡地方裁判所判事、明治三九年九月仙台地方裁判所判事、大正二年五月福島地方裁判所部長、大正二年八月宮城控訴院判事、大正五年七月山形地方裁判所部長、大正六年六月京都地方裁判所判事、大正一〇年五月京都地方裁判所部長、大正一二年四月京都区裁判所監督判事、大正一五年七 高松地方裁判所長、昭和六 九 福島 長、昭和一〇年一〇月長野地方裁 所長
（ 「人物事典」Ⅰ～Ⅴ）
、
昭和一五年四月退職、公証人・東京民事地方裁判所所属
（ 「官報」昭和
・４・
～
）、昭和二〇年
15
11
12
三月公証人依願免
（ 「官報」 昭和
・４・５）
、昭和二一年一〇月弁護士登録・盛岡
（ 「官報」 昭和
・
・
）、
20
21
11
25
昭和三四年二月登録取消
（ 「官報」昭和
・３・
）
34
12
②三好眞一
●明治一七年四月一七日生、愛媛県北宇和郡来村、大正四年七月京都帝国大学法学部卒
業、大正六年二月司法官試補・東京地方裁判所詰、大正七年九月東京地方裁判所予備判事、大正七年一一月広島地方裁判所判事、大正八年九月大洲区裁判所判事、大正一一年六月鳥取地方裁判所判事、大正 四年七月高松地方裁判所 事、昭和二年九月高松地方裁判所部長、昭和六年四月大阪地方裁判所 事 八 五 大阪控訴院 事、昭和九年五月高知地方裁判所部長
（ 「人物事典」Ⅱ～Ⅴ）
、昭和一五年三月徳島地方裁判所部長
（ 「官報」昭和
・３・
）、昭
15
12
和一九年七月徳島区裁判所判事
（ 「官報」昭和
・７・
）、昭和一九年一〇月大審院判事・退職
（ 「官
19
29
報」昭和
・
・４～５）
、昭和一九年一一月弁護士登録・徳島
（ 「官報」昭和
・１・
）、昭和二一年三月
19
10
20
12
登録換→松山
（ 「官報」昭和
・５・
）、昭和四六年五月登録取消
（ 「官報」昭和
・６・
）
21
24
46
28
③小倉清次
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●明治二六年四月二日生、鳥取市上町、大正七年七月明治大学卒業、大正九年一二月判
事検事登用試験及第、大正九年一二月司法官試補・千葉地方裁判所詰、大正一〇年一〇月東京地方裁判所詰、大正一一年八月大阪地方裁判所判事 一五年 月大阪区裁判所判事、昭和三年七月高松地方裁判所判事、昭和六年一二月大阪区裁判所 事、 年一二月大阪控訴院判 、昭和一三年 二月大阪区裁判所 事
（ 「人物事典」Ⅱ～Ⅴ）
、昭和一五年一二月
大阪地方裁判所部長、昭和一六年五月大阪控訴院判事
（ 「官報」昭和
・６・２）
、昭和一九年三月
16
大阪地方裁判所判
（ 「官報」昭和
・３・２）
、昭和一九年七月大阪控訴院部長
（ 「官報」昭和
・７・
）、
19
19
13
昭和二一年二月福岡控訴院部長
（ 「官報」昭和
・２・
）、昭和二二年一〇月鳥取家事審判所長
（ 「官
21
22
報」昭和
・
・
）、昭和二二年一一月鳥取地方裁判所長
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和二四年一月兼
23
10
20
22
11
21
鳥取家庭裁判所長
（ 「官報」昭和
・２・３）
、昭和二九年五月金沢地方裁判所長
（ 「官報」昭和
・５・
）、
24
29
31
昭和三一年七月岡山 長
（ 「官報」昭和
・７・
）、昭和三三年四月定年退官・熱海簡易
31
31
裁判所判事
（ 「官報」昭和
・４・５）
、昭和三八年四月簡裁判事定年退官
（ 「官報」昭和
・４・９）
、昭和
33
38
三八年六月弁護士登録・鳥取
（ 「官報」昭和
・７・
）、昭和五四年一月二八日登録取消・死亡
（ 「官
38
20
報」昭和
・３・
）
54
16
●明治二六年四月二日生、 「本籍」鳥取市、 「事務所・自宅」鳥取市栗谷町七〇、 「電話」
（
）六五九五、昭和三八年弁護士登録（八八七三） 、大正七年明治大学卒、大正九年判事22
検事登用試験及第、大正九年司法官試補、判事（鳥取地家裁 金沢地裁、岡山地裁各所長歴任）
（ 「全国弁護士大観」昭和
年）52
④内藤諒太郎
●明治七年二月二日生、福島県岩城郡平町、明治三三年七月東京法学院卒業、明治三三
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年一一月判事検事登用試験及第、明治三三年
一一月司法官試補・仙台区裁判所詰、明治三
五年七月山形区裁判所判事、明治四〇年二月仙台地方裁判所判事、明治四一年二月福島区裁判所監督判事、明治四一年六月仙台区裁判所判事、明治四四年二月平区裁判所監督判事、明治四 二 宮城控訴院判事、大正七年七月文官普通懲戒委員、大正一一年一〇月札幌控訴院部長、公証人懲戒委員、文官普通懲戒委員、大正一四年二月青森地方裁判所長、大正一五年七月福井地方裁判所長
（ 「人物事典」Ⅰ～Ⅲ）
、昭和六年九月高松地方裁判所長
（ 「官報」昭和６
・９・
）、昭和八年一一月大審院検事・退職、公証人・東京地方裁判所所属
（ 「官報」昭和８・
・
、
10
11
25
昭和８・
・
）、昭和二〇年五月公証人依願免
（ 「官報」昭和
・５・
）
11
29
20
17
⑤小林種吉
（注、和歌山判事⑥参照）
⑥神戸敬太郎
●明治三〇年一二月七日生、京都府愛宕郡上賀茂村、大正一二年三月京都帝国大学法学
部卒業、大正一二年五月司法官試補・大阪地方裁 所詰、大正一四年一一 大阪地方裁判所予備判事 五 四 熊本地方裁判所予備 昭和二年八月鹿児島地方裁判所判事、昭和六年五月福井地方裁判所判事、昭和六 一二月高松地方裁 所判事、昭和八年五月堺区裁判所兼大阪地方裁判所 事、 昭和一四年八月大阪区裁判所兼大阪地方裁判所 事
（ 「人
物事典」Ⅲ～Ⅴ）
、昭和一七年七月大阪控訴院判事
（ 「官報」昭和
・７・
9）、昭和二二年一一月大阪高等
17
裁判所判事
（ 「官報」昭和
・１・
）、昭和三四年一月大阪高等裁判所判事部事務総括
（ 「官報」昭和
・
23
24
34
１・６）
、昭和三七年一二月定年退官
（ 「官報」昭和
・
・８）
、
37
12
●神戸敬太郎「家屋賃貸借解約のために要する正当な事由の存在期および存続期間と解
約の申入の効果」
（ 『民商法雑誌』第
巻第６号、一九四九年九月）
、神戸敬太郎「民事訴訟法の書証たる文
24
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書の成立についての主張とこれに対する陳述」
（ 『民商法雑誌』第
巻第２号、一九五二年二月）
、神戸敬太
27
郎「地代家賃統制令第二十三条第二項但書の意義」
（ 『経済関係新判例』第８巻第６号、一九五二年六月）
（二）検事の閲歴①宮重左馬吉
●明治一一年一月八日生、東京市赤坂区一ツ木町→愛知県西加茂郡挙母町、明治三三年
七月和仏法律学校卒業、明治三三年一一月判事検事登用試験及第、明治三三年一一月司法官試補・名古屋区裁判所詰 五 七月岐阜地方 検 、明治三七 一二月大津区裁判所検事、明治三八年四月脇町区裁判所検事、明治四〇年一 京都区裁判所検事、明治四一年七月京都地方裁判所 大正二年五月宮津区裁判所検事、大正六年九月高知区裁判所検事、大正一〇年七月広島区裁判所検事、大正一三年一二月釧路地方裁判所検事正大正一五年九月高松地方裁判所検事正、昭和五年九月奈良地方 正、昭和七年三月水戸地方裁判所検事正、昭和九年七月長野 方裁判所検事 、昭和 三年一二月長崎地方裁判所検事正
（ 「人物事典」Ⅰ～Ⅴ）
、昭和一四年一二月退職、公証人・東京民事地方裁判所所属
（ 「官報」昭和
・
・
、昭和
・
・
）、昭和一六年七月三〇日死亡
（ 「官報」昭和
・
・
）
14
12
12
14
12
19
16
10
11
②小野謙三
●明治二四年七月一一日生、福井県遠敷郡知三村、大正八年七月京都帝国大学法科大学
卒業、大正八年八 司法官試補・名古屋地方裁判所詰、大 九年五月東京地方裁判所詰、大正一〇年五月札幌地方裁判所検事、大正一二年八月東京区裁判所検事、昭和二年 刑事局事務嘱託、昭和二年一一月仙台地方裁判所検事、昭和三年七月宮城控訴院検事、昭和
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六年七月神戸区裁判所検事、昭和七年四月高松地方裁判所検事、昭和八年五月大阪地方裁判所検事、昭和九年一月京都地方裁判所検事、昭和一二年一月京都区裁判所兼京都地方裁判所検事
（ 「人物事典」Ⅱ～Ⅴ）
、昭和一五年一月大阪控訴院検事
（ 「官報」昭和
・１・
）、昭和一六年三
15
24
月兼保護観察所輔導官・大阪保護観察所長兼司法保護委員事務局保護官・大阪司法保護委員事務局長
（ 「官報」昭和
・３・
）、昭和一七年七月大阪区裁判所検事
（ 「官報」昭和
・７・
）、昭和
16
11
17
17
一七年一二月大阪地方裁判所検事
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和一九年三月徳島地方裁判所検事
17
12
29
正
（ 「官報」昭和
・４・５）
、昭和二〇年四月水戸地方裁判所検事正
（ 「官報」昭和
・４・
）、昭和二一
19
20
30
年二月新潟地方裁 正
（ 「官報」昭和
・２・
）、昭和二一年七月退職
（ 「官報」昭和
・７・
）、
21
22
21
10
昭和二一年七月弁護士登録・新潟
（ 「官報」昭和
・９・
）、昭和六三年一一月登録取消
（ 「官報」昭和
21
26
・
・
）
63
12
13
●明治二四年七月一一日生、 「本籍」福井県、 「事務所・自宅」新潟市白山浦一丁目敷島
町、 「電話」 （
）三四〇一、昭和二一年弁護士登録・新潟、大正八年京都大学法学部卒、66
昭和三一年新潟弁護士会長、日 連理事、関東弁連理事、常議員等、昭和五一年懲戒委員会副委員長
（ 「全国弁護士大観」昭和
年）52
（三）弁護士の閲歴①中村皎久
●大正三年一二月弁護士試験及第
（ 「官報」大正３・
・３）
、大正四年一月弁護士登録・大阪
（ 「官
12
報」大正４・１・
）、大正五年四月登録換→高松
（ 「官報」大正５・４・
）、大正一〇年高松弁護士会長
27
11
（ 「日本弁護士名簿」大正
年）
、昭和一六年三月登録取消
（ 「官報」昭和
・４・
）、昭和一七年一月弁護士
10
16
12
登録・高松
（ 「官報」昭和
・２・
）、昭和一九年八月登録取消
（ 「官報」昭和
・９・
）、昭和二〇年一
17
21
19
11
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二月弁護士登録・高松
（ 「官報」昭和
・１・
）、昭和四〇年一月二一日死亡
（ 「香川県弁護士会百年史」平成
21
23
二年）
。
●四国繊維加工協同会、県廃品問屋商業組合各理事長、四国地方故繊維統制
(株
)社長、
高松市大工町四九、電話二五六五、 「閲歴」本県茂平二男 明治十八 九 生れ、大正三年前名恒太郎を改む、明治四十年中大法科卒業
、大正三年判検事弁護士高文各試験合格、大
正四年開業す、曩に県会議員、同副議長 市会議員、高松弁護士会長たり、 「宗教」真宗、「趣味」運動、音楽、碁 「家庭」妻喜美（明治二二年生）鹿児島高女卒、長男一作（大正六年生）京大法科卒、 男二柄（大正一〇年生）同大在、三男 良（大正一二年生）高松中卒、四男詩郎（昭和四年） 。
（ 「昭和人名辞典」第３巻・昭和
年）18
●香川県議、高松市会副議長、弁護士、香川在籍、妻喜美（明治二二 一二月生）東京
府小林黄長女、鹿児島高女卒 男一作（大正六年 月生）京大法科卒、 二柄 〇年四月生）浪速高校卒、男三良（大正一 年八月生）高松一中卒、
香川県茂平の二男にして、明治十八年九月出生、大正三年分家し、恒太郎を改む、明治
四十年中大法科を卒業し 高文合格、大正四 開業す 曩に香川県会副議長たり 「趣味」音楽、碁、 「宗教」真宗 家庭 尚ほ四 詩郎 昭和四 月 あり、 （高松市大工町五〇、電話二五六五） 。
（ 「人事興信録」昭和
年）18
●明治一八
（一八八五）
年～昭和四〇
（一九六五）
年、政治家・弁護士。香川郡川東村川東下
（現
香川町川東下）
に生まれる。明治四〇
（一九〇七）
年中央大学専門部法科卒業。大正三
（一九一四）
年高
松で弁護士開業。一方、大正一五
（一九二六）
年高松市会議員に当選、更に昭和二
（一九二七）
年
以来四期県会議員に当選。長男 作、四男詩郎も弁護士となる。
〔立野省一〕
。
（ 「香川県人物・人名事典」
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昭和
年）60
●中村皎久『戦線に使して』
（中村皎久・一九三八年三月）
、中村皎久『野鳥と俳句』
（回天堂・一九五六年
二月）
、中村素心
（皎久）
『鳥
句集』
（俳誌屋島・一九五七年四月）
、磯野実「中村皎久」
（草薙金四郎監修・磯野
実編『続讃岐人名辞書』 （藤田書店・一九八五年一月）
、 「中村皎久」
（四国新聞
年史編集委員会編『四国新聞百年史』 、四国新聞100
社・一九八九年四月。
・
・
頁）
、中村詩郎「中村皎久」
（会史編纂委員会編『香川県弁護士会百年史』 、香川県弁護士会
106
122
123
・一九九〇年一〇
、 「中村皎久」
（香川町誌編集委員会編『香川町誌』 、香川町・一九九三年三月。
頁）902
（注）中村皎久の長男一作（昭和
年～昭和
年香川県弁護士会長）の子史人も、香川県弁護士会員である。 （ 「香川県弁護士会百年史」
48
50
平成２年）②長濱
懿
●昭和二年一二月弁護士試験
（大正一二年法律第五二号）
合格
（ 「官報」昭和２・
・
）、昭和三年五月弁
12
26
護士登録・東京
（ 「官報」昭和３・５・
）、昭和六年一月登録取消
（ 「官報」昭和６・２・４）
19
●「事務所」丸亀市地方、 「電話」丸亀一一八三、 「本籍」香川（元愛媛） 。
（ 「日本弁護士名簿」
昭和３年～昭和５年）③舟場米彦
●大正一一年三月弁護士試験及第
（ 「官報」 大正
・３・
）、大正一一年四月弁護士登録・高松
（ 「官
11
27
報」大正
・５・２）
、昭和七年一二月二三日登録取消・死亡
（ 「官報」昭和８・１・
）
11
11
●「事務所」丸亀市地方一七四ノ八、 「電話」丸亀二〇四、 「本籍」香川。
（ 「日本弁護士名簿」昭
和５年）④長野國助
●大正七年一二月弁護士試験及第
（ 「官報」 大正７・
・
）、大正七年一二月弁護士登録・東京
（ 「官
12
11
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報」大正７・
・
）、昭和二三年東京弁護士会長、昭和二 日本弁護士連合会長
（ 「法曹百年史」昭和
12
24
年）
、昭和四六年四月一二日登録取消・死亡
（ 「官報」昭和
・６・７）
44
46
●君は稜々たる気骨を有し、所信に向って勇往邁進するところ、また一快男子である。
率直、果断、ときに激論人を驚かす事あるも、由来親切の人にして、対者に悪感を少しも与へず、頗る淡泊である。しかも、年既に三十九 思想漸く円熟の境に達し、近ごろ世人の信望一層加はり 事件の依頼者は常に門前を賑はしつゝある。乍然、君は金銭 も淡泊にして、公共事業に尽す外、近親、友人者の貧しき者を救ひ、常に陰徳を施しつゝある。
君の相貌を見るに、実に一点の曇りなく、その清澄なるは人格の高潔を示し、音声朗亮
として些の濁りなきは 心情の淡泊を現すものとして、何人 疑はぬ所である。君の生国は愛媛県今治市、大正元年明治大学を卒業し 弁護士試験 合格して開業した は大正七年である。君の得意は民事々件で、最早や一方の権威 なってゐる。現に東京弁護士会常議員たる外、幾多の名誉職にある。 （現住所
京橋区松川町一番地、電話銀座四八二七番） 。
（ 「東京弁護士名家録」第１巻・大正
年）14
●明治二〇年六月一一日生、 「出身地」愛媛、 「事務所」東京都千代田区内幸町二ノ三（幸
ビル） 、電話（
）〇五七一～二、 「自宅」東京都中野区住吉町五四、電話（
）三五〇四、
591
361
大正七年弁護士登録（四〇九） 、明治四五年明治大学法科 、昭和二二年最高裁裁判官任命諮問委員、昭和二三年東京弁護士会長、昭和二七年日弁連会長、明大評議員並評議員会議長、日本アジア連帯委員会理事長 労働問題懇談会中立委員、自由人権協会特別委員、昭和三六年東京弁護士会則等改正委員長
（ 「日本弁護士大観」昭和
年）37
●長野國助「大審院の改造と司法権の独立」
（ 『法治国』第
号、一九二〇年六月）
、長野國助「法廷侮
65
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辱罪に就て
・
」
（ 『法曹新聞』第
号・第
号、一九四八年八月）
、長野國助「破壊活動防止法に対する意
(一)
(二)
22
23
見」
（ 『法律のひろば』第５巻第７号、一九五二年七月）
、長野國助「日本の独立と治外法権」
（ 『経済往来』昭和
年27
月号）
、長野國助「弁護士の法廷活動の限界」
（ 『法律のひろば』第６巻第１号、一九五三年一月）
、長野國助
10
「最高裁判所の訴訟遅延と機構改革」
（ 『法律のひろば』第６巻第７号、一九五三年七月）
、長野國助「違憲裁
判の是非」
（ 『法律のひろば』第７巻第
号、一九五四年一〇月）
、長野國助「印度と中共」
（ 『自由と正義』第６巻第６
10
号、一九五五年六月）
、長野國助「古陶漫談」
（ 『自由と正義』第
巻第８号、一九五九年八月）
、長野國助「我が法
10
廷の記――
米騒動批判事件裁判をめぐって
――
(１
)～
(３完
)」
（ 『判例時報』
・
・
、昭和
年９月
日、
月
日・
日）
、
345
347
348
38
21
10
11
21
長野國助「臨時司法制度調査会に出席して」
（ 『自由と正義』第
巻第
号、一九六三年一二月）
、長野國助「防
14
12
衛雑感」
（ 『現代防衛論集』第１巻、一九六五年三月）
、長野國助「プライバシー侵害の実態と問題点」
（ 『法律
のひろば』第
巻第
号、一九六七年一二月）
、長野國助「プライバシー問題の考察」
（ 『人権通信』第
号、一九六八
20
12
12
年二月）
、長野國助「竹内金太郎」 ・ 「天野敬一」
（ 『法曹百年史』法曹公論社・一九六九年一〇月）
、渡部卓郎「
野國助」
（ 『法曹百年史』法曹公論社・一九六九年一〇月）
、渡部喜十郎「長野國助先生を悼む」
（ 『自由と正義』第
巻第５号、一九七一年五月）
、 「故長野國助前全連会長を偲んで――
追悼文集
――」
（ 『人権通信』第
号、一九七
22
32
一年八月）
、溝口嘉方「長野國助先生を憶う」
（ 『調停時報』第
号、一九七二年一一月）
、
｢長野国助
｣伝記刊
64
行会編『長 国 』
（ 「長野国助」伝記刊行会・一九七六年三月）
４
高
知
（一）判事の閲歴①多田常太郎
●明治五年九月三日生、長崎県下県郡厳原中村町、明治二五年七月東京法学院卒業、明
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治二六年一月代言人試験及第
（ 「官報」明治
・１・
）、明治二六年一月東京代言免許
（ 「日本弁護士史」
26
28
一二一四頁）
、明治二六年五月弁護士名簿登録・大阪
（ 「官報」明治
・６・２）
、明治三〇年七月登録取
26
消
（ 「官報」明治
・７・
）、明治三〇年七月田辺区裁判所判事、明治三二年七月大阪区裁判所判
30
19
事、明治三七年九月大阪地方裁判所部長、明治三八 一一月長崎控訴院判事、明治四〇年七月大阪地方裁判所判事、大正二年五月京都区裁判所監督判事、大正一二年四月山口地方裁判所長 大正一五 七 高知 長
（ 「人物事典」Ⅱ・Ⅲ）
、昭和四年一一月二一日安濃津
地方裁判所
（ 「官報」昭和４・
・
）、昭和八年一〇月一八日名古屋地方裁判所長
（ 「官報」昭和８・
11
25
10
・
）、昭和一〇年九月定年退職
（ 「官報」昭和
・９・
）、昭和一五年一〇月弁護士登録・第一東京
20
10
11
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和二四年三月登録取消
（ 「官報」昭和
・４・
）
15
11
15
24
20
●野村正男「多田常太郎」
（ 『法曹風雲録
あの人この人訪問記（上） 』 、朝日新聞社・一九六六年一月）
②川崎恒二
●明治一四年四月二日生、長崎県東彼杵郡大村町、明治四四年七月東京帝国大学法科大
学卒業、明治四四年七月司法官試補・横浜地方裁 所詰、大正二年五月名古屋地方裁判所予備判事、大正三年一月和歌山地方裁判所判事、大正四年七月 阪地方裁判所 、大正五年五月大阪区裁判所判事、大正八年六月五条区裁判所判事、大正八年七月葛城区裁判所判事、大正一〇年九月大阪控訴院判事、大正一 年四月 阪地方裁判所部長、大正一五年一一月高知地方裁判所部長、昭和七年一月奈良区裁判所監督 事、
（ 「人物事典」Ⅰ～Ⅴ）
、昭和一
八年一月大審院判事・退職
（ 「官報」昭和
・１・
）、
18
23
③山崎寅之助
●明治三六年一月五日生、京都市下京区七条通新町、大正一四年一二月高等試験司法科
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合格、大正一五年三月京都帝国大学法学部卒業、大正一五年四月司法官試補・大阪地方裁判所詰、昭和二年一二月大阪地方裁判所予備判事、昭和三年一〇月高知地方裁判所判事、昭和六年一二月大阪地方裁判所兼大阪区裁判所
（ 「人物事典」Ⅱ～Ⅴ）
、昭和一九年一月京都区
裁判所兼京都地方裁判所判事
（ 「官報」昭和
・１・７）
、昭和二一年四月大津地方裁判所部長兼大
19
津区裁判所 事
（ 「司法大観」昭和
年・昭和
年）
、昭和二二年一一月大津地方裁判所判事
（ 「官報」昭和
32
42
23
・１・
）、昭和二三年一月大津地方裁判所兼家事審判所判事
（ 「司法大観」昭和
年）
、昭和二四年一
24
42
月兼大 家庭裁判所判事
（ 「官報」昭和
・２・３）
、昭和二四年三月大津地方裁判所判事部事務総
24
括
（ 「官報」昭和
・４・
）、昭和二八年一月大阪高等裁判所判事
（ 「官報」昭和
・１・
）、昭和三二年
24
15
28
28
一〇月高松高等裁判所 事部 務総括
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和三四年一〇月大阪高等裁判
32
10
30
所判事
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和三六年五月大阪高等裁判所部事務総括
（ 「官報」昭和
・５・
）、
34
10
22
36
23
昭和三九年七月高松家庭裁判所長
（ 「官報」昭和
・７・
）、昭和四三年一月定年退官
（ 「官報」昭和
・
39
14
43
１・５）
、昭和四三年二月京都簡易裁判所判事司法行政事務掌理者
（ 「官報」昭和
・２・２、昭和
・２・
43
43
）、昭和四八年一月簡裁判事定年退官
（ 「官報」昭和
・１・８）
、昭和四八年二月弁護士登録・京
16
48
都
（ 「官報」昭和
・３・
）、平成九年三月一日登録取消・死亡
（ 「官報」平成９・４・
）
48
30
30
●明治三六年一月五日生、 本籍」京都市、 「事務所・自宅」京都市山科区安朱中溝町四
七、 「電話」 （
）二〇四六、昭和四八年弁護士登録・京都（一三四六二） 、大正一四年高等581
試験司法科合格、大正一五年京都大学法学部
卒、大正一五年司法官試補、判事（高知・大
阪・京都・大津各地裁、大阪・高松各高裁歴任、昭和三九年高松家裁所長）
（ 「全国弁護士大観」昭
和
年）52
④岡崎善太
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●明治一二年八月五日生、岡山市大字南方 明治三四 七 東京法学院卒業、明治三四
年一一月判事検事登用試験及第、明治三四年一二月司法官試補・太田区裁判所詰、明治三六年七月東京区裁判所判事、明治三八年四月水戸 方裁判所判事、明治四〇年四月浦和地方裁判所判事、明治四四年五月東京地方裁判所判事、大正二年 月新潟地方 判所部長大正九年一〇 宇都宮地方裁 所部長、大正一 年 月松本区裁判所監督判事、大正一五年七月青森地方裁判所長、昭和二年四月高等官二等 昭和四年一一月高知地方裁判所長、昭和八年一〇月金沢地方裁 所長、昭和九年一〇月高等官一等
（ 「人物事典」Ⅰ～Ⅳ）
、昭和一一年
八月大審院検事・退職
（ 「官報」昭和
・９・１～２）11
⑤小林種吉
（注、大津判事⑤、和歌山判事⑥参照）
⑥柴田貞輝
（注、大阪判事④参照）
⑦佐藤智彦
●明治三五年一〇月四日生、福島県田村郡瀬川村、昭和四年三月中央大学法科卒業
和四年一二月高等試験司法科合格、昭和五年六 司法官試補・仙台地方裁判所詰、昭和六年一二月仙台地方裁判所予備判事、昭和七 六 盛岡地方裁判所予備判事、昭和七 〇月樺太地方裁判所判事、昭和九年四月高知地方裁 所判事 一一年七月福島地方裁所判若松支部判事、昭和一二年二月米沢区裁判所 事、昭和一四年九月青森地方裁判所弘前支部判事
（ 「人物事典」Ⅳ・Ⅴ）
、昭和一七年一月福島地方裁判所平支部判事、昭和一八年八月福
島地方裁 所判事、昭和二〇年 月盛岡地方裁判所判事
（ 「司法大観」昭和
年）
、昭和二四年一
32
月兼盛岡家庭裁判所花巻支部判事
（ 「官報」昭和
・２・３）
、昭和二四年三月免盛岡家庭裁判所花
24
巻支部判事、昭和二五年五月福島地方裁判所郡山支部長兼福島家庭裁判所郡山支部長
（ 「官報」
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昭和
・６・
）、昭和三二年一〇月依願免本官並兼官
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和三二年一一月弁
25
15
32
10
17
護士登録・福島
（ 「官報」昭和
・
・７）
、昭和六二年三月一〇日登録取消・死亡
（ 「官報」昭和
62・４・９）
32
12
⑦平峯隆
●明治四二年一一月二〇日生、鹿児島県川辺郡勝目村、昭和六年一一月高等試験司法科
合格、昭和七年三月東京帝国大学法学部卒業、昭和七年六月司法官試補・広島地方裁判所詰、昭和八年一二月高知地方裁判所予備判事、昭和九年一〇月高知地方裁判所判事、昭和一二年九月大津地方裁判所判事
（ 「人物事典」Ⅳ・Ⅴ）
、昭和一四年三月大阪区裁判所兼大阪区裁判
所判事、昭和一 七月大阪地方裁判所予審判事、昭和一 六月京都地方裁判所兼京都区裁判所判事 二二年一一月京都地方裁判所 二三 兼京都家事審判事、昭和二四 一 兼京都家庭裁判所判事
、昭和二六年一〇月大阪高等裁判所判事、昭
和三一年六月大阪地方裁判所判事、同年一〇月欧米各国における租税争訟の調査研究のため海外出張 三九 八 札幌家庭 長、昭和四一年八月大阪高等裁判所判事
（ 「司法
大観」昭和
年・昭和
年）
、昭和四二年一月大阪高等裁判所判事部事務総括
（ 「官報」昭和
・１・５）
、昭
32
42
42
和四四年七月京都地方裁 所判事兼京都簡易裁判所判事
（ 「官報」昭和
・７・
～
）、昭和四五年
44
21
22
四月兼京都家庭裁 所判事
（ 「官報」昭和
・４・３）
、昭和四九年一一月定年退官・簡易裁判所判
45
事退官
（ 「官報」昭和
・
・
）、昭和五〇年三月弁護士登録・京都
（ 「官報」昭和
・５・６）
、昭和五七
49
11
21
50
年八月二五日登録取消・死亡
（ 「官報」昭和
・
・
）
57
10
16
（二）検事の閲歴①加藤治之丞
（注、奈良検察官④参照）
②片寄秀
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●明治二二年三月八日生、松江市新雑賀町、大正六年七月京都帝国大学法科大学卒業、
大正六年一一月弁護士名簿登録・大阪
（ 「官報」大正６・
・
）、大正七年一月登録取消
（ 「官報」大正
11
17
７・１・
）、大正七年一月司法官試補・広島地方裁判所詰、大正八年一〇月広島地方裁判所予31
備検事、大正八年一二月岡山地方裁判所検 、大正一二年五月広島地方裁 所検事、大正一四年七月京都区裁判所検事、昭和三年七月京都地方裁判所検事、昭和四年一二月姫路区裁判所検事、昭和七年一二月神戸区裁判所検事、昭和九年四月高知地方裁判所検事、昭和一二年七月和歌山地方裁判所検事、昭和一四 九 舞鶴区裁判所兼京都地方裁判所舞鶴支部検事
（ 「人物事典」Ⅱ～Ⅴ）
、昭和一六年五月徳島地方裁判所兼徳島区裁判所検事
（ 「官報」昭和
・５・16
８）
、昭和一七年九月奈良地方裁判所兼奈良区裁判所検事
（ 「官報」昭和
・９・
）、昭和二一年三
17
12
月大審院 ・退職
（ 「官報」昭和
・４・２、昭和
・４・５号外）
21
21
●昭和二一年四月弁護士登録・奈良
（ 「官報」昭和
・５・
）、昭和二五年・ 和三〇年奈良弁
21
25
護士会副会長、昭和三一年・昭和三六年奈良弁護士会長
（ 「奈良弁護士会史）
、昭和五〇年二月二
三日登録取消・死亡
（官報」昭和
・５・６）50
（三）弁護士の閲歴①水野吉太郎
●明治三二年一一月判事検事登用試験及第
（ 「官報」明治
・
・
）、明治三二年一二月弁護士
32
11
22
試験及第
（ 「官報」明治
・
・
）、明治三二年一二月司法官試補・和歌山地方裁判所詰
（ 「官報」明治
32
12
13
・
・
）、明治三三年九月司法官試補依願免
（ 「官報」明治
・９・
）、明治三三年一〇月弁護士登
32
12
14
33
21
録・高知
（ 「官報」明治
・
・
）、大正一一年二月登録換→東京
（ 「官報」大正
・３・３）
、大正一四年
33
10
20
11
四月登録換→高知
（ 「官報」大正
・５・
）、大正一四年六月関東庁弁護士登録取消
（ 「官報」大正
・６
14
20
14
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・
）、昭和一四年九月登録取消
（ 「官報」昭和
・
・
）
30
14
10
18
●昭和十一年二月の総選挙以来、政友会高知支部は未曾有の受難を満喫し、支部の事務
所も撤退の余儀無きに至り、党員は一時茫然自失したが、併し何時の間にやら長老水野吉太郎氏の邸宅が事実上支部幹部の協議場所と為って、其の玄関には幹部員の下足が六つや七つ並んでをる風景を見かけたことである。昭和十一年十月九日、党の長老山本忠秀氏が急逝するや、水野氏は党葬委員長に挙げられ
同時に氏の邸は葬儀事務所の形となった。
右二つの事実は、暗黙の裡に政友会支部の中心が 水野氏と定められたことを示唆して
ゐるのではなからふか。支部部長が誰 ならふか幹事長が誰にならふか、大御所が水野氏であることを不言不語にして物語ってをる。昔は豊太閤の薨ずるや、五大老 あり五奉行があって、秀吉の遺命を奉ずると言ひな らも、互に勢力の争奪をや たものだ。併し、実力は既に五大老の上席たる徳川家康に帰してゐたか 家康が葬儀委員長を勤めたのである。家康は、性来戦争が嫌ひで平和のうちに問題を解決する流儀であり、如何なる場合にも決して無理をしなかった。 「鳴かざれば鳴くまで待たふ時鳥」 十七文字は、能く家康の性格をあらはして と思ふ 、水野氏の処世筆法が矢張りこれである。断じて無理しない、春が来て雪が溶け やうに法爾自然の姿で 事を解決するのが其の流儀であ 、だから敵が無い。それに水野氏の偉大なところは 清濁併せ呑む其の抱擁力と、他人の短所を見ず長所を見て、それを用ゆ 云 眼
の着けどころである。韓文公の有名な文章に
「
杞
辛梓連抱数尺の朽つるあるも良工は之を捨てず」といふのがある、水野氏は人の長伎
を商量して、其の人の器量に随ひて適用す 極意を心得てをるから、韓文公に言はする宰相の器である。将に将たるの器である氏が、政友会支部の大御所と為ったのも、矢張
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自然の姿である。
氏は、明治七年十二月十八日を以て、香美郡富家村に生まれた。十七歳で村長を勤めた
と云ふから、少年時代から人 上に立って仕事をす 天稟を備へてゐた が分る。既往の肩書きたる衆議院議員とか、政友会支部長
とか、高知弁護士会長とか云ふものは、氏の
本音では雲煙過眼位のところではあるまいか。在野 たる氏 は、最早肩書 必要 い、代議士を優に使ひ得る器量人だから ソレ以上の贅筆を弄す のは、畢竟蛇足で氏の尊厳を傷つけことになるから、唯だ土佐政友派の大御 、本県第一流の先輩とし 、最高 敬意を捧げるに止める。
（ 「近代土佐人」昭和
年・昭和
年）
11
13
●「現職」政治家、 「住所」高知市九反田六四番地、 「電話」一二八五番、 「趣味」囲碁、
「出身地」香美郡富家村一四二七番地、 「生年月日」明治七年十二月十八日、 「閲歴」前衆議院議員、南海合資会社代表社員、弁護士、前政友会高知支部顧問 旅館大松閣経営 「夫人」千鶴（明治廿六年三月廿四日生） 。
（ 「高知県人名鑑」昭和
年）15
●高知県第一区選出、政友本党、弁護士、明治七年一二月高知県香美郡富家村ニ生ル、
明治三二年和仏法律学校卒業、明治三二年判検事登用試験及弁護士試験ニ合格、弁護士業ニ従事シ、高知弁護士会長トナル、当選一回（第一四回
大正９・５・
） 、昭和二二年二月一四10
日死去。
（ 「衆議院議員略歴」昭和
年、 「衆議院議員名鑑」平成２年）15
●明治四三年三月二七日、この朝、伊藤博文狙撃者、安重根はひとりの弁護士の慈愛に
あふれたまなざしを背に受け、旅順の刑場の露と消えた。従容として絞首台に登っていったこの死刑囚は、冷たく見守る検察官や看守に一べつもくれず、 だ「水野先生ありがとうございまし 。私の最後を見とどけけてください」 いい残しただけという。恩讐を越
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え、韓国の一民族主義青年の弁護をかって出た水野吉太郎は、大連の関東部都督府地方院の法廷に一大弁論をくりひろげた。しかし、それもおよばず、白絹の死装束、朝鮮服に身につつんだ安重根をやさしく見送ってやるのが、せいいっぱいだった。安重根を弁護して一躍そ 名をとどろかせた水野は、明治七年一二月一八日、香美郡富家村（現・野市町）の生まれ。富家小学校、城山高等小学校（現・城山高校の前身）を卒業 当時富家村長をつとめていた父源兵衛を助けて村役場書記となった。しかし、村政のほとんどは、弱冠一六歳の吉太郎がきりもりし“少年村長”の名で近郷近在で知らぬ人がなかった。だが この政治好き 若者は、 “在職”わずか一年足らずで“辞表”を役場の金庫に置いたまま、郷里の大先輩で代議士、楠目玄（土佐山田町大楠植）をたよ て上京、和仏法律学校（現・法政大学）に入学。二 歳の若さで判検事試験に合格、大阪での検事 ふり しに法曹界へ身を投じた。検事から間もなく弁護士 開業したが、突然、北海道に渡り 新聞社 経営に手をつけた。血気盛んなころ、学んだ法律を武器 “男一匹人生武者修行”と意気込んではみたが、専門外の 業で、しかも持って生まれた“お人よし”がわざわい て見事失敗。郷里にもどって弁護士を始 た。ところが の専門家 ちょっとし 木材商人の争いに巻きこまれ 時 検事正から「強盗教唆」の罪名で追われる身とな た。窮余一策、こんどは関東州大連へ“高飛び” 。日露戦争 終わった明治三八年のこ だった。明治四二年一〇月、韓国統監 やめ、三度目の枢密院議長についた伊藤博文は 満州視察の途中、ハルピン駅頭 独立を叫ぶ韓国青年の凶弾に倒れ 。犯人安重根はだだちに らえられ、大連で裁判に掛けられる。安重根 弁護に立っ の 当時大連で法曹界の一方旗頭であった水野だった。内地では転々として芽が出なかったが すべて 大まかな大陸
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の空気を吸ったせいか、三十代 すで 風格をそなえ、おしもおされぬ一流弁護士にのし上がっていた。 「窮する者を助ける が、オレのつとめだ」と口ぐせ ようにいっていたが、一国の宰相をつとめ 元老の暗殺者を救おうとした。おそらく当 しては不可能だと知りながら……。
のち「死刑に立ち会ってくれ、と頼まれたが、正視できなかった。クリスチャンで、三
二歳という若さな ら、りっぱな男だった。あんな非常手段をとら かったら、きっと韓国を背負っていただろう」と遠縁の弁護士小林盛義さん（六六）＝高知市升形＝に らしていることからも、こ 弁護へかけていた熱意がうかがえよ 。その後、郷里に帰り 衆議院議員にに当選（大正九年）政友会県支部長もつとめた。しかし、一時は高知地裁関係事件（特に民事）の六割を引き受けるほど弁護士業が忙しく 政界 表面 出 った。その間、富家村 残してあった家屋敷、田畑いっさいを村に寄付 昭和一七年 同志らとともに旧板垣邸 高知市九反田の旧南海学校跡に移し、同時に「憲 之祖国」碑 建てた。大正から昭和 かけ、政、財 法曹界で活躍した香美郡南部出身の森田茂（衆議院議長、土佐山田町佐岡） 、和田潤（沖縄県知事、夜須町） 、坂本和吉（坂本組支配人 野市町） 、村上清（高知市長、香我美町山北）とともに“香南五人男”として知られている。昭和二二年二月一四日、七四歳で死亡。
（ 「土佐人物山脈」昭和
年）38
●「水野吉太郎」
（高知県人名事典編集委員会編『高知県人名事典』 、高知市民図書館・一九七一年一二月）
、東元善次
郎「水野吉太郎」
（ 『高知県百科事典』 、高知新聞社・一九七六年）
、萩原進「安重根記念館を訪ねて─
水野吉太
郎のこと
─」
（ 『法政』第
巻第２号、一九九七年二・三月）
、小松亮「安重根と水野吉太郎」
（ 『野市史談』第２号、一
24
九九〇年一二月）
、 「水野吉太郎」
（野市町史編纂委員会編『野市町史』下巻、野市町・一九九二年一月）
、 「水 吉太郎頌
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徳碑」 ・ 「水野吉太郎墓碑」
（野市町文化財保護審議会編『古里之石碑』 、野市町教育委員会・一九九五年一一月）
、山本泰
三「水野吉太郎」
（ 『土佐自由民権家の墓碑並びに業績』高知市立自由民権記念館友の会ブックレット
・
４、一九九六年一〇月）
、
No
「水野吉太郎」
（ 「高知県人名事典新版」刊行委員会編『高知県人名事典』新版（高知新聞社・一九九九年九月）
②高石久壽喜
●昭和二年一二月弁護士試験
（大正一二年法律第五二号）
合格
（ 「官報」昭和２・
・
）、昭和三年五月弁
12
26
護士登録・大阪
（ 「官報」昭和３・５・
）、昭和三年一二月登録換→高知
（ 「官報」大正３・
・
）、昭和
31
12
21
二二年二月一四日登録取消・死亡
（ 「官報」昭和
・３・
）
22
20
●「事務所」高知市升形、 「電話」高知二〇八四、 「本籍」高知。
（ 「日本弁護士名簿 昭和４年）
●「現職」従七位、弁護士、 「住所」高知市帯屋町一〇七番地、 「電話」二〇八四番、 「趣
味」読書、旅行、義太夫、演劇、角力、 「宗教」神統、 「出身地」土佐郡地蔵寺村地蔵寺、 「出身学校」高知県師範学校、明治大学法科専門部
、 「生年月日」明治十六年十一月五日、 （父）
重吉、 （母）關
高知県、北海道、東京府等ニ於テ小学校訓導及同校長、土佐高等女学校及佐賀県立佐賀
高等女学校教諭、佐賀県立佐賀商船学校嘱託、佐賀県立柏知高等女学校教頭、昭和三年六月五日高知市ニ於テ弁護士開業、昭和三年迄小学校正教員 中等教員検定試験教育科法制経済科並ニ弁護士試験合格、 （所得税）二百十六円、 （昭和十四年度）（夫人）隆農、土佐郡森村上村権太郎三女
明治十九年生「里方」農業、父ハ元村長晩年
ハ東京市ニ転居シ明治保険株式会社々員、 （子女）五男アリ 満穗 満清、満也、満久、満重、上二人ハ高知県師範 ヲ経テ高知高校
、下三人ハ城東中学ヲ経テ高等高校ニ入リ長
男ハ高校二年在学中死去シ、二男熊本医大 三男京大法科ニアリ（兄弟）長兄
徳重
郷
- 702 -
里ニ農ヲ営ミ、第一弟
公職ニアリシガ卅六才ニテ死去、二弟
コレ又郷里ニ農業ニ従事
シ、妹千與
式地利右衛門ニ嫁シ四男アリ、二男俊男
陸軍大尉、三男秀男
陸軍上等兵、
長男ハ農、四男ハ在学中、一女 森村ヘ嫁ス。
（ 「高知県名鑑」昭和
年）15
●高石久壽喜「実地授業研究の記並に所感」
（ 『北海之教育』第
号・一九一〇年九月）
、高石久壽喜編
212
『故高石満穗追想録』
（高石久壽喜・一九四三年四月）
九
おわりに
本資料集は、増田が企画・編集・校訂した。本稿における意見にわたる部分は 個人的
見解であり、文責はすべて増田が負うものである。
資料の調査収 、電磁ファイルの作成は、次の通り、加藤、紺谷の協力によ ものであ
る。
「一
はじめに」 、 「二
陪審公判一覧表」 、 「三
陪審公判始末簿から見た陪審裁判」 、 「四
陪審説示集・問書集に見る陪審公判」 、 「五～六」の資料紹介 前書・注、 「七
陪審裁判
に対する判検事・弁護士の感想」 、 「八
陪審公判を担当した判検事・弁護士の閲歴」 、 「九
おわりに」は、増田が執筆した。なお、 「四
陪審説示集・問書集に見る陪審公判」の資
料は、増田が収集し、 「七
陪審裁判に対する判検事・弁護士の感想」 、 「八
陪審公判を担
当した判検事・弁護士の閲歴」資料は、増田が横山の協力の下に収集した。
「三
陪審公判始末簿から見た陪審裁判」の作成に用いた資料の陪審公判始末簿・刑事
第一審公判始末簿は、増田が閲覧謄写申請をし 徳島・高松・高知地方裁判所は増田・加
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藤・紺谷がデジタルカメラで撮影した。なお、神戸地方裁判所は、陪審公判始末簿が保存されていなかったので刑事統計年報を用いたが 同年報は横山の協力により収集した。
「五
刑事判決書」は、増田が閲覧謄写申請をし、神戸地方検察庁分は増田・紺谷、高
松・高知地方検察庁分は増田・加藤・紺谷がデジタルカメラで撮影した。そして、紺谷が神戸・高松・高知における刑事判決書の電磁フ
ァイルを作成した。徳島地方検察庁には、
刑事判決書は保存されていなかった。
「六
新聞報道に見る陪審公判」に用いた資料は、主として新聞報道であるが、その予
備調査は、横山に依頼して、国会図書館において、主として朝日新聞・地方版で行った。その外、増田・加藤 紺谷が、徳島県立図書館、高松県立文書館、高知県立図書館 調査収集し、その補充調査は、増田 国立国会図書館で行った。なお、法律 日本陪審新聞に掲載された陪審公 記事は、増田が調査収集した。そして、増田が電磁ファイルを作成編集したが 高松県立図書館で収集した分は紺谷が電磁ファイルを作成した。（平成二六年三月一二日開催、公益財団法人日弁連法務研究財団・研究部会に提出）
